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二
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来
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比
較

リ
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ー
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ィ
ル
ソ
ン

　
　
　
　

小
笠
原　

佐
江
子

は
じ
め
に

　

知
る
者
と
知
ら
な
い
者
、
教
え
る
者
と
教
え
ら
れ
る
者
が
い
る
。

　

分
離
が
明
確
に
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
伝
授
・
伝
受
、
秘
技
・
秘
伝
、

型
の
伝
承
が
唱
え
ら
れ
る
が
、
技わ
ざ

を
身
に
つ
け
、
心
を
練
り
、
内
面
の

充
実
を
遂
げ
て
師
と
な
る
。
師
は
随し
た
がう

者
に
、
悟
り
を
証
し
て
允い
ん
か可

、

奥お
う
ぎ義
を
与
え
る
が
、
そ
の
根
本
は
宗
教
に
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

密み
っ
き
ょ
う
教
に
お
け
る
法
伝
授
の
儀
式
の
秘
伝
化
、
禅
宗
に
お
け
る
師し
て
い弟
相そ
う

承し
ょ
うな

ど
、
師
は
自
ら
の
体
験
を
秘
密
裡
に
伝
法
す
る
。
法
を
継
い
だ
証

拠
に
は
三さ
ん
え衣

（
袈
裟
）・
一い
っ
ぱ
つ鉢

を
与
え
、
弟
子
の
能
力
を
承
認
す
る
。

　

日
本
で
は
学
問
、
技
芸
、
武
道
に
お
い
て
も
同
じ
理
念
が
適
用
さ
れ

た
。
権
威
化
、
神
秘
化
、
形
式
化
が
必
要
と
な
り
、
伝
統
と
称
し
、
そ

れ
は
や
が
て
商
人
、
職
人
の
道
へ
と
広
が
る
。
が
、
職
人
は
「
か
ら
だ
」

と
「
か
ん
」
で
修
業
を
積
む
。
親
方
の
傍か
た
わ
らに

あ
っ
て
師
の
技
・
呼
吸
・

意
気
を
見
・
習
い
、
身
に
つ
け
る
。
以い
し
ん
で
ん
し
ん

心
伝
心
、
も
と
よ
り
技
芸
は

師
に
随
っ
て
技
を
習
得
、
心
を
練
る
こ
と
が
「
道
」
で
あ
っ
た
。
他
者

で
は
な
く
、
受
け
る
己
れ
に
す
べ
て
が
か
か
る
。
こ
と
ば
を
用
い
て
秘

技
・
秘
伝
を
伝
え
る
極ご
く
い
し
ょ

意
書
な
ど
、
さ
ら
に
そ
れ
を
後
生
大
事
に
秘
蔵

す
る
態
度
な
ど
は
無
意
味
に
近
い
一
面
も
具そ
な

え
て
い
る
。
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伝
書
へ
の
道

一
、
秘
伝
と
伝
授

　

近
世
封
建
時
代
、
商
人
は
身
分
制
度
の
最
下
位
に
置
か
れ
て
い
た
。

　

が
、
農
民
か
ら
町
人
、
さ
ら
に
公
家
・
武
家
・
寺
社
へ
と
、
衣
・
食
・
住
、
そ
の

他
一
切
の
生
活
必
需
品
を
売
り
、
財
を
成
し
た
。

　

刀
に
代
わ
り
金
・
銀
・
銭
が
力
を
も
っ
た
江
戸
時
代
、
も
の
を
売
り
利
益
を
得
る
、

そ
の
意
識
・
態
度
・
気
構
え
は
、
商
人
ば
か
り
か
、
統
治
・
支
配
階
級
の
宮
廷
人
・
武
人
・

僧
侶
・
神
職
者
へ
と
波
及
す
る
。
公
家
は
久
し
い
伝
統
に
培つ
ち
かわ
れ
た
権
威
・
名
誉
・
学
問
・

芸
事
を
売
る
。
武
家
は
武
芸
を
売
り
、
藩
に
お
け
る
興
産
奨
励
、
交
易
ほ
か
に
利
潤

を
求
め
る
。
寺
社
は
神
仏
を
商
品
化
、
さ
ら
に
身
分
を
売
る
な
ど
の
行
為
に
奔は
し

る
。

　

日
本
に
は
、
天
智
天
皇
代
学
校
が
創つ
く

ら
れ
て
い
た
。
唐
制
を
模
倣
、
奈
良
朝
時
代

に
は
大
学
と
な
る
が
、
経け
い
が
く学
・
音
楽
・
書
学
・
算
学
を
教
導
。
が
、
平
安
期
に
な
り

そ
れ
ら
は
廃
退
、
家
学
が
興
り
、
医
術
・
陰お
ん
み
ょ
う
ど
う

陽
道
・
書
学
・
筆ひ
つ
ど
う道
・
絵
画
・
雅が
が
く楽
を

修
め
る
家
が
台
頭
す
る
。
私
学
も
始
ま
り
、
漢
詩
・
漢
学
・
儒
学
・
仏
学
を
以
っ
て

古
道
を
探
り
、
穢け
が

れ
を
去
る
な
ど
、
性
情
を
養
う
も
の
と
し
て
芸
能
が
取
り
入
れ
ら

れ
る
。
女
子
教
育
も
開
始
さ
れ
る
が
、
和
歌
・
書
・
箏そ

う

の
巧
み
な
こ
と
が
求
め
ら
れ
、

僧
侶
に
よ
る
学
問
所
、
図
書
館
の
創
設
も
歴
史
に
残
る
。

　

鎌
倉
期
は
武
人
の
世
で
あ
っ
た
。
公
家
は
衰
退
、
武
家
が
政
治
を
掌つ

か
さ
どる

が
、
儒
学
・

仏
学
を
借
り
て
武
家
独
特
の
生
活
倫
理
を
成
立
さ
せ
る
。
武
士
の
一
族
は
惣そ

う
り
ょ
う
せ
い

領
制
に

よ
っ
て
堅
く
結
合
。
武
士
道
の
名
の
も
と
、
主
従
関
係
、
御ご

お
ん恩

と
奉ほ

う
こ
う公

の
道
を
定
め

る
が
、
そ
れ
ら
は
理
論
、
知
識
に
裏
付
け
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
生
活
を
基
盤
と

し
て
そ
の
風
習
を
本も
と
い居
と
し
た
。
村
に
居
り
農
民
を
支
配
。
が
、
実
権
は
あ
る
も
の

の
、
背
景
と
な
る
教
養
に
乏
し
い
。
平
安
末
期
の
内
乱
後
、
世
上
に
は
精
神
的
な
救

済
を
求
め
新
た
な
宗
教
が
動
き
を
み
せ
る
。
貴
賤
の
別
な
く
念
仏
を
唱
え
る
、
静
か

に
坐
す
、
民
間
信
仰
が
盛
ん
に
な
る
な
ど
活
動
が
活
発
化
。
僧
籍
者
の
力
を
借
り
、

武
家
の
教
育
も
始
ま
る
が
、
学
問
は
啓
蒙
的
な
儒
学
・
朱
子
学
が
軸
と
な
り
、
専
ら
詩
・

文
は
寺
院
の
力
を
中
心
に
広
め
ら
れ
た
。
が
、
古
典
、
有ゆ
う
そ
く
こ
じ
つ

職
故
実
な
ど
の
研
究
は
公

家
文
化
に
依
存
。
な
か
で
も
和
歌
の
道
は
公
家
社
会
の
特
権
と
な
る
が
、
特
殊
な
家

の
伝
統
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
と
し
、
権
威
を
守
る
た
め
に
は
神
秘
性
を
加
え
る
な
ど
、

秘
密
化
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
る
。
歌
道
伝
授
を
一
例
と
し
て
、
和
歌
、
音
曲
、
そ
の

他
家
学
・
家
芸
の
伝
承
に
は
奥お
う
ぎ義
、
家
伝
な
ど
が
成
立
す
る
。
極ご
く
い意
・
極ご
く
ぎ技
な
ど
を

保
護
、
維
持
す
る
こ
と
が
秘
伝
と
な
り
、「
家
元
」
な
ど
の
呼
称
は
な
い
が
、
そ
の
思

考
・
し
く
み
・
実
体
は
平
安
末
期
の
こ
れ
ら
の
動
き
に
遡さ
か
の
ぼる
。

　

秘
伝
の
成
立
は
、
宮
中
を
中
心
に
貴
族
間
に
伝
授
を
乞
う
人
々
が
集
ま
っ
た
こ
と

に
起
因
す
る
。
知
る
者
・
知
ら
な
い
者
、
教
え
る
者
・
教
え
ら
れ
る
者
の
道
が
分
か

れ
、
専
門
家
・
名
家
・
名
人
と
称
す
る
人
々
が
出
現
す
る
。
型
が
つ
く
ら
れ
、
や
が

て
そ
れ
を
文
章
化
・
文
書
化
す
る
こ
と
へ
と
進
む
が
、
鎌
倉
期
に
な
り
口く
で
ん伝
・
口
授

と
称
し
、
師
か
ら
弟
子
へ
と
密
か
に
口
頭
で
伝
え
る
伝
授
法
が
始
め
ら
れ
る
。
基
盤

は
仏
教
の
師
弟
相
伝
、
武
家
の
惣
領
制
な
ど
家
族
制
度
に
置
か
れ
た
が
、
武
家
で
は

家
の
相
続
は
血
統
に
よ
る
も
の
と
し
た
。
口
伝
に
は
「
そ
の
家
の
み
の
特
色
」
と
し

た
精
神
が
盛
り
込
ま
れ
る
が
、
室
町
期
、
世ぜ

あ
み
も
と
き
よ

阿
弥
元
清
（
一
三
六
三
？
―
一
四
四
三
？
）

は
『
風ふ

う
し
か
で
ん

姿
花
伝
』
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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秘
す
れ
ば
花
、
秘
せ
ず
は
花
な
る
べ
か
ら
ず

　
　

家
は
家
に
あ
ら
ず
、
次
ぐ
を
も
て
家
と
す

秘
す
る
こ
と
の
真
意
と
真
実
、
道
の
真
髄
の
続
く
こ
と
こ
そ
家
で
あ
る
と
し
た
が
、

花
と
は
申
せ
、
特
別
に
指
し
示
す
こ
と
で
は
な
く
、
自
然
の
風
体
に
学
べ
と
結
ぶ
。

猿
楽
が
い
ま
だ
他
座
と
の
真
剣
勝
負
、
競
演
に
勝
利
し
て
王
座
を
手
に
入
れ
る
時
代

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
子
へ
の
伝
達
、
一
座
の
結
束
、
新
た
な
創
意
・
工
夫
を
生
み

出
す
た
め
の
力
と
な
る
こ
と
を
願
っ
た
も
の
で
あ
る
。
秘
伝
と
は
子
孫
、
同
流
の
限

ら
れ
た
血
縁
者
に
対
し
て
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

秘
伝
書
は
、
限
ら
れ
た
人
々
・
血
縁
者
、
及
び
不
特
定
多
数
の
人
々
に
向
け
ら
れ

た
も
の
に
大
別
で
き
る
。
求
め
る
人
々
と
そ
れ
を
売
り
物
と
す
る
人
が
絡か

ら

む
が
、
筆

録
・
覚
書
の
類
い
か
ら
、
大
勢
の
人
々
を
対
象
と
す
る
印
刷
物
の
類
い
で
あ
る
。

　

秘
伝
の
波
及
・
分
派
は
、
権
門
に
出
入
り
し
、
地じ

げ下
の
人
々
と
の
交
渉
を
深
め
た

連
歌
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
。
飯い
い
お（
い
の
う
）そ
う
ぎ

尾
宗
祇
（
一
四
二
一
―
一
五
〇
二
）
は
半
生
を
旅
に
過
ご

す
が
、
越
後
・
関
東
・
九
州
へ
と
足
を
延
ば
し
、
地
方
の
武
家
、
教
養
人
に
京
都
の

文
化
を
伝
え
る
。『
古
今
集
』
を
講
釈
し
「
古こ

き
ん
で
ん
じ
ゅ

今
伝
授
」
を
広
め
る
が
、
江
戸
時
代
、

そ
れ
ら
は
宗
祇
門
人
、
連
歌
仲
間
を
中
心
と
し
て
さ
ら
に
地
方
・
民
間
へ
と
分
散
。

秘
伝
の
意
味
は
な
お
神
秘
化
、
形
式
化
の
傾
向
を
深
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

江
戸
期
、
文
化
・
芸
能
活
動
は
、
支
配
階
級
に
加
え
、
富
裕
町
人
の
参
加
を
得
て

急
激
な
発
展
を
遂
げ
る
。
如
何
な
る
こ
と
も
人
々
の
関
心
が
高
く
な
け
れ
ば
そ
の
価
値

は
高
ま
ら
な
い
。
秘
伝
の
価
値
は
大
衆
が
参
加
、
そ
の
関
心
を
得
た
こ
と
か
ら
さ
ら
に

高
め
ら
れ
る
が
、
当
時
秘
伝
と
す
る
芸
事
に
は
能
・
謡う

た
い、

茶
の
湯
、
花
道
、
料
理
ほ
か
、

絵
画
、
工
芸
種
々
が
あ
っ
た
。
時
世
を
反
映
、
儒
教
道
徳
、
政
治
制
度
に
従
っ
て
、
家

父
長
的
な
権
力
を
拡
大
。
組
織
化
・
制
度
化
・
権
力
化
が
図
ら
れ
、
家
柄
を
重
ん
じ
、

継
承
・
継
続
、
伝
統
と
称
す
る
も
の
を
尊
重
す
る
風
潮
が
強
化
さ
れ
る
。
学
問
、
技
芸

に
も
波
及
す
る
が
、
そ
こ
に
奥お
う
ぎ義
・
允い
ん
か可
を
与
え
る
な
ど
の
手
立
て
が
生
ま
れ
、
教
え

る
者
は
知
識
、
技わ
ざ

、
時
間
を
売
り
、
免
許
を
売
る
。
伝
統
を
保
持
、
正
統
を
伝
え
残
す

精
神
が
大
事
と
な
り
、
流
派
の
正
統
を
伝
え
る
本
家
本
元
、
家い
え
も
と元
制
度
が
成
立
す
る
。

　

秘
伝
の
類
い
は
、
そ
こ
に
関
心
が
集
ま
れ
ば
集
ま
る
ほ
ど
に
威
力
を
増
す
。
門
人

が
門
人
を
生
む
制
度
も
調
え
ら
れ
、
伝
授
を
受
け
た
者
は
他
流
を
習
わ
ず
、
他
言
せ

ず
、
伝
書
の
他
見
も
許
さ
な
い
な
ど
の
態
度
が
求
め
ら
れ
る
。
家
元
は
一
切
の
免
許

の
相
伝
権
を
握
り
、
秘
技
の
特
権
化
を
図
る
が
、
心
の
表
現
、
秘
技
に
お
い
て
究
極

な
ど
は
あ
り
得
な
い
。
秘
伝
書
な
ど
に
も
決
ま
り
は
な
い
が
、
江
戸
後
期
、
三
〇
余

種
の
記
録
が
伝
承
、
神し
ん
と
う道
・
儒
道
・
仏
道
、
医
道
・
陰お
ん
み
ょ
う
ど
う

陽
道
、
和
歌
・
連れ
ん
が歌
・
俳は
い
か
い諧
、

申さ
る
が
く楽
・
舞
・
音お
ん
ぎ
ょ
く
曲
、
花
道
・
茶
道
・
香
道
、
書
道
・
画
工
・
蹴け
ま
り鞠
・
囲い

ご碁
・
将し
ょ
う
ぎ棋
な

ど
、
そ
の
折
流
行
し
た
文
芸
を
含
め
れ
ば
多
種
多
様
な
分
野
が
挙
げ
ら
れ
る
。
世
襲
・

家
伝
・
血
統
に
固
執
、
そ
の
精
神
は
系
譜
・
印
譜
の
尊
重
へ
と
拡
が
る
が
、
一
子
の

み
に
伝
え
る
相
伝
は
、
流
儀
に
お
い
て
は
最
も
神
聖
な
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
別
し

て
宮
中
・
貴
族
間
、「
み
や
こ
」
に
お
い
て
流
行
し
た
芸
事
・
文
事
、
様
式
・
技
術
は
、

地
方
大
名
、
文
化
人
・
教
養
人
、
何
よ
り
商
人
、
職
人
ら
の
憧
れ
の
的ま

と

と
な
る
。

　
「
み
や
こ
」
は
単
に
都
市
の
代
表
で
は
な
い
。
天
子
、
王
者
の
住
む
所
、
随
う
貴
族
、

属
す
る
人
々
の
活
躍
す
る
場
所
で
あ
っ
た
。
権
威
の
象
徴
、
文
化
の
蓄
積
、
手
工
業

で
は
技
術
・
技
法
、
趣
向
・
様
式
、
生
産
に
お
い
て
も
そ
の
先
端
を
往
く
処
で
あ
り
、

文
化
は
「
み
や
び
」、
洗
練
さ
れ
た
教
養
、
磨
き
上
げ
ら
れ
た
表
現
の
美
へ
と
繋
が
る

が
、
そ
こ
に
居き

ょ

す
る
こ
と
は
衆し

ゅ
うに

す
ぐ
れ
た
者
の
意
が
付
属
す
る
。

陶法伝書とその伝播(3)



　

京
都
は
古
代
以
来
、
政
治
・
文
化
・
経
済
に
お
い
て
も
独
占
的
な
地
位
を
保
持
し

て
い
た
。
都み
や
この
意
識
は
、
政
治
が
関
東
へ
移
っ
た
江
戸
期
を
通
じ
、
高
貴
性
、
規
範
性
、

優
越
性
を
保
つ
が
、
体
制
は
原
則
と
し
て
町
組
に
よ
る
自
治
組
織
が
基
盤
で
あ
っ
た
。

町
奉
行
も
行
政
に
は
干
渉
し
な
い
所
で
あ
り
、
下し
も
ぎ
ょ
う
京
・
上か
み
ぎ
ょ
う
京
地
域
を
軸
と
し
て
町
組

を
組
織
、
町
年と
し
よ
り寄
、
五
人
組
な
ど
が
取
り
仕
切
る
。
中
世
以
来
、
町
人
に
よ
る
自
治

行
政
は
受
け
継
が
れ
る
が
、
江
戸
前
期
ま
で
京
都
は
王
朝
以
来
の
伝
統
を
蓄
積
、
文

事
・
芸
事
、
宗
教
、
商
・
工
業
の
中
心
都
市
で
あ
っ
た
。
地
方
の
人
々
か
ら
は
つ
ね

に
羨
望
・
憧し
ょ
う
け
い
憬
さ
れ
る
町
で
あ
り
、
京
都
を
模
倣
、
町
並
み
・
風
俗
・
習
慣
を
借
り
、

小
京
都
な
ど
の
意
識
も
生
ま
れ
た
。

　

江
戸
は
か
つ
て
「
鄙ひ
な

」（
田
舎
）
で
あ
っ
た
。
が
、
家
康
の
入
部
以
来
、
慶
長
か
ら

寛
永
期
に
渉
り
町
づ
く
り
も
完
成
、
京
都
を
凌り
ょ
う
が駕
す
る
都
市
に
成
長
す
る
。
衣
食
住
、

す
べ
て
に
京
都
・
大
坂
を
凌
ぐ
町
と
な
る
が
、
貴
族
性
を
底
辺
に
お
く
町
人
主
体
の

上
方
文
化
は
、
江
戸
文
化
、
武
家
と
そ
れ
に
伴
う
町
人
の
文
化
・
制
度
へ
と
移
行
す
る
。

　

乾
山
は
、
選え

り
抜
か
れ
た
都
人
の
誇
り
を
胸
に
江
戸
下
向
を
決
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
文
人
と
し
て
の
自
負
、
年
を
重
ね
て
具
え
た
見
識
も
あ
り
、
陶
工
と
し
て
は
、

御
所
・
仁
和
寺
な
ど
権
門
に
出
入
り
、
希き
だ
い代
の
「
み
や
こ
」
の
や
き
も
の
師
で
あ
っ

た
野
々
村
仁
清
の
陶
法
を
継
ぐ
自
信
と
優
越
心
。
心
地
よ
く
江
戸
に
生
き
、
人
と
交

わ
り
、
そ
の
生
涯
を
終
え
た
も
の
と
推
量
す
る
。
短
い
期
間
に
佐
野
へ
も
渡
り
、
地

方
の
数
寄
者
・
文
化
人
に
陶
技
・
陶
法
を
伝
授
す
る
。

　

萬ば
ん
こ
や
き

古
焼
の
祖
と
な
っ
た
沼ぬ

な
み
ろ
う
ざ
ん

波
弄
山
は
京
都
に
滞
在
、
み
や
こ
に
お
け
る
千
家
流
の

茶
の
湯
を
習
得
。
実
技
を
修
め
、
茶
事
を
学
び
、
道
具
知
識
を
蓄
え
る
が
、
そ
の
行

動
も
地
方
人
の
み
や
こ
へ
の
憧
憬
に
直
結
す
る
。
地
方
の
富
裕
町
人
は
、
当
時
足
繁

く
京
都
間
を
往
来
。
文
化
・
芸
能
を
鑑
賞
、
翫も
て
あ
そぶ
な
ど
、
み
や
こ
の
意
識
・
美
意
識

を
吸
収
す
る
が
、
乾
山
の
江
戸
下
向
、
佐
野
訪
問
を
鑑
み
て
、
実
技
を
学
ぶ
、
伝
書

を
受
理
す
る
な
ど
、
同
じ
認
識
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
知
識
は
行
動
・
実
践
へ

と
結
び
つ
く
が
、
技
術
書
・
手
引
書
な
ど
の
出
版
が
促
さ
れ
、
秘
技
・
秘
伝
、
免
状

の
受
理
へ
と
繋
が
っ
て
ゆ
く
。

　

や
き
も
の
の
伝
書
は
、
土
合
わ
せ
、
釉ゆ
う
や
く薬
、
絵え
の
ぐ具
の
原
料
・
顔が
ん
り
ょ
う
料
を
秘
と
す
る
も

の
が
大
半
で
あ
る
。
人
物
よ
り
技
の
伝
承
を
尊
重
。
江
戸
期
以
前
に
は
見
出
し
得
な

い
が
、
現
存
す
る
秘
伝
書
で
は
寛
文
八
年
高
取
焼
「
上
々
御
藥
帳
次
第
」、
元
禄
三
年

有
田
焼
「
涌
井
田
柿
右
衛
門
家
文
書
」
が
古
い
。
元
文
二
年
乾
山
伝
書
は
そ
れ
に
次

ぐ
が
、
遡さ
か
の
ぼっ
て
乾
山
は
京
焼
祖
押お
し
こ
う
じ
や
き

小
路
焼
・
楽
焼
、
様
式
の
典
型
を
築
い
た
仁に
ん
せ
い
や
き

清
焼

に
触
れ
、
自
ら
の
秘
伝
を
記
す
。
西
鶴
も
述
べ
る
よ
う
に
当
時
は
金か
ね

の
世
の
中
、
金

さ
え
あ
れ
ば
何
事
も
可
能
と
な
る
風
潮
が
強
く
支
配
。
数
寄
者
・
好
事
家
は
伝
書
を

求
め
、
印
刷
物
を
手
に
入
れ
る
な
ど
、
経
済
力
は
知
識
の
蓄
積
を
助
け
、
茶
の
湯
・

俳
諧
の
精
神
に
則の
っ
とっ
て
、
自
ら
楽
し
み
、
実
践
す
る
と
し
た
道
が
開
か
れ
る
。

　

乾
山
を
佐
野
へ
招
い
た
大
川
顕
道
の
『
陶
器
傳
書
』
に
は
、
乾
山
焼
に
関
し
、
秘

伝
（
内
窯
焼
孫
兵
衛
伝
）
の
到
来
、
庭
焼
用
に
誂
え
た
素す
や
き焼
の
品
々
・
窯
の
こ
と
、
江
戸

に
お
け
る
材
料
店
の
所
在
地
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
び
さ
ら
に
同
手
控
に

は
『
和
漢
諸
道
具
古
今
知
見
鈔
』（『
万
宝
全
書
』）、『
大
平
広
記
百
工
秘
術
』、『
樂
燒
秘
嚢
』

な
ど
、
出
版
物
か
ら
の
抜
萃
・
書
写
を
見
つ
け
出
し
た
。

　

学
び
の
道
は
多
く
出
版
物
が
切
り
開
く
。「
字
書
」（
文も

じ
て
ん

字
典
）・「
辞
書
」
に
よ
っ
て

文
字
を
知
り
意
味
を
学
び
、
そ
の
蓄
積
は
「
事こ

と
て
ん典

」
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
が
、「
全
書
」

は
あ
ら
ゆ
る
方
面
の
学
説
・
文
献
・
著
述
を
教
え
る
な
ど
、
こ
こ
に
至
り
自
作
・
自

(4)



演
の
門
が
開
か
れ
る
。
当
時
の
情
報
文
化
の
構
造
を
把
握
。
伝
書
は
単
に
秘
技
・
秘
伝
、

技
術
と
相
伝
を
伝
え
る
の
み
な
ら
ず
、
実
技
・
習
練
の
域
を
超
越
、
知
識
の
資
源
と

し
て
の
役
割
も
担に
な

っ
た
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。

二
、
往
来
物
か
ら
辞
書
・
事
典
・
伝
書

　
民
衆
の
教
育
は
寺
子
屋
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

儒
教
倫
理
・
道
徳
を
基
盤
と
し
て
、
読
み
・
書
き
・
算そ
ろ
ば
ん盤
な
ど
、
手て
な
ら習
い
か
ら
読
も
の
、

躾し
つ
け・
芸
能
・
学
文
、
女
子
は
裁さ
い
ほ
う縫
な
ど
も
教
え
ら
れ
た
。
日
常
生
活
、
諸
事
万
般
を

習
い
、
年
齢
に
合
わ
せ
た
嗜た

し
なみ

、
専
門
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
。
教
科
書
は
往お

う

来ら
い
も
の物
が
主
体
で
あ
り
、
往
来
物
は
正
倉
院
に
も
中
国
書
の
影
響
下
、
そ
れ
を
倣な
ら

っ
た

書
物
が
あ
る
と
伝
承
。
書
簡
形
式
、
文
章
例
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

一
、
往
来
物

　

①　
『
明め

い
ご
う
お
う
ら
い

衡
往
来
』（『
雲
州
消
息
』）：
平
安
後
期
、
藤
原
明あ

き
ひ
ら衡

（
九
八
九
頃
―
一
〇
六
六
）

選
。
書
簡
・
模
範
文
例
集
。
最
古
の
往
来
物
で
あ
る
が
、
貴
族
の
日
常
、
故
実
、
儀

礼
な
ど
を
伝
え
る
。

　

②　
『
十
二
月
往
来
』
：
鎌
倉
期
、
撰
者
不
明
。
一
二
ヵ
月
、
月
ご
と
時じ

ぎ宜
折
々
の

消
息
を
伝
え
、
模
範
文
例
を
示
す
。
歴
史
物
語
、
行
事
、
季
節
感
な
ど
が
取
り
入
れ

ら
れ
、
の
ち
の
往
来
物
の
手
本
と
な
る
。

　

③　
『
庭て

い
き
ん
お
う
ら
い

訓
往
来
』（
二
巻
）
：
南
北
朝
期
、
至
徳
三
年
（
一
三
八
六
）
本
が
伝
承
。
撰

者
不
明
。
月
毎ご

と

の
消
息
文
に
要
語
を
挟
み
、
文
例
と
語ご

い彙
集
、
双
方
の
知
識
を
与
え

る
形
式
。
武
家
社
会
に
即
し
た
家
庭
教
育
、
生
活
に
関
す
る
実
用
知
識
を
集
成
。
往

来
物
の
代
表
と
な
り
、
必
要
な
実
用
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
教
導
。

　

④
『
尺せ
き
そ
お
う
ら
い

素
往
来
』（
二
巻
）：
室
町
中
期
、
一
條
兼か
ね
よ
し良

（
一
四
〇
二
―
八
一
）
著
と
推
定
。

一
通
の
消
息
に
依
り
構
成
、
衣
食
住
・
教
養
・
遊
芸
な
ど
に
関
す
る
語ご

い彙
を
集
成
。

中
世
に
お
け
る
公
家
・
武
家
文
化
を
伝
え
る
。

　

江
戸
期
の
往
来
物
は
目
的
に
応
じ
著
さ
れ
る
特
色
が
あ
る
。

　

公
家
・
武
家
対
象
の
既
成
往
来
物
に
比
し
、
幕
府
の
施
策
に
従
っ
て
士
・
農
・
工
・
商
、

身
分
や
目
的
に
合
わ
せ
た
も
の
が
現
れ
る
。
無
智
は
危
険
、
が
、
有
能
も
危
険
で
あ
り
、

為
政
者
・
支
配
者
ら
は
政
治
・
専
制
に
都
合
の
良
い
教
化
を
図
る
。
民
衆
に
は
分
相
応

の
生
活
に
即
し
た
基
準
を
提
示
、
教
化
政
策
の
根
本
を
忠
孝
・
勤
勉
・
節
約
に
置
く
が
、

風
俗
を
正
し
、
礼
儀
を
守
り
、
人
と
し
て
の
心
得
こ
そ
第
一
と
す
る
こ
と
を
説
く
。
文

章
は
簡
潔
、
実
利
的
。
日
常
生
活
の
知
識
、
意
義
、
責
務
を
教
え
、
そ
れ
ぞ
れ
大
衆
の

自
覚
を
促
す
が
、
子
女
に
は
『
女お

ん
な
い
ま
が
わ

今
川
』『
女
用
訓き
ん
も
う
ず
い

蒙
図
彙
』（
貞
享
四
年
・
一
六
八
七
刊
）、

商
人
に
は
『
商
売
往
来
』（
元
禄
六
年・一
六
九
三
刊
）、職
人
に
は
『
諸し
ょ
し
ょ
く
お
う
ら
い

職
往
来
』（
享
保
五
年・

一
七
二
〇
刊
）、
農
民
に
は
『
田い

な
か
お
う
ら
い

舎
往
来
』（
宝
暦
八
年
・
一
七
五
八
刊
）『
百ひ

ゃ
く
し
ょ
う
お
う
ら
い

姓
往
来
』（
明
和

三
年・一
七
六
六
刊
）
な
ど
、
夥お

び
た
だし

い
数
の
出
版
を
み
る
が
、
体て

い
さ
い裁

は
語
彙
集
、
類
聚
形
式
。

い
ず
れ
に
し
て
も
儒
教
倫
理
に
基
づ
い
て
忠
孝
、
奉
公
、
禁
制
を
説
い
て
民
衆
を
抑
制
、

従
順
な
民
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
農
工
商
の
立
場
を
認
識
、衣
食
住
か
ら
生
産・

経
済
に
関
す
る
実
用
知
識
を
与
え
る
が
、
刊
行
物
の
盛
行
は
全
国
万
民
の
知
識
・
智
慧

と
な
り
、
作
法
、
躾し

つ
けと

な
っ
て
拡
散
す
る
。
や
が
て
旺
盛
な
知
識
欲
は
百
科
事
典
、
百

科
全
書
の
到
来
を
招
く
が
、
江
戸
期
、
学
び
の
道
は
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
。

二
、
辞
書

　

日
本
で
は
天
武
一
一
年
（
六
八
三
）
最
古
の
辞
書
（
消
失
）『
新に

い
な名

』（
四
四
巻
）
が
編

陶法伝書とその伝播(5)



纂
。
現
存
す
る
も
の
で
は
平
安
前
期
『
篆て
ん
れ
い
ば
ん
し
ょ
う
め
い
ぎ

隷
万
象
名
義
』（
三
〇
巻
・
空
海
著
）
が
古

く
、
中
国
『
玉ぎ
ょ
く
へ
ん篇』（

顧こ
や
お
う

野
王
・
五
四
三
年
成
立
）
を
模
倣
・
引
用
、
漢
字
字
形
の
資
料

と
な
る
。
偏へ
ん

と
旁つ
く
りを
分
別
、
発
音
・
意
味
な
ど
を
加
え
た
『
新し
ん
せ
ん
じ
き
ょ
う

撰
字
鏡
』（
一
二
巻
・

昌
住
著
・
平
安
前
期
昌
泰
年
中
）。
物
名
の
意
義
を
分
類
、
出
典
・
意
味
な
ど
を
加
え
た

『
倭わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
う
し
ゅ
う

名
類
聚
集
』（
一
〇
巻
と
二
〇
巻
の
二
種
類
・
源
順
著
・
承
平
年
間
九
三
一
―
三
八
に
成
立
）。

『
類る
い
じ
ゅ
う
み
ょ
う
ぎ
し
ょ
う

聚
名
義
抄
』 『
色い
ろ
は
じ
る
い
し
ょ
う

葉
字
類
抄
』
な
ど
も
あ
る
が
、
鎌
倉
期
に
は
『
名め
い
ご
き

語
記
』『
塵ち
り
ぶ
く
ろ
袋
』。

室
町
期
に
は
以
下
の
三
大
辞
書
が
成
立
し
た
。

　

①
『
倭わ
ご
く
へ
ん

玉
篇
』：
室
町
期
の
漢
和
辞
典
。
成
立
年
代
、
編
者
は
不
明
。
漢
字
・
漢
語

の
画
引
き
、
難
訓
な
漢
字
を
列
挙
、
片
仮
名
に
よ
る
訓
読
が
あ
り
、
江
戸
期
か
ら
明

治
期
に
至
る
ま
で
漢
和
辞
典
の
手
本
と
な
っ
た
。

　

②
『
下か
が
く
し
ゅ
う

学
集
』（
二
巻
）
：
室
町
期
の
国
語
辞
書
。
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
成
立
。

東
麓
破は
の
う衲
編
。
天
地
・
時
節
に
始
ま
り
、
生
活
語
彙
・
一
八
語
義
に
従
っ
て
意
味
の

近
い
語
を
纏ま
と

め
る
が
、
茶
の
湯
関
係
の
言
語
も
あ
り
、
百
科
語
彙
集
の
形
式
で
あ
る
。

　

③
『
節せ
つ
よ
う
し
ゅ
う

用
集
』：
室
町
末
期
・
文
明
年
間
（
一
四
六
九
―
八
七
）
の
国
語
辞
書
。『
下
学

集
』
の
語
義
を
下
地
に
成
立
、
い
ろ
は
音
に
合
わ
せ
て
分
類
。
図
説
、
百
科
事
典
形

式
の
節
用
集
が
多
く
、
平
易
な
文
体
、
仮
名
交
じ
り
、
読
み
仮
名
が
つ
け
ら
れ
る
。

三
、
事
典

　

学
術
・
技
芸
は
、
事
典
・
全
書
・
技
術
書
に
よ
っ
て
広
め
ら
れ
る
が
、
百
科
事
典

は
あ
ら
ゆ
る
科
目
の
知
識
を
集
成
。
江
戸
初
期
の
代
表
は
、

　

①
『
訓き

ん
も
う
ず
い

蒙
図
彙
』（
二
〇
巻
）：
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
刊
。
中
村
惕て

き
さ
い斎

著
。
図
入
り

百
科
事
典
。
天
文
・
地
理
か
ら
人
物
・
衣
服
・
器
用
、
畜
獣
・
禽き

ん
ち
ょ
う

鳥
・
龍
魚
、
米
穀
・

菜
蔬
・
樹
竹
・
花
草
へ
と
、
版
紙
を
上
下
に
分
別
、
大
き
く
図
を
描
き
、
事
物
の
名
称

を
漢
字
・
仮
名
ふ
り
、
和
文
・
漢
文
に
よ
る
説
明
が
入
る
。
知
識
と
と
も
に
意
匠
・
文

様
の
手
本
に
も
な
り
、の
ち
に
は
訓
蒙
図
彙
の
名
を
冠
し
種
々
の
類
書
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

②
『
萬ば
ん
ぶ
つ
え
ほ
ん
た
い
ぜ
ん
ち
ょ
う
ほ
う
き

物
繪
本
大
全
調
法
記
』（
二
巻
）：
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
刊
。
下
村
房
供
画
。

『
訓
蒙
図
彙
』
を
簡
潔
化
、
袖し
ゅ
う
ち
ん
ぼ
ん

珍
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
掲
載
順
序
・
画
の
構
成
・

名
称
な
ど
も
同
じ
く
す
る
が
、
連
歌
・
俳
諧
師
な
ど
が
懐
中
、
活
用
し
た
。
萬
古
焼

森
有
節
家
に
蔵
さ
れ
る
陶
法
書
に
は
同
書
「
繪
具
製
法
」
の
抜
萃
が
あ
る
。

　

③『
和わ
か
ん
さ
ん
さ
い
ず
え

漢
三
才
図
会
』（
一
〇
五
巻
）：
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
刊
。
寺
島
良
安
（
医
者
）
著
。

江
戸
時
代
百
科
事
典
の
代
表
で
あ
る
。
医
を
業
と
す
れ
ば
上
は
天
文
、
下
は
地
理
、
中

は
人
事
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
る
が
（
自
序
）、
挿
図
を
活
用
、
天
部
か
ら
中

国
・
日
本
図
な
ど
膨
大
な
資
料
を
解
説
。
実
用
的
、
啓
蒙
的
。
明
代
『
三
才
図
会
』
を

範
と
す
る
な
ど
、
大
著
に
し
て
文
体
は
漢
文
、
読
者
は
限
定
さ
れ
、
民
衆
が
ら
く
に
手

に
で
き
る
書
物
で
は
な
か
っ
た
。
が
、
の
ち
に
百
科
事
典
は
節
用
集
が
代
行
、
国
語
辞

典
の
形
式
を
と
り
、
こ
と
ば
の
語
源
・
語
釈
を
示
し
、
簡
便
な
と
こ
ろ
か
ら
江
戸
期
の

実
用
辞
書
と
し
て
広
く
普
及
。
往
来
物
も
仮
名
交
じ
り
、
文
体
も
簡
潔
、
図
説
・
様
式

説
明
、
や
が
て
重ち
ょ
う
ほ
う
き

宝
記
の
出
現
と
な
り
深
く
民
衆
間
に
浸
透
す
る
。

四
、
全
書
（
茶
道
具
・
や
き
も
の
類
に
限
定
）

　

全
書
の
特
色
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
の
説
・
述
・
作
を
集
成
。
分
野
ご
と
に
限
定
、

体
系
化
し
、
学
術
・
文
学
・
技
芸
な
ど
を
項
目
別
に
分
類
す
る
。
茶
道
具
、
絵
画
、

や
き
も
の
な
ど
、
種
類
・
生
産
地
・
使
用
方
法
か
ら
様
式
・
形
式
な
ど
の
知
識
を
与
え
、

図
を
用
い
て
解
説
。
過
去
・
現
在
の
す
ぐ
れ
た
知
識
が
集
積
し
、
専
門
家
に
は
不
可

欠
の
書
、
手
に
と
っ
て
楽
し
い
書
物
で
あ
っ
た
。

　

①
合
冊
本
『
茶ち

ゃ
き
べ
ん
ぎ
ょ
く
し
ゅ
う

器
辨
玉
集
』（
三
巻
）：
寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
刊
。
楽ら

く
す
い
き
ょ

水
居
主
人
編
。

(6)



『
画
工
印い
ん
し
ょ
う
章
辨
玉
集
』（
二
巻
）
を
合
わ
せ
た
五
巻
の
内
の
三
巻
。
画
工
は
江
戸
中
期
の

画
人
が
中
心
、
茶
器
は
瀬
戸
茶
入
・
唐
物
茶
入
な
ど
が
主
体
で
あ
り
、
図
を
用
い
て
解

説
す
る
な
ど
、
種
類
・
特
色
、
来
歴
を
明
示
し
、
後
世
の
同
類
出
版
物
の
手
本
と
な
る
。

　

②
合
冊
本『
万ま
ん
ぽ
う宝（

萬
寳
）全ぜ
ん
し
ょ書
』（
一
三
巻
）：
元
禄
七
年（
一
六
九
四
）刊
。
菊き
く
ぎ
よ
し
や
す

木
嘉
保
編
。

『
本
朝
画が
い
ん印
傳
』（
一
―
三
巻
）・『
唐か
ら
え
が
い
ん
で
ん

絵
画
印
傳
』（
四
巻
）・『
和
漢
墨ぼ
く
せ
き
い
ん
づ
く
し

蹟
印
尽
』『
本
朝

古
今
名め
い
こ
う
こ
ひ
つ

公
古
筆
諸
流
』『
古
来
流
行
御お
ん
て
か
が
み

手
鑑
目
録
』（
五
巻
）・『
和
漢
名
物
茶
入
肩か
た
つ
き衝

目
録
』（
六
―
七
巻
・『
茶
器
辨
玉
集
』
の
踏
襲
）・『
和
漢
諸
道
具
古
今
見
知
（
知
見
）
鈔
』

（
八
巻
）・『
和
漢
古
今
寶ほ
う
せ
ん銭
図
』（
九
巻
）・『
古
今
銘め
い
づ
く
し
尽
合
類
大
全
』（
一
〇
―
一
二
巻
）・

『
彫ほ
り
も
の
め
き
き
さ
い
き
ん
し
ょ
う

物
目
利
彩
金
鈔
』（
一
三
巻
）、
以
上
一
〇
部
門
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　

③
『
和わ

か
ん
し
ょ
ど
う
ぐ
こ
こ
ん
ち
け
ん
し
ょ
う

漢
諸
道
具
古
今
知
見
鈔
』（
一
巻
）
：
『
万
宝
全
書
』
中
（
巻
八
）
の
茶
道
具

事
典
。
延
宝
頃
の
成
立
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
表
紙
に
は
「
古
今
焼
物
諸
國
出
所　

唐

物
渡
り
之
次
第　

一
切
之
古
器
名
物
類
凡
テ
三
八
品
之
条
目
ヲ
出
ル
」
と
あ
り
、
日

本
古
今
諸
焼
物
目
録
・
高コ
ウ
ラ
イ麗
・
唐カ
ラ
モ
ノ物
・
染ソ
メ
ツ
ケ付
・
壷ツ
ボ

・
爐ロ
カ
マ釜
・
茶チ
ャ
シ
ャ
ク
杓
・
羽ハ
ボ
ウ
キ箒
・
五ゴ
ト
ク徳
・

香コ
ウ
ロ爐

・
袖ソ

デ
コ
ウ
ロ

香
炉
・
青セ

イ
ジ
ハ
ナ
イ
ケ

磁
花
生
・
花ハ

ナ
イ
ケ生

・
南ナ

ン
バ
ン蛮

・
東ヒ

ガ
シ
ヤ
マ

山
殿
御
道
具
・
花
瓶
・
青
磁
道
具
・

唐カ
ラ
カ
ネ金

・
花ハ

ナ
イ
ケ
カ
ゴ

生
籠
・
青ア

ヲ
カ
イ貝

・
蒔マ

キ
エ絵

・
堆ツ

イ
シ
ュ朱

・
唐カ

ラ
キ木

・
伽キ

ャ
ラ羅

・
織ヲ

リ
モ
ノ物

・
唐カ

ラ
カ
ハ革

・
貝カ

イ
ア
ハ
セ

合
・
貝カ

イ

之
珠
・
貝カ

イ
ケ
タ
モ
ノ
ム
シ

獣
虫
の
玉
・
横ヨ

コ
フ
エ笛

・
皷ツ

ゝ
ミ・

盆ボ
ン
サ
ン
ノ
イ
シ

山
之
石
・
金
物
作
者
・
異
国
渡
来
道
具
に
分
類
。

　

元
禄
七
年
以
前
の
茶
道
具
、
愛
翫
の
諸
品
が
分
明
。
唐
物
・
高
麗
物
の
形
状
か
ら

特
徴
・
来
歴
、
伊
万
里
焼
の
流
行
の
ほ
か
、
京
焼
に
関
し
て
は
粟
田
口
焼
・
御
室
焼
・

清
水
焼
・
黒
谷
焼
・
押
小
路
焼
、
樂
焼
な
ど
の
活
動
が
読
み
取
れ
る
。

　

佐
野
の
素
封
家
大
川
顕
道
の
手
控
え
に
は
、
同
書
の
抜
萃
、
茶
碗
図
写
し
が
あ
る
。

や
き
も
の
へ
の
興
味
・
趣
味
、
熱
意
は
や
が
て
乾
山
を
佐
野
へ
招
く
こ
と
に
な
る
が
、

数
寄
者
の
好
事
、
知
識
の
蓄
積
は
、
机
の
上
か
ら
実
践
へ
と
広
げ
ら
れ
る
。

　

知
識
は
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
活
か
さ
れ
る
。
学
び
の
道
は
し
だ
い
に
拡
大
、
自
ら

楽
し
む
、
実
践
す
る
な
ど
の
要
求
へ
と
前
進
す
る
が
、
実
用
的
な
効
用
か
ら
趣
味
・

娯
楽
の
範
囲
へ
と
手
引
き
・
手
立
て
書
、
技
術
・
技
法
・
入
門
書
の
刊
行
が
促
さ
れ
る
。

茶
の
湯
・
連
歌
・
俳
諧
・
謡
な
ど
、
寄
り
合
い
・
集
会
も
多
く
、
数
寄
者
・
好
事
家
ら
は
、

積
極
的
に
文
化
・
芸
能
活
動
に
参
画
。
身
を
飾
り
、
道
具
・
調
度
を
誂あ
つ
らえ
、
そ
れ
に

合
わ
せ
た
屋
敷
・
庭
園
、
舞
台
な
ど
を
設し
つ
らえ
る
。
鑑
賞
品
、
建
築
・
飾
り
も
の
へ
と
、

美
術
・
工
芸
品
、
用
具
・
道
具
は
、
さ
ら
に
実
践
す
る
も
の
へ
と
移
行
。
暮
ら
し
に

密
着
、
身
近
な
も
の
と
な
り
、
尚
々
賞
翫
、
活
用
の
場
を
拡
げ
て
ゆ
く
。

五
、
技
術
・
技
法
書
・
手
引
書
（
絵
画
、
や
き
も
の
に
限
定
）

　

智
慧
は
、
そ
れ
を
実
践
、
作
製
す
る
道
を
開
く
が
、
限
定
さ
れ
た
人
々
か
ら
、
文
化
・

芸
能
活
動
に
庶
民
が
参
加
。
教
導
も
師
か
ら
弟
子
へ
と
そ
の
流
儀
・
流
派
を
伝
え
る

伝
授
形
式
が
盛
ん
に
な
る
。
存
続
・
継
続
を
か
け
た
秘
伝
・
秘
術
の
類
い
が
文
字
と

な
る
が
、
限
定
さ
れ
た
人
々
へ
の
伝
授
・
伝
承
、
専
門
的
な
技
術
、
こ
と
ば
に
表
し

難
い
技
の
伝
承
に
は
魅
力
が
あ
る
。
技
術
の
披
露
、
実
演
、
知
識
の
切
り
売
り
が
流

行
し
、
文
化
人
は
余
技
と
し
て
そ
れ
を
披
露
・
教
授
す
る
が
、
こ
と
ば
に
残
す
こ
と

す
ら
な
い
と
し
た
口く

で
ん伝

の
類
い
も
、
需
要
と
と
も
に
公
開
さ
れ
る
。

　

中
国
で
は
、
絵
画
の
手
引
書
と
し
て
制
作
と
鑑
賞
を
合
わ
せ
も
つ
画が

ふ譜
が
刊
行
。

『
梅
花
喜き

し
ん
ふ

神
譜
』（
一
二
三
八
刊
）・『
図ず

え
そ
う
い

絵
宗
彜
』（
一
六
〇
七
刊
）・『
八は

っ
し
ゅ
が
ふ

種
画
譜
』（
一
六
二
一

―
二
八
刊
）・『
芥か

い
し
え
ん
が
で
ん

子
園
画
伝
』（
一
六
七
九
刊
）
な
ど
を
出
版
、
従
来
の
挿
図
・
絵
本
と

し
て
の
扱
い
か
ら
、
画
を
主
体
と
し
て
そ
の
歴
史
・
描
法
、
絵
筆
の
運
び
方
、
構
図
・

構
成
の
あ
り
方
な
ど
を
解
説
す
る
。
詩
文
を
添
付
、
文
学
的
な
要
素
も
付
随
し
た
。

　

日
本
で
は
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
―
一
六
一
五
）『
帝て

い
か
ん
ず
せ
つ

鑑
図
説
』・
寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）

陶法伝書とその伝播(7)



『
八
種
画
譜
』・
元
禄
一
五
年
（
一
七
〇
二
）『
図
絵
宗
彜
』
が
版
刻
。
和
本
で
は
元
禄
元

年
（
一
六
八
八
）『
絵え
ほ
ん
ほ
う
か
ん

本
宝
鑑
』・
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）『
絵え
ほ
ん
し
ょ
し
ん
は
し
ら
だ
て

本
初
心
柱
立
』、
享
保
六
年

（
一
七
二
一
）『
畫が
せ
ん筌
』
が
著
さ
れ
た
。

　
『
畫が
せ
ん筌
』（
六
巻
）：
正
徳
二
年（
一
七
一
二
）序
。
享
保
六
年（
一
七
二
一
）刊
。
筑
前
直
方
林

守も
り
あ
つ篤（

生
没
年
不
詳
）著
。
狩
野
探た
ん
ゆ
う幽
門
下
、探た
ん
げ
ん元
門
人
に
よ
る
絵
画
、
狩
野
派
画
法
の
公

開
で
あ
る
。
和
漢
の
画
本
を
参
考
に
、初
心
者
向
け
、絵
画
制
作
の
基
本
を
示
す
が
、実

技
の
た
め
の
図
様
を
描
き
、
理
論
を
重
ね
る
。
絵
画
を
志
す
者
に
は
手
本
と
な
り
、
画

本
と
し
て
も
鑑
賞
さ
れ
た
が
、
画
法
六
法
、
畫
論
傳
受
秘
事
口
訣
ほ
か
、
あ
ら
ゆ
る
画

題（
草
木
か
ら
禽
獣
、
聖
賢
か
ら
和
歌
三
神
・
源
氏
・
衣
冠
な
ど
）、
絵
画
に
お
け
る
秘
伝
を
公

開
。
絵
師
に
よ
る
絵
手
本
版
行
の
先
駆
け
と
な
る
。
享
保
年
代
に
は
橘
守も
り

国く
に

（
一
六
七
九

―
一
七
八
四
）に
よ
る
『
絵
本
写し
ゃ

宝ほ
う
ぶ
く
ろ
袋
』（
一
七
二
〇
）、
土
佐
・
狩
野
派
古
画
の
模
写
『
絵

本
通つ
う
ほ
う
し

宝
志
』（
一
七
二
九
）、
画
譜
と
し
て
『
扶ふ
そ
う
が
ふ

桑
画
譜
』（
一
七
三
五
）な
ど
が
あ
り
、
大
岡

春し
ゅ
ん
ぼ
く
卜（
一
六
八
〇
―
一
七
六
三
）は
狩
野
派
に
学
び
、
大
和
絵
・
漢
画
風
、『
画え
ほ
ん
て
か
が
み

本
手
鑑
』

（
一
七
二
〇
）・『
画が

巧こ
う
せ
ん
ら
ん

潜
覧
』（
一
七
四
〇
）な
ど
を
刊
行
、
画（
絵
）本
作
家
と
し
て
活
躍
す
る
。

―
や
き
も
の
―

一
、
中
国

　

文
人
は
文
に
す
ぐ
れ
書
・
画
に
も
通
ず
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
が
、
工
芸
は
工

人
の
仕
事
と
解
釈
、
文
房
四
宝
を
例
外
と
し
、
や
き
も
の
は
低
い
も
の
と
み
な
す
な

ど
、
文
人
の
知
識
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
文
章
に
著
さ
れ

る
こ
と
は
少
な
く
、
戦
国
時
代
に
『
考こ

う
こ
う
き

工
記
』
は
あ
る
が
、
技
術
関
係
の
哲
学
書
に

分
類
、
工
作
の
過
程
に
関
す
る
記
述
は
乏
し
い
。

　

や
き
も
の
の
技
術
・
工
技
を
伝
え
る
書
物
は
、
南
宋
末
元
初
期
に
『
陶と
う
き記
』（
蒋し

ょ
う
き祈

著
）
が
あ
る
。
景
徳
鎮
陶
務
官
の
立
場
か
ら
同
窯
に
関
す
る
製
作
・
生
産
・
経
営
な
ど

を
抄
録
。
明
代
に
は
風
土
記
的
な
扱
い
と
し
て
景
徳
鎮
窯
、
官
窯
・
民
窯
な
ど
を
纏
め

た
『
江こ
う
せ
い
し
ょ
う
た
い
し

西
省
大
志
』（
王お

う
そ
う
も
く

宗
沐
著
・
一
五
五
六
）
が
著
さ
れ
た
。
製
陶
で
は
明
代
末
期
崇
禎

一
〇
年
（
一
六
三
七
・
日
本
で
は
寛
永
一
四
年
）
頃
刊
行
さ
れ
た
『
天て
ん

工こ
う

開か
い
ぶ
つ物
』（
宋そ

う
お
う
せ
い

應
星
著
）

を
嚆こ
う
し矢
と
す
る
が
、
欧
州
の
天
文
・
数
学
・
医
学
書
な
ど
の
科
学
技
術
・
書
物
な
ど
が

輸
入
、
翻
訳
書
が
盛
行
し
た
折
と
さ
れ
る
。
在
来
の
技
術
を
対
象
、
初
の
自
然
科
学
書

（
一
八
巻
）
で
あ
っ
た
が
、
原
本
は
見
出
さ
れ
ず
、
二
種
類
の
刊
本
が
あ
る
と
い
う
。
日
本

で
は
貝か
い
ば
ら
え
き
け
ん

原
益
軒
（
一
六
三
〇
―
一
七
一
四
）
が
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
刊
『
花
譜
』、
宝
永
五

年
（
一
七
〇
八
）
刊
『
大や
ま
と
ほ
ん
ぞ
う

和
本
草
』
に
同
書
を
参
照
（
三
枝
博
音
著
・
一
九
四
三
）、
元
禄
期

以
前
に
は
舶
載
さ
れ
て
い
た
か
と
推
定
す
る
が
、明
和
八
年（
一
七
七
一
）和
刻
版
が
版
行
。

材
料
・
産
地
・
製
法
な
ど
を
記
し
、
簡
略
で
は
あ
る
が
、
瓦
・
磚
・
甕
・
白
磁
・
青
磁
・

付
記
・
窯
変
・
回
青
な
ど
を
図
示
、
製
作
工
程
が
解
説
さ
れ
た
（
一
四
頁
絵
図
参
照
）。

　

清
代
に
は
『
陶と
う
や
ず
せ
つ

冶
図
説
』（
唐
英
著
・
一
七
四
三
、一
五
頁
参
照
）
が
出
版
、
日
本
で
は
『
陶

説
陶
冶
圖
説
證
解
』（
太
田
能
壽
述
・
昭
和
一
三
年
刊
・
一
九
三
八
）に
詳
細
が
あ
る
。
唐と
う
え
い英
は
景

徳
鎮
督
陶
官（
内
務
府
員
外
郎
）、景
徳
鎮
窯
に
お
け
る
磁
器
の
製
造
工
程
を
二
〇
条
に
分

別
。
採
石
に
始
ま
り
、
そ
れ
を
泥
に
す
る
方て
だ
てか
ら
、
泥
土
の
練
方
・
灰
と
釉
薬
・
匣さ

や鉢

の
造
り
方
・
ロ
ク
ロ
細
工
に
よ
る
鉢
・
皿
・
碗
・
壷
・
杯
な
ど
の
製
方
・
青
料
（
呉
須
・
呉
洲
）

の
産
地
・
絵
具
・
畫
の
描
き
方
・
糸
底
の
削
り
・
窯
積
と
焼
成
、
西
洋
絵
具
の
使
い
方
・

錦
窯
・
荷
造
り
、
焼
成
後
に
は
神
を
祀
り
、
御
礼
参
り
を
す
る
こ
と
な
ど
も
記
述
し
た
。

　

日
本
に
お
い
て
知
ら
れ
る
製
作
書
に
『
陶
説
』（
朱
琰
著
・
一
七
七
四
ま
た
六
）、『
景
徳

鎮
陶
録
』（
藍あ

い
ひ
ん
で
ん

濱
田
著
・
一
八
一
五
）
が
あ
る
。『
陶
説
』は
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
葛か

さ
い
た
だ
し

西
質
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が
翻
刻
、
青
木
木も
く
べ
い米

（
一
七
六
七
―
一
八
三
三
）
は
文
化
元
年
官
許
を
得
て
、
三
二
年
後

子
息
周
吉
が
出
版
し
た
。

　

中
国
は
科
挙
に
よ
る
官
僚
社
会
で
あ
っ
た
。
や
き
も
の
も
多
く
は
官
僚
の
筆
に

よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
が
、
抄
録
、
風
土
記
的
な
記
述
な
ど
、
南
宋
以
後
に
官
窯
を
中

心
に
専
門
的
な
製
作
に
関
す
る
知
識
が
記
さ
れ
る
。
が
、
官
僚
の
筆
は
生
産
主
体
、

窯
の
管
理
・
経
営
・
運
搬
な
ど
の
実
利
が
主
眼
。
紙
・
筆
・
墨
・
硯
（
文
房
四
宝
）
を

除
く
工
芸
は
、
彼
ら
の
知
識
か
ら
は
除
外
さ
れ
た
。

　

秘
伝
・
秘
法
、
製
作
技
法
を
求
め
ら
れ
る
ま
ま
知
識
人
・
好
事
家
に
伝
え
た
日
本
は
、

己
れ
を
磨
く
術す
べ

は
実
践
に
こ
そ
あ
る
と
し
た
茶
の
湯
、
俳
諧
な
ど
の
精
神
を
根
底
に
、

そ
の
心
構
え
、
楽
し
み
方
は
文
化
・
芸
能
の
根
幹
と
し
て
貫
か
れ
る
。

二
、
日
本

　

日
本
で
は
、
享
保
頃
か
ら
技
法
書
、
手
引
書
類
が
刊
行
さ
れ
る
。
画
事
は
『
畫
筌
』、

や
き
も
の
で
は
『
百
工
秘
術
』
が
早
く
、
趣
味
者
間
に
は
席
画
・
席
焼
な
ど
、
即
興

的
な
簡
略
画
、
楽
焼
・
内
焼
な
ど
の
類
い
が
親
し
ま
れ
た
。
絵
画
、
陶
磁
器
に
お
け

る
伝
書
の
商
品
化
で
あ
る
が
、
そ
の
道
を
志
す
人
々
に
限
ら
な
い
。
印
刷
を
し
て
広

く
伝
え
る
。
江
戸
後
期
に
は「
伝
書
」と
し
た
も
の
は
二
〇
〇
〇
種
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

①
『
大
平
広
記
百ひ

ゃ
っ
こ
う
ひ
じ
ゅ
つ

工
秘
術
』（
三
巻
）：
享
保
九
年（
一
七
二
四
）刊
。入
江
貞
庵
著
。智
工・

器
工
・
食
工
・
女
工
・
附
録
・
磁
工
・
雑
工
の
七
部
門
か
ら
成
り
、
生
活
全
般
に
渉
る
知
恵
・

知
識
を
提
供
す
る
実
用
書
で
あ
る
。
簡
潔
・
平
易
な
文
章
、
ふ
り
仮
名
が
あ
り
、
総
体

と
し
て
一
般
向
け
の
生
活
実
用
知
識
、
常
識
を
教
え
る
書
で
あ
る
。
乾
山
を
佐
野
に
招

い
た
大
川
顕
道
の
手
控
え
に
は
同
書
楽
焼
に
関
す
る
抜
萃
書
写
が
あ
る
。

　

磁
工
門
（
磁
器
は
広
く
や
き
も
の
の
意
。）
に
は
、
磁じ

き器
下し

た
じ地

土
こ
し
ら
へ
の
秘
術
并

な
ら
び
に 

土
の
出
所
（
磁
器
土
ご
し
ら
へ
の
秘
術
并
ニ
土
の
出
所
）・
茶
碗
諸
道
具
つ
く
る
秘
術
并
手

製
の
法
・
素
焼
の
秘
術
・
磁
器
上
薬
か
く
る
秘
術
・
磁
器
薬
の
秘
術
・
水み
づ
く
す
り
す
い
じ
ゅ
ほ
う

薬
随
珠
方
・

秘
傳
上
薬
氷ひ
ょ
う
か
い
ほ
う

海
方
（
氷ひ

ょ
う
か
い
れ
い
ろ
う
ほ
う

海
玲
瓏
方
）・
上
薬
を
か
け
て
後
焼
た
つ
る
秘
術
・
上
薬
土
に
よ

り
て
変
ず
る
事
・
赤
色
の
磁
器
の
秘
術
（
赤
楽
焼
等
是
也
）・
黒
色
上
薬
の
秘
方
・
秘
傳

黒
薬
・
飴あ
め
い
ろ色
薬
・
秘
傳
本
焼
薬
・
磁
器
く
わ
ん
に
う
を
出
す
方
・
磁
器
絵
の
具
つ
か

ひ
や
う
、
な
ど
あ
る
が
、
各
部
門
の
目
録
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

智
工
門
：
十そ
ろ
ば
ん

路
盤
を
用
い
ず
手
の
う
ち
に
て
寄よ
せ
ざ
ん算
を
お
く
智
工

　
　
　
　
　
　
中
西
流
の
秘
術
、
数す

う
じ
ょ
う
か
は
い

乗
加
倍
は
是
な
り

　

器
工
門
：
諸
の
角つ
の

を
煮
て
糊の
り

の
ご
と
く
又
は
餅も
ち

の
ご
と
く
し
て
器う
つ
わ
も
の
物
に
作
る
法

　

食
工
門
：
夏
日
生な
ま
う
を魚

を
三
日
貯た

く
わへ

る
法

　

女
工
門
：
金き
ん
こ固
宮き
う
ち
う中
洗せ
ん
め
ん面
八
白
散
の
秘
法　
あ
ら
ひ
こ
の
方
也

　

附
録
：　

着き
る
も
の物

の
長た

け

を
聞
て
惣
絹
の
尺
を
積つ

も

る
方

　

磁
工
門
：
磁じ

き器
下し
た
じ地
土
こ
し
ら
へ
の
秘
術
并
土
の
出
所

　

雑
工
門
：
汗あ

せ
ぬ
ぐ
ひ
く
す
り

拭
薬
の
法　

 

汗
手
ぬ
ぐ
ひ
に
此
薬
を
包
み
摩な

す

れ
は
汗
を
と
ど
む
る
妙
方
也
自
汗

盗ね
あ
せ汗
に
も
妙
な
り

　

②
『
樂ら

く
や
き
ひ
の
う

燒
秘
嚢
』（
二
巻
）：
享
保
一
八
年
（
一
七
三
三
）
刊
。
中
田
潜せ

ん
り
ゅ
う
し

龍
子
編
。
楽
焼

製
陶
書
で
は
最
古
と
さ
れ
る
が
、
器
物
作
り
、
素
焼
・
土
の
製
法
・
内
窯
・
色
見
・
絵

具
・
本
焼
・
楽
焼
（
上
巻
）、
唐
土
・
日
ノ
岡
石
・
生
瀬
石
・
加
茂
川
石
・
玉
な
ど
陶
家

必
須
の
土
や
石
、
楽
茶
碗
図
式
・
楽
家
統
譜
、
附
録
に
茶ス

キ
ヤ寮

料
理
・
菓ク

ダ
モ
ノ・

菓
子
・
餅
・

利
休
傳
薫
物
ノ
方・香
具
（
下
巻
）
と
あ
り
、楽
焼
陶
家
の
用
い
る
薬
、原
料
と
な
る
種
々

土
・
石
の
説
明
が
あ
る
。
同
じ
く
大
川
顕
道
は
手
控
え
に
「
樂
や
き
秘
の
ふ
書
之
内
ゟよ

り

写
」
と
し
て
同
書
赤
楽
関
係
の
法
を
写
す
が
、乾
山
を
招
請
す
る
以
前
の
記
録
で
あ
る
。

　
『
樂
燒
秘
嚢
』『
百
工
秘
術
』『
万
法
全
書
』
な
ど
の
抜
萃
書
写
は
、
陶
器
製
作
へ
の

深
い
関
心
を
表
す
が
、
顕
道
は
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
に
は
「
乾
山
燒
秘
伝
武
州

陶法伝書とその伝播(9)



よ
り
申
来
候
」
と
、
江
戸
の
乾
山
か
ら
は
そ
の
秘
伝
の
絵
具
・
釉
薬
の
調
合
を
受
理
。

が
、
焼
成
作
品
は
乾
山
を
招
き
作
製
し
た
菓
子
器
・
火
入
が
残
る
程
度
で
あ
る
。『
陶

磁
製
方
』
に
は
席
焼
の
記
述
が
あ
る
。
席
焼
・
庭
焼
、
数
寄
者
の
社
交
の
一
つ
で
あ
り
、

顕
道
は
乾
山
没
後
、
京
都
よ
り
黒
楽
の
陶
法
を
受
け
取
る
が
、
同
じ
く
作
品
は
見
当

た
ら
ず
、
実
際
は
知
識
の
蒐
集
、
そ
れ
を
披
露
す
る
こ
と
を
喜
び
と
し
た
地
方
の
趣

味
人
、
好
事
家
の
類
で
あ
っ
た
か
と
推
定
す
る
。

　

③
『
陶
器
焼
附
画が
こ
う
ひ
で
ん
し
ん
し
ょ

工
秘
傳
新
書
』（
一
冊
）
：
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
刊
。
江
藤
時

太
郎
編
。
梅ば
い
て
い
が
そ
う

亭
鵞
叟
序
。
明
治
期
、
新
政
府
は
世
界
万
国
博
覧
会
へ
日
本
陶
磁
器
を

出
品
。
結
果
、
パ
リ
博
覧
会
以
後
、
世
界
第
一
等
の
決
定
を
得
た
り
と
あ
る
。
国
産

を
富
ま
し
、
盛
代
な
ら
し
む
る
べ
く
同
書
を
刊
行
。
秘
傳
と
あ
り
、
図
を
入
れ
、
模
様
、

焼
付
、
製
法
を
纏
め
る
な
ど
、
絵
具
の
練
器
、
絵
付
用
の
機
械
、
西
洋
絵
具
の
混
入
、

近
代
化
の
知
識
が
加
え
ら
れ
る
。
絵
具
の
製
方
・
筆
の
用
法
・
金
箔
消
方
の
法
・
彩

色
の
法
、
模
様
附
内
釜
外
釜
の
図
（
内
窯
・
錦
窯
）、
仕
揚
の
次
第
な
ど
を
確
認
す
る
が
、

幕
末
か
ら
明
治
期
に
活
躍
し
た
三
浦
乾
也
の
動
き
が
重
ね
ら
れ
る
。

や
き
も
の
の
秘
伝
書

一
、
有
田
焼
―「
柿
右
衛
門
家
文
書
」―

　
や
き
も
の
に
は
伝
記
は
あ
っ
て
も
伝
法
書
は
少
な
い
。
古
来
、
陶
工
は
実
技
、
経

験
の
上
に
秘
術
を
習
得
。
各
窯
元
は
独
自
の
技
法
・
特
色
を
守
る
べ
く
、
そ
れ
ら
は

公
表
す
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
秘
伝
書
は
、
製
作
上
の
土
・
釉

薬
・
絵
具
の
原
料
と
配
合
を
伝
え
る
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
陶
工
の
控
え
、
覚
え
な

ど
、
公
に
人
目
に
触
れ
る
刊
行
物
と
は
異
な
り
、
内
容
の
伝
播
に
は
時
間
を
要
し
た
。

さ
ら
に
実
技
者
の
「
か
ん
」
と
「
こ
つ
」
に
頼
る
性
質
上
、
陶
技
・
陶
法
・
焼
成
の

詳
細
は
な
く
、
秘
技
・
秘
伝
書
は
文
化
・
文
政
期
以
後
、
町
人
文
化
の
中
心
が
江
戸

へ
移
り
、
趣
味
人
・
数
寄
者
の
活
動
が
活
発
化
す
る
折
に
多
く
現
れ
る
。

　

自
筆
伝
書
と
述
べ
た
と
こ
ろ
で
、
自
筆
か
否
か
の
判
断
を
要
し
、
災
害
・
事
故
に

よ
っ
て
焼
失
・
消
失
す
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
な
い
。
書
写
で
あ
れ
ば
誤
字
・
誤
読
、

加
筆
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
転
写
に
よ
っ
て
は
文
字
・
文
章
、
意
味
・
解
釈
の
変
わ

る
こ
と
も
あ
る
。
出
版
物
は
、
広
く
同
時
に
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
る
利
点
が
あ
る
。

師
か
ら
弟
子
へ
の
域
を
超
え
て
興
味
あ
る
万
人
の
助
け
と
な
る
が
、
出
版
に
至
る
た

め
に
は
、
そ
れ
な
り
の
需
要
、
人
々
の
支
え
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

色
絵
に
関
す
る
文
書
類
は
酒
井
田
家
伝
「
酒
井
田
柿
右
衛
門
家
文
書
」
が
古
い
（『
有

田
町
史
』）。
近
年
の
発
掘
調
査
か
ら
も
有
田
焼
は
寛
永
末
期
一
六
四
〇
年
代
に
は
生
産

体
制
も
整
い
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
が
、
積
み
出
し
港
の
伊
万
里
か
ら
通
称
伊
万

里
焼
、「
有
田
」
の
呼
称
は
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）「
鹿
島
藩
日
記
」
に
見
出
さ
れ
る
（『
有

田
町
史
』）。
中
国
で
も
彩
絵
瓷
器
を
造
る
店
を
「
紅
店
」
と
称
し
た
が
、
赤
絵
の
初は
じ
まり

は
以
下
の
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）「
覚お
ぼ
え」
が
証
左
と
な
る
。

　

一
、 

赤
絵
は
、
東
嶋
徳
左
衛
門
（
伊
万
里
商
人
）
が
長
崎
に
お
い
て
「
し
い
く
わ
ん
」（
周

辰
官
）
な
る
唐
人
か
ら
技
法
を
伝
習
。
喜
三
右
衛
門
（
初
代
柿
右
衛
門
）
へ
伝
授

　

二
、 

喜
三
右
衛
門
は
「
こ
す
権
兵
衛
」
と
と
も
に
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
頃
そ
れ

を
完
成
。
同
四
年
長
崎
に
持
参
し
、
加
賀
前
田
家
御
買
物
師
塙は

に
わ市

郎
兵
衛
に

販
売
し
た

　

以
上
の
こ
と
が
判
明
、
の
ち
に
金
銀
の
焼
き
付
け
に
成
功
。
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
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佐
賀
藩
二
代
藩
主
鍋
島
光
茂
に
対
面
、
柿
右
衛
門
の
襲
名
は
同
家
許
可
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
が
、
享
保
年
代
か
ら
将
軍
家
月
次
献
上
品
、
公
家
・
大
名
へ
の
贈
答
・
進
物

品
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
佐
賀
藩
で
は
類
似
の
や
き
も
の
製
作
を
厳
し
く
禁
止
、
別

し
て
赤
色
基
調
、
黄
・
緑
・
青
・
紫
絵
具
の
調
合
法
は
、
も
ら
す
こ
と
な
く
、
家
伝

と
し
て
後
継
者
の
み
に
伝
え
ら
れ
た
。

　

元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）、
五
代
柿
右
衛
門
（
一
六
六
〇
―
九
一
）
は
幼
い
六
代
の
た
め
に

『
土
合
帳
』
を
認し
た
ため
た
。
大
鉢
土
・
御
道
具
土
覚
・
青
磁
土
・
御
道
具
白
焼
土
・
ご
す

土
な
ど
の
土
合
わ
せ
、「
上
赤
絵
具
合
覚
書
」
に
は
濃
赤
絵・中
赤
絵・唐
もマ

マ
よ
き・き
び・

紫
・
こ
ん
絵
具
の
配
合
な
ど
が
あ
り
、「
ら
く
焼
覚
」
と
し
た
記
録
も
残
る
。

　

乾
山
は
赤
色
絵
具
に
関
し
、
仁
清
は
金
珠
・
上
々
弁
柄
丹
土
を
用
い
た
こ
と
を
記

す
。
丹
土
は
「
に
つ
ち
」
と
称
し
、
古
来
赤
色
顔
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
鉄
分

を
多
く
含
む
赤
土
、
縄
文
土
器
の
彩
色
、
古
墳
時
代
の
壁
画
に
も
用
い
ら
れ
た
が
、

江
戸
後
期
に
は
緑
礬
を
焼
成
、
弁
柄
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
乾
山
も
同
じ
く
緑
礬

を
焼
返
し
絳こ
う（
ご
う
）は
ん

礬
に
し
て
用
い
て
お
り
（
水
に
居
さ
せ
滓
を
捨
て
、
ま
た
水
に
入
れ
て
一
昼
夜

お
き
、
乾
か
し
、
素
焼
き
碗
に
入
れ
て
焼
く
）、
有
田
焼
の
秘
伝
赤
絵
顔
料
に
同
じ
く
す
る
。

秘
伝
赤
絵
の
情
報
は
、
乾
山
時
代
、
す
で
に
京
都
に
も
拡
散
し
て
い
た
か
と
考
え
る
。

二
、
乾
山
焼
― 『
陶
工
必
用
』『
陶
磁
製
方
』

『
陶
器
密
法
書
』『
陶
術
秘
法
書
』
な
ど
―

　

乾
山
焼
関
係
の
陶
法
伝
書
は
、
今
日
ま
で
に
以
下
の
こ
と
が
分
明
す
る
。

（
一
）
初
代
乾
山
自
筆
伝
書
二
冊
・
写
本
四
冊

　

自
筆
伝
書
は
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
三
月
江
戸
に
お
い
て
認
め
た
『
陶
工
必
用
』、

同
年
九
月
佐
野
に
お
け
る
『
陶
磁
製
方
』
の
二
冊
で
あ
る
。『
陶
磁
製
方
』
に
は
写
本

四
冊
が
伝
世
。
全
て
は
栃
木
県
佐
野
、
足
利
地
方
に
限
ら
れ
る
。

（
二
）
二
代
猪
八
関
係
伝
書
写
本
四
冊

　

猪
八
伝
書
の
自
筆
本
は
一
冊
も
残
ら
な
い
。
写
本
は
『
陶
器
密
法
書
』
を
代
表
と

す
る
が
、
原
本
は
萬
古
焼
三
世
浅あ
さ
じ
ど
う

茅
堂
三さ
ん
あ阿

（
至し

げ
ん玄
）
が
所
持
（
寛
政
四
年
跋
文
）。
伝

世
す
る
『
密
法
書
』
は
写
本
の
写
本
、
同
じ
内
容
の
写
本
は
さ
ら
に
仙
台
・
埼
玉
に

も
伝
承
、
仙
台
堤
焼
針
生
家
伝
書
に
よ
れ
ば
三
阿
は
「
至
玄
」
と
称
し
た
こ
と
が
分

明
す
る
。

（
三
）
記
録
は
あ
る
が
実
存
不
明
。「
光
悦
よ
り
空
中
よ
り
乾
山
伝
来
の
陶
器
製
法
」・

「
伊
八
乾
山
ノ
藥
法
ノ
直
書
」（『
陶
器
密
法
書
』の
原
本
か
）

（
四
）
三
浦
乾
也
関
係
伝
書
写
本
一
冊
・
証
書
一
枚

　

緒
方
流
三
浦
乾
也
と
あ
る
が
、
初
代
口
述
二
代
筆
記
、
三
代
宮
崎
富
之
助
妻
は
る

相
伝
、
酒
井
抱
一
か
ら
藐み
ゃ
く
あ
ん
庵
へ
と
伝
え
ら
れ
た
伝
書
が
基
盤
。
内
容
は
「
乾
山
燒
秘

伝
武
州
よ
り
申
来
ル
」
と
し
た
佐
野
の
大
川
顕
道
に
送
ら
れ
た
乾
山
秘
伝
に
同
じ
で

あ
る
。
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
焼
失
す
る
が
、
猪
八
伝
書
と
は
絵
具
な
ど
の
調
合
に

相
異
が
あ
り
、
今
日
彦
根
藩
主
井
伊
直
弼
筆
に
よ
る
写
本
一
冊
が
伝
世
す
る
。

　

ま
た
伝
書
で
は
な
い
が
、
乾
也
門
人
浦
野
繁
吉
か
ら
イ
ギ
リ
ス
人
バ
ー
ナ
ー
ド
・

リ
ー
チ
へ
と
伝
え
ら
れ
た
伝
授
証
書
「
楽
焼
傳
授
書
」
が
あ
り
、
内
窯
絵
具
の
調
合

を
一
紙
に
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
、内
容
は
相
互
に
関
係
、初
代
乾
山
尾
形
深
省
、

二
代
乾
山
尾
形
猪
八
、
さ
ら
に
初
代
に
関
係
・
三
浦
乾
也
伝
の
陶
法
に
分
け
ら
れ
る
。

陶法伝書とその伝播(11)



年
十
一
月
吉
日
寫
之
丸
山
清
右
衛
門
貞
憐
」
と
あ
る

　
②　

佐
野
市
某
家
か
ら
骨
董
屋
へ
渡
る
と
さ
れ
、
桐
箱
入

　
③　

題
箋
な
く
「
内
窯
焼
之
㕝こ
と

」
と
あ
る
。
奥
書
に
は
「
元
文
二
巳
年
重
陽　

雍

州
乾
山
陶
工
紫
翠
深
省
」「
文
政
十
二
丑
年
末
秋
日
写
壷
桂
楼
月
弓
」
と
あ
る

　

④　

緒
言
・
奥
書
な
し

（
二
）
二
代
乾
山
（
尾
形
猪
八
）
伝
書
写
本

１
、『
陶
器
密
法
書
』猪
八
か
ら
清
吾
、清
吾
か
ら
沼
波
弄
山・萬
古
堂
浅
茅
堂
三
阿
（
国
会
図
書
館
蔵
）

　

寸
法
二
六
、七
×
一
七
、九
㌢
。
美
濃
紙
三
八
枚
（
追
加
含
む
）。
奥
書
に
乾
山
。
跋

文
に
は
寛
政
四
壬
子
夏
五
月　

萬
古
堂
三
世
浅
茅
生
隠
士
三
阿
誌
と
花
押
・
印
「
萬

古
堂
」（
朱
字
方
印
）
と
あ
り
、「
山
水
有
清
音
」（
丸
朱
印
）
の
押
捺
が
あ
る
。
原
本
は

猪
八
自
筆
と
推
定
す
る
が
、
猪
八
か
ら
清
吾
、
清
吾
か
ら
沼
浪
弄
山
、
萬
古
堂
三
世

三
阿
至
玄
（
生
没
年
不
詳
）
へ
と
渡
り
、
三
阿
は
尊
命
に
よ
っ
て
こ
れ
を
書
写
。
尊
命

と
は
誰
で
あ
る
の
か
、
確
か
め
得
な
い
が
、
写
本
を
同
人
へ
贈
呈
す
る
。
当
写
本
は

文
化
四
丁
卯
年
九
月
に
喜
之
な
る
人
物
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
贈
呈
さ
れ
た
写

本
は
そ
の
後
如
何
し
た
か
。
跋
文
の
み
の
解
釈
に
は
限
界
が
あ
り
、
さ
ら
に
仙
台
針

生
家
伝
写
本
巻
末
に
は
佐
野
宗
達
な
る
人
物
が
「
萬
古
三
阿
至
玄
」
に
法な
ら

う
と
あ
る
。

沼
波
家
本
の
伝
播
な
ど
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
、『
本
竈
幷
内
竈
乾
山
秘
法
』
尾
形
猪
八
伝
書
写
本
（
伝
東
京
美
術
研
究
所
蔵
）

　
寸
法
二
三
、一
×
一
四
、八
五
㌢
。
三
三
葉
。
跋
文
、
内
題
は
な
く
、
書
写
年
代
も
不

明
。
奥
書
に
乾
山
。
蔵
書
印
に
「
静
勝
文
庫
」
と
あ
り
、
印
は
代
々
襲
用
、
掛
川
藩
五

代
藩
主
太
田
備
後
守
資す

け
も
と始

（
一
七
九
九
―
一
八
三
四
）
の
文
庫
と
さ
れ
る
。
内
容
は
『
陶

（
一
）
初
代
乾
山
（
尾
形
深
省
）
自
筆
伝
書

１
、『
陶
工
必
用
』
尾
形
乾
山
か
ら
武
江
・
蘭
溪
勝
任
か
、
の
ち
池
田
成
彬
（
大
和
文
華
館
蔵
）

　

寸
法
二
六
、七
×
一
七
、九
㌢
。
美
濃
紙
罫
紙
四
五
枚
（
追
加
含
む
）。
冒
頭
に
乾
山
深

省
と
印「
深
省
」（
白
字
方
印
）。
奥
書
に
元
文
二
年
巳
三
月
五
日　

乾
山
㴱
省
と
爾
字
型

花
押
が
あ
る
。
受
理
者
名
は
な
い
。
が
、同
年
八
月
武
江
蘭
渓
勝
任
、「
勝
任
之
印
」（
長

方
朱
印
）。
蔵
書
印
「
矢
田
陪
氏
」（
変
形
方
印
）。
さ
ら
に
末
尾
に
水
上
蘆
川
、「
陶
煙
居

蔵
書
記
」（
長
方
朱
印
）。
各
綴
じ
合
わ
せ
に
は
「
飛
龍
在
天
」（
楕
円
朱
印
）
の
認
印
が
あ
る
。

　
「
勝
任
之
印
」
は
輪
王
寺
坊
官
進
藤
周
防
守
藤
原
勝
任
か
と
考
え
る
。「
矢
田
陪
氏
」

印
も
同
じ
く
同
寺
坊
官
中
に
そ
の
名
を
発
見
。
進
藤
氏
、矢
田
部
（
陪
）
氏
と
も
に
公
寛・

公
遵
法
親
王
に
近
仕
。
進
藤
氏
は
乾
山
終
焉
に
際
し
坊
官
中
相
談
し
金
一
両
、
葬
儀
・

墓
所
を
配
慮
し
た
人
物
で
あ
る
。
矢
田
部
氏
も
同
じ
く
輪
王
寺
坊
官
、
矢
田
部
豊
前
守

と
推
測
、
進
藤
氏
と
と
も
に
乾
山
伝
書
の
行
方
に
関
わ
る
人
物
と
推
定
す
る
。

２
、『
陶
磁
製
方
』
尾
形
乾
山
か
ら
佐
野
・
大
川
顕
道
か
、
の
ち
鐵
竹
堂
瀧
澤
記
念
館

　

寸
法
一
六
、二
×
二
三
、八
㌢
。
美
濃
紙
三
〇
枚
（
追
加
含
む
）。
元
文
二
年
巳
九
月

十
一
日　

乾
山
七
十
五
翁
㴱
省
と
爾
字
型
花
押
。
元
文
二
年
巳
九
月
十
二
日　

京
兆

乾
山
陶
工
紫
翠
老
人
㴱
省
と
爾
字
型
花
押
が
あ
る
。
受
理
者
名
は
な
い
が
、
栃
木
県

佐
野
市
に
お
い
て
書
か
れ
て
お
り
、
同
地
で
焼
成
し
た
鮑
貝
形
菓
子
器
の
落
款
に
照

合
、
好
事
家
大
川
顕
道
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
巻
末
に
は
顕
道
、
所
蔵
者

瀧
澤
鐵
竹
堂
に
よ
る
追
記
が
あ
る
。

　

写
本
に
は
以
下
の
四
冊
が
あ
る
（
篠
崎
源
三
『
佐
野
乾
山
』
他
）。

　

①　

足
利
市
丸
山
瓦が

ぜ
ん全

曾
祖
父
丸
山
清
右
衛
門
貞じ

ょ
う
り
ん

憐
（
乾
斎
・
一
七
七
七
―
一
八
五
三
）

の
妻
大
川
ツ
ル
が
丸
山
家
に
伝
え
た
も
の
。
丸
山
家
写
本
奥
書
に
は
「
文
政
十
丁
亥
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器
密
法
書
』
に
同
じ
で
あ
る
が
、
脇
本
十
九
郎
蔵
。
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）
東
京
藝

術
大
学
図
書
館
に
寄
贈
。
が
、
今
回
、
同
書
を
同
図
書
館
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

同
年
（
一
九
六
三
）
脇
本
家
は
火
災
に
遭
遇
、
焼
失
し
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

３
、『
他
傳
不
許
乾
山
秘
書
』
堤
焼
針
生
乾
馬
（
針
生
乾
馬
家
蔵
）

　

寸
法
二
九
、〇
×
一
八
、二
㌢
。
紙
本
墨
書
一
冊
。
跋
文
は
な
く
、
奥
書
に
乾
山
。

宮
城
県
泉
市
上
谷
刈
字
赤
坂
、
堤
焼
針
生
乾
馬
蔵
。
書
者
不
明
。
内
容
は
『
陶
器
密

法
書
』
に
同
じ
く
す
る
が
、
奥
書
に
「
右
庭
燒
土
藥
繪
具
の
合
方
乾
山
秘
法　

他
見

無
用
也　

乾
山
」
と
あ
り
、
裏
面
に
「
根
津
傳
心
庵
よ
り
燒
方
作
り
様
五
ヶ
年
の
間

其
外
秘
方
を
傳
へ
ら
れ
た
る
也　

是
ハ
手
続
に
申
置
也　

色
々
口
傳
有
リ　

私
師
被

成
古
人
候
後
萬
古
三
阿
至
玄
と
云
ル
人
に
法
ひ　

燒
物
の
道
ニ
至
ル　

佐
野
宗
達
真

義
」（
花
押
）
と
あ
り
、
別
に
「
花
洛
紫
翠
深
省
緒
方
乾
山
六
世
三
浦
乾
也
門
人　

杉

山
陶
古
千
年
竈　

乾
馬
」
と
あ
る
（
傍
線
筆
者
）。

４
、『
乾
山
樂
焼
秘
書
』
根
岸
武
香
「
冑
山
文
庫
」（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）

　

寸
法
二
四
、八
×
一
六
、八
㌢
。
紙
本
墨
書
一
冊
。
跋
文
は
な
く
、
奥
書
に
乾
山
。
書

者
不
明
。
内
容
は
『
陶
器
密
法
書
』
に
同
じ
く
す
る
。
埼
玉
県
大
里
郡
吉
見
村
字
冑

山
「
冑
山
文
庫
」
旧
蔵
、
同
文
庫
は
国
文
学
者
根
岸
武
香
の
文
庫
で
あ
る
。
昭
和
六

年
（
一
九
三
一
）
国
会
図
書
館
に
寄
贈
。
同
家
に
は
幕
末
・
明
治
初
期
、
陶
工
三
浦
乾
也

（
一
八
二
一
―
八
九
）、
乾
也
に
同
行
し
た
門
人
奥
村
乾け

ん
し
ょ
う

升
ら
に
よ
っ
て
内
窯
が
築
か
れ
た
。

（
三
）
光
悦
よ
り
空
中
乾
山
伝
来
・
猪
八
乾
山
薬
法
ほ
か

　

佐
原
菊き

く
う塢

（
一
七
六
二
―
一
八
三
二
）
所
持
、「
光
悦
よ
り
空
中
よ
り
乾
山
伝
来
の

陶
器
製
法
」（
小
西
彦
右
衛
門
方
守
よ
り
受
理
）。
同
じ
く
菊
塢
所
持
、
浅
草
芳
村
観か

ん
あ阿

（
一
七
六
五
―
一
八
四
八
）
よ
り
譲
り
受
け
た
直
筆
と
さ
れ
る
「
伊
八
乾
山
の
藥
法
」
一

冊
（「
す
み
た
川
花
や
し
き
」
半
紙
五
丁
）。
と
も
に
不
明
で
あ
る
が
、
百
花
園
は
洪
水
・

関
東
大
震
災
・
東
京
空
襲
に
遭
遇
、
消
失
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
四
）
三
浦
乾
也
に
関
係
す
る
伝
書
・
証
書

５
、
緒
方
流
『
陶
術
秘
法
書
』
三
浦
乾
也
か
ら
井
伊
直
弼
（
彦
根
城
博
物
館
蔵
）

　

寸
法
は
一
三
、三
×
一
九
、八
㌢
。
紙
本
墨
書
一
冊
。
奥
書
に
緒
方
流
陶
工
乾
也
と
花

押
・
印
が
あ
り
、
嘉
永
元
申
年
（
一
八
四
八
）
四
月
、
井い
い
な
お
す
け

伊
直
弼
（
一
八
一
五
―
六
〇
）
に
よ

る
書
写
で
あ
る
。
三
浦
乾
也
の
伝
え
る
所
、
釉
薬
・
絵
具
・
素
焼
・
本
焼
に
関
す
る
調

合
で
あ
る
が
、
乾
也
名
が
あ
り
、
乾
山
伝
書
の
流
れ
を
汲
み
、
独
自
の
工
夫
を
加
え
た

も
の
。
同
三
年
（
一
八
五
〇
）
直
弼
は
江
戸
に
お
い
て
乾
也
の
席
焼
を
見
物
（
彦
根
藩
医
上

田
成
伴
宛
書
状
）。
席
焼
に
は
原
料
に
白
玉
（
ガ
ラ
ス
）
を
入
れ
て
お
り
、
白
玉
は
器
物
と

絵
具
の
密
着
性
を
高
め
る
な
ど
、焼
成
の
失
敗
を
防
ぐ
工
夫
で
あ
ろ
う
。
奥
書
に
は「
右

乾
山
青
緑
燒
秘
伝
并
真
製
上
藥
之
義　

此
度
貴
殿
御
執
心
ニ
付
傳
受
致
候
」と
あ
る
。

６
、『
楽
焼
伝
授
書
』
乾
也
門
人
浦
野
乾
哉
か
ら
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ

　

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
九
月
、
六
世
乾
山
浦
野
繁
吉
が
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
に

与
え
た
伝
授
書
で
あ
る
。
内
容
か
ら
乾
也
陶
法
の
流
れ
を
汲
み
、
楽
焼
・
内
焼
陶
法

の
釉
薬
（
上
薬
）・
絵
具
（
白
・
黒
・
赤
・
青
・
紺
青
・
黄
・
岱
赤
・
上
薬
を
要
セ
ズ
青
薬
）
の

調
合
を
記
す
が
、
同
じ
も
の
は
富
本
憲
吉
の
記
録
に
も
あ
り
、
現
在
は
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
ー
フ
ォ
ー
ザ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ー
ツ
蔵
、
イ
ギ
リ
ス
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
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三
、
や
き
も
の
製
作

　
土
と
釉
薬
、
火
の
絡
み
合
い
が
や
き
も
の
を
造
る
。

　

人
類
が
定
住
し
、
日
常
の
煮
炊
き
、
保
存
用
の
煮
沸
・
貯

蔵
容
器
か
ら
、
神
仏
に
捧
げ
、
祀ま
つ

る
た
め
の
祭さ
い
し祀
・
儀
式
用

器
ま
で
、
世
界
に
は
、
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
具
え
た
や

き
も
の
が
造
ら
れ
続
け
る
。
大
別
し
て
軟
質
と
硬
質
、
無
釉

と
施せ
ゆ
う釉
陶
器
・
磁
器
に
分
け
ら
れ
る
が
、
明
確
に
は
区
別
で

き
な
い
も
の
も
あ
り
、
例
外
も
あ
る
。

　

日
本
で
は
以
下
の
よ
う
な
発
展
が
認
め
ら
れ
る
。

一
、
軟
質
・
低
火
度
焼
成
の
や
き
も
の
は
、

　

無
釉
：
縄
文
式
土
器
・
弥
生
式
土
器
・
土は

じ

き
師
器
な
ど

　

施
釉
：
奈
良
三
彩
・
緑
釉（
畿
内
・
尾
張
・
周す

お
う防
・
九
州
出
土
の
瓦
ほ
か
）

　
　
　
　

押
小
路
焼
・
楽
焼
（
京
都
）
な
ど

二
、
硬
質
・
高
火
度
焼
成
は
、

　

無
釉
：
須す

え

き
恵
器
―
常と
こ
な
め滑
・
渥あ
つ
み美
・
備び
ぜ
ん前
・
越え
ち
ぜ
ん前
・
丹た
ん
ば波
・

　
　
　
　

信し
が
ら
き楽
焼
な
ど

　

施
釉
： 

灰か
い
ゆ
う
と
う

釉
陶
―
猿さ

な
げ投（

尾
張
・
美
濃
）―
古
瀬
戸
・
美
濃
、
唐

津
な
ど
。
京
焼
（
粟
田
口
・
清
閑
寺
・
八
坂
・
清
水
・
音
羽
・
修

学
院
・
御
菩
薩
・
野
上
焼
な
ど
）。
磁
器
（
有
田
・
九
谷
・
清
水
な
ど
）

 　

こ
こ
で
は
乾
山
焼
を
中
心
と
し
、
低
火
度
・
高
火
度
焼
成

の
施
釉
陶
器
を
基
本
と
す
る
が
、
施
釉
と
は
、
成
形
後
、
素
焼

を
し
た
素
地
に
上
薬
を
掛
け
る
こ
と
で
あ
る
。
時
に
は
生な

ま
き
じ

素
地

『
天
工
開
物
』（
部
分
）
巻
中
之
一

　

龍
窯
・
缸
窯
は
と
も
に
登
窯
。
そ
の
左

は
小
物
類
、
大
物
類
の
甕
・
鉢
な
ど
を
成

形
す
る
図
で
あ
る
。

『
天
工
開
物
』（
部
分
）
巻
中
之
一　

施
釉
図

『
天
工
開
物
』（
部
分
）
巻
中
之
一

　

瓷
器
窯
・
成
形
・
削
り
・
泥
漿
を
施
す
・

回
青
な
ど
の
絵
具
を
用
い
て
絵
付
を
す

る
様
子
を
描
く
。

『
天
工
開
物
』
宋
應
星
著　
一
六
三
七
年
頃
刊
（
部
分
）・
寛
永
一
四
年
頃
の
刊
行

　

絵
図
は
『
天
工
開
物
』『
陶
冶
図
説
』

に
描
か
れ
た
や
き
も
の
製
作
図
で
あ
る
。

　

上
図
は
『
天
工
開
物
』、「
龍り
ゅ
う
よ
う
れ
ん
せ
つ

窯
連
接
」

「
缸こ
う
よ
う窯
」、
と
も
に
登
窯
で
あ
り
、
龍
窯

は
碗
・
壷
な
ど
の
小
物
、
缸
窯
は
甕
・

鉢
・
壷
な
ど
大
物
製
品
を
焼
成
。
下
図

は
瓷じ

き器
（
磁
器
）
窯
。
成
形
・
削
り
・
絵

付
に
は
陶
車
（
ロ
ク
ロ
）
を
用
い
る
が
、

碗
・
壷
な
ど
の
小
物
、
大
甕
・
大
鉢
な

ど
に
分
業
、
釉
薬
掛
け
の
作
業
に
入
る
。

　

左
頁
は
『
陶
冶
図
説
』
で
あ
る
。
採
石
・

泥
土
造
り
か
ら
匣
鉢
造
り
、
鉢
皿
な
ど

の
丸
物
製
作
に
は
手
ま
た
紐
を
用
い
て

ロ
ク
ロ
を
廻
す
助
手
の
姿
が
み
ら
れ
る
。

呉
須
の
採
取
と
顔
料
屋
の
作
業
、
呉
須

は
黒
緑
色
、
光
沢
の
あ
る
も
の
を
上
等

と
す
る
が
、
絵
具
は
鮮
や
か
さ
を
出
す

た
め
工
人
は
一
ヵ
月
を
か
け
て
擂
り
続

け
る
な
ど
、
極
細
末
に
し
て
用
い
る
。

薬
掛
け
は
大
小
丸
物
は
浸
潤
法
、
大
物

は
多
く
吹
付
法
、
全
て
作
業
は
各
々
専

門
と
す
る
工
人
の
分
担
で
あ
る
。
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（
素
焼
前
）
に
施
す
こ
と
も
あ
る
が
、
浸
す
・
流
す
・
塗
る
な
ど

の
方
法
が
と
ら
れ
、
焼
成
に
よ
っ
て
ガ
ラ
ス
状
の
薄
い
膜
を

つ
く
る
。
器
物
を
硬
く
、
強
く
、
汚
れ
難
く
し
、
色
・
艶つ
や

・

透
明
性
を
与
え
る
た
め
で
あ
る
が
、
低
火
度
焼
成
・
内
焼
釉

薬
（
鉛
に
灰
を
混
入
）、
高
火
度
焼
成
・
本
焼
釉
薬
（
長
石
に
石
灰
質
の
木
灰
、

石
灰
を
混
入
）
が
あ
る
。

―
製
法
―

（
一
）
土

　

は
じ
め
に
、
原
料
と
な
る
土
を
選
択
。
土
は
岩
石
（
火
成

岩
・
堆
積
岩
・
水
成
岩
・
変
成
岩
他
）
が
風
化
し
た
も
の
、
細
か
な

粒
子
の
集
合
体
で
あ
る
。
数
種
の
鉱
物
か
ら
成
り
、
山
土
は

美
濃
焼
、
田
土
は
備
前
・
常
滑
焼
な
ど
に
代
表
さ
れ
、
各
々

土
の
性
質
を
活
か
し
た
や
き
も
の
が
造
ら
れ
る
。
原
土
を
砕く

だ

き
混
ぜ
合
わ
せ
、
篩ふ

る
いに

か
け
、
水
を
加
え
て
居
さ
せ
（
水
簸
）、

一
定
の
固
さ
、
切
れ
や
歪ひ

ず
みみ

を
防
ぐ
た
め
に
土
を
練
り
、
成

形
を
す
る
。
成
形
し
た
も
の
を
素き

じ地
と
い
う
が
、
土
に
は
以

下
の
性
質
が
必
要
で
あ
る
。

　

１
、
形
を
造
る
た
め
の
可か

そ
せ
い

塑
性
、
粘
土
質
（
粘
土
質
）

　

２
、 

窯
に
入
れ
、亀
裂
を
防
ぎ
、収
縮
の
調
整
が
可
能（
石
英
質
）

　

３
、
熱
に
よ
っ
て
焼
き
し
ま
り
、ガ
ラ
ス
質
を
つ
く
る（
長
石
質
）

（
二
）
成
形
と
削
り

『
陶
冶
図
説
』
唐
英
著　
一
七
四
三
刊
（
部
分
）・
乾
山
没
年
の
刊
行

『
陶
冶
図
説
』（
部
分
）

採
石
・
泥
土
造
り
・
窯
詰
用
の
匣
鉢
造
り
・

ロ
ク
ロ
成
形
に
は
足
を
使
う
、
助
手
が
手

ま
た
紐
を
引
く
な
ど
の
姿
が
描
か
れ
、
青

呉
須
は
採
取
後
窯
底
の
砂
中
に
埋
め
、
熱

し
、
水
簸
し
て
か
ら
売
物
と
す
る
。
絵
具

は
よ
く
擂
り
、
絵
付
を
し
て
、
施
釉
、
匣

鉢
に
入
れ
、
窯
詰
、
焼
成
を
す
る
。

　

窯
出
し
後
、
器
物
の
良
否
を
選
別
。
紙
に

包
み
桶
に
入
れ
る
。
専
門
の
荷
造
人
が
い
た
。
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１
、
手
造
り
： 

皿
・
碗
な
ど
の
小
物
、
大
き
な
甕
・
鉢
・
壷
な
ど
は
輪
積
み

　

２
、
ロ
ク
ロ
・
陶
車
：
蹴
り
ロ
ク
ロ
は
九
州
地
方
、
手
ロ
ク
ロ
は
京
都
に
多
い

　

３
、
型
も
の
（
内
型
・
外
型
）：
片
面
型
・
両
面
型

　

４
、
た
た
ら
・
板
起
こ
し
・
指
物
成
形
：
薄
い
土
板
を
造
り
貼
り
合
わ
せ
る

　

５
、
刳く

り
だ
し
： 

土
塊
を
く
り
出
す
。
削
り
は
、
陶
器
で
は
三
―
五
分ぶ

乾
き
、
磁

器
で
は
七
分
乾
き
の
折
に
削
る

（
三
）
装
飾

　

１
、
生
素
地
上
に
は
、

　
　

①　

化
粧
土
：
素
地
の
色
を
変
え
る
・
表
面
を
調
え
下
絵
付
を
し
易
く
す
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　

水
漏
れ
を
防
ぐ
な
ど
。
惣
地
・
刷
毛
・
部
分
目
塗
り
な
ど

　
　
　
　

白
化
粧
：
白
土
・
粘
り
の
あ
る
も
の
（
必
ず
ふ
の
り
を
入
れ
る
）

　
　
　
　

色
化
粧
：
黄
土
に
よ
る
赤
色
、
白
化
粧
に
着
色
剤
を
交
ぜ
る
な
ど

　
　

②　

 

彫
り
（
沈
み
彫
り
・
浮
き
彫
り
）・
印
花
・
象
嵌
・
削
り
・
掻
き
落
と
し
・
貼
り
付
け
・

練
込
み
・
櫛
目
・
縄
目
・
布
目
・
い
っ
ち
ん
（
筒
描
き
）・
面
取
り
な
ど

　

２
、
素
焼
上
に
は
、

　
　

①　

白
化
粧
： 

生
素
地
上
で
は
し
っ
と
り
と
し
た
色
合
に
な
る
が
、
素
焼
上
で

は
濃
く
仕
上
り
、
象
嵌
な
ど
沈
み
彫
り
の
部
分
を
埋
め
込
む
時

な
ど
に
適
す
る

　
　

②　

絵
付
：
下
絵
付
・
上
絵
付

（
四
）
下
絵
付

　

素
焼
後
、
高
温
焼
成
に
よ
っ
て
溶
け
な
い
絵
具
を
用
い
る
。
基
本
は
、

　
　

鉄
絵
具
：
黒
色
・
茶
褐
色
・
柿
色
。
水
下
（
赤
土
）・
黄
土
・
黒
浜
・
弁
柄
な
ど

　
　

呉
須
：
紺
色
・
青
色
。
マ
ン
ガ
ン
・
コ
バ
ル
ト
・
鉄
分
を
含
む
も
の

（
五
）
上
薬
・
施
釉

　

上
薬
は
釉
薬
と
も
い
う
。
上
は
「
の
ぼ
す
」、
釉
薬
を
掛
け
る
こ
と
の
意
で
あ
る
。

素
地
を
包
む
薄
い
ガ
ラ
ス
質
の
膜
を
つ
く
り
、
素
地
に
密
着
、
色
・
艶
・
光
沢
を
与

え
る
。
透
明
釉
薬
、
ま
た
着
色
剤
を
入
れ
着
色
釉
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

　

１
、
低
火
度
焼
成
・
内
焼
に
は
、
鉛
釉
と
無
鉛
釉
薬
の
二
種
が
基
本

　
　

①　

鉛
釉
：
日
岡
石
（
珪
石
・
珪
砂
な
ど
）・
藁
・
も
み
灰
な
ど
珪
酸
質
の
も
の

　
　
　
　

楽
焼
釉
： 

珪
酸
鉛
が
基
本
成
分
。
唐
土
（
鉛
白
・
白
粉
）
に
日
岡
石
を
配
合
。

そ
の
他
原
料
を
溶
か
し
ガ
ラ
ス
状
に
し
た
も
の
（
フ
リ
ッ
ト
）

　
　

②　

無
鉛
釉
：
硼ほ

う
さ
ん酸

釉
・
ソ
ー
ダ
釉
の
二
種
が
基
本

　

２
、
高
火
度
焼
成
・
本
焼
に
は
、
長
石
に
石
灰
石
な
ど
を
調
合
し
た
も
の
が
基
本
。

　
　

①　

長
石
釉
：
石
粉
な
ど
長
石
質
の
も
の
に
木
灰・藁
灰
混
入
（
唐
津
焼・萩
焼
な
ど
）

　
　

②　

石
灰
釉
：
石
灰
石
・
木
灰
・
胡
粉
・
骨
灰
な
ど
石
灰
質
の
も
の

　
　

③　

灰
釉
： 

天
然
の
草
木
を
用
い
る
木
灰
（
自
然
釉・燃
料
の
灰
に
始
ま
る
）・土
灰
（
囲

炉
裏
の
灰・雑
木
灰
）・藁
灰
（
藁
な
ど
の
灰
）・紺
屋
灰
（
媒
染
剤
灰
汁
の
か
す
）

な
ど

　
　

④　

釉
薬
に 

着
色
剤
を
混
入
：
銅（
た
ん
ぱ
ん
）を
加
え
た
織
部
釉
、
鉄
分
を
加
え

た
天
目
・
青
磁
・
黄
瀬
戸
釉
な
ど
が
あ
る

　

３
、
方
法
は
、
浸
し
掛
け
・
流
し
掛
け
・
回
し
掛
け
・
塗
る
・
吹
き
付
け
る
な
ど

　
　

①　

内
焼
：
素
焼
・
絵
付
を
し
て
上
薬
を
掛
け
内
窯
に
入
れ
る
（
乾
山
焼
な
ど
）

　
　
　
　

錦
窯
： 

素
焼
し
た
も
の
に
上
薬
を
掛
け
本
焼
し
た
素
地
に
絵
付
を
し
、
色

絵
具
・
金
・
銀
彩
な
ど
を
焼
き
付
け
る
（
仁
清
焼
な
ど
）

　
　

②　

本
焼
： 

素
焼
、
と
き
に
は
生
素
地
に
下
絵
付
を
し
、
透
明
釉
薬
・
上
薬
を

掛
け
て
（
仁
清
焼
・
乾
山
焼
な
ど
）、
本
窯
に
入
れ
る
。
下
絵
付
に
は

高
温
焼
成
す
る
こ
と
か
ら
堅
牢
な
絵
具
が
必
要
。
基
本
的
に
は
白

土
に
よ
る
白
色
、
鉄
を
主
成
分
と
し
た
黒
色
・
柿
色
、
呉
須
を
主

成
分
と
す
る
紺
色
（
青
色
）
の
四
色
で
あ
る

（
六
）
上
絵
付

　

１
、
色
を
つ
け
る
着
色
剤
：
弁
柄
・
酸
化
銅
な
ど

　

２
、
着
色
剤
を
溶
か
し
素
地
に
密
着
さ
せ
る
融
剤
：
白
粉
（
唐
土
・
鉛
白
）
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３
、
上
絵
具
の
ガ
ラ
ス
を
作
り
、
貫
入
な
ど
を
調
整
す
る
骨
材
：
日
岡
石

以
上
着
色
剤
・
融
剤
・
骨
剤
の
三
種
か
ら
成
り
、
低
い
温
度
で
絵
具
を
安
定
さ
せ
る
。

　

焼
付
温
度
は
六
三
〇
―
八
五
〇
度
ほ
ど
、
調
節
は
融
剤
、
骨
剤
の
加
減
に
よ
る
が
、

密
着
性
を
考
慮
、
白
玉
を
入
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
白
玉
は
フ
リ
ッ
ト
・
ガ
ラ
ス
粉
、

和
絵
具
の
主
原
料
で
あ
る
。
和
絵
具
は
絵
画
用
、
顔
料
と
白
玉
、
珪
石
粉
と
唐
土
を

調
合
す
る
が
、
孫
兵
衛
伝
の
内
窯
絵
具
に
は
白
玉
は
な
く
、
乾
山
一
流
の
内
窯
白
絵

具
・
黒
絵
具
に
み
ら
れ
る
。
猪
八
も
応
用
、
乾
也
の
内
窯
絵
具
へ
と
続
く
が
、
乾
山

は
光
琳
の
影
響
か
、
和
絵
具
か
ら
の
応
用
が
あ
り
、
独
自
の
工
夫
を
加
え
た
も
の
と

考
え
る
。
絵
付
方
法
は
下
絵
付
と
同
じ
で
あ
る
。
筆
の
動
き
を
考
慮
、
は
じ
め
に
下

地
に
ふ
の
り
を
塗
り
、
膠に

か
わを

塗
る
。
膠
は
一
五
分
ほ
ど
煮
出
し
、
布
に
浸
し
て
拭
き

取
る
よ
う
に
塗
布
す
る
が
、
和
絵
具
は
幾
ら
か
厚
く
塗
る
必
要
が
あ
る
。

　

金
・
銀
の
焼
付
は
、
色
絵
付
の
後
、
箔
を
切
り
取
り
貼
り
付
け
る
、
ま
た
金
・
銀

泥
を
絵
筆
に
と
っ
て
塗
り
つ
け
る
が
、
は
じ
め
に
金
・
銀
の
箔
を
消
す
必
要
が
あ
り
、

磁
器
の
平
皿
に
水
を
少
し
入
れ
、
指
頭
を
使
っ
て
磨
り
潰
す
。
こ
れ
を
箔
を
消
す
と

称
し
、
こ
れ
に
硼
砂
を
加
え
、
よ
く
磨
り
、
膠
を
加
え
て
繰
り
返
し
練
る
。

（
七
）
焼
成

　

素
焼
・
内
焼
（
錦
窯
・
楽
窯
）・
本
焼
な
ど
の
別
が
あ
る
。

　

１
、 

素
焼
は
、
成
形
後
、
釉
薬
を
掛
け
ず
に
八
〇
〇
―
一
〇
〇
〇
度
ほ
ど
の
温
度

で
焼
成
。
水
分
を
除
き
、
器
物
に
強
度
を
与
え
、
扱
い
易
く
す
る
が
、
素
焼

窯
を
設
置
せ
ず
、
登の
ぼ
り
が
ま

窯
の
最
上
部
、
内
窯
の
蓋
上
を
活
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

２
、 

内
窯
は
、
七
〇
〇
―
八
〇
〇
度
ほ
ど
の
温
度
で
焼
成
。
低
火
度
焼
成
の
鉛
釉

陶
を
焼
く
小
規
模
な
窯
で
あ
る
。
錦
窯
は
、
上
絵
付
の
絵
具
・
金
・
銀
泥
な

ど
を
焼
き
付
け
る
窯
、
内
窯
と
同
じ
で
あ
る
。
楽
焼
窯
で
は
赤
楽
・
白
楽
、

黒
楽
は
ふ
い
ご
窯
を
用
い
て
高
温
焼
成
、
焼
き
上
が
る
と
と
も
に
窯
か
ら
取

り
出
し
急
冷
す
る
。

　

３
、 

本
窯
は
、一
一
〇
〇
―
一
三
〇
〇
度
ほ
ど
、釉
薬
を
溶
か
し
素
地
を
焼
締
め
る
。

　

内
窯
は
耐
火
煉
瓦
の
な
い
時
代
、
赤
土
を
叩
き
上
げ
て
構
築
し
た
。
円
形
、
屋
内

に
設
え
る
が
、
大
き
さ
に
定
ま
り
は
な
く
、
内
径
一
尺
五
寸
か
ら
四
尺
ほ
ど
の
大
小

が
あ
り
、
高
さ
も
同
寸
に
設
定
す
る
。
窯
は
内
外
二
重
構
造
、
内
側
に
設
置
す
る
内

窯
、
外
側
の
外
窯
と
の
間
に
燃
料
の
薪
ま
た
炭
を
入
れ
焼
成
す
る
。
本も
と
い居

は
中
国
交

趾
焼
の
形
態
に
あ
る
と
伝
承
。
色
絵
付
用
の
錦
窯
、
伊
万
里
焼
の
赤
絵
窯
も
同
じ
で

あ
る
が
、
伊
万
里
で
は
量
産
の
た
め
大
窯
で
あ
り
、
正
保
年
間
（
一
六
四
四
―
四
八
）
に

は
す
で
に
生
産
体
制
も
整
い
つ
つ
あ
っ
た
。
赤
絵
も
完
成
。
小
物
作
品
の
窯
積
み
は

三
段
積
み
、
大
物
作
品
の
焼
成
に
は
間
に
小
物
を
詰
め
る
な
ど
、
色
見
は
絵
具
を
付

け
た
陶
片
を
針
金
の
先
に
く
く
り
つ
け
内
窯
内
に
吊
す
方
法
が
取
ら
れ
て
い
た
。

　

本
窯
は
多
く
登
窯
、
山
の
斜
面
を
利
用
し
て
構
築
す
る
が
、
乾
山
時
代
は
未
だ
耐

火
煉
瓦
は
な
く
、
枠
を
作
り
、
そ
の
中
へ
耐
火
粘
土
・
赤
土
を
流
し
込
み
、
叩
き
上

げ
て
窯
体
を
構
築
。
こ
と
に
よ
る
と
仁
清
窯
の
古
材
を
応
用
し
た
可
能
性
も
あ
り
、

下
方
か
ら
焚
き
口
・
燃
焼
室
・
焼
成
室
・
最
上
部
に
煙
出
し
を
設
置
、
長
い
焼
成
室

の
側
面
に
は
燃
料
を
投
げ
入
れ
る
差さ

し
き
あ
な

木
孔
を
開
け
、
温
度
調
整
が
図
ら
れ
た
。

　

登
窯
の
歴
史
は
古
い
。
中
国
で
は
商
代
・
春
秋
時
代
、
朝
鮮
で
は
高
麗
時
代
、
日

本
で
は
一
六
世
紀
末
期
肥
前
地
方
に
開
始
さ
れ
る
が
、
窯
の
興
り
は
、
平
地
に
窪く
ぼ

み

を
作
り
草
木
を
燃
料
と
し
て
焼
成
。
五
世
紀
頃
か
ら
窖あ

な
が
ま窯
、
一
五
世
紀
後
半
に
は
瀬

戸
・
美
濃
地
方
に
大お
お
が
ま窯

が
築
か
れ
、
一
六
世
紀
末
半
島
か
ら
は
技
術
が
移
入
。
肥
前

に
連れ

ん

房ぼ
う
し
き式
登
窯
が
出
現
、
や
が
て
各
地
へ
と
伝
播
す
る
。

陶法伝書とその伝播(17)



『
陶
工
必
用
』

　
『
陶
工
必
用
』
は
、
尾
形
深
省
乾
山
自
筆
に
よ
る
陶
器
の
製
法
・
技
法
書
で
あ

る
。
三
部
か
ら
成
り
、
仁
清
に
よ
る
本
焼
山
窯
陶
法
、
孫
兵
衛
に
よ
る
内
窯
陶

法
、
両
者
を
合
わ
せ
、
長
年
に
わ
た
る
自
ら
の
工
夫
、
習
得
し
た
乾
山
の
知
識
・

技
術
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
小
書
き
に
よ
る
朱
註
を
加
え
、
自
ら
の
見
解
を

添
え
る
。

一
、
仁
清
伝
・
本
焼
山
窯
陶
法

　

高
火
度
焼
成
、
本
焼
山
窯
陶
法
は
仁
清
家
伝
、
元
禄
七
年
二
代
仁
清
に
よ
っ

て
伝
え
ら
れ
た
。
乾
山
の
伝
書
が
な
け
れ
ば
世
に
出
る
こ
と
の
な
か
っ
た
陶
法

で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
譲
り
渡
し
た
二
代
仁
清
は
乾
山
窯
の
本
焼
を
担
当
。
茶

人
好
み
の
茶
道
具
、
国
内
外
の
写
し
も
の
、
光
琳
意
匠
の
や
き
も
の
化
に
力
を

注
ぐ
。
仁
清
陶
法
は
そ
の
ま
ま
活
き
る
が
、
二
代
仁
清
は
仁
清
焼
始
祖
野
々
村

清
右
衛
門
（
生
没
年
不
詳
）
の
嫡
子
。
弟
に
は
清
次
郎
、
清
八
郎
の
名
が
残
り
（「
金

子
借
用
証
文
」
他
）、
と
も
に
乾
山
窯
に
移
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

初
代
清
右
衛
門
は
、
仁
和
寺
門
前
御
室
堅
町
に
御
室
窯
を
開
窯
、
乾
山
に
よ

れ
ば
、
同
寺
の
「
仁
」
に
、
自
ら
の
名
を
合
わ
せ
「
仁
清
」
を
銘
と
し
た
が
、

専
ら
茶
匠
金か
な
も
り
そ
う
わ

森
宗
和
（
一
五
八
四
―
一
六
五
六
）
の
好
み
道
具
を
製
す
る
と
い
う
。

宗
和
は
寛
永
期
中
頃
の
茶
匠
で
あ
る
が
、
飛
騨
高
山
城
主
出
雲
守
金
森
可あ
り
し
げ重

長

子
重し
げ
ち
か近
で
あ
る
。
勘
当
を
受
け
、
京
都
に
住
ま
い
し
、
大
徳
寺
伝で
ん

双そ
う
し
ょ
う
い
ん

紹
印
に

参
じ
剃
髪
、
宗
和
を
号
と
し
た
。「
き
れ
い
さ
び
」
に
代
表
さ
れ
る
小こ

堀ぼ
り
え
ん
し
ゅ
う

遠
州

（
一
五
七
九
―
一
六
四
七
）
亡
き
後
、
上
品
な
茶
趣
に
よ
っ
て
、
後
世
「
姫ひ

め
そ
う
わ

宗
和
」
と

称
さ
れ
た
が
、
茶
室
・
茶
庭
、
茶
道
具
・
懐
石
道
具
な
ど
に
好
み
が
残
り
、
仁

清
焼
の
指
導
、
斡
旋
も
記
録
に
み
ら
れ
る
。

　

仁
清
は
丹
波
野
々
村
の
出
自
と
伝
承
。
丹
波
焼
清
右
衛
門
と
あ
る
こ
と
か
ら

（
仁
和
寺
『
御お

ん
き記
』）、
丹
波
焼
に
拘か
か

わ
り
が
あ
っ
た
も
の
か
。
瀬
戸
修
業
の
こ
と
は

自
ら
乾
山
に
語
っ
て
い
る
が
、
伝
世
す
る
茶
入
・
壷
・
茶
碗
な
ど
に
は
瀬
戸
窯
特

有
の
技
術
・
技
法
、
釉
薬
の
特
徴
が
現
れ
る
。

　

瀬
戸
窯
は
貞
応
年
間
（
一
二
二
二
―
二
四
）、
道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇
―
五
三
）
に
従
い

入
宋
し
た
加
藤
藤
四
郎
景か
げ
ま
さ正

（
生
没
年
不
詳
）
が
福
建
省
建け
ん
よ
う窯
の
陶
法
を
習
得
、
帰

国
後
祖そ

母ぼ
か
い懐
に
窯
を
築
い
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
う
。
伝
承
で
あ
る
が
、
歴
史
は
古

く
、
瀬
戸
地
方
か
ら
は
新
石
器・縄
文・弥
生
式
土
器
、
土は

じ

き
師
器・須す

え

き
恵
器
片
が
出
土
。

平
安
期
に
は
灰か
い
ゆ
う釉
陶
器
の
生
産
、
猿さ
な
げ投
窯
の
活
動
、
拡
散
も
あ
り
、
一
一
世
紀
末
年

に
は
山
茶
碗
を
生
産
。
一
四
世
紀
に
は
文
様
、
釉
薬
に
色
を
つ
け
た
陶
器
が
造
ら
れ

る
。
一
五
、六
世
紀
頃
か
ら
茶
の
湯
の
盛
行
に
伴
っ
て
茶
道
具
製
作
が
盛
ん
に
な
る

が
、
瀬
戸
窯
は
天
目
茶
碗
、
和
物
・
唐
物
写
茶
入
製
作
で
は
不
動
の
地
位
を
築
き
、

伝
世
す
る
仁
清
焼
茶
入
に
は
瀬
戸
様
式
の
技
の
巧
み
さ
確
か
さ
が
光
る
。

　

茶
入
は
茶
道
具
中
、
最
上
位
に
置
か
れ
る
道
具
で
あ
る
。
信
長
時
代
は
一
国
一

城
の
手
柄
に
も
替
え
ら
れ
た
が
、
ロ
ク
ロ
技
術
の
技
が
見
せ
所
と
な
る
壷
・
茶
入

の
製
作
は
仁
清
の
得
意
と
し
た
技わ
ざ

で
あ
る
（
ロ
ク
ロ
を
不
得
意
と
し
た
乾
山
の
作
品
に

は
茶
入
は
な
い
）。
や
が
て
瀬
戸
か
ら
京
へ
上
る
が
、
粟
田
口
焼
窯
場
に
移
り
、
さ

ら
に
京
焼
の
技
術
、
美
意
識
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
巧
み
な
陶
工
と
し
て
の
実
績

を
積
む
（
丹
波
か
ら
京
都
へ
。
京
都
か
ら
瀬
戸
、
そ
し
て
京
都
へ
と
し
た
説
も
あ
る
）。

　

粟
田
口
一
帯
は
、
も
と
瓦
製
造
地
帯
で
あ
っ
た
と
い
う
。
瀬
戸
の
陶
工
、
三
文

字
屋
九
右
衛
門
が
開
窯
し
た
窯
で
あ
る
が
、
茶
道
具
焼
成
を
専
門
と
し
て
お
り
、

仁
清
は
、
磨
き
上
げ
た
ロ
ク
ロ
の
技
術
に
、
み
や
こ
の
意
匠
、
装
飾
、
陶
技
を
加

え
る
。
宗
和
に
見
込
ま
れ
た
そ
の
腕
は
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
に
は
仁
和
寺
門

前
、
御
室
堅
町
に
自
窯
を
開
く
ま
で
に
な
る
が
、
領
内
仁
和
寺
の
御
用
を
勤
め
、

仙
洞
御
所
、
公
家
・
武
家
・
町
人
の
需
め
に
応
ず
る
。
造
形
・
意
匠
、
釉
薬
・
絵
具
、
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そ
の
構
成
は
華
麗
・
品
格
あ
る
形
状
・
色
彩
・
装
飾
様
式
に
現
れ
る
が
、
茶
道
具
・

懐
石
道
具
・
建
築
用
飾
り
道
具
・
置
き
道
具
へ
と
広
が
り
を
み
せ
る
。
堂
上
人
の

栄
覧
も
あ
り
、
将
軍
家
へ
の
献
上
も
あ
っ
た
。
寛
文
か
ら
延
宝
年
間
は
仁
清
焼
全

盛
期
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
評
判
を
得
て
江
戸
に
お
い
て
は
町
売
り
な
ど
の
記

録
が
残
る
（『
森
田
久
右
衛
門
日
記
』）。
仁
清
焼
は
装
飾
陶
器
の
極
致
を
示
す
か
。

　

仁
清
は
東
福
門
院
の
御
用
を
勤
め
た
。
乾
山
父
宗
謙
（
一
六
二
一
―
八
七
）
も
同

じ
く
女
院
の
装
束
を
担
当
。
両
者
に
面
識
は
な
か
っ
た
も
の
か
、
宗
謙
の
茶
道

具
中
、
乾
山
へ
の
遺
産
道
具
の
な
か
に
仁
清
焼
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　

元
禄
二
年
、
父
の
没
後
、
乾
山
は
御
室
「
習
静
堂
」
に
隠
棲
し
た
。

　

御
室
門
前
村
堅
町
、
習
静
堂
は
仁
清
窯
場
の
隣
り
で
あ
っ
た
。
や
き
も
の
に

興
味
を
も
つ
乾
山
は
そ
れ
を
承
知
で
選
択
し
た
の
か
。
折
々
工
房
を
訪
い
、
仁

清
の
技
に
じ
っ
と
見
入
る
。
窯
焚
き
の
折
に
は
手
伝
い
も
し
た
の
で
は
な
か
っ

た
か
。
自
ず
と
親
し
み
は
深
さ
を
増
し
、
二
代
仁
清
と
も
こ
と
ば
を
交
わ
し
、

弟
ら
と
の
交
流
も
生
ま
れ
て
ゆ
く
。
道
は
一
〇
年
後
へ
と
続
き
、
乾
山
窯
の
開

窯
、
仁
清
陶
法
の
受
理
へ
と
繋
が
る
。

　

元
禄
七
年
、
乾
山
は
師
の
独
照
禅
師
（
一
六
一
七
―
九
四
）
を
失
っ
た
。
推
定
で

は
同
じ
く
そ
の
年
、
初
代
仁
清
も
没
し
た
と
さ
れ
る
。
初
代
に
比
し
て
技
量
の

劣
る
（『
前
田
貞
親
覚
書
』）
二
代
清
右
衛
門
は
、
生な
り
わ
い業
で
あ
る
仁
清
窯
の
経
営
、
継

続
に
苦
し
む
が
、
京
焼
の
体
制
も
変
化
、
彩
色
磁
器
、
色
絵
・
赤
絵
・
金
襴
手

を
製
し
て
肥
前
・
伊
万
里
焼
の
台
頭
も
試
練
と
な
っ
た
。

　

仁
清
窯
は
疲
弊
す
る
。
が
、
あ
れ
ほ
ど
名
声
を
博
し
、
天
下
に
知
ら
れ
た
仁

清
窯
が
捨
て
置
か
れ
る
は
ず
は
な
い
。
仁
和
寺
も
案
じ
た
こ
と
に
違
い
な
い
。

隣
家
に
居
っ
て
そ
れ
を
直
接
見
聞
き
し
た
乾
山
は
、
事
態
に
接
し
、
己
れ
に
で

き
る
道
を
探
る
。

　

仁
清
陶
技
は
乾
山
窯
に
引
き
継
が
れ
た
。

　

初
開
窯
の
鳴
滝
窯
は
同
じ
く
仁
和
寺
の
領
内
に
あ
る
。
二
條
家
山
屋
敷
跡
で
あ
っ

た
が
、
独
照
、
仁
清
の
没
し
た
同
年
八
月
二
日
乾
山
へ
と
譲
渡
さ
れ
た
（「
永
代
被
下

置
候
山
屋
敷
之
事
」）。
二
條
家
説
得
に
難
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
む
し
ろ
光
琳
の
画
才
、

乾
山
の
能
書
を
知
る
二
條
綱
平
は
、
志
を
知
り
、
後
押
し
の
側
に
立
っ
た
も
の
と

考
え
る
が
、
綱
平
簾
中
栄
子
内
親
王
は
仁
和
寺
宮
寛
隆
法
親
王
の
妹
で
も
あ
っ
た
。

　

乾
山
は
開
窯
ま
で
に
五
年
の
歳
月
を
費
や
し
た
。

　

二
代
仁
清
に
は
借
金
、
ま
た
仁
和
寺
と
の
約
束
事
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

仁
清
窯
の
職
人
・
工
人
、
兄
弟
の
身
の
振
り
方
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
初
代
ほ

ど
の
修
業
、
経
験
を
積
ま
ぬ
二
代
で
あ
れ
ば
、
時
間
を
か
け
て
準
備
を
調
え
、
窯

の
整
理
を
す
る
必
要
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
乾
山
と
は
仁
清
焼
、
そ
の
技
術
・
陶

法
の
継
続
、
生
業
の
行
方
な
ど
を
話
し
合
っ
た
も
の
と
推
考
す
る
が
、
仁
清
焼
の

陶
技
陶
法
は
乾
山
窯
の
本
焼
山
窯
作
品
に
活
か
さ
れ
る
。
茶
の
湯
に
合
わ
せ
香
合

な
ど
の
茶
道
具
類
、
異
国
物
写
し
、
琳
派
様
式
の
作
品
の
種
々
に
活
用
さ
れ
た
。

　

一
方
、
乾
山
に
も
望
み
が
あ
っ
た
。
絵
師
、
工
芸
意
匠
家
と
し
て
活
動
す
る
兄

光
琳
の
助
言
も
大
き
く
、
両
者
は
と
も
に
構
想
を
練
り
、
方
向
を
定
め
る
。

　

一
つ
に
、
光
琳
画
、
乾
山
書
、
両
者
の
才
能
が
発
揮
で
き
る
道
で
あ
る
。
紙
・

絹
上
の
表
現
を
土
面
に
移
し
、
墨
に
見
立
て
た
黒
絵
具
を
活
用
す
る
。
画
と
書
、

和
漢
の
画
讃
様
式
の
選
択
で
あ
る
が
、
専
門
絵
師
の
協
力
を
求
め
、
光
琳
、
渡
邊

素
信
の
付
け
立
て
画
が
絵え
つ
け付

と
な
り
、
得
意
の
乾
山
書
が
趣
き
を
添
え
る
。

　

二
つ
は
、
本
焼
物
の
素
地
を
飾
る
彩
色
・
装
飾
、
写
し
物
の
工
夫
で
あ
る
。

　

三
つ
は
、
土
面
に
お
け
る
漆
芸
・
染
織
な
ど
、
光
琳
意
匠
の
表
現
で
あ
る
。

　
　

本
焼
は
、
仁
清
焼
二
代
清
右
衛
門
の
技
術
が
基
本
。
登
窯
を
構
築
す
る
。

　
　

内
焼
は
、
押
小
路
焼
孫
兵
衛
の
技
術
が
基
本
。
内
窯
を
設
置
す
る
。

　

孫
兵
衛
は
、
釉
下
色
絵
陶
法
の
熟
練
陶
工
で
あ
っ
た
。
乾
山
の
意
図
を
知
り
、

陶法伝書とその伝播(19)



も
造
り
た
か
っ
た
や
き
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
紙
・
絹
同
様
、
陶
器
の
上
に
光
琳

の
絵
筆
、
自
ら
の
書
が
活
か
さ
れ
る
。

　

細
か
な
工
夫
は
、
用
い
る
釉
薬
に
始
ま
っ
た
。

　

角
皿
表
面
は
用
紙
の
如
き
肌き

め理
、
手て

ざ
わ触

り
を
つ
く
り
出
し
、
絵
具
は
本
絵
師
（
専

門
絵
師
）
の
用
い
る
和
絵
具
を
応
用
、
書
・
画
作
品
の
風ふ
う
あ
い合
・
味
わ
い
が
滲
み
出
る
。

基
本
は
孫
兵
衛
伝
の
内
窯
絵
具
で
あ
る
が
、
押
小
路
焼
の
伝
統
を
軸
と
し
て
、
釉

下
色
絵
の
技
法
が
発
揮
さ
れ
る
。
乾
山
の
内
窯
焼
作
品
は
、
本
焼
仁
清
の
色
絵
、

錦
手
様
式
と
は
一
味
異
な
り
、
乾
山
窯
の
一
代
特
色
を
築
く
が
、
画
題
に
は
文
学

性
が
含
ま
れ
、
形
状
に
は
額
・
掛
物
・
巻
物
か
ら
の
構
想
が
基
盤
と
な
る
。
器
形
・

釉
薬
・
絵
具
の
工
夫
に
お
い
て
も
仁
清
焼
と
は
趣
き
を
異
に
す
る
が
、
上
絵
付
で

は
表
し
切
れ
な
か
っ
た
絵
画
的
な
味
わ
い
が
表
出
、
暈
か
し
、
濃
淡
、
盛
り
上
が

り
の
な
い
絵
具
が
工
夫
さ
れ
た
。

　

鳴
滝
窯
は
乾
山
焼
の
土
台
で
あ
る
。
丁
子
屋
町
で
は
鳴
滝
様
式
の
簡
略
化
、
新

た
に
流
行
す
る
琳
派
様
式
を
本
格
化
さ
せ
る
。
聖
護
院
門
境
で
は
二
代
猪
八
が
活

躍
、
自
ら
の
表
徴
と
な
る
惣
地
塗
り
、
黒
楽
に
白
絵
を
入
れ
る
技
法
を
売
り
と
す

る
が
、
乾
山
様
式
に
は
初
代
も
用
い
た
光
琳・渡
邊
氏
の
絵
手
本
が
基
本
と
な
っ
た
。

―
『
陶
工
必
用
』
の
特
色
―

　
乾
山
の
陶
法
伝
書
が
な
け
れ
ば
、
近
世
陶
磁
器
の
知
識
は
不
足
。
現
在
も
多
く

の
人
々
が
同
書
を
活
用
。
京
焼
に
関
す
る
歴
史
・
様
式
・
製
法
、
押
小
路
焼
の
興

り
と
創
始
者
、
仁
清
焼
の
開
窯
と
名
の
由
来
、
陶
法
・
特
色
・
作
品
、
ま
た
金
森

宗
和
と
の
繋
が
り
な
ど
が
明
ら
か
と
な
る
。

　

乾
山
焼
に
関
し
て
は
名
称
、
開
窯
年
代
、
仁
清
陶
法
の
受
理
と
そ
の
後
の
仁
清

焼
。
樂
焼
。
押
小
路
焼
と
孫
兵
衛
の
繋
が
り
な
ど
内
窯
陶
法
の
伝
授
が
判
明
。

　

何
よ
り
乾
山
の
江
戸
下
向
と
作
品
が
確
認
さ
れ
る
が
、
同
書
は
元
文
二
年
江
戸

鳴
滝
窯
へ
の
参
加
に
は
、
初
代
以
来
粟
田
口
焼
に
所
縁
の
あ
る
二
代
仁
清
の
力
添

え
を
考
え
る
が
、
粘
土
・
釉
薬
、
種
々
の
原
料
・
顔
料
、
窯
焚
人
や
人
足
に
至
る

ま
で
、
二
代
仁
清
、
孫
兵
衛
の
助
力
の
も
と
、
仁
清
焼
、
粟
田
口
焼
、
そ
れ
ぞ
れ

の
陶
工
の
知
識
、
助
成
を
獲
得
。
役
所
へ
の
届
出
を
済
ま
せ
、
仁
和
寺
へ
の
挨
拶
、

綱
平
へ
の
報
告
を
終
え
、
乾
山
焼
が
始
ま
っ
た
。

二
、
孫
兵
衛
伝
・
内
焼
内
窯
陶
法

　

孫
兵
衛
は
、
押
小
路
焼
祖
一
文
字
屋
助
左
衛
門
の
縁
者
と
い
う
（『
陶
工
必
用
』）。

京
焼
は
安
土
・
桃
山
時
代
、
自
由
に
商
工
業
者
が
営
業
の
許
さ
れ
た
信
長
・
秀
吉

時
代
に
始
ま
る
が
、
茶
の
湯
が
流
行
、
経
済
力
を
も
つ
町
衆
の
台
頭
に
結
び
つ
く
。

粟
田
口
焼
・
仁
清
と
同
じ
く
し
て
、
専
ら
茶
の
湯
者
・
数
寄
者
・
富
裕
町
人
の
賞

翫
品
、
茶
道
具
・
懐
石
道
具
を
焼
成
す
る
が
、
民
間
需
要
に
応
え
た
生
活
用
品
を

生
産
し
た
窯
場
で
は
な
い
。

　

天
正
年
間
（
一
五
七
三
―
九
二
）、
利
休
の
活
動
期
、
押
小
路
焼
が
興
り
、
樂
焼
が

生
ま
れ
た
。
両
窯
は
と
も
に
唐
人
の
技
術
が
基
盤
、
中
国
華
南
の
低
火
度
焼
成
、

施
釉
・
軟
質
陶
器
の
交
趾
焼
陶
技
を
基
本
と
し
た
が
、
花
樹
・
生
類
な
ど
を
地
紋

に
彫
り
、
器
物
全
体
に
黄
・
紫
・
緑
・
紺
色
の
鉛
釉
を
掛
け
る
。
押
小
路
柳
馬
場

東
（『
陶
工
必
用
』）
に
窯
場
が
あ
り
、
近
年
の
発
掘
調
査
に
よ
れ
ば
、
三
条
通
ま
た

御
池
通
柳
馬
場
東
入
ル
、
中
之
町
・
八
幡
町
か
ら
は
鉛
系
の
釉
薬
を
掛
け
、
低
火

度
焼
成
の
軟
質
施
釉
陶
器
・
素
焼
陶
片
が
出
土
。
白
化
粧
緑
彩
碗
・
織
部
風
向
付

な
ど
、
窯
道
具
、
釉
薬
の
顔
料
を
溶
か
す
た
め
の
坩る
つ
ぼ堝

な
ど
も
発
見
。
釉
下
色
絵

陶
片
の
出
土
と
そ
の
絵
付
の
巧
み
さ
か
ら
専
門
絵
師
の
参
加
も
推
測
さ
れ
る
。

　

孫
兵
衛
は
、
細
工
、
焼
方
巧
者
。
乾
山
か
ら
は
内
窯
熟
練
陶
工
と
し
て
全
し
の

信
頼
を
得
る
が
、
結
果
、
そ
の
陶
法
は
色
絵
定
家
十
二
ヵ
月
和
歌
花
鳥
図
角
皿
類
、

銹
絵
漢
詩
山
水
・
草
花
・
人
物
・
禽
獣
図
角
皿
・
額
皿
類
に
現
れ
る
。
乾
山
の
最
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に
お
い
て
認し

た
ため

ら
れ
た
。
小
書
、
朱
書
の
註
解
は
、
乾
山
の
創
意
・
見
解
、
体
験

に
基
づ
く
実
践
的
な
働
き
を
呈
示
。
朱
註
は
中
国
に
お
い
て
仏
典
解
釈
、
問
答
方

式
な
ど
に
行
わ
れ
て
い
た
。
文
人
が
応
用
、
や
が
て
知
識
人
の
定
法
と
し
て
用
い

ら
れ
た
が
、
漢
本
に
親
し
む
乾
山
は
そ
れ
を
承
知
。
陶
工
と
し
て
の
経
験
と
見
解
、

文
人
と
し
て
の
知
識
・
見
識
を
著
す
が
、
仁
清
伝
の
長
所
・
短
所
を
明
確
に
評
し
、

己
れ
の
出
来
・
不
出
来
を
述
べ
る
。
正
確
な
理
解
を
促
す
た
め
の
一
助
と
な
る
。

　

江
戸
前
期
、
鹿
苑
寺
住
持
鳳
林
承
章
の
著
し
た
『
隔
蓂
記
』
は
、
近
世
陶
磁
器

研
究
に
は
不
可
欠
の
書
物
で
あ
る
。
寛
永
か
ら
寛
文
期
ま
で
（
三
三
年
間
）、
公
家
・

武
家
・
寺
社
か
ら
道
具
商
ま
で
そ
の
交
流
、
陶
磁
器
産
地
・
窯
場
・
輸
入
器
物
他

の
流
通
と
動
向
を
伝
え
る
が
、
製
作
上
の
陶
技
・
陶
法
に
ま
で
は
至
ら
な
い
。

　
『
陶
工
必
用
』
は
、
仁
清
伝
、
孫
兵
衛
伝
な
ど
、
乾
山
焼
の
背
景
を
述
べ
、
京

焼
に
関
す
る
歴
史
的
な
伝
承
、
そ
の
中
に
お
け
る
乾
山
焼
の
立
場
を
表
明
す
る
。

歴
と
し
た
自
ら
の
正
統
性
を
明
示
し
、
三
窯
各
々
の
成
り
立
ち
、
特
質
、
技
術
を

記
す
が
、
は
じ
め
に
京
焼
様
式
の
典
型
を
築
き
上
げ
た
仁
清
焼
の
陶
法
を
述
べ
る
。

（
一
）
仁
清
伝
は
本
焼
。
瀬
戸
焼
・
粟
田
口
焼
・
樂
焼
の
三
要
素
を
包
含
、
茶
の

湯
道
具
、
茶
碗
、
茶
入
製
作
に
絞
り
、
各
々
の
土
の
調
合
、
釉
薬
と
の
関
わ
り
、

そ
れ
を
如
何
に
京
焼
の
土
・
原
料
を
用
い
て
表
現
す
る
か
の
工
夫
が
主
軸
。

　

①　

 

土
の
調
合
で
は
、
黒
谷
土
を
基
本
と
し
て
山
科
藤
尾
石
、
遊
行
土
を
交
ぜ

る
こ
と
。
原
土
の
配
合
と
割
合
、
産
地
と
名
称
、
働
き
と
応
用

　

②　

 

釉
薬
は
、
生
瀬
石
に
灰
を
加
え
た
本
焼
上
薬
（
透
明
釉
薬
）
が
基
本
。
そ
れ

に
酸
化
銅
を
交
ぜ
た
瀬
戸
青
薬
（
織
部
釉
）、
呉
須
を
交
ぜ
た
る
り
・
青
磁

薬
、
ま
た
楽
焼
薬
な
ど

　

③　

 

絵
具
は
、
下
絵
付
に
黒
（
酸
化
鉄
と
呉
須
）・
青
（
呉
須
）・
薄
柿
色
（
鉄
）。
上

絵
付
に
は
ビ
ー
ド
ロ
を
混
入
、
赤
・
萌
黄
・
紺
・
黄
・
紫
・
白
、
金
・
黒
色

（
二
）
孫
兵
衛
伝
は
内
焼
。
河
南
三
彩
を
基
盤
と
し
、
釉
薬
・
絵
具
の
調
合
。
絵

具
に
は
ビ
ー
ド
ロ
を
用
い
る
こ
と
は
な
く
、
水
彩
画
的
な
風
趣
を
も
つ
。

　

①　

土
は
本
焼
使
用
の
土
・
工
人
の
居
す
る
処
の
土
。
内
窯
土
と
し
て
は
無
し

　

②　

釉
薬
は
、
白
粉
（
唐
土
・
鉛
白
）・
日
岡
石
（
珪
砂
）
が
基
本

　

③　

絵
具
は
、
ビ
ー
ド
ロ
な
し
の
黒
・
緑
・
紺
・
赤
・
黄
・
紫
色

（
三
）
乾
山
陶
法
は
、仁
清・孫
兵
衛
伝
に
学
び
、よ
き
を
用
い
、否
を
省
く
と
す
る
。

本
焼
土
・
釉
薬
は
仁
清
伝
、
内
窯
釉
薬
は
孫
兵
衛
伝
を
踏
襲
。
本
焼
・
内
焼
用
白

絵
具
・
黒
絵
具
、
種
々
の
絵
具
の
工
夫
、
惣
地
塗
り
技
法
、
窯
の
造
り
方
・
据
え

方
、
焼
き
方
な
ど
に
心
を
配
る
。
鳴
滝
窯
か
ら
の
移
転
も
知
ら
せ
る
。

（
四
）
受
理
し
た
人
物
は
、
や
き
も
の
に
興
味
を
も
つ
輪
王
寺
坊
官
進
藤
周
防
守

と
考
え
る
。
時
折
入
谷
窯
を
訪
問
。
文
中
か
ら
も
乾
山
焼
を
承
知
し
て
お
り
、
求

め
に
応
え
て
陶
法
・
製
法
の
具
体
を
記
す
。
京
焼
の
背
景
・
伝
統
、
そ
れ
に
繋
が

る
乾
山
焼
の
成
立
を
語
る
が
、
朱
註
を
入
れ
、
乾
山
の
解
釈
を
加
え
、
読
む
者
に

よ
り
正
確
に
内
容
を
伝
え
る
努
力
が
窺
わ
れ
る
。
朱
註
は
当
伝
書
の
み
の
特
徴
で

あ
る
が
、
中
国
文
人
の
用
い
る
書
法
の
一
手
。
朱
註
が
無
け
れ
ば
、
伝
書
は
単
に

土
や
石
、
金
属
・
硝
子
な
ど
の
調
合
書
に
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。
読
み
手
の
理
解
、

興
味
を
引
く
乾
山
の
筆
は
力
強
い
。

　

独
自
の
言
い
回
し
と
解
釈
。
文
字
は
大
小
自
由
に
組
み
入
れ
、
横
画
・
冠
な
ど

の
筆
の
波
状
、
漢
字
・
仮
名
・
片
仮
名
の
使
い
分
け
、
当
て
字
、
ふ
り
が
な
は
左

右
に
お
く
な
ど
、
行
間
は
文
意
に
添
っ
て
適
当
な
空
間
を
と
る
。
罫
紙
欄
外
も
活

用
、
書
き
足
し
に
は
○
印
を
入
れ
右
側
に
小
さ
く
書
す
が
、
濁
点
は
用
い
る
所
、

用
い
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
。

　

弟
子
で
も
な
く
、
工
人
で
も
な
い
相
手
に
与
え
た
伝
書
で
あ
る
。
相
伝
で
も
な

く
、
秘
密
裡
に
し
た
も
の
で
も
な
く
、
公
に
刊
行
し
た
も
の
で
も
な
い
が
、
丁
寧

な
言
葉
遣
い
は
宛
人
の
立
場
を
知
ら
せ
、
乾
山
の
出
自
を
伝
え
る
。

陶法伝書とその伝播(21)



―
凡
例
―

　

乾
山
名
、
乾
か
す
な
ど
の
乹
は
す
べ
て
「
乾
」、
緒
方
は
「
尾
形
」
に
纏

め
た
が
、
旧
漢
字
は
原
文
の
ま
ま
を
使
用
。
読
み
は
原
則
と
し
て
現
代
語

を
用
い
て
い
る
。

一
、
異
体
字
・
略
字
・
難
読
語

　

ゟ
：
よ
り 

ヿ
：
こ
と

　

丶
・
〆
：
と
し
て
・
し
め 

ｰモ：
と
も

　

江
：
え
・
へ 

而
：
て
・
し
か
し
て

　

ニ
而
：
に
て 

惣
而
：
惣
〆
・
そ
う
じ
て
・
そ
う
じ
め

　

之
：
の
・
こ
れ 

能
：
よ
く

　

宜
：
よ
く
・
よ
ろ
し
く 

昕一
：
所
・
と
こ
ろ

　

尹
・
丨
・
昼
：
書 

昼
：
画

　

斗
：
と
・
ば
か
り 

刕
：
州
。「
氺
刀

」
と
も
書
く

　

者
：
は 

与
：
と

　

扨
：
偖
・
さ
て 

抔
：
な
ど

　

迠
：
迄 

㕝
：
事

二
、
乾
山
の
書
き
間
違
い
と
推
測
す
る
文
字

　

堀
：
掘　

希
：
稀　

隨
：
随

三
、
新
仮
名
づ
か
い
を
用
い
た
例
（
乾
山
自
ら
の
片
仮
名
ふ
り
も
あ
る
）

　

故
：
ゆ
え
（
ゆ
へ
） 

上
：
う
え
（
う
へ
）

　

合
：
あ
わ
せ
（
あ
は
せ
） 

用
：
も
ち
い
（
も
ち
ひ
）

　

猶
：
な
お
（
な
ほ
） 

器
：
う
つ
わ
（
う
つ
は
）

　

上
水
：
う
わ
み
ず
（
う
は
み
ず
） 

瓦
：
か
わ
ら
（
か
は
ら
）

　

ひ
い
と
ろ
：
び
い
ど
ろ

四
、
尺
貫
法

　

体
積
：
一
斗
＝
一
八
㍑
・
一
升
＝
一
、八
㍑
・
一
合
＝
〇
、一
八
㍑

　

質
量
：
一
貫
＝
三
、七
五
㌕
・
一
匁
＝
三
、七
五
㌘
・
一
分
＝
〇
、三
七
㌘

五
、
伝
書
中
、（
佐
・
云
々
）
と
し
た
も
の
は
佐
野
に
お
け
る
『
陶
磁
製
方
』、

（
江
・
云
々
）
は
江
戸
に
お
い
て
認
め
た
『
陶
工
必
用
』
を
表
す
。

　
『
陶
工
必
用
』
に
は
次
の
四
印
が
あ
る
。

①
「
勝
任
之
印
」
：
末
尾
に
「
元
文
丁
巳
秋
八
月
武
江
蘭
溪
任
」
と
あ
り
、
同
印
を
押
捺

②
「
矢
田
陪
氏
」
：
冒
頭
・
末
尾
に
押
捺

③
「
陶
煙
居
蔵
書
記
」
：
「
水
上
秘
書
に
し
て
他
見
を
お
そ
る
ゝ
も
の
な
り
水
上
蘆
川
」・
印

④
「
飛
龍
在
天
」
：
各
綴
じ
合
わ
せ
に
押
捺

以
上
で
あ
る
が
、「
飛
龍
在
天
」
を
除
き
全
て
は
蔵
書
印
で
あ
る
。

　
「
勝
任
」は
進
藤
周
防
守
。乾
山
没
し
て
二
年
後
、延
享
二
年「
東
照
宮
百
三
十
年
御
記
」に「
上

野
諸
大
夫
進
藤
周
防
守
従
五
位
下
藤
原
勝
任
」
と
あ
る
。「
矢
田
陪
氏
」
は
宝
暦
二
年
・
八
年

「
妙
法
院
日
次
記
」
に
輪
王
寺
宮
使
者
「
矢
田
部
豊
前
守
」
と
あ
り
、
進
藤
周
防
守
、
矢
田
部

豊
前
守
両
者
の
揃
う
記
録
は
「
東
叡
山
坊
官
諸
大
夫
中
江
御
音
物
覚
」
に
認
め
ら
れ
、「
尊
勝

院
僧
正
参
府
日
記
」（『
多
賀
大
社
叢
書
』）
に
現
れ
る
。
と
も
に
輪
王
寺
坊
官
、
進
藤
は
公
寛
・

公
遵
法
親
王
、
矢
田
部
は
公
遵
法
親
王
に
近
仕
し
て
い
た
。
輪
王
寺
は
徳
川
家
菩
提
寺
寛
永

寺
本
坊
の
称
。
天
海
、
公
海
の
の
ち
三
代
守
澄
法
親
王
代
に
父
後
水
尾
院
の
院
宣
に
よ
り
輪

王
寺
と
改
称
、
門
主
を
輪
王
寺
宮
と
称
し
、
江
戸
座
所
・
日
光
山
・
比
叡
山
の
三
山
管
領
を

法
務
と
し
た
。
六
代
公
寛
法
親
王
は
乾
山
と
懇
意
、
そ
の
崩
御
に
際
し
て
乾
山
は
頭
六
文
字

に
想
い
を
込
め
て
追
善
の
和
歌
を
詠
む
が
、
乾
山
の
死
に
は
そ
の
坊
官
進
藤
氏
が
携
わ
る
。

　

矢
田
部
（
陪
）
氏
は
進
藤
氏
の
同
僚
、
お
そ
ら
く
両
者
は
や
き
も
の
を
好
み
、
伝
書
は
進
藤

氏
の
た
め
に
書
さ
れ
、
矢
田
部
氏
の
手
へ
と
渡
っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
軽
々
に
陶
工

が
伝
書
を
認
め
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
輪
王
寺
坊
官
で
あ
り
、
時
に
は
入
谷
窯
を
訪
れ
、

製
作
・
窯
の
見
学
を
す
る
、
そ
れ
故
求
め
に
応
じ
て
纏
め
た
も
の
と
考
え
る
が
、
朱
註
も
入
れ
、

主
観
・
客
観
、
随
所
に
細
か
な
配
慮
を
見
せ
る
。「
勝
任
」
と
は
そ
の
任
に
た
え
る
に
足
る
の

意
で
あ
る
。『
易
経
』『
史
記
』
に
例
を
み
る
が
、
勝
任
は
乾
山
の
文
人
意
識
に
応
え
得
る
教

養
人
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
丁
寧
な
こ
と
ば
遣
い
に
は
敬
意
が
籠
り
、京
焼
仁
清
伝
、孫
兵
衛
伝
、

金
森
宗
和
の
茶
趣
に
も
触
れ
る
。
相
手
を
認
識
、
纏
め
た
伝
書
で
あ
る
が
、
門
人
で
も
な
く
、

専
門
陶
工
で
も
な
く
、
乾
山
が
親
し
く
交
わ
っ
た
人
物
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

　

水
上
蘆
川
は
矢
田
部
氏
懇
意
の
俳
人
か
。
同
じ
く
工
人
で
は
な
い
と
推
量
す
る
が
、
全
く

後
世
の
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
「
飛
龍
在
天
」は
飛
竜
天
に
在
り
。『
易
経
』乾
卦
。
龍
が
そ
の
と
こ
ろ
を
得
て
天
に
い
る
意
、

聖
人
が
天
子
の
位
に
あ
っ
て
、
万
民
が
そ
の
恩
沢
を
受
け
る
の
喩
え
と
な
る
。

　

才
徳
あ
る
君
子
の
喩
で
も
あ
る
。

「
飛
龍
在
天
」
朱
文
楕
円
印 

「
勝
任
之
印
」
白
文
方
印 

「
矢
田
陪
氏
」
朱
文
蔵
書
印 

「
陶
煙
居
蔵
書
記
」
朱
文
長

方
印 

―
用
語
例
―

陶
冶
：
火
力
を
要
す
る
も
の
に
発
し
、
陶
器
を
造
る
こ
と

顔
料
： 

着
色
原
料
で
あ
る
。
金
属
の
酸
化
物
に
安
定
剤
・
着
色
補
助
剤
を

混
ぜ
た
も
の
。
素
地
・
釉
薬
の
着
色
、
下
絵
具
・
上
絵
具
に
使
う

い
せ
土
：
水
簸
し
た
土
・
沈
殿
さ
せ
た
土

茶
碗
薬
： 

南
京
呉
須
・
南
京
茶
碗
薬
・
唐
紺
青
。
花
紺
青
は
ス
マ
ル
ト
・

回
青
、
鮮
や
か
な
青
色

白
薬
：
水
薬
・
透
明
釉
薬
・
上
薬

ハ
ネ
：
剝
が
れ
る
・
剝
げ
る

け
す
：
擂
り
つ
ぶ
す

底
切
れ
：
高
台
な
ど
の
ひ
び
割
れ

『
陶
工
必
用
』
に
認
め
ら
れ
る
印
章
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『
陶
工
必
用
』　
大
和
文
華
館

『
陶と

う
こ
う
ひ
つ
よ
う

工
必
用
』
全
（
陶
磁
器
製
作
に
必
要
な
こ
と
の
意
。
造
り
方
、
素
材
・
分

量
な
ど
、
乾
山
焼
陶
方
・
技
法
の
集
約
書
）

①　

洛み
や
こ
の
せ
い
ほ
く

西
北　

 

仁＊
に
ん
な
じ
の
ま
え

和
寺
前　

墅田 ＊
の
の
む
ら
に
ん
せ
い

々
村
仁
清
よ
り
乾け
ん
ざ
ん山
緒お
が
た
そ
れ
が
し

方
某

㴱し
ん
せ
い省

江え

相そ
う
で
ん傅　

陶と
う
き
の
つ
く
り
か
た

器
作
方　

上う
え
に
か
け
そ
う
ろ
う
く
す
り
の
て
だ
て

ニ
掛
ケ
候
藥
之
方　

地じ
づ
ち土

ノ
製せ
い

方ほ
う　

並な
ら
び
に
え
の
ぐ
の
て
だ
て
な
ど

繪
具
方
等　
　

則＊
す
な
わ
ち

　

  

仁に
ん
せ
い
ず
り
ょ
う

清
受
領
播は
り
ま磨 

大
だ
い
じ
ょ
う掾

藤ふ
じ

良な
が
は
ん
ぎ
ょ
う

判
形
ノ
一い
っ
さ
つ冊　

本も
と
の
ま
ま

之
侭　

鄙ひ

ご語
俗ぞ
く
げ
ん言
を
不
か
え
り
み
ず
こ
れ
を
か
き
う
つ
し

顧
之
尹
冩

令お
く
り
し
ん
ぜ
し
め
お
わ
ん
ぬ

進
送
畢　
　

 

愚ぐ

ふ夫
之の

今＊
こ
ん
あ
ん
は

案
者　

以し
ゅ
じ
を
も
っ
て
こ
れ
を
し
る
す

朱
字
記
之

　
（
朱
）
仁に

ん
せ
い清
ト
云い

う
じ字
ハ　

俗
名
野
々
村
清せ

い
う
え
も
ん

右
衛
門
ト
云い

え

リ　

仁に
ん
な
じ
の
に
ん

和
寺
之
仁
ト　

清
右
衛
門
之の

清
ノ
字じ

を
あ
わ
せ
合
テ　

仁に
ん
せ
い清
ト
普あ

ま
ねク
陶
器
ニ
銘め

い

ス　

金＊
か
な
も
り
そ
う
わ

森
宗
和
老
人
好
ミ

之の

茶ち
ゃ
き器　

仁
清
専も

っ
ぱ
ら
こ
れ
を
せ
い
す

製
之 

乾け
ん
ざ
ん
し
ん
せ
い

山
㴱
省
（
白
字
方
印
）
深し

ん
せ
い省　

　

②　

◯
本＊
ほ
ん
が
ま
や
き

窯
燒
土
の
覚お
ぼ
え

一　

黒＊
く
ろ
だ
に
づ
ち

谷
土
ニ
山
科シ
ナ

石
加
へ
水す

い

ヒ
致い

た
し
そ
う
ろ
う

候　

ま
セぜ

加か
げ
ん
あ
り

減
有

　
（
朱
）
洛ら

く
と
う
く
ろ
だ
に

東
黒
谷 

紫し
う
ん
ざ
ん

雲
山 

金こ
ん
か
い
こ
う
み
ょ
う
じ

戒
光
明
寺
前
ゟ　

數す
ね
ん年
堀ほ

り
い
だ
し
出 

候　

上じ
ょ
う
は
く
ど
ち
ゅ
う

白
土
中　

白
土
下げ

ヲ
さ＊

や
土
ト
申
候　

又ま
た
あ
か
つ
ち
に
か
く
よ
う
あ
り
き
た
り
そ
う
ろ
う

赤
土
在
各
用
來
候　

  

上＊
じ
ょ
う
ぼ
ん
の
ぐ

品
ノ
具
ニ
ハ
上
白
ヲ

　

中
下 

各
其
器
ノ
品
ニ
應お

う
じ
も
ち
い

用  

候

　

山＊
や
ま
し
な
い
し

科
石
ハ
則　

上
と
な
ミ
ノ
土
ノ
覚　
ト
尹
面

し
ょ
め
ん

ニ
有こ

れ
あ
り
そ
う
ろ
う
は

之
候
ハ　

上
中
下

差
別
在
ル
ト
ノ
ヿ
也　

又
此こ

の
お
く奥
ノ
五ご

き器
手で

藥
ノ
合あ

わ
せ
よ
う
様
ノ
題
丨

ｰモ見
と
も

え
タ
り

　

洛
東
山
科
郷
藤
ノ
尾お

ノ
山
中
ヨ
リ
出
候
ヲ　

土
人
堀
出
所
々
ノ
陶
家
遣つ

か
い候

　

  
◯
五＊

ご
き
で
づ
ち

器
手
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

洛
東
松
原
通
ノ 

墅田
邊
ニ
ア
リ　

是
又
上
中
下
赤

有　

此
五
器
手
土
ハ
上
カ
中
カ
ヲ
用
テ
可
也

一　

黒
谷
土
壱
斗
―
い＊

セ
土　

遊＊
ゆ
ぎ
ょ
う
づ
ち

行
土　

五
升
ふ
る
ひ
土

　
　

山や
ま
し
な科
石
六
升
い
セ
土
ニ
丶し
て　

右
合あ
わ
せ

 

作
り
候

　
（
上
）
五
器
手
ノ
下し

た
じ
づ
ち

地
土　

黒
谷
土 
遊
行
土
ニ
不か

ぎ
る
べ
か
ら
ず

可
限　

直じ
か

ニ
朝ち

ょ
う
せ
ん

鮮
ノ
土
ヲ
用

テ
最
上
タ
ル
べ
シ　

又
江
州
信し

が
ら
き樂

郷
長な

が
の野

村　

調ち
ょ
う
し子

村　

木き

の

せ
ノ
瀬
村
等
ノ
白は

く
ど土

尤も
っ
と
も
よ
ろ

宜 

シ　

好
事
ノ
茶
人　

紅も
み
じ葉　

或あ
る
い
は
ひ
い
ろ

火
色　

火ひ
が
わ替

リ
ナ
ト
云い

う 

村む
ら
む
ら〳

〵
ト
星
ノ

様
ナ
ル
點て

ん

ウ
ス
赤
ク　

又
ウ
ス
青
ク
燒
上
リ
候
ハ　

別
ニ
信し

が
ら
き
づ
ち

樂
土
ニ
テ
上う

わ
ぐ
す
り

藥
ウ

ス
ク
掛
候
へ
ば　

宜よ
く
や
き燒

上あ
が

リ
候

＊
仁
和
寺
：
京
都
市
右
京
区
御
室
大
内
・
真
言
宗

御
室
派
総
本
山
。
宇
多
天
皇
代
に
完
成
。

＊
墅田
々
村
仁
清
：
江
戸
前
期
の
京
焼
陶
工
。
丹
波

桑
田
郡
野
々
村
出
生
と
伝
承
。

＊
則
：
条
文
の
説
明
な
ど
に
用
い
る
語
。
く
だ
り
。

＊
金
森
宗
和
（
一
五
八
四
―
一
六
五
六
）
：
寛
永
中
期

の
茶
匠
。
飛
騨
高
山
城
主
出
雲
守
金
森
可
重
長
子

重
近
。
勘
当
を
受
け
京
都
に
住
ま
い
、
大
徳
寺
紹

印
に
参
じ
剃
髪
、
宗
和
を
号
と
し
た
。
茶
室
・
茶
庭
、

茶
道
具
・
懐
石
道
具
に
好
み
も
の
が
伝
承
、
仁
清

焼
の
指
導
、
斡
旋
が
記
録
に
残
る
。

＊
今
案
：
自
ら
が
新
た
に
考
え
出
し
た
手
立
て
。

―
本
窯
燒
・
土
―

＊
本
窯
：
本
焼
。
高
火
度
焼
成
、
登
り
窯
は
山
の

斜
面
を
利
用
し
構
築
、
山
窯
と
も
い
う
。
焼
成
に

は
酸
化
・
還
元
方
法
が
あ
り
、
焙
り
か
ら
徐
々
に

温
度
を
上
げ
、
攻
め
焚
き
、
焚
き
上
げ
な
ど
の
技

術
を
要
す
る
。

＊
黒
谷
土
：
右
京
区
黒
谷
町
出
土
の
白
土
・
赤
土
。

粘
土
質
、
単
味
で
は
乾
燥
亀
裂
が
起
る
。
京
焼
土

の
基
本
は
黒
谷
土
・
山
科
・
藤
尾
石
の
混
合
粘
土
。

＊
金
戒
光
明
寺
：
洛
東
吉
田
山
南
黒
谷
に
あ
り
、

比
叡
山
寺
領
白
河
禅
房
を
法
然
が
念
仏
道
場
と
し

た
浄
土
宗
本
山
。
周
辺
に
は
や
き
も
の
に
適
し
た

良
質
粘
土
が
出
土
し
た
。

＊
さ
や
土
：
窯
詰
用
、
耐
火
性
の
容
器
を
造
る
土
。

＊
上
品
：
じ
ょ
う
ぼ
ん
。
上
等
品
・
上
位
の
物
。

＊
山
科
石
：
山
科
四
宮
か
ら
三
井
園
城
寺
へ
出
る

山
科
郷
藤
尾
山
中
よ
り
出
土
。
石
英
質
の
石
。

＊
五
器
手
：
呉
器
と
も
書
く
。
朝
鮮
・
李
朝
時
代

製
の
高
麗
茶
碗
。
桃
山
期
日
本
の
茶
人
が
抹
茶
茶

碗
と
し
て
愛
玩
。
井
戸
・
呉
器
・
刷
毛
目
・
い
ら
ぼ
・

三
嶋
な
ど
が
あ
る
。
碗
形
・
高
台
は
高
く
、
赤
く

発
色
し
た
釉
薬
が
文
様
を
描
き
、
紅
葉
呉
器
な
ど

の
名
が
あ
る
。
仁
清
は
黒
谷
土
・
遊
行
土
・
山
科
藤

尾
石
を
合
わ
せ
る
が
、
写
し
物
に
は
本
国
の
胎
土

が
最
上
。
が
、
乾
山
は
呉
器
手
写
し
に
は
木
の
瀬
、

信
楽
白
土
も
適
し
、
釉
薬
を
薄
く
掛
け
れ
ば
茶
人

好
み
の
火
変
・
火
色
・
紅
葉
が
現
れ
る
と
い
う
。

＊
い
セ
土
：
水
簸
し
た
土
。
水
に
浸
し
、
篩
で
漉
す
。

＊
遊
行
土
：
東
山
区
五
条
橋
東
松
原
通
遊
行
町
野

辺
出
土
の
枇
杷
色
土
。
時
宗
別
格
本
山
遊
行
寺
（
歓

喜
光
寺
）
が
あ
り
、
東
は
鳥
部
野
に
行
く
道
で
あ
る
。

①②

仁
清
焼　

呉
器
写
「
無
一
物
」

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館

仁
清
焼　
「
明
暦
弐
年
」

香
炉
陶
片

丹
波
焼　

灰
釉
四
耳
壷　

江
戸
時
代
前
期　

兵
庫
陶
芸
美

術
館 初

代
乾
山
尾
形
深
省
自
筆　
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）

陶法伝書とその伝播(23)



③　

◯
い＊

ら
ぼ
土

一　

黒
谷
赤せ
き
ど土
壱い
っ
と斗
ふ
る
ひ　

遊ゆ
ぎ
ょ
う
づ
ち

行
土
五
升
ふ
る
ひ

　
　

山や
ま
し
な
い
し

科
石
三
升
ふ
る
ひ

　
（
上
）
是
モ
黒
谷
土 

遊
行
土
ニ
ハ
不か

ぎ
る
べ
か
ら
ず

可
限　

何い
ず
れ
の
く
に

國
ノ
土
ニ
て
も
試た

め
し
も
ち
用
ヒ
候
ハ
ゝ

好
品
可
在
歟＊

か

　

か＊

ら
つ
手
土

一　

黒
谷
白は
く
ど土
ふ
る
ひ
て　

同
赤
土
少
色
ヲ
赤
ク
付
候

　

是
ハ
何
國
ノ
土
に
て
も
可し

か
る
べ
き
う
ち

然
内　

別
て
肥
前
唐
津
ノ
ウ
ス
赤
キ
土
ヲ
用
ハ　

本ほ
ん
か
ら
つ
に
お
と
ら
ず

唐
津
不
劣
燒
上
リ
可も

う
す
べ
く
申
候

　

乾
山
云い

わ
く
　

白
キ
ニ
赤
ヲ
交
テ
用
ヒ
ン
ヨ
リ
ハ　

黒
谷
ニ
モ
遊
行
土
ニ
モ
ウ
ス

赤
キ
ヨ
キ
程ほ

ど

ノ
土
ア
レ
バ　

イ
ツ
レ
モ
一い

っ
た
ん旦
窯
へ
入　

色い
ろ
み見
丶し

て

可
用
之

　
　

◯
瀬＊

戸
く＊

ハ
ん
丹に

う
手
土　
く
ハ
ん
尓に

う
ハ
氷ひ

ょ
う
も
ん

紋
ト
昼
ス

し
ょ

ル
由

一　

黒
谷
土
上
々
白
土
ふ
る
ひ
て

　
（
上
）
世
ニ
篠＊

シ
ノ

 

ト
云　

瀬
戸
織＊

お
り
べ
ど
の

部
殿
好
ミ
ノ
陶
器
ノ
内
ニ
ア
リ

　

乾
山
云　

黒
谷
土
ヲ
以
テ　

瀬
戸
篠シ

ノ

ヤ
キ
ノ
白
色
ヲ
寫う

つ

シ
タ
ル
斗ば

か
り

 

ニ
テ
ハ　

少
ク
似
テ
大
ニ
異こ

と

ナ
ル
ベ
シ　

直じ
か

ニ
尾
陽
ノ
便
リ
ヲ
以も

っ
て
　

瀬
戸
へ
申
遣つ

か
わ
し
　

取と
り

寄よ
せ

全
形
瀬
戸
土
に
て

④　

造
リ
候　

又
ハ
下し

た
じ地

何い
ず

レ
ノ
土
ニ
テ
成な

り
と
も共　

本ほ
ん
が
ま窯

ニ
テ
潰つ

ぶ
れサ

ル
土
ニ
テ
下

地
ヲ
造
リ　

生な
ま
つ
ち土 

未い
ま
だか

ハ
か
ざ
る
先
ニ　

瀬
戸
白
土
ヲ
泥ど

ろ

ニ
丶し

て　

其そ
の
な
か
に
つ

中
漬
ケ　

本
燒
ノ
上
ノ
か
け
藥
同
然
ニ
丶し

て　

ほ
し　

ス
ヤ
キ
丶し

て　

上
藥
カ
ケ
窯
ヘ
入　

ヤ

キ
上
候
ヘ
ば　

元が
ん
ら
い來

瀬
戸
ノ
産
ノ
土
故　

古こ
し
ん新

ノ
差さ

べ
つ別

ハ
不し

れ
ず知　

先ま
ず

ハ
瀬
戸
ノ

シ
ノ
燒
に
不た

が
わ
ず違
候　

又
古＊

こ
せ
と
も
の

瀬
戸
物
ニ　

ウ
ス
柿か

き
い
ろ色
ニ
白
キ
ト
黒
き
ノ
繪
ノ
ア

ル
器
ア
リ　

是
モ
瀬
戸
ニ　

ウ
ス
柿
色
ノ
土
ニ
テ
直じ

か

ニ
造
ル
カ　

又
外ほ

か

ノ
土

ノ
下
地
ニ
ヌ
リ
テ　

黒
白
ノ
繪
ヲ
カ
キ 

燒
候
ヘ
バ　

古
器
ト
違ち

が
いナ

ク
候　

是

古こ
お
り
え
い
し

織
英
士
ノ
好
ミ
ノ
道
具　

香
合　

皿　

盃は
い
だ
い臺

ニ
ア
リ

　
　

◯
白
繪
べ＊

に
皿ざ

ら
で手

土

一　

黒
谷
赤
土
半
分
ハ
ふ
る
ひ　

半
分
ハ
い
セ
土

　

右
の
繪
ハ　

黒
谷
上
白
土
ヲ
と
き　

な
ま
土
ノ
節　

繪
ヲ

丨
申
か
き

候　

藥
ハ
惣
黒
色
ニ
青
キ
し＊

ゃ
か
つ
藥　
丨
申
か
き

候
繪
ハ

白
ク
出い
で
も
う
し
申
候

＊
い
ら
ぼ
：
伊
羅
保
。
高
麗
茶
碗
の
一
種
。
砂
混
じ

り
の
素
地
に
緑
色
を
帯
び
た
釉
薬
、
口
縁
ヘ
ラ
目
・

ロ
ク
ロ
目
・
内
側
刷
毛
目
・
竹
の
節
高
台
に
特
色
。

黒
谷
土
・
遊
行
土
・
山
科
石
に
限
ら
ず
、
乾
山
は

何
国
の
土
も
試
し
て
み
る
こ
と
を
勧
め
る
。

＊
歟
：
疑
問
、
未
定
の
助
詞
。

＊
か
ら
つ
：
唐
津
焼
。
桃
山
・
江
戸
初
期
に
発
展
。

古
・
絵
・
斑
・
朝
鮮
・
瀬
戸
唐
津
な
ど
が
あ
る
。

唐
津
淡
赤
土
は
勿
論
で
あ
る
が
、
鉄
分
を
含
む
黒

谷
・
遊
行
土
の
淡
赤
土
も
良
い
と
い
う
。

＊
瀬
戸
：
尾
張
瀬
戸
周
辺
の
や
き
も
の
。
平
安
後
期

に
碗
・
杯
・
壷
な
ど
を
焼
成
。
伝
承
で
は
鎌
倉
期

に
加
藤
藤
四
郎
が
中
国
に
渡
り
陶
法
を
習
得
、
施

釉
陶
器
の
起
源
と
な
り
、
室
町
期
茶
の
湯
の
流
行

と
と
も
に
茶
入
、
天
目
茶
碗
の
製
作
が
知
ら
れ
る
。

＊
く
ハ
ん
丹
う
手
：
貫
入
・
貫
乳
。
釉
薬
の
ひ
び

割
れ
か
ら
氷
紋
と
も
い
う
。
焼
成
後
冷
や
さ
れ
て

素
地
よ
り
熱
膨
張
率
の
高
い
釉
薬
に
現
れ
る
亀
裂
。

宋
代
官
窯
青
磁
の
特
色
。
乾
山
焼
に
は
氷
紋
皿
有
。

＊
篠
：
岐
阜
県
美
濃
焼
・
志
野
焼
。
織
部
好
み
の
一

種
。
桃
山
か
ら
江
戸
初
期
茶
人
が
愛
玩
。
鉄
絵
具

の
絵
付
、
半
透
明
の
厚
い
長
石
釉
に
特
色
が
あ
り
、

日
本
に
お
け
る
初
の
白
釉
陶
器
。
白
釉
に
は
孔
が

あ
り
、
鉄
分
の
加
減
に
よ
っ
て
火
色
が
浮
か
ぶ
が
、

乾
山
は
土
は
何
な
り
と
し
、
黒
谷
土
を
用
い
た
場

合
は
、
生
乾
き
の
折
り
瀬
戸
白
土
の
泥
中
に
つ
け
、

釉
薬
を
施
し
、
素
焼
窯
に
入
れ
る
。
が
、
相
異
の

あ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、
土
は
瀬
戸
か
ら
取
り

寄
せ
る
こ
と
が
最
良
と
い
う
。
素
地
を
白
く
す
る

な
ど
着
色
素
地
の
応
用
は
乾
山
特
有
の
も
の
。

＊
織
部
：
古
田
織
部
（
一
五
四
三
―
一
六
一
五
）
の
好

尚
に
よ
る
織
部
焼
。
赤
土
・
白
土
、
鉄
絵
具
・
青
釉
・

黒
釉
・
白
釉
な
ど
に
特
色
が
あ
り
、
古
く
は
篠
・
織

部
に
き
び
し
い
判
別
は
な
く
総
称
し
て
織
部
。
大

名
茶
の
始
ま
り
と
な
る
が
、
変
形
し
た
器
態
、
緑
・

柿
・
黒
釉
、
抽
象
的
な
文
様
な
ど
に
特
徴
が
あ
る
。

＊
古
瀬
戸
：
鎌
倉
末
期
―
室
町
末
期
迄
の
瀬
戸
焼
。

＊
べ
に
皿
手
：
紅
皿
は
化
粧
用
の
紅
を
溶
く
小
皿
。

黄
瀬
戸
か
と
推
定
さ
れ
る
が
、
素
地
の
鉄
分
に
反

応
さ
せ
る
べ
く
生
土
上
に
絵
を
描
く
。

＊
し
ゃ
か
つ
：
蛇
渇
釉
。
黒
地
に
白
く
斑
な
文
様

を
呈
す
る
。

③④

仁
清
焼　

い
ら
ぼ
写
茶
碗
陶

片　
東
京
国
立
博
物
館

仁
清
焼　

唐
津
写
建
水

曼
殊
院

乾
山
焼
陶
片
（
赤
色
素
地
に

白
・
黒
絵
具
）
法
蔵
寺

仁
清
焼　

銹
絵
水
仙
文
茶
碗

天
寧
寺

赤
織
部
向
付
（
赤
色
素
地
に

白
・
黒
絵
具
）
大
和
文
華
館

(24)



⑤　
（
上
）
惣そ

う
じテ　

白＊

繪
具
ノ
事　

自じ
か
も
っ
と
も
だ
い
い
ち

家
最
第
一
の
秘ひ

じ事　

昼
面

し
ょ
め
ん

ニ
難い

い
つ
く
し
が
た

言
盡
シ

以こ
う
じ
ゅ
を
も
っ
て
あ
い
つ
た
う
べ
き
な
り

口
授
可
相
傳
也

　

右
白し

ろ
え
の
ぐ

繪
具
ニ
テ　

赤
土
地
ノ
上
ニ
畫
タ
ル
茶
碗　

彼か
れ
こ
れ是
見み

お
よ
び及
候

と
こ
ろ

匆　

白
色
不

相あ
い
す
ぐ
れ
ず

勝 

見
ヘ
申
候
ハ　

偏ひ
と
え

 

ニ
黒
谷
ノ
上
白
ト
ハ
雖い

え
ど
もｰモ　

ウ
ス
黒
色
ト
モ　

又
鼠

ね
ず
み

色
と
もｰモ云い
う

ヘ
キ
土
ニ
テ　

尹
タ
ル
繪
ナ
レ
ハ　

色
ノ
潔け

っ
ぱ
く白
ナ
ラ
サ
ル
モ　

尤も
っ
と
もト
存

候
カ
ラ　

工く
ふ
う夫
ノ
上　

或あ
る
いハ
備＊

び
ぜ
ん前
ノ
八や

ぎ
や
ま

木
山
ノ
白
石　

薩＊
さ
つ
ま摩
ヨ
リ
出い

で
そ
う
ろ
う

候 

白
土　

又
ハ
専も

っ
ぱラ

豊＊
ぶ
ん
ご後

玖く

ま珠
郡
赤あ

か
い
わ
む
ら

岩
村
ノ
土
人
堀ほ

り
い
だ
す

出　

奉＊
ほ
う
し
ょ
が
み

丨
紙
ノ
白
色
ニ
用
候
土
等
ヲ

以も
っ
て
　

白
繪
ノ
一い

ち
ふ
う
り
ゅ
う

風
流
ヲ
新あ

ら
たニ
企く

わ
だて
候そ

う
ろ
う
ゆ
え

故　

今
洛ら

く
と
う東
ノ
陶と

う
や冶　

各か
く
じ自
ニ　

白
ゑ
ヲ

用
候　

是
ハ　

多
ク
ハ
洛
東
下
栗あ

わ
た田　

近
年
出
現
ノ
大＊

だ
い
に
ち
ざ
ん

日
山　

本も
と

ノ
名
ハ
東
岩い

わ

倉く
ら
や
ま山
ヨ
リ
堀
出
シ　

今
ハ
藤ふ

じ
お尾
ノ
交ま

セ
土
ノ
替か

わ

リ
ニ
モ
遣つ

か

ヒ　

又
ハ
白
繪
具
ニ

用
候　

尤も
っ
と
も

 

色
ハ
白
ク
見
江え

候
ヘ
共ど

も　

繪
ノ
さ
ま
中な

か
だ
か高

ニ
堆ウ
ツ
タ
カ

  

ク
盛
リ
上
ケ
タ
ル

様
ニ
テ　

見み
ぐ
る
し苦

ク
相
見
え
候　

自
家
ノ
製せ

い

白
ゑ
ハ　

堆う
ず
た
かク

ハ
在あ

る
ま
じ
く

間
敷　

然し
か
れ
ど
も

共　

内
か
ま
燒
物
ニ
ナ
リ
テ
は　

堆
ク
見
え
候
白
ゑ
も
可あ

る
べ
く
そ
う
ろ
う

有
候　

是
ニ
記
シ
候
所
々

本ほ
ん
や
き
や
ま
が
ま

燒
山
窯
製
ノ
條し

の

下
ニ
テ
有
之
候
故　

如こ
の
ご
と
く
此
相
記
シ
申
候

⑥　

○
な
ミ
白
土
ハ

一　

黒
谷
上
白
土　

壱い
っ
と斗　

山
科
石　

三
升
斗ば
か
り
　

　
　

右
随ず
い
ぶ
ん分

こ
ま
か
に　

 

水＊

ヒ
い
た
し
候

　

な
ミ
白
土
ナ
ラ
ハ　

中
白
士
か 

遊
行
土
ニ
て
も
可あ

る
べ
き
と
こ
ろ

在
所　

如い
か
が何　

已す
で

ニ
最
初

ニ
か
き丨
付つ

け 

訖＊
お
わレ
リ　

若も
し
くハ
愆＊

け
ん
ぶ
ん
文 

ナ
ル
カ

　
　

○
大＊

道
具
土つ
ち

拵こ
し
ら
え

 

ハ

一　

遊ゆ
ぎ
ょ
う
づ
ち

行
土
こ
ま
か
に
ふ
る
ひ　

黒
谷
中
土
ヲ
水
ヒ
い
た
し

　

交ま
ぜ
あ
わ
せ

合
申
候　
分
量
ハ
見み

あ
わ
せ合

か　

此こ
の
し
ゅ朱

ノ
分 

今こ
ん
あ
ん案

也

　

右
水＊
み
ず
さ
し
指　

花＊
は
な
い
け
生
な
と
い
た
し
候
ニ
よ
く
御
座
候

　

釜＊
か
ま

　

水＊
み
ず
つ
ぎ

次　

茶＊

び
ん　

水＊

こ
ほ
し　

此こ
の
た
ぐ
い

類
ニ
つ
か
ひ
申
候

　
（
上
）
此
ケか
じ
ょ
う條
ノ
地じ

つ
ち土
ニ
ハ
不か

ぎ
る
べ
か
ら
ず

可
限　

世
界
赤
白
ノ
土　

何
レ
カ
陶
器
ニ
不な

ら
ざ
る成

ト
云
事
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス　

其そ
の
よ
し
あ
し

善
悪　

窯
へ
入
レ　

ヤ
キ
候
て
試
ミ
テ
可あ

い
わ
か
る
べ
し

相
分　

度＊
ど
り
ょ
う

量　

狭き
ょ
う
し
ょ
う

少
ナ
ル
ハ　

何い
ず
れの

道み
ち

ニ
モ　

成じ
ょ
う
じ
ゅ

就
ス
ベ
カ
ラ
ズ

＊
白
繪
具
：
乾
山
焼
自
家
第
一
の
秘
事
。
特
色
は

豊
後
赤
岩
村
出
土
の
白
土
を
混
入
す
る
こ
と
。

＊
備
前
：
和
気
郡
八
木
山
の
白
石
。
黒
谷
土
に
混
入

し
、
素
地
を
よ
り
白
く
見
せ
る
工
夫
を
す
る
。
備
前

焼
は
岡
山
県
備
前
市
伊
部
（
い
ん
べ
）
周
辺
産
の
焼

〆
陶
器
。
古
く
は
香
々
登
（
か
か
と
）
と
称
さ
れ
た
。

＊
薩
摩
：
備
前
白
土
に
同
じ
く
薩
摩
白
土
も
よ
い

と
す
る
。
薩
摩
焼
は
鹿
児
島
県
大
隅
に
お
い
て
朝

鮮
陶
工
が
開
始
。
寛
政
頃
に
は
京
都
よ
り
錦
手
技

法
が
伝
播
す
る
な
ど
、
色
絵
薩
摩
が
興
る
。

＊
豊
後
土
：
豊
後
赤
岩
村
産
白
土
。
奉
書
紙
の
精

白
・
強
度
の
た
め
に
用
い
る
カ
オ
リ
ン
質
の
白
土

で
あ
る
。
白
粉
の
原
料
と
し
て
大
坂
方
面
へ
出
荷
、

文
化
年
間
に
認
め
ら
れ
た
白
土
売
渡
覚
書
・
極
書

な
ど
が
残
る
。

＊
奉
丨
紙
：
上
意
を
奉
じ
た
命
令
・
下
知
な
ど
を

書
す
る
き
め
の
細
か
な
純
白
紙
。

＊
大
日
山
：
左
京
区
粟
田
口
大
日
山
町
、
神
明
山

西
方
東
岩
倉
山
。
名
の
起
り
は
大
日
如
来
石
像
を

安
置
し
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。
粟
田
口
・
五
条

坂
の
細
工
人
は
同
白
土
を
藤
尾
石
の
代
用
、
白
絵

具
と
し
て
活
用
し
た
が
、
内
窯
に
は
よ
い
が
、
本

焼
で
は
白
絵
は
盛
り
上
り
、
ハ
ネ
が
起
る
な
ど
不

適
。
乾
山
窯
で
は
そ
れ
に
豊
後
土
、
日
岡
石
を
混

入
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
た
。

＊
水
ヒ
：
水
簸
。
土
を
水
に
漬
け
、
漉
し
、
細
粗

を
分
離
、
雑
物
な
ど
を
取
り
除
く
。
遊
行
土
は
手

触
り
、
味
わ
い
な
ど
、
肌
理
を
整
え
、
焼
成
に
お

け
る
組
織
・
構
造
に
関
与
。
割
れ
を
防
ぐ
。

＊
訖
り
：
終
え
る
・
と
め
る
。

＊
愆
文
：
け
ん
ぶ
ん
・
誤
り
の
文
。

＊
大
道
具
：
主
要
茶
道
具
以
外
の
道
具
。

＊
水
指
：
点
茶
道
具
の
一
つ
。
水
を
貯
え
置
く
器
。

＊
花
生
：
花
を
入
れ
る
容
器
。
床
に
置
く
・
柱
に

掛
け
る
・
釣
る
な
ど
の
方
法
が
あ
る
。

＊
釜
：
湯
を
沸
か
す
道
具
。
多
く
は
鉄
製
。
が
、
聖

護
院
に
は
二
代
猪
八
の
惣
地
塗
り
釜
が
伝
世
す
る
。

＊
水
次
：
点
茶
道
具
。
水
指
に
水
を
注
ぐ
容
器
。

＊
茶
び
ん
：
茶
を
煎
じ
出
す
土
瓶
。
煎
茶
道
具
。

＊
水
こ
ほ
し
：
建
水
。
湯
・
水
を
捨
て
る
器
。

＊
度
量
狭
少
：
受
け
入
れ
る
心
が
狭
け
れ
ば
何
事

も
成
就
せ
ず
な
ど
、
や
さ
し
さ
の
中
に
乾
山
の
芯

の
強
さ
・
厳
し
さ
、
自
信
の
程
が
窺
わ
れ
る
。

⑤⑥

瀬
戸
焼　

伯
庵
茶
碗

五
島
美
術
館

乾
山
焼　

色
絵
花
唐
草
文
水

注　
妙
法
寺

仁
清
焼　

立
鼓
形
花
入

平
瀬
家
旧
蔵

陶法伝書とその伝播(25)



⑦　

○
本＊
ほ
ん
や
き
え
ぐ
す
り

燒
繪
藥
の
覚お
ぼ
え
　
繪
藥
ハ
繪え

の

ぐ
ノ
具
也

　

ス
ヤ
キ
ノ
後　

か
け
藥
ゟよ

り

ま
へ
ニ
昼
キ
候
繪
ノ
具
ノ
方
也　

繪
具
ノ
ケか

じ
ょ
う條
ニ

　

白＊

繪
ノ
方
可あ

る
べ
き
と
こ
ろ

在
処
ニ
無こ

れ
な
き之
ハ　

紅べ
に
ざ
ら
づ
ち

皿
土
ノ
所
ニ
カ
キ
付
テ
在あ

る
ゆ
え故
カ

（
上
）
白
繪
具
並な

ら
び
に
　

惣＊

地
ヘ
一ひ

と
む
き向
ニ
白
繪
具
塗
り
候
事
ハ　

愚ぐ
ろ
う老
乾
山
ニ
テ
初は

じ
めテ

製
シ
土
ノ
ヿこ

と

ヲ　

洛
東
ノ
陶
家　

各お
の
お
の
い
ま
も
っ
て
つ
か
い
も
う
し

今
以
遣
申 

候

一　

黒
繪
藥　

金＊
か
なハ
ダ
極
細
末ま
つ
に
し
て

丶

　

金
ハ
ダ
ハ
銕て

っ
ぷ
ん粉
也　

鍛か

じ冶
刃は

も
の物
ヲ
擣＊

う
ち候
時　

ウ
ス
ク
ヘ
ゲ
テ
飛と

び
ち
る
て
つ
な
り

散
銕
也

銕
粉
細
末
一い

ち
み味
ニ
テ
モ
宜よ

く

候
ヘ
共　

南な
ん
き
ん
そ
め
つ
け
ち
ゃ
わ
ん
ぐ
す
り

京
染
付
茶
碗
藥　

銕
粉
ト
等
分
カ　

銕

粉
十
匁
ニ　

茶
碗
藥
四
匁
に
て
も
交ま

ぜ

候

一　

青＊

繪
藥　

南
京
同
断

　
（
上
）
茶
碗
藥
申
候
花＊

紺
青
ト　

等
分
ニ
合あ

わ
せテ
モ
能よ

く

候

　

南
京
ハ　

南
京
人
肥ひ

ぜ
ん前
長
崎
ノ
港
へ
持も

ち
わ
た渉
ル　

茶
碗
藥
ト
云
物
也

上
中
下
大
ニ
差
別
在　

青
繪
ニ
ハ
極
上
ノ
品
ヲ
用
候
へ
ば　

光こ
う
さ
い
こ
ん
い
ろ

彩
紺
色
無む

そ
う双
也

一　

薄
柿
色
繪
藥
（
佐
・
な
し
）　

㴱
草
水ミツ
タ
レ下
同
断

　

右
ふ＊

の
り
ニ
て
と
き 

遣
申
候  

是
ニ
膠＊

に
か
わ少

加
タ
ル
カ
ヨ
ク
覚
申
候

　

水＊
み
ず
た
れ

下
ハ
水み

ず
た
れ垂

ト
申
候　

然し
か
れ
ど
も

共　

水
下
一
味
ニ
テ
繪
カ
キ　

ウ
ス
柿
色
不＊

た
し
か
な
ら
ず

慥　

候　

ウ
ス
赤
キ
土
可し

か
る
べ
く

然　

瀬
戸
ノ
ウ
ス
柿
土
別
て
宜よ

ろ
しク

覚
申
候

⑧　

○
本＊

燒
掛か

け
藥
の
方

　

攝せ
っ
し
ゅ
う
州  

有あ
り
ま馬
郡
生＊

ナ
マ
セ瀬
村
山
中
ヨ
リ
白
砂
也　

大
坂
天て

ん
じ
ん
ば
し

神
橋
ノ
南
岸
ニ　

右
ノ

砂
の
問と

ん
や
あ
り

屋
在

　
（
上
）
陶
器
掛
藥
ニ
用
候
白
砂
ハ　

此
生ナ

マ

瀬
砂
ニ
限
ラ
ズ　

諸
國
陶
器
燒
出
候

其
昕一と
こ
ろ々
ニ　

相そ
う
お
う應

ノ
白
砂
有
之
候
故　

生
瀬
石
ノ
外
ハ
用
ニ
不
立
申
事
ニ
テ
ハ
無

之
候
ヘ
共　

先ま
ず
は

 

京
地
之
燒
物
師　

古
來
ゟ
用
ヒ
馴ナ

レ
タ
ル
砂
故　

爰こ
こ
ニ
丨
付
申
候

一　

白
藥　

白
石
壱
斗　

極
細
水
篩
ニ
て
水
ヒ

一　

灰＊　
木
灰
也　

絹け
ん
ぷ布
ノ
染そ

め
も
の物
ニ
用
候
灰
也　

染
物
ノ
用
ニ
遣
候
其

糟＊
そ
う
は
く

粕
ヲ
乞こ

い

受う
け　

遺つ
か
い

 

申
候　

六
升　
惣
ニ
白
藥
掛
候
器　

燒
上
り
候
色
青
ク
見

ヘ
候
ハ
火
の
強
ク
當あ

た

レ
ル
也　

玉
子
色
ハ
火
の
弱
キ
也

　

右
ハ
上
々
白
藥
ノ
方

　
　

○
同
方
な
ミ
う
つ
く
し
く
出
來
候
方 

つ
や
多
出
候
様
ノ
ヿこ

と

也

一　

白
石　
生
瀬
石　

  　
壱
斗　
右
同
断

一　

灰　
　
灰
右
同
断　
　
八
升　
同
断

―
本
窯
・
繪
具
、
釉
藥
―

＊
本
燒
繪
藥
：
絵
薬
は
絵
具
。
素
焼
後
上
薬
を
掛

け
る
以
前
に
用
い
る
が
、
書
・
画
、
装
飾
を
施
す

た
め
の
釉
下
絵
具
を
い
う
。

＊
白
繪
：
大
日
山
白
土
に
豊
後
赤
岩
村
白
土
混
入
。

＊
惣
地
へ
一
向
に
白
繪
具
：
エ
ン
ゴ
ー
ベ
。
白
絵

具
の
創
案
に
加
え
、
文
様
ぬ
り
、
惣
地
ぬ
り
は
乾

山
独
自
の
工
夫
で
あ
っ
た
が
、
京
都
で
は
徐
々
に

広
ま
り
、
洛
東
の
陶
家
で
は
今
以
っ
て
同
技
法
を

模
倣
。
京
焼
の
一
つ
の
様
式
、
特
色
と
し
て
定
着

し
て
ゆ
く
。

＊
金
ハ
ダ
：
鍛
冶
に
て
生
ず
る
鉄
粉
。
中
国
渡
来

の
南
京
茶
碗
薬
（
唐
呉
須
）
と
等
分
に
交
ぜ
、
黒
絵

具
の
材
料
と
す
る
。

＊
擣
：
ト
ウ
、
う
つ
こ
と
。

＊
青
繪
藥
：
中
国
人
の
伝
え
た
茶
碗
薬
の
極
上
品

に
花
紺
青
を
交
ぜ
る
法
。

＊
花
紺
青
：
ス
マ
ル
ト
鉱
。
コ
バ
ル
ト
を
含
む
青

色
顔
料
。
中
近
東
か
ら
中
国
へ
渡
来
し
た
回
青
か

と
推
定
。
呉
須
の
発
色
は
鈍
く
、
回
青
は
純
度
が

高
く
鮮
や
か
な
青
色
を
呈
す
る
。
乾
山
は
茶
碗
薬

と
称
す
る
。

＊
ふ
の
り
：
布
海
苔
。
紅
藻
類
の
一
種
。
板
状
に

干
し
、
固
め
、
煮
て
糊
と
し
て
用
い
る
。

＊
に
か
わ
：
膠
。
魚
類
・
獣
類
の
骨
・
皮
・
腱
な

ど
を
煮
て
そ
の
液
を
固
め
た
も
の
。
ゼ
ラ
チ
ン
。

接
着
材
と
し
て
活
用
す
る
。

＊
水
下
：
水
垂
・
水
打
ち
・
水
落
ち
と
も
い
う
。

鉄
分
を
含
む
黄
色
粘
土
で
あ
る
が
、
昔
は
自
然
に

生
じ
、
今
日
で
は
黄
土
を
水
簸
し
て
用
い
る
。

＊
慥そ

う

：
確
か
の
意
。
言
行
の
一
致
す
る
こ
と
。

＊
本
燒
掛
け
藥
：
摂
州
・
生
瀬
村
山
中
の
白
砂
が

良
い
が
、
そ
れ
に
限
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

＊
生
瀬
：
古
来
か
ら
の
本
焼
掛
薬
の
原
料
と
さ
れ

る
。
大
坂
天
神
橋
に
は
同
砂
を
扱
う
問
屋
が
あ
っ

た
。
乾
山
は
ナ
マ
セ
と
も
な
ま
ゼ
と
も
、
生
瀬
石
、

生
瀬
白
石
と
も
記
す
。

＊
灰
：
染
色
に
用
い
る
木
灰
。
灰
を
水
に
浸
し
上

澄
み
の
灰
汁
（
あ
く
）
を
媒
染
剤
と
し
て
藍
染
な
ど

の
染
色
に
用
い
、
下
に
溜
ま
っ
た
滓
を
や
き
も
の

に
使
用
。
白
薬
は
火
が
強
い
場
合
は
焼
成
後
に
青

味
を
帯
び
、
弱
い
場
合
は
玉
子
色
に
な
る
と
い
う
。

＊
糟
粕
：
酒
な
ど
の
か
す
を
い
う
が
、
不
用
、
取

る
に
足
ら
な
い
の
意
。

⑦⑧

仁
清
焼　

銹
絵
寒
山
拾
得
図

茶
碗　
鹿
苑
寺

乾
山
焼　

銹
絵
染
付
春
草

蓋
茶
碗　
湯
木
美
術
館

乾
山
焼　

鉄
絵
百
合
形
向
付

仁
清
焼　

卯
斑
釉
水
指

乾
山
焼
に
お
け
る

薄
柿
色
絵
具
で
あ

る
。
土
筆
を
描
く

が
、
数
少
な
い
用

例
で
あ
る
。

(26)



　
　

○
べ＊

に
皿ざ
ら
で手
藥

⑨　一　

白
石　
生＊

な
ま
ぜ瀬
砂
也 

壱い
っ
と斗
右
同
断

一　

灰 

壱
斗
八
升

　

是
ハ
灰は

い
お
お
く
い
し
す
な

多
石
少
キ
方
也　

藥
ノ
至し

ご
く極
弱
キ
ト
申
モ
ノ
也　

べ
に
皿ざ

ら
ぐ
す
り
藥
ト
云い

う
な名

ハ　

尾
州
瀬
戸
燒
物
致
候
所
ニ
テ
申
シ
習な

ら
わシ
候
言
之
由　

仁に
ん
せ
い
つ
た
え
も
う
し

清
申
傅 

候

　

○
古
物
の
茶
碗
ニ　

瀬
戸
ノ
白＊

は
く
あ
ん
庵
ト
云
器
ア
リ　

地
土
ハ
白
キ
土
ニ　

上
う
わ
ぐ
す
り藥

ナ
ガ
レ　

内
ニ
も
外
に
も　

藥
ノ
ナ
ガ
レ
止
リ
タ
ル　

青
色
ノ
タ
マ
リ
在
ル
ヲ 

海＊
ナ
マ
コ鼠
申
候
ナ
ラ
ハ
シ
ト　

此こ
の

ヨ
ハ
キ
藥
ヲ
用
タ
ル
モ
ノ
ト
相
見
ヘ
候

　
　

○
高＊
こ
う
ら
い麗
藥
の
方

一　

白
石 

壱
斗
水
ヒ
同
前

一　

灰 

壱
斗
弐
升

一　

白
粉　
唐＊

土 

壱
升

　

右
五
器
手
藥
也　
此
藥
ヲ　

朝
鮮
土
ノ
下
地
ノ
器
ニ
掛
ケ　

宜よ
ろ
しク

出
來

申
候　

則そ
く

相
試
申
候

⑩　

是
ゟよ

り

以
下
茶＊

ち
ゃ
い
れ
ぐ
す
り

入
藥 

也

　
（
上
）
惣す

べ

テ　

茶
入
の
掛
藥
ハ　

地＊
じ

藥 

景＊
け
い藥

ト
申
候
て　

二
色
ヲ
二
重
ニ
カ
ケ

申
候　

地
藥
ハ
土水

下

多
ク 

灰
少
シ　

是
藥
ノ
ツ
ヨ
キ
也　

地
藥
ハ
強
キ
故 

不な
が
れ
ず流

上
ノ
景
藥
ハ
土
少
ク 

灰
多　

藥
ヨ
ハ
キ
故
ナ
カ
レ
申
候　

ち＊

う
で
い
ハ　

燒
テ

黒
ク
色
変
シ
候
故　

加
ヘ
候
ヿこ

と

ト　

相
見
へ
申
候

　
　

○
杜＊

か
き
つ
ば
た
で

若
手
ノ
柿
藥
地
藥
也　
杜
若
手
ハ
古ふ

る
き
ち
ゃ
い
れ
の
な
よ
り
き
た
り
あ
る

ゟ
有
來
茶
入
ノ
名
也

一　

深＊

草
水ミ
ヅ
タ
レ下　

赤
土
ノ
銕か

な
け氣

ノ
交ま

じ

リ
タ
ル
也　

壱
貫
目

一　

灰 

三
百
六
十
目

一　

金
ハ
ダ
（
佐
・
銕
粉
） 
六
十
め

　
　
　

同
上ウ
ワ

藥　
景
藥

と
もｰモ云

一　

深
草
水
下 

拾
五
匁

一　

灰 

三
十
め

一　

ち
う
で
い 

壱
匁

＊
べ
に
皿
手
：
べ
に
皿
手
薬
は
黄
瀬
戸
釉
と
推
定
。

仁
清
の
伝
え
る
所
、
瀬
戸
の
言
い
習
わ
し
と
さ
れ

る
が
、
灰
多
く
生
瀬
石
少
な
い
と
は
、
火
に
弱
い

釉
薬
で
あ
る
。
白
い
素
地
に
釉
薬
が
流
れ
、
止
ま

っ
た
箇
所
に
青
色
の
な
ま
こ
状
の
流
れ
が
生
ず
る
。

＊
生
瀬
砂
：
製
紙
に
漉
き
込
む
な
ど
に
も
活
用
。

＊
白
庵
：
医
師
と
さ
れ
る
曾
谷
伯
庵
（
一
五
六
九
―

一
六
三
〇
）
所
持
の
茶
碗
。
枇
杷
色
釉
・
海
鼠
釉
・

竹
の
節
高
台
に
特
徴
が
あ
り
、
朝
鮮
ま
た
瀬
戸
、

唐
津
産
と
す
る
説
も
あ
る
。

＊
海
鼠
：
藁
灰
釉
な
ど
、
青
味
を
帯
び
た
失
透
明

の
白
濁
釉
。
流
れ
た
釉
薬
が
海
鼠
の
よ
う
な
色
を

呈
す
る
所
か
ら
生
じ
た
名
称
。
瀬
戸
茶
入
に
も
あ

り
、
中
国
で
は
元
代
の
均
窯
に
代
表
さ
れ
る
。

＊
高
麗
藥
：
高
麗
茶
碗
に
用
い
る
掛
薬
。
五
器
手

用
。
試
し
て
み
た
が
、
朝
鮮
の
下
地
に
よ
く
適
合

す
る
と
乾
山
は
述
べ
る
。
粟
田
口
焼
陶
器
の
性
格

を
決
定
づ
け
た
基
本
釉
で
あ
る
。

＊
唐
土
：
白
鉛
・
鉛
白
。
粒
子
の
細
か
い
炭
酸
鉛

の
白
い
粉
。
媒
溶
剤
。
上
絵
具
に
も
使
用
す
る
。

灰
を
安
定
さ
せ
、
卵
色
の
や
わ
ら
か
な
色
・
細
か

な
貫
入
を
作
り
、
絵
具
の
密
着
度
を
高
め
る
。

―
茶
入
藥
―

＊
茶
入
藥
：
こ
こ
か
ら
は
茶
入
薬
の
処
方
で
あ
る
。

茶
入
に
用
い
る
釉
薬
は
基
本
的
に
二
色
二
重
掛
け
、

地
薬
と
景
薬
に
分
け
ら
れ
る
。

＊
地
藥
：
土
台
と
な
る
基
本
釉
薬
。
水
下
多
く
、

灰
少
な
く
、
器
物
に
密
着
し
流
れ
に
く
い
。

＊
景
藥
：
茶
入
の
景
と
し
て
地
薬
上
に
掛
け
る
釉

薬
。
土
少
な
く
灰
多
く
、
流
れ
易
く
、
茶
入
の
景

色
を
つ
く
る
。

＊
ち
う
で
い
：
鍮
泥
。
真
鍮
。
仁
清
は
ち
う
で
い

を
始
め
、
金
ハ
ダ
・
金
の
る
か
す
・
少
バ
ン
な
ど
、

種
々
の
鉱
物
、
灰
、
石
、
溶
剤
な
ど
を
混
ぜ
る
。

窯
中
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
変
化
に
興
味
を
も
っ
て

い
た
こ
と
を
示
す
か
。

＊
杜
若
手
：
瀬
戸
茶
入
の
一
種
。
肩
か
ら
流
れ
る

柿
色
・
鉄
釉
が
「
八
橋
」
に
似
る
と
し
た
意
。

＊
深
草
：
京
都
市
伏
見
区
深
草
で
は
一
二
世
紀
頃

か
ら
赤
・
茶
褐
色
土
器
を
生
産
。
鉄
分
を
含
む
赤

土
が
使
用
さ
れ
た
。
施
釉
陶
器
は
な
い
が
、『
和
漢

三
才
図
会
』
に
は
山
城
国
の
土
産
、
瓷
器
（
や
き
も

の
）
と
し
て
御
室
・
乾
山
・
清
水
・
深
草
と
あ
る
。

⑨⑩

瀬
戸
焼　

伯
庵
茶
碗

サ
ン
リ
ツ
服
部
美
術
館

仁
清
焼　

色
絵
松
島
図
茶
碗

（
呉
器
手
）
大
樋
美
術
館

杜
若
手
茶
入
『
茶
器
便
玉
集
』

第
四
巻　

寛
文
一
二
年
（
一
六

七
二
）
刊

陶法伝書とその伝播(27)



⑪　

○
柿＊
か
き藥

　
（
上
）
信＊

樂
ノ
内　

陶
器
造つ

く
り
だ
し

リ
出
候
村
　々

何い
ず
れ
の
か
た

方
ニ
も
在
之
候　

是
モ
赤
土
也

一　

信し
が
ら
き樂
水み
ず
た
れ下 

小　

一　

深
草
水
下 

大　

　
　
　

二
色
合＊
あ
わ
せ
て

 

弐
貫
五
百
目

一　

灰 

八
百
五
十
め

　

此
藥
ハ　

茶
入
ノ
外
ノ
雜ざ

つ
ぐ具
惣す

べ

て
ノ
柿
色
ノ
藥
ナ
リ　

本
窯
ノ
火
強
ク
當
リ

候
時　

器
ノ
色
赤
ク
成な

り　

柔＊
や
わ
ら
か
ニ
當
リ
候
時
ハ　

器
色
黒
ク
成
候

⑫　

○
上じ
ょ
う

々
の＊

ぎ
め
藥　
古
物
茶
入
ノ
名
也　

上
品
ノ
茶
器
ト
承
傳
候

一　

信
樂
水
下 

五
盃

一　

灰 

七
盃

一　

少＊

バ
ン
（
佐
・
白
粉
） 

拾
五
匁

　
　
　

但
天＊
て
ん
も
く

目 

ニ
て
合
申
候　
天て

ん
も
く目
ト
ハ　

形
茶
碗
ノ
少す

こ
しカ
ハ
リ
タ

ル
モ
ノ
也　

各か
く
ふ
く服

茶
碗
ノ
大お

お

キ
サ
ニ
也

　
　

○
春＊

し
ゅ
ん
け
い

慶
藥

一　

深
草
水
下　

六
盃 

灰
三
盃

　
　

貴＊
き
ぶ
ね船

紫
石　

壱
盃 

金＊
こ
ん
ご
う

剛
砂
半
盃

　
（
上
）
洛
北
貴
船
川
ニ
多
在
之
候

　
　

胡＊
ご
ふ
ん粉
少　

 

唐と
う
の
つ
ち
土
（
佐
・
白
粉
）
少　
　

金
ハ
ダ
少 

⑬　

○
茶
入
藥　
仁
清
於一
尾
張
瀬
戸二　

習な
ら

ヒ
得え

タ
ル
方て

だ
てノ

内う
ち

ノ
由よ

し

申
候

一　

水
下　

十
盃 

ゴ
フ
ン　

三
盃

　
　

金
ヲ
吹ふ

き

タ
ル
る＊

（
鏤
）
の
内
ニ　

残
り
た
る
物
也

一　

金
の
る
か
す　

壱
盃 

灰　

十
五
盃

一　

紺＊

青　

半
盃

　
　

○
瀬
戸
藥

一　

水
下　

壱
升　
　

灰  
壱
升　
　

白＊

ぼ
こ　

壱
升

　
　

○
唐
物
藥

一　

深
草
水
下　

壱
貫
目 

灰　

九
百
目

＊
柿
藥
：
鉄
釉
の
一
種
。
中
国
北
宋
代
定
窯
に
お

い
て
完
成
。
磁
州
窯
で
は
文
様
描
き
に
用
い
、
日

本
で
は
瀬
戸
茶
入
に
活
用
、
茶
色
・
茶
褐
色
を
呈

す
る
釉
薬
で
あ
る
。

＊
信
樂
土
：
滋
賀
県
甲
賀
郡
信
楽
町
一
帯
か
ら
出

土
す
る
粘
土
。
周
辺
の
山
々
か
ら
は
窯
業
に
適
す

る
木
節
・
蛙
目
粘
土
な
ど
が
産
出
。
水
下
は
水
酸

化
鉄
を
含
む
黄
・
赤
土
で
あ
る
。

＊
合
：
合
わ
せ
る
・
応
ず
る
。

＊
柔
：
火
の
当
た
り
が
弱
い
場
合
。
酸
化
・
還
元

の
場
合
も
あ
る
。

＊
の
ぎ
め
：
禾
目
。
瀬
戸
茶
入
の
一
種
。
天
目
茶

碗
に
も
あ
る
が
、
釉
薬
中
の
酸
化
鉄
が
結
晶
と
な

り
細
か
い
筋
状
を
呈
す
る
こ
と
。
稲
の
外
殻
に
似

て
禾
、
中
国
で
は
兎
毫
と
い
う
。

＊
少
バ
ン
：
硝
礬
。
釉
薬
を
熔
け
や
す
く
す
る
。

＊
天
目
：
抹
茶
茶
碗
の
一
種
、
碗
台
に
乗
せ
て
使

用
。
貴
人
、
神
仏
の
献
茶
・
儀
礼
に
用
い
る
。
江
西

省
吉
州
窯
、
福
建
省
建
窯
な
ど
で
焼
成
。
浙
江
省

天
目
山
の
禅
院
で
は
喫
茶
に
使
用
。
鎌
倉
期
日
本

に
移
入
、
同
形
碗
を
天
目
と
称
し
た
が
、
漏
斗
形
・

口
辺
の
す
ぼ
ま
り
・
低
い
高
台
が
特
徴
。
乾
山
は

各
服
茶
碗
の
大
き
さ
と
し
て
計
量
に
応
用
す
る
。

＊
春
慶
：
古
瀬
戸
茶
入
。
瀬
戸
・
加
藤
藤
四
郎
景

正
の
剃
髪
後
の
法
号
、
製
作
し
た
茶
入
を
春
慶
と

い
う
。
赤
土
・
柿
釉
・
釉
薬
の
重
な
り
が
特
徴
。

黄
薬
の
掛
か
っ
た
も
の
が
朝
日
手
で
あ
る
。

＊
貴
船
紫
石
：
左
京
区
鞍
馬
貴
船
周
辺
の
石
か
、

鴨
川
石
と
同
種
と
さ
れ
る
が
不
明
。

＊
金
剛
砂
：
石
榴
石
。
奈
良
金
剛
山
脈
の
火
成
岩

が
風
化
、
堆
積
し
た
も
の
。

＊
胡
粉
：
白
色
顔
料
。
絵
画
に
も
使
用
。
貝
殻
を

細
砕
、
水
簸
し
て
溜
ま
っ
た
微
粉
。
釉
薬
の
冷
却

中
、
結
晶
化
を
起
さ
せ
る
た
め
に
用
い
る
。

＊
る
：
鏤
。
金
属
を
入
れ
て
溶
か
し
、
鋳
金
の
材

料
を
と
る
器
。
金
の
る
か
す
は
金
礦
の
鏤
に
残
っ

た
滓
。
不
純
物
を
含
む
。

＊
紺
青
：
花
紺
青
・
唐
紺
青
。

＊
白
ぼ
こ
：
湿
り
白
土
。
瀬
戸
地
方
の
言
い
習
わ

し
と
さ
れ
、
叩
く
ま
た
握
る
と
指
の
間
か
ら
水
の

滲
む
よ
う
な
土
と
い
う
（
加
藤
唐
九
郎
・
満
岡
忠
成
）。

力
を
か
け
れ
ば
柔
ら
か
く
、
放
置
す
れ
ば
固
い
珪

砂
質
の
石
粉
か
と
推
測
（
田
賀
井
秀
夫
）。

⑪⑫⑬

禾
目
手
茶
入
『
茶
器
便
玉
集
』

第
四
巻　

寛
文
一
二
年
刊

瀬
戸
春
慶
茶
入
『
茶
器
便
玉

集
』
第
四
巻　

寛
文
一
二
年
刊
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⑭　

金＊
か
な
く
ろ
い
し

黒
石 

百
五
拾
め

　
　

海＊

石　
青
黄
色
成な

る

ヲ
用 

百
目

　
　

紫
石
（
佐
・
紫
土
）
貴
船
川
石
也 

弐
百
目　

　
　

白
粉 

五
拾
目

　
（
上
）
金か

な
く
ろ黒
石　

是
モ
瀬
戸
ニ
ハ
ア
ル
由　

仁
清
申
候　

併あ
わ
せ
て

　

鴨か
も
の
か
わ
ら

ノ
川
原
ゟよ

り

出

候
紫
黒
ノ
石　

可
宜
ト
存
候

⑮　

○
茶
入
金か

な
ぐ
す
り

藥　
茶
入
ノ
藥
ニ　

む
ら
〳
〵
ト
金
け
の
ミ
ゆ
る
藥
也

一　

深
草
水
下 

五
百
目

　
　

灰 

三
百
目
（
佐
・
三
百
八
十
め
）

　
　

黒＊

は
ま 

少

　
　
瀬
戸
ニ
在
ル
由　

仁
清
申
候　

此
替か

わ

リ
ニ
ハ
銕て

つ

ノ
カ
ナ
ハ
ダ
可し

か
る
べ
き
か

然
可

　
　
　

古
器
ノ
名
也

　
　

○
正＊
し
ょ
う
い
で

意
手
茶
入
藥

一　

深
草
水
下 

六
十
弐
匁

　
　

信
楽
水
下 

六
十
弐
匁

　
　

金
ハ
ダ
（
佐
・
銕
粉
） 

七
匁 

唐＊

か
ね
せ
ん
く
づ 

拾
三
匁

　
　
（
灰
の
分
量
の
記
載
な
し
）

⑯　

○
な＊

ま
こ
手で

藥　

古
物
上じ
ょ
う
ぼ
ん
品 

ノ
器
ノ
名
也

一　

水
下 

百
九
拾
四
匁

一　

灰 

九
拾
目　

一　

ち＊

う
で
い 

八
匁

　
　

○
唐
物
藥

一　

深
草
水
下　

百
目 

紫
土　

三
拾
目

　
　

白
粉　

五
匁 

灰　

九
十
め

　
　

た＊

ば
こ
ノ
灰 

志し

ん
ヲ
用 
弐
拾
目　

銀
ノ
か
ら
ミ  

拾
匁

　
（
上
）
銀＊

ぎ
んノ
カ
ラ
ミ
ハ　

銀
山
ニ
テ
銀
ヲ
カ
ラ
ミ
タ
ル
土
石
ノ
類
也　

床
ニ
て

吹ふ
い
ご子

ニ
て
吹ふ

き
わ
け分

候
へ
ば　

カ
ラ
ミ
ノ
分
ハ
上
ヘ
浮　

銀
氣
ハ
沉し

ず

ミ
申
候　

上
ノ

ウ
キ
タ
ル
ヲ
カ
キ
出
シ
ス
テ
申
候　

是
ハ
正
ニ
攝せ

っ
つ津

ノ
多＊

た

田だ

ノ
山
下
ニ
テ　

私

見
申
候　

所
々
ノ
山
方
ヘ
申
遣
候
へ
は　

持も
ち
こ
し越

申
物
ニ
て
候

＊
金
黒
石
：
鉄
分
を
含
む
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
の
礦

石
。
鉄
分
は
釉
薬
の
着
色
剤
と
な
り
、
含
有
量
に

よ
っ
て
黄
褐
色
・
褐
色
・
黒
色
を
呈
す
る
が
、
仁

清
は
金
黒
石
も
瀬
戸
に
あ
る
と
い
う
。
名
の
由
来

は
不
明
。
乾
山
は
鴨
川
・
紫
石
は
如
何
か
と
考
え
る
。

＊
海
石
：
海
か
ら
出
る
石
。
珊
瑚
か
。

＊
黒
は
ま
：
鉄
砂
の
一
種
。
呈
色
剤
。
瀬
戸
に
あ
る
。

＊
正
意
手
：
利
休
時
代
、
堺
の
医
者
正
意
の
製
作
し

た
茶
入
と
さ
れ
る
。
乾
山
は
「
古
器
ノ
名
也
」
と

す
る
が
、
瀬
戸
に
お
け
る
茶
入
製
作
が
伝
承
。
京

都
室
町
四
条
に
住
し
た
と
さ
れ
（『
万
宝
全
書
』）、『
茶

器
弁
玉
集
』（
寛
文
一
二
年
刊
）
に
は
「
正
意
燒
」
土

は
薄
赤
色
、
見
事
な
る
茶
入
と
あ
る
。

　

乾
山
は
佐
野
に
お
い
て
も
陶
法
伝
書
『
陶
磁
製

方
』
を
認
め
た
。「
正
意
手
茶
入
藥
」
項
目
に
お
い

て
灰
ノ
量
目
「
江
戸
ノ
宿
テ
寫
候
剋
失
念
、
丨
ヲ

ト
シ
申
候　

跡
ゟ
丨
付
可
進
候
」
と
述
べ
る
。
分

量
は
余
の
藥
の
そ
れ
に
習
う
べ
し
と
も
あ
る
が
、

『
陶
工
必
用
』
に
も
灰
の
項
目
は
な
く
、
乾
山
の
失

念
か
、
原
本
で
あ
る
仁
清
伝
書
に
書
き
落
と
し
が

あ
っ
た
も
の
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
乾
山
は
江
戸

下
向
に
際
し
、
仁
清
伝
書
を
携
え
て
い
た
。

　

伝
書
と
は
い
え
、
綴
本
で
は
な
く
、
単
に
用
紙

を
重
ね
て
調
合
を
纏
め
た
も
の
か
も
知
れ
ず
、『
陶

工
必
用
』
は
乾
山
の
朱
註
を
以
っ
て
形
式
を
整
え

た
。
そ
の
原
文
は
何
処
に
消
え
て
し
ま
っ
た
の
か
。

乾
山
焼
後
継
者
と
な
っ
た
猪
八
も
『
陶
器
密
法
書
』

を
纏
め
た
。
が
、
仁
清
焼
、
本
焼
色
絵
陶
に
関
す

る
記
述
は
な
く
、
専
ら
本
焼
も
の
は
粟
田
口
、
五

条
坂
の
借
窯
を
基
本
と
し
た
も
の
を
考
え
る
。

＊
唐
か
ね
せ
ん
く
づ
：
真
鍮
の
削
り
屑
。

＊
な
ま
こ
手
：
瀬
戸
茶
入
。

＊
ち
う
で
い
：
真
鍮
の
滓
。（
二
七
頁
参
照
）

＊
た
ば
こ
の
灰
：
芯
を
用
い
る
と
あ
る
が
、
煙
草

の
茎
の
灰
か
。

＊
銀
ノ
カ
ラ
ミ
：
銀
の
鍰
（
か
ん
（
か
ら
み
））。
熔

錬
・
精
錬
の
折
り
、
炉
の
上
に
浮
く
滓
（
か
す
）。

灰
の
鉛
が
酸
化
鉛
に
変
じ
、
不
純
物
が
混
入
し
た

も
の
。
着
色
原
料
と
な
る
。

＊
多
田
：
摂
津
多
田
銀
山
。
乾
山
は
実
際
に
訪
れ
、

工
程
を
見
学
。
入
手
の
可
能
性
も
確
認
す
る
。

　

銀
山
・
銅
山
の
開
発
は
秀
吉
時
代
に
始
ま
り
、

江
戸
期
へ
と
継
続
し
た
（『
日
本
永
代
蔵
』）。

⑭⑮⑯

金
氣
春
慶
茶
入
『
茶
器
便
玉

集
』
第
四
巻　

寛
文
一
二
年
刊

「
正
意
燒
」『
茶
器
便
玉
集
』

第
四
巻　

寛
文
一
二
年
刊

生
海
鼠
手
茶
入
『
茶
器
便
玉

集
』
第
四
巻　

寛
文
一
二
年
刊

陶法伝書とその伝播(29)



⑰　

○
朝＊
あ
さ
ひ
で

日
手
の
藥

一　

深
草
水
下 

百
五
拾
目

一　

お＊

も
灰 

八
拾
五
匁

　
　

お
も
灰
と
ハ　

爐
中
ニ
年と

し
ひ
さ久
し
く
在こ

れ
あ
る
は
い

之
灰
ノ
ヿこ

と

ノ
由　

仁
清
口＊

授
仕
候

一　

金き
ん

の
る
か
す 

弐
拾
六
匁
五
分

一　

紫＊

土 

四
拾
目
（
佐
・
四
十
五
匁
）

　
　

是
ハ
本ほ

ん
え
の
ぐ

繪
具
ノ
紫
土
也　

山＊
や
ま
お
う
ど

黄
土
ヲ
ヤ
キ
タ
ル
モ
ノ
也　

併あ
わ
せ
て

　

是
ゟよ

り

ハ
貴き

船ぶ
ね

紫む
ら
さ
き
い
し

石 

可
宜
候

一　

ゴ
フ
ン 

三
匁

一　

金か
な

ハ
ダ
（
佐
・
銕
粉
） 

五
匁

⑱　
（
白
紙
）

⑲　

己い
じ
ょ
う上

ニ
テ
茶
入
藥
ノ
方
訖お

わ

リ

　
　

○
亦ま

た

本
燒
山
窯
可も

ち
う
べ
き
く
す
り
の
て
だ
て

用
藥
方

一　

る＊

り
藥　
　

な
ま
ゼ
石 

壱
升

　
　
　
　
　
　
　

灰 

六
合

　
　
　
　
　
　
　

南＊

京
繪
藥 

弐
拾
弐
匁

　

右
の
釋＊
わ
けヲ

昼
ス　

地
土
ハ
上
々
ノ
白
土
ヲ
用
云
々

　
（
上
）
瑠る

り璃
燒
物
ハ　

南＊
な
ん
き
ん

京
又
ハ
肥＊

ひ
ぜ
ん
や
き

前
燒
ノ
内
ニ　

惣
地
一ひ

と
む
き向

ニ　

紺
瑠
璃
色

ノ
深
キ
鉢は

ち

ナ
ト
ニ
在あ

る

モ
ノ
也　

惣そ
う
じ地

ニ
染そ

め
つ
け付 

南な
ん
き
ん
え
ぐ
す
り

京
繪
藥
上
品
ヲ
塗ぬ

り　

上
う
わ
ぐ
す
り藥 

か
け
タ
ル
物
ニ
て
候　

京
地
の
土
の
う
ヘ
ニ　

ケか
よ
う様

ニ
合
タ
ル
藥
ヲ
カ
ケ
タ
ル

分ぶ
ん

ニ
テ
ハ　

不よ
ろ
し
か
ら
ず

宜 
候
ハ
ん
と
存　

今
迄
終つ

い

ニ
試た

め
し
も
う
さ
ず

不
申 

候

　
　

○
青＊
せ
い
じ
ぐ
す
り

磁
藥
の
方　
惣す

べ

テ
南な

ん
き
ん京
ノ
青せ

い
じ磁
ト
申
候
ハ　

青
メ
ナ
ル
石
ニ　

灰
ヲ
交
タ
ル
物
也　

南
京
繪
藥
交ま

ぜ

候
方
ハ　

合が
て
ん
ま
い
ら
ず
そ
う
ろ
う

點
不
参
候　

一　

な
ま
セ
白
石
一
升　
　
　

白
粉　
　
　

四
合

　
　

灰　
　
　
　

一
升
三
合　

南
京
繪
藥　

少

＊
朝
日
手
：
古
（
ふ
る
）
瀬
戸
茶
入
の
一
種
。
朝
日

手
春
慶
。
加
藤
藤
四
郎
春
慶
が
晩
年
美
濃
国
朝
日

に
お
い
て
焼
成
。
薄
手
、
肩
が
大
き
く
、
柿
釉
に

暗
褐
色
・
黄
白
濁
の
斑
釉
に
特
徴
が
あ
る
。

＊
お
も
灰
：
重
灰
。
爐
中
に
久
し
く
置
か
れ
た
灰
。

仁
清
口
伝
。

＊
口
授
：
口
伝
え
に
教
え
る
こ
と
。

＊
紫
土
：
本
絵
具
は
絵
画
、
絵
師
の
用
い
る
和
絵

具
。
山
黄
土
を
焼
き
、
茶
色
を
帯
び
た
紫
色
の
土
。

＊
山
黄
土
：
黄
・
浅
黄
色
の
土
。
焼
返
し
た
も
の
が

紫
土
、
鉄
釉
の
原
料
と
な
る
。
乾
山
は
鉄
分
、
マ

ン
ガ
ン
を
含
む
貴
船
紫
石
は
な
お
良
し
と
述
べ
る
。

―
本
窯
・
山
窯
に
用
い
る
釉
藥
―

＊
る
り
藥
：
酸
化
コ
バ
ル
ト
を
用
い
た
紺
青
絵
具
。

二
手
が
あ
り
、
低
火
度
釉
薬
（
イ
ス
ラ
ム
圏
に
始
）・

高
火
度
釉
薬
（
元
代
後
期
景
徳
鎮
に
お
い
て
完
成
。
濃

藍
は
民
窯
、
淡
藍
は
宮
廷
用
）
に
分
け
ら
れ
る
。
瑠
璃

は
日
本
に
お
け
る
美
称
。
惣
地
一
面
に
紺
絵
具
を

施
す
な
ど
、
伊
万
里
焼
に
お
い
て
発
展
。
白
磁
器
・

肥
前
焼
素
地
に
は
適
す
る
が
、
陶
器
・
京
焼
素
地

に
は
不
適
で
あ
り
、
乾
山
焼
に
は
み
ら
れ
な
い
。

但
し
鳴
滝
窯
址
か
ら
は
分
厚
い
磁
器
素
地
に
染
付

文
様
を
施
し
た
破
片
が
出
土
。　

　

仁
清
の
る
り
薬
・
青
磁
へ
の
こ
だ
わ
り
は
磁
器

へ
の
意
欲
を
示
唆
。
日
本
に
お
け
る
瑠
璃
・
青
磁

釉
薬
の
模
倣
で
あ
り
、
萬
古
焼
に
も
見
出
せ
る
。

呉
須
は
鉄
分
・
マ
ン
ガ
ン
・
酸
化
コ
バ
ル
ト
を
含
む
。

＊
南
京
繪
藥
：
中
国
渡
来
の
唐
呉
須
。

＊
釋
（
わ
け
）
：
解
の
意
。
解
き
明
か
す
。

＊
南
京
燒
：
日
本
に
お
け
る
景
徳
鎮
窯
磁
器
の
総

称
。
南
京
薬
は
中
国
渡
来
の
着
色
剤
コ
バ
ル
ト
で

あ
る
が
、
乾
山
の
い
う
南
京
上
々
茶
碗
薬
（
呉
須
）

は
染
付
用
に
、
マ
ン
ガ
ン
を
含
む
下
ノ
呉
州
は
鉄

絵
具
に
用
い
ら
れ
た
。

＊
肥
前
燒
：
一
七
世
紀
初
頭
有
田
を
中
心
に
朝
鮮
・

中
国
の
技
術
を
以
っ
て
開
始
。
江
戸
期
に
は
肥
前

焼
、
出
荷
港
に
因
み
伊
万
里
焼
と
称
さ
れ
た
。

＊
青
磁
藥
：
青
色
の
石
に
灰
を
ま
ぜ
た
灰
釉
。
高

火
度
還
元
焼
成
に
因
り
鉄
分
が
酸
化
第
一
鉄
に
変

化
。
淡
青
・
淡
緑
色
を
呈
し
、
鉄
分
が
少
な
い
と

青
味
、
多
い
場
合
は
緑
味
を
帯
び
る
。
青
磁
の
真

作
を
知
る
乾
山
は
、
南
京
絵
薬
・
呉
須
を
交
ぜ
て

発
色
さ
せ
る
こ
と
に
合
点
が
ゆ
か
ぬ
と
述
べ
る
。

⑰⑱⑲

肥
前
焼　

瑠
璃
釉
色
絵
花
鳥

文
徳
利　
出
光
美
術
館

朝
日
手
春
慶
茶
入
『
茶
器
便

玉
集
』
第
四
巻　

寛
文
一
二
年

刊

(30)



⑳　

○
瀬
戸
青＊
あ
お
ぐ
す
り

藥　
此こ

の
て
だ
て
よ
ろ
し
く

方
宜 

御
座
候

　
（
上
）
此
青
藥
ハ　

瀬
戸
燒
物
ノ
惣
白＊

藥
カ
ケ
候
上
へ　

所
々
ニ
カ
ケ
候
青
色

ノ
藥
也　

皿
類
ハ
か
け
分わ

け

ニ
も
致い

た
し

 

候　

至し
ご
く極
宜よ

ろ
し
く御
座
候　

毎
度
試た

め
し

 

覚
候

一　
生な

ま
ぜ瀬　

白
石　
一
升　
　
　

 

灰　

一
升
八
合

　
　

ち
う
で
い　

五
匁
（
佐
・
二
十
め
交
）

　
　

○
さ＊

び
藥

一　

水み
ず
た
れ下　
　
　

壱
升
五
合

　
　

灰　
　
　
　

三
升
五
合

　
　
　

右
水
ニ
テ
ト
キ
掛か
け

候

　
　

是
さ
び
藥　

雜
々
ノ
陶
器　

か
き
色
ノ
藥
也　

土ど

な
べ　

土ど
が
ま釜　

茶ち
ゃ
び
ん瓶　

水
さ
し　

水
こ
ほ
し　

壷つ
ぼ

類　

悉こ
と
ご
とク
用
申
候

㉑　

○
い＊

ら
ほ
手
藥

一　

山
科
石　
　

十
盃　
　
　

 

灰　

八
盃

　
（
上
）
此
い
ら
ぼ
藥　

不し
か
る
べ
か
ら
ず

可
然
存
候　

い
ら
ば
茶
碗
ノ
内　

茶
客
賞し

ょ
う
が
ん
玩 

ノ
品
ニ

ハ　

下
地
ニ
白
キ
刷は

け

め
毛
目
付
テ
有
ル
ヲ
用
申
候　

此
藥
二
種
混
合
丶し

て　

上
ニ
カ

ケ
候
ハ
　ゝ

水み
ず
た
れ下

ノ
赤
土
ノ
色
ニ
て　

下
ノ
刷
毛
目
ス
キ
通
ル
間ま

じ
く敷

候　

然し
か

レ

ハ
無む

え
き益

ノ
方
也　

只
尋じ

ん
じ
ょ
う

常
ノ
本
燒
ノ
白
藥
ヲ
カ
ケ　

地
土
ハ
薄う

す

赤
キ
土
ニ
少
シ

麁＊
あ
らキ

砂
ヲ
交　

造
リ
候
ハ
　ゝ

宜よ
ろ
し
く
し
ゅ
っ
た
い
し
か
る
べ
き
か

出
來
可
然
歟

　
　
　

茶
入
藥

一　

水
下　
　
　

十
盃　
　
　

 

灰　

 

十
二
盃

　
　

右
二
色
ノ
藥
ヲ
合
様

　
　

茶
入
藥　

八
盃
（
佐
・
十
盃
）　

い
ら
ぼ
藥
十
盃
（
佐
・
八
盃
）

　
　

右
之
通 
弐
色
ヲ
合
テ　

五
器
手
藥
ノ
厚
サ
ニ
掛
申
候

㉒　

○
刷＊

は
け
め

毛
目
又
井＊

い
ど
で

土
手
藥

一　

藤ふ
じ
お尾
赤
石　

拾
盃

　
　

赤
石
も
藤
尾
へ
申も

う
し
つ
か
い

遣 

候
へ
ば
在
之

　
　

灰　
　
　
　

九
盃

　
　

是
も
あ
ま
り
勝す

ぐ

レ
申
問ま

じ
く敷

候　

唯た
だ

常
ノ
白
藥
可
宜
候

㉓　
（
白
紙
）

＊
青
藥
：
瀬
戸
青
藥
。
透
明
釉
薬
を
掛
け
た
上
に

所
々
、
又
掛
分
け
る
な
ど
、
織
部
焼
青
・
緑
色
（
銅

緑
釉
）
を
い
う
。

　

織
部
青
は
、
透
明
釉
薬
に
酸
化
銅
を
交
ぜ
る
こ

と
に
よ
っ
て
緑
・
青
の
発
色
と
な
る
。
乾
山
は
皿

類
の
掛
け
分
け
な
ど
、
幾
た
び
も
試
用
、
至
極
よ

ろ
し
い
と
述
べ
る
。

＊
白
釉
：
透
明
釉
薬
の
こ
と
で
あ
る
。『
百
工
秘
術
』

に
は
水
薬
と
あ
る
。

＊
さ
び
藥
：
銹
薬
は
鉄
薬
の
一
種
。
水
下
な
ど
鉄

分
を
含
み
柿
色
を
呈
す
る
も
の
。

　

中
国
後
漢
代
越
州
窯
に
始
ま
り
、
一
三
世
紀
朝

鮮
の
高
麗
時
代
、
日
本
で
は
鎌
倉
・
南
北
朝
期
に

瀬
戸
に
お
い
て
発
展
し
た
。
擂
鉢
・
土
鍋
・
壷
な

ど
雑
多
な
容
器
に
用
い
ら
れ
る
が
、
さ
び
は
茶
の

湯
の
理
念
を
示
し
、
古
気
、
い
よ
い
よ
そ
の
物
ら

し
い
味
の
意
と
す
る
。

＊
い
ら
ほ
手
藥
：
伊
羅
保
。
釉
薬
は
鉄
分
多
く
、

黄
味
を
帯
び
た
薄
褐
色
の
発
色
と
な
る
。
条
件
に

よ
り
諸
々
の
変
化
が
生
ず
る
が
、
茶
人
好
み
の
刷

毛
目
、
片
身
替
わ
り
な
ど
、
二
種
の
混
合
釉
薬
を

掛
け
た
場
合
は
、
水
下
に
よ
っ
て
下
の
刷
毛
目
が

透
き
通
ら
な
い
。
乾
山
は
代
わ
り
に
薄
赤
土
に
砂

を
交
ぜ
、
常
の
本
焼
釉
薬
を
掛
け
れ
ば
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
述
べ
る
。
仁
清
伝
で
は
水
下
が
多
い

の
で
は
な
い
か
と
推
考
（
田
賀
井
秀
夫
）。

　

伊
羅
保
は
侘
び
た
風
情
が
茶
人
に
好
ま
れ
た
。

＊
麁
：
粗
い
・
雑
。

＊
刷
毛
目
：
高
麗
茶
碗
の
一
種
。
器
物
に
刷
毛
を

用
い
て
白
泥
を
塗
る
が
、
粗
雑
な
素
地
を
化
粧
、

白
磁
に
み
せ
る
工
夫
で
あ
る
。
無
造
作
な
刷
毛
目

を
茶
人
が
賞
翫
。
仁
清
伝
は
山
科
藤
尾
赤
石
に
灰

を
交
ぜ
る
が
、
乾
山
は
常
の
白
薬
が
適
す
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
。

＊
井
戸
手
：
高
麗
茶
碗
の
一
種
。
茶
の
湯
茶
碗
の

筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
が
、
名
の
由
来
は
不
明
で
あ

る
。
朝
鮮
慶
尚
南
道
東
洞
里
に
お
い
て
製
作
。
枇

杷
色
・
ロ
ク
ロ
目
・
竹
の
節
高
台
・
高
台
周
辺
の

か
い
ら
ぎ
（
釉
薬
鮫
状
の
ち
ぢ
れ
）
な
ど
を
見
所
と

す
る
。
大
別
し
て
、
大
振
り
な
大
井
戸
、
青
色
を

呈
す
る
青
井
戸
、
そ
れ
以
外
の
小
井
戸
、
小
井
戸

の
う
ち
貫
入
の
目
立
つ
小
貫
入
に
分
け
ら
れ
る
。

㉑㉒㉓ ⑳

織
部
青
薬
：
仁
清
焼　

色
絵

鱗
波
文
茶
碗　
北
村
美
術
館

さ
び
薬
：
仁
清
焼　

壷

フ
リ
ア
美
術
館

仁
清
焼　

い
ら
ぼ
陶
片

織
部
青
薬
：
仁
清
焼　

水
指

陶法伝書とその伝播(31)



㉔　
（
白
紙
）

㉕　

○
錦＊
に
し
き
で
え
の
ぐ

手
繪
具
の
方

一　

赤　

金＊
か
な
だ
ま

珠
（
佐
・
上
々
弁
柄
丹
土
）
壱
匁
金
珠
ハ
上
々
弁べ

ん
が
ら
た
ん
ど

柄
丹
土
ノ
ヿこ

と

也　
　
余
リ
不す

ぐ
れ
ず勝
候
ヘ
共　

責＊
つ
と
め

 

テ
用
申
候

　
　
　
　
　

極
白
び＊

い
ど
ろ 

 

弐
匁

　
　
　
　
　

白
粉 
 

 

壱
匁

　
　
　
　
　

ほ＊

う
砂　
透す

き

た
る
が
よ
し 

 

三
分

　
　
　

右
細
末
丶し

て　

ふ
の
り
に
て
と
き
か
き丨
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

ふ
の
り
ハ
入い

れ
も
う
さ
ず

不
申
が
宜
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

膠に
か
わ
ば
か
り

斗
少
入
候

一　

萌＊
も
え
ぎ黄
繪
具
（
佐
・
記
載
な
し
）　

白
粉 

 

八
分

　
　
　

此
方
宜
候 

萌
黄
び
い
と
ろ 

 

五
匁

　
　
　
　
　

 

岩＊

緑
青 

 

六
分

㉖　
　
　

同
断

一　

紺
繪
之
具　
　

極
白
び
い
と
ろ 

 

五
匁

　
　
　

此
方
宜
候 

唐＊

紺
青
（
佐
・
花
紺
青
） 

弐
匁
七
分

　
　
　
　
　
　
　

 

白
粉 

 

弐
匁

　
　
　
　

同
断

一　

黄＊

色
繪
藥　
此
方
悪
敷
候　

私
ノ
家
傳
ニ
委く

わ
し
く
し
る
し
お
き

記
置 

候

　
　

白
ひ
い
と
ろ
五
匁
（
佐
・
拾
匁
） 

 

金
珠
七
分
（
佐
・
な
し
）

　
　

白
粉　
　
　

壱
匁
五
分
（
佐
・
四
匁
）  

丹
七
分
（
佐
・
な
し
）

　
　
　
　

同
断

㉗　

○
此
紫
も
勝す

ぐ

レ
不
申
候
故　

年
來
思し

ゆ
い
つ
か
ま
つ
り

惟
仕　

唯た
だ
い
ま今
用
候
方
私
傅で

ん

ノ
内
ニ
記

一　

紫
色
繪
具　

ひ
い
と
ろ　
　

四
匁
（
佐
・
拾
匁
）

　
　
　
　
　
　
　

金
珠　
　
　
　

五
リ
ン
（
佐
・
な
し
）

　
　
　
　
　
　
　

丹　
　
　
　
　

八
分
（
佐
・
な
し
）

　
　
　
　
　
　
　

白
粉　
　
　
　

弐
分
（
佐
・
四
匁
）

　
　
　
　
　
　
　

南＊

京
繪
藥
（
佐
・
南
京
下
ノ
ご
す
薬
）
壱
分
（
佐
・
五
分
）

　

此
方
も
不よ

ろ
し
か
ら
ず

宜 

候　

本
燒
の
上
ニ
白
ヲ
付
候
事　

先ま
ず

ハ
止と

ま

リ
難が

た

キ
ヿこ

と

ニ
候

此
上
又
何
ト
ゾ
工
夫
致　

見
可
申
候

一　

白
色
繪
具 

極
大
白
ひ
い
ど
ろ
一
味

―
錦
手
（
内
窯
）・
繪
具
―

　

こ
こ
か
ら
は
仁
清
伝
、
上
絵
付
用
の
色
絵
具
。

＊
錦
手
：
上
絵
付
。
錦
は
五
色
・
金
彩
・
多
彩
色

の
糸
を
用
い
た
織
物
で
あ
る
が
、
や
き
も
の
で
は

上
絵
具
・
彩
色
を
施
し
た
色
絵
陶
磁
器
を
い
う
。

赤
絵
の
意
も
あ
り
、
磁
器
で
は
有
田
焼
が
最
も
早

く
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
頃
に
は
柿
右
衛
門
家

文
書
に
「
赤
絵
初
（
は
じ
ま
）
り
」
と
あ
る
。
鍋
島

家
へ
の
錦
手
献
上
の
記
録
が
残
る
が
、
色
絵
磁
器

は
赤
絵
・
錦
手
と
称
さ
れ
、
や
が
て
赤
絵
の
用
語

は
消
え
て
ゆ
く
。
金
彩
を
交
え
た
多
彩
な
絵
具
に

よ
る
装
飾
磁
器
を
錦
手
と
い
う
が
、
京
都
で
は
一

貫
し
て
有
田
焼
色
絵
磁
器
を
錦
手
と
称
し
て
い
る
。

　

赤
色
は
む
ず
か
し
く
、
不
純
物
に
よ
っ
て
発
色

が
妨
げ
ら
れ
る
な
ど
、
良
い
顔
料
を
よ
く
よ
く
擂

り
、
薄
く
塗
る
こ
と
が
秘
訣
と
さ
れ
る
。

＊
金
珠
：
極
上
の
弁
柄
丹
土
。
丹
は
酸
化
鉛
。
正

倉
院
に
も
伝
承
、
ガ
ラ
ス
の
原
料
に
用
い
た
も
の

と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

＊
責
：
つ
と
め
て
・
義
務
の
意
。

＊
び
い
ど
ろ
：
ビ
ー
ド
ロ
。
ガ
ラ
ス
・
玻
璃
。
白

び
い
ど
ろ
は
ガ
ラ
ス
粉
。
室
町
末
期
に
オ
ラ
ン
ダ

人
が
製
法
を
伝
え
た
と
伝
承
。
江
戸
期
に
は
輸
入

さ
れ
て
い
た
か
。

＊
ほ
う
砂
：
硼
砂
。
接
着
剤
に
用
い
る
。
無
色
の

粉
末
で
あ
る
が
、
空
気
中
で
は
白
色
、
鉛
系
白
玉

の
融
剤
と
な
る
。
透
（
す
き
）
と
は
、
焼
返
し
を
し

な
い
硼
砂
。
焼
返
し
て
は
精
分
が
減
退
、
月
日
を

経
て
剝
落
し
て
し
ま
う
。

＊
萌
黄
：
青
（
緑
）
と
黄
の
中
間
色
。
葱
の
芽
の
出

始
め
る
頃
の
色
。

＊
岩
緑
青
：
緑
青
。
白
緑
と
も
い
う
。
天
然
炭
酸

銅
。
緑
色
絵
具
の
原
料
と
な
り
、
高
価
と
さ
れ
る
。

比
し
て
奈
良
緑
青
は
人
工
的
に
製
さ
れ
た
も
の
。

安
価
で
あ
り
、
真
鍮
・
銅
板
な
ど
を
塩
水
に
つ
け
、

よ
く
攪
拌
。
上
部
の
緑
色
部
分
を
水
洗
し
て
用
い

る
と
い
う
。

＊
唐
紺
青
：
上
絵
付
用
青
色
絵
具
。
江
戸
期
中
国

よ
り
渡
来
し
た
こ
と
か
ら
の
呼
称
。

＊
黄
・
紫
・
白
繪
具
：
仁
清
伝
は
優
れ
ず
と
し
て
、

乾
山
伝
を
後
述
す
る
。
乾
山
は
黄
色
に
唐
白
目
を

入
れ
る
。

＊
南
京
繪
藥
：
紫
の
呈
色
剤
と
し
て
用
い
る
。

㉔㉕㉖㉗

赤
・
萌
黄
・
紺
・
紫
・
金
絵

具
：
仁
清
焼　

色
絵
釘
隠　

京
都
国
立
博
物
館

紫
絵
具
：
乾
山
焼　

色
絵

紫
陽
花
図
透
し
鉢

(32)



㉘　一　

金＊
き
ん
の
あ
わ
せ
よ
う

ノ
合
様　
　

金き
ん
で
い泥

（
佐
・
金
の
消
泥
） 

壱
匁
（
佐
・
壱
分
）

　
　
　
（
佐
・
上
々
透
ホ
ウ
シ
ャ
）
透す
き
な
ま生
ほ
う
し
や 

弐
分
（
佐
・
三
厘
）

　

ヤ
キ
カ
ヘ
シ
タ
ル
ホ
ウ
シ
ヤ
ハ　

日ひ

ヲ
經へ

テ
落お

ち
つ
く盡
シ
申
候　

ホ
ウ
シ
ヤ
生
ニ

て
遣つ

か
い候
事　

専
用
也

　

京
都
東
邊
ニ
テ　

ホ
ウ
シ
ヤ
ヲ
燒
返
シ
用
候
訳わ

け

ハ　

金き
ん
で
い泥
ウ
ス
ク
遣つ

か
い
　

光
リ

有
之
候
爲た

め

ニ
テ
候　

燒や
き
か
え返
シ　

ホ
ウ
シ
ヤ
氣
ウ
ス
ク
ナ
ル
候
故　

後
ニ
ハ
金か

な
け氣

落
申
候　

生
ホ
ウ
シ
ヤ
ハ　

金
厚
ク
無こ

れ
な
く之
候
て
ハ　

光
リ
出
不
申
候
故　

金
泥

ノ
ゑ
ヲ
濃こ

き

ニ
付
申
候

一　

黒＊

繪
具 

金
ハ
タ 

南
藥
（
佐
・
銕
粉
こ
ず
薬
）
二
色
等
分
ニ
合

　
　
　
　
　
　

  　
　

膠に
か
わ

 

ニ
テ
と
き
か
き丨
申
候　
仁
清
傳で

ん

ノ
錦
手
上

ノ
黒く

ろ
え繪

ニ
テ
御
座
候　

然
レ

ど
もｰモ　

黒
ノ
上
ヘ
緑
カ　

紺
カ
ツ
ヤ
ノ
ア
ル
ゑ
の
く

ニ
テ　

上
ヲ
と
め
不
申
候
て
ハ　

黒
ハ
落お

ち　

其
上
ツ
ヤ
モ
ナ
ク
ナ
リ
候　
　

漸

＊
だ
ん
だ
ん
に

木
の
葉
ノ
し
べ
ヲ
細
ク
カ
キ　

上
へ
葉
ノ
ナ
リ
ニ　

緑
藥
ヲ
以も

っ
てと
め
候
斗ば

か
りの
用

ニ
て
候　

夫そ
れ
ゆ
え故
私
工
夫
ノ
上　

錦
手
ノ
黒
繪
具　

私
傳
ニ
記
置
候

㉙　

○
樂＊

燒
藥
の
覚

　
（
上
）
此こ

れ
ら
す
べ
て
の

惣 

樂
燒
藥
仁
清
家
傅
ノ
由
ニ
て　

丨
付

か
き
つ
け
こ
し越

候
へ
共　

逐ち
く
い
ち一

用
ニ

不た
り
ず足

候　

京
樂
の
赤
黒
の
祕ひ

で
ん傳

も　

故ゆ
え
あ
っ有

テ
傅
覚
候
へ
共　

是
ハ
利り

き
ゅ
う体

以
來
ノ

一
家
ノ
傅
ニ
候
故　

私
態＊

こ
と
さ
ら

 

丨
付
不
申
候
間

　
（
次
頁
上
）
御
所
望
ニ
候
ハ
　ゝ

口
授
ニ
可
申
上
候

一　

茶
入
の
藥　
　

白
粉　

百
目　

紫
土　

八
分

　
　
　

右
地
藥
也　

上ウ
ハ

藥
ハ
白
粉　

拾
匁　

赤
ば
こ　

壱
匁

　
　
　

又
上ウ
ワ

藥
ノ
方
白
粉　

拾
匁
ニ
唐
紺
八
分

　

  

○
樂＊

燒
白
藥　

赤
樂
ニ
モ
此
藥
ヲ
用
申
候

　
　
　

白
粉 　

百
目 　

日
岡
石　

拾
五
匁
（
佐
・
二
十
五
匁
）

　
　
　

び
い
と
ろ　
　
　
　
　
　

  

五
匁
（
佐
・
卅
五
匁
）

　

  

○
樂
燒
繪＊
え
ぐ
す
り
藥
の
覚

　
　
　

青
繪　

紺
青　

黒
繪　

金
ハ
ダ

＊
金
ノ
合
様
：
金
彩
は
、
金
の
粉
末
に
硼
砂
を
生

（
な
ま
）
で
用
い
る
こ
と
を
第
一
と
す
る
。
焼
返
し

て
は
硼
砂
の
精
度
・
濃
度
が
落
ち
、
日
を
経
て
剝
落
。

仁
清
伝
に
も
透
生
と
あ
り
、
生
硼
砂
を
使
用
す
る
。

　

一
般
に
東
山
陶
工
は
焼
返
し
て
使
用
。
高
価
な

金
泥
を
少
な
く
用
い
、
薄
く
塗
る
た
め
の
工
夫
で

あ
る
が
、
一
時
的
に
光
沢
は
保
つ
も
の
の
、
焼
返

し
に
因
り
硼
砂
の
気
は
失
せ
、
時
を
経
て
金
は
剝

落
し
て
し
ま
う
。
生
硼
砂
で
は
艶
、
光
沢
を
保
つ

た
め
に
金
泥
を
厚
く
塗
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

金
泥
は
高
価
。
が
、
絵
付
・
装
飾
に
は
濃
く
厚
く

塗
る
こ
と
を
仁
清
・
乾
山
窯
で
は
行
っ
て
い
る
。

＊
黒
繪
具
：
仁
清
伝
の
黒
絵
具
で
あ
る
。
鉄
と
呉

須
に
よ
る
黒
絵
具
は
、
焼
付
け
る
た
め
の
媒
溶
剤

が
な
い
。
艶
も
な
く
、
剝
げ
や
す
い
が
、
そ
れ
を

防
ぐ
た
め
、
こ
の
黒
絵
具
の
上
に
は
緑
・
紺
な
ど

の
釉
薬
を
掛
け
、
付
着
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

葉
を
描
き
、
葉
脈
を
入
れ
、
上
に
緑
釉
を
掛
け
て

絵
具
を
止
め
る
が
、
先
の
葉
形
・
葉
脈
は
透
き
通

り
現
れ
る
な
ど
、
乾
山
は
こ
の
工
夫
を
好
ま
し
い

と
す
る
一
方
、
自
ら
の
黒
絵
具
を
創
案
す
る
。

　

乾
山
焼
の
第
一
秘
伝
は
白
絵
具
に
あ
っ
た
。
処

方
、
用
法
、
か
つ
て
な
か
っ
た
試
み
で
あ
っ
た
が
、

黒
絵
具
に
も
創
意
が
あ
り
、
後
述
す
る
が
、
無
駄

な
光
沢
を
避
け
、
陶
面
に
絵
画
的
描
写
を
実
現
さ

せ
る
技
法
で
あ
る
。

＊
漸
：
徐
々
に
・
漸
く
の
意
。

―
樂
燒
（
内
窯
）
―

＊
樂
燒
：
作
品
は
み
ら
れ
な
い
が
、
仁
清
の
楽
焼

陶
法
で
あ
る
。
茶
入
の
鉄
薬
を
活
用
、
白
粉
・
鉛

を
加
え
、
ざ
ん
ぐ
り
と
し
た
風
趣
を
工
夫
。
白
楽
・

赤
楽
に
は
日
岡
石
を
入
れ
る
。
余
り
有
益
で
は
な

い
と
し
、
乾
山
は
自
ら
の
楽
焼
記
述
も
省
略
す
る

が
、
楽
焼
は
京
都
に
本
家
が
あ
る
。
利
休
以
来
の

伝
統
を
有
し
、
乾
山
は
四
代
一
入
以
来
懇
意
で
あ

っ
た
。
佐
野
に
お
い
て
記
し
た
『
陶
磁
製
方
』
に

は
詳
述
が
あ
る
。
相
手
の
興
味
を
考
慮
し
た
故
か
。

＊
態
：
有
様
・
姿
。
わ
ざ
わ
ざ
・
こ
と
さ
ら
。

＊
樂
燒
釉
：
楽
焼
釉
薬
は
白
玉
（
ガ
ラ
ス
）・
日
岡

石
（
珪
砂
）・
白
粉
（
唐
ノ
土
）
が
基
本
。

＊
繪
藥
：
楽
焼
に
用
い
る
絵
具
。
青
は
紺
青
、
黒

は
金
は
だ
、
柿
色
は
水
下
で
あ
る
。
釉
薬
の
基
本

は
、
既
述
の
白
玉
・
日
岡
石
・
白
粉
で
あ
る
。

㉘㉙

赤
・
萌
黃
・
黒
・
金
・
銀
絵
具
：

仁
清
焼　

色
絵
金
銀
菱
文
重

茶
碗　
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

陶法伝書とその伝播(33)



㉚　

柿
色
ハ　
　

 

水
下

　
　

○
樂
黒
藥
（
佐
・
な
し
）

一　

白
粉 

百
目 

び
い
と
ろ　

五
匁

　
　

赤＊

ぼ
こ 

拾
五
匁 

ほ
う
し
や　

五
匁

　
　

よ
く
燒
テ
用

　
　

か＊

ら
か
ね
せ
ん
く
づ　

四
匁 

内
弐
匁
ハ
金
ハ
ダ
也

　
　

○
同
方

一　

黒
び
い
と
ろ 

百
目 

金
ハ
ダ
三
拾
目

㉛　

奈＊

ら
緑
青 

廿
匁

　
　

○
同
方

一　

全
ハ
ダ 

壱
匁 

ふ＊

き
だ
ま　

弐
匁

　
　

白
粉 

弐
匁
五
分 

ほ
う
し
や　

八
分

　
　
　

右
樂
燒
の
方

　

右 

仁
清
樂
の
方
ハ　

指さ
し

テ
論ろ

ん

ス
ル
ニ
不た

ら
ぬ
て
だ
て
ぐ
み

足
方
組
ニ
候
故　

判は
ん
だ
ん断

ニ
不お

よ
ば
ざ
り

及

私
ノ
今こ

ん
あ
ん案

も
致し

ょ
う
り
ゃ
く
い
た
し

省
畧 

候

32　

右
本ほ
ん
や
き燒 

樂ら
く
や
き燒 

繪え
ぐ
す
り藥 

錦に
し
き
で手
繪
藥 

諸
事 

土
の
合あ
わ
せ
よ
う
様
ま
で
具
つ
ぶ
さ

ニ
か
き尹

寫う
つ
し
つ
か
わ
し

遣 

申
候　

必か
な
ら
ず々

他た
け
ん見

他た
ご
ん言 

被な
さ
れ
ま
じ
く
そ
う
ろ
う

成
間
敷
候　

拙＊
せ
っ
し
ゃ

者
家

祕ひ
で
ん傅

に
て
候
へ
共ど

も　

御
昕一
望
ニ
應お

う
じ
も
う
し
そ
う
ろ
う
と
こ
ろ
な
り

申
候
昕一
也　
　

以
上

 

野の
の
む
ら
は
り
ま
だ
い
じ
ょ
う

々
村
播
磨
大
掾

　
　
　

元げ
ん
ろ
く禄
十
二
年
夘う

八
月
十
三
日　
　
　
　
　

藤ふ
じ
な
が
は
ん

良
判

　
　
　
　
　
　
　
　

緒お
が
た
し
ん
せ
い
ろ
う

方
深
省
老　

参ま
い
る

　

　
（
上
）
是
ハ
仁
清
ゟよ

り　

乾
山
方
へ
燒
物
ノ
方　

傅つ
た
え
も
う
し

申 

候
奥＊

お
く
が
き
丨 

之の

寫
也

33　

○
朝
日
手
の
藥

一　

深
草
水
下
（
消
し
）
八
拾
五
匁
（
消
し
）

　
　

お
も
灰
（
消
し
）

34　
（
白
紙　

左
頁
）

＊
赤
ぼ
こ
：
白
ぼ
こ
・
黒
ぼ
こ
な
ど
、
仁
清
は
瀬

戸
地
方
に
あ
る
と
い
う
。「
ぼ
こ
」
は
同
地
方
陶
工

の
呼
称
と
さ
れ
、
湿
り
に
よ
っ
て
叩
け
ば
滲
み
、

握
れ
ば
指
の
間
か
ら
漏
れ
る
よ
う
な
土
と
解
さ
れ

る
（
加
藤
藤
九
郎
説
・
満
岡
忠
成
）。

＊
か
ら
か
ね
せ
ん
く
づ
：
唐
銅
（
か
ら
か
ね
）
は
青

銅
。
中
国
よ
り
製
法
が
渡
来
、
唐
銅
の
文
字
が
当

て
ら
れ
た
と
伝
承
。
銅
線
・
銅
板
な
ど
を
作
る
折

に
で
き
る
屑
。

＊
奈
ら
緑
青
：
緑
青
の
一
種
。
伝
統
的
な
緑
色
原

料
。
天
然
で
は
な
く
人
工
的
に
真
鍮
・
銅
線
・
銅

板
な
ど
の
屑
を
塩
水
に
つ
け
攪
拌
、
分
離
し
た
上

の
緑
の
部
分
を
水
洗
い
し
て
用
い
る
。

＊
ふ
き
だ
ま
：
吹
玉
・
ビ
ー
ド
ロ
・
白
玉
。
ガ
ラ

ス
を
吹
い
て
玉
に
し
た
も
の
。
白
粉
は
唐
の
土
。

―
奥
書
―

＊
奥
書
：
末
尾
に
つ
け
る
由
緒
書
。
諸
芸
伝
授
の

証
文
、
記
載
事
実
の
真
正
を
証
明
す
る
。

　

仁
清
家
の
本
焼
・
楽
焼
、
本
焼
絵
薬
・
錦
手
絵
薬
、

土
拵
え
の
全
て
を
書
写
。
当
家
秘
伝
故
、
他
見
他

言
な
き
よ
う
に
と
あ
る
。
野
々
村
播
磨
大
掾
、
藤

良
判
が
認
め
ら
れ
、
宛
人
は
緒
方
深
省
、
日
時
は

元
禄
一
二
年
八
月
一
三
日
と
あ
る
。

大
掾
：
初
代
仁
清
の
受
領
号
。
長
官
を
意
味
す
る

が
、
任
地
・
任
国
と
は
拘
わ
り
な
く
称
さ
れ
る
。

す
ぐ
れ
た
技
能
保
持
者
に
も
適
用
。
一
代
限
り
を

原
則
と
し
、
一
旦
返
納
、
次
代
も
允
可
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
藤
良
は
二
代
仁
清
の
名
。

＊
拙
者
家
秘
伝
：
乾
山
の
伝
書
受
理
当
時
、
仁
清

陶
法
は
既
に
自
家
の
秘
伝
。
初
代
仁
清
か
ら
二
代

継
続
の
証
拠
と
な
る
。
乾
山
は
江
戸
下
向
に
際
し

同
秘
伝
を
携
帯
。
京
焼
を
代
表
す
る
野
々
村
仁
清

と
の
関
わ
り
を
明
示
。
乾
山
焼
が
由
緒
正
し
い
京

焼
の
伝
統
下
に
成
立
し
た
こ
と
を
誇
り
と
し
た
も

の
と
考
え
る
。

　

京
都
に
残
り
、
乾
山
焼
を
踏
襲
、
聖
護
院
門
境

に
本
焼
、
内
焼
と
も
に
勤
め
た
二
代
猪
八
は
仁
清

家
の
出
自
。
実
父
・
祖
父
の
伝
統
を
如
何
に
思
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
流
行
に
は
限
り
が
あ
る
。
時

代
も
移
り
、
嗜
好
も
変
わ
り
、
仁
清
焼
は
既
に
過

去
の
も
の
と
考
え
ら
れ
た
か
。
時
の
う
ね
り
は
江

戸
を
中
心
に
、
公
家
・
武
家
・
寺
社
の
支
配
か
ら
、

文
化
は
庶
民
町
人
の
手
へ
と
移
り
つ
つ
あ
っ
た
。

㉚㉛3233

　

右
図
は
初
代
仁
清
の
名
の

り
で
あ
る
が
、
初
代
仁
清
没

後
、
一
旦
返
上
、
二
代
仁
清

が
改
め
て
受
理
し
た
か
と
推

定
す
る
。
受
領
は
律
令
時
代

の
国
司
に
始
ま
り
、
大
和
・

河
内
・
伊
勢
・
武
蔵
・
上
総
・

下
総
・
常
陸
・
近
江
・
上
野
・

陸
奥
・
越
前
・
播
磨
・
肥
後
、

以
上
大
国
一
三
国
で
あ
る
。

　

朝
廷
か
ら
受
け
る
こ
と
を

原
則
と
す
る
が
、
鎌
倉
期
に

は
武
家
社
会
の
身
分
階
級
を

表
し
、
江
戸
期
に
は
金
品
を

代
償
と
し
て
商
人
・
職
人
・

芸
人
ら
の
名
の
り
、
権
威
づ

け
に
用
い
ら
れ
た
。
仲
介
は

多
く
門
跡
寺
院
、
仁
清
の
場

合
は
仁
和
寺
が
そ
の
労
を
執

っ
た
も
の
と
考
え
る
。

　

勅
許
に
よ
る
受
領
は
天
下

一
が
冠
さ
れ
た
と
い
う
。　

東
八
幡
町
遺
跡　

押
小
路
焼

関
連
の
陶
片
・
窯
道
具
な
ど

が
出
土

初
代
仁
清
名
の
り
：
野
々
村

播
磨
大
掾　

藤
良
判

(34)
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○
内＊
う
ち
が
ま
と
う
き

窯
陶
器

一　

京き
ょ
う
と都
押お
し
の
こ
う
じ

小
路
柳や
な
ぎ
の
ば
ん
ば

馬
場
ノ
東ひ
が
しニ 

押＊
お
し
の
こ
う
じ
や
き
も
の
し

小
路
燒
物
師 

一＊
い
ち
も
ん
じ

文
字

屋や

助す
け
ざ
え
も
ん

左
衛
門
ト
云い
う
も
の者　

唐と
う
じ
ん
そ
う
で
ん

人
相
傳
の
方て
だ
てヲ
以も
っ
て
　

内う
ち
が
ま
や
き

窯
燒
の
陶と
う

器き

ヲ
製せ

い

ス　

樂ら
く
や
き
が
ん
そ

燒
元
祖 

朝＊
ち
ょ
う
じ
ろ
う

次
郎 

ゟよ
り

舊ふ
る

キ
由よ

し　

申も
う
し
つ
た
え

傳 

候
へ

共ど
も

何い
ず

レ
カ
先さ
き

な
る
事
ヲ
不ぞ
ん
ぜ
ず存
候　

愚ぐ
せ
つ拙
元げ
ん
ろ
く禄
夘う

の
年と
し　

洛

西
北
泉＊
い
ず
み
だ
に

溪 

ト
申も
う
す
と
こ
ろ

処 

ニ
閑か
ん
き
ょ居
仕つ
か
ま
つ
り

 

候
処
ニ
テ
陶
器
ヲ
製
シ
始
は
じ
め

　

則す
な
わ
ち

  

京け
い
じ
ょ
う
城
の
西
北
ニ
相あ
い
あ
た當
リ
候
地
ニ
候
故　

陶
器
ノ
銘め
い

ヲ
乾け
ん
ざ
ん山
ト
記し
る

シ
出
申
候　

其そ
の
せ
つ節　

手て
ま
え前
ニ
指さ
し
お
き
そ
う
ろ
う
さ
い
く
に
ん

置
候
細
工
人  

孫＊
ま
ご
べ
え

兵
衛
ト
申
者　

右
押
小
路
燒
の
親し

ん

族ぞ
く

ニ
て
則
弟で

し子
ニ
候
て

36　

細さ
い

工く 

燒や
き
か
た方
等
功こ
う
し
ゃ者
ニ
候
故　

御
室
仁＊

清
嫡ち
ゃ
く
な
ん
男
清
右
衛
門

ト
共
ニ　

手て
ま
え前

へ
相あ

い
た
の頼

ミ
置お

き　

此こ
の
り
ょ
う
に
ん

兩
人
ニ
ゟよ

り　

押
小
路
内う

ち

か

ま
燒や

キ　

御お
む
ろ室
仁
清
燒
の
傳で
ん

ヲ
受う
け
つ
ぎ継
申
候　

仁
清
ゟよ
り

の
傳
ハ

　

最さ
い

初し
ょ
に

  

相あ
い
し
る記

シ
候
通と

お
り
に

 

御
座
候　

此こ
の

昕一
ハ 

右
押
小
路
燒
弟

子
孫
兵
衛
ゟよ

り 

愚ぐ

拙せ
つ

ヘ
口こ

う
じ
ゅ
い
た
し

授
致 

候
趣お

も
む
き

 

ヲ　
丨
記

か
き

申
候

　
　

内
窯
土
製
の
方

一　

諸し
ょ
こ
く國

假た
と
え
も
し

令  

異い
こ
く國

の
土
ニ
て
モ　

内う
ち
や
き
も
の

燒
物
の
器う

つ
わ

 

ニ
不な

ら
ざ
る成

事こ
と

ハ
無こ
れ
な
く
そ
う
ら
え
ど
も

之
候
得
共　

先ま
ず

ハ
居す
ま
い
つ
か
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
と
こ
ろ

住
仕
候
処 

の
土
ヲ
用
候　

故ゆ
え
に 
土
の
事　

御
室
燒
同ど
う
だ
ん断
ニ
御
座
候
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内
窯
燒
器
物
上
ノ
か
け
藥
の
方

一　

白
粉　
　
　
　

百
目

一　

日
岡
石　
　
　

四
拾
目

　

右
合あ
わ
せ

 

極
細
末 
絹き
ぬ

篩ふ
る
いニ
テ
能よ
く

こ
し
候
て　

居＊
い

さ
せ　

上
ノ

水
ヲ
捨す
て　

ふ
の
り
と
き　

能よ
く

こ
し
候
て　

合
か
け
申
候

　

ふ
の
り
合
加
減
ハ
口
授

　

 

内
窯
繪
具
の
方

一　

黒　

銕て
つ

の
金か

な

ハ
タ
拾
匁　
　

南な
ん
き
ん京

呉ご

す洲
藥
五
匁

―
内
窯
：
土
・
釉
藥
・
繪
具
―

＊
内
窯
：
室
内
・
庭
内
に
設
置
す
る
低
火
度
焼
成

の
小
窯
。
楽
焼
・
錦
窯
・
赤
絵
窯
が
あ
り
、
高
火

度
焼
成
・
本
焼
本
窯
・
登
窯
に
対
す
る
称
と
し
て

用
い
ら
れ
る
。
外
側
の
窯
と
内
側
の
窯
の
二
重
構

造
に
成
っ
て
お
り
、
中
国
で
は
景
徳
鎮
窯
・
官
窯

跡
に
錦
窯
を
発
見
。
日
本
で
は
唐
人
の
指
導
に
よ

る
押
小
路
焼
が
古
い
例
と
さ
れ
る
。

＊
押
小
路
焼
：
近
年
の
発
掘
調
査
に
よ
れ
ば
、
京

都
市
柳
馬
場
東
入
八
幡
町
・
元
本
能
寺
町
な
ど
か

ら
、
桃
山
か
ら
江
戸
初
期
作
と
推
定
す
る
低
火
度

焼
成
、
軟
質
施
釉
陶
器
片
・
素
焼
陶
片
他
が
出
土

し
た
。
押
小
路
焼
は
花
樹
、
生
類
な
ど
を
地
紋
に

彫
り
、
緑
・
黄
・
紫
色
の
色
絵
を
付
け
た
器
と
あ

る
が
（『
陶
磁
製
方
』）、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
に

は
黒
谷
土
を
用
い
、
焼
成
は
清
水
・
し
る
谷
に
借

窯
す
る
な
ど
、
本
焼
物
に
も
着
手
し
て
い
た
（『
森

田
久
右
衛
門
日
記
』）。

＊
一
文
字
屋
助
左
衛
門
：
押
小
路
焼
の
祖
で
あ
る
。

詳
細
は
不
明
。
唐
人
よ
り
内
焼
陶
法
を
学
ん
だ
と
さ

れ
、
楽
焼
祖
朝
次
郎
（
長
次
郎
）
よ
り
古
い
と
伝
承
。

初
期
楽
焼
に
は
鉛
釉
に
よ
る
平
鉢
な
ど
が
残
る
。

＊
朝
次
郎
：
樂
焼
創
始
者
樂
（
田
中
）
長
次
郎
。
天

正
年
間
（
一
五
七
三
―
九
二
）
茶
の
湯
者
千
利
休
創

意
の
茶
碗
な
ど
を
作
製
、
代
々
継
続
し
今
日
に
至

る
。
時
代
と
と
も
に
光
悦
・
空
中
、
大
樋
焼
・
玉

水
焼
な
ど
の
脇
窯
が
成
立
。
低
火
度
焼
成
、
軟
質

施
釉
陶
器
、
一
碗
ず
つ
の
手
捏
ね
・
焼
成
す
る
こ

と
に
特
色
が
あ
る
。
黒
・
赤
・
白
楽
に
代
表
さ
れ
る
。

＊
泉
溪
：
乾
山
初
開
窯
、
右
京
区
鳴
滝
村
泉
谷
町
。

一
一
九
〇
坪
、
二
條
家
山
屋
敷
跡
で
あ
っ
た
。

＊
孫
兵
衛
：
乾
山
焼
鳴
滝
窯
細
工
人
。
押
小
路
焼

一
文
字
屋
助
左
衛
門
親
族
・
弟
子
。
内
窯
釉
下
色

絵
陶
法
を
得
意
と
し
、
粟
田
口
焼
陶
工
と
推
測
。

＊
仁
清
嫡
男
清
右
衛
門
：
二
代
仁
清
・
清
右
衛
門
。

乾
山
は
明
確
に
御
室
仁
清
嫡
男
と
記
し
、
伝
書
を

譲
り
受
け
る
。
自
ら
乾
山
窯
の
本
焼
陶
工
と
し
て

活
躍
す
る
が
、
御
室
焼
の
技
法
、
特
質
は
乾
山
窯

に
お
い
て
異
国
物
写
し
、
琳
派
様
式
、
そ
の
他
本

焼
色
絵
陶
に
活
か
さ
れ
る
。
仁
清
家
の
伝
統
は
継

続
、
そ
の
子
猪
八
は
乾
山
の
養
子
と
な
り
、
聖
護

院
窯
に
工
房
を
設
置
す
る
。

＊
居
さ
せ
：
水
中
に
沈
殿
さ
せ
る
。
水
簸
。

34353637

京
都
大
絵
図  

元
禄
九
年

押
小
路
柳
馬
場
周
辺　

丁
子

屋
町
・
東
八
幡
町
の
位
置
を

確
認

素
地
に
描
か
れ
た
楼
閣
山
水

図
陶
片　

京
都
・
東
八
幡
町

遺
跡
出
土　
京
都
市
埋
蔵
文
化

財
研
究
所

伝
樂
長
次
郎
作　

三
彩
瓜
文

平
鉢　
東
京
国
立
博
物
館

陶法伝書とその伝播(35)
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極
細
末　

フ
ノ
リ
ニ
テ
と
き　

か
き
申
候

一　

緑　
　
　

白＊

粉
十
匁　
　

日＊

岡
（
石
）
四
匁

　
　
　
　
　
　

緑
青
壱
匁
二
分

　
　
　

右
同
断

一　

紺　
　
　

白
粉
十
匁　
　

日
岡
石
四
匁

　
　
　
　
　
　

唐＊

紺
青
六
匁

　
　
　

右
同
断

一　

赤
ハ　
　

山
黄
士
一
味

39　
　

 

右
同
断

一　

黄　
　
　

白
粉
十
匁　
　

日
岡
石
四
匁

　
　
　
　
　
　

唐＊

白
目
三
分 

極
細
末

　
　
　

右
同
断

一　

紫　
　
　

白
粉
十
匁　
　

日
岡
石
四
匁

　
　
　
　
　
　

南
京
呉
洲
藥　

五
分　
割わ

り

ヲ
見み

候
て　

色
赤
キ
も

の
ゝ
交ま

じ

リ
タ
ル
ヲ
用　

水
ニ
入
候
て
見
候
ヘ
ば　

能よ
く

相あ
い
し知

レ
申
候

　
　
　

右
同
断

　

右
燒や
き
か
た方　

内＊
う
ち
が
ま
そ
と
が
ま
の
か
た
ち

窯
外
窯
形　

 

是こ
れ
ら
は

等
者
直じ

か

ニ
御ご

ら
ん覧

シ
被お

よ
ば
れ及

候

昕一
ニ
と
こ
ろ

て
候
へ
ば　

今い
ま
さ
ら更
圖ず

の
申
ニ
ハ
不お
よ
ば
ず
そ
う
ろ
う

及
候

40　

右
押お

し
の
こ
う
じ
や
き

小
路
燒
の
親し

ん
ぞ
く族

な
が
ら
弟で

し子
ニ
て
候　

洛
東
粟＊

あ
わ
た田

蹴け
あ
げ上
ノ
水
の
近き
ん
ぺ
ん邊　

比＊
び
く
に
ざ
か

丘
尼
坂
ト
申
候
所
居す
ま
い
い
た
し

住
致
候
孫ま
ご
べ
え

兵
衛

ト
申
者
ゟよ

り　

私
口こ
う
じ
ゅ
つ
か
ま
つ
り

授
仕 

候
通　

尹
記
送
進＊

仕
候　

以
上

　

右
ノ
藥
方 

土
拵 
燒
方 
繪
具
等　

私わ
た
く
し
る
い
ね
ん
せ
い
ぞ
う

累
年
製
造　

 

巨＊
こ
さ
い細　

點＊
て
ん
と
う
頭 

仕つ
か
ま
つ
り

 

候　
　

 

　
　
　
　

已い
じ
ょ
う上

＊
白
粉
：
鉛
白
。
唐
の
土
と
も
い
う
。

＊
日
岡
石
：
珪
酸
。
鉛
と
と
も
に
緑
青
に
反
応
、

緑
色
を
つ
く
る
。

＊
唐
紺
青
：
唐
呉
須
。

＊
唐
白
目
：
白
色
粉
末
。
黄
色
顔
料
と
な
る
酸
化

ア
ン
チ
モ
ン
。
錫
の
酸
化
物
。

＊
内
窯
外
窯
：
内
焼
用
の
内
側
及
び
外
側
の
窯
。

設
置
方
法
は
後
述
す
る
が
、
こ
こ
で
は
当
伝
書
の

受
理
者
に
対
し
、
窯
の
形
は
「
直
に
御
覧
じ
及
ば

れ
」
と
あ
り
、
す
で
に
窯
の
見
学
、
焼
成
な
ど
も

承
知
し
て
い
た
。
図
示
は
し
な
い
と
述
べ
る
。

＊
粟
田
口
：
粟
田
地
域
は
上
下
に
分
離
。
下
粟
田

は
東
に
白
河
、
北
に
鴨
川
、
北
は
二
条
東
を
限
り

と
す
る
。
上
粟
田
は
北
へ
進
み
北
白
河
に
至
る
と

あ
る
が
、
平
安
期
に
は
粟
田
殿
・
花
山
院
亭
な
ど

貴
族
の
山
荘
、
亭
が
築
か
れ
、
江
戸
期
に
は
蹴
上

を
過
ぎ
て
刑
場
に
至
る
と
あ
る
（『
御
役
所
向
大
概
覚

書
』
他
）。

＊
比
丘
尼
坂
：
三
条
通
り
か
ら
神
明
山
の
入
口
に

至
る
道
に
あ
る
。
比
丘
尼
が
住
し
勧
進
を
行
っ
た

と
伝
承
。
孫
兵
衛
は
粟
田
口
蹴
上
の
近
辺
、
比
丘

尼
坂
に
住
し
て
お
り
、
同
町
、
粟
田
口
焼
の
陶
工

で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

　

粟
田
口
焼
は
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）、
瀬
戸
陶

工
三
文
字
屋
九
右
衛
門
（
生
没
年
不
詳
）
が
青
蓮
院

領
内
今
道
町
に
開
窯
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
伝
承

（『
本
朝
陶
器
攷
証
』）。
遊
行
・
神
明
・
東
岩
倉
山
産

の
土
を
活
用
し
、
将
軍
家
御
茶
碗
師
と
な
る
な
ど
、

す
ぐ
れ
た
陶
工
の
活
躍
が
伝
え
ら
れ
る
。

　

丹
波
村
出
自
、
初
代
仁
清
は
丹
波
焼
に
関
係
す

る
か
。
瀬
戸
修
業
後
、
瀬
戸
に
所
縁
の
あ
る
粟
田

口
窯
へ
移
動
。
茶
匠
金
森
宗
和
と
の
所
縁
を
得
て
、

仁
和
寺
門
前
に
開
窯
す
る
ま
で
に
な
る
が
、
二
代

仁
清
は
伝
書
を
譲
渡
、
乾
山
窯
へ
と
移
転
を
す
る
。

　

孫
兵
衛
の
招
請
に
も
関
与
す
る
か
。
内
窯
陶
法
、

絵
画
的
表
現
を
試
み
る
乾
山
の
意
図
を
考
慮
、
孫

兵
衛
の
技
を
知
る
二
代
仁
清
の
助
言
で
あ
っ
た
と

考
え
る
。
内
窯
陶
法
は
釉
薬
・
土
拵
・
焼
方
・
絵

具
な
ど
、
全
て
は
孫
兵
衛
か
ら
の
伝
授
、
乾
山
累

年
の
努
力
が
実
を
結
ぶ
。

＊
進
：
贈
る
・
勧
め
る
・
捧
げ
る
な
ど
の
意
。

＊
巨
細
：
大
き
な
物
と
細
か
な
物
。
一
部
始
終
。

＊
點
頭
：
頷
く
・
承
知
の
意
を
示
し
頭
を
下
げ
る
。

383940

黒
・
緑
・
紺
・
赤
・
黄
・
紫

絵
具
：
乾
山
焼　

色
絵
氷
紋

皿　
京
都
国
立
博
物
館

黒
・
緑
・
黄
・
紫
絵
具
：
乾

山
焼　

色
絵
十
二
ヵ
月
和
歌

花
鳥
図
角
皿　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術

館黒
・
緑
・
紺
・
黄
絵
具
：
乾

山
焼　

色
絵
六
歌
仙
図
額
皿

(36)



41　
（
上
）
是
ヨ
リ
末
迄　

乾＊

山
私
一
流
の
方　

先ま
ず
ま
ず々　

今
日
迄
試た

め
し
お
ぼ
え

覚
候
分
ヲ
相あ

い

記し
る
し

 

致
進＊

し
ん
ら
ん
覧 

候　

向こ
う
ご後
又ま

た
め
ず
ら
し
き

珎
敷 

藥
方 

致い
た
し

 

方か
た

等な
ど

候
ハ
　ゝ

逐お
っ

て
丨
付
上
可
申
候

　

愚ぐ
せ
つ拙　

最さ
い
し
ょ初　

於か
ら
く
せ
い
ほ
く
い
ぬ
い
の
や
ま
の
か
た
わ
ら

華
洛
西
北
隅
之
乾
山
ニ　

 

陶と
う
き器
製
造
之

初し
ょ
ね
ん年
ゟよ
り

凡＊
お
よ
そ四
十
年
來
及お
よ
び
も
う
し

申 

候　

其そ
の
か
ん間
ニ

　
仁
清
ト
押
小
路
燒

　

右
両
方
ゟ　

相
授さ
ず
か
り

 

候
薬
方
の
外ほ
か　

種し
ゅ
し
ゅ々

工く
ふ
う夫
ヲ
以も
っ
て
　

其
そ
の
て
だ
て方

の
不あ
い
す
ぐ
れ
ざ
る
と
こ
ろ

相
勝
所 

ヲ
省は

ぶ

キ　

又ま
た
あ
ら
た
に
て
だ
て
を
く
み
あ
わ
せ

新
ニ
方
ヲ
組
合　

乾け
ん
ざ
ん
い
ち
り
ゅ
う

山
一
流
の

方て
だ
て

 

相あ
い
た
て
そ
う
ろ
う
だ
ん

立
候
段　

左さ
に
し
る
し
も
う
し
そ
う
ろ
う

ニ
記
シ
申
候　

併あ
わ
せ
て

　

茶
入
藥
一ひ
と
と
お通
り

の
事
ハ
數
十
年
來ら
い
の
う
ち

ノ
内　

未い
ま
だ
と
く
と
あ
い
た
め
し
も
う
さ
ず

得
ト
相
試
不
申　

作さ
く
て
い定
の
事

不ふ
ぶ
ん
め
い
に

分
明
候
故ゆ
え
に
　

暫＊
し
ば
ら
く
お

閣 

キ　

今こ
と
し年
ゟよ
り

相あ
い
か
ん
が
え
や
き
あ
げ

考
燒
上　

 

能よ
く
よ
く
あ
い
た
め
し

々
相
試

候
上
ニ
て　

新あ
ら
た
な
て
だ
て

方 

の
茶
入
藥
等
ヲ
ハ
尹
付
上も
う
し
あ
ぐ
べ
く

可
申 

候　

先ま
ず
こ
ん
ぱ
ん

今
般
迄ま

で

の
内
ニ
能よ

く
よ
く
あ
い
た
め
し

々
相
試　

點て
ん
と
う頭

の
㕝こ

と

計ば
か
り

 

ヲ
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左さ（
ひ
だ
り
）
ニ  

記し
る
し
も
う
し
そ
う
ろ
う

シ
申
候

　
　

陶
器
の
地＊
じ
づ
ち土

並な
ら
び
に

 

製
方

　

惣
て
陶
器
の
土　

異い
い
き
ほ
ん
ぽ
う
と
も

域
本
邦
共　

其
工
人
の
居き
ょ
し
ょ昕一
近き
ん
ぺ
ん邊
ヲ

用
候
故　

何い
ず

レ
カ
勝し
ょ
う
れ
つ
あ
る
べ
き
か

劣
可
有
歟　

内う
ち
が
ま
や
き
も
の

窯
燒
物
は　

元が
ん
ら
い來
火か
せ
い勢

柔に
ゅ
う
じ
ゃ
く

弱 

ニ
候
故　

其
器
破は

き
ゃ
く
つ
か
ま
つ
る
こ
と
こ
れ
な
く

却
仕
事
無
之 

候
故　

何い
ず
れ
の
く
に

國 

の
土
ニ

て
も
宜よ
ろ
し
く

 

候　

 

然し
か
れ
ど
も
共　

士
ノ
性し
ょ
うニ
依よ

り
器う
つ
わ

 

ニ
造つ
く

り
上あ

ゲ　

乾
カ
ハ
カ

シ
候
節　

た
と
ヘ
バ
茶ち

ゃ
わ
ん碗　

皿さ
ら

等
の
香＊

こ
う
だ
い

臺
（
高
台
）
の
内
ニ
切き

レ
出い

で

候
テ　

用
ニ
不あ

い
た
た
ざ
る
た
ぐ
い

相
立
類
も
在こ

れ
あ
り之

候

　

其そ
の
せ
つ節
京
地
ニ
て
ハ
山や
ま
し
な科
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藤ふ
じ
お尾

ゟよ
り

出
候　

白
色
ニ
テ　

石
ト
モ
土
ト
モ
一い

っ
け
つ
い
た

決
致
シ

難が
た

キ
物
在こ
れ
あ
り之
候　

先ま
ず

ハ
砂
類
ニ
て
候
是
ヲ　

造
リ
候
土つ
ち
め目 

拾
貫
目 

此こ
の

白
砂
ヲ
弐に

貫
目
交ま

じ
え

　

絹＊
き
ぬ
ふ
る
い

篩
ニ
テ
こ
し　

日
ニ
干ほ

し

テ

　

堅
丶し
て　

よ
き
ほ
と
に
も
み　

柔や
わ
らケ　

造
リ
候　

江
戸
ニ
テ

ハ
當と
う
し
ょ所
い
つ
か
た
の
土
ニ
て
も　

若も
し

器
ノ
底
切き
れ

候
ハ
　ゝ

房
＊
ぼ
う

州し
ゅ
うゟ

多
ク
出
シ
候
錢ぜ

に
ざ座

の　

錢
の
形か

た

ニ
用
候
砂
ヲ
取と

り
よ
せ寄

　

こ
こ
か
ら
は
乾
山
独
自
の
陶
法
で
あ
る
。

―
乾
山
独
自
の
陶
法
―

＊
乾
山
私
一
流
の
方
：
仁
清
伝
、
孫
兵
衛
伝
の
両

手
立
て
を
習
得
、
自
ら
の
創
意
・
工
夫
を
加
え
た

処
法
を
記
す
。
累
年
試
み
覚
え
た
今
案
は
朱
書
を

用
い
て
加
え
る
が
、
鳴
滝
・
泉
谷
に
開
窯
し
て
か

ら
四
〇
年
、
仁
清
伝
、
孫
兵
衛
伝
の
良
き
を
取
り

入
れ
悪
し
き
を
省
き
、
新
た
な
組
み
合
わ
せ
・
処

法
を
述
べ
る
。
茶
入
製
作
の
無
か
っ
た
こ
と
も
吐

露
す
る
が
、
乾
山
焼
の
目
指
し
た
方
向
を
呈
示
、

用
の
器
を
楽
し
む
器
へ
と
、
新
た
な
試
み
に
挑
戦
。

作
者
を
明
示
し
、
平
面
、
紙
絹
の
芸
術
を
、
炎
を

借
り
て
陶
に
移
す
が
、
書
家
、
絵
師
同
様
の
働
き

を
実
現
。
受
け
身
で
あ
っ
た
工
人
仕
事
の
領
域
を

広
げ
、
造
る
側
の
意
思
を
明
確
に
す
る
。

　

窯
主
で
あ
り
、
豊
か
な
教
養
、
経
済
力
、
乾
山

個
人
の
能
力
・
才
覚
が
柱
と
な
っ
た
が
、
実
現
す

る
に
は
絵
師
・
意
匠
家
と
し
て
実
力
を
も
つ
兄
光

琳
の
助
成
が
大
き
く
、
初
期
の
絵
は
皆
々
光
琳
、

乾
山
焼
は
新
た
な
陶
芸
へ
と
出
発
し
た
。

＊
進
覧
：
進
め
て
御
覧
に
入
れ
る
。
上
の
人
に
一

覧
を
請
う
意
。

＊
暫
閣
：
暫
擱
（
ざ
ん
か
く
）。
一
時
中
止
の
意
。
閣

は
宮
殿
・
高
殿
。
止
め
る
な
ど
の
意
も
あ
る
。

―
地
土
・
製
法
―

＊
地
土
：
土
は
工
人
居
所
近
辺
の
土
を
第
一
と
す

る
が
、
乾
山
焼
も
京
焼
仲
間
と
同
様
に
、
京
都
に

産
す
る
黒
谷
土
・
山
科
藤
尾
石
・
遊
行
土
を
基
本

と
し
た
。
一
方
、
製
作
す
る
器
物
に
合
わ
せ
、
白

土
は
大
日
山
（
東
岩
倉
山
）・
近
江
比
良
・
豊
後
赤
岩

村
・
備
前
八
木
山
・
薩
摩
白
土
な
ど
、
黒
土
に
は

鴨
川
石
・
貴
船
紫
石
、
そ
の
他
瀬
戸
土
、
信
楽
土

も
取
り
寄
せ
る
。

＊
高
台
割
：
高
台
内
の
亀
裂
。
避
け
る
た
め
に
は

細
土
に
砂
を
混
入
、
京
都
で
は
山
科
藤
尾
石
を
使

用
。

＊
絹
篩
：
土
石
を
粉
砕
、
そ
れ
を
ふ
る
う
極
細
目

の
篩
。

＊
房
州
砂
：
千
葉
県
館
山
市
北
条
辺
り
の
砂
。
加

熱
に
よ
る
縮
み
が
少
な
く
鋳
型
・
研
磨
に
使
用
さ

れ
る
。
江
戸
で
は
切
れ
を
防
ぐ
た
め
に
同
砂
を
用

い
れ
ば
良
く
、
材
料
は
所
々
に
そ
れ
ぞ
れ
然
る
べ

き
も
の
が
あ
る
と
乾
山
は
述
べ
る
。

414243

鳴
滝
村
『
城
池
天
府
京
師
地

図
』 （
部
分
）
森
幸
安　

寛
政

二
年
頃　
国
立
公
文
書
館

藤
尾
石
（
山
科
区
藤
尾
出
土
）

東
山
土
（
将
軍
塚
出
土
）

「
新
」
遊
行
土
（
東
大
路
五
条

出
土
）

陶法伝書とその伝播(37)



本
土
拾
〆
め
ニ 

砂す
な

弐
貫
日
入い
れ

候
て　

造
り
候
へ
ば　

底＊

切
レ

出
不
申
候　

其
國
々
夫そ
れ
ぞ
れ々

ニ
可し
か
る
べ
き
然 

砂
類
在こ
れ
あ
る
こ
と

之
事
ニ
候
へ
ば　

何
國
ニ
て
も
手
づ
か
へ
候
事
ハ
無こ
れ
な
く之

候　

土
ノ
こ
し
ら
へ
ノ

精せ
い
そ粗
ハ
器
ノ
品し
な

ニ
ヨ
リ
テ　

差さ
べ
つ
こ
れ
あ
り

別
在
之
候
事
ニ
御
座
候

44　

○ 

く
ハ
ん
に
う
い
ら
ず
南
京
燒 

又
肥
前
燒
ノ
通
ニ
類
シ

候
器
物
の
土
ノ
方

　
（
上
）
南＊

京
舊き

ゅ
う
き器
染そ

め
つ
け付　

松し
ょ
う
ち
く
ば
い

竹
梅　

雲＊
う
ん
ど
う
堂  

或あ
る
い

 

ハ
俗ぞ

く

ニ
雲く

も
や
た（
だ
）い

屋
臺 

ト
モ
申
候

是
等
ノ
茶
碗　

香＊
こ
う
ろ爐　

盞＊
さ
ん
　

碟＊
ち
ょ
う

 

の
類
ニ
用
候
方
也

一　

江こ
う
し
ゅ
う

刕　

比＊
ひ
ら良

ノ
山
上
ゟよ

り

出
候
白
土
也　

比ひ
ら
む
ら

良
村
ノ
土
人

先
年
堀ほ
り
だ出

シ　

京
都
燒
物
師
方
ヘ
賣う

り

申
候
節　

私
も
乾
山
へ

過か

分ぶ
ん

ニ
求も
と
め

 

遣つ
か
い申
候　

然し
か
れ
ど
も
共　

此こ
の
つ
ち土
一い
ち
み味
ニ
テ
ハ
燒や
き
あ
が
り
上 

候
色

純
白
な
ら
ず　

南
京
ノ
呉＊
ご
す
で

洲
手　

い＊

ま
り
燒
の
下か

さ
く作

さ
ら
山

燒
と
て
下
器
ノ
磁
器
皿
ノ
底
の
方
ニ　

輪＊
わ

の
ご
と
く
ニ
て
く

す
り
の
な
き
所
在
之
器
ノ
類た
ぐ
いニ
似に

申
候　

純
白
ニ
致い
た
す
よ
う
様 

私

家か
で
ん傳
第
一
ニ
重ち
ょ
う
ほ
う
寶
ト
仕
候
豊ぶ
ん
ご後
白
土右
江
州
ノ
土
ト

ヲ　

等
分
ニ
交ま
ぜ

45　

器
ヲ
造つ
く
り
　

常つ
ね

ノ
本
燒
か
け
藥
ヲ
か
け　

山や
ま
が
ま窯
の
内 

火＊
ひ
ま
え前

ト
申
候
て
其そ
の
か
ま窯

ノ
サ
シ
口ぐ

ち

ヘ　

さ＊

や
ニ
入い

れ　

燒
申
候　

奥
ノ

方
ヘ
つ
め
て
ハ　

火か
せ
い勢
弱
ク　

色い
ろ
あ
い合
不す
ぐ
れ
ず勝
燒
上
り
申
候　

く

ハ
ん
な
し
の
磁じ
き
づ
ち

器
土
ノ
致い
た
し
か
た
方　

右
の
通
ニ
御
座
候　

是
本
燒

物
斗ば
か
りニ

限
タ
ル
㕝こ

と

ニ
御
座
候　

内
窯
物
ニ
用も

ち
い候

て
ハ　

聊い
さ
さ
か何

の
用
ニ
モ
不あ
い
た
た
ず
そ
う
ろ
う

相
立
候　

惣そ
う
じて
内
窯
燒
ニ
ハ　

い
か
ほ
ど
よ
ハ

き
土
ニ
て
も　

火か

勢せ
い

柔や
わ
ら
か

 

ニ
候　

道ど
う
ぐ具

ノ
破は

き
ゃ
く却

ハ
希ま

れ
（
稀
）
ニ

御
座
候　

本
燒
ニ
至い
た

リ
候
テ
ハ　

土
ノ
性し

ょ
うニ

依よ
る

ニ
テ　

窯
よ
う
ち
ゅ
う中

ニ
テ
摧く
だ

ケ　

用
ニ
不た

た
ざ
る立

土
も
有
之
候　

是
ハ
毎ま

い
ど度

本
窯
ヘ
入い

れ

候
て
燒や
き

候
て　

試た
め
し
も
う
さ
ず

不
申
候
て
ハ　

善よ
し
あ
し
あ
い
し
れ
ず
そ
う
ろ
う

悪
不
相
知
候

＊
底
切
レ
：
器
物
の
底
、
高
台
内
な
ど
の
ひ
び
割

れ
。
極
細
土
、
土
の
軟
ら
か
な
内
に
削
る
こ
と
に

因
り
起
る
が
、
防
ぐ
た
め
に
は
京
都
で
は
珪
砂
（
石

英
）、
江
戸
で
は
房
州
産
砂
が
適
す
る
と
い
う
。
土

は
加
熱
に
よ
っ
て
焼
け
縮
み
、
亀
裂
が
生
ず
る
。

防
ぐ
手
立
て
に
山
科
藤
尾
石
、
房
州
砂
を
使
用
す

る
が
、
内
窯
で
の
破
却
は
稀
で
あ
る
。

―
南
京
燒　

肥
前
燒
（
伊
万
里
焼
）
土
の
手
立
て
―

＊
南
京
𦾔
器
：
南
京
焼
は
、
江
戸
時
代
中
国
磁
器
の

総
称
で
あ
り
、
古
く
は
日
本
の
磁
器
も
含
ま
れ
た
。

南
京
旧
器
は
明
代
末
期
景
徳
鎮
民
窯
産
南
京
染
付
・

古
染
付
を
い
う
。
清
代
の
新
渡
り
に
対
し
古
渡
り
。

厚
手
・
虫
食
い
・
亀
裂
の
あ
る
侘
び
た
風
情
が
好

ま
れ
た
が
、
注
文
に
よ
る
花
入
・
香
合
・
水
指
・
皿
・

鉢
な
ど
が
あ
り
、
貫
入
い
ら
ず
は
亀
裂
の
な
い
景

徳
鎮
窯
、
伊
万
里
焼
な
ど
を
い
う
。

＊
雲
堂
・
雲
屋
臺
：
古
染
付
。
青
銅
器
・
漆
器
・

織
物
な
ど
の
中
国
古
来
の
文
様
で
あ
っ
た
が
、
雲
・

霞
な
ど
そ
の
組
み
合
わ
せ
を
図
様
化
・
意
匠
化
し

た
も
の
。

＊
香
爐
：
元
来
は
仏
事
用
、
香
を
た
く
器
。
金
属
、

陶
磁
器
、
唐
物
・
和
物
、
茶
席
で
は
床
の
間
に
置
き
、

座
の
清
め
と
す
る
。

＊
盞
：
碗
・
杯
（
盃
）
な
ど
中
国
に
お
い
て
酒
・
茶

を
飲
む
器
。

＊
碟
：
セ
ツ
・
セ
チ
、
皿
の
意
。
碟
子
は
小
皿
。

＊
比
良
白
土
：
近
江
比
良
山
出
白
土
。
肥
前
・
南

京
焼
素
地
に
は
適
す
る
が
、
一
味
で
は
純
白
に
な

ら
ず
、
乾
山
は
豊
後
白
土
を
加
え
る
こ
と
を
家
伝

と
し
た
。

＊
呉
洲
手
：
明
末
清
初
の
福
建
省
・
広
東
省
産
の

粗
製
青
花
・
五
彩
磁
器
。

＊
い
ま
り
焼
下
作
：
上
物
で
は
な
い
意
。
皿
山
焼
。

＊
輪
の
ご
と
く
：
蛇
の
目
高
台
の
削
り
な
ど
、
高

台
の
無
釉
部
分
。

＊
火
前
：
窯
の
最
前
部
。
温
度
が
高
い
。

＊
さ
や
：
匣
鉢
。
耐
火
性
粘
土
を
用
い
て
造
る
。
焼

成
に
際
し
器
物
を
入
れ
る
容
器
で
あ
る
が
、
炎
が

直
接
器
物
に
当
た
る
こ
と
、
歪
み
・
ひ
ず
み
、
灰

や
不
純
物
の
付
着
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
積
み
重
ね

て
使
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
一
時
に
多
く
の
器
物

を
焼
成
、
窯
詰
め
に
有
益
で
あ
る
。

4445

乾
山
焼　

匣
鉢　

法
蔵
寺

乾
山
焼　

赤
絵
写
し
蓋
茶

碗
（
磁
器
）　
根
津
美
術
館

乾
山
焼　

染
付
磁
器
片

鳴
滝
窯
出
土

乾
山
焼　

染
付
磁
器
片

（
雲
堂
手
）　
法
蔵
寺

(38)



46　

高＊
こ
う
ら
い
は
け
め

麗
刷
毛
目
茶
碗
ノ
土
並な
ら
び
に

 

は
け
め
ノ
致い
た
し
か
た
方 

藥
方
等

 

藤
尾
石
ノ
内
赤
色
ナ
ル
ヲ
用

一　

赤
土
細
末　

若そ
れ

そ
こ
き
れ
の
前
ニ
相
記  

石セ
キ

ト
申
砂
ヲ

交ま
ぜ

申
候　

京
地
ニ
テ
ハ　

黒
谷
門＊

も
ん
こ
う

巷 

人じ
ん
か家

ノ
下
ヨ
リ　

多

ク
年と
し

久ひ
さ
し
く敷

堀ほ
り
だ
し出

候
此こ

の

赤
土
ヲ
用
申
候　

江＊
こ
う
ぶ武

ニ
テ
ハ　

所
ニ

依よ
り

土
ノ
性
弱
ク
候
へ
ば　

本
燒
窯
ニ
て
ハ
摧く
だ

ケ　

用
ニ
不た
た
ず立

候
間
京
都
か　

又
尾
刕
か　

江
刕
信し
が
ら
き樂
か　

或
又
志＊
し

と
ろ
燒

の
土
カ　

い
つ
れ
ニ
て
も
本
窯
へ
入い
れ

テ
く
た
け
さ
る
土　

色

ハ
白
ク
と
もｰモ　
ウ
ス
赤
ク
と
もｰモ　
と
か
く
本
窯
ニ
て
く
た
け
ぬ
土

ヲ
用も
ち
い道
具
ニ
造つ
く
り　

悉の
こ
ら
ず

 

乾
キ
不も
う
さ
ず申
候　

水
氣
滴し
た
たり
去さ

り　

未
い
ま
だ

白

色
ニ
変
シ
不
申
候　

ぬ
れ
色
ノ
在
ル
内
ニ　

山や
ま
お
う
ど

黄
土
ト
申
候

て
江
戸
所
々
ノ

47　

藥
店
ニ
普あ
ま
ね
くク
在
之　

色
ノ
ヨ
キ
赤
土
在こ
れ
あ
り之
候
ヲ
調と
と
のへ 

極ご
く

細
末
絹き

ぬ

ニ
テ
こ
し　

居い

さ
セ
候
て　

右
の
陶
器
ニ
一
二
返
む

ら
の
な
き
様
ニ
ぬ
り　

乾カ
ハ
カセ　
　

能よ
く
よ
く々

干ほ

シ　

堅か
た

丶め
て 

ス
燒や
き

致

シ
申
候　

其
後
豊ぶ
ん
ご後
白
土
ニ　

目ひ
の
お
か
い
し

岡
石
カ　

又
ハ
京
東
岩い
わ
く
ら倉

大だ
い
に
ち
ざ
ん

日
山
ヨ
リ
出い

で

候
白
石
砂
ヲ　

豊
白
土
（
豊
後
赤
岩
村
白
土
）

百
目
ト
此
砂
甘
匁
ト
交　

石い
し
う
す臼
ニ
テ
二に
へ
ん
ほ
ど
ひ
き

返
程
挽　

細
末
丶し
て　

フ
ノ
リ
大
ニ 
膠に

か
わ

 

小す
こ

シ
加く

わ
え

　

陶＊
と
う
か
の
わ

家
輪
（
ロ
ク
ロ
）
ノ
上
ニ
て
な

り
共と
も　

又
ハ
器
ヲ
左
手
ニ
持も

ち

テ
成な
り
と
も共　

稿＊
わ
ら
ふ
で
筆
ヲ
以も
っ
て

 

は
け
め 

心
ノ
欲
ス
ル
侭ま
ま

ニ
付つ
け

候
て　

上う
わ
ぐ
す
り
藥 

常
ノ
山
燒
白
藥
ヲ
用　

か

け
候
て　

や
き
申
候　

是
も
窯か
ま
お
く奥

ト
口く

ち

ト
ニ
テ　

色
相あ

い
か
わ替

り

候　

何
レ
ニ
て
も
所
ニレ好
ム
（
好
む
所
に
）
可し
た
が
う
べ
き
な
り

随
也

―
高
麗
茶
碗　

刷
毛
目
・
こ
よ
み
手
―

＊
高
麗
：
高
麗
茶
碗
の
製
作
に
は
、
京
都
で
は
土

の
ひ
び
割
れ
を
防
ぐ
た
め
黒
谷
赤
土
に
藤
尾
石
を

混
入
す
る
。
が
、
江
戸
の
土
は
性
弱
く
本
焼
に
は

不
適
。
京
都
・
尾
張
・
信
楽
・
志
戸
呂
焼
の
土
を
試

し
活
用
し
、
成
形
後
、
生
乾
き
の
折
り
山
黄
土
（
赤

土
・
江
戸
の
店
々
に
あ
る
）
を
一
、二
回
塗
り
、
乾
燥

さ
せ
て
素
焼
を
す
る
。
刷
毛
目
に
は
豊
後
白
土
に

日
岡
石
、
ま
た
大
日
山
白
土
を
交
ぜ
て
用
い
る
が
、

稿
筆
に
含
ま
せ
左
手
・
ロ
ク
ロ
に
乗
せ
、
好
み
に

随
い
刷
毛
目
な
ど
を
描
く
。
釉
薬
を
掛
け
、
窯
に

入
れ
る
が
、
本
焼
で
は
窯
の
入
口
、
窯
奥
で
は
温

度
が
異
な
り
、
色
相
に
も
変
化
が
生
ず
る
。
趣
向

に
応
じ
た
調
節
が
必
要
に
な
る
。

＊
門
巷
：
家
門
と
街
巷
。
こ
こ
で
は
京
都
市
左
京
区

黒
谷
町
吉
田
山
南
周
辺
を
い
う
。
金
戒
光
明
寺
が

あ
り
、
黒
谷
は
寺
の
別
称
と
も
な
る
が
、
比
叡
山

を
下
り
た
浄
土
宗
祖
法
然
（
一
一
三
三
―
一
二
一
二
）

が
草
庵
を
結
ん
だ
所
で
あ
る
。

＊
江
武
：
江
戸
と
武
蔵
国
。
今
日
の
東
京
都
と
埼

玉
・
神
奈
川
県
の
一
部
と
さ
れ
る
。

＊
志
と
ろ
焼
：
静
岡
県
榛
原
郡
金
谷
町
・
上
志
戸

呂
・
島
田
市
神
座
一
帯
で
焼
成
し
た
や
き
も
の
。

一
五
世
紀
中
頃
に
成
立
。
出
土
品
に
は
瀬
戸
・
美

濃
窯
系
の
施
釉
陶
器
、
天
目
茶
碗
・
平
碗
・
壷
・
小
皿
・

鉢
・
擂
鉢
な
ど
が
あ
る
。
一
旦
途
絶
え
、
江
戸
期

に
な
り
家
康
の
保
護
に
よ
っ
て
、
碗
・
皿
・
壷
・

甕
・
香
炉
な
ど
日
常
具
を
焼
成
。
鉄
分
の
多
い
赤
土
、

鉄
釉
・
灰
釉
、
瀬
戸
系
器
種
に
特
色
が
あ
る
。

＊
陶
家
輪
：
ロ
ク
ロ
。
輪
車
・
陶
車
。
成
形
の
た

め
の
回
転
道
具
。
発
生
は
古
く
エ
ジ
プ
ト
で
は
紀

元
前
二
〇
〇
年
、
同
三
〇
〇
年
中
国
、
日
本
で
は

天
平
年
間
（
七
二
九
―
四
九
）
の
記
録
が
残
る
（
正
倉

院
文
書
）。
手
ロ
ク
ロ
・
蹴
ロ
ク
ロ
が
あ
り
、
大
物

製
作
に
は
蹴
ロ
ク
ロ
を
使
用
。
水
挽
き
成
形
、
絵

付
・
装
飾
、
施
釉
な
ど
に
活
用
す
る
。
桃
山
時
代

朝
鮮
か
ら
渡
来
、
以
後
窯
業
の
発
達
に
伴
い
各
地

に
普
及
し
た
。

＊
稿
筆
：
わ
ら
・
や
か
ら
を
材
料
と
し
た
筆
。
や

き
も
の
で
は
化
粧
掛
け
、
釉
薬
の
掻
き
落
と
し
な

ど
に
用
い
る
が
、
稿
筆
に
は
下
描
用
の
筆
の
意
も

あ
る
。

4647

乾
山
焼　

五
器
手
写
し
茶
碗

片　
法
蔵
寺

乾
山
焼　

高
麗
写
し
茶
碗
片

石
水
博
物
館
・
法
蔵
寺

志
戸
呂
焼　

徳
利　

江
戸
遺

跡
出
土　

一
七
世
紀
後
半
―

一
八
世
紀
前
半　

東
京
大
学

埋
蔵
文
化
財
調
査
室

陶法伝書とその伝播(39)



48　
高
麗
こ＊

よ
み
手で　
是
ヲ
三み

し
ま嶋

ｰモ申
と
も

候
ハ　

こ
よ
み
手
ト
本
名
ヲ
申

傳
候
へ
ば　

三
嶋
こ
よ
み
と
云い
う
に
あ
た
る
か

謂
歟  

可た
ず
ぬ
べ
し
尋

一　

地
土
ハ
は
け
め
ノ
土
ト
同
断

こ
よ
み
の
事　

高
麗
往＊
お
う
せ
き
昔 

ゟよ
り

來
候
茶
碗
ノ
模も
よ
う様　

品
々
在
リ

真
ノ
手　

又
ハ
花は
な
み
し
ま

三
嶋
な
と
云
り　

い
つ
れ
ニ
て
も
可し
か
る
べ
き然ヲ

模も

寫し
ゃ

丶し
て　

器
物　

未い
ま
だ
か
わ
か
ざ
る
さ
き

乾
先 

ニ　

竹た
け

べ
ら
を
以も

っ
て
ほ
り
つ
け

堀
付　

筋す
じ

な
と

ハ
陶
家
輪わ
（
ロ
ク
ロ
）
ノ
上
ニ
て
自
由
ニ
付
候　

偖＊
さ
ては

け
め
ヲ
付

候
白
土
ゑ
の
ぐ
ヲ
一
二
返
惣そ
う
じ地
ヘ
ぬ
り　

堀ほ
り

い
れ
た
る
内
へ

　

白
ゑ
の
ぐ
の
能よ
く
は
い
り
こ
み
そ
う
ろ
う
よ
う

入
込
候
様 

ニ
ぬ
り　

少す
こ
し
の
あ
い
だ

ノ
間　

蔭か
げ

ニ
カ
ワ

カ
セ　

ウ
ス
キ
竹た
け

の
曲ま
が
りた
る
箆へ
ら

ヲ
拵こ
し
ら
え

　

ほ
り
こ
み
申
さ
ぬ
所

ノ
白
色
靜し
ず
かニ
ス
リ
ヲ
ロ
シ
取と
り

候
へ
ば　

49　

凹
な
る
所
へ
入
た
る
白
色
殘の
こ
り
　

惣そ
う
じ地
ト高
さ一
面
ニ
成な

リ
候

ヲ　

日ひ

ニ
干ほ
し　

素す
や
き燒

丶し
て　

上う
わ
ぐ
す
り
を
か
け

藥
掛　

窯
ヘ
入い
れ 

焚た
き

申
候

　

但た
だ
しモ

や
う
ほ
り
付つ

け

候
節　
（
菊
花
形
図
）
か
や
う
ノ
菊
花
形
（
星

形
図
）
又
ケか
よ
う様
ノ
形
ヲ　

土
ニ
て
印い
ん
ば
ん判
の
様
ニ
こ
し
ら
へ　

乾カ
ハ

か
セ　

す
や
き
致い

た
し
お
き

置 

候　

模も
よ
う様

の
中
ヘ
押お

し
こ
み込　

其そ
の

く
ほ
ミ

（
窪
み
）
へ　

白
ゑ
の
ぐ
ヲ
入
込
候
事
も
有
之
候

　

高
麗
御＊
ご
ほ
ん
で

本
手
並
雲＊
う
ん
か
く
鶴
ノ
モ
や
う
ニ
も　

皆み
な
み
な々

ほ
り
こ
み
候

か　

又
印い
ん

ニ
致い

た
し

  

押お
し
い
れ入　

其
上
ヘ
白
繪
具
入
候
事
も
有こ

れ
あ
り之

候

50　

惣
テ
陶
器
古こ
ぶ
つ物
ヲ
模も
し
ゃ
い
た
し
そ
う
ろ
う
し
ゅ
だ
ん

寫
致
候
手
段 

ハ　

無た
じ
な
く

他
事　

異い
い
き域

本ほ
ん

邦ぽ
う

ニ
不よ

ら
ず依　

其そ
の

國
々
所
々
ノ
土
ヲ
取と

り
よ
せ寄　

直じ
か

ニ
古
物
の
形

ヲ
寫う
つ
し
　

燒や
き
も
う
さ
ず

不
申
候
て
ハ　

か
け
は
な
し
て
見み
も
う
し申
候
時
ハ　

能よ
く

似に

タ
ル
様
ニ
候
ヘ
共　

一い
っ
し
ょ所

ニ
寄よ

せ

候
時　

拔ば
つ
ぐ
ん
の
そ
う
い

群
相
違
有こ

れ
あ
る
も
の

之
物

ニ
御
座
候　

夫そ
れ
ぞ
れ々

ノ
國く

に　

所と
こ
ろノ

土
ヲ
以も

っ
て

　

直じ
か

ニ
其
形＊

ぎ
ょ
う
そ
う

相
ヲ
作

リ
燒や
き

候
上
ニ
ハ　

道
具
ノ
古こ
し
ん新
ハ
爲い
た
し
か
た
方
な
く
候
ヘ
共　

指さ
し

て

其
色し
き
そ
う相

○
違＊

い
き
ゃ
く

却
ハ
致い

た
す
ま
じ
く

間
敷
候

＊
こ
よ
み
手
：
高
麗
茶
碗
三
嶋
手
の
一
種
。
見
込

み
に
古
い
暦
を
線
状
に
描
く
（
象
嵌
）
が
、
古
来

同
手
の
茶
碗
に
は
種
々
の
文
様
が
あ
り
、
真
の
手
、

花
三
嶋
と
称
さ
れ
る
か
と
乾
山
は
い
う
。

　

成
形
後
、
生
乾
き
の
状
態
で
、
竹
篦
を
用
い
て
彫

る
、
ロ
ク
ロ
を
用
い
て
筋
を
付
け
る
、
印
判
を
作

製
し
、
そ
れ
を
用
い
て
押
す
な
ど
の
技
法
が
あ
る
。

白
土
（
絵
具
）
を
塗
り
、
周
囲
を
ぬ
ぐ
い
、
乾
燥
さ

せ
素
焼
を
す
る
が
、
次
い
で
上
薬
を
掛
け
、
本
焼

を
す
る
。
古
物
の
模
写
も
同
じ
方
法
を
用
い
る
が
、

古
物
と
模
写
、
両
者
の
相
異
は
隠
す
こ
と
が
で
き

ず
、
各
々
そ
の
国
、
そ
の
土
地
の
土
を
用
い
る
こ

と
が
肝
要
、
古
新
の
別
は
あ
る
も
の
の
大
差
な
く

仕
上
が
る
。
器
物
の
生
ま
れ
た
国
の
土
を
用
い
る

こ
と
が
第
一
で
あ
る
と
述
べ
る
。

＊
往
昔
：
古
（
い
に
し
え
）・
過
ぎ
去
っ
た
昔
。

＊
偖
：
さ
て
。

＊
御
本
手
：
高
麗
茶
碗
の
一
種
。
朝
鮮
釜
山
倭
館

内
の
窯
に
お
い
て
製
作
。
日
本
か
ら
の
手
本
（
御
本
）

を
も
と
に
注
文
品
も
焼
成
し
た
。
寛
永
期
、
釜
山

に
は
対
馬
藩
の
館
が
あ
り
、
館
内
の
窯
で
は
贈
答

用
と
し
て
藩
士
、
現
地
陶
工
ら
が
御
本
雲
鶴
・
三
嶋
・

刷
毛
目
・
呉
器
な
ど
の
茶
碗
、
花
入
・
香
炉
な
ど

を
作
製
し
た
。

　

宗
家
史
料
「
御
焼
物
御
注
文
摑留
」（
泉
澄
一
著
「
正

徳
・
享
保
期
の
釜
山
窯
と
注
文
焼
物
」
一
九
八
一
）
に

よ
れ
ば
、
元
禄
一
四
年
か
ら
宝
永
二
年
、
正
徳
三

年
か
ら
の
誂
物
控
が
残
り
、
手
本
と
し
た
切
形
、

紙
形
の
ほ
か
、
寸
法
・
色
合
・
模
様
・
文
字
・
姿
・

手
触
り
な
ど
の
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。
作
品
は

茶
碗
が
多
く
、
次
い
で
猪
口
・
花
入
な
ど
、
注
文

者
は
武
家
が
主
流
。
陶
工
は
単
に
陶
工
で
は
な
く
、

対
馬
藩
の
茶
道
方
に
属
す
る
な
ど
の
記
録
が
伝
え

ら
れ
る
。　

＊
雲
鶴
：
高
麗
茶
碗
の
一
種
。
碗
の
外
側
に
雲
と

鶴
を
印
刻
、
印
刻
内
に
異
な
る
土
を
塗
り
込
め
た

も
の
。
古
く
は
金
属
工
芸
の
技
法
で
あ
っ
た
が
、

や
き
も
の
で
は
成
形
後
生
乾
き
の
折
に
行
う
。
中

国
の
磁
州
窯
、
朝
鮮
高
麗
時
代
の
象
嵌
青
磁
、
粉

青
沙
器
な
ど
に
先
例
が
あ
り
、
日
本
へ
は
唐
津
焼

の
陶
工
に
伝
え
ら
れ
た
。

＊
形
相
：
形
・
姿
。

＊
違
却
：
「
い
か
く
」
と
も
い
う
。
不
都
合
の
意
。

484950

高
麗
：
仁
清
焼　

銹
絵　

三

島
文
茶
碗
陶
片　

京
都
市
埋

蔵
文
化
財
研
究
所

高
麗
：
乾
山
焼　

絵
高
麗
写

し
向
付

高
麗
：
仁
清
焼　

三
島
文
輪

花
口
細
水
指　

(40)



只た
だ

求二好こ
う
え
ん縁
好
便
一ヲ
（
好
縁
好
便
を
求
め
て
）　

其
國
々 

其
郷 

夫
々
ノ

土
ヲ
用
候
事　

肝か
ん
よ
う要
也　

上
藥
ニ
於
テ
ハ　

畢＊
ひ
っ
き
ょ
う

竟 　

眼め

51　

鏡が
ね

ヲ
掛か
け　

一い
っ
さ
い
の
も
の

切
ノ
物
ヲ
見
申
候
道ど
う
り理
ニ
候
へ
ば　

先ま
ず
ま
ず々

指さ
し
あ
た當
リ
た
る
上
の
白
藥
ニ
ハ　

攝せ
っ
つ津
有あ
り
ま馬
郡
生な
ま
ゼ
む
ら

瀬
村
ノ
山
上

ゟよ
り

出
候
や
き
物も
の

石
藥
ニ　

灰
ヲ
加く
わ
え
　

か
け
申
候
ゟよ
り

外
ノ
事
ハ

な
く
候　

年ね
ん
ら
い
の
わ
た
く
し
の
く
ふ
う

來
私
工
夫　
　

此こ
の
う
え上

無
御
座
候　

石
ト
灰
ノ
合

あ
わ
せ

分ぶ
ん
り
ょ
う

量
ハ
前
ニ
相
記
申
候

52　

○
山＊
や
ま
が
ま
ほ
ん
や
き

窯
本
燒
ノ
掛か
け
ぐ
す
り
藥
ハ　

御
室
仁
清
方
ノ
方て
だ
て
ぐ
み
組
ニ
て

大お
お
か
た方

宜よ
ろ
し
く

 

御
座
候　

な
ま
ゼ
石
ト
灰
と
の
合あ

わ
せ
か
げ
ん

加
滅　

灰
多
ク 

石
寡＊
す
く
な

 

キ
ヲ
藥
よ
ハ
し
（
弱
）
と
申　

石
多お
お
く灰
少す
く
なキ
ヲ
ツ
よ
し

（
強
）
と
申
候　

其
器
物　

又
ハ
か
ま
の
内
の
つ
め
所
ニ
よ
り

て　

強
弱　

之こ
れ

し
ん
し
や
く
（
斟
酌
）
可あ

る
べ
く有

候　

柿か
き
ぐ
す
り

藥 

ノ
事
ハ

　

則す
な
わ
ち

　

ち
ゃ
ひ
ん  

土ど

か
ま  

土ど

な
へ
等
の
か
き
い
ろ
の
く
す
り
ノ
事
也

仁
清
方
ノ
内　

か
き
く
す
り
と
て
水
下
と
灰
と
二
味
合
候
方
在
之
ヲ
用
申
候

53　

○
本
燒
山＊

窯
繪え
の
ぐ具
藥
ノ
事　
　
　
　
　
　
　
　

一　

白し
ろ
え繪
ハ　

豊ぶ
ん
ご後
玖く

ま珠
郡
赤＊

石
ト
申
処
ゟよ
り

出
候
極ご
く

白
土
一

　
　
　
　
　
　

〆
め
ニ　

日
岡
石
か　

大
日
山
石
か　

二
色

　
　
　
　
　
　

ノ
内
弐
百
目
加く
わ
え

　

石い
し
う
す臼

ニ
て
水す

い
ひ挽

ニ
丶し
て　

能よ
く

　
　
　
　
　
　

居い

さ
セ
フ
ノ
リ
膠に

か
わ
い
れ

入　

ゑ
の
く
ニ
て
惣
地
ヘ

　
　
　
　
　
　

ぬ
り
申
候

　

此
白
色
ニ
用
候
白
土
モ　

豊
後
玖
珠
郡
赤あ

か
い
わ岩

ノ
白
土
ニ
モ
不
可
限　

極
白
ノ

品
ニ
さ
へ
候
ハ
　ゝ

異＊

域
本
邦
ニ
不よ

ら
ず依

取と
り
よ
せ寄　

試た
め
し候

ハ
　ゝ

幾あ
ま
た多

可
在
之
候
ヘ

共　

先ま
ず

ハ
唯た

だ
い
ま
ま
で

今
迄
用
來
候
ヲ　
丨
付

か
き
つ
け

上
申
候

＊
畢
竟
：
つ
ま
り
・
つ
ま
る
と
こ
ろ
・
所
詮
。

―
山
窯
本
燒
・
釉
藥
―

＊
山
窯
本
燒
ノ
掛
藥
：
生
瀬
石
と
灰
。
仁
清
伝
が

良
く
、
交
ぜ
加
減
に
因
り
異
な
る
が
、
灰
多
い
を

薬
弱
く
、
少
な
い
を
強
し
と
い
う
。
窯
詰
め
の
位

置
に
よ
っ
て
も
釉
薬
に
は
変
異
が
起
る
。

＊
寡
：
少
な
い
・
ま
れ
・
弱
い
。

―
本
燒
山
窯
・
繪
具
―

＊
山
窯
繪
具
：
釉
下
顔
料
・
下
絵
具
。
素
地
に
直

接
文
様
を
描
く
絵
具
で
あ
る
が
、
高
火
度
、
低
火

度
の
両
用
が
あ
り
、
高
火
度
に
は
鉄
絵
具
、
染
付

用
の
呉
須
、
釉
裏
紅
な
ど
の
銅
酸
化
物
、
低
火
度

に
は
鉛
釉
系
、
楽
焼
な
ど
が
あ
る
。
素
地
と
の
密

着
を
よ
く
す
る
た
め
、
膠
・
ふ
の
り
・
ゴ
ム
液
な

ど
を
混
入
す
る
。

　

山
窯
絵
具
は
高
火
度
焼
成
の
顔
料
で
あ
る
。
種

類
は
少
な
く
、
白
・
黒
・
紺
・
柿
絵
具
な
ど
。
上

薬
、
ま
た
酸
化
・
還
元
な
ど
の
焼
成
方
法
、
温
度
、

燃
料
な
ど
に
よ
っ
て
も
変
化
を
す
る
が
、
加
飾
法

に
は
手
描
き
・
ゴ
ム
版
・
銅
板
転
写
な
ど
が
あ
り
、

絵
付
効
果
に
は
素
地
を
白
く
す
る
白
化
粧
、
濃
色

に
す
る
鉄
泥
漿
を
塗
る
方
法
が
あ
る
。
下
絵
付
の

歴
史
は
古
く
、
エ
ジ
プ
ト
に
始
ま
り
、
九
世
紀
西

ア
ジ
ア
・
イ
ス
ラ
ム
圏
、
一
三
世
紀
南
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
・
マ
ヨ
リ
カ
・
デ
ル
フ
ト
窯
へ
と
進
展
。
中
国

で
は
九
世
紀
釉
裏
紅
・
鉄
絵
、
一
四
世
紀
景
徳
鎮

に
お
い
て
青
花
技
法
が
完
成
、
朝
鮮
、
東
南
ア
ジ

ア
、
日
本
へ
と
伝
播
し
た
。

　

乾
山
焼
の
特
質
は
、
低
火
度
焼
成
、
透
明
鉛
釉

下
色
絵
具
を
駆
使
。
紙
絹
と
同
様
、
土
上
に
絵
画

的
表
現
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
兄
光
琳
の

参
加
が
決
め
手
に
な
っ
た
が
、
別
し
て
白
絵
具
の

創
案
は
、
処
方
、
活
用
方
法
に
お
き
、
乾
山
焼
の

新
手
法
で
あ
っ
た
。
豊
後
赤
岩
産
白
土
に
、
京
都

産
日
岡
石
、
大
日
山
石
の
何
れ
か
を
混
入
。
石
臼

に
て
挽
き
、
水
簸
。
ふ
の
り
・
膠
を
入
れ
る
。

＊
赤
石
：
赤
岩
の
誤
り
。
豊
後
玖
珠
郡
出
土
の
白

土
。
乾
山
自
慢
の
白
絵
具
の
原
料
で
あ
る
。
が
、

極
白
で
あ
れ
ば
、
赤
岩
白
土
に
限
ら
な
く
て
も
好

い
と
も
い
う
。

＊
異
域
：
こ
こ
で
は
純
白
、
磁
器
用
に
用
い
ら
れ

た
朝
鮮
渡
来
の
カ
オ
リ
ン
を
い
う
か
。

磁
器
：
鳴
滝
窯
出
土　
法
蔵

寺石
臼
二
て
水
挽
：
富
本
憲
吉

一
九
三
〇
年

515253
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54一　

黒く
ろ
え繪
ハ　
　
　

南＊

京
下
ノ
呉
州
藥　
　

 

五
匁

　
　
　
　
　
　
　
　

銕
の
か
な
は
た
（
佐
・
銕
粉
） 

十
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
極
細
末　

フ
ノ
リ
膠
入

一　

紺＊
こ
ん
え繪
ハ　
　
　

南
京
上
々
茶
碗
藥

　

極ご
く
ご
く々

上
ノ
茶
碗
藥
ナ
ラ
ハ　

一
味
ガ
最も

っ
と
も
よ
ろ
し
く

宜 

候　

南な
ん
き
ん京
ハ
勿も

ち
ろ
ん論　

肥ひ
ぜ
ん前
燒
上
ノ

南
京
藥
一
味
ニ
て　

紺こ
ん
じ
ょ
う
青
ハ
交
不
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

唐
紺
青　
二に

し
ょ
く
の
ぶ
ん
り
ょ
う

色
分
量
ハ　

毎
度
試た

め
し候

上
御
極き

メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可な
る
べ
く成
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ノ
リ
に
か
わ
同
断

一　

ウ
ス
柿
色
（
佐
・
な
し
）
右
ノ
白
ゑ
の
ぐ
ニ
山
黄
土
少す
こ
し
ま
ぜ
る

交

55　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ノ
リ
に
か
は
同
断

　
　

右
四
色
の
外
ニ　

上
ノ
か
け
藥
ゟよ

り

下
ニ
ゑ
を
か
き
候
繪

具　

く
す
り
無
之
候
事　

必＊
ひ
つセ
り

56　
　

本＊

燒
物
の
上
ニ
彩
色
繪
ヲ
付
候
繪
具
方

南
京
燒　

阿＊
お
ら
ん
だ

襴
陀
燒　

肥
前　

並な
ら
び
に

 

九
州　

南な
ん
か
い海　

其そ
の
ほ
か外
諸
國

の
陶
器　

本
燒
の
上
ニ
繪
ヲ
燒や
き
つ
け付
候
㕝こ
と　

自じ
さ
く作
他た
さ
く作
ヲ
不ろ
ん
ぜ
ず論

燒
付
申
候

一　

赤＊
あ
か
え繪 

 

年ね
ん
ら
い
さ
ま
ざ
ま
く
ふ
う
つ
か
ま
つ
り
そ
う
ら
へ
ど
も

來
様
々
工
夫
仕
試
候
へ
共　

今
い
ま
も
っ
て
さ
く
て
い

以
作
定

の
無こ
れ
な
く之

候　

先ま
ず

ハ
緑＊

り
ょ
く
ば
ん

礬 

ヲ
燒　

絳ご
う
は
ん礬

ニ
成

シ
テ　

透す
き
ほ
う
し
ゃ

砲
砂
ニ
て 

光こ
う
た
く
あ
る
よ
う

澤
有
様
ニ
致い
た
し候
か

又
極
上

57　
（
左
頁
上
段
） 
弁＊

べ
ん
が
ら
た
ん
ど

柄
丹
土　

再さ
い

三さ
ん

水
ヒ
致
シ

 

方て
だ
て
ぐ
み
組 
ハ
仁
清
傳
の
通と
お
り

 

ニ
仕つ
か
ま
つ
り

 

候

（
上
）
ホ
ウ
シ
ヤ
ノ
製
ノ
事
ハ
右
ニ
尹
付
置
申
候

一　

金　

金
の
け＊

し
泥
壱
分
ニ
透す
き

ほ
う
し
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
ニ
テ
二
分
五
り
ん
三
分
か

＊
南
京
下
ノ
呉
州
藥
：
鉄
と
と
も
に
黒
絵
具
の
顔

料
と
な
る
が
、
中
国
渡
来
の
呉
須
中
、
上
等
品
で

は
な
い
も
の
を
使
用
。

　

呉
須
は
釉
下
染
付
絵
具
、
ま
た
釉
上
絵
付
の
黒

絵
具
の
原
料
と
し
て
代
表
的
な
着
色
顔
料
で
あ
る
。

　

江
戸
前
期
に
は
茶
碗
薬
・
青
絵
薬
と
も
称
さ
れ

た
が
、
中
国
渡
来
の
唐
呉
須
を
い
う
。
酸
化
コ
バ

ル
ト
を
主
成
分
と
し
、
酸
化
焼
成
に
よ
り
黒
味
を

帯
び
た
青
色
、
還
元
焼
成
に
よ
っ
て
青
色
を
呈
す

る
が
、
温
度
に
よ
っ
て
も
変
化
が
あ
り
、
高
温
で

は
鮮
や
か
な
青
、
低
温
で
は
濃
い
青
と
な
る
。

＊
紺
繪
：
紺
絵
具
は
南
京
上
々
茶
碗
薬
に
唐
紺
青

を
交
ぜ
る
。
分
量
は
試
み
た
上
で
決
め
る
こ
と
を

促
す
が
、
上
々
で
あ
れ
ば
茶
碗
薬
一
味
が
よ
く
、

南
京
・
肥
前
焼
（
伊
万
里
焼
）
の
上
等
物
も
同
前
で

あ
る
。
乾
山
は
茶
碗
薬
を
南
京
薬
と
も
称
す
る
が
、

染
付
に
用
い
る
中
国
渡
来
の
コ
バ
ル
ト
・
呉
須
の

こ
と
で
あ
る
。
下
絵
付
用
釉
下
色
絵
具
は
紺
・
白
・

黒
・
柿
（
う
す
柿
）
に
限
ら
れ
る
。

＊
必
：
き
っ
と
・
必
至
。
確
か
。

―
本
燒
・
上
繪
付
用
繪
具
―

＊
本
燒
物
の
上
ニ
彩
色
：
上
薬
を
掛
け
本
焼
し
た

器
物
の
上
に
彩
色
す
る
釉
上
の
絵
具
で
あ
る
。
南

京
・
阿
蘭
陀
・
肥
前
焼
ほ
か
、
乾
山
焼
で
は
自
国

他
国
の
素
地
を
問
わ
ず
装
飾
に
用
い
る
と
い
う
。

＊
阿
襴
陀
燒
：
一
七
世
紀
初
期
東
洋
貿
易
の
た
め

設
立
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
に
依
り
舶

載
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
陶
磁
器
の
総
称
で

あ
る
。
フ
ァ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ヨ
リ
カ
・
デ
ル
フ
ト

陶
器
な
ど
が
あ
り
、
日
本
か
ら
の
注
文
品
と
し
て

水
指
・
花
入
・
香
合
・
向
付
な
ど
の
茶
道
具
、
懐

石
道
具
が
伝
世
す
る
。

＊
赤
繪
：
年
来
工
夫
を
す
る
が
、
よ
い
処
法
は
な

く
、
緑
礬
を
赤
く
焼
き
（
絳
礬
）、
生
硼
砂
を
加
え

て
光
沢
を
出
す
。
仁
清
は
極
上
弁
柄
丹
土
を
再
三

水
簸
、
ビ
ー
ド
ロ
・
白
粉
・
硼
砂
を
ま
ぜ
る
。

＊
緑
礬
：
ろ
く
は
・
ろ
う
は
ん
。
硫
酸
第
一
鉄
の

青
緑
色
の
結
晶
。
焼
い
て
絳
礬
と
し
、
よ
く
水
洗

い
粉
砕
、
上
絵
付
用
赤
色
顔
料
弁
柄
を
つ
く
る
。

＊
弁
柄
丹
土
：
弁
柄
は
紅
殻
。
イ
ン
ド
ガ
ン
ジ
ス

川
下
流
ベ
ン
ガ
ル
地
域
に
産
す
る
黄
味
赤
土
。
鉄

釉
や
上
絵
用
赤
色
絵
具
の
顔
料
と
な
る
が
、
丹
土

は
赤
土
。
縄
文
土
器
の
絵
具
、
古
墳
時
代
の
壁
画

に
使
用
。
日
本
に
お
け
る
最
古
の
絵
具
。

他
作
素
地
（
肥
前
磁
器
）
：

乾
山
焼　

色
絵
春
草
図
小
鉢

紺
絵
：
仁
清
焼　

染
付
菊
文

陶
片　
東
京
国
立
博
物
館

赤
絵
具
ほ
か
：
乾
山
焼　

色

絵
竜
田
川
図
型
香
合　
ギ
メ

美
術
館

545556
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膠に
か
わニ

て
と
き
申
候　
フ
ノ
リ
ハ
入
不
申
候　

一
味
ニ
て

一　

銀 　

是
ハ
銀
箔
ヲ
調と

と
の
え

 

手
前
ニ
て
消
シ
タ
ル
銀ぎ

ん
で
い泥

宜よ
ろ
し
く

 

候

賣う
り
や家
ノ
銀
泥
ニ
テ
ハ
不よ
う
に
た
ら
ず

足
用
候　

同
ホ
ウ
シ
や　

銀

て
い
壱
分
ニ　

ホ
ウ
シ
や
七
リ
ン
積つ
も

リ
入
申
候

　
　

膠に
か
わ入　

金
泥
の
遣つ
か
い
か
た
方 

ト
同　
フ
ノ
リ
ハ
無
用
也

58一　

紺＊

ト
緑
色
ハ　

仁
清
傳
ノ
方
宜
候

　
　
　

 

併＊
あ
わ
せ
て

 

緑
ハ
岩＊
い
わ
ろ
く
し
ょ
う

緑
青
第
一
能よ
く

候　

な＊

ら
六ろ
く
セ
う
ハ
一
味
斗
ば
か
り

ニ
テ
ハ
色い

ろ
あ
い合

麁そ
あ
く悪

御
座
候　

岩
白
緑
ヲ
相
加く

わ
え

 

候
か

又
岩
二
番
ノ
上
々
緑
青
ヲ
加
候
も
よ
く　

又
岩
ト 

白

緑
ト 

奈
良
緑
青
三
色
内
な
ら　

六
セ
う
多
ク
丶し
て

合
候

も
よ
く
御
座
候　

又
紺
青
の
合
繪
具
ト　

緑
青
ノ
合

繪
具
ト
等
分
ニ
合
昼
候
ヘ
ば　

緑
色
ノ
替か

わ

り
た
る
色

ニ
な
り
申
候　

木
の
葉
な
と
の
裏
表
等
ニ
遣
ヒ
分ワ
ケ

候

事
も
可
有
候
か

59一　

黄＊　
　

白
ひ
い
と
こ
ろ
拾
匁　

白
粉　

四
匁

　
　
　
　
　

唐
白
目　
　
　

三
分　
此
一
味
ヲ　

能よ
く
よ
く々

ス
リ　

極
細

末
丶
後　

玉
（
ビ
ー
ド
ロ
）
ト
粉
（
白
粉
）
ニ
交
申
候　

フ
ノ
リ
膠に

か
わニ
て
と
き

昼
候

え
が
き

　
　
　

 
此
黄
藥　

内
か
ま
物
ニ
も
遣
候　

白
粉
十
匁
ニ　

日

岡
石
四
分　

唐＊
と
う
じ
ろ
め

白
目
三
分
入
候
方
ノ
繪
具
ニ
て　

本

か
ま
物
ノ
上
ゑ
ノ
黄
ニ
遣
ヒ
候
て
ハ
不よ
ろ
し
か
ら
ず

宜 

候
間　

此

ヒ
イ
ト
ロ
入
ノ
方
ヲ
用
候
事　

專せ
ん
よ
う要

也　

仁
清
傳
ノ

方
ハ
悪あ
し
く敷

候

一　

濃＊

黄　
黄
ニ
赤
色
ヲ
帯
タ
ル
色
ニ
候

　
　
　

 

前ま
え
の
て
だ
て

方 

ニ　

緑
礬
ノ
燒
返
シ　

絳ご
う
は
ん礬

ヲ
小す

こ
し
く
わ
え

加　

繪
具
と

き
た
る
色　

桃
花
色
ホ
ト
ニ
加
申
候

＊
け
し
泥
：
金
・
銀
の
つ
や
消
し
を
い
う
。
と
も

に
売
家
の
も
の
は
不
適
、
自
分
で
調
え
る
こ
と
を

勧
め
る
。

＊
紺
ト
緑
色
：
紺
・
緑
色
の
手
立
て
は
仁
清
伝
が

良
い
と
い
う
。
緑
色
は
岩
緑
青
（
塩
基
性
炭
酸
銅
）

を
第
一
と
す
る
が
、
な
ら
緑
青
は
単
味
で
は
色
が

悪
く
、
岩
白
緑
を
交
ぜ
る
か
、
岩
緑
青
の
二
番
手

物
を
加
え
る
か
、
三
種
を
用
い
れ
ば
な
ら
緑
青
を

多
く
入
れ
て
も
よ
い
と
い
う
。

　

緑
色
は
紺
青
・
緑
青
、
そ
れ
ぞ
れ
調
合
し
、
等

分
に
混
合
す
れ
ば
変
化
の
あ
る
緑
色
と
な
り
、
木

の
葉
の
裏
・
表
な
ど
に
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

木
の
葉
に
関
し
て
は
、
仁
清
錦
手
絵
具
に
お
い

て
、
黒
絵
具
を
用
い
て
葉
を
描
き
、
上
に
緑
・
青

絵
具
を
施
す
工
夫
が
あ
る
。
艶
を
与
え
、
黒
線
を

定
着
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
が
、
結
果
、
下
に
描
い

た
黒
い
輪
郭
線
、
葉
脈
が
浮
き
出
る
な
ど
の
効
果

が
生
ま
れ
る
。
が
、
乾
山
創
意
の
色
絵
具
は
あ
く

ま
で
も
絵
画
的
描
写
に
目
的
が
あ
り
、
筆
に
絵
具

を
含
ま
せ
、
直
接
画
を
描
く
工
夫
で
あ
る
。

　

仁
清
・
乾
山
焼
の
着
色
剤
は
炭
酸
銅
で
あ
る
。
が
、

織
部
焼
で
は
「
ち
う
で
い
」
な
ど
銅
の
剝
ぎ
も
の
、

酸
化
銅
を
使
用
。
仁
清
・
乾
山
も
高
火
度
焼
成
織

部
焼
模
倣
に
は
「
ち
う
で
い
」
を
用
い
て
い
る
。

＊
併
：
な
ら
び
に
・
あ
わ
せ
て
。

＊
岩
緑
青
：
マ
ラ
カ
イ
ト
鉱
、
天
然
の
炭
酸
銅
。

緑
色
絵
具
の
原
料
で
あ
る
。
粉
砕
・
水
簸
し
、
上

の
白
い
部
分
が
白
緑
と
さ
れ
る
。

＊
な
ら
六
セ
う
：
奈
良
緑
青
。
人
工
的
に
製
し
た

緑
青
。
真
鍮
・
銅
な
ど
の
屑
を
塩
水
に
つ
け
、
水

洗
い
す
る
が
、
緑
色
の
顔
料
に
は
天
然
の
岩
緑
青

が
最
良
で
あ
り
、
奈
良
緑
青
一
味
で
は
粗
悪
で
あ

る
。
そ
こ
で
岩
白
緑
を
加
え
る
が
、
岩
緑
青
・
白
緑
・

奈
良
緑
青
の
三
味
で
あ
れ
ば
奈
良
緑
青
を
多
く
交

ぜ
て
も
可
で
あ
る
と
い
う
。

＊
黄
：
黄
薬
は
本
焼
・
内
焼
と
も
に
用
い
る
が
、

仁
清
伝
は
錦
窯
用
、
ビ
ー
ド
ロ
入
り
を
使
用
。

＊
唐
白
目
：
錫
の
酸
化
物
。
低
火
度
用
の
黄
色
原

料
。
釉
薬
の
乳
白
剤
と
し
て
も
活
用
さ
れ
、
伊
予

白
目
と
も
い
う
。

＊
濃
黄
：
赤
味
を
帯
び
た
黄
色
。
黄
に
少
量
の
緑

礬
焼
返
し
を
加
え
桃
色
状
を
呈
し
た
も
の
を
使
用
。

紺
・
緑
・
紫
絵
具
：
乾
山
焼

色
絵
菊
図
透
し
鉢　
畠
山
記

念
館

金
彩
：
乾
山
焼　

染
付
金
彩

菱
流
水
図
土
器
皿　
根
津
美

術
館

黄
・
緑
絵
具
：
乾
山
焼　

色

絵
菊
図
型
向
付　
五
島
美
術
館

59 58 57

陶法伝書とその伝播(43)



60
一　

紫＊　

　
　
　

 

仁
清
ゟよ

り

傳
候
方
も　

又
押
小
路
内
窯
燒
の
方　

何
レ

も
紫
色
不よ
ろ
し
か
ら
ず

宜 

候

　
　
　

 

○
紫
色
ノ
ひ
い
と
ろ
拾
匁
ニ　

白
粉
三
匁
（
佐
・
二
匁
）

膠に
か
わえ
フ
ノ
リ
少
加　

厚あ
つ

ク
繪
ヲ
付
申
候　

上
繪
の

錦に
し
き
で手　

又
内
か
ま
の
下
ゑ
ニ
も
宜
御
座
候　

薄う
す

ク
付

候
へ
ば
藤ふ
じ

色い
ろ

ト
申
物
ニ
な
り
候　

濃こ
き

ニ
付
候
へ
ば
紫

色
宜
出
來
申
候

61
一　

黒＊

繪
具
ハ

　
　
　

 

仁
清
方
の
通と
お
り

 

銕て
つ

の
金か
な

ハ
タ　

南＊

京
下ゲ

ノ
呉ご

す洲
藥
等

ト
合あ
わ
せ　

膠に
か
わニ
て
ト
キ　

下
ニ
ゑ
か
き　

其
上
へ
緑
青

ノ
合
セ
藥
か
紺
か
紫
か
に
て　

其
黒
ゑ
の
う
へ
え
一

返
ぬ
り
候
由
有
之
候　

尤も
っ
と
も

 

其
通
ニ
致
シ
不
申
候
て
ハ

黒
ニ
つ
や
な
く
候　

木
草
の
葉
の
し
べ
を
此こ
の

く
ろ
ニ

て
か
き　

上
へ
其そ
の

葉
の
形
ニ
緑
青
ノ
合
藥
ヲ
付
候
へ

ば
下
ノ
黒
キ
細
キ
ゑ　

上
へ
透ス
キ

通
り
候　

是
ハ
下
ゑ

の
黒
ニ
て　

上
へ
ゑ
の
く
か
け
不
申
候
て
ハ
つ
や
な

く
候　

然し
か
れ
ど
も

共 

黒
の
葉
し
ベ
ニ
ハ
宜よ

ろ
し

 

ク
御
座
候

62
一　

錦＊

手
ノ
上
ゑ
の
黒
ノ
方　
　
　

　

○
是
ハ
年ね
ん
ら
い來
私＊

工
夫
ノ
上
燒
出
候
方て
だ
て

 

ニ
て
御
座
候　

一い
っ
さ
い切

の
黒
色
ノ
が昼

圖ず　

文も
ん
じ字　

真し
ん
そ
う草 

假か

な名 

或あ
る
いハ

人じ
ん
ぶ
つ物

鳥ち
ょ
う
じ
ゅ
う

獣 

等
墨

の
打
付　

昼
の
通と
お
り

 
ニ
遣つ
か
い

 

候
て　

黒
色
尤も
っ
と
も

　

光こ
う
た
く澤
在
之
候　

但た
だ
し 

草
木
の
葉
の
し
べ
等
ニ
ハ　

此
右
ニ
丨
付
候
方
宜よ

ろ
し
く

 

候　

是
ハ
本＊
ほ
ん
え
し

繪
師
の
方
ニ
申
候
付＊
ツ

ケ
立タ
テ

ト
申
候
類
ニ
て　

其
方
ハ

　
　
　
　

白
ヒ
イ
ト
ロ　
但
青
ニ
て
も
不
苦
候　

拾
匁

　
　
　
　

白
フ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
匁
（
佐
・
四
匁
）

＊
紫
：
紫
色
に
関
し
て
は
仁
清
・
孫
兵
衛
伝
と
も

不
適
で
あ
る
と
乾
山
は
い
う
。
紫
色
の
ビ
ー
ド
ロ

に
白
粉
、
膠
・
ふ
の
り
を
交
ぜ
る
工
夫
を
す
る
が
、

錦
窯
・
本
焼
上
絵
付
に
も
良
く
、
内
窯
に
も
使
用
。

薄
く
塗
れ
ば
藤
色
と
な
り
、
濃
く
塗
れ
ば
好
い
紫

色
の
発
色
と
な
る
。

＊
黒
繪
具
：
仁
清
伝
に
従
い
、
金
ハ
ダ
に
南
京
下

ノ
呉
須
を
合
わ
せ
、
膠
を
交
ぜ
る
。
下
絵
を
描
き
、

そ
の
上
に
緑
青
の
合
わ
せ
釉
か
、
紺
・
紫
釉
を
一

度
塗
る
が
、
こ
れ
は
黒
色
に
艶
を
も
た
せ
、
下
に

描
い
た
草
木
の
葉
・
し
べ
な
ど
を
浮
き
出
さ
せ
る

こ
と
に
な
る
。
仁
清
伝
の
黒
絵
具
は
可
で
あ
る
が
、

必
ず
上
薬
を
掛
け
、
そ
の
絵
具
を
定
着
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。

＊
南
京
下
ノ
呉
洲
藥
：
酸
化
コ
バ
ル
ト
を
主
成
分

と
し
、
黒
絵
具
の
顔
料
と
な
る
。
呉
須
は
染
付
絵

具
と
し
て
本
焼
・
内
焼
と
も
に
用
い
る
が
、
高
温

で
は
色
鮮
や
か
、
低
温
で
は
濃
い
青
色
と
な
る
。

中
国
か
ら
渡
来
、
唐
呉
須
と
い
う
が
、
乾
山
は
茶

碗
薬
・
青
絵
薬
と
も
称
し
て
お
り
、
上
絵
付
用
黒

絵
具
の
原
料
と
し
て
も
用
い
る
。

＊
錦
手
ノ
上
ゑ
の
黒
ノ
方
：
乾
山
発
案
の
黒
絵
具

で
あ
る
。
白
・
黒
絵
具
の
発
明
は
、
乾
山
年
来
の

課
題
で
あ
っ
た
が
、
一
切
の
画
図
・
書
な
ど
を
、
紙
・

絹
同
様
に
、
土
面
に
描
く
工
夫
で
あ
る
。
平
面
・

立
体
、
い
ず
れ
に
拘
わ
ら
ず
仮
名
・
漢
字
、
人
物
・

鳥
獣
・
草
花
図
な
ど
が
絵
師
の
付
け
立
て
画
と
同

じ
よ
う
に
陶
面
に
描
か
れ
る
。
白
絵
具
・
黒
絵
具

に
ビ
ー
ド
ロ
を
交
ぜ
る
が
、
ビ
ー
ド
ロ
は
「
玉
」、

江
戸
時
代
の
ガ
ラ
ス
の
称
で
あ
る
。
室
町
末
期
、

オ
ラ
ン
ダ
人
が
製
法
を
伝
え
た
と
い
う
。

　

乾
山
焼
、
低
火
度
焼
成
の
絵
具
類
は
、

　

１
、
素
焼
後
、
透
明
釉
薬
を
掛
け
本
焼
、
そ
の

素
地
上
に
彩
色
す
る
（
錦
手
）。
香
合
・
茶
碗
な
ど

　

２
、
素
焼
後
、
絵
付
を
し
、
透
明
釉
薬
を
掛
け

る
（
内
焼
）。
角
皿
・
色
紙
皿
な
ど

＊
本
繪
師
：
絵
画
で
は
狩
野
派
な
ど
専
門
絵
師
に

よ
る
絵
画
を
本
絵
と
称
し
、
町
絵
師
の
描
く
絵
画

を
町
絵
と
称
し
た
。

＊
付
ケ
立
：
没
骨
法
と
も
い
う
が
、
絵
画
や
陶
磁

器
絵
付
に
お
い
て
輪
郭
線
を
用
い
な
い
描
画
。

黒
絵
具
：
乾
山
焼　

色
絵
薔

薇
図
茶
碗　
旧
毘
沙
門
堂

銀
彩
：
乾
山
焼　

金
銀
彩
銹

絵
染
付
浜
松
図
蓋
物　
出
光

美
術
館

60 61 62

(44)



 

63　
　
　

主
藥
ハ
岩＊

白
緑　
　
　
　
　
　
　
　

七
匁

　

但た
だ
し

 

な
ら
緑ろ

く
し
ょ
う
青
ニ
胡ご

ふ
ん粉
ヲ
交ま

せ　

白
緑
ト
申
候
て
賣う

り

候
ハ　

堅か
た

ク
用
ニ
不た

た
ず立
候

岩い
わ
ろ
く
し
ょ
う

緑
青
ヲ
水
ニ
た
て　

必＊
ひ
っ
き
ょ
う

竟 

上
ヘ
浮
タ
ル
物
ト
相
見
ヘ
候　

其
色
純
青
ナ
ル
ハ

悪あ
し
く敷　

茶
色
ノ
ヤ
ウ
ナ
ル
方
宜
候

　

右
膠に
か
わ

 

フ
ノ
リ
交
申
候
錦
手
か
ま
や
き
方

　

は
や
く
火
ヲ
引ひ
き

候
て
ハ　

つ
や
出
か
た
（
難
）
く　

よ
く

〳
〵
や
き
候
て　

さ
ま
し
取
出
候　

色＊
い
ろ
ミ見

ト
申
候
て　

陶＊

器

ノ
わ
れ
に　

此こ
の

黒
ゑ
の
く　

其そ
の
ほ
か外
緑 

紺 

黄 

紫 

金 

赤
と
も

　

此
品
々
の
ゑ
の
く
ヲ
少す
こ
しつ

ヽ
付
候
て　

窯
蓋ふ

た

ノ
上
ニ
ア
ル

火＊
ひ

窓ま
ど

の
き
わ　

そ卒
度
也とは
さ
み
出
し
候　

便た
よ

り
よ
き
（
倒
れ
な
き
）

様よ
う

ニ
此こ

の

わ
れ
ヲ
入い

れ
お
き置　

火ひ
い
ろ
し
か
る
べ
き
こ
ろ
と
り
だ

色
可
然
比
取
出
シ　

見み

候
て
試た

め
し候

64　

惣そ
う
じて
色い
ろ
み見
ト
申も
う
す
こ
と
事
ハ　

本
燒
山
か
ま
の
時
も　

ち
い
さ

き
壷つ
ぼ

の
類た
ぐ
いヲ
作
リ　

ス
ヤ
キ
致い
た
し
　

其
か
ま
の
内
へ
つ
め
置

候
道
具
の
上う
わ
ぐ
す
り

藥　

白
藥 

か
き
く
す
り 

黒
色
ノ
く
す
り 

其

小こ
つ
ぼ壷
ニ
か
け　

か
ま
や
き
ノ
時　

大
か
ま
の
一＊
ひ
と
ま間
〳
〵
ニ

有
之
火ひ
ま
ど窓
さ
や
蓋ぶ
た

の
上
へ　

三
つ
宛あ
て

ほ
ど
置
候
て　

火ひ
ま
わ廻
り

可し
か
る
べ
き
こ
ろ

然
比　

右
壷ツ

ボ

ヲ
取
出
シ
試た

め
し

　

未い
ま
だ

 

藥
と
け
不
申
候
へ
ば　

又ま
た
ま
た
い
れ
お
き

々
入
置　

指＊
さ
し
き木
ト
申
候
て　

細ほ
そ
な
が長
ク
こ
し
ら
へ
た
る
薪た
き
ぎヲ

　

横よ
こ

間ア
イ

ゟよ
り

指さ
し

入い
れ

燒
申
候　

又
色
見
ノ
壷
ヲ
出
シ　

藥
能よ
く

と
け

候
刻と
き　

指
木
ヲ
止と
め　

又
其そ
の
お
く奥
ノ
か
ま
ニ

65　

か
ヽ
り
申
候　

幾
間
在
之
候
て
も
同
前
ニ
仕
候　

こ
れ

に
擬ナ
ゾ
ラ
ヘ

 

候
て　

内う
ち

か
ま　

錦に
し
き
で手

か
ま
ニ
も
元が

ん
ら
い來

毎ま
い
ど度

色
見
ヲ

入
候
事
ニ
御
座
候　

火
の
色
ヲ
見
申
候
分
斗ば
か
りニ
て
ハ　

不

＊
た
し
か
な
ら
ず慥

候
事
ハ
道ど
う
り理

の
前
ニ
て
御
座
候

　

錦
手
燒
の
致い
た
し
か
た
方　

右
之
通
ニ
御
座
候

＊
岩
白
緑
：
黒
絵
具
の
主
原
料
。
岩
緑
青
を
水
に

入
れ
、
浮
い
た
茶
色
を
呈
す
る
も
の
を
使
用
す
る
。

材
料
屋
に
も
あ
る
が
、
な
ら
緑
青
に
胡
粉
を
交
ぜ

た
も
の
故
、
役
に
は
立
た
な
い
と
い
う
。

＊
必
竟
：
畢
竟
。
詰
ま
る
所
。

＊
色
見
：
本
窯
・
内
窯
と
も
に
用
い
る
。
焼
成
具
合
、

釉
薬
の
溶
解
状
態
を
み
る
た
め
、
小
壷
、
素
焼
破

片
な
ど
に
絵
具
を
塗
り
、
色
見
穴
・
火
窓
な
ど
に

置
く
。
よ
く
焼
く
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
早
く
火

を
止
め
て
し
ま
っ
て
は
思
う
よ
う
な
光
沢
が
出
な

い
と
し
て
注
意
を
促
す
。

＊
陶
器
ノ
わ
れ
：
小
壷
同
様
色
見
と
し
て
用
い
る

素
焼
破
片
。
黒
緑
紺
黄
紫
金
赤
色
な
ど
絵
具
を
付

け
火
窓
の
際
に
置
き
、
内
窯
で
は
毎
回
入
れ
る
。

＊
火
窓
：
色
見
穴
。
燃
焼
室
の
天
井
近
く
に
あ
る

火
吹
き
穴
の
下
方
に
つ
け
る
。

＊
一
間
：
器
物
を
焼
成
す
る
た
め
の
部
屋
。
本
窯

で
は
焚
き
口
・
燃
焼
室
・
焼
成
室
と
続
き
、
各
焼

成
室
を
「
間
（
ま
）」
と
乾
山
は
い
う
。

＊
指
木
：
三
―
四
㌢
巾
の
松
の
割
木
。
登
窯
で
は

窯
の
側
面
に
差
木
孔
が
あ
り
、
焼
成
室
の
温
度
調

節
な
ど
、
釉
薬
の
解
け
具
合
に
よ
り
投
げ
入
れ
る
。

幾
間
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。

＊
慥
（
そ
う
）
：
ま
こ
と
あ
る
さ
ま
。
た
し
か
・
た

し
か
に
。

　

窯
に
は
素
焼
・
本
焼
・
絵
付
・
内
焼
が
あ
る
。

　

素
焼
窯
は
、
成
形
後
釉
薬
を
掛
け
ず
に
七
〇
〇

―
一
〇
〇
〇
度
ほ
ど
の
温
度
に
よ
っ
て
焼
成
、
水

分
を
除
き
、
器
物
の
強
度
を
高
め
、
扱
い
易
く
す

る
。

　

本
焼
は
一
一
〇
〇
―
一
三
〇
〇
度
ほ
ど
、
釉
薬

を
溶
か
し
、
素
地
を
焼
締
め
る
。

　

絵
付
窯
（
錦
窯
）
は
七
〇
〇
―
八
〇
〇
度
ほ
ど
の

温
度
で
絵
具
を
焼
き
付
け
る
。

　

内
窯
も
七
〇
〇
―
八
〇
〇
度
ほ
ど
の
温
度
で
焼

成
。
小
規
模
、
低
火
度
焼
成
の
鉛
釉
陶
を
焼
く
。

伊
万
里
で
は
錦
窯
を
赤
絵
窯
と
称
し
、
正
保
年
間
、

柿
右
衛
門
家
文
書
に
確
認
さ
れ
る
。

挿
し
木
（
本
窯
）　
『
京
焼
陶

磁
器
説
』
参
照
筆
者
作
成

色
味
：
九
谷
焼
本
窯
・
錦
窯

九
谷
焼
窯
跡
展
示
館

錦
手
窯　
『
京
焼
陶
磁
器
説
』

色
味
か
：
鳴
滝
窯
出
土　
法

蔵
寺

636465

陶法伝書とその伝播(45)



66
一　

本
燒
茶
入
藥
之
事
ハ　

先ま
ず

ハ
仁
清
相そ
う
で
ん傳
の
方て
だ
て

 

ニ
て
御

座
候　

然し
か
れ
ど
も

共　

私
年
來
の
久＊

き
ゅ
う
ぎ
ょ
う

業 

ニ
候
へ
共　

茶＊
ち
ゃ
い
れ

入 

ハ
所し

ょ
も
う望

ノ
人
も
無こ
れ
な
く之　

自ヲ
ノ
ツ
カ
ラ

　

 

打う
ち
す
て捨　

得と
く

ト
致い
た
しタ
ル
覚お
ぼ
え

 

ハ
無ご
ざ
な
く

御
座
候

　

何
と
そ
右
の
仁
清
方
ニ
て
合あ
い
た
め
し
試　

又
自
己
ノ
今こ
ん
あ
ん案
ヲ
以
燒

出
候
藥
方　

作さ
く
て
い定
の
上
ニ　

方て
だ
て
ぐ
み
組 

並な
ら
び
に

 

造
り 

形
等　
丨
付
進

可
申
候

67　
　

乾＊

山
一い

ち
り
ゅ
う

流 

内
か
ま
藥
ゑ
の
く
燒や

き
か
た方

ノ
事

一　

惣す
べ
て

 

地
土
ノ
訳わ
け

ハ　

前
ニ
相
記
申
候
通と
お
り
　

土
ハ
何い
ず
れ
の
く
に

國 

ノ

土
ニ
て
も
下し
た
じ地
造づ
く

り　

上
へ
ハ
可し
か
る
べ
く
然 

存
候
土
ヲ
塗ぬ

り
候
て　

燒
候
へ
ば　

如い
か
よ
う
と
も

何
様
共 

出
來
申
事
ニ
御
座
候　

土
こ
し
ら
へ

の
事
も　

前
ニ
丨
付
候
通と
お
り

 

ニ
御
座
候

一　

内
か
ま
燒
上
の
か
け
藥

　

押お
し
の
こ
う
じ
や
き

小
路
燒
内
か
ま
藥
宜よ
ろ
し
く

 

候　

則す
な
わ
ち

 

白
粉
百
目
へ
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日ひ
の
お
か
い
し

岡
石
四
十
め　

是こ
れ

昔
ヨ
リ
ノ
本＊

ほ
ん
て
だ
て

方 

也　

併あ
わ
せ
て

 

石
ヲ
小す

こ

シ
ひ
か
へ
四
十
め
の
所
ヲ　

三
十
五
匁
ニ
致
候
へ
ば　

藥
は

や
く
解と

ケ　

坐＊
ざ
せ
き席

な
と
に
て
燒
候
時
ニ
ハ　

宜よ
ろ
し
く

 

候
事 

勿も
ち
ろ
ん論

也
　

内
窯
ニ
て
器
物
燒
上あ
が

ル
節　

掛か
け
ぐ
す
り
藥 

の
濕し
っ
け氣
乾か
わ

キ
不も
う
さ
ぬ
も
の

申
物

ヲ
最
初
一
番
ニ
つ
め
候
分
ハ　

火か
き
い
ま
だ
さ
か
ん
な
ら
ず

氣
未
盛 

候
故　

器き
ぶ
つ物

無は
そ
ん
な
く

破
損
候　

二
番
目
ヨ
リ
ハ
窯か
ま
の
な
い
が
い
と
も

内
外
共 

ニ
火か
せ
い勢
強
ク　

か

け
藥
濕し
め
り

　

有こ
れ
あ
り之

候
物
ヲ 

つ
め
候
へ
ば　

其そ
の
き
ぶ
つ
は
き
ゃ
く
い
た
し

器
物
破
却
致
候
間

　

二
番
目
ゟよ
り

の
器
ハ
能よ

く
よ
く々

炙あ
ぶ

り　

乾か
わ

か
セ

＊
久
業
：
久
し
い
業
・
つ
と
め
。

＊
茶
入
：
乾
山
焼
に
茶
入
製
作
の
な
か
っ
た
こ
と

を
説
明
す
る
。
所
望
の
な
い
こ
と
も
あ
り
、
打
ち

捨
て
お
い
た
な
ど
、
向
後
製
作
、
自
己
の
案
が
生

ず
る
場
合
は
書
き
記
す
と
述
べ
る
が
、
乾
山
は
ロ

ク
ロ
技
術
に
劣
り
、
茶
入
・
壷
な
ど
の
製
作
は
不

得
手
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

　

仁
清
は
瀬
戸
に
お
い
て
修
業
を
積
む
。
瀬
戸
焼

は
鎌
倉
中
期
、
貞
応
年
間
（
一
二
二
二
―
二
四
）
に

加
藤
藤
四
郎
景
正
が
中
国
に
渡
り
陶
法
を
習
得
。

以
来
、
茶
入
製
作
で
は
不
動
の
地
位
を
築
く
な
ど
、

仁
清
焼
の
茶
入
・
壷
類
に
は
瀬
戸
様
式
の
技
の
巧

み
さ
、
美
し
さ
が
光
る
。
茶
道
具
中
、
最
も
尊
重

さ
れ
る
道
具
で
あ
る
が
、
織
田
信
長
は
一
国
一
城

の
手
柄
に
も
替
え
た
。

―
乾
山
一
流
の
内
窯
手
立
て
―

＊
内
窯
藥
・
繪
具
・
燒
方
：
内
窯
焼
釉
薬
・
絵
具
・

焼
成
な
ど
、
乾
山
長
年
の
工
夫
発
明
、
得
意
と
し

た
事
項
を
中
心
と
す
る
。

＊
本
方
（
ほ
ん
て
だ
て
）
：
伝
統
的
な
製
法
・
技
法
。

こ
こ
で
は
押
小
路
焼
内
窯
釉
薬
の
手
立
を
い
う
。

＊
坐
席
燒
：
席
焼
。
貴
人
の
御
前
な
ど
に
お
き
絵

付
・
焼
成
ほ
か
や
き
も
の
技
術
を
披
露
す
る
こ
と

に
始
ま
る
が
、
乾
山
時
代
に
は
絵
画
に
お
け
る
席

描
も
あ
り
、
数
寄
者
・
趣
味
人
ら
が
集
合
、
実
技

を
披
露
し
、
座
を
楽
し
む
な
ど
の
娯
楽
が
盛
行
し

た
。
乾
山
は
席
焼
で
は
薬
の
溶
け
具
合
を
早
く
す

る
た
め
、
日
岡
石
を
減
ら
す
な
ど
の
工
夫
を
み
せ

る
。

　

時
代
ま
た
意
味
も
異
な
る
が
、
初
代
仁
清
に
は

慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
木
下
利
當
方
に
て
鳳
林
承

章
に
陶
技
を
披
露
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
九

條
太
閤
・
二
條
関
白
に
焼
物
型
作
、
万
治
三
年

（
一
六
六
〇
）
後
水
尾
院
・
鳳
林
承
章
ら
は
「
任
清
焼

物
共
」
取
り
寄
せ
て
叡
覧
す
る
な
ど
の
記
録
が
残

る
。

席
窯
：
東
京
市
村
家
に
お
け

る
席
窯　
明
治
三
六
年
頃

中
村
敦
氏
蔵

666768

(46)
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か＊

ま
へ
つ
め
候
事
肝か

ん
よ
う要

也　

下
地
の
す＊

や
き　

し
か
と

燒
不
申
候
具ぐ

は　

藥
か
け
燒や
き
あ
げ上
候
節　

器
物
焦こ
げ

候
て
悪あ
し
く敷
出

來
候
間　

す
や
き
の
薪た
き
ぎ

 

ヲ
い
と
は
す　

よ
く
〳
〵
燒
申
候　

若も
し
な
ま生
や
け
ニ
候
ハ
　ゝ

今
一
度
す
や
き
念ね
ん
い
り入
燒
な
を
し
用も
ち
い

 

候

　

又
窯＊

居す
え

（
据
）
申
候
地
ゟよ
り　

濕し
っ
け氣
火か

き氣
ニ
隨し
た
が
い

 

テ
蒸む
し
あ
が
り
上 

候
へ

ば　

出で
き

上あ
が

り
候
器
物　

悪あ
し
く敷
色い
ろ
づ
き付
申
候　

兼＊
か
ね
て

 

其
地
ヲ
濕し
め
り

 

の

な
き
や
う
に
水
は
き
能よ
く

こ
し
ら
へ　

地
ゟ
下
へ
一
尺
も
下さ

ケ

　

銕て
つ

か
銅ど
う

か
の
平た
い
ら

 

め
な
る
盤ば
ん

の
様よ
う
な
る
も
の

成
物
ヲ
埋う

メ　

其
内
ゟよ
り

上
ノ
地ち
け
い形
迄
砂
ヲ
入い
れ

70　

其
上
少す

こ
し
あ
い
だ

間 

ヲ
す
か
し　

瓦か
わ
ら

 

ニ
て
も
石
ニ
て
も
敷し

き

候
上

へ
窯
す
へ
申
候　

内
か
ま
外
か
ま
の
間　

ひ
ろ
過す
ぎ

候
へ
ば　

火
氣
強つ
よ
す過

キ
候
て　

色い
ろ
あ
い合

悪
敷
出
來
申
候　

内
か
ま
外
か
ま

間
の
す
き　

脂ゆ
び

（
指
）
二
つ
ふ
セ
可し
か
る
べ
く
然 

候　

且か
つ
ま
た又
中
ノ
具
の
能よ
く

燒
ケ
候
や
否い
な

ノ
事
ハ　

火
窓
ゟよ
り

臨の
ぞ
き
み見
候
と
こ
ろ

匆　

中
の
器
ノ
形
も

見
え
す　

火
の
色
白
ク
見
え
候
節
宜よ
ろ
し
く敷　

又
前
ニ

か
き丨

付
候
通

と
お
り

　

色い
ろ
み見
と
て
陶
器
ノ
わ
れ
に　

中
へ
つ
め
候
道
具
ノ
ゑ
の
く

ニ
て　

繪
の
心
に
點テ
ン

シ　

上
藥
も
二
返
ぬ
り
候
て
取
出
候　

便た
よ

り
よ
き
所
ニ
火ひ
ま
ど窓
の
下し
た　

は
さ
み

71　

出
さ
る
ゝ
所
ニ
入い
れ
お
き置　

取と
り
だ出
シ
試
申
候　

其そ
の

繪
具
ト　

藥
の
解と

ケ
た
る
色
ヲ
以も
っ
て
み
き
わ

見
極
メ　

取
出
し
候　

若も
し

な
ま
や
け

ニ
候
へ
ば　

惣そ
う
た
い躰
の
つ
や
も
な
く　

或あ
る
い
は

 

白
ゑ
の
ぐ 

地
ぬ
り

の
白
藥
共と
も

ニ
は
ね
上あ

ケ　

用
ニ
不つ

か
ま
つ
ら
ず

仕 

候　

最
初
ゑ
か
き
候

か　

惣そ
う
じ地

ぬ
り
の
時　

ふ
白
ゑ
の
く
に

の
り
濃こ

き

ニ
と
き
膠に

か
わ

 

同
前
ニ
て
多
ク

交ま
ぜ　

ぬ
り
候
て　

ほ
し
候
て　

ゆ
び
ニ
つ
き
申
さ
ぬ
ほ
ど
ニ

無こ
れ
な
く之

候
て
ハ　

上
藥
ノ
濕し

め
り

 
ニ
て　

う
き
上あ

が

り　

か
ま
へ
入
申

さ
ぬ
已い
ぜ
ん前
ニ　

悪あ
し
く敷
な
り
申
候
間　

よ
く
〳
〵
其
念ね
ん
い
れ入
候
事

　

專せ
ん
よ
う要
ニ
候

＊
か
ま
へ
つ
め
候
：
窯
詰
。
乾
山
は
内
窯
に
用
い

る
土
は
何
れ
の
国
の
土
で
も
可
と
し
、
製
作
、
陶

工
の
居
す
る
所
の
土
を
用
い
る
こ
と
を
好
し
と
す

る
が
、
釉
薬
は
押
小
路
焼
伝
統
の
白
粉
一
〇
〇
匁
・

日
岡
石
四
〇
匁
を
基
本
と
す
る
。

　

焼
成
は
、
始
め
窯
内
の
火
気
は
弱
く
、
次
第
に

上
昇
、
器
物
の
破
損
に
繋
が
る
湿
気
に
注
意
が
必

要
と
述
べ
る
が
、
窯
詰
は
肝
要
。
と
く
に
素
焼
を

し
っ
か
り
、
釉
薬
の
乾
燥
を
充
分
に
、
時
と
し
て

焙
る
な
ど
す
る
と
い
う
。

＊
素
焼
：
や
き
も
の
に
素
焼
は
重
要
で
あ
る
。
生

焼
け
で
は
焼
成
後
焦
げ
が
生
じ
、
絵
具
が
剝
げ
る
。

薪
を
惜
し
ま
ず
念
入
り
に
焼
く
こ
と
を
勧
め
、
窯

の
設
置
場
所
も
大
切
と
説
く
。

＊
窯
の
据
え
方
：
窯
の
設
置
に
は
、
第
一
に
据
え

る
場
所
の
水
は
け
を
考
え
る
。
温
度
の
上
昇
に
伴

い
地
面
の
湿
気
も
上
昇
。
湿
気
は
器
物
の
色
合
い

を
悪
く
し
、
艶
も
な
く
す
る
。
避
け
る
た
め
に
は

先
ず
地
面
を
一
尺
ほ
ど
掘
り
下
げ
、
鉄
か
銅
盤
を

埋
め
込
む
。
そ
の
上
に
砂
を
被
せ
平
ら
に
す
る
が
、

地
面
と
の
隙
間
を
少
し
空
け
、
瓦
ま
た
石
を
敷
き

詰
め
、
そ
の
上
に
窯
を
設
置
す
る
。「
内
窯
」
の
構

造
は
内
窯
・
外
窯
か
ら
成
り
、
両
窯
の
間
隔
は
指

二
本
ほ
ど
の
隙
間
を
空
け
る
。
広
す
ぎ
れ
ば
火
気

の
勢
い
は
増
し
、
器
物
の
色
相
が
悪
く
な
る
。

　

焼
け
具
合
は
、
火
窓
か
ら
覗
き
、
確
認
す
る
が
、

火
の
色
が
白
く
、
器
物
の
形
の
見
え
な
い
時
が
窯

よ
り
取
り
出
す
適
時
で
あ
る
。
合
わ
せ
て
色
見
に

よ
っ
て
絵
具
・
釉
薬
の
解
け
具
合
を
見
極
め
る
が
、

生
焼
け
で
は
器
物
惣
体
の
艶
は
な
く
、
絵
具
・
釉

薬
の
浮
き
・
剝
離
が
生
ず
る
。

　

白
絵
具
の
惣
地
塗
り
に
は
、
特
に
ふ
の
り
・
膠

を
充
分
に
、
指
に
付
着
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

よ
く
干
す
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
い
う
。

内
窯
の
下
地　
筆
者
作
成

フ
ノ
リ
・
ニ
カ
ワ
厚
く
：

乾
山
焼　

色
絵
菊
図
土
器
皿

（
部
分
）
鐵
竹
堂
瀧
澤
記
念
館

内
窯
設
置
・
下
地
作
り
（
富

本
憲
吉
一
九
三
〇
年
）

697071

陶法伝書とその伝播(47)



72　

内
か
ま
ゑ
の
く
の
方
並 

地＊

ぬ
り
色
〳
〵
在
之
候
方

　

白＊

繪
具　
　
　

白
ひ
い
と
ろ　
　

百
目

　
　
　
　
　
　
　

白
粉　
　
　
　
　

三
十
め
（
佐
・
弐
拾
目
）

　
　
　
　
　
　
　

白
土　
豊
後
赤
岩
か
其
外
い
つ
れ
ニ
て
も
五
十
め

　

右
臼う

す

ニ
て
挽ひ

き　

い
さ
セ　

ふ
の
り
濃こ

き

ニ　

膠に
か
わも

濃
ニ
多
ク

入　

よ
く
〳
〵
ほ
し
候
て　

上
藥
か
け
申
候　

夫そ
れ
ぞ
れ〳

〵
の
物

の
ゑ
形
ニ
て
も　

又
惣
地
へ
塗ぬ
り

候
も
同
断

73　

同
白
繪
具
畧り
ゃ
く方

　
　

水
戸
ゟ
出
候
火＊
ひ
う
ち
い
し

打
石　
　
　
　

三
十
め

　
　

白
粉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
五
匁

　
　

ゑ＊

ん
セ
う　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
匁

　

合
か
け
め
七
十
六
匁
也　

此
半
減
丗
八
匁

　
　
　

外
ニ
白
土
ヲ
入
申
候　

豊
後
其
外
ニ
て
も　

是
も
遣
用
ハ

　
　
　

右
ニ

か
き丨

付
候
方
ノ
通
り

74　

黒
繪
具　
　

南
京
呉
洲
藥　
　
　
　

 

五
匁

　
　
　
　
　
　
　

銕
の
か
な
は
だ
（
佐
・
銕
粉
） 

十
匁

　
　
極
々
細
末　

水
ヒ　

フ
の
り
膠
入

一　

赤
色　
　
　

山
黄
土
ニ
緑
礬
の
や
き
か
へ
し

　
　
　
　
　
　
　

絳
礬
ヲ
少
加
申
候

　
　
細
工　

水
ヒ　

ふ
の
り
に
か
わ
同
断

一　

紺
色　
　
　

白
粉 

拾
匁

　
　
　
　
　
　
　

日
岡
石 

三
匁
五
分

75　
　
　
　
　
　

唐＊

紺
青
（
佐
・
花
紺
青
） 

六
匁

　
　

併あ
わ
せ
て

 

此
方
ヨ
リ
ハ　

錦
手
ゑ
の
く
の
内
ニ
丨
付
候
ひ
い
と
ろ
入
候
紺
の
方

宜
候　

に
か
わ
ふ
の
り
同
前

一　

緑＊

色　
　
　

白
粉　
　
　
　
　

十
匁

　
　
　
　
　
　
　

日
岡
石　
　
　
　

四
匁
（
佐
・
三
匁
五
分
）

　
　
　
　
　
　
　

緑
青　
岩
ニ
て
も　

な
ら
ニ
て
も　

白
六
ニ
て
も　

又
内
二
味
ニ
て
も　

三
味
交
テ
成
共　

掛
目
惣
壱
匁
二
分

　

紺
緑
ノ
合
ゑ
の
く
ヲ
等
分
ニ　

内
か
ま
の
ゑ
の
く
ニ
て
も
用
宜
候

　
　

是
も
錦
手
ノ
方
ニ
て
も
宜
候

―
内
窯
・
繪
具
、
地
塗
り
―

＊
地
ぬ
り
：
内
窯
焼
の
地
ぬ
り
は
、
素
地
惣
体
に

絵
具
・
釉
薬
を
塗
る
が
、
乾
山
焼
の
一
つ
の
特
色

と
な
る
。

　

中
国
華
南
地
方
・
三
彩
陶
磁
器
の
技
法
が
基
本

で
あ
る
が
、
交
趾
焼
と
も
称
さ
れ
た
。
日
本
で
は

押
小
路
焼
が
は
じ
め
と
伝
承
。
一
般
に
は
色
絵
具

を
多
用
し
た
絵
付
陶
磁
器
の
意
に
も
使
わ
れ
た
が
、

低
火
度
焼
成
・
鉛
釉
を
基
盤
と
し
、
長
石
に
鉄
・
銅
・

マ
ン
ガ
ン
・
コ
バ
ル
ト
な
ど
の
呈
色
剤
を
混
入
、
緑
・

黄
・
紫
・
藍
色
な
ど
の
色
釉
が
用
い
ら
れ
た
。

　

桃
山
期
、
押
小
路
焼
一
文
字
屋
助
左
衛
門
が
唐

人
よ
り
陶
法
を
伝
授
さ
れ
た
が
、
創
始
は
楽
焼
よ

り
古
い
と
さ
れ
（
推
定
）、
素
地
に
花
木
な
ど
を
彫

り
色
釉
を
施
す
技
法
が
基
本
と
な
っ
た
。

　

乾
山
は
孫
兵
衛
伝
の
繪
具
に
加
え
、
独
自
の
色

絵
具
（
白
・
黒
・
赤
・
紺
・
緑
・
紫
、
桃
色
・
薄
柿
色
・

薄
浅
葱
色
・
薄
萌
葱
な
ど
）
を
工
夫
。
紙
絹
同
様
の

表
現
に
成
功
す
る
。
得
意
と
し
た
書
も
書
き
入
れ
、

素
地
・
絵
具
・
釉
薬
、
さ
ら
に
形
状
・
内
容
、
装

飾
と
も
結
合
さ
せ
る
な
ど
、
紙
絹
の
風
合
も
案
出
。

助
左
衛
門
の
縁
者
、
内
窯
焼
釉
下
色
絵
陶
の
熟
練

陶
工
孫
兵
衛
の
技
を
土
台
と
し
た
。

＊
白
繪
具
：
乾
山
工
夫
第
一
の
絵
具
で
あ
る
。
カ

オ
リ
ン
系
の
白
絵
土
を
中
心
に
白
粉
・
ビ
ー
ド
ロ

を
入
れ
る
が
、
ビ
ー
ド
ロ
の
入
手
で
き
な
い
場
合

は
火
打
石
・
焔
硝
を
代
わ
り
に
用
い
る
と
す
る
。

＊
火
打
石
：
互
い
に
打
合
わ
せ
て
発
火
す
る
石
。

石
英
の
一
種
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
、
茨
城
県
那

珂
郡
山
方
町
浜
辺
に
水
戸
火
打
石
が
産
出
。
こ
こ

で
は
関
東
で
用
い
る
原
料
と
し
て
、
日
岡
石
の
代

わ
り
に
使
わ
れ
た
。

＊
ゑ
ん
セ
う
：
焔
硝
。
硝
石
・
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
。

火
薬
の
材
料
と
さ
れ
る
が
、
鉱
物
の
硝
石
は
日
本

に
は
な
く
、
加
賀
藩
で
は
蓬
に
蚕
の
糞
、
小
水
な

ど
を
を
原
料
と
し
て
焔
硝
を
作
製
。
上
薬
の
顔
料
、

融
剤
と
し
て
ビ
ー
ド
ロ
の
代
用
に
使
用
し
た
。

＊
唐
紺
青
：
ス
マ
ル
ト
。
回
青
。
鮮
や
か
な
紺
色
。

＊
緑
色
：
岩
緑
青
、
な
ら
緑
青
、
岩
白
緑
で
も
良
い

が
、
そ
の
内
二
種
、
三
種
を
ま
ぜ
て
も
よ
く
、
総

体
の
量
目
を
一
匁
二
分
と
す
る
。
紺
・
緑
色
の
合

わ
せ
絵
具
を
等
分
に
し
て
用
い
れ
ば
濃
・
淡
、
深

み
の
あ
る
緑
色
が
工
夫
で
き
る
。

火
打
石
：
渋
谷
区　

北
青
山

遺
跡
出
土　

渋
谷
区
教
育
委

員
会

黒
・
赤
絵
具
：
乾
山
焼　

色

絵
土
器
皿
（
裏
面
部
分
）
鐵
竹

堂
瀧
澤
記
念
館

紺
・
緑
・
紫
・
黄
絵
具
：
乾

山
焼　

色
絵
梅
蘭
水
仙
図
火

入（
部
分
）鐵
竹
堂
瀧
澤
記
念
館

72737475

(48)



76
一　

紫　
　
　

白
粉　
　
　
　
　

十
匁

　
　
　
　
　
　
　

日
岡
石　
　
　
　

四
匁
（
佐
・
三
匁
五
分
）

　
　
　
　
　
　
　

呉
洲
藥
の
内 

色
赤
ク
見
へ
候
ヲ

　
　
　
　
　
　

   

か
け
め
五
分　
ふ＊

の
り
に
か
わ

　

右
ノ
藥
よ
り
ハ　

紫＊

玉
入
候
方　

内
や
き
ニ
も
甚は
な
は
だ

 

宜
候

　

一　

黄＊　
　
　

白
粉　
　
　
　
　

十
匁

　
　
　
　
　
　
　

日
岡
石　
　
　
　

四
匁
（
佐
・
三
匁
五
分
）

　
　
　
　
　
　
　

唐
白
目　
　
　
　

三
分　
ふ
の
り
に
か
わ
同
前

77　

是
本
錦
手
藥
ノ
内
ニ
丨
付

か
き
つ
け

候
ひ
い
と
ろ
入
た
る
方
宜
候

　

一　

桃＊

色　

右
最
初
ニ
丨
付
候
白
ゑ
の
ぐ
の
合
タ
ル
ニ　

緑
礬
の
や
き
か
へ
し
か　

又
極
上
弁べ
ん
が
ら柄

丹た
ん
ど土

水
ヒ
致い

た
し　

わ
ろ

き
交ま
じ

り
物
ヲ
す
て　

極ご
く

精せ
い
じ
ゅ
ん
純
の
色
よ
き
を
少す
こ
し
く
わ
え

加　

も
ゝ
の
花

色
ニ
と
き
た
る
色い
ろ
あ
い相
見
へ
候
ヲ
用
申
候

　

一　

く＊

ち
ば
色
の
黄
ニ
ハ　

此
右
ニ
丨
付
候
黄
の
ゑ
の
ぐ

ニ
こ
れ
も
此
桃
色
ニ
ま
セ
候
二
色
の
赤
色
の
物
ヲ 

い
つ
れ
に

て
も
一い
ち

ミ
ま
セ
候
て
と
き
た
る
色　

も
ゝ
い
ろ
ニ
見
へ
候
ヲ

用
申
候

　
78
一　

本
繪
ニ
用
候
朱＊

墨
色
ニ
ハ　

黒
ゑ
の
く
ニ　

右
二
色

の
内
ヲ
赤
色
ノ
能よ

キ
ヲ　

よ
き
ほ
ど
ニ
交
遣つ
か
い申
候

　

一　

う＊

す
柿
色
ニ
ハ　

白
ゑ
の
く
の
合
タ
ル
中
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
黄
土
少
く
ハ
へ
申
候

　

一　

う＊

す
あ
さ
き
ハ　

白
ゑ
く
の
合
タ
ル
ニ　

惣
地
ぬ
り

な
ど
ニ
用
申
候
紺
青
の
合
タ
ル
ヲ
交
申
候　

色
ノ
濃
淡
ハ

望の
ぞ
み
し次
第だ
い

也
（
佐
・
う
す
紫
、
う
す
黄
色
ノ
惣
塗
り
あ
り
）

　

一　

う＊

す
も
へ
き
ハ　

白
ゑ
の
ぐ
の
中
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
タ
ル
緑
青
ヲ
心こ
こ
ろ
し
だ
い

次
第
交
申
候

＊
ふ
の
り
・
膠
（
に
か
わ
）
：
内
窯
惣
地
ぬ
り
は
、

ふ
の
り
・
に
か
わ
を
と
も
に
濃
く
溶
き
、
塗
り
、

よ
く
よ
く
乾
燥
さ
せ
、
上
薬
（
釉
薬
）
を
掛
け
る
。

絵
付
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
が
、
白
絵
具
の
略
式

と
し
て
ビ
ー
ド
ロ
に
代
わ
り
水
戸
火
打
石
、
焔
硝

を
用
い
て
お
り
、
焔
硝
は
密
着
さ
せ
る
た
め
の
使

用
と
考
え
る
。
江
戸
に
お
い
て
適
材
と
す
る
顔
料

を
入
手
で
き
な
い
場
合
の
応
用
か
と
思
わ
れ
る
。

＊
紫
玉
：
紫
色
の
ビ
ー
ド
ロ
。
輸
入
品
の
可
能
性

が
高
い
。

＊
黄
：
本
焼
錦
手
絵
具
の
内
に
既
述
、
こ
こ
に
は

な
い
が
、
ビ
ー
ド
ロ
入
り
を
良
し
と
す
る
。

＊
桃
色
：
調
合
し
た
白
絵
具
に
、
緑
礬
を
焼
返
し

た
絳
礬
を
入
れ
る
、
ま
た
水
簸
し
た
極
上
弁
柄
丹

土
を
少
量
加
え
、
溶
い
た
色
が
桃
色
を
呈
す
る
も

の
を
用
い
る
と
い
う
。

＊
く
ち
ば
色
：
黄
絵
具
に
同
じ
く
、
絳
礬
、
ま
た

極
上
弁
柄
丹
土
の
い
ず
れ
か
を
一
味
交
ぜ
る
。
黄

色
絵
具
に
先
の
桃
色
絵
具
に
用
い
た
赤
色
顔
料
の

い
ず
れ
か
を
交
ぜ
れ
ば
よ
い
と
い
う
。

＊
朱
墨
色
：
絵
画
用
朱
墨
色
も
黒
絵
具
に
絳
礬
、

ま
た
極
上
弁
柄
丹
土
の
い
ず
れ
か
色
の
よ
い
も
の

を
一
味
交
ぜ
れ
ば
良
い
と
い
う
。

＊
う
す
柿
：
合
わ
せ
た
白
絵
具
に
山
黄
土
を
少
量

交
ぜ
る
。

＊
う
す
あ
さ
き
：
薄
浅
葱
。
調
合
し
た
白
絵
具
に

調
合
し
た
紺
青
・
惣
地
ぬ
り
に
用
い
る
も
の
を
適

宜
交
ぜ
る
。
濃
淡
は
好
み
次
第
。

＊
う
す
も
へ
き
：
薄
萌
黄
。
薄
浅
葱
と
同
様
で
あ

る
が
、
こ
ち
ら
は
調
合
し
た
白
絵
具
に
緑
青
を
少

し
交
ぜ
る
。

桃
色
絵
具
：
乾
山
焼　

色
絵

立
葵
図
土
器
皿
（
部
分
）
鐵

竹
堂
瀧
澤
記
念
館

朱
墨
絵
具
：
乾
山
焼
「
尚
古
・

陶
隠
」
印

紫
絵
具
：
乾
山
焼　

色
絵
土

器
皿
（
部
分
）
鐵
竹
堂
瀧
澤
記

念
館

767778

陶法伝書とその伝播(49)



79　

右＊

二
色
の
地
ぬ
り
の
上
へ　

よ
の
色
な
に
ゝ
て
も
付
つ
け
も
う
し申 

候 

白 

黒 

赤　

常
の
通と

お
り

 

ニ
合あ

わ
せ

 

タ
ル
紺
青
ゑ
の
ぐ　

緑
青
ゑ

の
く
ニ
て
ゑ
ヲ
付
候
へ
ば　

下
の
地
色
ト
ハ
わ
か
り
申
候　

桃
色
の
地
ニ
候
ハ
　ヽ

前
の
も
ゝ
色
の
合
タ
ル
ヲ
ぬ
り
申
候

　

つ
ね
ノ
緑
青　

紺
青
色
ヲ
惣
地
ニ
丶し
て　

も
や
う
付
候
ハ　

よ
の
色
の
ゑ
ヲ
さ
き
へ
付
候
て　

惣
地
の
の
こ
り
た
る
処
へ

　

ほ
り
ぬ
り
ニ
致
候　

黄 

紫
も
同
断
也

一　

惣＊

地
ヲ
く
ろ
ニ
ぬ
り
候
事　

先ま
ず

下
地
へ
白
ゑ
の
く
の
合

た
る
一
返
ぬ
り　

其
上
へ
黒
ゑ
の
ぐ
二
返

80　

む
ら
の
な
き
や
う
に
ぬ
り　

よ
く
ほ
し
候
て　

上
へ
白

ゑ
の
具
ニ
て
花
形　

草
木 

文
字
ニ
て
も
付
申
候　

ゑ
ヲ
い

ろ
と
り
候
ハ　

下
ヲ
白
ニ
て
か
き　

其
上
へ
品
々
の
色
ヲ
遣

申
候　

黒
ノ
上
直じ
か

ニ
ハ
色
遣
不
申
候　

黒
地
ニ
か
ぎ
ら
す　

赤
土
う
す
赤
土
の
上
の
ゑ
も　

其
可レ
昼
ク
（
そ
の
え
が
く
べ
き
）
も

の
ゝ
形
ヲ
白
繪
具
ニ
て
付つ
け
お
き置　

其
上
へ
夫そ

れ
ぞ
れ〳

〵
の
色
ニ
て

え
が
き

昼

不
申
候
て
ハ　

其
色
顯あ

ら
わレ

不
申
候　

黒
ゑ
の
く
と　

赤
ニ
遣

候山＊
や
ま
お
う
ど

黄
戸
な
と
ハ　

藥
の
中
ニ
や
け
候
て　

と解
け
付け
つ
き
申
候　

藥
力
無こ
れ
な
く之
候
へ
ば　

上
藥
ニ
て

81　

ひ
き
お
こ
し　

は
げ
申
候
ゆ
へ　

よ
く
と
け
つ
き
候　

交ま

せ
物も
の

有こ
れ
あ
る之
白
ゑ
の
く
ヲ　

下
へ
ぬ
り
申
候

　

又
何
ニ
て
も　

も
や
う
ヲ
白
ニ
て
丨
キ　

其
上
へ
夫
〳
〵
の
ゑ
の
く
ニ
て
彩

色
い
た
し　

其
間あ

い
だ
あ
い
だ

〳
〵 
斗ば

か
り

 
ヲ　

黒
ニ
て
ぬ
り
候
事
も
御
座
候　

併あ
わ
せ
て

 

此
黒
ノ
下

ニ
モ
白
ノ
合
ゑ
の
ぐ
藥
ヲ
一
返
不ぬ

ら
ず塗

候
て
ハ　

黒
保タ

モ

チ
可
（
不
可
か
）
申
候　

　

尤も
っ
と
も

 

黒
ニ
不か

ぎ
ら
ず限　

地じ
ぬ
り塗

ニ
ハ　

も
や
う
ヲ
除の

ぞ

キ　

地
ぬ
り
仕
候　

是
も
下
地
へ

ハ
白
ヲ
ヌ
リ
申
候

＊
右
二
色
：
二
色
の
地
ぬ
り
の
上
へ
、
他
の
色
い

ず
れ
に
て
も
活
用
。
白
・
黒
・
赤
、
紺
・
緑
の
合

わ
せ
薬
を
用
い
て
画
を
描
け
ば
、
地
色
と
の
区
別

が
わ
か
り
、
緑
青
・
紺
青
を
惣
地
に
塗
る
場
合
は
、

他
の
色
を
先
に
施
し
、
余
の
部
分
は
掘
り
抜
き
す

る
よ
う
に
間
を
ぬ
っ
て
塗
る
。

＊
惣
地
を
黒
に
塗
る
：
全
体
を
黒
く
塗
る
場
合
は
、

先
ず
下
地
に
白
絵
具
を
一
度
塗
る
。
次
い
で
黒
絵

具
を
斑
の
な
い
よ
う
に
二
回
塗
り
、
よ
く
乾
か
し
、

文
様
と
す
る
部
分
の
花
・
草
・
木
、
文
字
な
ど
を

再
度
白
絵
具
を
用
い
て
描
き
、
彩
色
す
る
場
合
は

そ
の
上
に
色
絵
具
を
施
す
。

　

黒
地
・
赤
地
、
い
ず
れ
に
も
せ
よ
、
直
接
そ
の
上

に
色
絵
具
を
用
い
る
こ
と
は
な
く
、
必
ず
は
じ
め

に
白
絵
具
を
置
き
、
そ
の
上
に
彩
色
を
施
す
。
仕

上
が
り
の
色
合
い
を
良
く
す
る
た
め
の
工
夫
で
あ

る
が
、
山
黄
土
を
原
料
と
す
る
黒
色
、
赤
色
は
鉄

分
が
主
成
分
で
あ
る
。
鉄
分
は
別
し
て
釉
薬
に
溶

け
易
く
、
剝
げ
に
繋
が
る
が
、
密
着
性
の
高
い
白

絵
具
を
下
に
塗
る
こ
と
に
よ
り
そ
れ
を
防
ぎ
、
そ

の
間
々
を
黒
に
限
ら
ず
地
色
と
す
る
絵
具
を
用
い

て
埋
め
て
ゆ
く
。

　

白
絵
具
に
よ
る
下
地
塗
り
の
大
切
さ
を
い
う
が
、

そ
の
技
法
は
乾
山
焼
以
前
に
は
こ
れ
と
い
う
手
立

て
も
な
く
、
乾
山
自
ら
の
処
法
で
あ
っ
た
。

　

黒
地
に
書
・
画
を
描
い
た
例
に
『
源
氏
物
語
』「
夕

顔
図
」
茶
碗
が
あ
る
。

　

黒
色
は
背
景
の
夜
の
闇
を
表
現
、
浮
か
ぶ
白
い

夕
顔
の
花
と
緑
色
の
蔓
と
葉
、
和
歌
は
白
絵
具
を

用
い
て
書
す
が
、
物
語
の
趣
旨
を
充
分
に
心
得
、

明
暗
の
対
照
、
色
彩
、
陶
法
を
一
つ
に
絡
ま
せ
る
。

デ
ザ
イ
ン
と
は
何
か
。
陶
法
は
何
が
適
す
る
の
か
。

乾
山
の
構
想
が
も
っ
と
も
明
確
に
現
れ
た
作
品
の

一
つ
で
あ
る
。
惣
地
塗
り
は
、
伝
世
す
る
乾
山
作

品
に
は
少
な
く
、
む
し
ろ
猪
八
作
品
に
み
ら
れ
る

特
色
で
あ
る
。

＊
山
黄
戸
：
山
黄
土
。
黄
・
浅
葱
、
灰
色
を
し
た

堆
積
物
。
鉄
釉
の
原
料
と
な
る
。
中
国
北
部
の
黄

土
が
よ
く
知
ら
れ
る
。

79

惣
地
黒
塗
り
・
白
絵
具
に
よ

る
絵
付
と
和
歌
書
：

乾
山
焼　

色
絵
夕
顔
図
茶
碗

大
和
文
華
館

798081

(50)



82　

○
金
銀
か＊

な
が
い
や
き
付
候
方

金
ニ
て
も
銀
ニ
て
も　

ま
き
ゑ
物
ノ
か
な
か
い
の
た
め　

の

べ
置
た
る
う
す
が
ね
ヲ
求
メ　

も
や
う
ニ
可つ
か
ま
つ
る
べ
き

仕 

物
ノ
か
た
ち

を
月　

花　

其そ
の
ほ
か外

な
に
ゝ
て
も
切き

り
ぬ
き貫　

す
や
き
し
た
る
物
ノ

上
へ
付
申
候　

其
付
ケ
申
候
藥
ハ　

合
セ
タ
ル
白
ゑ
の
ぐ
ニ

　

ほ
う
し
や
半
減
ほ
と
指さ
し
く
わ加
へ　

濃こ

キ
膠に
か
わ
　

ふ
の
り
も
濃
ク

し
て
少す
こ
し
ま
ぜ
交　

よ
く
〳
〵
す
り
ま
セ　

か
た
め
な
る
の
り
の
位

ニ
ね
り
候
て　

右
之
切き
り
が
ね金
ヲ
圖ず

の
所
ニ
お
し
付つ
け　

又
其
外
の

83　

ゑ
ハ
黒　

白　

紫　

紺　

緑　

黄　

赤　

桃　

何
ニ
て

も
彩
色
致い
た
し
　

右
切き
り
が
ね金
の
上
へ
も
一い
っ
し
ょ所
ニ　

惣＊
そ
う
た
い
躰
へ　

上
く
す

り
法ほ
う

の
通と

お
り

 

二
返
か
け
候
て　

や
き
候
へ
ば　

金
銀
か
な
か
い

の
上
斗ば
か
り

 

ハ　

上
く
す
り
ち散

り
の逃

き
候
て　

金
色
直じ
か

ニ
あ
ら
は

れ　

上
藥
ハ
其そ
の

き
わ
一
は
い
（
い
っ
ぱ
い
）
ニ
止と
ま

り　

更さ
ら

ニ
あ

と
ゟよ
り

切き
り
が
ね金

付
不
申
候　

證＊
し
ょ
う
こ

據　

分＊
ぶ
ん
め
い

明
ニ
顯あ

ら
わ
れ

 

申
候

　

併あ
わ
せ
て

 

下
地
の
器
ニ
た
か
ひ
く
（
高
低
）
有
か　

又
ハ
曲ま
が

り
た
る

様
の
形
の
所
ヘ
ハ
付
が
た
く
候
間　

香こ
う
ご
う合

な
と
の
上
一＊

い
ち
も
ん
じ

文
字

な
る
所
か　

又
ハ
盃は
い
だ
い臺　

皿
る
い　

香こ
う
ぼ
ん
が
た

盆
形
の
や
う
な
る

84　

一
文
字
ニ
平
め
た
る
所
ニ
付
候　

竪た
て

ニ
付
て
も　

横よ
こ

ニ

付
て
も
宜よ
ろ
し
く
も
ち
も
う
し

持
申 

候

　

右
之
外　

珎め
ず
ら
し
き
敷
品
候
ハ
　ヽ

工
夫
の
上
相あ
い
こ
こ
ろ
み

試　

作さ
く
て
い定
致い
た
した

る
義
有こ
れ
あ
り之

候
ハ
　ヽ

重か
さ
ね

 

て
相あ

い
し
た
た
め
し
ん
ぜ
べ
く

認
可
進 

候　

已い
じ
ょ
う上

□
□
□

　
　

巳み

三
月
五
日　
　
　
　
　
　

乾
山
深
省
（
花
押
）
爾
字
型

　
　
　
　
　

元
文
丁
巳
秌あ

き

八
月
武ぶ

こ
う江

蘭ら
ん
け
い
に
ん

溪
任　

勝
任
之
印
（
白
文
方
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
田
陪
氏
（
変
形
方
印
）

85　
（
白
紙
五
頁
続
く
）

90　
　
　
　

水
上
祕
書
に
し
て
他
見
を
お
そ
る
ゝ
も
の
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上
蘆ろ

せ
ん川　

陶と
う
い
ん
き
ょ

煙
居
藏
書
記
（
朱
文
長
方
印
）

＊
か
な
が
い
：
金
貝
、
切
金
。
蒔
絵
装
飾
の
一
種
。

金
具
を
施
し
細
工
を
す
る
技
法
で
あ
る
が
、
そ
の

技
を
や
き
も
の
に
応
用
。
絵
師
・
漆
芸
意
匠
家
光

琳
の
助
言
・
手
助
け
の
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
す
る
。

　

月
・
花
、
如
何
よ
う
の
文
様
で
あ
れ
、
金
・
銀

の
延
べ
板
を
そ
の
文
様
に
切
り
抜
き
、
素
焼
上
に

貼
り
付
け
る
。
接
着
剤
に
は
白
絵
具
に
硼
砂
・
膠
・

ふ
の
り
を
適
量
交
ぜ
た
も
の
を
用
い
る
が
、
よ
く

擂
り
、
か
た
め
の
糊
ほ
ど
に
と
き
、
下
絵
の
上
に

押
し
付
け
て
ゆ
く
。
他
の
絵
付
が
あ
れ
ば
そ
れ
に

彩
色
を
施
し
、
切
金
と
と
も
に
上
薬
（
釉
薬
）
を
二

度
ほ
ど
掛
け
る
が
、
焼
成
後
釉
薬
は
切
金
上
に
は

留
ま
ら
ず
、
周
辺
に
散
り
、
文
様
が
現
れ
る
。
後

か
ら
切
金
を
付
着
さ
せ
る
必
要
の
な
い
こ
と
の
理

で
あ
る
が
、
用
い
る
器
物
に
は
限
り
が
あ
り
、
装

飾
部
位
に
高
低
の
あ
る
も
の
、
湾
曲
し
た
も
の
な

ど
は
不
適
で
あ
る
。
水
平
で
あ
る
こ
と
、
面
の
平

ら
な
一
文
字
な
ど
、
香
合
・
盃
台
・
皿
・
盆
類
が

よ
く
、
竪
に
も
横
に
も
付
け
ら
れ
る
。

＊
惣
躰
：
総
体
・
全
体
。

＊
證
據
：
証
拠
。

＊
分
明
：
ぶ
ん
み
ょ
う
。
明
か
な
こ
と
・
は
っ
き

り
区
別
が
つ
く
こ
と
。

＊
一
文
字
：
器
物
の
上
部
が
水
平
な
も
の
。

惣
地
塗
り
：
乾
山
焼　

色
絵

独
楽
香
合　
フ
リ
ア
美
術
館

惣
地
塗
り
：
乾
山
焼　

色
絵

和
歌
百
合
図
額
（
角
）
皿

　

元
文
丁
巳
三
月
五
日
、
乾
山
の
書
し
た
日
付
で

あ
る
。
同
年
秋
八
月
に
は
武
江
蘭
溪
任
・「
勝
任
」

の
印
、
ま
た
別
に
「
矢
田
陪
氏
」
の
印
、
白
紙
五

頁
の
あ
と
に
水
上
蘆
川
、「
陶
煙
居
蔵
書
記
」
の
蔵

書
印
が
あ
る
。
幾
人
か
の
手
を
経
た
こ
と
を
伝
え

る
が
、
受
理
し
た
人
物
は
輪
王
寺
坊
官
進
藤
周
防

守
勝
任
と
考
え
る
。

8283848590

『
陶
工
必
用
』
裏
表
紙

陶法伝書とその伝播(51)



『
陶
磁
製
方
』

　

元
文
二
年
秋
、
乾
山
は
下
野
国
佐
野
へ
招
か
れ
た
。
数
寄
者
の
席
焼
、
内
窯

焼
成
の
た
め
で
あ
っ
た
が
、
乾
山
書
状
に
よ
れ
ば
前
年
に
は
甥
彦
右
衛
門
の
江

戸
銀
座
屋
敷
に
お
い
て
病
気
療
養
。
回
復
後
間
も
な
い
折
の
遠
出
で
あ
っ
た
。

　

招
待
し
た
人
物
は
、
医
者
・
庄
屋
大
川
顕け
ん
ど
う道

（
藤
兵
衛
）、
越
名
河
岸
で
酒
・
醤

油
の
醸
造
、
質
店
を
経
営
す
る
須す
ど
う
と
せ
ん

藤
杜
川
（
理
右
衛
門
・
一
七
〇
一
―
七
九
）、
医
者

松
村
広こ
う
き
ゅ
う

休
（
彦
九
郎
）
で
あ
っ
た
が
、
三
者
は
松
村
家
を
中
心
に
、
広
休
弟
が
須

藤
杜
川
、
姉
ま
た
は
妹
が
顕
道
妻
都つ（
と
）よ与
、
顕
道
は
杜
川
二
男
を
養
子
と
す
る
な

ど
、
重
縁
に
結
ば
れ
た
関
係
に
あ
っ
た
。
大
川
家
は
唐か
ら
さ
わ沢
城
主
佐
野
家
家
臣
、
顕

道
を
六
代
と
す
る
鋳
物
奉
行
の
出
自
。
陶
冶
へ
の
関
心
を
推
測
さ
せ
る
が
、
や
き

も
の
へ
の
執
心
は
顕
道
手
控
が
証
左
と
な
る
。
先
妻
都
与
の
没
後
、
足
利
の
瓦
屋

丸
山
家
か
ら
後
妻
重し
げ

を
迎
え
る
が
、
や
が
て
丸
山
家
で
は
清
右
衛
門
貞
憐
息
子
の

嫁
と
し
て
大
川
家
か
ら
ツ
ル
を
娶
り
、
丸
山
家
に
は
『
陶
磁
製
方
』
の
写
本
、
角

皿
一
〇
枚
、太
鼓
型
の
木
製
菓
子
器
が
残
る
。
合
わ
せ
て
写
本
は
四
冊
が
あ
り
（
篠

崎
源
三
）、
足
利
丸
山
家
伝
（
貞
憐
・
乾
斎
）・
佐
野
市
某
家
伝
（
骨
董
商
・
桐
箱
入
）・「
内

窯
焼
之
㕝こ
と

」（
奥
書
・
文
政
十
二
年
丑
年
末
秋
日
写　

壷
桂
楼
月
弓
）・
緒
言
及
び
奥
書
な

し
（
秘
伝
と
す
る
内
容
同
一
）、
以
上
で
あ
る
。

　
『
陶
磁
製
方
』
は
、
席
焼
を
指
導
、
同
地
で
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
顕

道
は
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）、
入
谷
村
住
乾
山
か
ら
秘
伝
の
薬
法
を
受
理
、
入

谷
窯
も
訪
う
た
こ
と
を
推
測
す
る
が
、
同
年
五
月
に
は
下
谷
の
大
火
、
乾
山
も

病
後
の
こ
と
、
ゆ
る
り
と
し
た
気
持
で
佐
野
を
訪
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
一
）
江
戸
で
纏
め
た
『
陶
工
必
用
』
に
は
乾
山
の
意
思
が
窺
わ
れ
る
。
が
、『
陶

磁
製
方
』
に
は
招
か
れ
た
主
旨
、
相
手
の
立
場
、
席
焼
で
あ
る
こ
と
を
認
識
、

誰
の
た
め
に
著
す
か
を
心
得
た
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。
下
地
は
前
も
っ
て
入
谷
村

の
久
作
か
ら
素
焼
・
窯
・
材
料
な
ど
を
調
達
、
そ
れ
ら
を
用
い
て
書
・
画
を
描
き
、

釉
薬
を
掛
け
、
内
窯
焼
成
を
す
る
。
落
款
は
そ
の
折
の
一
端
を
伝
え
て
い
る
。

　
『
陶
工
必
用
』
と
比
較
を
す
れ
ば
、顔
料
名・材
料
の
割
合・分
量
に
相
違
が
あ
る
。

朱
註
も
な
く
、乾
山
の
解
説
は
小
書
で
あ
る
が
、京
都
の
地
名・人
名
、「
京
兆
」「
紫

翠
」、「
陶
工
」
な
ど
、「
み
や
こ
」
の
陶
匠
乾
山
を
明
示
す
る
。「
二
藍
」「
濃
緑
」「
鼠
」

な
ど
自
己
工
夫
の
絵
具
を
特
記
、
製
陶
上
の
基
礎
的
知
識
を
述
べ
る
。

（
二
）
歴
史
的
な
背
景
は
少
な
く
、
仁
清
伝
・
孫
兵
衛
伝
・
乾
山
伝
を
組
み
入
れ
る
。

京
焼
土
、
仁
清
焼
、
絵
具
・
釉
薬
と
そ
の
配
合
・
手
立
な
ど
、
総
体
と
し
て
や
き

も
の
製
作
の
手
引
書
的
な
形
式
で
あ
る
。

（
三
）
京
都
か
ら
下
向
し
た
陶
匠
、
乾
山
と
乾
山
焼
に
対
す
る
興
味
に
応
え
る
。

　

①　

乾
山
焼
の
鳴
滝
開
窯
と
仁
清
・
孫
兵
衛
と
の
関
わ
り

　

②　

光
琳
文
様
と
し
て
服
飾
・
漆
芸
に
流
行
を
築
い
た
兄
光
琳
と
乾
山
焼

　

③　

聖
護
院
門
境
に
活
躍
す
る
乾
山
焼
二
代
猪
八
の
こ
と

　

④　
「
一
入
よ
り
悃
意
」
な
ど
樂
家
と
の
繋
が
り
及
び
交
流
な
ど

（
四
）
仁
清
伝
は
二
代
仁
清
が
書
写
、
乾
山
へ
譲
ら
れ
た
。
が
、
そ
れ
は
調
合
・
配

合
の
み
を
記
し
た
も
の
と
推
測
す
る
。
乾
山
の
朱
註
・
解
説
に
よ
っ
て
伝
書
と
し

て
の
形
式
、
意
義
を
深
め
る
が
、
陶
工
に
と
っ
て
土
・
絵
具
・
釉
薬
の
調
合
、
配

合
こ
そ
が
秘
伝
で
あ
り
、
師
の
手
際
・
扱
い
、
作
陶
上
の
微
妙
な
動
き
や
判
断
は

口
伝
で
あ
っ
た
。
佐
野
に
お
け
る
一
、二
回
の
席
焼
に
お
い
て
習
得
で
き
る
も
の
で

は
な
い
が
、
乾
山
の
実
技
を
実
見
、『
陶
磁
製
方
』
は
そ
の
上
か
ら
も
貴
重
な
手
引
。

現
存
作
品
に
は
焼
成
状
態
の
不
充
分
な
も
の
も
現
れ
る
。
西
行
、
芭
蕉
の
如
く
乾

山
に
と
っ
て
も
人
生
は
旅
、
江
戸
の
住
ま
い
は
旅
宿
、
逗
留
し
た
佐
野
は
そ
の
場

限
り
の
出
会
い
で
あ
っ
た
か
。
顕
道
の
手
控
に
乾
山
が
再
び
現
れ
る
こ
と
は
な
い
。

（
五
）『
陶
磁
製
方
』
は
、
江
戸
に
お
い
て
書
き
始
め
た
か
。「
正
意
手
茶
入
項
、
灰

の
分
量
、
江
戸
の
宿
に
て
書
写
の
折
り
失
念
、
追
っ
て
書
き
付
け
る
」
と
あ
る
。

佐
野
へ
も
仁
清
伝
書
を
携
え
た
も
の
と
考
え
る
が
、
趣
味
焼
専
門
、
彼
ら
が
如
何

ほ
ど
仁
清
焼
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
か
は
判
ら
な
い
。
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『
陶
磁
製
方
』

『
陶と

う
じ
せ
い
ほ
う

磁
製
方
』（
陶
磁
器
の
造
り
方
と
手
立
の
意
。
陶
工
と
し
て
の
基
礎
的
知
識
）

　

本ほ
ん
が
ま
や
ま
が
ま

燒
山
窯
並な
ら
び
に

　

藥や
く
ほ
う法

　
　

○
地
土
の
方て
だ
て

　

惣そ
う
じ

 

て
陶と

う
き器

ニ
造つ

く

リ
候

一　

陶
器
の
土
の
義ぎ

ハ
何い
ず
れ
の
く
に

國 

の
土
ニ
て
も 

能よ
く
こ
こ
ろ
試 

ミ
用も
ち
い

 

候

え
は　

器き
ぶ
つ物
ニ
成な
り
も
う
す
申 

㕝
ニ
御ご

ざ座
候　

必か
な
ら
ず

 

京
都
の
土
の
ミ
ニ

限か
ぎ

リ
タ
ル
㕝こ
と

ニ
て
ハ
無こ
れ
な
く之
候　

 

西さ
い
ご
く
す
じ

國
筋　

中ち
ゅ
う
ご
く
國　

南な
ん
か
い海　

東と
う
ご
く國
ニ
て
ハ
尾び
し
ゅ
う州
の
瀬せ

と戸
土
別べ
っ
して
相あ
い
す
ぐ勝
レ
申
候　

勿も
ち
ろ
ん
ち
ょ
う
せ
ん

論
朝
鮮

　

中ち
ゅ
う
か華

の
土　

弥い
よ
い
よ
も
っ
て
じ
ょ
う
ぼ
ん

以
上
品 

ニ
御
座
候　

夫そ
れ
ゆ
え故 

地
土
ニ
於お

い

テ

ハ 

一
方
ニ
不か
ぎ
ら
ざ
る
こ
と

限
㕝 

ニ
御
座
候　

然し
か
れ
ど
も
共　

愚ぐ
せ
つ拙
数す
だ
い代
京
都
の

　
　

素す
じ
ょ
う生

ニ
て
候
上　

京け
い
じ
ょ
う

城
の
西
北
ニ
當ア（

あ
っ
）

 

テ　

鳴な
る
た
き
や
ま

滝
山
ト
申

も
う
す

邊あ
た
り
　

私
中ち
ゅ
う
ね
ん
年 

ノ
比こ
ろ

ゟよ
り

閑か
ん
き
ょ居
仕つ
か
ま
つ
り

 

候
昕一
ヲ　

乾け
ん
ざ
ん山
ト
号ご
う
し
　

燒
や
き
は
じ
め始

候
陶と
う
き器
ノ
名
ニ
相あ
い
し
る記
シ
候　

其そ
の
せ
つ節　

私
生＊
し
ょ
う
ご
く

國 

の
産さ
ん
ぶ
つ物
故　

京

東ひ
が
し
や
ま山

邊あ
た
り

 

ノ
土
ヲ
用
候　

此こ
の
て
だ
て
し
ょ

方
丨
ニ
暫し

ば
ら

 

ク
京
土
ノ
名
ヲ
用
候

　

併あ
わ
せ
て

 

日
本
諸し
ょ
こ
く國
ノ
土　

又
ハ
異い
こ
く國
ノ
土
ニ
テ
モ　

陶
器
ニ

用も
ち
い

 

宜よ
ろ
し

 

キ
土
ハ
悉こ

と
ご
と

 

ク
用も

ち
い
き
た

來 

リ
候

一　
京
黒く
ろ
だ
に
づ
ち

谷
土　
道
具
ノ
品
ニ
依よ

リ　

上
中
下　

又
赤
色
ヲ
用
候

一　
京
山や
ま
し
な
ふ
じ
お
い
し

科
藤
尾
石
（
江
・
土
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
詳
細
は
な
し
）

　
黒
谷
土 
目
拾じ

ゅ
っ貫

目
ニ　

藤
尾
石
弐に

貫
目

　

右
二
色
合あ

わ
せ

 
テ
か
け
め
拾
弐
貫
目
ヲ
ま
せ
合あ

わ
せ

　

水
ヲ
桶お

け

一
は
い
ニ
入い

れ　

右
の
土

ヲ
ト
キ　

絹き
ぬ

ノ
ス
イ
ノ
ウ
ニ
テ
コ
シ　

居＊
い

サ
セ
テ　

上う
わ
み
ず水

ヲ
ス
テ　

底
ニ
居い

さ
せ

 

タ

ル
土
ヲ　

瓦か
わ
ら

 

カ
板い

た

ニ
テ
モ
其そ

の
う
え上
ヘ
ス
ク
イ
ア
ゲ　

カ
ハ
カ
シ　

一
所
ニ
ツ
ク
ネ

ヨ
ク
モ
ミ　

又
ハ
板
カ
ム
シ
ロ
ノ
上
ニ
ヲ
キ
テ
フ
ミ　

又
ハ
臼う

す

ニ
イ
レ
テ
ツ
キ

　

其
中
ニ
ア
ル
土
ノ
カ
タ
マ
リ　

石 

砂す
な 

塵ち
り

ヲ
ヱ
リ
ス
テ　

猶な
お

ヨ
ク
モ
ミ
候
て

陶
器
造
リ
申
候　

此こ
の

藤＊

尾
石
交ま

ぜ

候
訳ワ

ケ

ハ　

此
土
至し

ご
く極
細こ

ま
か

 

ニ
候
故　

器
ニ
造つ

く
り
　

日ひ

ニ
干ほ

シ
タ
ル
時　

器う
つ
わ

 

ノ
そ
こ
ニ
切
レ
出い

で
も
う
し
申 

候　

是こ
れ

ハ
土
ニ
候
ラ
へ　

あ
ま
り

ニ
精せ

い
み
つ密

ナ
ル
故　

却か
え
っ

 

て
き
れ
出い

で
も
う
し

申 

候　

此こ
の

藤
尾
石
ヲ
ま
セ
候
へ
ば
き
れ
出
不

申　

た
と
へ
ば
壁か

べ
つ
ち土
ノ
中　

砂
ト
ス
サ
（
苆
）
ト
申
テ　

ワ
ラ
ヲ
キ
リ
タ
ル
モ

ノ
入
カ
ベ
ヌ
リ
候
へ
ば　

ヨ
ク
持
コ
タ
ヘ
候　

ス
サ
ト
砂
ト
入
不
申
候
て
ハ

「
他
見
不
許　

陶
器
傳
書　

紫

翠
深
省
」
紙
数
三
拾
枚
（
外
表

紙
見
返
し
）

『
陶
磁
製
方
』
内
題

『
陶
磁
製
方
』

　

同
書
は
、
江
戸
下
向
後
、
入
谷
村
に
住
し
作
陶
・

作
画
・
俳
諧
活
動
を
楽
し
ん
で
い
た
乾
山
を
、
や

き
も
の
に
興
味
を
も
つ
佐
野
の
素
封
家
・
医
師
大

川
顕け

ん
ど
う道

（
藤
兵
衛
）
が
、
松
村
広
休
（
彦
九
郎
）、
須

藤
杜
川
（
理
右
衛
門
）
と
と
も
に
同
地
に
招
い
た
折

り
、
乾
山
自
ら
が
著
し
た
陶
器
の
製
法
書
で
あ
る
。

受
理
者
は
や
き
も
の
趣
味
の
顕
道
と
考
え
る
が
、
乾

山
は
そ
れ
ぞ
れ
三
家
に
滞
在
、
俳
諧
、
作
陶
、
江
戸
・

み
や
こ
の
話
に
時
を
忘
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
。

　

伝
書
は
、
乾
山
焼
小
伝
・
秘
伝
を
要
と
し
、
一

方
に
仁
清
伝
の
本
窯
焼
地
土
・
掛
薬
・
山
窯
絵
具
・

錦
手
絵
具
、
他
方
に
孫
兵
衛
伝
の
内
窯
焼
地
土
・

掛
薬
・
絵
具
な
ど
を
纏
め
て
い
る
。
内
容
は
、
江

戸
に
お
い
て
認
め
た
『
陶
工
必
用
』
と
変
わ
り
は

な
い
が
、
相
異
点
は
光
琳
の
乾
山
窯
参
加
の
こ
と
、

乾
山
焼
二
代
継
承
者
尾
形
猪
八
の
京
都
聖
護
院
門

境
に
お
け
る
活
動
、
楽
焼
に
関
し
て
四
代
一
入
か

ら
懇
意
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

―
本
燒
山
窯
・
藥
法
―

＊
生
國
の
産
物
：
乾
山
焼
が
京
都
の
産
物
・
土
産

物
に
な
っ
た
こ
と
に
結
び
つ
く
が
、
土
産
物
に
な

れ
ば
京
焼
に
模
倣
の
興
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

伝
世
す
る
雑
多
な
銘
の
作
品
群
に
繋
が
る
が
、
創

始
者
と
模
倣
者
、
そ
の
相
異
は
陶
法
と
様
式
、
銘

の
書
方
に
表
れ
る
。

＊
居
サ
セ
：
水
簸
し
た
土
。
桶
に
土
を
入
れ
水
を

張
り
沈
殿
さ
せ
、
絹
の
水
嚢
に
て
漉
す
が
、
上
水

を
捨
て
、
底
に
溜
ま
っ
た
土
を
居
せ
土
と
い
う
。

＊
藤
尾
石
：
基
本
と
す
る
黒
谷
土
に
交
ぜ
る
石
。

黒
谷
土
は
粒
子
が
細
か
す
ぎ
、
亀
裂
が
生
ず
る
た

め
そ
の
調
整
に
用
い
ら
れ
た
。

　

極
細
な
土
は
単
味
で
用
い
れ
ば
成
形
後
日
に
干

し
、
高
台
な
ど
に
切
れ
・
割
れ
が
生
ず
る
。
家
造

り
の
壁
塗
り
な
ど
に
繋
ぎ
と
し
て
砂
・
藁
・
苆
を

入
れ
る
こ
と
に
同
じ
で
あ
る
が
、
基
本
と
な
る
黒

谷
土
一
〇
貫
匁
に
、
そ
の
五
分
の
一
の
藤
尾
石
二

貫
匁
を
交
ぜ
る
。
桶
に
つ
け
置
き
、
絹
の
水
嚢
に

て
漉
し
、
上
水
を
捨
て
下
に
溜
ま
っ
た
土
を
瓦
ま

た
板
上
に
取
り
出
し
て
日
に
当
て
る
。
適
度
に
固

ま
っ
た
所
で
手
で
捏
ね
る
、
筵
の
上
に
と
り
足
で

踏
む
、
臼
に
入
れ
て
搗
く
な
ど
す
る
が
、
成
形
に

適
す
る
土
の
粘
り
気
を
引
き
出
す
た
め
で
あ
る
。

『
乾
山
翁
陶
器
傳
書
』（
内
表
紙
）

題
箋
は
和
漢
書
の
表
紙
に
貼

り
付
け
る
紙
。

初
代
乾
山
尾
形
深
省
自
筆　
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）

鐵
竹
堂
瀧
澤
記
念
館

①

①

②

②

③

③

陶法伝書とその伝播(53)



　

壁
土
ツ
キ
カ
ね　

又
ハ
ワ
レ
出
候
と
同
シ
断こ

と
わ
り

 

ニ
候

右
の
土
ニ
て　

茶ち
ゃ
わ
ん碗　

茶ち
ゃ
い
れ入　

皿さ
ら　

猪ち
ょ
く口　

香こ
う
ろ爐　

香こ
う
ご
う合　

花は
な
い
れ入　

コ
カ
シ
入い
れ　

水み
ず
つ
ぎ次　

盃は
い
だ
い臺　

菓か
し
だ
い

子
臺　

一＊
い
っ
さ
い
切
の
道
具

ツ
ク
リ
出
申
候

　
　

○
五ご

き

で
器
手
土　
高こ

う
ら
い麗

茶
碗
内
ニ
五
器
（
呉
器
）
手
ト
申
茶
碗
数す

ひ
ん品

有あ
り

　

大＊
だ
い
と
く
じ

徳
寺
コ
キ
上
　々

ア＊

マ
ゴ
キ
（
尼
呉
器
）　

ユ
ウ
ゲ
キ
（
遊
撃
呉
器
）

一　

黒
谷
土　
　
　
　

壱い
っ
と斗　

居い
せ
づ
ち

セ
土　
　

水
ニ
テ
コ
シ
タ
ル
土
也

一　

遊ゆ
ぎ
ょ
う行
土　
　
　
　

五
升　
ふ
る
い
土　

干
タ
ル
土
ヲ
ク
ダ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬う
ま
の
お尾
ノ
ス
イ
ノ
ウ
ニ
テ
フ
ル
イ
タ
ル
土
也

　

是
ハ
京
都
五
條
通
ノ
東
ノ
墅田
邊
ニ
在こ

れ
あ
り之
候　

 

今い
ま
も
っ
て
以
堀
（
掘
）
出
シ　

陶
器
ニ

不か
ぎ
ら
ず限　

屋い
え

造
リ
壁か

べ
つ
ち土
ニ
テ
モ
用
候

一　

山
科
藤
尾
石　
　

六
升

　

右
三
色
合あ
わ
せ

 

作
リ
申
候

　

右
之
方て

だ
て

 

ハ
御お

む
ろ室

燒や
き
も
の
し

物
師
墅田
々
村
仁
清
ゟ　

私
へ
相あ

い
つ
た
う
な
り

傳
也　

然し
か
れ
ど
も

共 

此
土
ノ
方

て
だ
て

不す
ぐ
れ
ず勝

候　

近お
う
み江

ノ
し
が
ら
き
ゟ
出
候
土　

別べ
っ
し

 

て
宜よ

ろ
し
く
ご
ざ

御
座
候　

是
ハ
藤
尾
石
モ

不い
れ
ず入

一い
ち
み味

ニ
し　

土
又
ハ
ふ
る
い
土
ニ
テ
モ

　

惣
て
之こ

れ

高こ
う
ら
い麗

茶
碗　

五ご

き器
茶
碗
ニ
作
リ
燒
候
へ
ば　

面お
も
し
ろ白

キ
火＊

ひ
が
わ
り

替　

ウ
ス
赤

色
ウ
ス
青
色 

紅も
み
じ葉

な
ど
ゝ
申
候
燒や

き

色い
ろ

出
申
候　

毎
度
於け

ん
ざ
ん
や
き
に
お
い
て

乾
山
燒 

相
試
申
候

　
　

○
い
ら
ぼ
茶
碗
ノ
土

一　

黒
谷
赤
土　
　
　

壱
斗　

ふ
る
い

一　

遊
行
土　
　
　
　

五
升　

同

一　

藤
尾
石　
　
　
　

三
升　

同
□

　
　

右み
ぎ
あ
わ
せ
合 
作
り
申
候

右
い
ら
ぼ
土　
仁
清
傳
丨
ノ
侭ま

ま
か
き
う
つ
し
し
ん
ぜ

丨
寫
進 

候

　
　
　
　
　
　
私
と
く
と
試こ

こ
ろ
み

 

タ
ル
ヿ
ハ
な
く
候

　
　

○
唐か

ら
つ津

茶
碗
ノ
土　
是
ハ
旧
か
ら
つ
茶
碗
ノ
㕝こ

と

也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
唐
津
茶
碗 

朝
鮮
ノ
茂＊

山
燒
ノ
類た

ぐ
い

 

也

一　

黒
谷
白
土
ふ
る
ひ
て　

赤
土
ヲ
少
ま
ゼ
色
ヲ
付つ

け

候

　

右
ノ
方
ヨ
リ
ハ　

黒
谷
土
ノ
中　

土
ノ
う
す
赤
キ
ヲ
一
味
ニ
テ
ヨ
ク
候

　

水
簸
な
ど
の
詳
細
は
な
く
、
京
焼
土
の
諸
々
、

仁
清
焼
な
ど
、
佐
野
の
人
々
に
と
っ
て
余
り
近
い

も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

＊
一
切
の
道
具
：
茶
の
湯
に
用
い
る
茶
道
具
・
懐

石
道
具
を
い
う
。
仁
清
窯
で
は
茶
碗
・
茶
入
・
香
炉
・

香
合
・
花
入
・
コ
ガ
シ
入
・
水
次
な
ど
の
茶
道
具
、
皿
・

猪
口
・
盃
台
・
菓
子
台
な
ど
の
懐
石
道
具
を
製
作
。

　

好
み
道
具
を
造
ら
せ
た
金
森
宗
和
の
茶
会
記
に

は
、
多
く
の
向
付
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

乾
山
は
、
仁
清
伝
の
陶
法
の
内
、
本
窯
で
は
朝

鮮
関
係
と
し
て
茶
碗
を
主
体
に
土
を
論
じ
、
中
国

関
係
で
は
茶
入
・
天
目
薬
を
中
心
に
、
釉
薬
を
主

体
に
取
り
あ
げ
る
。
当
時
の
や
き
も
の
嗜
好
・
傾

向
が
わ
か
り
、
茶
の
湯
が
中
心
、
そ
れ
に
基
づ
く

選
択
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
断
さ
れ
る
。

＊
大
徳
寺
呉
器
：
高
麗
茶
碗
の
一
種
。
朝
鮮
か
ら

通
信
使
な
ど
が
来
朝
の
折
、
宿
と
し
た
大
徳
寺
に

残
さ
れ
た
茶
碗
と
伝
承
。
枇
杷
色
、
高
台
が
高
く
、

見
込
み
が
深
い
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。

＊
尼
呉
器
：
大
徳
寺
と
同
じ
く
、
鷹
ヵ
峯
の
尼
寺

に
伝
わ
る
茶
碗
と
さ
れ
る
。
高
台
は
余
り
高
く
な

い
と
い
う
。

　

仁
清
は
、
高
麗
茶
碗
の
模
倣
に
お
い
て
五
器
手

土
に
黒
谷
土
・
遊
行
土
・
藤
尾
石
の
三
色
を
混
合

す
る
。
が
、
乾
山
は
信
楽
土
単
味
で
も
良
く
、
藤

尾
石
を
入
れ
る
必
要
は
な
い
と
す
る
。
い
ら
ぼ
を

除
き
試
し
て
み
た
が
、
高
麗
茶
碗
・
呉
器
茶
碗
な
ど
、

火
替
・
紅
葉
な
ど
の
変
化
が
現
れ
る
と
述
べ
る
。

＊
火
替
：
焼
成
時
、
酸
化
炎
・
還
元
炎
な
ど
、
火
気
・

煙
・
炎
の
作
用
に
よ
っ
て
起
る
現
象
。
窯
変
。

＊
茂
山
：
中
庭
茂
山
・
茂
三
（
生
没
年
不
詳
）。
対
馬

藩
茶
道
方
と
さ
れ
、
対
馬
藩
倭
館
内
釜
山
窯
に
お

け
る
作
陶
が
伝
聞
。
寛
文
か
ら
貞
享
（
一
六
六
一
―

八
八
）
頃
の
活
動
が
伝
え
ら
れ
る
。
が
、
釜
山
窯
の

陶
工
に
つ
い
て
は
史
料
も
乏
し
く
、
朝
鮮
陶
工
に

よ
る
作
陶
も
指
摘
さ
れ
る
（
泉
澄
一
著
「
正
徳
・
享
保

期
の
釜
山
窯
と
注
文
焼
物
」）。

　

乾
山
は
茶
道
具
類
に
も
精
通
し
て
お
り
、
旧
唐

津
茶
碗
に
対
し
、
今
焼
唐
津
を
茂
山
焼
の
類
い
と

述
べ
る
が
、
薄
手
の
杉
形
・
低
い
高
台
・
見
込
み

の
細
い
刷
毛
目
な
ど
に
特
色
が
あ
る
。

火
替
：
乾
山
焼　

推
定
御
本

手
写
し
茶
碗
陶
片　
法
蔵
寺

火
替
：
現
代
京
焼
御
本
手

呉
器
手
茶
碗
：
泉
屋
博
古
館

呉
器
：
『
万
宝
全
書
』

④

④

⑤

⑤

(54)



　
　

○
瀬
戸
氷ク
ハ
ン
ニ
ウ
ノ
ヿ
也

紋
手
土　
道＊

具
ノ
商
人
し
の
（
篠
・
志
野
）
と
申
候

一　

黒
谷
上
々
白
土
ヲ
ふ
る
ひ
て
器
物
ニ
造
ル

　

乾
山
ニ
て
私
燒
候
ハ　

瀬
戸
燒
候
な
ら
ば　

下し
た
じ地
ノ
土
ハ

何
土
ニ
て
成な
り
と
も共
作
り　

け
づ
り
上あ
げ　

生な
ま
ぼ
し干
ナ
ル
時　

尾
刕
瀬

戸
の
白
土
ヲ
村む
ら

（
斑
）
の
な
き
や
う
ニ
一い
っ
ぺ
ん返
ヌ
リ　

ス
ヤ
キ
致

候
て　

上う
わ
ぐ
す
り
藥
あ
つ
く
か
け 

燒や
き　

セ
と
燒
の
し
の
と
申
候
燒
物

ニ
不あ
い
た
が
わ
ず

相
違
候　

ク＊

ハ
ン
ニ
ウ
（
貫
入
）
は
（
虫
食
あ
り
）　

ツ
ネ
ノ

墨
ニ
て
こ
く
一
返
ヌ
リ　

拭ふ
き
と
り取

候
へ
ば　

地
ハ
白
ク
ク
ハ
ン

ニ
ウ
出い
で

候　
又
ウ
ス
赤
キ
地
ニ
白
ニ
て
繪
ヲ
付　

黒
ニ
テ
カ
キ
ワ
ケ
候
香
合

　

皿
ナ
ト
古
器
ニ
有　

是
モ
瀬
戸
ニ
有こ

れ
あ
る之
ウ
ス
カ
キ
色
の
土
ヲ　

下
地
何な

に
つ
ち土
ニ

て
も
生な

ま
つ
ち土
ノ
時
上
ニ　

又
ス
ヤ
キ
丶
白
黒
カ
キ
ワ
ケ　

或
ハ
青
ノ
景け

う
や
く藥
ヲ
上
へ

打＊
う
ち

 

候
事
有
之
候

　
　

○
べ＊

に
皿ざ
ら
て手
茶
碗
土　
是
ハ
瀬
戸
ニ
有
之
名
ト
承う

け
た
ま
わ

 

り
候

一　

黒
谷
赤
土　
　
　

半
分
ハ
い
セ
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
分　

ふ
る
い　

右
仁
清
傳
也　
其
外

は
け
め
三み

し
ま嶋

等
ノ
本
か
ま
ニ
て
鼠ね

ず
み

 

色
ニ
燒
上
り
候
分　

皆
々
地
土
ハ
赤
土
也

　
　
（
白
紙
）

　
　

○
本ほ

ん
や
き
や
ま
が
ま

燒
山
窯
一
切
の
器
物　

掛
ケ
藥
の
方

　
　

○
白＊

藥
の
方

　
　

摂
刕
有あ

り
ま馬

郡

一　

生な
ま
ぜ瀬
石　
　
　
　

壱
斗　
絹
ノ
篩ふ

る
い

 

ニ
テ
水
コ
シ 

極ご
く
さ
い
ま
つ

細
末
水
ヒ
也

一　

灰　
灰
ハ
品
々
有　

六
升　
同
断
ニ
製

　

先
ハ
染＊

そ
め
や家

ニ
ア
リ　

木も
く
ば
い灰

ト
云い

う

ゑ
の
木
カ
シ
ノ
木
ハ
上
々
か
け
藥
ト
モ
云
也

　
　

右
上う

わ
ぐ
す
り

藥
之
方て

だ
て也　

猶な
お
こ
う
じ
ゅ

口
授

　

水
ニ
て
た
て
候
た
る
ま
ゝ
遣つ

か
い

 
候　

ふ
の
り
な
と
入
候
事
無こ

れ
な
く之

候

　
　

○
同
方　
是
ハ
藥
ノ
勢い

き
お
い

 
ヨ
ハ
ク
ト
ケ
ヤ
ス
シ　

灰
多
キ
故
也　

光こ
う
た
く沢

　
　
　
　
　
　
有　

ツ
ヤ
ノ
ヿ
也

一　

右
ノ
白
石　
　
　

壱
斗

一　

灰　
　
　
　
　
　

八
升

白
紙

＊
道
具
の
商
人
：
茶
道
具
・
古
美
術
品
売
買
の
商

人
を
い
う
。
乾
山
焼
も
注
文
製
作
、
流
通
に
は
彼

ら
の
手
助
け
も
重
要
で
あ
っ
た
ろ
う
。
当
時
、
一

般
に
篠
（
志
野
）
焼
を
瀬
戸
氷
紋
手
・
貫
入
手
と
称

し
た
こ
と
が
分
明
。
こ
こ
で
は
仁
清
伝
を
も
と
に
、

乾
山
窯
に
お
け
る
瀬
戸
焼
模
倣
の
解
説
を
す
る
。

下
地
は
何
土
に
て
も
良
い
が
、
成
形
、
削
り
の
後
、

生
乾
き
の
状
態
で
瀬
戸
の
白
土
を
一
度
塗
り
、
素

焼
を
す
る
。
素
焼
後
に
は
厚
く
上
薬
を
掛
け
本
焼
。

結
果
、
篠
焼
に
違
わ
ぬ
仕
上
が
り
に
な
る
と
い
う
。

　

瀬
戸
近
辺
に
は
古
く
か
ら
多
量
の
良
質
粘
土
が

出
土
し
た
。
須
恵
器
、
灰
釉
陶
・
山
茶
碗
な
ど
を
製

作
。
伝
承
で
は
鎌
倉
期
に
道
元
禅
師
に
随
っ
て
渡

宋
し
た
加
藤
藤
四
郎
景
正
（
道
元
生
家
久
我
家
家
臣
と

伝
承
）
が
施
釉
陶
器
の
製
法
を
瀬
戸
に
も
た
ら
す
と

い
う
が
、
釉
薬
を
掛
け
た
陶
器
は
瀬
戸
に
お
い
て

発
達
。
合
わ
せ
て
全
国
を
行
脚
し
た
行
基
（
六
六
八

―
七
四
九
）
の
活
動
も
伝
承
。
無
釉
・
焼
締
め
に
よ

る
炻
器
が
造
ら
れ
る
。
瀬
戸
・
常
滑
・
越
前
・
信
楽
・

備
前
・
丹
波
焼
な
ど
六
古
窯
の
名
が
残
る
が
、
桃

山
期
は
茶
の
湯
が
盛
行
。
瀬
戸
・
美
濃
地
方
の
窯

業
を
大
き
く
促
進
、
鉄
分
を
主
体
と
し
た
天
目
釉
、

長
石
主
体
の
志
野
焼
、
酸
化
銅
を
加
え
た
織
部
焼

な
ど
が
出
現
す
る
。

＊
ク
ハ
ン
ニ
ウ
：
貫
入
。
釉
薬
に
生
ず
る
ひ
び
割

れ
。
素
地
よ
り
釉
薬
の
膨
張
率
の
高
い
場
合
に
発

生
す
る
が
、
茶
人
は
そ
れ
を
一
つ
の
景
と
し
て
賞

玩
。
中
国
で
も
開
片
と
称
し
、
釉
薬
の
欠
点
を
装

飾
に
変
え
、
墨
・
弁
柄
な
ど
を
塗
っ
て
色
付
け
た
。

　

乾
山
は
つ
ね
の
墨
を
濃
く
塗
る
と
す
る
が
、
よ

く
古
事
を
心
得
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
例
で
あ
る
。

＊
打
つ
：
瀬
戸
地
方
の
言
葉
、
釉
薬
を
掛
け
る
意
。

＊
べ
に
皿
手
茶
碗
土
：
瀬
戸
地
方
の
呼
称
と
い
う

が
、
な
ま
こ
・
な
だ
れ
釉
な
ど
、
瀬
戸
伯
庵
手
、

黄
瀬
戸
釉
か
と
推
定
さ
れ
る
。

―
本
燒
山
窯
・
掛
藥
（
上
薬
）
―

＊
白
藥
：
透
明
釉
薬
の
こ
と
。

＊
染
屋
の
灰
：
染
色
の
あ
く
抜
き
、
色
の
定
着
に

用
い
る
灰
。
榎
木
・
樫
木
な
ど
を
上
々
と
す
る
。

　

本
焼
の
掛
薬
は
、
生
瀬
石
と
灰
を
基
本
と
す
る

が
、
混
入
す
る
灰
の
分
量
を
多
く
す
れ
ば
、
釉
薬

の
力
は
弱
く
溶
け
易
く
、
光
沢
（
艶
）
も
よ
い
仕
上

が
り
と
な
る
。

唐
津
：
乾
山
焼　

唐
津
写
し

茶
碗
陶
片　
法
蔵
寺

瀬
戸
氷
紋
手
：
乾
山
焼　

志

野
写
し
陶
片　
法
蔵
寺

生
瀬
石
：
西
宮
市
蓬
莱
峡

風
化
し
た
花
崗
岩

⑥

⑥

⑧

⑧

⑦

⑦

陶法伝書とその伝播(55)



　
　

○
ベ＊

に
皿ざ
ら
で
う
わ
ぐ
す
り

手
上
藥

一　

生
瀬
石　
　
　
　

壱
斗

一　

灰　
　
　
　
　
　

壱
斗
八
升

　

灰
多
キ
故 

藥く
す
り
の
い
き
お
い

勢 

ヨ
ハ
シ　

是
等
ハ
瀬
戸
古
茶
碗
ニ
白＊

は
く
あ
ん
庵
ト
テ
一
品
有　

是こ
れ

ニ
ハ
な＊

ま
こ
と
申
テ　

青
ク
又
ハ
黒
色
ニ
ナ
ダ
レ
タ
ル
所
出
ル
也　

灰
多
キ
が

故　

白
庵
の
茶
碗
ノ
出
来
能よ

キ
ハ　

茶
人
珎ち

ん
が
ん玩
ノ
品
也　

白
庵
ヲ
写
ス
時
ハ
地

白
土
可し

か
る
べ
き
然 

か

　
　

○
高こ

う
ら
い
ぐ
す
り

麗
藥 

方　
前
ノ
土
ノ
所
ニ
ア
ル
五
器
手
茶
碗
ノ
か
け
藥ぐ

す
り
の
こ
と
な
り

事
也

一　

生
瀬
白
石　
　
　

壱
斗

一　

灰　
　
　
　
　
　

壱
斗
弐
升

一　

白
粉　
　
　
　
　

壱
升

　
　
　

此
方
仁
清
傳
也　

燒
て
見
申
候
処　

宜
覚
申
候

　
　

左
ニ
記
い
ら
ほ
茶
碗
土
ノ
上
ノ
か
け
藥
也

　
　

○
い
ら
ぼ
藥
方　
仁に

ん
せ
い
で
ん
い
ま
だ
た
め
さ
ず

清
傳
未
試 

候

一　

山
科
藤
尾
石　
　

十
盃

一　

灰　
　
　
　
　
　

八
盃

　
此
二
色
ヲ
天＊

目
ニ
て
は
か
り　

此
二
色
ヲ
合
置　

又
外
ニ
茶
入
藥
ト
テ
合

一　

深
草
水＊
ミ
ズ
タ
レ
下　
赤
色
ノ
土
也 

十
盃

　
　

右
ノ
天
目
ハ
□（

虫
損
）□

共
は
か
り
申
候　

併あ
わ
せ
て

 

大
小
共
ニ
と
か
く
同
シ
器
ニ
て
く

す
り
ヲ
は
か
り
候
事
也　

赤
土
ノ
ヿ
ヲ
水
た
れ
と
申
候　

京
深ふ

か
く
さ
や
ま

草
山　

黒
谷
山

　

其
外
江
刕
信し

が
ら
き樂　

尾お
わ
り張
瀬
戸　

皆
々
赤
土
ヲ
水
た
れ
と
申
候

一　

灰　
　
　
　
　
　

十
二
盃　
山
黄
土
も
宜よ

ろ
し
く

 

候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

  

又
紺こ

ん
や屋
ニ
用
候
か＊

き
土
も
宜
候

　
　
　

右
二
色
ヲ
一
ツ
ニ 

又
合
か
け
申
候
方

　
　

い＊

ら
ぼ
藥　
　
　

八
盃
（
江
・
十
盃
）

　

此
は
か
り
候
物
は
天
目
ニ
て
モ　

茶
碗　

杓し
ゃ
く

 

な
に
ゝ
も
各
一
ツ
の
器
ニ
て
は

か
り
候
事
也

　
　

茶
入
藥　
　
　
　

十
盃
（
江
・
八
盃
）

＊
べ
に
皿
手
：
べ
に
皿
は
化
粧
用
の
紅
を
溶
く
皿
。

木
灰
に
は
鉄
分
が
あ
り
、
発
色
は
黄
味
を
お
び
る

が
、
本
焼
の
釉
薬
（
上
薬
）
は
生
瀬
石
（
瀬
戸
・
美

濃
地
方
で
は
石
粉
と
い
う
）
と
灰
が
基
本
原
料
で
あ

る
。

　

灰
が
多
く
、
生
瀬
石
が
少
な
け
れ
ば
、
釉
薬
の

溶
け
る
温
度
は
低
く
な
り
流
れ
易
く
な
る
。
こ
れ

を
弱
い
釉
薬
と
解
す
る
が
、
古
瀬
戸
茶
碗
の
白
庵

手
を
例
と
し
、
な
ま
こ
手
と
も
称
し
て
い
る
。
茶

人
は
土
白
く
、
釉
薬
に
青
ま
た
黒
い
な
だ
れ
の
生

ず
る
も
の
を
賞
玩
、
模
倣
す
る
に
は
白
い
素
地
を

用
い
る
べ
き
か
と
乾
山
は
い
う
。

＊
白
庵
：
幕
府
の
医
官
曾
谷
伯
庵
（
一
五
六
八
―

一
六
三
〇
）。『
陶
工
必
用
』
に
も
あ
る
が
、
伯
庵

所
持
の
茶
碗
と
さ
れ
、
枇
杷
色
・
海
鼠
釉
・
竹
の

節
高
台
な
ど
の
特
色
が
あ
る
。
瀬
戸
か
唐
津
焼
か
、

ま
た
朝
鮮
産
か
な
ど
の
説
が
あ
る
。

＊
な
ま
こ
：
透
明
灰
釉
に
藁
灰
を
配
合
し
た
青
味

を
帯
び
た
白
濁
釉
。
焼
成
に
よ
っ
て
藍
・
緑
色
の

な
だ
れ
、
斑
文
が
生
じ
、
海
鼠
に
似
た
色
合
か
ら

の
呼
称
で
あ
る
。
な
ま
こ
手
茶
入
は
瀬
戸
金
華
山

窯
茶
入
の
一
種
で
あ
る
。

＊
天
目
：
こ
こ
で
は
天
目
茶
碗
を
い
う
。
乾
山
は

釉
薬
の
調
合
、
計
量
に
際
し
、
目
安
と
し
て
天
目

茶
碗
を
使
用
。
柄
杓
な
ど
も
応
用
す
る
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
大
小
容
器
、
同
一
品
に
よ
る
計
量
が

大
切
と
い
う
。

　

天
目
は
天
目
山
。
中
国
浙
江
省
・
安
徽
省
の
境

に
あ
る
山
名
に
因
む
。
東
西
に
別
れ
た
峯
に
は
東

に
昭
明
寺
、
西
に
禅
源
寺
が
あ
り
、
山
頂
に
は
目

の
よ
う
な
二
つ
の
湖
が
あ
っ
た
と
い
う
。
寺
で
は

献
茶
・
飲
茶
用
に
天
目
茶
碗
を
使
用
し
て
い
た
と

さ
れ
、
日
本
へ
は
留
学
僧
・
渡
来
僧
が
も
た
ら
し
た
。

＊
水
下
：
み
ず
た
れ
。
鉄
分
を
多
く
含
む
赤
土
。

深
草
・
黒
谷
・
信
楽
・
瀬
戸
地
方
な
ど
の
呼
称
。

＊
か
き
土
：
鉄
分
を
多
く
含
む
土
。
紺
屋
が
染
色

に
用
い
る
柿
色
の
土
か
。
山
黄
土
と
同
じ
役
割
を

す
る
か
。『
陶
工
必
用
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

洲
本
の
陶
工
小
倉
円
平
は
「
柿
南
京
」
の
絵
具
に

福
良
町
中
山
に
て
採
取
す
る
柿
土
を
使
用
す
る
と

い
う
（「
珉
平
焼
と
淡
路
の
や
き
も
の
」
青
木
重
雄
）。

＊
い
ら
ぼ
藥
八
盃
（
十
盃
）・
茶
入
藥
十
盃
（
八
盃
）

は
『
陶
工
必
用
』
で
は
分
量
が
反
対
で
あ
る
。

い
ら
ぼ
：
黄
伊
羅
保
茶
碗　

「
常
盤
」　
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ

Ｅ
Ｕ
Ｍ

伯
庵
茶
碗
：
藤
田
美
術
館

⑨

⑨

⑩

⑩

(56)



　
　

右
合
か
け
候　

猶な
お
こ
う
じ
ゅ

口
授

　
　

○
は
け
め　

井い

ど

で
戸
手
藥

一　

藤
尾
ノ
赤
石 

十
盃　
山
科
藤
尾
石
ノ
内
ニ
赤
色
ナ
ル
ヲ
用

一　

灰 

九
盃

　
　
　

右
二
色
合
か
け
申
候

　
　

○
瀬せ

と
ふ
う

戸
風
ノ
器
ノ
上
ニ
打う
ち

候
青＊

藥
の
方

一　

生
瀬
石 

一
升

　
　

灰 

一
升
八
合

　
　

ち＊

う
で
い 

二
十
め
交
（
江
・
五
匁
） 

惣
藥
ノ
上
へ
打
申
候

　
　
し
ん
ち
う
で
い
の
事
也

　
（
違
色
紙
図
）
ケか

よ
う様
ノ
な
り
の
皿
類
ハ　

半
分
ハ
白
藥　

半
分
こ
の
青
藥
ヲ
か

け
分わ

け

候　
（
小
壷
図
）
こ
か
し
入
な
ど
ハ
惣
藥
ヲ
一
め
ん
ニ
か
け　

け＊

い
ニ
致

い
た
し
た
き度

所
へ
青
く
す
り
ヲ
打う

ち

申
候

　

△
ウ＊

ス
ガ
キ
色
の
る
い
ニ
も　

此
青
藥
か
け
わ
け
又
ハ
打
申
候

　
　

是
ゟ
以
下
ハ
山
窯
茶
入
か
け
藥
ノ
方
也

　
　

地
土
ハ 

先
ハ
白
土
ヲ
用　

猶
口
授

　
　

○
杜＊
か
き
つ
ば
た
で

若
手
ノ
柿か
き
ぐ
す
り
藥　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

干
タ
ル
ヲ
用も
ち
う
　

一　

深
草
水
下タ
レ 

壱
貫
目

一　

灰 

三
百
六
十
目

　
　
　

此
灰＊

ハ　

竹
灰
ニ
て
も　

笹
ノ
は
い
ニ
て
も
ヨ
シ　

木
ハ
イ
モ
ヨ
シ

第
一
笹
ト
竹
の
灰
ヲ
茶
入
藥
ニ
ハ
ヨ
シ
ト
ス

一　

銕て
つ

粉
（
江
・
金
ハ
ダ
）
六
十
目

　
　
　

右
三
色
ハ
地じ
ぐ
す
り藥

也

　

  

○
右
之
上う

わ
ぐ
す
り

藥　

景け
い
や
く藥

ｰモ申
候

一　

深
草
水
下 
拾
五
匁

一　

灰 
三
拾
目

一　

ち
う
で
い 

壱
匁

　

下
え
（
へ
）
右
ノ
地
藥
ヲ
か
け　

其
上
へ
茶
入
ノ
景
ノ
在

あ
る
と
こ
ろ所

　

物
ず
き
次し

だ
い第
ニ
打
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

景
藥
ヲ
バ
ウ
ツ
ト
申も

う
す
な
ら
わ

習 
シ
候

　

乾
山
は
試
み
て
、
仁
清
の
よ
き
点
は
よ
き
と
し
、

自
ら
の
不
足
も
述
べ
る
。
も
の
を
造
る
に
は
専
門

的
な
技
術
が
必
要
で
あ
る
。
伝
書
は
貴
重
。
が
、

こ
と
ば
で
は
説
明
で
き
な
い
種
々
が
あ
り
、
教
え

を
受
け
て
も
「
勘
ど
こ
ろ
」
は
す
べ
て
己
れ
の
判

断
に
か
か
る
。
表
現
は
そ
の
人
物
の
表
徴
で
あ
り
、

器
は
単
に
器
で
は
な
い
意
で
あ
る
。

＊
青
藥
：
瀬
戸
風
の
青
薬
と
あ
る
が
、
織
部
釉
で

あ
る
。
透
明
釉
薬
に
酸
化
銅
を
少
し
交
ぜ
、
緑
色

を
発
色
さ
せ
る
が
、
こ
こ
で
は
ち
う
で
い
（
真
鍮
の

粉
）
を
用
い
て
い
る
。
ち
う
で
い
・
真
鍮
は
銅
と
亜

鉛
の
合
金
。
焼
成
し
て
酸
化
銅
、
酸
化
亜
鉛
と
な

る
が
、
銅
は
青
緑
色
、
亜
鉛
は
釉
薬
を
溶
解
さ
せ

る
役
割
を
果
た
す
。

　

乾
山
は
皿
に
は
緑
の
掛
け
分
け
、
こ
が
し
入
（
振

り
出
し
）
に
は
景
色
と
し
て
用
い
る
と
い
う
。

＊
ち
う
で
い
：
『
陶
工
必
用
』
で
は
五
匁
。

＊
け
い
：
景
色
。
茶
入
な
ど
釉
薬
の
見
所
と
な
る

所
。
景
薬
は
茶
入
の
地
薬
の
上
に
掛
け
、
景
色
を

つ
く
る
流
れ
易
い
釉
薬
で
あ
る
。

＊
ウ
ス
ガ
キ
色
：
鳴
海
織
部
の
系
統
。

―
山
窯
茶
入
掛
け
藥
―

本
焼
茶
入
釉
薬
で
あ
る
が
、
素
地
は
白
土
を
使
用
。

口
授
が
必
要
と
い
う
。

＊
杜
若
手
：
瀬
戸
茶
入
の
一
種
で
あ
る
が
、
肩
か

ら
胴
に
流
れ
る
釉
薬
が
八
橋
図
に
似
る
と
し
た
意

と
さ
れ
る
。
土
は
薄
赤
色
、
地
薬
は
柿
色
、
そ
れ

に
黒
・
飴
色
・
黄
色
の
景
薬
が
掛
か
る
と
い
う
。

＊
灰
：
茶
入
の
釉
薬
は
水
下
に
灰
が
基
本
。
鉄
分

を
主
と
す
る
が
、
灰
は
石
灰
分
の
多
い
木
灰
よ
り
、

珪
酸
分
を
多
く
含
む
笹
・
竹
灰
が
適
す
る
と
い
う
。

　

こ
こ
に
異
筆
に
よ
る
付
箋
が
あ
る
。
重
さ
の
単

位
、
匁
と
升
目
の
換
算
で
あ
る
が
、
七
二
頁
下
段

に
掲
載
。『
陶
磁
製
方
』
巻
末
覚
書
お
よ
び
大
川
顕

道
手
控
『
陶
器
傳
書
』
に
比
較
。
顕
道
の
筆
跡
と

判
断
す
る
。

瀬
戸
青
薬
：
青
織
部
向
付
陶

片　
土
岐
市
美
濃
陶
磁
歴
史
館

刷
毛
目
手
茶
碗
：
日
本
民
芸
館

⑪

⑪

⑫

⑫

⑬

⑬

陶法伝書とその伝播(57)



　
　

○
柿＊
か
き藥

一　

し
が
ら
き
水
下 

小

一　

深
草　
　

水
下 

大　
二に

し
ょ
く
あ
わ
せ

色
合 

弐
貫
五
百
目
ニ

一　

灰 

八
百
五
拾
目　

交
か
け
申
候

　
　

○
の＊

ぎ
め
藥　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

常つ
ね

ノ
天
目
ニ
テ
は
か
り
申
候

一　

信
楽
水
下 

五
盃

一　

灰　
　
　
　
同
断 

七
盃

一　

白
粉
（
江
・
少
バ
ン
） 

拾
五
匁

　
　

○
春＊
し
ゅ
ん
け
い

慶
藥

一　

深
草
水
下 

六
盃

一　

灰 

三
盃

一　

京
北
貴き

ぶ
ね船

紫
石 

壱
盃

一　

ゴ
フ
ン 

少

一　

白
粉
（
江
・
唐
土
） 

少

一　

金こ
ん
ご
う
し
ゃ

剛
砂 

半
盃

一　

銕
粉 

少

　
　

○
茶ち
ゃ
い
れ入
藥　
是
ハ
何
共
銘
ナ
シ　

皆
々
仁
清
傳
也 

本
ノ
ま
ゝ
昼
之

一　

水
下 

十
盃

一　

ゴ
フ
ン 

三
盃

一　

金
ノ
る
か
す 

壱
盃

　

是
ハ
金き

ん
ぎ
ん
さ
い
く
に
ん

銀
細
工
人
ニ
た
の
ミ　

先
年
少
々
余あ

ま
り

 

候　

金
銀
銅
山
の
か
ら
み
様
ナ

ル
物
也

一　

灰 

十
五
盃

一　

紺
青　
花は

な
こ
ん
じ
ょ
う

紺
青
共 

唐と
う
こ
ん
じ
ょ
う

紺
青
共
申
候　

半
盃

　
右
は
か
り
候
器
ハ　

天て
ん
も
く目
又
ハ
盃は

い

類
ニ
て
も　

此
品
々
ヲ
同
シ
器
ニ
て
さ
へ

は
か
り
候
へ
ば　

多
少
ハ
此
方
ノ
心
次
第
ニ
出
来
候

　

此
外
ノ
藥
ヲ
何
盃
〳
〵
と
丨
テ
有
所 

可こ
れ
に
な
ら
う

習
之

　
　

○
瀬せ

と戸
藥　
仁＊

清
ハ
尾
刕
瀬
戸
ニ
永
く
居お

り

候
て　

茶
入
燒
稽け

い
こ
い
た
し

古
致
候

由よ
し
も
う
し
き
か
さ
れ

被
申
聞 

候

一　

水
下 

壱
升

　

是
ハ
瀬
戸
ノ
水
下
ヲ
用
タ
ル
ナ
ル
ヘ
シ

＊
柿
藥
：
高
火
度
焼
成
、
鉄
釉
の
一
種
。
柿
色
・

鉄
色
を
呈
し
、
瀬
戸
釉
薬
の
特
色
の
一
つ
。
信
楽

水
下
、
深
草
水
下
と
あ
る
が
、
水
下
は
水
落
と
も

称
し
、
発
色
が
良
く
、
鉄
顔
料
の
筆
頭
で
あ
る
。

＊
の
ぎ
め
：
禾
目
。
瀬
戸
茶
入
の
一
種
。
細
い
筆

毛
、
兎
の
毛
に
似
た
釉
薬
の
筋
が
現
れ
、
そ
の
景

が
日
本
で
は
稲
の
外
殻
に
あ
る
突
起
・
禾
に
喩
え

た
と
こ
ろ
か
ら
の
名
称
で
あ
る
。
天
目
茶
碗
に
も

禾
目
天
目
・
兎
毫
盞
（
と
ご
う
さ
ん
）
天
目
が
あ
る
。

釉
薬
中
の
酸
化
鉄
が
溶
け
て
筋
状
に
流
れ
る
現
象

を
い
う
。

＊
春
慶
：
古
瀬
戸
茶
入
の
一
種
。
瀬
戸
焼
祖
加
藤
藤

四
郎
景
正
が
晩
年
入
道
し
て
春
慶
を
名
の
り
、
美

濃
に
お
い
て
焼
成
し
た
茶
入
を
い
う
。
薄
作
、
茶

褐
色
の
地
薬
に
黄
白
味
を
帯
び
た
景
薬
が
掛
か
る
。

＊
仁
清
の
瀬
戸
修
業
：
仁
清
は
永
く
瀬
戸
に
居
り
、

茶
入
焼
の
稽
古
を
積
む
と
あ
る
。
乾
山
は
し
ば
し

ば
仁
清
か
ら
茶
入
製
作
の
研
鑽
を
耳
に
す
る
。

　

瀬
戸
は
、
茶
入
製
作
に
す
ぐ
れ
た
藤
四
郎
以
来
、

唐
物
写
し
・
和
物
茶
入
の
製
作
に
そ
の
名
を
知
ら

れ
た
。『
御
室
御
記
』
に
は
「
壷
屋
清
右
衛
門
」「
丹

波
焼
清
右
衛
門
」
と
あ
る
。
仁
清
は
生
国
丹
波
、
初

期
に
は
丹
波
焼
の
陶
工
と
し
て
出
発
し
た
か
。
壷

屋
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
ロ
ク
ロ
技
術
に
長
じ
た
陶

工
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
。
瀬
戸
で
は
茶
入
製
作

の
修
業
に
励
み
、
京
都
で
は
、
粟
田
口
焼
陶
工
と

し
て
さ
ら
な
る
磨
き
を
か
け
た
も
の
と
考
え
る
。

　

意
匠
様
式
・
色
彩
・
形
状
、
い
ず
れ
に
し
て
も

茶
匠
金
森
宗
和
の
瀟
洒
・
洗
練
さ
れ
た
美
意
識
を

巧
み
に
表
現
。
茶
の
湯
に
適
う
道
具
造
り
は
伝
世

す
る
作
品
類
が
伝
え
る
が
、
当
時
は
も
と
よ
り
、

仁
清
焼
は
後
々
ま
で
も
別
し
て
宗
和
流
茶
人
、
数

寄
者
・
文
化
人
に
愛
玩
さ
れ
る
や
き
も
の
と
な
る
。

―
仁
清
焼
と
乾
山
焼
と
の
相
異
―

仁
清
焼
：
本
焼
主
体
、
茶
道
具
製
作
を
中
心
と
し

て
写
し
も
の
、
茶
入
（
中
国
）・
壷
・
茶
碗
（
高
麗
）

が
多
く
、
ロ
ク
ロ
技
に
巧
み
、
形
状
・
施
薬
・
彩

色
に
す
ぐ
れ
、
京
焼
様
式
の
典
型
を
築
く
。

乾
山
焼
：
本
焼
・
内
焼
と
あ
り
、
懐
石
道
具
が
主
体
。

伝
統
的
な
内
窯
絵
具
を
用
い
て
紙
絹
の
書
画
を
角

皿
・
額
皿
な
ど
の
陶
面
に
移
し
た
こ
と
、
床
の
間

の
景
物
を
畳
の
上
に
移
し
た
こ
と
。
文
人
趣
味
の

漢
詩
・
和
歌
な
ど
文
芸
を
陶
器
に
導
入
す
る
な
ど
、

光
琳
意
匠
の
転
用
も
工
夫
の
一
つ
。

禾
目
天
目
茶
碗
：
鍋
島
報
效
会

瀬
戸
茶
入
：
春
慶
瓢
箪　

五
島
美
術
館

⑭

⑭

⑮

⑮
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一　

灰　

 

壱
升

一　

白＊

ぼ
こ 

壱
升

　

此
白
ぼ
こ
終つ

い

ニ
見
た
る
事
ハ
な
く
候
へ
と
も　

仁
清

で
ん
し
ょ

傳
丨
ノ
ま
ゝ
丨
付

か
き
つ
け

候

尾
州
瀬
戸
燒
物
師
ノ
方
ニ
テ
申
な
ら
ハ
し
た
る
名
ノ
由　

仁
清
被も

う
さ
れ申
候　

今
京

ナ
ト
ニ
て
く
ろ
ぼ
こ
な
と
云
土
る
い
有 

定さ
だ
めて
白
色
ナ
ル
ヲ
用
タ
ル
ナ
ル
ヘ
キ
カ

　
　

○
唐か

ら
も
の物

藥

一　

深
草
水
下 

壱
貫
日

一　

灰　
　

 

九
百
目

一　

金＊

黒
石　

 

百
五
十
め

　

是
又
私
不し

ら
ず知
候　

仁
清
傳
ニ
ハ
是
も
尾
刕
セ
と
ニ
有あ

る
よ
し
な
り

由
也

私
今
案
ニ
ハ　

此こ
の
か
わ替
リ
ニ
ハ
京
鴨＊

河
の
黒
色
ノ
石　

可し
か
る
べ
く
然
候
ハ
ん
か
と
存
候

併あ
わ
せ
て

　

未い
ま
だ
た
め
し

試
タ
ル
㕝こ

と

ハ
ナ
ク
候

一　

海＊

石　
青
黄
色
ノ
物
ヲ
用
候 

百
目

一　

紫＊

土
（
江
・
紫
石
）
是
も
貴
船
の
紫
石
ノ
由 

弐
百
目

　
　
　
　
　
　
　

仁
清
被
申
候

一　

白＊

フ
ン 

五
十
め

　
　

○
茶
入
か
な
藥

一　

深
草
水
下 

五
百
目

一　

灰 

三
百
八
十
め
（
江
・
三
百
目
）

一　

黒＊

は
ま 

少

　

是
又
金
黒
石　

白
ぼ
こ
な
ど
云
ノ
類た

ぐ
い

 

也　

私
ハ
不し

ら
ず知

候

仁
清
は
な
し
ニ
ハ
不の

こ
ら
ず残
瀬
戸
ニ
ア
ル
由
ニ
て
候　

仁
清
ハ
金
森
宗
和
老
ノ
悃こ

ん
い意

ニ
て　

宗
和
老
こ
の
ミ
ノ
品
々
燒
出
候　

宗
和
流
ノ
茶
人
別べ

っ
し

 

て
仁
清
燒
ヲ
賞

し
ょ
う
が
ん玩

致い
た
し

 

候　

愚
案
ニ
ハ
此
黒
は
ま
も
鴨
川
石
□
□
（
虫
食
）
可
然
か
と
存
候

　
　

○
又
春
慶
藥

一　

深
草
水
下 
五
百
目

一　

灰 
三
百
目

一　

黒
は
ま　

此
訳
初
ニ
丨　

少

　
　

○
正＊
し
ょ
う
い
で

意
手
茶
入
藥

一　

深
草
水
下 

六
十
弐
匁

一　

信
楽
水
下 

六
十
弐
匁

＊
白
ぼ
こ
：
白し

ろ
て手
の
土
。
黒
ぼ
こ
は
黒
手
・
赤
ぼ

こ
は
赤
手
の
土
。
瀬
戸
地
方
の
呼
び
名
で
あ
る
と

さ
れ
る
が
、
乾
山
は
知
ら
な
い
と
述
べ
る
。

　

同
地
に
在
っ
て
瀬
戸
焼
技
術
を
習
得
し
た
仁
清

は
、
し
ば
し
ば
そ
の
体
験
を
乾
山
に
語
る
。
習
静

堂
時
代
の
思
い
出
か
も
知
れ
な
い
が
、
初
代
仁
清

と
乾
山
と
の
確
か
な
繋
が
り
が
窺
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
原
料
も
全
て
瀬
戸
に
あ
る
と
い
う
。

京
焼
で
も
「
く
ろ
ぼ
こ
」
と
称
す
る
土
を
使
用
、

陶
工
間
に
は
製
陶
用
語
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
か
。

黒
ぼ
こ
は
、
火
山
灰
な
ど
が
地
表
に
堆
積
、
腐
植

含
量
も
多
い
こ
と
か
ら
表
層
は
黒
色
、
土
壌
の
リ

ン
酸
吸
収
力
が
強
い
と
い
う
。

＊
金
黒
石
：
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
礦
と
さ
れ
る
。
試

し
た
こ
と
は
な
く
乾
山
は
知
ら
な
い
と
い
う
が
、

黒
色
顔
料
で
あ
れ
ば
代
わ
り
に
鴨
川
石
が
使
え
る

の
で
は
と
述
べ
る
。

＊
鴨
河
黒
石
：
黒
色
顔
料
。
鉄
・
マ
ン
ガ
ン
を
含

む
自
然
石
で
あ
る
。
猪
八
は
『
陶
器
密
法
書
』（「
黒

樂
」）
に
鴨
川
紫
石
、
今
出
川
よ
り
上
車
坂
の
範
囲

に
あ
る
も
の
を
好
し
と
し
て
い
る
が
、
初
代
樂
長

次
郎
が
使
い
始
め
と
伝
承
す
る
。

＊
海
石
：
乾
山
は
青
黄
色
の
も
の
と
す
る
が
、
海

岸
に
あ
る
珪
石
質
の
石
と
推
定
。
珊
瑚
の
こ
と
か
。

＊
紫
土
：
仁
清
は
紫
土
と
す
る
が
、
貴
船
の
紫
石

の
こ
と
か
と
乾
山
は
い
う
。

＊
白
フ
ン
：
白
粉
・
唐
ノ
土
。
鉛
白
と
も
い
わ
れ
、

珪
酸
と
反
応
し
ガ
ラ
ス
化
さ
れ
て
鉛
釉
と
な
る
。

＊
黒
は
ま
：
金
黒
石
・
白
ぼ
こ
同
様
、
仁
清
は
瀬

戸
に
あ
る
と
い
う
が
、
砂
鉄
の
こ
と
で
あ
る
。
磁

鉄
鉱
と
チ
タ
ン
鉄
鉱
か
ら
な
り
、
黒
く
発
色
す
る

天
然
顔
料
。
釉
薬
の
着
色
剤
と
な
る
。

　

多
く
宗
和
好
み
の
茶
器
を
製
作
、
姫
宗
和
と
称

さ
れ
た
そ
の
美
意
識
は
、
後
世
ま
で
も
宗
和
流
茶

人
の
支
柱
と
な
る
が
、
仁
清
焼
の
作
風
を
確
認
す

る
た
め
の
手
蔓
で
あ
る
。

＊
正
意
手
：
正
意
（
生
没
年
不
詳
）
は
利
休
時
代
、

ま
た
遠
州
時
代
の
医
者
と
伝
承
。
堺
に
生
ま
れ
、

京
へ
移
り
、
瀬
戸
に
お
い
て
茶
入
製
作
に
そ
の
名

を
知
ら
れ
る
。
薄
赤
色
の
土
、
口
作
り
、
糸
切
り

底
に
味
わ
い
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

⑯

⑯

⑰

⑰

⑱

⑱

陶法伝書とその伝播(59)



一　

銕
粉
（
江
・
金
ハ
ダ
） 

七
匁

一　

唐
か
ね
せ
ん
く
づ 

拾
三
匁

一　

灰　
灰＊

ノ
量
目　

江
戸
ノ
宿
テ
寫う

つ
し
そ
う
ろ
う
と
き
し
つ
ね
ん

候
剋
失
念　

 

丨
ヲ
ト
シ
申
候

跡あ
と
よ
り
か
き
つ
け

ゟ
丨
付
可し

ん
ぜ
べ
く
そ
う
ろ
う

進
候　

 

先
ハ
灰
の
ま
セ
か
げ
ん
ハ
余
の
藥
ノ
分
量
ニ
習
ふ
べ
し

　

已い
じ
ょ
う上　

（
江
・
灰
の
記
載
な
し
）

　
　

○
な＊

ま
こ
手
茶
入
藥

一　

水
下 

百
九
十
四
匁

一　

灰 

九
拾
目

一　

ち
う
で
い 

八
匁

　
　
　
已
上

　
　

○
又
唐
物
藥

一　

紫＊

土　

 

三
十
め

　

是
又
紫
石
ナ
ル
ヘ
シ　

紫
土
ハ
元
黄お

う
ど土

ヲ
ヤ
キ
カ
ヘ
シ
タ
ル
モ
ノ
也　

シ
カ

レ
ハ
水
下
ト
同お

な
じ
も
の
な
り

物
也　

外ほ
か

ニ
又
何
と
そ
有
カ　

先
ハ
紫
石
ノ
ヿこ

と

ト
キ
コ
ユ

一　

深
草
水
下 

百
目

一　

白
粉 

五
匁

一　

灰 

九
拾
目

一　

た
は
こ
の
し
ん
の
灰 

弐
拾
目

一　

銀＊

の
か
ら
み 

拾
匁

　
　
　
　

是
ハ
銅ど

う
ざ
ん
ぎ
ん
ざ
ん
と
も

山
銀
山
共
ニ
有こ

れ
あ
る
も
の
な
り

之
物
也

　
　

○
朝＊
あ
さ
ひ
で

日
手
茶
入
藥

一　

深
草
水
下 

百
五
拾
目

　
　

重ヲ
モ

一　

お＊

も
灰 

八
十
五
匁

　
　
　
　

是
ハ
爐ろ

ち
ゅ
う
の
は
い

中
杯
ニ 
年
經へ

タ
ル
灰
ノ
由

一　

紫
土 
四
十
五
匁
（
江
・
四
拾
目
）

　
　
　
　

是
も
紫
石
可し

か
る
べ
き

然 

か

＊
灰
ノ
量
目
：
正
意
手
茶
入
薬
に
関
し
、
乾
山
は

調
合
・
灰
の
量
目
を
書
き
落
と
し
た
と
述
べ
る
。

　

江
戸
の
宿
に
て
書
写
し
た
折
、
失
念
、
後
に
書

き
付
け
る
と
す
る
が
、
当
書
は
佐
野
到
着
前
、
す

で
に
江
戸
に
お
い
て
書
き
始
め
た
も
の
か
。
正
意

手
に
つ
き
、『
陶
工
必
用
』
に
灰
の
項
目
は
な
い
。

原
書
で
あ
る
仁
清
伝
は
如
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

そ
れ
も
二
代
仁
清
の
書
写
で
あ
れ
ば
、
書
き
損
じ

の
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
推
考
さ
れ
る
。

　

灰
は
土
・
石
を
溶
か
し
、
釉
薬
と
す
る
た
め
に

は
不
可
欠
の
原
料
で
あ
る
。

＊
な
ま
こ
手
：
瀬
戸
金
華
山
窯
茶
入
の
一
種
。
加

藤
藤
四
郎
家
三
代
作
と
伝
承
す
る
が
、
美
濃
・
金

華
山
の
土
を
用
い
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。
茶
入

下
薬
は
柿
色
、
上
薬
の
黒
釉
が
な
ま
こ
色
に
発
色

し
た
所
か
ら
の
名
称
で
あ
る
。

＊
紫
土
：
仁
清
伝
「
紫
土
」
は
「
紫
石
」
の
誤
記
か
。

紫
土
で
あ
れ
ば
黄
土
の
焼
返
し
で
あ
り
、
多
く
の

鉄
分
を
含
み
、
水
下
と
同
義
で
あ
る
。
土
で
は
な

く
石
、
紫
石
で
あ
ろ
う
と
乾
山
は
い
う
。

＊
銀
の
か
ら
み
：
銀
の
滓
（
か
す
）。
か
ら
み
は
鍰

（
か
ん
）。
溶
錬
の
折
り
に
生
ず
る
滓
。
銀
山
に
あ
る
。

＊
朝
日
手
：
古
瀬
戸
茶
入
の
一
種
。
瀬
戸
焼
初
代

加
藤
藤
四
郎
春
慶
が
隠
居
、
美
濃
・
朝
日
で
焼
成

し
た
薄
手
、
釉
調
の
優
れ
た
茶
入
を
い
う
。

＊
お
も
灰
：
重
灰
。
年
数
を
経
た
炉
中
の
古
い
灰
。

（
次
頁
よ
り
）

＊
金
の
る
か
す
：
鉱
石
を
特
殊
な
金
属
製
の
深
皿
・

坩
堝
（
る
つ
ぼ
）
を
用
い
て
精
錬
し
た
あ
と
に
残
る

滓
（
か
す
）
を
い
う
。
コ
バ
ル
ト
や
マ
ン
ガ
ン
を
含

み
着
色
原
料
と
な
る
。

＊
本
燒
、
素
燒
上
に
用
い
る
繪
具
：
釉
下
色
絵
具
。

京
辺
の
陶
工
は
山
絵
具
と
い
う
が
、
素
焼
後
、
上

薬
を
か
け
る
前
、
書
・
画
、
装
飾
に
用
い
る
絵
具
、

高
温
焼
成
に
耐
え
る
絵
具
で
あ
る
。
着
色
原
料
は

多
く
鉄
・
コ
バ
ル
ト
・
マ
ン
ガ
ン
な
ど
を
含
む
天

然
の
土
や
石
、
ま
た
金
属
で
あ
る
が
、
組
み
合
わ

せ
、
分
量
の
調
節
に
よ
り
、
種
々
の
彩
色
絵
具
、

釉
薬
の
着
色
剤
が
つ
く
ら
れ
る
。

　

絵
具
は
本
窯
・
内
窯
・
錦
窯
用
に
大
別
さ
れ
る
。

な
ま
こ
手
：
堤
焼　

甕

⑲

⑲

⑳

⑳

(60)



一　

金＊

の
る
か
す
前
ニ
論
ス 

弐
拾
六
匁
五
分

一　

ゴ
フ
ン 

三
匁

一　

銕
粉
（
江
・
金
ハ
ダ
） 

五
匁

　

已
上　

茶
入
藥
ノ
分
也

是
ゟよ
り

已
下
本＊

燒
ノ
す
や
き
の
上
ニ　

昼
候
繪
具
也

　

是
ヲ
京
邊あ

た
り燒
物
師
山
ゑ
の
ぐ
ト
申
候 

山
窯
ニ
入
候
前
ニ
昼
ヲ
付
候
故
ニ
て
候

又
本
窯
山
燒
上あ

ケ
候
て
上
ニ
昼
ヲ
付　

再
ヒ
内う
ち

か
ま
へ
入
燒

候
時
ノ
ゑ
の
ぐ　

金
泥
ゑ
な
と
の
事
ヲ
次
ニ
記
之

　
　

○
本＊

燒
山
か
ま
繪
具　
ス
ヤ
キ
ノ
上
ニ
付
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
所
々
ノ
燒
物
師
ノ
方
ニ
て
ハ
山
ゑ
の
く
ト
申
候

　
　

○
白＊

繪
具　
内
か
ま
の
ゑ
の
く
の
内
ニ
か
き
付
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
繪
具
ト
ハ　

方
立
か
ハ
リ
申
候

一　

白ヤ
キ
カ
ヘ
シ
土 

百
目　
此
白
土
ヲ
一
返
ス
ヤ
キ
シ
テ

　
　
　
　

何
國
ニ
も
極
白
ノ
白
土
有
之
候　

私
用
候
モ
不ひ

と
つ
に
き
め
ず

一
決 

候

　
　
　
　

フ
ノ
リ
ニ
カ
ワ
等と

う
ぶ
ん分

一　

目
岡
石 

廿
匁

　
　
　
　
　
　
　

則
ち
東ひ

が
し
い
わ
く
ら
や
ま

岩
倉
山
ナ
リ

　

又
ハ
京
粟
田
口
大
日
山
ト
申
所
ゟ
出
候
白
石
ヲ
モ
用
候　

こ
ま
か
な
る
物
也

岩
倉
山
ノ
石
別べ

っ
し

 

て
宜よ

ろ
し
く

 

候　

京
東
山
邊あ

た
り
の
と
こ
ろ

所　
　

之こ
れ
よ
りゟ
燒
出
候　

私
一
流
ヲ
ま
ね

ひ
白
ゑ
ヲ
燒
出
候　

私
乾
山
ゟ
前
ニ
ハ　

白
ゑ
ト
申
事
指さ

し

テ
無
之
候　

此
所
々

ノ
白
ゑ
ニ
ハ　

大
日
山
ト
白
石
一
味
ヲ
用
申
候　

然
レ
ｰモ　
白
ゑ
の
所　

高
ク

成な
り

候
程
あ
つ
く
付
候
故　

見み
ぐ
る
し苦

ク
相
見
え
候　

私
方
ハ
豊ぶ

ん
ご後

ノ
白
ニ
ハ
大
日
山

ノ
石
か
日
岡
石
ヲ
相
加
申
候

　
　

○
青
繪
具
（
江
・
紺
繪
）　
南な

ん
き
ん京
燒
の
染そ

め
つ
け付
ノ
青
繪
色
ノ
事
也

一　

唐と
う
こ
ん
じ
ょ
う

紺
青　
花
紺
青

と
もｰモ申
候

一　

南
京
上
々
染
付　

茶
碗
藥

　
　

右
等
分
極
々
細
末　

フ大

ノ
リ
ニ少
カ
ワ
入
ト
キ　

繪
か
き
申
候

　
　

○
里
（
黒
の
誤
り
）
繪
具

一　

南
京
下
ノ
呉ご

す洲
手で

藥 

五
匁

一　

銕
粉
（
銕
の
か
な
は
た
） 

拾
匁

　
　

細極
々

末
フ大

ノ
リ
ニ少

カ
ワ
入
カ
キ
申
候

―
本
燒
山
窯
・
繪
具
―

＊
本
燒
山
か
ま
繪
具
：
本
焼
・
下
絵
付
用
の
絵
具

（
釉
下
絵
具
）
で
あ
る
。
鉄
絵
（
弁
柄
・
鬼
板
）、
染
付

（
呉
須
）、
紫
・
黒
（
酸
化
マ
ン
ガ
ン
）、
釉
裏
紅
（
緑

青
）
が
あ
り
、
焼
成
後
の
呈
色
は
白
・
青
・
黒
・
柿

な
ど
で
あ
る
。

＊
白
繪
具
：
本
焼
用
白
絵
具
。
乾
山
創
意
の
白
絵

具
で
あ
る
が
、
本
格
的
に
装
飾
に
用
い
た
白
絵
具

は
乾
山
焼
以
前
に
は
な
く
、
調
合
と
手
立
て
、
装

飾
様
式
は
、
乾
山
窯
に
お
け
る
一
大
特
色
と
な
る
。

や
が
て
東
山
・
粟
田
口
焼
諸
窯
で
は
模
倣
を
開
始
。

原
料
は
粟
田
口
大
日
山
（
東
岩
倉
山
）
出
土
の
白
土

を
用
い
た
が
、
大
日
山
土
を
単
味
で
用
い
た
場
合
、

白
絵
具
は
盛
り
上
が
り
、
ハ
ネ
が
生
じ
、
色
も
純

白
に
は
な
ら
な
い
。

　

古
い
手
立
て
も
な
く
、
乾
山
は
大
日
山
白
土
に

豊
後
白
土
か
、
日
岡
石
を
加
え
る
手
立
て
を
考
案
。

焼
返
し
た
白
土
を
用
い
る
こ
と
は
素
地
と
の
密
着

を
考
慮
し
た
結
果
で
あ
る
。
盛
り
上
が
り
は
押
さ

え
ら
れ
、
色
も
純
白
。
白
絵
具
の
応
用
は
や
が
て

京
焼
諸
窯
に
波
及
す
る
が
、
装
飾
様
式
の
一
つ
と

し
て
定
着
。
土
産
物
の
製
作
な
ど
に
活
か
さ
れ
る
。

乾
山
発
案
の
白
絵
具
に
は
本
窯
、
内
窯
の
両
用
が

あ
る
。

―
絵
具
の
事
―

絵
具
は
大
別
し
て
次
の
二
種
に
別
け
ら
れ
る
。

　

本
窯
山
窯
絵
具
（
釉
下
絵
具
）

　

内
窯
・
錦
窯
絵
具
（
釉
下
・
釉
上
絵
具
）（
金
銀
泥
）

用
途
・
用
法
に
よ
っ
て
は
、

①
素
地
の
色
付
け
（
練
り
込
み
・
色
素
地
）

②
釉
薬
の
色
付
け

　
　

高
火
度
焼
成
（
青
磁
・
天
目
・
織
部
釉
な
ど
）

　
　

低
火
度
焼
成
（
三
彩
・
交
趾
・
楽
焼
な
ど
）

③
下
絵
付
：
高
火
度
焼
成

　
　

鉄
（
弁
柄
・
鬼
板
な
ど
）
：
呈
色
は
黒
色

　
　

コ
バ
ル
ト
（
呉
須
）
：
呈
色
は
青
色

　
　

銅
（
緑
青
）
：
呈
色
は
緑
色

　
　

マ
ン
ガ
ン
：
呈
色
は
紫
・
黒
色

④
上
絵
付
：
低
火
度
焼
成

　
　

顔
料
と
媒
溶
剤
（
鉛
・
ソ
ー
ダ
）
を
混
合
す
る

　

以
上
の
ほ
か
、
金
・
銀
、
金
属
酸
化
物
・
混
合

物
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、
分
量
の
割
合
・

調
合
如
何
に
よ
り
、
種
々
の
色
絵
具
、
釉
薬
の
着

色
剤
が
つ
く
ら
れ
る
。

る
か
す
：
金
・
銀
の
精
錬
作

業
「
吹
く
」『
佐
渡
銀
山
往

時
之
稼
行
絵
巻
物
』　
佐
渡
市

教
育
委
員
会

る
か
す
：
佐
渡
銀
山
「
炉
滓
」

N
akan

ash
i an

d Izaw
a 

二
〇
一
四
年

　

金
・
銀
を
精
錬
す
る
「
吹

く
」
作
業
は
、
鉛
と
と
も
に

加
熱
、
金
・
銀
と
の
鉛
合
金

を
作
る
こ
と
。
炉
に
残
っ
た

も
の
を
炉
滓
と
い
う
。

㉑

㉑

㉓

㉓

㉒

㉒

陶法伝書とその伝播(61)



　
　

○
本
燒
山
窯
ノ
器
物
燒
上
候

　

本
藥
か
ゝ
り
た
る
物
ノ
上
ニ
彩
色
ヲ
施
シ
候
方　

俗
ニ
錦＊

に
し
き
で

手　

或
ハ
金き

ん
や
き燒

な

ど
申
候　

本
燒
ノ
上
ニ
昼
候
器
ニ
ハ　

惣そ
う
じ地
へ
ニ
カ
ワ
ニ
テ
モ　

食め
し

ノ
ト
リ
湯

（
お
も
湯
）
ニ
て
も
一
返
う
す
く
ぬ
り　

カ
ハ
カ
セ　

ゑ
か
き
申
候

　
　

○
赤

　

是
ハ
仁
清
傳　

金＊
か
な
だ
ま
珠
ト
申
候

一　

上
々
弁
柄
丹
土
（
江
・
金
珠
） 

壱
匁

一　

極
白
ノ
ヒ
イ
ト
ロ 

 

弐
匁

一　

白
粉 

 

壱
匁

一　

ス
キ
ホ
ウ
シ
ヤ 

 

三
分

　
　
　

ニ
カ
ワ
斗
少
入

　
　

○
赤　
是
ハ
乾＊

山
家
法

一　

緑ろ
く
は
ん礬　

黄
色
ナ
ル
ヲ
用も

ち
う
　

水
ニ
テ
前
（
煎
）
シ　

一
フ
キ
フ
カ
セ　

絹

ニ
テ
コ
シ　

滓カ
ス

ヲ
捨す

て　

器
中
ニ
居い

サ
セ　

一
昼
夜
置お

き　

明
ク
ル
日
上う

わ
み
ず水

ヲ
捨す

て　

日
ニ
ホ
シ
カ
ハ
カ
セ

ヨ
ク
カ
ハ
キ
タ
ル
ヲ　

ス
ヤ
キ
ノ
茶
碗
か
ち
よ
く
ニ
入　

内
か
ま
ヘ　

ツ
ヨ
ク

ヤ
キ
申
候　

ヤ
キ
カ
ケ
ン
ハ
常
ノ
内う

ち
や
き燒

ノ
通と

お
り
　

色
ミ
の
窓
ゟ
火ひ

い
ろ色

の
か
け
ん
ヲ

見
候
事
内
や
き
同
断　

其
時
取
出
シ
サ
マ
シ
申
候　

赤
ク
変
申
候　

其
後
ヤ
キ

カ
ヘ
シ
タ
ル
透す

き

ホ
ウ
シ
ヤ
ヲ
マ
セ　

ヨ
ク
〳
〵
ス
リ　

極ご
く

細
末
丶　

ニ
カ
ワ

少す
こ
し
い
れ入
繪
カ
キ 

燒
申
候　

ホ
ウ
シ
ヤ
の
マ
セ
カ
ゲ
ン
ハ　

定
リ
タ
ル
分
量
ハ
無

之
候　

ヒ
タ
ト
幾い

く
た
び度
も
ヤ
キ　

コ
ゝ
ロ
ミ
燒
上　

ツ
ヤ
ノ
イ
テ
候
カ
ゲ
ン
ヲ
ヨ

シ
ト
ス
ヘ
シ　

フ
ノ
リ
ハ
不
用　

ニ
カ
ワ
少す

こ
し
い
れ
る

入

　
　

○
紺
色
繪
具

一　

白
ヒ
イ
ト
ロ 

五
匁

一　

白
粉 

弐
匁

一　

花
紺
青
（
江
・
唐
紺
青
）
弐
匁
七
分

　
　

フ少

ノ
リ　

ニ大

カ
ワ　

但た
だ

シ
ニ
カ
ワ
は
か
り
（
ば
か
り
）
も
能よ

く
お
ぼ
え
覚 

候

　
　

○
黄
色
ゑ
の
く

一　

白
ヒ
イ
ト
ロ 

拾
匁
（
江
・
五
匁
）

―
錦
手
（
金
窯
）・
繪
具
―

＊
錦
手
：
金
焼
、
赤
絵
窯
と
も
い
う
が
、
孫
兵
衛

伝
と
は
相
異
。
素
焼
を
し
、
上
薬
を
掛
け
本
焼
し

た
器
物
の
上
に
、
彩
色
絵
具
を
焼
き
付
け
る
た
め

の
窯
で
あ
る
。
低
火
度
焼
成
、
短
時
間
の
う
ち
に

絵
具
を
溶
着
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
先
ず
惣
地
に

膠
、
ま
た
米
の
炊
き
汁
な
ど
を
糊
の
よ
う
に
し
、

一
度
塗
り
、
乾
燥
さ
せ
、
そ
の
上
に
絵
を
画
く
と

述
べ
る
。
絵
具
の
密
着
、
筆
の
動
き
を
よ
く
す
る

働
き
が
あ
る
。

＊
金
珠
：
仁
清
時
代
ま
で
の
赤
色
顔
料
で
あ
る
。
弁

柄
丹
土
の
こ
と
と
さ
れ
、
丹
土
は
に
つ
ち
、
古
く

か
ら
赤
色
顔
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
縄
文
時
代

後
期
の
土
器
の
彩
色
、
古
墳
時
代
の
壁
画
に
も
使

わ
れ
た
が
、
黄
赤
色
を
帯
び
た
土
、
焼
成
に
よ
っ

て
赤
く
変
色
、
鉄
釉
、
上
絵
具
の
着
色
顔
料
と
し

て
用
い
ら
れ
る
。
顔
料
と
し
て
そ
の
性
能
を
高
め

た
も
の
が
弁
柄
で
あ
る
。
江
戸
時
代
後
期
に
は
緑

礬
を
焼
成
し
て
酸
化
鉄
と
し
た
が
、
弁
柄
は
イ
ン

ド
・
ベ
ン
ガ
ル
地
方
に
産
す
る
赤
土
で
あ
る
。
多

く
染
織
に
用
い
ら
れ
る
。

　

金
珠
は
、
乾
山
時
代
す
で
に
欠
乏
。
猪
八
時
代

に
は
な
か
っ
た
こ
と
が
『
陶
器
密
法
書
』
に
記
さ

れ
て
い
る
。
乾
山
も
赤
色
に
は
苦
心
し
た
が
、
緑

礬
を
焼
返
し
赤
色
・
絳
礬
に
成
し
て
活
用
、
緑
礬

は
硫
酸
第
一
鉄
。
少
量
の
銅
を
含
み
、
焼
く
と
赤

く
変
色
す
る
。
弁
柄
の
代
用
と
な
っ
た
が
、
こ
こ

で
は
仁
清
伝
、
乾
山
家
秘
伝
の
両
法
を
記
す
。

＊
乾
山
家
法
：
赤
絵
具
は
仁
清
伝
、
乾
山
家
秘
伝

と
も
に
述
べ
る
が
、
乾
山
は
、
赤
色
に
は
緑
礬
を

焼
返
し
て
使
用
。
方
法
は
、
黄
味
を
帯
び
た
緑
礬

を
煮
沸
、
さ
ら
し
、
絹
篩
い
に
か
け
、
水
に
浸
し
、

一
昼
夜
置
く
。
水
を
捨
て
よ
く
乾
か
し
、
素
焼
碗
・

猪
口
な
ど
に
入
れ
、
内
窯
に
て
赤
く
な
る
ま
で
強

く
焼
く
。
硼
砂
の
焼
返
し
を
加
え
て
擂
る
が
、
ふ

の
り
は
用
い
ず
、
少
量
の
膠
を
接
着
剤
と
し
て
混

入
す
る
。
艶
の
出
方
に
も
注
意
を
要
し
、
何
度
も

試
み
、
自
ら
そ
の
適
量
を
学
び
取
れ
と
教
え
る
。

緑
礬
を
焼
き
返
し
て
絳
礬
と
す
る
こ
と
は
伊
万
里

焼
（
有
田
焼
）、
柿
右
衛
門
家
の
秘
伝
と
さ
れ
る
が
、

乾
山
時
代
に
は
す
で
に
人
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ

て
い
た
か
。
紫
色
に
も
仁
清
伝
及
び
経
験
に
基
づ

く
乾
山
工
夫
の
紫
色
が
記
さ
れ
た
。

緑
礬
：
釜
を
用
い
て
緑
礬
を

焼
成
、
赤
色
絵
具
・
弁
柄
を

つ
く
る
。
成
羽
民
俗
資
料
館

柿
右
衛
門
：
色
絵
花
鳥
文
蓋

物　
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

㉔

㉔

㉕

㉕
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一　

白
粉　
　
　
　
　
　

  

四
匁
（
江
・
壱
匁
五
分
）

一　

唐
白
目
（
江
・
記
載
な
し
）
三
分
五
リ
ン

　

此こ
れ
い
ち
み

一
味
ヲ
ヨ
ク
〳
〵
ス
リ　

水
ヒ
丶　

二
色
ヲ
交　

又
〳
〵
能
々
ス
リ
ツ
カ

ヒ
申
候　

フ
ノ
リ　

ニ
カ
ワ　

等
分
ニ
入

　
　

○
紫
色
ゑ
の
く

一　

紫
ひ
い
と
ろ　
　
　

拾
匁

一　

白
粉　
　
　
　
　
　

弐
匁
（
江
・
三
匁
）

　

細
未　

フ
ノ
リ　

ニ
カ
ワ
等
分

　
　

○
紫
色　
紫
玉
な
き
時
ノ
方
也

一　

白
ひ
い
と
ろ　
　
　

捨
匁
（
江
・
四
匁
）

一　

白
粉　
　
　
　
　
　

四
匁
（
江
・
弐
分
）

一　

南
京
下
ノ
ご
す
藥　

五
分
（
江
・
壱
分
）

　

打
く
た
き　

水
ニ
入い

れ
み
も
う
し

見
申
候 

へ
ば　

赤
ク
黄
色
ナ
ル
所
有
之
候
ヲ

取と
り
あ
げ上　

ク
ダ
キ　

右
の
二
色
ニ
交
用
候　

多
ク
合
セ
候
時
モ　

同
ク
此
割
ニ
て

ま
し
て
合
申
候

　
　

○
下＊

ニ
え
が昼

ク
黒
繪
具

 
 

　
　

こ
ず
（
ご
す
の
誤
り
）
藥

    
 

　
　

銕
粉
ノ
入
方
也
（
江
・
金
ハ
タ　

南
京
）

一　

本
燒
の
下
地
ニ
用
候
黒
繪
具
ニ　

フ
ノ
リ
ハ
少　

ニ
カ
ワ
ヲ
ツ

ヨ
ク
し
て

（
葉
図
）
た
と
へ
ハ　

ケか
よ
う様

の
木
の
葉
の
し
べ
を
此
黒
ゑ
の
ぐ
ニ
て
か
き　

上
へ

一
め
ん
ニ
緑
色
の
合
ゑ
の
く
ニ
て
ぬ
り
申
候　

燒
上
り
候
へ
ば　

此
黒
の
細
ゑ

上
へ
ス
キ
申
候　

上
の
か
け
ゑ
の
く
な
く
し
て
ハ　

此
黒
ゑ
の
く
落
テ
な
く
な

り
候

　
　

○
緑
色
ノ
繪
具

一　

も
へ
ぎ
ひ
い
ど
ろ　

五
匁

一　

白
粉　
　
　
　
　
　

八
分

一　

岩
緑
青　
　
　
　
　

六
分

　
　

フ
ノ
リ　

ニ
カ
ワ　

等
分

＊
下
ニ
昼
ク
黒
繪
具
：
素
焼
後
、
上
薬
を
掛
け
る

前
に
使
う
釉
下
黒
絵
具
、
乾
山
家
の
秘
伝
で
あ
る
。

本
焼
、
内
焼
と
あ
る
が
、
仁
清
伝
の
黒
絵
具
は
本

焼
用
。
呉
須
と
鉄
粉
を
交
ぜ
た
も
の
に
、
少
量
の

ふ
の
り
、
多
め
の
膠
を
混
入
す
る
。
用
例
と
し
て
、

当
黒
絵
具
を
用
い
て
木
の
葉
の
し
べ
を
描
い
た
場

合
、
上
に
は
必
ず
釉
薬
を
塗
り
、
絵
具
を
止
め
る

必
要
が
あ
る
。
掛
薬
が
な
け
れ
ば
黒
絵
具
は
落
色
、

消
失
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

　

土
は
鉄
分
を
含
む
。
黒
絵
具
の
成
分
も
鉄
分
が

主
で
あ
る
。
焼
成
に
よ
り
鉄
分
は
土
が
吸
収
、
黒

絵
具
は
消
え
て
無
く
な
る
理
で
あ
る
が
、
釉
薬
を

用
い
て
そ
れ
を
押
さ
え
、
同
時
に
焼
成
後
、
下
の

黒
絵
具
は
線
描
と
し
て
釉
薬
の
下
に
透
け
て
見
え

る
利
点
を
具
え
る
。
鉄
分
を
含
む
も
の
同
志
、
絵

具
が
生
地
に
融
け
込
ま
ぬ
た
め
の
工
夫
で
あ
る
が
、

仁
清
焼
の
巧
み
さ
が
わ
か
り
、
九
谷
焼
も
同
じ
技

法
を
用
い
て
い
る
。
乾
山
は
そ
れ
に
も
一
工
夫
を

試
み
、
極
品
白
緑
に
ビ
ー
ド
ロ
を
混
入
、
上
薬
の

止
め
無
く
し
て
自
由
に
絵
筆
の
動
か
せ
る
絵
具
を

創
案
。
白
絵
具
と
同
様
、
こ
の
黒
絵
具
の
工
夫
こ

そ
乾
山
の
造
り
た
か
っ
た
や
き
も
の
へ
の
一
歩
で

あ
っ
た
が
、
構
想
は
光
琳
と
と
も
に
練
り
、
陶
法

は
押
小
路
焼
孫
兵
衛
の
手
ほ
ど
き
を
支
え
と
し
た
。

　

仁
清
陶
法
は
、
乾
山
窯
に
お
い
て
初
代
以
来
の

真
価
を
全
う
す
る
。
二
代
仁
清
は
茶
人
の
好
む
伝

統
を
継
続
、
さ
ら
に
琳
派
様
式
の
意
匠
に
取
り
組

む
な
ど
、
乾
山
窯
の
高
火
度
焼
成
・
色
絵
陶
に
全

力
を
注
ぐ
。

　

乾
山
焼
の
三
つ
の
柱
、
一
つ
は
茶
人
好
み
の
写

し
も
の
、
二
つ
に
流
行
と
な
っ
た
光
琳
意
匠
の
実

現
化
、
三
つ
は
既
述
の
画
讃
様
式
の
や
き
も
の
で

あ
る
が
、
陶
法
・
技
法
は
、
す
べ
て
こ
れ
ら
三
つ

の
柱
を
支
え
る
べ
く
活
用
さ
れ
た
。

　

乾
山
焼
は
土
産
も
の
に
な
り
、
乾
山
活
躍
時
代

か
ら
模
倣
が
始
ま
る
。
江
戸
へ
移
り
、
関
東
へ
と

波
及
す
る
が
、
初
代
の
薫
陶
を
受
け
た
二
代
目
猪

八
の
作
陶
以
後
、
乾
山
焼
は
形
ば
か
り
の
模
倣
と

な
る
。
伝
書
が
出
廻
り
、
作
陶
者
が
現
れ
る
。
が
、

作
品
を
作
者
の
表
徴
と
考
え
れ
ば
、
初
代
乾
山
を

超
え
る
人
間
性
、
技
術
・
才
覚
の
至
ら
な
か
っ
た

こ
と
の
証
左
と
な
る
。

右
図
文
末
拡
大
図

本
焼
の
下
地
に
用
い
る
黒
絵

具
：
仁
清
焼　

色
絵
梅
花
図

平
水
指
（
部
分
）　
石
川
県
立

美
術
館

本
焼
の
下
地
に
用
い
る
黒
絵

具
：
仁
清
焼　

色
絵
柳
橋
図

水
指
（
部
分
）
湯
木
美
術
館

本
焼
の
下
地
に
用
い
る
黒
絵

具
：
九
谷
様
式
桜
花
散
文
平

鉢
（
部
分
）
石
川
県
立
美
術
館

㉖

㉖

㉗

㉗
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○
私＊

家
傳
の
秘
藥
ニ
候
へ
共　

任
御
悃
望
丨
付
進
候

本
燒
物
ノ
上
ニ
文
字 

又
ハ
草
木 

人
物 

鳥
獣
等
ヲ
其
ま
ゝ
墨

ガ
キ
同
前
ニ
カ
キ　

上
ノ
か
け
藥
ゑ
の
ぐ
な
し
ニ　

直じ
か

ニ
く

ろ
く
燒
上
候
方　
此こ

の
て
だ
て

方
ハ
外
ゟ
習な

ら
い
え得

タ
ル
㕝
ニ
て
ハ
な
く
候　

自
然
ノ

道ど
う
り理
に
て　

毎ま
い
ど度
ノ
功こ

う
つ
も積
り
覚
タ
ル
方
ニ
て
候　

さ
れ
と
も　

中
ノ
主
藥
ノ
白

緑
ノ
善よ

し
あ
し悪
依
テ
極
り
カ
タ
（
難
）
キ
物
ニ
て　

つ
や
な
き
事
も　

又
青
ク
色
変

ス
ル
コ
ト
も
御
座
候　

先ま
ず

ハ
珎め

ず
ら
し
き

敷 

昔
ゟ
の
傳
も
な
き
事こ

と
ゆ
へ故　
丨
付
進
候　

　
　

青
白
黄
何
レ
ノ
色
ニ
て
も

一　

ひ
い
と
ろ 

拾
匁

一　

白
粉 

四
匁
（
江
・
五
匁
）

一　

白
緑
（
江
・
主
藥
ハ
岩
白
緑
） 

七
匁

　

白
緑　

岩
白
緑
と
申
候
極ご

く
ひ
ん品

ヲ
用
候　

悪あ
し

キ
白
緑
ハ　

ゴ
フ
ン
ニ
ナ
ラ
緑
青

ヲ
加
タ
ル
物
ニ
て　

用
ニ
不た

た
ず
そ
う
ろ
う

立
候　

併な
ら

ヒ
ニ
本
岩
白
緑
も　

色
黒
ク
ナ
リ
カ
ね

候
品
も
在こ

れ
あ
り之

候　

岩
白
緑
ノ
内
茶
色
ニ
見
え
候
ヲ
宜よ

ろ
し
く
ぞ
ん
じ

敷
存 

候　

花
ヤ
カ
ニ
青
キ

ハ
不よ

か
ら
ず
お
ぼ
え
も
う
す

宜
覚
申

右
極ご

く
さ
い
ま
つ

細
未　

フ
ノ
リ　

ニ
カ
ワ
等
分

　
　

○
二ふ
た
あ
い
え
の
ぐ

藍
繪
具
ノ
方　
是
モ
古こ

ら
い來
ノ
傳
ニ
ハ
ナ
キ
㕝
ニ
テ
候

　

右
ニ
記
ス
所
ノ

一　

紺
青
合
ゑ
く
ト　

緑
青
ノ
合
ゑ
の
く
ト
等
分

　

又
ハ
銘め

い
め
い々

の
物
す
き
ニ
ま
か
セ
増ぞ

う
げ
ん
あ
る
べ
く
そ
う
ろ
う
か

減
可
有
候
歟　

二
色
交　

皆
々
あ
を
き
色

故
ニ
あ
ゐ
ト
名な

づ
け付

候　

フ
ノ
リ　

ニ
カ
ワ
等
分

　
　

○
濃
緑
ノ
方

一　

右
ニ
記
ス
ル
緑
青
ノ
合
ゑ
の
く
ノ
上
へ

　

是
ニ
ハ　

色い
ろ
よ
く能
青
キ
岩
白
緑
ヲ
目め

ぶ
ん
り
ょ
う

分
量
ニ
相
加
昼
候　

緑
色
至し

ご
く極
濃こ

き

ニ
出
候

　

フ
ノ
リ　

ニ
カ
ワ
等
分　

是こ
れ
ら
の
こ
と

等
之
事　

猶な
お
こ
う
じ
ゅ
い
た
す
べ
く
そ
う
ろ
う

可
致
口
授
候

　
　

○
金＊
き
ん
や
き
つ
け

燒
付
の
方

一い
っ
さ
い切

ノ
も
や
う
何
ニ
て
も
其
品
候
ヲ
昼
候　

又
ハ
惣そ

う
じ地

ニ
ぬ

り
候
て
な
り
共と
も　
又
或あ
る
いハ
か
す
り 

雲
と
り
（
雲
ど
り
）
ニ
な
り

共　

又
細
キ
し
ベ 

つ
る
な
と
の
ほ
そ
き
類
も　

同
皆
々
ゑ
か

き
や
き
申
候　

燒
上
テ
後
ス
リ
ヌ
カ
ニ
て
ミ
ガ
キ
候

―
乾
山
陶
法
の
秘
伝
・
繪
具
―

＊
私
家
傳
：
乾
山
創
案
・
工
夫
の
土
・
絵
具
・
釉

薬
な
ど
。
乾
山
焼
以
前
に
は
な
く
、
そ
の
自
信
、

目
指
し
た
方
向
を
決
定
づ
け
た
事
柄
で
あ
る
。

　

①
紙
・
絹
上
同
様
、
土
上
に
書
・
画
、
装
飾
を

施
す
こ
と
を
可
能
に
し
た
黒
絵
具
、
白
絵
具

　

②
古
来
な
か
っ
た
紺
青
・
緑
青
を
合
わ
せ
て
作

る
二
藍
絵
具
ほ
か
、
種
々
の
色
絵
具

　

③
緑
青
の
合
わ
せ
絵
具
に
更
に
岩
白
緑
を
加
え

た
濃
緑
絵
具
な
ど

　

こ
れ
ら
全
て
は
自
然
の
道
理
に
従
っ
た
も
の
、

自
ら
苦
心
し
、
功
を
積
み
、
習
得
し
た
と
乾
山
は

述
べ
る
が
、
用
い
る
素
材
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
は
変

化
。
一
例
で
あ
る
が
、
黒
絵
具
で
も
主
薬
と
な
る

白
緑
の
質
の
善
悪
が
問
題
と
な
る
な
ど
、
そ
れ
故
、

製
作
者
の
不
断
の
努
力
が
望
ま
れ
る
と
い
う
。

　

本
焼
物
ノ
上
ニ
文
字
、
ま
た
草
木
・
人
物
・
鳥
獣

な
ど
の
図
を
紙
・
絹
上
同
様
に
描
く
こ
と
は
、
過

去
に
お
け
る
伝
承
が
な
い
。
絵
具
の
工
夫
こ
そ
は

乾
山
窯
の
秘
事
と
な
っ
た
が
、
陶
工
で
あ
り
、
教

養
人
・
文
化
人
で
あ
っ
た
乾
山
の
造
る
や
き
も
の

は
、
当
然
従
来
と
は
異
な
る
方
向
へ
と
進
む
。
受

け
身
、
従
属
的
、
賃
仕
事
の
域
を
超
え
る
が
、
仁

清
の
陶
技
、
乾
山
の
構
想
力
、
両
者
を
超
え
る
や

き
も
の
は
今
も
っ
て
生
ま
れ
て
は
い
な
い
。
表
現

上
の
技
術
の
み
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

乾
山
焼
は
形
状
に
も
特
色
が
あ
り
、
角
皿
・
色

紙
皿
・
短
冊
皿
な
ど
、
茶
碗
・
火
入
に
加
え
て
、

床
の
間
の
掛
物
を
は
じ
め
、
巻
物
・
砧
物
、
か
る
た
、

短
冊
、
扁
額
な
ど
が
、
茶
道
具
・
懐
石
道
具
の
形
態
・

意
匠
と
し
て
畳
の
上
に
移
さ
れ
た
。

＊
金
燒
付
：
陶
器
に
用
い
る
金
泥
・
銀
泥
の
焼
付
・

手
立
て
を
い
う
。
乾
山
は
金
泥
を
各
種
文
様
、
惣

地
塗
り
、
か
す
り
・
雲
と
り
、
草
花
の
蘂
・
蔓
な

ど
に
活
用
、
焼
成
後
に
は
糠
を
用
い
て
磨
き
艶
を

出
す
と
い
う
。

本
焼
物
ノ
上
ニ
文
字
又
ハ
草

木
人
物
鳥
獣
ヲ
其
ま
ゝ
墨
書

同
前
ニ
カ
ク
黒
絵
具
：
乾
山

焼　

色
絵
薔
薇
図
茶
碗

旧
毘
沙
門
堂

本
焼
の
上
に
用
い
る
黒
絵

具
：
乾
山
焼　

色
絵
紅
葉
文

水
指　
フ
リ
ア
美
術
館　

㉘

㉘

㉙

㉙

(64)



一　

金
の
消し
ょ
う
で
い
泥　
　
　
　

壱
分
（
江
・
壱
匁
）
き
し
り
粉
ハ
不
用
候

一　

上
々
透す
き

ホ
ウ
シ
ヤ　

三
厘
（
江
・
弐
分
）

　

江＊
え
ど
お
も
て

戸
表　

ゑ
の
く
店
ニ
有
之
金
泥
ハ　

本
繪
ノ
紙し

け
ん絹
ニ
繪
か
き
候
ニ
遣
候
て

ハ
能よ

く

候
へ
共　

陶
器
ノ
燒や

き
つ
け付
ニ
ハ
不な

ら
ず成
候　

金＊
き
ん
ぱ
く
薄
ヲ
調と

と
の
え

　

手て
ま
え前
ニ
テ
消
シ
申
ゟよ

り

外
な
く
候　

京
ニ
て
求
候
て
も
同
前
ニ
候　

然し
か
れ
ど
も
共　

京
東ひ

が
し
の
と
う
い
ん

洞
院 

二
条
ノ
北
ニ　

昔
よ
り
ノ
金
泥
も
キ＊

シ
リ
粉
も
賣う

り

候
家
ニ
テ　

消け
し
う
り賣
候 

尤も
っ
と
も
よ
ろ
し
く

宜 

御
座
候　

其
家

ニ
ハ
桜
ノ
木
数あ

ま
た多
植う

え
お
き置　

花
ノ
比こ

ろ

ハ
京
都
ノ
人
〳
〵
見
物
ニ
立た

ち
よ
り寄
候
家
ニ
て　

名
ハ
庄し

ょ
う
ざ
え
も
ん

左
ヱ
門
ト
申
候
と
覚
申
候　

東
洞
院
二
条
ゟ
北
丸ま

る
た
ま
ち

太
町
迠
（
迄
）
ノ
間

東
側
北き

た
よ
り寄
の
家
ト
覚
申
候　

然
共
私
数す

ね
ん年
江
戸
ニ
罷ま

か
り
あ
り
有 

候
故ゆ

え　

何
と
て
其
所
モ

か
ハ
リ
候
か
不
存
候　

唯た
だ

手
前
ニ
テ
消
シ
候
が
よ
く
御
座
候

　

○
蓬＊

ほ
う
し
ゃ
砂
ノ
事　

京
東ひ

が
し
や
ま
の
あ
た
り

山
邊　

又
京
都
所と

こ
ろ
ど
こ
ろ

々 

ニ
て
金
燒
付
致
候
ハ　

蓬
砂
ヲ
土ど

器き

ニ
入
燒
カ
ヘ
シ　

不の
こ
ら
ず残
ハ
ゼ
候
ヲ
用
候　

其
子し

さ
い細
ハ　

金
泥
ウ
ス
ク
ゑ
か
き

候
て
も
よ
く
つ
や
出
候
故　

金
の
少
ク
入
候
様
ノ
手テ

ダ
テ段
ニ
テ　

ホ
ウ
シ
ヤ
ヲ
燒や

き

返か
え
し 

申
候　

夫そ
れ
ゆ
え故　

年
月
か
さ
な
り
候
へ
ば　

金
の
色
皆
々
は
げ
申
候　

ホ
ウ

シ
ヤ
ノ
精せ

い
り
ょ
く

力 

ヲ
ヤ
キ
ツ
ク
シ
金
ニ
交ま

ぜ

候
故　

一い
っ
た
ん旦

ハ
其
余よ

き氣
ニ
テ
付
タ
ル
㕝
ナ

カ
ラ　

後
ニ
ハ
金
色
な
く
な
り
候　

金
て
い
ヲ
燒
付
候
㕝　

ホ
ウ
シ
ヤ
一い

ち
み味

ノ

精
力
ニ
候
所
ヲ　

肝か
ん
よ
う要
ノ
物
ノ
精
力
ヲ
ヤ
キ
ス
テ
タ
ル
故　

は
げ
失
候
事　

当

然
ノ
理
ニ
御
座
候　

私
ノ
方
ニ
ハ
蓬
砂
ヲ
其
ま
ゝ

生ま
な

ニ
テ
交ま

ぜ　

燒
返
不
申
候
故　

い
つ
ま
て
も
本
の
ま
ゝ
ニ
テ
在
之
候　

ホ
ウ
シ

ヤ
交
候
て　

常
ノ
泥
ヲ
ケ
シ
候
時
ノ
コ
ト
ク
脂ゆ

び
（
指
）
ニ
テ
数
返
ケ
シ　

ニ
カ

ワ
マ
セ
遣
候
時
も　

本ほ
ん
え
し

繪
師
ノ
遣
方
ト
同
様
ニ
丶　

仕し
ま
い舞
ニ
ハ
ヤ
キ
付
置
候
か

　

又
ハ
水
ヲ
は
り
置お

き

候
か　

本
ゑ
の
仕
方
ノ
通と

お
り

 

ニ
致
候

　
　

○
銀＊
ぎ
ん
で
い
の
や
き
つ
け

泥
燒
付

一　

銀
で
い　
　
　
　
　

壱
匁

一　

生な
ま

ノ
透す
き

ホ
ウ
シ
ヤ　

八
分

　

右
銀ぎ

ん
で
い泥
ハ　

何い
ず
れ
の
く
に

國 

ノ
商
店
ニ
テ
求
候
て
も　

燒
付
の
用
ニ
ハ
曽

か
つ
て
も
っ
て
ま
か
り
な
ら
ざ
り

以
不
罷
成

候　

京
ノ
東
洞
院
ノ
泥
も
銀
ノ
方
ハ
不よ

か
ら
ず宜
候　

一い
っ
け
つ
し
て

決
丶
手
前
に
て
消
シ
遣

つ
か
い
も
う
さ
ず

不
申

候
て
ハ　

用
ニ
不
立
候　

金
銀
燒
付
ノ
ゑ
ニ　

フ
ノ
リ
ハ
用
不
申
候　

本
繪
ノ

如ご
と

ク　

ニ
カ
ワ
斗ば

か
り

 

ニ
て
と
き

か
き丨
申
候　

併あ
わ
せ
て

 
銀
泥
ノ
燒
付
ハ　

別べ
っ
し

 

て
六む

ず
か
し
く

ケ
敷
候

　

燒
上
候
後
も　

地
ニ
し
み
の
や
う
な
る
も
の
出
候
事
有こ

れ
あ
り之

候　

多
ク
ハ
手
前

ニ
ハ
銀
ノ
や
き
付
ヲ
不い

た
さ
ず致

候

＊
江
戸
表
ゑ
の
く
店
：
学
問
・
文
芸
の
習
得
を
志

し
、
絵
画
を
学
ぶ
子
弟
も
増
加
。
江
戸
の
町
に
も

絵
具
、
画
材
な
ど
を
扱
い
、
や
き
も
の
材
料
を
商

う
店
が
処
々
に
現
れ
る
。

　
『
陶
磁
製
方
』を
受
理
し
た
大
川
顕
道
は
手
控
『
陶

器
傳
書
』
に
文
具
・
漆
工
、
や
き
も
の
に
関
し
『
樂

燒
秘
嚢
』『
百
工
秘
術
』『
万
宝
全
書
』
な
ど
の
抜

萃
を
書
写
し
て
い
る
。
乾
山
を
佐
野
へ
の
招
く
た

め
の
準
備
に
は
、
内
窯
、
素
焼
製
品
を
購
入
。
材
料
・

顔
料
・
絵
具
他
を
商
う
江
戸
店
名
も
記
録
す
る
な

ど
、
両
国
橋
吉
川
町
・
と
し
ま
町
弐
町
め
北
が
わ
・

日
本
橋
四
丁
め
東
が
わ
ほ
か
、
ビ
ー
ド
ロ
細
工
所

な
ど
の
所
在
も
確
認
で
き
る
。

＊
金
薄
：
金
彩
を
施
す
た
め
に
は
金
箔
を
貼
り
付

け
る
・
金
泥
を
焼
き
付
け
る
な
ど
の
方
法
が
あ
る
。

　

江
戸
に
移
り
す
で
に
数
年
が
経
過
、
乾
山
は
町

売
り
の
金
・
銀
に
関
し
、
多
く
は
紙
絹
・
絵
画
用

で
あ
り
、
陶
器
の
焼
付
に
は
不
適
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
。
京
都
に
は
東
洞
院
二
条
北
側
に
庄
左
ヱ
門

の
商
う
店
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
適
す
る
と
は
言

え
ず
、
終
局
自
ら
調
整
す
る
こ
と
が
最
良
と
い
う
。

硼
砂
と
同
様
、
指
で
数
回
つ
ぶ
す
こ
と
を
教
え
る

が
、
終
局
、
絵
師
の
用
い
る
通
り
に
す
る
こ
と
が

好
し
と
い
う
。

＊
キ
シ
リ
粉
：
金
襴
手
な
ど
の
装
飾
に
用
い
た
金
粉

の
削
り
屑
。
錦
窯
で
焼
き
上
げ
た
赤
絵
の
上
に
膠
を

塗
り
乾
燥
、
金
泥
・
金
箔
を
置
き
、
そ
れ
を
ヘ
ラ
先

で
引
っ
掻
く
が
、
そ
の
掻
き
取
っ
た
金
彩
の
屑
。

＊
蓬
砂
：
硼
砂
。
金
泥
の
焼
付
に
は
艶
出
し
、
接

着
剤
と
し
て
硼
砂
を
用
い
る
が
、
磁
器
で
は
伊
万

里
焼
、
陶
器
で
は
仁
清
焼
が
早
い
。

＊
銀
泥
：
金
彩
と
同
じ
技
法
。
が
、
銀
は
酸
化
し

易
く
、
発
色
は
鈍
く
、
し
み
の
よ
う
に
見
え
る
こ

と
か
ら
乾
山
窯
で
は
用
い
な
い
と
い
う
。

　

金
の
焼
き
付
け
は
、
京
焼
で
も
行
う
が
、
高
価
な

金
を
少
な
く
す
る
た
め
、
用
い
る
硼
砂
を
焼
き
返
し

て
使
用
す
る
。
金
泥
を
薄
く
塗
る
工
夫
で
あ
る
が
、

焼
返
し
て
は
硼
砂
の
精
力
が
弱
く
な
り
、
金
彩
は
一

旦
は
良
く
と
も
時
を
経
て
変
色
、
剝
げ
落
ち
る
。
仁

清
・
乾
山
は
生
硼
砂
を
使
用
。
金
泥
は
厚
く
塗
る
こ

と
に
な
る
が
、
金
彩
の
色
合
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

銀
泥
は
何
処
で
求
め
て
も
不
適
で
あ
る
。
京
都

の
庄
左
ヱ
門
店
も
不
可
で
あ
り
、
自
分
で
消
す
こ

と
が
第
一
と
い
う
。

銀
泥
の
し
み
：
仁
清
焼　

色
絵
藤
花
文
茶
壷
（
部
分
）　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館　

㉚

㉚

㉛

㉛

陶法伝書とその伝播(65)



右＊

条
々
は　

本ほ
ん
や
き
や
ま
が
ま
と
う
き

燒
山
窯
陶
器　

地じ
づ
ち土　

上う
え
の
か
け
ぐ
す
り

ノ
掛
藥　

ス
ヤ
キ

已い

ご後
の
繪え

の
ぐ具　

本
窯
ヨ
リ
燒
出
候
上
ニ　

色
々
燒
付
候
繪
具

方　

茶ち
ゃ
い
れ入　

茶ち
ゃ
わ
ん碗　

其そ
の
ほ
か外
数
品
の
器
ノ
か
け
藥
の
方　

御お
む
ろ室

燒や
き
も
の
し

物
師
仁に
ん
せ
い清　

受ず
り
ょ
う領
ハ
墅田
々
村
播は
り
ま
だ
い
じ
ょ
う

磨
大
掾
方
ゟ
相
傳
候 

諸
方

　

又
愚ぐ
せ
つ拙
累る
い
ね
ん年
工
夫
の
上
撰え
ら

ミ
出
候
方
共　

今
こ
ん
ぱ
ん
ご
こ
ん
も
う
に
お
う
じ

般
應
御
悃
望

逐ち
く
い
ち一
尹
記
か
き
し
る
し
ふ
ぞ
く
せ
し
め

令
附
属 

候　

御＊
ご
か
ん
げ
き

閑
隙
の
節せ
つ　

御お
ん
も
て
あ
そ

翫 

ヒ
の
一
助
ニ

成な
り
そ
う
ら

候 

ハ
　ゝ

可こ
う
じ
ん
と
な
す
べ
く

爲
幸
甚 

候　

頓と
ん
じ
ゅ首

　
　
　

元げ
ん
ぶ
ん文
二
年

　
　

巳み

九
月
十
一
日　

乾
山
七
十
五
翁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㴱
省
（
花
押
）
爾
字
型

　
（
白
紙
）

　
　
　

内＊
う
ち
が
ま
や
き
と
う
き
の
こ
と

窯
燒
陶
器
之
事

異い
ち
ょ
う朝

の
人
ヨ
リ
相
傳
候
方
の
由
承う

け
た
ま
わ
り
お
よ
び

及 

候　

最
初
京
押お

し
の
こ
う
じ

小
路
高た

か

倉く
ら

ニ
一い
ち
も
ん
じ
や
す
け
ざ
え
も
ん

文
字
屋
助
左
衛
門
ト
申
候
者
の
家か
で
ん傳
ニ
て
数
代
燒
候

　

樂ら
く
や
き燒　

其そ
の
ほ
か外

粟あ
わ
た
ぐ
ち

田
口　

清き
よ
み
ず
ざ
か

水
坂　

又
ハ
御お

む
ろ室

仁に
ん
せ
い
や
き

清
燒　

京

北
菩ミ
ゾ
ロ
イ
ケ

薩
池
燒
な
ど
ゟよ
り

前
ニ
燒や
き
は
じ初
メ
候
由　

其
余
流
今い
ま
も
っ
て
以 

交カ
ウ

趾チ

燒
ヲ
寫う
つ
し

 

タ
ル
器き
ぶ
つ物　

花
樹　

生
類
等
ヲ
地じ
も
ん紋
ニ
堀ほ
り

（
掘
）　

緑
色　

黄　

紫
の
色
繪
ヲ
付つ
け

タ
ル
器
有
之
候　

私
乾
山
ニ
て

内
燒
致
候
方
ハ　

右
一
文
字
屋
ノ
親し
ん
る
い類
ニ
て
弟で

し子　

粟あ
わ
た
ぐ
ち

田
口

蹴け
あ
げ上

ノ
水
ノ
邊
ニ
居お

り
も
う
し

申 

候
孫＊

ま
ご
べ
へ（
え
）

兵
衛
ト
申
候
者
ヲ　

私
方
ニ

抱か
か
え
お
き
置　

則す
な
わ
ち

 
押
小
路
燒
傳
の
藥　

ゑ
の
く
ノ
方
ヲ
習し
ゅ
う
と
く
得 

申

候　

其
藥
方
ヲ
用
候
て　

道
具
の
形　

模も
よ
う様
等
ヲ　

私　

其そ
の
う
え上

同
名
光＊

こ
う
り
ん

琳 
ニ
相
談
候
て　

最
初
之
繪
ハ
皆み

な
み
な々

光
琳
自

筆
ニ
畵
申
候　

干い
ま
に今

繪
之
風
流
規き

ぼ模
ハ
光
琳
こ
の
ミ
置
候

通と
お
り

 

ヲ
用　

又
ハ
私
新し

ん
い意

ヲ
も
相あ

い
ま
じ
え

交　

愚ぐ

し子
猪＊

い
は
ち八

ニ
傳つ

た
え

　

唯た
だ
い
ま今

ハ
京
鴨か
も
が
わ川
ノ
東
聖＊
し
ょ
う
ご
い
ん

護
院
宮
様
御
門も
ん
ざ
か
い
境
ニ
て　

本ほ
ん
や
き
う
ち
や
き
と
も

燒
内
燒
共

相あ
い
つ
と
め
ま
か
り
あ
り

勤
罷
有 

候

＊
右
条
々
：
本
焼
山
窯
地
土
・
釉
薬
、
素
焼
後
の

下
絵
付
・
上
絵
付
、
茶
入
・
茶
碗
、
そ
の
他
乾
山

は
仁
清
伝
の
陶
法
を
受
理
。
一
世
を
風
靡
し
た
仁

清
焼
直
属
の
窯
で
あ
る
こ
と
を
強
調
、
特
筆
す
る
。

＊
御
間
隙
の
節
御
翫
ヒ
の
一
助
：
本
焼
仁
清
伝
、

内
焼
孫
兵
衛
伝
、
乾
山
積
年
の
工
夫
に
よ
る
乾
山

伝
の
陶
法
を
記
し
、
御
間
隙
の
節
・
御
弄
び
の
一

助
と
す
る
な
ど
、
言
葉
遣
い
も
丁
寧
で
あ
り
、
趣

味
人
、
数
寄
者
宛
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

―
内
窯
燒
陶
器
の
こ
と
―

＊
内
窯
燒
：
祖
を
唐
人
伝
承
の
交
趾
焼
と
す
る
押

小
路
焼
の
陶
法
。
余
流
は
今
以
っ
て
続
く
と
し
、

歴
史
は
楽
・
粟
田
口
・
清
水
坂
・
仁
清
・
菩
薩
池

焼
よ
り
古
い
と
述
べ
る
。

＊
孫
兵
衛
：
内
窯
は
低
火
度
焼
成
、
主
に
鉛
釉
陶
を

焼
く
窯
。
日
本
で
は
桃
山
期
天
正
年
間
（
一
五
七
三

―
九
二
）
押
小
路
焼
一
文
字
屋
助
左
衛
門
に
始
ま
る

と
す
る
。
乾
山
窯
の
工
人
孫
兵
衛
は
一
文
字
屋
の

親
族
、
弟
子
で
あ
り
、
乾
山
窯
と
の
歴
史
上
の
繋

が
り
を
述
べ
る
。
本
窯
は
仁
清
焼
二
代
清
右
衛
門

（
生
没
年
不
詳
）、
内
窯
は
孫
兵
衛
（
生
没
年
不
詳
）
の

担
当
で
あ
り
、
画
讃
様
式
は
、
光
琳
及
び
渡
邊
氏

の
作
画
、
画
題
・
讃
は
乾
山
の
選
択
と
し
て
、
成
形
・

絵
具
・
焼
成
は
孫
兵
衛
の
指
導
に
よ
る
。

＊
光
琳
（
一
六
五
八
―
一
七
一
六
）
：
乾
山
実
兄
。
絵

師
、
漆
芸
・
染
織
の
意
匠
家
で
あ
っ
た
。
乾
山
窯

創
始
に
当
た
り
乾
山
と
と
も
に
構
想
を
練
り
、
表

現
内
容
・
形
式
・
様
式
ほ
か
、
初
期
に
お
い
て
は

絵
付
を
担
当
。
風
流
、
規
模
は
乾
山
窯
の
商
標
と

し
て
存
続
す
る
。
乾
山
焼
は
二
代
尾
形
猪
八
が
踏

襲
、
猪
八
は
二
代
仁
清
の
子
で
あ
っ
た
が
、
血
縁

で
な
く
と
も
生
涯
苦
楽
を
と
も
に
で
き
る
人
物
と

見
極
め
、
養
子
に
貰
い
受
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
つ
に
仁
清
家
へ
の
報
恩
の
道
で
あ
っ
た
と
も
推

考
で
き
る
。

＊
猪
八
：
乾
山
焼
二
代
尾
形
猪
八
（
生
没
年
不
詳
・

作
品
か
ら
延
享
年
間
の
活
動
）。
二
代
仁
清
・
清
右
衛

門
の
子
。
光
琳
庶
子
小
西
彦
右
衛
門
（
一
七
〇
〇
―

五
二
）
親
類
書
に
は
「
従
弟
尾
形
伊
八
郎
」
と
あ
り
、

作
品
銘
か
ら
延
享
頃
の
活
躍
を
推
定
す
る
。
聖
護

院
に
は
九
点
の
猪
八
作
品
が
伝
世
。
猪
八
独
自
の

様
式
は
惣
地
ぬ
り
、
楽
焼
に
白
絵
を
入
れ
る
こ
と
、

乾
山
様
式
の
簡
略
化
に
窺
わ
れ
る
。

白
紙

下
図
33　

日
付
・
乾
山
銘
全
体
頁

下
図
36　

全
体
頁　
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33

33

34

34

35

35

36
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○
内＊

窯
器
物
ニ
造
リ
候
土
の
事

一　

内
窯
ニ
て
燒や
き
だ
し出
候
器
物
の
土
ト
テ　

別
ニ
ハ
無こ
れ
な
く之
候　

本
燒
山
か
ま
ノ
器
物
ニ
造
リ
候
土
ヲ　

其そ
の
ま
ま侭
用
候
故　

更さ
ら

ニ

尹
付
候
ニ
ハ
不
及
候　

惣そ
う
じ

 

て
何
國
の
土
ニ
て
も
内
か
ま
の
器

ニ
ハ
成な

り
も
う
し

申 

候　

其
土
ノ
性
弱ヨ

ハ
ク

　

本
燒
窯
ニ
て
ハ
潰ツ

イ
エ候

事
も
候

故　

本
燒
土
ハ
土
ノ
強ケ
ウ

柔ヂ
ウ

吟

ツ
ヨ
キ
ヨ
ハ
キ

味
致
試
ミ
燒
候
へ
共　

内
か
ま

ハ
火
勢
柔
弱
ニ
候
故　

常
の
土
器
類
同
前
ニ
御
座
候　

夫そ
れ
ゆ
え故

何
國
ノ
土
ヲ
も
用
候

　
　

○
内＊

窯
燒
上
ノ
掛か
け
ぐ
す
り
藥 

ノ
方

一　

白
粉　
　
　
　
　
　

百
目

一　

日
岡
石　
　
　
　
　

四
十
め　
小
か
ま
な
ら
ハ
卅
五
匁
ニ
て
も

　

フ
ノ
リ
斗ば

か
り

 

交ま
じ
え

 

か
け
申
候　

最
初
の
合あ

わ
せ
よ
う
様　

藥
ノ

か
け
様　

フ
ノ
リ
の
交
か
げ
ん
各
口
授
在
之

　
　

京＊

樂
燒
ノ
家
ニ
テ
燒
出
候
様よ
う
な
る成 

赤
白
藥
ハ

一　

白
粉　
　
　
　
　
　

百
日

一　

白
ひ
い
と
ろ　
　
　

卅
五
匁
（
江
・
五
匁
）

一　

目
岡
石　
　
　
　
　

二
十
五
匁
（
江
・
拾
五
匁
）

　
　
　

右
之
通
承
り
傳
候

樂
燒黒藥

ノ
方
事　

私
承う
け
た
ま
わ
り
お
よ
び

及 

た
る
義
も
候
へ
と
も　

京
樂
燒
の
家

ハ
千せ
ん
の
り
き
ゅ
う
こ
じ

利
休
居
士 

宗そ
う
え
き易

ノ
時
ゟ　

数す
だ
い代

連れ
ん
め
ん綿

致い
た
し

　

今い
ま
も
っ
て
や
き

以
燒 

候

古こ
ら
い來
ゟよ
り

の
寸
法
ノ
茶
碗　

其
外
ノ
茶ち
ゃ
き器　

生し
ょ
う
る
い
類 

ノ
形　

香こ
う
ろ爐

彼か
れ
こ
れ是

数あ
ま
た多

ノ
品
々
相あ

い
つ
た
わ

傳 

り
候
家
ニ
て
候　

燒
出
候
藥
ノ
色
ハ

大お
お
か
た形 

赤 

黒
ニ
限
り　

色い
ろ
し
な品

す
く
な
き
家か

ぎ
ょ
う業 

ニ
候
所

私
其
方て
だ
てヲ
寫
出
候
事　

人に
ん
じ
ょ
う
情 
薄ウ
ス

キ
様
ニ
存
候
故　

黒
ノ
方

尹
付
不
申
候　

其
上　

樂
燒
師
ハ
一い
ち
に
ゅ
う
入 

ト
申
候
者
ヨ
リ
已い
ら
い來

悃こ
ん
い意
ニ
申は
な
し
も
う
し

談　

候
故　

猶な
お
も
っ
て
以 

先
方
障サ
ハ

り
な
り
候
事
ハ　

如い
か
が何

ニ
存
候

＊
聖
護
院
宮
様
：
猪
八
時
代
は
公
寛
法
親
王
弟
中

御
門
天
皇
第
三
皇
子
忠
誉
法
親
王
が
門
跡
。
第
二

皇
子
は
公
遵
法
親
王
、
公
寛
の
後
継
者
で
あ
る
。

乾
山
と
公
寛
、
猪
八
と
忠
誉
法
親
王
の
繋
が
り
か
。

―
内
窯
・
土
、
掛
藥
、
繪
具
―
―

＊
内
窯
燒
の
土
：
内
窯
は
火
勢
も
弱
く
本
窯
用
は

勿
論
の
こ
と
、
大
方
の
土
は
使
用
可
能
で
あ
る
。

内
窯
用
と
し
て
特
別
の
土
は
な
く
、
本
窯
は
火
勢

も
強
く
、
土
の
性
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。

＊
内
窯
燒
上
ノ
掛
藥
：
掛
薬
は
上
薬
。
単
に
釉
薬

と
も
い
う
。
内
窯
で
は
鉛
釉
が
主
体
で
あ
り
、
白

粉
（
鉛
白
）・
日
岡
石
（
珪
酸
）
を
合
わ
せ
た
も
の
が

基
本
で
あ
る
。
鉛
が
珪
酸
を
溶
か
し
ガ
ラ
ス
と
す

る
が
、
器
物
の
表
面
を
覆
う
皮
膜
を
つ
く
り
、
皮

膜
は
器
物
の
強
度
を
増
し
、
汚
れ
を
防
ぎ
、
色
や

艶
を
与
え
る
。
着
色
顔
料
に
反
応
し
色
釉
に
な
る

が
、
酸
化
銅
で
は
緑
色
・
酸
化
鉄
で
は
褐
色
・
酸

化
コ
バ
ル
ト
で
は
藍
色
・
マ
ン
ガ
ン
で
は
紫
色
。

高
火
度
焼
成
に
は
、　

　

長
石
釉
（
乳
濁
性
・
貫
入
、
志
野
焼
な
ど
）

　

石
灰
釉
（
透
明
性
・
光
沢
が
あ
り
、
染
付
釉
と
も
）

　

灰
釉
（
草
木
灰
が
主
原
料
、
木
灰
・
藁
灰
な
ど
）
他

低
火
度
焼
成
に
は
、

　

鉛
釉
（
透
明
・
光
沢
、
上
絵
具
の
材
料
と
も
な
る
）

　

錫
釉
（
乳
濁
性
・
錫
白
釉
）

　

ソ
ー
ダ
釉
（
世
界
最
古
、
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）　

＊
京
樂
燒
ノ
家
：
京
都
樂
焼
本
家
に
伝
わ
る
赤
・

白
釉
薬
を
い
う
。
乾
山
は
楽
焼
に
関
す
る
詳
細
を

避
け
る
が
、
楽
焼
は
桃
山
時
代
、
千
利
休
（
一
五
二
二

―
九
一
）
の
創
意
に
基
づ
き
生
ま
れ
た
茶
陶
で
あ
る
。

中
国
河
南
地
方
、
素
三
彩
の
技
法
を
基
に
す
る
が
、

低
火
度
焼
成
、
軟
質
陶
器
、
茶
碗
製
作
を
第
一
と

し
た
。
手
捏
ね
、
黒
・
赤
主
体
の
釉
薬
、
一
碗
ご

と
を
窯
に
入
れ
焼
成
。
伝
統
は
今
日
へ
と
続
く
。

　

乾
山
は
樂
家
と
は
四
代
当
主
一
入
（
一
六
四
〇

―
九
六
）
以
来
懇
意
で
あ
っ
た
。
一
入
の
養
子
宗

入
（
一
六
六
四
―
一
七
一
六
）
は
父
宗
謙
末
弟
三
右
衛

門
の
子
で
あ
り
、
乾
山
と
は
従
兄
弟
で
あ
っ
た
が
、

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
五
代
樂
家
を
継
承
、
宝
永

五
年
（
一
七
〇
八
）
剃
髪
・
隠
居
を
す
る
。
乾
山
と

の
交
流
は
不
明
で
あ
る
が
、
往
来
は
あ
っ
た
も
の

と
推
測
す
る
。
人
情
の
薄
い
事
態
を
避
け
る
こ
と

は
当
然
の
思
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。

京
都
大
学
病
院
校
内
遺
跡

A
E
1
9
区　
聖
護
院
窯
跡

右
遺
跡
に
出
土
し
た
乾
山
焼

（
猪
八
「
乾
山
」
銘
が
多
い
）

猪
八　

瑠
璃
釉
一
六
弁
菊
花

紋
章
水
指　
聖
護
院 

37
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39

39
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＊
黒
燒
：
楽
焼
・
黒
茶
碗
の
こ
と
で
あ
る
。
製
作

の
依
頼
は
乾
山
窯
に
も
あ
る
と
い
う
が
、
乾
山
は

楽
焼
な
ら
ば
利
休
以
来
の
歴
と
し
た
伝
統
を
も
つ

本
家
に
頼
み
、
正
真
正
銘
の
本
物
を
手
に
入
れ
る

こ
と
を
勧
め
る
。
歴
史
の
あ
る
家
柄
、
製
品
や
様

式
に
は
そ
の
家
の
み
の
決
ま
り
が
あ
る
。
模
倣
す

る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
と
乾
山
は
述
べ
る
が
、
発

掘
調
査
で
は
僅
か
な
が
ら
鳴
滝
窯
址
か
ら
楽
焼
陶

片
が
出
土
し
た
。
陶
工
と
し
て
試
作
の
経
験
は
あ

っ
た
も
の
か
と
考
え
る
が
、
天
保
頃
に
は
乾
山

百
回
忌
と
し
て
鳴
滝
山
の
土
を
用
い
て
追
福
香
合

一
〇
〇
個
を
造
る
な
ど
、
同
所
に
は
他
者
の
出
入

り
も
認
め
ら
れ
、
確
か
な
こ
と
は
解
ら
な
い
。

―
内
窯
繪
具
―

＊
内
窯
繪
具
：
低
火
度
焼
成
、
鉛
を
主
成
分
と
し

た
絵
具
。
遡
れ
ば
奈
良
三
彩
に
至
り
、
孫
兵
衛
伝

と
な
る
が
、
乾
山
は
新
た
に
白
・
黒
絵
具
に
は
ビ

ー
ド
ロ
を
活
用
、
短
時
間
の
う
ち
に
溶
着
、
透
明

感
の
あ
る
絵
具
を
工
夫
す
る
。
惣
地
塗
り
、
書
・

画
を
描
く
画
讃
様
式
の
絵
具
と
し
て
活
用
し
た
。

＊
白
繪
具
：
白
絵
具
は
、
乾
山
以
前
に
は
調
合
は

も
と
よ
り
、
使
用
方
法
、
装
飾
様
式
な
ど
の
前
例

は
な
く
、　

乾
山
焼
以
来
東
山
諸
窯
で
は
即
そ
れ
を

模
倣
す
る
。
が
、
焼
成
後
一
様
に
、
白
絵
具
は
ハ

ネ
上
が
り
、
盛
り
上
が
る
な
ど
好
ま
し
く
な
い
。

　

仁
清
伝
に
は
ビ
ー
ド
ロ
入
り
・
な
し
の
処
法
が

あ
る
。
が
、
同
じ
く
両
者
と
も
に
ハ
ネ
上
が
り
が

生
じ
、
乾
山
は
そ
れ
を
防
ぐ
べ
く
豊
後
の
極
白
土

を
加
え
る
こ
と
を
工
夫
す
る
。
白
絵
具
は
火
勢
に

よ
っ
て
変
化
が
起
り
、
少
し
で
も
火
が
不
充
分
で

あ
れ
ば
ハ
ネ
上
が
る
な
ど
、
窯
焚
き
、
火
勢
の
調

節
に
は
口
伝
を
要
し
た
。

＊
火
打
石
：
石
英
質
の
石
。
江
戸
期
、
水
戸
火
打

石
は
茨
城
県
那
珂
郡
山
方
町
浜
辺
か
ら
産
出
。

＊
塩
氣
：
焔
硝
は
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
。
火
薬
の
原
料

で
あ
る
。
ビ
ー
ド
ロ
の
な
い
場
合
に
使
用
す
る
が
、

土
器
に
入
れ
、
温
め
含
ま
れ
る
塩
分
を
取
る
と
い

う
。
水
戸
火
打
石
は
珪
石
で
あ
り
、
日
岡
石
と
同

じ
役
割
を
す
る
。

＊
は
ね
上
り
：
剝
が
れ
る
。
亀
裂
の
生
ず
る
こ
と
。

素
地
と
の
密
着
が
悪
く
、
収
縮
率
に
問
題
が
あ
る
。

＊
黒
繪
具
：
呉
須
に
鉄
粉
を
交
ぜ
る
が
、
本
焼
・

内
焼
と
も
に
使
用
で
き
る
。
乾
山
は
加
え
て
独
自

の
黒
絵
具
を
考
案
す
る
。

内
窯
絵
具
赤
：
「
尚
古
・
陶

隠
」
印

人
々
私
方
へ
黒＊

燒
ノ
器
ヲ
た
の
ミ
來
候
へ
共　

利
休
以
來
相そ
う

傳で
ん

ノ
家
ノ
外
ニ
て
御
求
候
事　

不ま
さ
ら
ざ
る
勝 

事
ニ
候　

其そ
の
ま
ま侭
樂
燒
方

ニ
て
正
真
ヲ
求も
と
め
ら
れ

被
申
候
様
ニ
と
申
候
て　

干い
ま
に今

黒
燒
不つ

か
ま
つ
ら
ず

仕 

候

　
　

○
内＊

窯
ゑ
の
く
ノ
方

一　

白＊

ゑ
の
く
ハ

　
　

白し
ろ
が
ら
す

硝
子　

 

百
目

　
　

白
粉 

弐
拾
目
（
江
・
三
十
め
）

　
　

白ヤ
キ
カ
ヘ
シ土　

　
　

 

五
十
目

　
　

右
極
細
末
石い

し
う
す臼
ニ
テ
水み

ず
び
き挽
ニ
丶
居
サ
セ　

フ
ノ
リ 

ニ
カ
ワ
等
分

　
　

○
又
白
ゑ
の
く
一
方

　
　

白
フ
ン 

卅
五
匁

燵
か  

水
戸

＊
ヒ
ウ
チ

穟石
（
燧
）
石 

三
十
め

　
　

炎
硝 

十
一
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

少
土スヤ
キ器
ニ
テ
ア
タ
ゝ
め
塩＊

氣
ヲ
ト
リ

三さ
ん
し
ょ
く
あ
わ
せ

色
合　

掛か
け
め目

七
十
六
匁
也　

此こ
の
は
ん
げ
ん

半
減
白
土
ヲ
三
十
八
匁
入　

合あ
わ
せ
て
い
し
う
す

石
臼 

ニ
テ
ヒ

キ
居　

フ
ノ
リ　

ニ
カ
ワ
等
分
ニ

此
両
方
ハ　

白
繪
燒
上
候
後
は＊

ね
上あ

が

り
候
故　

年
來
工
夫
ノ

上
調ち
ょ
う
ご
う
合 

致
候　

窯
燒
候
剋と
き 

口く
で
ん
こ
れ
な
く

伝
無
之
て
ハ
不か
な
わ
ぬ叶
事
ニ
御
座

候　

少す
こ
しニ
て
も
火か
せ
い勢
タ
リ
不
申
候
て
ハ　

は
ね
上
り
申
候

　
　

○
黒＊

繪
具
ノ
方

一　

南
京
染
付
呉
洲
藥　
　

 

五
匁　

一　

銕
粉
（
江
・
銕
の
か
な
は
た
） 

十
匁　
極
々
細
末　

水
ヒ

　
　
　

フ
ノ
リ　

ニ
カ
ワ
等
分

　
　

本
燒
繪
具
ノ
黒
ト
同
事
也

　
　

○
赤　
か
き
色
也

一　

山
黄
土
ニ

　
　

弁べ
ん
が
ら
た
ん
ど

柄
丹
土
カ　

緑
ハ
ン
ノ
燒や

き
か
え
し
返 
シ 
絳ゴウ
ハ
ン
ヲ　

少す
こ
し
く
わ
え

加　

色
ニ
マ
シ
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
カ
キ

40

40

41
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フ
ノ
リ
ニ
カ
ワ
等
分

　
　

○
緑＊

ハ

（
上
）
此
方
ハ　

山
か
ま
物
ノ
錦に

し
き
で手
燒
ニ
も
宜よ

ろ
し
く

 

候
て 

遣つ
か
い

 

候　

　
　

白
粉　
　

 

十
匁

　
　

日
岡
石　

 

三
匁
五
分　
又
ハ
四
匁
ニ
て
も

　
　

緑
青　
　
　

 

壱
匁
二
分

　
　

 

岩
緑
青
ニ
て
も　

又
白
緑
ニ
て
も　

又
ハ
奈
良
緑
セ
ウ
ニ
て
も

　
　

○
紺＊

ハ

　
　

白
フ
ン 

十
匁

　
　

日
岡
石 

三
匁
五
分

　
　

花
紺
青
（
江
・
唐
紺
青
） 

六
匁

　
　

 　

フ少

ノ
リ　

ニ大

カ
ワ

　
　

○
紫＊

は

　
　

白
粉 

十
匁

　
　

日
岡
右 

三
匁
五
分
（
江
・
四
匁
）

　
　

南
京 

五
分

　
　
　

呉
州
藥
ノ
内　

赤
ク
柿
色
ニ
見
え
候
ヲ
用　

フ
ノ
リ　

ニ
カ
ワ
等
分

　
　

○
黄＊

は

　
　

白
粉 

十
匁

　
　

日
岡
石 

三
匁
五
分
（
江
・
四
匁
）

　
　

唐
白
目 

三
分

　
　

 　

フ
ノ
リ　

ニ
カ
ワ
等
分

　
　

○
二＊
ふ
た
あ
い
藍

　
　
大 

こ
ん
の
合
ゑ
の
く
ト 
合

　
　
小 

緑
の
合
ゑ
の
く
ト 

　
　
　

フ
ノ
リ　

ニ
カ
ワ
等
分

＊
緑
：
緑
色
も
、
黒
絵
具
同
様
、
本
焼
上
絵
具
・

錦
手
と
し
て
も
使
用
で
き
る
。
顔
料
は
岩
緑
青
、

白
緑
青
、
奈
良
緑
青
、
い
ず
れ
を
用
い
て
も
よ
い

と
い
う
。

＊
紺
：
花
紺
青
は
、
発
色
の
鮮
や
か
な
ス
マ
ル
ト

（
回
青
）
を
い
う
。
呉
須
の
う
ち
で
も
上
絵
付
に
は

発
色
の
よ
い
花
紺
青
を
使
用
す
る
。

＊
紫
：
ビ
ー
ド
ロ
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
呈
色
剤

で
あ
る
南
京
呉
須
は
赤
く
柿
色
に
み
え
る
も
の
が

適
す
る
と
い
う
。

　

呉
須
は
、
中
国
景
徳
鎮
窯
で
は
青
料
と
称
し
、

黒
緑
色
、
光
沢
の
あ
る
も
の
を
上
等
と
す
る
。

　

探
索
者
は
浙
江
省
紹
與
・
金
華
の
山
中
に
入
り
採

取
す
る
が
、
こ
こ
で
は
黒
黄
色
、
円
く
大
形
の
も

の
を
選
択
、
余
分
な
土
を
取
り
去
り
、
窯
の
底
に

砂
を
敷
き
、
そ
の
砂
中
に
埋
め
て
三
日
ほ
ど
熱
し
、

水
簸
し
て
初
め
て
売
り
も
の
に
な
る
と
い
う
（『
陶

冶
図
説
』）。
強
火
に
耐
え
な
い
も
の
は
下
等
品
と
し

て
選
別
す
る
が
、
専
門
の
絵
具
屋
が
お
り
、
全
て

は
彼
ら
の
裁
量
に
任
せ
ら
れ
る
。
良
否
は
光
沢
と

色
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
さ
れ
、
発
色
が
韮
の
葉
に

似
る
韮
采
邊
は
清
く
鮮
や
か
色
合
い
と
な
る
こ
と

か
ら
、
精
良
の
器
物
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
。

　

絵
具
は
如
何
よ
う
の
も
の
で
あ
れ
、
必
ず
よ
く

よ
く
擂
り
、
極
め
て
細
末
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

特
に
磁
器
で
は
鮮
や
か
さ
が
求
め
ら
れ
、
専
門
の

工
人
が
ど
ろ
ど
ろ
に
な
る
ま
で
擂
り
続
け
る
な
ど

一
ヵ
月
を
か
け
る
と
い
う
。

＊
黄
：
顔
料
は
唐
白
目
で
あ
る
。
唐
白
目
は
酸
化

ア
ン
チ
モ
ン
の
通
称
、
日
本
で
は
伊
予
白
目
が
知

ら
れ
る
。

＊
二
藍
：
乾
山
独
自
の
工
夫
で
あ
る
が
、
調
合
し

た
紺
絵
具
に
、
調
合
し
た
緑
絵
具
を
交
ぜ
、
ふ
の

り
・
膠
を
等
分
に
入
れ
る
。

　

一
般
に
は
白
素
地
に
コ
バ
ル
ト
な
ど
青
色
絵
具

を
用
い
て
絵
付
、
そ
の
上
に
透
明
釉
薬
を
掛
け
て

還
元
焼
成
し
た
も
の
を
藍
絵
と
い
う
が
、
乾
山
は

紺
色
、
緑
色
絵
具
を
合
わ
せ
、
新
た
に
二
藍
絵
具

を
考
え
出
し
た
。

42
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陶法伝書とその伝播(69)



　
　

○
濃＊

緑
ハ

常
ノ
通と

お
り

 

ニ
合あ

わ
せ

 

タ
ル
緑
ゑ
の
く
ニ　

上
々
ノ
白
緑
ヲ
少す

こ
し
ま
ぜ
も
ち
い

交
用 

候
ヘ
ば　

色
濃こ

ク

燒
申
候　

交ま
ぜ

か
げ
ん
ハ　

御お
ん
こ
こ
ろ
み
な
ら
れ

試
被
成
候
上
ニ
て　

御お
ん
さ
だ
め
な
ら
る
べ
く

定
可
被
成
候　

　
　

内
燒
物
惣＊
そ
う
じ
ぬ

地
塗
り
藥
ノ
方
共
也

　

是
ハ
私
頃け

い
ね
ん年
合
候
方
共
也

一　

惣
白
地
ハ　

右
ニ
丨
付
候
白
ゑ
の
く
ヲ　

ス
ヤ
キ
後
惣

　
　
フ
ノ
リ　

ニ
カ
ワ
等
分 

地
へ
ぬ
り
申
候

一　

鼠ね
ず
み
い
ろ
じ

色
地
ハ　

右
白
ゑ
の
く
藥
へ
黒
ノ
合
ゑ
の
く
ヲ
交
候

　
　
フ
ノ
リ　

ニ
カ
ワ
等
分 

 

交
か
け
ん
ハ
好
ム
所
ニ
可ま

か
す
べ
し

任

尤も
っ
と
も
の
う
た
ん
あ
る
べ
き
な
り

可
有
濃
淡
也

一　

桃
色
地　
　

右
ノ
白
ゑ
の
ぐ
ニ
弁
柄
丹
土
ノ
上
々
ヲ
少

　
　
フ
ノ
リ　

ニ
カ
ワ
等
分 

 

交
申
候　

又
緑
ハ
ン
ノ
ヤ
キ
カ
ヘ

シ
（
絳ゴ
ウ

ハ
ン
）
ニ
テ
も
交
カ
ケ
ン
（
加

減
）
ハ
鼠
色
ノ
如
シ

一　

う
す
柿
地
ハ
右
の
白
ゑ
の
く
ノ
内
へ
山や
ま
お
う
ど

黄
土
少
交
申
候

　
　
　

フ
ノ
リ　

ニ
カ
ワ
等
分 

但
丹た

ん
ど土

も
緑
ハ
ン
も
不い

れ
ざ
る入

ガ
ヨ
ク
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

此
う
す
か
き
ハ　

ゑ
の
う
ち
ニ
も
遣つ

か
い申
候

一　

う
す
も
へ
き
地
ハ 

右
の
白
ゑ
の
く
ノ
内
へ
緑
青
ノ
合 

　
　
フ
ノ
リ　

ニ
カ
ワ
等
分 

 

ゑ
の
く
ヲ
交
候　

交
カ
ケ
ン
ハ

見
合

一　

う
す
あ
さ
ぎ
ハ 

右
之の

白
ゑ
の
ぐ
ニ
紺
ノ
合
ゑ
の
く

　
　
フ
ノ
リ　

ニ
カ
ワ
等
分 
ヲ
少
交
申
候

44

＊
濃
緑
：
常
の
調
合
し
た
緑
色
絵
具
に
、
少
量
の

上
々
白
緑
を
交
ぜ
る
。
白
緑
は
岩
緑
青
、
天
然
の

炭
酸
銅
で
あ
る
が
、
和
絵
具
の
原
料
で
あ
り
、
色

加
減
は
試
し
て
判
断
せ
よ
を
い
う
。

―
内
燒
物
惣
地
塗
り
―

＊
惣
地
塗
り
：
素
地
に
緑
・
黄
・
紫
な
ど
の
鉛
釉

を
惣
掛
け
す
る
技
法
で
あ
る
。
交
趾
焼
に
代
表
さ

れ
る
が
、
押
小
路
焼
孫
兵
衛
か
ら
伝
授
さ
れ
、
乾

山
は
永
年
の
経
験
に
よ
り
合
わ
せ
方
に
工
夫
を
凝

ら
す
。
乾
山
焼
の
伝
世
作
品
は
少
な
い
が
、
猪
八

作
品
に
見
ら
れ
る
。

　

鉛
は
珪
酸
を
溶
か
し
、
透
明
、
光
沢
の
あ
る
釉

薬
と
な
る
。
色
釉
は
そ
れ
に
着
色
剤
を
入
れ
て
つ

く
る
が
、
酸
化
銅
を
交
ぜ
緑
色
、
酸
化
鉄
を
入
れ

褐
色
、
マ
ン
ガ
ン
は
紫
色
、
酸
化
コ
バ
ル
ト
は
藍
・

青
色
を
呈
す
る
。
坩
堝
に
入
れ
て
溶
融
、
急
冷
、

粉
末
に
し
て
白
玉
（
フ
リ
ッ
ト
）
に
す
れ
ば
、
溶
媒

剤
と
な
り
、
上
絵
具
の
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

　

白
絵
具
を
基
準
と
し
て
、
素
焼
後
施
す
乾
山
焼

の
惣
地
塗
り
に
は
、

　

白
一
色
に
よ
る
惣
白
地

　

白
絵
具
に
黒
を
交
ぜ
た
鼠
色
地

　
　
　
　
　

弁
柄
丹
土
・
絳
礬
を
交
ぜ
た
桃
色
地

　
　
　
　
　

山
黄
土
を
交
ぜ
た
薄
柿
色
地

　
　
　
　
　

緑
青
を
交
ぜ
た
薄
萌
黄
色
地

　
　
　
　
　

紺
絵
具
を
交
ぜ
た
薄
浅
葱
色
地

な
ど
が
あ
る
。

　

白
絵
具
を
混
ぜ
な
い
薄
紫
色
・
薄
黄
色
・
樺
色

も
あ
る
。

惣
白
地
：
乾
山
焼　

烏
丸
亜
相

光
廣
卿
和
歌
短
冊
皿　
静
嘉
堂
文

庫
美
術
館

桃
色
絵
具
：
乾
山
焼　

色
絵

立
葵
図
土
器
皿
（
部
分
）　

鐵
竹
堂
瀧
澤
記
念
館

44

4445

45

(70)



一　

う＊

す
紫
う
す
黄
色
ノ
惣
ぬ
り
ハ

　
　

白
ゑ
の
ぐ
ニ
交
候
ニ
不お
よ
ば
ざ
り
及　

も
や
う
ヲ
よ
の
ゑ
の
く
ニ

　
　

て
ゑ
か
き
た
る
間
ヲ　

右
二
色
ノ
合
ゑ
の
く
ニ
て
ぬ
り

　
　

埋う

メ
申
候　

惣
地
ヘ
ハ
白
ゑ
の
く
ヲ
一
二
返
も
ぬ
り
候

　
　

て
置
候　
フ
ノ
リ
ニ
カ
ワ
等
分

一　

又
カ＊

バ
色
ト
も
可
申
候
歟

　
　

白
粉
五
匁　
　
　
　

日
岡
石　

弐
匁
七
分

　
　

弁
柄
丹
土　
　
　
　

三
匁

　
　

右
三
色
ヲ
ヨ
ク
ス
リ　

フ
ノ
リ
ニ
カ
ワ
等
分
ニ
ま
セ

　
　

 

惣
地
ヘ
ヌ
リ　

上
ニ
ゑ
ヲ
先
白
ニ
て
何
に
て
も
ゑ
か
き

其
上
ヲ
色
々
ゑ
の
く
ニ
て
い
ろ
と
り
申
候

一　
惣＊

地
黒
地
ぬ
り
ハ

　
　

 

ス
ヤ
キ
物
ノ
上
へ
白
ゑ
の
ぐ
ヲ
一
ヘ
ン
ヌ
リ　

其
上
へ

黒
ノ
合あ
わ
せゑ
の
ぐ
ヲ
二
返
む
ら
の
な
き
や
う
に
よ
く
ヌ
リ

候
て　

ヨ
ク
干ほ
し

候
て　

可か
く
べ
し丨 

昼
形

え
の
か
た
ち

 

ヲ
白
繪
具
ニ
て
一

返
か
き
候
て　

其
上
へ
夫そ
れ
ぞ
れ〳

〵
の
形
ニ
應お
う
じ

 

テ
色
々
ゑ
の

く
ヲ
用　

彩さ
い
し
ょ
く
も
う
し

色
申 

候　
　

文
字
ハ
白
ニ
て
丨
候
が
宜
候

右
尹
付

か
き
つ
け
そ
う
ろ
う
ぶ
ん

候
分
ハ　

皆み
な
み
な
う
ち
が
ま
や
き

々
内
窯
燒　

樂ら
く
や
き
な
ど

燒
等
の
方て

だ
て

　

累
る
い
ね
ん
し
ゅ
う
と
く

年
習
得

候
分　

又ま
た
は
じ
こ
く
ふ
う
を
も
っ
て
や
き
い
だ
し
そ
う
ろ
う
て
だ
て
と
も

ハ
自
己
工
夫
ヲ
以
燒
出
候
方
共　

不の
こ
ら
ず
ご
う
ま
つ
ち
く
い
ち

残
毫
末
逐
一

令か
き
し
る
せ
し
め
そ
う
ろ
う
お
わ
ん
ぬ

昼
記
候
畢

　
　

元げ
ん
ぶ
ん文

二
年
巳み

　
　
　
　

九
月
十
ニ
日　

京＊
け
い
ち
ょ
う

兆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乾＊
け
ん
ざ
ん
と
う
こ
う

山
陶
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紫し
す
い
ろ
う
じ
ん

翠
老
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㴱し
ん
せ
い省

（
花
押
）
爾じ

の
じ
が
た

字
型

＊
う
す
紫
・
う
す
黄
色
の
惣
ぬ
り
：
白
絵
具
を
交

ぜ
る
必
要
は
な
い
が
、
代
わ
り
に
素
地
に
一
、二
回

白
絵
具
を
塗
る
。
他
の
絵
具
を
用
い
て
文
様
を
描

き
、
そ
の
間
々
、
惣
地
を
う
す
紫
・
う
す
黄
色
絵

具
で
埋
め
る
。

＊
カ
バ
色
：
樺
色
。
赤
味
を
帯
び
た
黄
色
。
素
地

に
惣
塗
り
す
る
が
、
文
様
を
入
れ
る
場
合
は
、
先

ず
白
絵
具
を
置
き
、
そ
の
上
に
絵
を
描
き
彩
色
を

す
る
。

＊
惣
地
黒
地
ぬ
り
：
黒
惣
地
塗
り
に
は
最
も
乾
山

ら
し
い
特
色
が
窺
わ
れ
る
。

　

①
素
焼
後
、
先
ず
白
絵
具
を
総
体
に
一
度
塗
る
。

　

②
次
い
で
黒
の
合
わ
せ
絵
具
を
斑
な
く
二
度
塗

り
、
よ
く
乾
か
す
。

　

③
そ
こ
へ
書
な
り
、
文
様
な
り
を
白
絵
具
を
用

い
て
描
く
。

　

④
文
様
は
色
絵
具
を
用
い
て
そ
の
上
に
彩
色
。

こ
の
場
合
、
地
は
黒
色
で
あ
る
。
文
字
は
白
絵
具

が
良
い
と
述
べ
る
が
、
作
例
と
し
て
『
源
氏
物
語
』

「
夕
顔
巻
」・
夕
顔
図
茶
碗
が
伝
世
す
る
。

　

黒
地
に
は
既
述
の
通
り
下
に
白
絵
具
が
塗
ら
れ

て
い
る
。
色
に
深
み
が
加
わ
り
、
闇
夜
を
表
現
。
花

は
白
色
、
花
芯
は
黄
色
、
葉
・
蔓
は
緑
色
。
同
じ

く
下
に
は
白
絵
具
を
置
く
が
、
画
題
・
構
図
・
構
成
・

陶
法
が
巧
み
に
融
合
。
文
芸
を
理
解
、
そ
れ
を
陶

に
お
い
て
表
現
す
る
が
、
陶
工
・
工
人
の
域
を
超

え
た
構
想
で
あ
り
、
色
彩
、
形
状
、
陶
技
・
陶
法

を
合
わ
せ
た
趣
向
は
、
伝
書
の
記
述
そ
の
ま
ま
に

現
れ
る
。
デ
ザ
イ
ン
と
は
何
か
。
陶
画
と
は
何
か
。

江
戸
に
お
け
る
絵
画
活
動
も
影
響
を
与
え
た
も
の

と
考
え
る
。

＊
京
兆
：「
み
や
こ
」
出
自
の
自
負
を
込
め
た
も
の
。

「
紫
翠
」
は
比
叡
山
・
鴨
川
を
表
徴
、
山
紫
水
明
を

誇
る
京
都
の
美
景
、
乾
山
の
心
情
を
反
映
す
る
。

＊
乾
山
陶
工
：
累
年
の
積
み
重
ね
に
よ
り
習
得
し

た
陶
工
と
し
て
の
誇
り
を
表
示
。
実
践
、
習
練
の

末
に
、
至
り
得
た
乾
山
の
陶
技
・
陶
法
を
表
明
す
る
。

　

本
焼
山
窯
・
内
焼
・
楽
焼
の
手
立
て
の
ほ
か
、

自
己
工
夫
を
以
っ
て
焼
き
出
し
た
全
て
を
、
逐
一

書
き
記
し
伝
え
る
と
い
う
。

「
元
文
丁
巳
年
重
陽
後
二

日
」：
乾
山
焼　

色
絵
松
桜
図

鮑
貝
形
皿　
鐵
竹
堂
瀧
澤
記
念

館

46

46

47

47
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京
都
本
家
樂
燒　

黒
藥
之
法

一
京
加
茂
川
黒
石　
　
　

百
匁

一
ヒ
イ
ド
ロ　
　
　
　
　

五
十
匁　

　
　

但
シ
白
ニ
て
も
青
ニ
而
も

　
　

〆
弐
色

右
能
細
末
い
た
し
ふ
の
り
ニ
而
解
キ
五
七
偏マ

マ

あ
つ
く

か
け
候　

そ
れ
ゆ
へ
内
釜
之
火
加
減
ニ
而
ハ
中
〳
〵

燒
不
申
ニ
付　

火
随
分
強
ク
ふ
い
ご
ニ
て
や
き
申
候

　
　

手
前
作
ニ
て　

瀬
戸
織
部
燒　

黒
茶
碗
引

　
　

出
シ
手
と
申
藥
ノ
法
様　

考
候
て
拵
候
覚

一
水
下
レ　

此
匁
三
百
卅
三
匁
三
分　

壱
升

一
木
ノ
灰　

此
匁
弐
百
八
十
八
匁　

壱
升
弐
合

一
銕
粉　

此
匁
六
十
匁　

五
勺

〆右
ハ
本
か
ま
燒
之
法
也　

内
燒
ニ
テ
ハ
出
來
不
申
候

　

右
之
法
懸
ケ
匁
ニ
直
候
丨
付
又
印
申
候

一
水
下
レ　
　
　
　
　
　

壱
〆
匁
ニ
候
ハ
ん

一
木
灰　
　
　
　
　
　
　

八
百
六
十
四
匁

一
銕
粉　
　
　
　
　
　
　

百
八
十
匁

〆右
ハ
少
々
杯
合
申
度
時
分
ニ
ハ
は
か
り
め
ニ
て
い
た

し
度
故
如
此
ニ
候

484950

京
兆
尾
形
乾
山
翁
陶
器
伝
書
ハ　

下
毛
佐
野
の
住
門
人

大
川
氏
え
伝
へ
た
る
も
の
に
し
て　

燒
物
三
四
点
と
元

文
以
来
持
伝
へ
た
る
処　

栃
木
町
大
川
峯
三
郎
氏
之
手

に
得
た
る
を
求
む
る
も
の
也

　

明
治
四
拾
壱
年
八
月　

鐵
竹
堂
主
人
記

　

一
陶
器
伝
書
壱
冊　
　
　
　
　
　

左
丘
○

　

一
梅
蘭
水
仙
画
香
炉
蓋
附　
　
　

予
禾
○

　

一
鮑
貝
形
松
桜
画
菓
子
皿　
　
　

耳
左
○

　

一
丸
形
夏
山
水
画
菓
子
皿　
　
　

丘
○

（
付
箋
張
込
書
付
）

　
　

水
下
レ
壱
貫
匁
ハ　

升
め　

三
升
也

　
　

灰
三
百
六
拾
匁
ハ　

升
匁　

壱
升
五
合
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

灰
五
合
ニ
當
ル

銕
粉
六
十
匁
ハ　

升
匁
五
勺
也
（
水
た
れ
一
升
之
壱
勺

六
才
六
六
ニ
當
ル

〆　

但
シ
水
下
壱
合
卅
二
匁
二
分
ニ
當
ル　

灰
ハ
壱
合

甘
四
匁
ニ
當
ル　

銕
粉
壱
合
百
廿
匁
ニ
當
ル　

残
各
土

一
合
廿
九
匁
七
分

（
付
箋
張
込
書
付
）

　
　

茶
入
藥　
　
　
　

手
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
百
卅
三
匁
三
分

　
　

水
下
十
盃　
　
　

水
下
壱
升

　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
百
八
十
八
匁

　
　

灰
十
ニ
盃　
　
　

灰
壱
升
二
合　

六
十
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　

銕　

五
勺

い
ら
ほ

　
　

山
科
藤
尾
十
盃　

い
ら
ほ
八
盃

　
　

灰　
　

八
盃　
　

茶
入
十
盃

　
『
陶
磁
製
方
』
巻
末
に
残
る
覚
書
で
あ
る
。

　

手
控
と
比
較
、
大
川
顕
道
筆
と
判
断
す
る
が
、
楽

焼
・
黒
薬
の
調
合
、
製
法
な
ど
、
乾
山
が
伝
書
に
避

け
た
事
項
を
記
す
。
試
み
と
あ
る
が
、
作
品
は
何
も

残
ら
ず
、
自
ら
作
陶
す
る
こ
と
は
如
何
で
あ
っ
た

か
。
比
較
と
し
て
瀬
戸
引
き
出
し
黒
の
処
法
も
述
べ

る
が
、
楽
焼
黒
も
瀬
戸
黒
茶
碗
も
、
焼
成
中
、
時
を

見
計
ら
い
、
窯
か
ら
引
き
出
し
急
激
に
冷
却
。
そ
の

温
度
差
が
漆
黒
色
、
艶
の
美
し
さ
を
引
き
出
す
な
ど
、

色
見
の
折
り
に
生
じ
た
発
見
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
。

裏
表
紙

　

上
段
覚
書
に
次
ぐ
筆
記
で
あ
る
。
銘
記
が
あ
り
、
明

治
四
一
年
八
月
、
瀧
澤
家
鐵
竹
堂
主
人
筆
。『
陶
磁
製

方
』
は
下
毛
佐
野
の
住
人
大
川
氏
に
伝
承
、
栃
木
町
大

川
峯
三
郎
の
手
を
経
て
同
家
に
入
っ
た
た
こ
と
が
分

明
す
る
。
三
点
の
や
き
も
の
、三
枚
の
素
焼
皿
が
付
随
、

全
て
は
瀧
澤
家
の
所
蔵
で
あ
る
。

『
陶
磁
製
方
』
巻
末
・
付
箋

484950
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51

52

52
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１
、
乾
山　
江
戸
作
品

色
絵
桔
梗
形
鉢

色
絵
夏
木
立
図
皿

鐵
竹
堂
瀧
澤
記
念
館

色
絵
松
桜
図
鮑
貝
形
皿

鐵
竹
堂
瀧
澤
記
念
館

色
絵
梅
蘭
水
仙
図
火
入

鐵
竹
堂
瀧
澤
記
念
館

　

享
保
頃
よ
り
江
戸
に
は
各
窯
業
地
か
ら
陶

工
が
移
住
。
乾
山
も
洗
練
さ
れ
た
京
焼
陶
法

を
江
戸
の
工
人
に
伝
え
る
が
、
上
図
は
最
晩

年
、
乾
山
の
江
戸
、
佐
野
に
お
け
る
作
品
で

あ
る
。
年
代
・
年
齢
・
製
作
場
所
な
ど
を
銘

記
。
京
都
押
小
路
焼
の
伝
統
、
低
火
度
焼
成

の
陶
法
を
基
盤
と
し
、
入
谷
窯
の
素
地
、
他

窯
の
既
成
素
地
な
ど
を
応
用
、
独
自
の
色
彩

感
覚
に
基
づ
き
案
出
し
た
色
絵
具
を
活
用
す

る
。
琳
派
様
式
の
絵
付
、
得
意
の
書
な
ど
、

長
年
に
わ
た
り
培
っ
た
陶
工
の
技
量
を
発
揮
。

江
戸
で
は
寛
永
寺
領
内
入
谷
村
の
窯
と
工
房
、

次
郎
兵
衛
、
久
作
な
ど
の
陶
工
も
お
り
、
専

門
的
な
環
境
の
も
と
製
作
し
た
。

　

栃
木
・
佐
野
で
は
、
同
地
の
数
寄
者
を
中

心
と
し
た
席
焼
で
あ
る
。
社
交
、
娯
楽
の
一

端
で
あ
っ
た
が
、
讃
・
落
款
な
ど
に
よ
り
、

そ
の
交
流
、
集
い
の
趣
き
な
ど
が
推
測
で
き

る
。乾
山
は
陶
技
を
披
露
。書
画
を
描
く
な
ど
、

筆
を
執
る
。
が
、
地
方
に
お
け
る
趣
味
者
の

集
ま
り
、
焼
成
作
業
は
難
航
し
た
か
。
絵
具

の
溶
解
、
釉
薬
の
む
ら
、
焼
け
損
じ
な
ど
の

失
敗
が
み
ら
れ
る
。
顕
道
の
手
控
に
は
同
折

の
記
録
は
皆
無
で
あ
る
。『
陶
磁
製
方
』
も
受

理
し
た
が
、
果
た
し
て
そ
の
理
解
・
活
用
は

如
何
で
あ
っ
た
か
。
刊
行
物
か
ら
の
抜
萃
・

書
写
な
ど
、
文
化
人
と
し
て
知
識
の
蓄
積
を

楽
し
ん
だ
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

乾
山
晩
年
の
作
陶
は
京
都
時
代
の
集
大
成

で
あ
る
。
江
戸
で
は
画
人
と
し
て
も
活
動
し

た
が
、
磨
い
た
色
彩
感
覚
、
デ
ザ
イ
ン
の
面

白
さ
が
現
れ
る
。

色
絵
和
歌
十
体
短
冊
皿

東
京
国
立
博
物
館

銹
絵
馬
図
茶
碗

出
光
美
術
館

色
絵
薔
薇
図
茶
碗

旧
毘
沙
門
堂 

色
絵
独
楽
香
合

フ
リ
ア
美
術
館

色
絵
栗
鉢

２
、
乾
山　
佐
野
作
品

陶法伝書とその伝播(73)



『
陶
器
傳
書
』　
大
川
顕
道

―
乾
山
関
係
の
記
述
―

　
左
図
は
『
陶
器
傳
書
』
の
乾
山
関
係

事
項
で
あ
る
（
以
下
同
じ
）。

　

乾
山
抔
ハ　
茶
碗
一
つ
や
き
く
ら

ひ
ニ
候
得
ハ　

内
釜
外
釜
ノ
間　

ゆ

び
三
つ
た
け
明
申
候　

又
鴻
池
や
吉

右
衛
門
抔
ハ　

弐
寸
く
ら
ひ
明
申
候

其
家
の
秘
伝
に
て
や
き
候
得
共　

内

釜
ふ
と
こ
ろ
せ
ま
く　

火
の
き
つ
き

は　

や
き
様
が
御
座
候　

内
釜
大
キ

ク　

火
つ
よ
く
な
く　

心
長
く
や
き

候
ハ　

慥
ニ
出
来
申
候
（
以
下
略
）

『
陶
器
傳
書
』
大
川
顕
道

　

乾
山
燒
秘
傳
武
刕
ゟ
申
来
ル

　
　
　

上
藥

一　

唐
ノ
土　

百
匁

但
し
火
ニ
入
見
候
得
ハ　

赤
ク
色

変
シ
申
候
を
用
申
候　

火
ニ
入
候

テ
モ
其
ま
ゝ
ニ
而　

色
赤
ノ
不
変

ハ
悪
シ
不
用

　

京
山
科
邊

一　

日
岡
石　

三
十
五
匁
ゟよ

り

　
　
　
　
　
　

三
十
七
八
匁
迄

右
弐
色　

合
様
好
ニ
而　

水
コ
シ

ニ
シ
テ
一
夜
置　

上
水
を
能
滴
ミ

フ
ノ
リ
ニ
交
セ
用
申
候　

口
傳

　
　
　

赤
繪
具

一　

黄
土　

常
ノ
繪
具
ニ
用
申
候

也
ふ
の
り
ニ
て
ト
ク　

右
ハ
一
味

ニ
て
用　

〆

　
　
　

黒
繪
具

一　

主
藥　

茶
碗
藥
也 

三
匁

一　

銕
粉　
　
　
　
　

 

拾
匁 

〆

　
　
　

白
繪
具

　

高
原
白
土
也

一　

主
藥　

拾
五
匁

　
　

硝
子　

卅
匁
上
に
弐
十
匁

一　

白
フ
ン
五
分
上
ニ
壱
匁
五
分

右
極
細
末
シ　

フ
ノ
リ
能
々
漉
し

　
　
　

藍ア
イ

一　

紺
青
ノ
合
藥　

一　

緑
青
ノ
合
藥
等
分
合
也

〆
　
　
　

濃コ
イ
ミ
ト
リ
翠

一　

紺
青
ノ
合
藥

　
　

白
緑
ヲ
少
シ
交
申
候

〆右
燒
物
繪
具
不
勝　

終
何
も
口
授

秘
而
他
見
有
間
敷
候

　
　

壬
九
月
廿
二
日　

乾
山

　

元
文
貳
年
巳
九
月
乾
山
初
而
左

野
へ
罷
り
下
り
候
節　

す
や
き
下

地　

江
戸
入
谷
村
久
作
方
へ
誂
候

　

代
付
ノ
覚

一　

筒
方
茶
碗
大
小
四
拾
六
つ

　
　

十
五
文
づ
ゝ
代
銭
六
百
九
文

一　

杉
形
茶
碗
三
拾
弐
つ
十
三
文

　
　

づ
ゝ
代
四
百
拾
六
文

一　

大
丸
指
見
皿
四
十
弐
枚
廿
文

　
　

づ
ゝ
代
八
百
四
拾
文

　

底
ニ
筋
有

一　

 

中
土
器　

五
十
枚
拾
文
づ
ゝ

代
五
百
文　

但
し
手
塩
皿
成

り

一　

 

小
土
器　

三
拾
枚
八
文
づ
ゝ

代
弐
百
四
十
文 

但
し
手
塩
皿

な
り

て
交
入
申
候　

下
地
は
ス
燒
ノ
物

ニ
て
モ　

生
ノ
物
ニ
て
モ　

無
差

別
用
申
候

　
　
　

紺

一　

は
な
紺
青　

六
匁

一　

唐
土　
　
　

拾
匁

一　

日
岡
石　
　

三
匁
五
分

〆　

但
シ
フ
ノ
リ
ニ
カ
ハ
ニ
交
申
候

　
　
　

緑

一　

岩
緑
青　
　

壱
匁
三
分

一　

唐
土　
　
　

拾
匁

一　

日
岡
石　
　

三
匁
五
分

〆　

但
ふ
の
り
ニ
カ
ワ
ニ
交
申
候

　
　
　

黄
色

　

是
ハ
唐
の
し
ろ
め

一　

主
藥　
　
　

三
分

一　

唐
土　
　
　

拾
匁

一　

日
岡
石　
　

三
匁
五
分

〆　

ふ
の
り
ニ
カ
ハ
ニ
ま
セ
申
候

　
　
　

紫

　

茶
碗
藥
也

一　

主
藥　
　
　

六
分

一　

唐
土　
　
　

拾
匁

一　

日
岡
石　
　

三
匁
五
分

〆　

ふ
の
り
ニ
カ
ハ

　
　
　

薄
赤

一　

黄
土
ニ
黒
谷
ノ
白
土
を
交
申

候　

又
黒
谷
ノ
サ
ヤ
土
ニ
テ
も　

〆　

ふ
の
り
ニ
カ
ワ

一　

こ
う
ば
こ　

七
つ
十
弐
文
づ
ゝ

　
　

代
八
十
四
文

一　

こ
か
し
入　

八
つ
八
文
づ
ゝ
代

　
　

六
十
四
文

一　

か
づ
ら
立  

九
つ
拾
文
代
九
十
文

一　

同
小　

五
つ
八
文
代
四
拾
文

一　

あ
ん
か
う
火
入　

弐
つ
卅
弐
文

　
　

代
六
十
四
文

一　

筒
火
入
三
つ　

廿
五
文
代

　
　

七
十
五
文

一　

水
次　

壱
つ
代
四
十
八
文

一　

八
角
皿　

拾
壱
つ　

卅
文

　
　

代
三
百
卅
文　

但
し
繪
皿
な
り

一　

中
釜　

内
外
壱
組　

代
五
百
文

一　

小
か
ま 

同
壱
組 

代
三
百
五
十
文

一　

白
粉
三
升 

壱
升
ニ
付
古
銀
三
匁

　
　

五
分
つ
　ゝ

代
八
百
四
十
文

　

右
の
通
乾
山
當
地
へ
罷
越
候
節　

江
戸
ニ
て
下
地
す
や
き
物
誂　

此
方

連
中
ニ
て
調
候　

又
重
而
調
度
事
も

有
之
時
節　

直
段
知
れ
か
ね
ニ　
丨

留
申
候

　

元
文
二
年
九
月
、
乾
山
を
佐
野

へ
招
請
、
席
焼
を
し
た
作
品
、
伝
書

『
陶
磁
製
方
』
と
と
も
に
残
る
大
川

顕
道
の
手
控
（
五
三
葉
、
一
八
、〇
㌢
×

一
八
、〇
㌢
）
で
あ
る
。
題
箋
に
は
「
陶

器
傳
書
」
と
あ
り
、
乾
山
関
係
の
記

述
、
出
版
物
か
ら
の
抜
萃
・
書
写
な

ど
、
顕
道
の
や
き
も
の
へ
の
興
味
が

確
認
さ
れ
る
。
筆
跡
は
『
陶
磁
製
方
』

中
の
付
箋
、
巻
末
覚
書
と
同
じ
で
あ

る
が
、
同
書
に
は
乾
山
を
招
き
催
し

た
席
焼
、
伝
書
受
理
に
関
す
る
記
載

は
な
く
、
当
折
の
様
子
な
ど
は
不
明

で
あ
る
。

⑱

㉛

㉛

32

44

32

44

45

⑱

45

(74)



―
出
版
物
の
書
写
―

『
樂
燒
秘
囊
』
中
田
潜
竜
子
著　

享
保
一
八
序

元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
刊　
国
立
文
学
研
究
所

一
、『
樂
燒
秘
嚢
』

⑰　

樂
や
き
秘
の
ふ
書
の
内
ゟ
写

一　

惣
而
燒
物
燒
候
時
分
ハ　

諸
道
具
内
釜
ヘ

入　

初
め
ゟ
ふ
た
を
い
た
し
燒
候
得
共　

赤
樂

ハ
内
釜
ヘ
入
た
る
時　

能
火
目
ま
ハ
り
て
後　

黄
色
ニ
成
る
時　

内
釜
の
ふ
た
す
べ
し　

初
ゟ

ふ
た
致
候
得
は　

青
茶
の
様
ニ
成　

赤
出
来
兼

申
事
有

一　

惣
而
樂
燒
の
義
ハ
土
生
か
る
く
出
来
申
事

　

不
好
候　

何
も
ね
ば
り
勝
た
る
土
ハ　

は
だ

つ
ま
り
て
燒
上
堅
ク
出
来　

出
来
悪
ク
候　

と

か
く
土
ハ
さ
ら
〳
〵
と
ね
ば
り
無
少
土
可
用
ト

一　

黒
ら
く
ハ
山
土
悪
敷　

畑
の
土
能
候　

其

ゆ
へ
ハ
黒
樂
ハ
鉄
は
だ　

其
外
堅
き
藥
り
ニ
有

故　

火
よ
わ
〳
〵
テ
ハ
や
け
か
た
く
（
以
下
略
）

　
『
陶
器
傳
書
』
に
は
、
茶
碗
・
高
台

図
に
始
ま
り
、
樂
や
き
惣
上
藥
・
秘

傳
黒
藥
之
法
・
茶
わ
ん
下
地
ノ
事
・

江
戸
繪
具
屋
・
茶
碗
壱
個
燒
内
釜
外

釜
寸
法
（
右
ハ
浅
草
に
て
書
来
写
候
也
）・

江
戸
の
材
料
店
・
樂
や
き
秘
の
ふ
書

之
内
よ
り
写
・
乾
山
抔
は
茶
碗
一
つ

や
き
候
ニ
・
磁
器
藥
ノ
秘
術
・
乾
山

燒
秘
傳
武
刕
ゟ
申
来
ル
・
百
工
秘
術

之
書
ゟ
写
・
燒
物
之
傳
・（
和
漢
諸
道

具
古
今
知
見
鈔
か
ら
の
抜
萃
）・
轆
䡎
之

事
・
乾
山
初
而
左
野
罷
下
リ
候
節
・

京
都
に
て
蒔
繪
筆
調
候
覚
・
御
室
燒

本
山
窯
か
け
藥
（
標
題
の
み
）・
ほ
く

ろ
を
ぬ
き
候
く
す
り
・
染
物
ニ
用
候

こ
ん
屋
の
り
の
仕
用
・
簾
角
ざ
し
布

等
青
色
付
様
、
な
ど
を
記
述
。

　

江
戸
在
の
製
陶
材
料
・
顔
料
・
絵
具

店
の
名
と
そ
の
所
在
を
記
録
し
、
窯

の
た
め
に
は
浅
草
に
も
足
を
の
ば
す
。

　

や
き
も
の
愛
好
家
に
と
り
必
須
の

書
で
あ
っ
た
『
樂
燒
秘
嚢
』・『
百
工

秘
術
』・『
和
漢
諸
道
具
古
今
知
見
鈔
』

な
ど
か
ら
の
抜
萃
・
書
写
を
す
る
が
、

享
保
一
七
年
に
は
乾
山
焼
秘
伝
が
江

戸
よ
り
届
く
。
乾
山
は
口
授
の
大
切

さ
を
述
べ
て
お
り
、
そ
れ
が
や
が
て

顕
道
か
ら
佐
野
訪
問
の
招
請
を
受
け

る
こ
と
に
繋
が
っ
た
か
。

　
　
　

本
燒
赤
樂
の
法

一　

藥
か
け
た
る
時
は　

内
窯
ニ
て
壱
つ
づ
ゝ
や
く

べ
し　

入
た
る
器
物
に
火
廻
り
て　

黄
色
に
な
り
た

る
時　

内
窯
の
蓋
を
す
べ
し　

初
よ
り
蓋
を
す
る
時

は　

赤
樂
に
燒
あ
が
ら
ず　

青
茶
の
ご
と
く
に
な
る

物
也　

本
燒
出
来
て
窯
よ
り
出
す
時
に　

桶
の
中
へ

平
瓦
を
敷　

其
上
へ
乗
て
さ
ま
す
べ
し　

風
あ
た
れ

ハ
雲
屯
入
也　

又
雲
屯
い
れ
た
き
物
ハ　

窯
ヨ
リ
出

し　

其
儘
団
扇
に
て
し
き
り
に
あ
ふ
き
た
れ
ハ　

雲

屯
入
も
の
な
り　

雲
屯
の
法
尚
お
く
に
あ
り

　
　
　

土
を
製
す
る
法

一　

赤
樂
の
土
ハ　

皇
都
黒
谷
藪
の
内
六
条
の
赤
土

を
以
て
上
等
の
産
と
す　

然
れ
ど
も
何
国
の
赤
土
に

て
も
黄
色
に　

さ
ら
〳
〵
と
し
て
粘
氣
の
無す

く
な
き数
土
を

ハ
用
ゆ
べ
し　

粘
勝
た
る
土
は
肌
つ
ま
り
て
燒
上
た

る
器
物
か
た
く　

出
来
も
悪
し　

質あ
ら
つ
ち土

の
時
に
石
礫

を
擇
さ
つ
て
水
に
和
し
用
ゆ　

又
攝
州
勝
間
よ
り
出

る
土
も
可
也

『
陶
器
傳
書
』
大
川
顕
道　
『
樂
燒
秘
嚢
』

抜
萃
書
写

⑮　

左
図
ハ
、『
陶
器
傳
書
』
中
江
戸
に
お
け
る
材
料
・

絵
具
店
な
ど
の
所
在
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
し

ま
町
弐
町
め
北
か
わ
銕
ヤ
次
郎
兵
ヱ
方
直
段
付

⑰　

日
本
橋
四
丁
め
東
か
わ
・
大
わ
う
丸
の
藥
や
の

と
な
り
・
ひ
い
ど
ろ
細
工
所
と
か
ん
は
ん
有
、
日
本

橋
四
丁
め
た
ま
や
に
て
尋
候
得
ハ

　

ま
た
當
世
樂
燒
之
藥
無
相
違
出
来
申
候
所
相
認
申

候　

是
ハ
両
國
橋
吉
川
町
鴻
池
や
吉
右
衛
門
秘
傳
也　

右
之
法
但
考
ヲ
以
直
ニ
焼
覚
ヲ
書
ス
、
な
ど
と
あ
る
。

⑰

⑮

陶法伝書とその伝播(75)



『
百
工
秘
術
』
入
江
貞
庵
著  

享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
刊　
国
立
文
学
研
究
所

　
　
　

水
藥
随
珠
方

一　

唐
土　
　

拾
匁

一　

硼ほ
う
し
ゃ砂　

　

七
匁

一　

丹　
　
　

五
匁

〆
フ
ノ
リ
ニ
而
と
き
用

右
ハ
赤
樂
燒
の
上
藥
リ
下

地
生
テ
其
上
ニ
黄
土
水
ニ

て
と
き
ぬ
り　

其
後
す
や

き
い
た
し
上
藥
懸
ル

　
　
　

黒
上
藥
リ
方

一　

丹　
　
　

壱
匁
四
分

一　

硼ほ
う
し
ゃ砂　

　

壱
匁
五
分

一　

真し
ん
ち
う
で
い

鍮
泥　

壱
匁
五
分

一　

銀ぎ
ん
ば
く箔　

　

二
ま
い

〆右
上
段
下
段
ノ
方
ハ
百
工

術
と
申
丨
ゟ
写
出
候

　
　
　
（
以
上
、
上
段
二
頁
）

水
藥
随
珠
方

　
　

唐
土
十
匁　

硼
砂
七
匁　

丹
五
匁

　

右
三
味
細
末
し　

ふ
の
り
七
分
を
と
も
に
て
ね
り
合

　

素
燒
の
上
に
三
へ
ん
ぬ
る
へ
し　

但
シ
口
傳
に
い
ふ

　

唐
土
を
手
唐
土
と
て
売
買
す
る
ハ　

本
の
唐
土
に
て

　

な
き
物
多
し　

何
な
と
燒
て
も
藥
と
け
ず　

當
世
に

　

て
小
西
ト
云
を
し
ろ
ひ
を
用
へ
し

秘
傳
上
藥
氷
海
方　

氷
海
玲
瓏
方

　

硝
子
細
末
に
す
へ
し
十
匁　

硼
砂
四
匁　

唐
土
弐
匁

　

右
の
三
味
ね
り
合
や
う
前
に
同
じ　

前
の
藥
よ
り
ハ

　

堅
き
藥
な
り　

此
藥
く
わ
ん
に
う
有
（
以
下
略
）

黒
色
上
藥
ノ
秘
方

一　

黒
色
に
燒
も
の
ハ　

下
地
を
赤
土
に
て
作
り
素
燒

　
　

を
し
て
上
藥
を
か
く
る
也

一　

黒
藥
方　

丹
壱
匁
四
分　

硼
砂
壱
匁
五
分　

真
鍮

　
　

泥
壱
匁
五
分　

銀
箔
二
枚　

以
上
四
味
調
和
し　

　
　

ふ
の
り
に
て
ね
り
合
ぬ
る
へ
し　

思
う
也
ノ
磁
器

　
　

出
来
□
り
（
以
下
略
）

飴
色
藥

一　

 

飴
色
藥　

唐
土
壱
匁　

硼
砂
五
分　

右
二
味
ふ
の

り
に
て
ね
る
成
り　

や
ハ
ら
か
成
る
藥
也

秘
傳
本
燒
藥

一　

上
に
ミ
へ
た
る
藥
は
や
は
ら
か
な
る
藥
也　

是
ハ

　
　

石
と
い
ふ
も
の
い
ら
さ
る
ゆ
へ
也　

こ
ゝ
ニ
一
方

　
　

秘
傳
な
れ
と
て
本
燒
藥
を
書
す

　
　

唐
土
十
匁　

石
三
匁
七
分　

是
京
日
□
岡
よ
り
出

　
　

る
を
よ
し
と
す　

海
羅
七
分

　
　

右
三
味
と
き
や
う
ま
へ
の
こ
と
し

　
　
　

氷
海
方

一　

硝び
い
ど
ろ子　

　
　

拾
匁

一　

ほ
う
し
ゃ　

四
匁

一　

唐
土　
　
　

弐
匁

〆
ふ
の
り
ニ
而
と
き
用
候

　
　
　

飴あ
め
い
ろ色
上
藥
リ

一　

唐
土　

拾
匁

一　

硼
砂　

五
匁

〆
ふ
の
り
ニ
而
と
く

　

和
キ
く
す
り
也

　
　
　

本
方
上
藥

一　

唐
土　

拾
匁

一　

石　
　

三
匁
七
分

　

 

是
京
日
野
岡
ゟ
出
る
を

よ
し
と
す

〆
ふ
の
り
ニ
而
と
く

　
　
　
（
以
上
、
下
段
二
頁
）

　

乾
山
の
佐
野
訪
問
は
、

１
、
す
で
に
乾
山
か
ら
秘
伝

の
絵
具
情
報
を
受
理
。
顕
道

は
入
谷
窯
も
訪
問
す
る
な
ど

（
推
定
）、
す
べ
て
を
承
知
し

て
い
た
も
の
と
考
え
る
が
、

と
も
に
招
い
た
須
藤
氏
、
松

村
氏
と
も
相
談
。
遂
に
佐
野

招
請
を
決
行
。
準
備
の
た
め

に
は
入
谷
村
工
人
久
作
方
に

材
料
・
内
窯
ほ
か
素
焼
品
を

誂
え
る
。

２
、
一
方
、
顕
道
、
乾
山
両

者
を
知
る
材
料
・
絵
具
店
な

ど
の
仲
介
は
如
何
で
あ
っ
た

か
。
手
控
に
は
両
國
橋
吉
川

町
鴻
池
や
吉
右
衛
門
、
と
し

ま
町
弐
丁
目
北
が
わ
銕
や
次

郎
兵
ヱ
、
日
本
橋
ひ
い
ど
ろ

細
工
所
ほ
か
の
名
が
残
る
。

３
、
顕
道
は
医
者
、
同
じ
く

医
者
で
あ
り
絵
師
、
乾
山
と

も
関
わ
り
の
あ
っ
た
立
林
何

帠
と
の
出
会
は
如
何
か
。

　

手
控『
陶
器
傳
書
』に
は
乾

山
の
佐
野
訪
問
、
席
焼
の
詳

細
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
作

品
は
数
点
が
現
存
す
る
が
、

日
記
、
ま
た
そ
の
他
の
人
に

よ
る
記
録
も
残
ら
ず
、
詳
し

い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

二
、『
百
工
秘
術
』

　

百
工
秘
術
ノ
し
ょ丨
ゟ
写

『
陶
器
傳
書
』
大
川
顕
道　
『
百
工
秘
術
』 

抜
萃
書
写
33

33
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合
冊
本
『
万
宝
全
書
』
中
『
和
漢
諸
道
具
古
今
知
見
鈔
』

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
刊　
国
立
文
学
研
究
所

三
、『
和
漢
諸
道
具
古
今
知
見
鈔
』（『
万
宝
全
書
』
巻
八
）

一　

雑サ
ヲ

乱
面ノ

キ　

井イ

ド戸
の
類
に
し
て
能
物
也

　
　

さ
し
ぬ
き
井
戸
と
云

一　

熊コ
モ
カ
ヘ川
か
ら
た
い
の
内
ニ　

藥
無
シ　

色
大
方

　
　

白
シ　

藥
ハ
ね
ず
ミ　

う
す
い
あ
さ
き

　
　

白
キ
ハ
く
わ
ん
ゆ
う
有

一　

御ゴ
ホ
ン
テ

本
手
是
利
休
。
織
部　

二
方
ゟよ

り

御
本
ノ
法

　
　

両
人
物
ず
き
を
く
わ
ヘ　

高
麗
ヘ
誂
被
遣

　
　

本
の
こ
と
く
シ
テ
渡
た
る
也

一　

御
所
丸
御
本
手
也

一　

御
蔵
か
た
手　

渡
り
て
御
蔵
ニ
納
リ
た
る

　
　

御
本
や
き
也

一　

端ハ
タ

そ
り
御
蔵

一　

茂モ
サ
ン三

御
本
手

一　

大
徳
寺
呉ゴ

キ器　

夕
日
山

一　

熊
川　

香
臺
の
内
に
藥
な
し　

土
色
大
か
た
白
し

　
　

藥
ハ
鼠
薄
成
黄
色
な
り　

白
き
に
環
瑶
ア
リ

一　

咸
鐶
道　

熊
川
の
上
手
也

一　

後
熊
川　

後
に
た
り
也　

高
臺
の
内
に
藥
か
か
る

一　

滑
熊
川　

は
た
そ
り
も
あ
り　

こ
も
が
へ
の
ぬ
め
り

　
　

有
物
な
り　

熊
川　

端
反

一　

御
本
手　

利
休
織
部
本
な
り　

是
ハ
両
人
共
に　

公

　
　

方
よ
り
御
本
を
受　

物
好
成
加
ヘ　

高
麗
ヘ
誂
へ
遣

　
　

さ
れ
し
を　

本
の
ご
と
く
に
し
て　

本
朝
ヘ
わ
た
り

　
　

た
る
を
御
本
手
と
云　

次
第
〳
〵
に
御
本
有

　
　

茶
碗　

鉢　

皿　

香
炉　

萬
に
道
具
有　

藥
色
ハ
白

　
　

し

一　

御
所
丸　

御
本
手
也　

織
部
か
た　

但
し
横
か
す
り

　
　

有　

或
ハ
ほ
り
物
有　

形
ハ
い
ろ
〳
〵
有　

御
所
丸

一　

㐂キ
サ
イ斎

御
本
手　

呑
口
う
す
し

一　

白
手
の
か
た
手　

御
蔵
都
釜
大
ふ
り
な
り　

但
し
な

　
　

ハ
め
の
鉢
の
手
な
り

一　

佐
羅
紗
の
白
手

一　

御
蔵
か
た
手　

御
本
平
也　

渡
て
御
蔵
ニ
納
り
た
る

　
　

物
也　

燒
の
堅
物
也　

御
本
燒　

御
蔵
手

一　

端
反
御
蔵　

茶
碗
の
端
反
た
る
物
也　

端
反
御
蔵

一　

玄
悦
御
本
手　

御
室
茶
碗
の
う
つ
し
な
り

一　

茂
三
御
本
手　

形
有
之
に
し
て
り
き
み
あ
り

　
　

茂
三
燒　

近
代
ノ
渡
リ
也　

利
休
織
部
ト
理
同
シ

一　

白
手　

た
だ
し
ろ
き
物
也

一　

大
徳
寺
呉
器　

來
朝
の
唐
人
大
徳
寺
ニ
旅
館
せ
し
時

　
　

接
待
セ
し
茶
碗
呉
器
な
り　

高
臺
の
内
ニ
す
ち
有

　
　

寛
永
の
手
鑑
ニ
云
五
十
年
に
及
ぶ
物
也　

代
金
三
十

　
　

枚
よ
り
十
両
壱
枚
迄
こ
れ
あ
り　

大
徳
寺
渡
り
と

　
　

云
也　

夕
日
山
茶
碗
ノ
合
恰　

高
三
寸
八
分　

口
三

　
　

寸
二
分　

香
臺
一
寸　

重
目
六
十
九
匁

　
　

高
麗
茶
碗　

大
徳
寺
呉
器　

紅
葉
手
ア
リ　

上
品
之

　
　

形　

大
概
如
此　

夕
日
山
の
茶
碗
の
藥
た
ち　

か
く

　
　

の
こ
と
し

大
川
顕
道
『
陶
器
傳
書
』

『
和
漢
諸
道
具
古
今
知
見
鈔
』 

抜
萃
書
写
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『
陶
器
密
法
書
』

　
『
陶
器
密
法
書
』
は
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
盬
田
力
蔵
が
国
会
図
書
館

蔵
書
を
書
写
。
同
二
六
年
北
村
彌
一
郎
が
『
大
日
本
窯
業
協
會
雑
誌
』
に
連
載
。

大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
盬
田
力
蔵
が
『
書
画
骨
董
雑
誌
』
に
掲
載
し
、
昭
和

一
七
年
（
一
九
四
二
）
鈴
木
半
茶
が
校
刊
し
た
。
今
日
、
内
容
を
同
じ
く
す
る
も

の
に
『
本
竈
幷
内
竈
乾
山
秘
法
』（
東
京
美
術
研
究
所
蔵
「
静
勝
文
庫
」
蔵
印
、
脇
本
楽

之
軒
）、『
乾
山
秘
書
』（
堤
焼
・
針
生
乾
馬
蔵
）、『
乾
山
樂
焼
秘
書
』（
根
岸
家
冑
山
文
庫
・

国
会
図
書
館
蔵
）
が
あ
り
、
先
出
の
乾
山
自
筆
『
陶
工
必
用
』『
陶
磁
製
方
』
と
は

内
容
・
構
成
、
書
者
・
書
法
に
異
な
り
が
あ
る
。

　
『
陶
器
密
法
書
』
の
奥
書
に
は
「
乾
山
」
と
あ
る
。
初
代
乾
山
は
書
状
・
書か
き
も
の物

に
は
常
に
「
深
省
」「
乾
山
深
省
」
と
記
す
。
当
伝
書
に
は
そ
れ
が
な
く
、
初
代

筆
で
は
な
い
と
断
ず
る
第
一
の
理
由
で
あ
る
が
、
内
容
に
も
仁
清
伝
、
孫
兵
衛

伝
は
な
く
、
楽
焼
陶
法
を
主
体
と
し
て
、
香
合
製
作
な
ど
実
践
に
即
し
た
成
形

上
の
手
立
な
ど
を
詳
述
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
書
中
「
同
名
」
と
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
前
代
の
存
在
を
示
唆
、
巻
末
の
乾
山
名
に
照
合
し
、
乾
山
焼
二

代
尾
形
猪
八
の
陶
法
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
「
密
法
」
と
あ
る
が
、
秘
密
の
方
法
、
秘
術
・
秘
伝
の
意
で
あ
る
。
密
教
を

伝
え
た
空
海
は
、
修
業
の
日
々
に
仏
像
を
造
る
な
ど
の
実
践
を
重
ん
じ
た
。
文

章
を
用
い
て
伝
え
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
他
者
を
見
習
う
こ
と
に
も
限
度
が

あ
る
。
仏
像
を
造
り
、
曼
陀
羅
を
描
き
、
心
象
、
世
界
観
を
視
覚
化
す
る
。
本

質
は
当
人
が
自
ら
を
以
っ
て
行
う
内
に
現
れ
る
が
、
伝
書
は
製
作
の
手
引
書
に

過
ぎ
な
い
。
や
き
も
の
製
作
も
自
ら
工
夫
し
、
創
案
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。

文
中
し
ば
し
ば
筆
者
も
工
夫
・
勘
弁
な
る
こ
と
を
諭
す
が
、
お
そ
ら
く
初
代
乾

山
の
教
え
も
然
り
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
密
法
書
の
題
名
は
誰
が
つ
け
た
の
か
。

写
本
の
い
ず
れ
に
も
使
わ
れ
て
い
な
い
。

（
一
）
当
伝
書
に
は
萬
古
焼
三
世
三
阿
に
よ
る
跋
文
が
あ
る
。
冒
頭
の
「
御
室
乾

山
」
は
、
乾
山
及
び
御
室
焼
二
代
仁
清
子
猪
八
の
意
を
含
む
か
。
ま
た
初
代
と
同

じ
く
江
戸
下
向
と
あ
る
こ
と
は
、
聖
護
院
宮
忠
誉
法
親
王
、
そ
の
兄
輪
王
寺
宮
公

遵
法
親
王
と
の
関
わ
り
を
表
す
か
。
京
都
に
戻
り
清
吾
と
の
縁
も
生
ず
る
が
、
今

日
残
る
猪
八
伝
書
は
関
東
に
限
定
、
猪
八
―
清
吾
―
弄
山
―
三
阿
へ
の
道
を
辿

り
、
伝
播
の
本
居
を
江
戸
萬
古
に
お
く
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
。

（
二
）
一
方
、
す
み
だ
川
焼
祖
佐
原
菊
塢
は
浅
草
古
美
術
商
芳
村
観
阿
か
ら
猪
八
自

筆
伝
書
を
譲
ら
れ
た
。菊
塢
は
そ
れ
に
先
立
ち
小
西
家
か
ら「
光
悦
よ
り
空
中
よ
り

の
陶
法
伝
書
」を
受
理
し
た
が
、そ
れ
ら
両
伝
書
の
行
方
は
不
明
。菊
塢
所
持
の
猪

八
伝
書
は
自
筆
か
否
か
、『
陶
器
密
法
書
』
の
原
本
で
は
な
か
っ
た
か
。
藐
庵「
乾

山
世
代
書
」
に
現
れ
る
二
代
次
郎
兵
衛
か
ら
三
代
宮
崎
富
之
助
―
抱
一
―
藐
庵
―

三
浦
乾
也
所
持
の
伝
書
（「
初
代
乾
山
口
述
二
代
筆
記
」）
と
は
相
異
す
る
。こ
の
た
び
そ

の
初
代
口
述
二
代
筆
記
に
関
係
す
る
楽
焼
伝
書
を
み
つ
け
出
し
た
。
内
容
は
佐
野

の
顕
道
手
控
に
同
じ
く
す
る
が
、
乾
也
所
持
の
伝
書
、
さ
ら
に
江
戸
に
お
い
て
初

代
乾
山
の
伝
え
た
陶
方
が
確
認
で
き
る
。

（
三
）
当
伝
書
に
は
光
琳
、
渡
邊
氏
の
絵
手
本
と
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
手
本
で
あ
っ

た
の
か
。
初
代
は
猪
八
に
手
本
を
残
し
て
江
戸
へ
下
る
か
。
乾
山
の
甥
彦
右
衛
門

宛
書
状
に
は
、
銀
座
仲
間
へ
の
伝
言
と
し
て
京
都
乾
山
焼
と
共
に
江
戸
乾
山
も
宜よ
ろ

敷し
く

と
し
た
言
が
あ
る
。
彦
右
衛
門
は
親
類
書
に
従
兄
弟
と
し
て
伊
八
の
名
を
残

す
。
猪
八
を
承
知
。
彦
右
衛
門
は
千
如
心
斎
茶
事
に
お
い
て
萬
古
焼
祖
沼
波
弄
山

と
同
席
す
る
が
、
弄
山
と
乾
山
焼
の
仲
介
、
さ
ら
に
猪
八
弟
子
清
吾
と
の
関
わ
り

を
考
え
る
。
萬
古
焼
森
家
伝
書
中
に
は
「
江
戸
よ
り
」
と
し
た
調
合
例
が
あ
る
。

仙
台
堤
焼
針
生
家
蔵
『
乾
山
秘
書
』
巻
末
に
は
「
萬
古
三
阿
至
玄
」
の
名
が
あ
る
。

伝
書
内
容
は
同
一
。
一
連
の
伝
書
の
書
写
発
信
元
を
萬
古
堂
と
推
測
す
る
理
由
で

あ
る
。

（
四
）
猪
八
乾
山
焼
は
自
家
製
も
あ
る
が
、
本
窯
も
の
は
少
な
く
、
大
方
は
素
地
は

素
地
屋
、
絵
付
は
絵
師
、
窯
焚
き
は
粟
田
口
焼
・
東
山
諸
窯
の
窯
焚
人
に
任
せ
る

方
法
を
と
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
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『
陶と

う
き
み
っ
ぽ
う
し
ょ

器
密
法
書
』

①　
　
　
　

土つ
ち
の
こ
し
ら
え
よ
う

拵
用　
　
（
上
の
四
方
印
は
「
東
京
図
書
館
蔵
」）

一　

黒く
ろ
だ
に
は
く
ど

谷
白
土　

細さ
い
ま
つ末
し
て　

馬う
ま

の
尾お

の
す＊

い
の
う
に
て
ふ

る
い　

其そ
の

か
す
を
水す
い
ひ干
し
て　

こ
ね　

よ
き
程ほ
ど

に
か
た
め　

器う
つ
わを
何
に
不よ
ら
ず寄
作つ
く

る
な
り

　

亦ま
た
あ
ら荒
く
た
（
砕
）
き
し
て　

桝ま
す

に
て
斗＊
じ
ゅ
っ
ぱ
い
ば
か
り

十
盃  

ニ　

安＊
や
す
い
や
ま

井
山

よ
り
出い
で

ル
ま
セ
土
と
て
有こ
れ
あ
り之　

其そ
の

時と
き
ど
き々

に
て
三
＊
さ
ん
じ
ょ
う
さ
い
く
に
ん
た
ち

条
細
工
人
達

に
聞き
き
あ
わ
せ

合 

候
得
ば　

相あ
い
し
れ知

候　

末す
え

に
至い

た
り

 

て
ハ　

外ほ
か

よ
り
出
る

こ
と
も
可あ
る
べ
く有
候　

右

②　

十
盃
の
土
の
内
へ　

ま
セ
土
を
同お
な
じ
ま
す
桝 

に
て
六
盃
入
レ　

水
に
立
テ　

絹き
ぬ

の
す
い
な
ふ
（
水
嚢
）
に
て
水
を
越こ

し
（
漉
）　

冬
な
れ
は
上う
わ
み
ず水
を
取と
り　

た
い
か
ひ
（
大
概
）
に
か
た
ま
り
た
る

を　

板
に
の
セ　

夜や
ぶ
ん分

ニ
外
へ
出
シ
置お

き

候
へ
ハ　

い
て
氷こ

お
りた

る
を　

よ
く
日じ
つ　

板
を
立た
て
か掛
ケ
日ひ

に
當あ

て　

水
気
を
し
た
ミ

候
得
ハ　

能よ
き

程ほ
ど

ニ
か
た
ま
り
候　

能よ
く

〳
〵
も
ミ
候
て　

何
ニ

不よ
ら
ず寄
細さ
い
く工
に
遣つ
か

ひ
候
也 　

も
ミ
悪あ
し
く敷
候
ヘ
ハ

③　

器
き
れ
そ
ん
じ
丶　

能よ
く

〳
〵
勘か
ん

弁べ
ん

可あ
る
べ
き
こ
と

有
事
也な
り

　
　
　
　
　

寸＊
す
ん
ぽ
う
法
の
事

　
　
　
　
　

並な
ら
び
に

　

か
ま
も
の
歩ぶ

へ
り
の
事

一　

内う
ち
や
き燒
も
の
ハ　

た
と
へ
ば　

さ
し
わ
た
し
五
寸　

高
さ

五
寸　

さ
し
わ
た
し
五
寸
二
分　

高
サ
五
寸
二
分

（
図
）
如こ

の
ご
と
く

此 

し
て　

寸
を
と
り
候そ

う
ら
え得

は
之こ

れ
よ
く能　

又
四
角
八
角
に

て
も

『
陶
器
密
法
書
』
写
本　
国
会
図
書
館

―
土
拵
用
―

＊
す
い
の
う
：
水
嚢
。
篩
（
ふ
る
い
）。

＊
斗
：
計
る
の
意
。
ば
か
り
と
も
読
む
が
、
く
ず

し
方
が
「
計
」
に
似
る
所
か
ら
の
応
用
。

＊
安
井
山
：
蓮
華
光
院
、
土
は
遊
行
土
と
同
じ
。

＊
三
条
細
工
人
：
粟
田
口
焼
の
職
人
・
工
人
。

　

乾
山
窯
の
細
工
人
孫
兵
衛
は
粟
田
口
蹴
上
比
丘

尼
坂
に
住
し
、
一
文
字
屋
の
親
族
、
当
時
は
粟
田
口

焼
工
人
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。
押
小
路
焼
は
延

宝
六
年
（
一
六
七
八
）
清
水
焼
・
し
る
谷
に
借
窯
を

し
、
本
焼
に
も
携
わ
る
が
（『
森
田
久
右
衛
門
日
記
』）、

元
禄
年
間
に
は
茶
道
具
製
作
も
行
い
（『
古
今
和
漢
諸

道
具
見
知
鈔
』）、
孫
兵
衛
は
本
焼
に
も
通
暁
し
て
い

た
。

　

仁
清
も
瀬
戸
修
業
後
、
京
都
に
上
り
粟
田
口
窯

に
身
を
置
い
た
も
の
と
考
え
る
が
、
す
ぐ
れ
た
技

術
に
「
み
や
こ
」
の
美
意
識
が
重
ね
ら
れ
る
。
見

識
あ
る
茶
の
湯
者
・
数
寄
者
と
の
所
縁
に
恵
ま
れ
、

宗
和
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
は
御
室
仁
和
寺
門
前

に
窯
を
設
け
る
ま
で
に
な
る
が
、
孫
兵
衛
の
乾
山

焼
へ
の
参
加
に
つ
い
て
も
、
同
じ
粟
田
口
焼
所
縁

の
陶
工
同
志
、
乾
山
の
意
図
を
知
る
二
代
仁
清
の

助
言
あ
っ
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

五
条
と
あ
る
の
は
東
山
五
条
坂
諸
窯
の
細
工
人
。

粟
田
口
の
ほ
か
乾
山
は
五
条
坂
か
ら
も
資
材
・
原

料
な
ど
の
融
通
を
受
け
る
が
、
別
し
て
洛
中
へ
の

移
転
後
に
は
京
焼
借
窯
（
本
焼
）
体
制
へ
の
参
加
な

ど
、
相
互
の
助
け
合
い
が
想
定
さ
れ
る
。

　

近
年
、
京
都
大
学
病
院
遺
跡
か
ら
は
乾
山
焼
二

代
猪
八
の
工
房
跡
、
内
窯
の
部
位
、
素
焼
・
内
焼
・

本
焼
陶
片
な
ど
が
出
土
し
た
。
本
焼
窯
の
形
跡
は

な
く
、
お
そ
ら
く
本
窯
は
東
山
・
粟
田
口
焼
な
ど

へ
借
窯
を
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。

―
寸
法
の
事
―

＊
寸
法
：
成
形
後
の
分
べ
り
を
教
え
、
作
業
の
手

順
を
記
述
す
る
。
乾
山
焼
初
代
伝
書
に
異
な
り
、

『
陶
器
密
法
書
』
は
、
素
焼
か
ら
絵
具
・
釉
薬
、
内

窯
焼
成
に
至
る
手
順
、
方
法
に
関
す
る
注
意
が
多

い
。
工
人
は
親
方
の
そ
ば
に
居
て
身
を
も
っ
て
技

術
を
学
ぶ
。
積
み
重
ね
に
よ
り
技
を
磨
く
が
、
こ

と
ば
・
書
物
は
知
識
を
与
え
る
。
江
戸
期
、
文
化

は
町
人
層
へ
と
浸
透
し
た
。
学
び
た
い
・
教
え
た
い
、

知
識
欲
と
顕
示
欲
、
そ
の
精
神
が
支
え
と
な
っ
て

学
問
・
技
芸
・
武
道
が
切
り
売
り
さ
れ
る
。

二
代
乾
山
尾
形
猪
八
伝
書　

①②③

『
陶
器
密
法
書
』
表
紙

陶法伝書とその伝播(79)



④　

五
寸
な
ら
ハ
指さ
し
わ
た渡
し
五
寸
の
土＊
つ
ち
が
た
方
ニ
て
も　

亦ま
た

は
木
に

て
作
候
て
も　

其
形
の
大お
お
き

 

サ
に
出し
ゅ
っ
た
い
来 

す
る
者も
の
な
り也　

尤も
っ
と
も

 

土
板

の
上
に
て
め
ん
棒ぼ
う

を
以も

っ
て
の
ば

延 

し　

其
形
ニ
打う

ち

き
セ　

尤
絹き

ぬ

の
う

す
き
き
れ
を
水
に
て
ぬ
ら
し　

形
に
打
き
セ　
（
図
）
こ
れ
を

持
て
ゆ
か
ま
さ
る
様
ニ
そ
っ
と
引ひ
き
ぬ抜
キ　

干ほ
し
い
た板
の
面め
ん 

真ま

す
く

（
真
っ
直
ぐ
）
成な
る

板
ノ
上
ニ
の
セ　

形
を
ぬ
く
が
よ
し

　

右
板
の
上
に
て　

内
の
方
よ
り
少
シ
ゆ
ひ
（
指
）

⑤　

に
て
外
へ
押お

し

出
ス
也　

強つ
よ
く

 

押
出
シ
た
る
ハ
悪あ

し

し　

心こ
こ
ろ
え得

の
可あ
る
べ
き
こ
と

有
事
ニ
て　

し
セ
ん
と
覚お
ぼ
ゆ
る

 

も
の
也　

丸
き
も
の
ハ
ろ＊

く
ろ
（
轆
轤
）
ニ
て
作つ
く
り

 

乾か
わ
い

 

て
後
亦ま
た

ろ
く
ろ
に
て
け
つ
る
也　

角か
く

な
る
も
の
ハ
か
ん
な
（
鉋
）
を
少
シ
火
に
て
も
ど
し
置お
き　

扨さ
て

能よ
く

〳
〵
と
き
（
研
）
附
て
削け

ず
る
な
り

也 

手
か
け
ん
（
加
減
）
よ
く
勘か

ん
べ
ん弁

入い

ル
事
也　

器
に
強つ
よ
く

 

當あ
た

り
候
へ
ハ　

す
燒や
き

し
て
後
ニ
き
つ

（
疵
）
出
る
也　

不い
た
め
ぬ
よ
う

痛
様
ニ
手
か
け
ん

⑥　

大
事
也　

四
角
六
、八
角
共
角か
ど

多
き
も
の
程ほ
ど

心
得
可
有
事

也　

扨さ
て

け
つ
り
上あ
げ

テ
後　

古ふ
る

キ
木も
め
ん
ぎ
れ

綿
切
を
水
に
て
し
ほ
り
そ

ろ
〳
〵
ふ
き　

ゆ
か
み
（
歪
）
な
ど
押お

し
な
お直

し
、
又
元も

と

の
板
ニ
の

セ　

日ひ
か
げ影
ニ
て
干ほ
す
な
り也　

上じ
ょ
う
じ
ょ
う

々 

の
天
氣
二
三
日
も
干ほ
し　

す
燒や
き
へ

入
ル
也　

本＊
ほ
ん
や
き
も
の

燒
物
寸
法
ハ
何
に
寄
ら
す
大お

お
きサ

ニ
壱い

ち
ぶ
は
ん

分
半
を
掛か

ケ
作
り
候
へ
ハ　

大
サ
好こ
の
み

 

の
上
ニ
出で
き
も
う
す
こ
と
な
り

来
申
事
也　

内
燒
本
燒

⑦　

共と
も　

土つ
ち
い
ろ色

好
み
ニ
有こ

れ
あ
る
と
き

之
時
は　

残
し
置
候
黒く

ろ
だ
に谷

元
山

極ご
く
じ
ょ
う

上
白
土　

こ
れ
を
水す

い
ひ干

し
て　

う
す
は
け
を
以
て
村む

ら

無な

な

き
様よ
う

ニ
ぬ
り
干ほ
す
な
り也　

尤も
っ
と
も

 

右
二
品
の
燒
と
も
白
ぬ
り
土
の
㕝　

奥
ニ
諸
色い
ろ
え繪

の
貝
（
具
）
の
所
に
つ
ふ
さ
に
書か

き

残
し
候

　
　
　
　
　

寸＊
す
や
き燒
の
事

一　

細
工
物
能よ
く

干か
わ
か乾

シ　

大
キ
成な

る 
皿さ

ら 
鉢は

ち 

四
角
物
等
ハ
立た

て
か掛

＊
土
方
：
土
型
・
土
形
、「
型
」
の
こ
と
で
あ
る
。

　

型
は
土
製
、
木
製
、
い
ず
れ
に
て
も
良
い
が
、

粘
土
は
板
状
に
伸
ば
し
、
型
に
は
ぬ
ら
し
た
絹
布

を
被
せ
る
。
そ
の
上
に
先
の
土
板
を
の
せ
て
形
を

造
る
が
、
歪
ま
ぬ
よ
う
に
そ
っ
と
布
を
引
き
抜
き
、

干
板
の
上
に
置
き
、
型
を
取
り
去
る
と
い
う
。
型

物
成
形
の
指
導
で
あ
る
が
、
丸
い
も
の
は
成
形
・

削
り
と
も
に
ロ
ク
ロ
を
使
用
、
四
角
・
六
角
・
八

角
皿
な
ど
角
あ
る
も
の
は
、
鉋
を
火
に
て
熱
し
、

削
り
に
使
用
。
角
の
多
い
も
の
ほ
ど
心
得
が
要
り
、

疵
つ
け
ぬ
よ
う
手
加
減
す
る
な
ど
、
削
り
の
後
は
、

濡
れ
た
木
綿
布
を
用
い
て
丁
寧
に
歪
み
を
直
し
、

干
板
ノ
上
に
と
り
、
二
、三
日
を
日
影
に
お
い
て
乾

燥
さ
せ
る
。
そ
の
後
、
窯
に
入
れ
て
素
焼
を
す
る
。

＊
ろ
く
ろ
：
成
形
道
具
。
水
挽
、
回
転
を
利
用
す

る
と
こ
ろ
か
ら
陶
家
輪
と
い
う
が
、
当
書
で
は
「
ろ

く
ろ
」
と
あ
る
。
古
く
は
陶
車
・
輪
車
と
呼
ば
れ
、

中
国
で
は
紀
元
前
三
世
紀
頃
、
す
で
に
手
で
回
す

拉
車
（
ろ
く
し
ゃ
）、
足
で
蹴
る
旋
車
（
せ
ん
し
ゃ
）

の
記
録
が
あ
る
（『
周
礼
』）。
日
本
で
は
正
倉
院
文

書「
造
仏
所
作
物
帳
」に
轆
轤
工
の
存
在
が
知
ら
れ
、

ロ
ク
ロ
は
土
を
乗
せ
回
転
さ
せ
る
円
盤
と
、
中
心

を
支
え
、
円
盤
を
廻
す
軸
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
。
大
（
大
物
用
）・
小
（
一
般
的
）、
手
轆
轤
・
蹴

轆
轤
が
あ
り
、
成
形
・
絵
付
・
施
釉
な
ど
に
活
用
。

軸
の
固
定
方
法
に
よ
っ
て
円
盤
と
軸
が
反
対
に
動

く
東
洋
式
、
独
楽
の
よ
う
に
円
盤
に
軸
を
固
定
し
、

同
一
方
向
に
廻
す
西
洋
式
の
二
方
式
が
あ
る
。
乾

山
窯
で
は
手
轆
轤
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。

＊
本
燒
物
：
高
火
度
焼
成
。
内
焼
・
低
火
度
焼
成

に
対
す
る
区
別
で
あ
る
が
、
本
焼
物
の
焼
き
上
が

り
に
対
し
、
寸
法
は
収
縮
率
（
ぶ
べ
り
）
を
考
慮
し
、

素
地
は
一
割
五
分
増
に
成
形
す
る
。
土
色
の
好
み

に
関
し
て
は
、
白
色
で
あ
れ
ば
、
水
簸
し
た
黒
谷

土
極
上
白
土
を
刷
毛
を
用
い
て
斑
の
な
い
よ
う
器

物
に
塗
り
、
乾
か
す
と
あ
る
。

―
素
燒
の
事
―

＊
寸
燒
：
素
焼
。
窯
に
入
れ
る
場
合
、
大
物
の
皿
・

鉢
・
角
物
類
は
立
て
掛
け
る
が
、
丸
い
も
の
は
重

ね
て
置
く
。
窯
内
、
合
間
に
は
割
れ
た
素
焼
片
な

ど
を
き
っ
ち
り
と
詰
め
込
む
が
、
ゆ
っ
く
り
と
四

時
間
ほ
ど
か
け
、
窯
内
を
徐
々
に
温
め
、
焼
成
に

入
る
。

乾
燥
：『
陶
磁
器
説
』
参
照
筆
者

作
成

水
簸
：『
陶
磁
器
説
』
参
照
筆
者

作
成

土
練
り
：『
陶
磁
器
説
』
参
照
筆

者
作
成

角
皿
削
り
：
筆
者
作
成

④⑤⑥⑦

(80)



ケ　

丸
キ
も
の
ハ
重か
さ
ね

 

か
け　

間あ
い
だ
あ
い
だ

〳
〵

⑧　

に
す
や
き
も
の 

わ
れ
を
ひ
し
と
つ
め　

扨さ
て

窯か
ま

の
口
に
て

二ふ
た
と
き時
斗ば
か

り
そ
ろ
〳
〵
と
火
を
た
き　

か
ま
の
内
ヘ
急
ニ
火
の

入
ら
ぬ
様
ニ
た
く
也　

扨そ
れ
か
ら二
時
斗ば
か

り
も
燒
テ
の
ち　

松＊
ま
つ
ば葉 

柴し
ば

以も
っ

て
た
き
候
ヘ
ハ　

火
奥お
く

へ
入
り　

上
ヘ
も
火か
せ
い勢
登
り　

よ

く
白
ケ
見
ゆ
る
と
き　

か
ま
の
下
な
る
お
き
（
熾
）
を
か
き

出
し
か
ま
の
中
成な
る

器
の
上
へ
の
セ
置お
く
な
り也

⑨　
　
　
　

黒＊
く
ろ
あ
か
ら
く
つ
ち

赤
樂
土
の
事

一　

黒
谷
出
赤
土　

粉
ニ
は
た
き　

少
シ
荒あ
ら

キ
す
い
の
ふ
に

て
ふ
る
ひ　

茶
碗
な
と
手
つ
く
ね　

亦
ハ
ろ
く
ろ
に
て
も
作

り
そ
れ
〳
〵
の
名
物
な
り　

又
は
好
み
の
品
を
作
る
な
り　

寸
法
ハ
黒
樂
は
本
燒
物
ニ
寸
法
の
割わ
り

同
前
也　

赤
樂
物
ハ
内

燒
物
の
寸
法
ニ
同
前
也　

赤
樂
は
黄
土
を
能よ
く
よ
く〳

〵
水
干
し
て

⑩　

三さ
ん

扁べ
ん

程
ぬ
り　

色
好
ミ
有あ

る
と
き時

は　

少
シ
白
き
土
を
入
レ

色
う
す
く
し　

又
色
こ
く
好
ミ
有
時
は
燒や
き
む
ら
さ
き
づ
ち

紫
土
を
少
シ
入
レ 

又
深ふ
か
く
さ草
ニ
水み
ず

た
れ
と
い
ふ
土
有
り　

こ
れ
を
入
レ
候　

め
い

〳
〵
は
つ
め
い
（
発
明
）
に
依
て
如い

か
（
何
）
様よ

う

と
も
工く

ふ
う風

可あ
る
べ
く有

候
也

　
　
　
　
　

生＊
し
ょ
う
る
い

類 

作
リ
物
ノ
方て
だ
て

一　

香こ
う
は
こ合
な
ど
数か
ず

多
く
作
り
た
き
事

⑪　

あ
る
へ
し　

土
に
て
其そ

の
か
た
ち

形 

何
に
不よ

ら
ず寄

作
り
上あ

ケ　

油
を

ぬ
り
其そ
の
う
え
に

上 

土
打う

ち

き
セ 
能よ

く
の
ば
し

押 

そ
と
（
そ
っ
と
）
ぬ
き
出
し
干か

わ
か乾

し　

す
や
き
し
て
其
形
の
内
に
あ
ら
は
れ
候
へ
ハ　

土
を
其

内
へ
お
し
込こ
み　

少
シ
間
を
置お

き 
土
ヲ
以も

っ

テ
少
は
付
候
得
ハ
右
の

土
ニ
付
テ
出で
る
と
こ
ろ
所　

即す
な
わ
ち

 

形
そ
な
わ
り
候　

能
〳
〵
勘
弁
ニ
て

出
来
ル
事
也　

形
ト
種た
ね

ト
ノ
事　

た
と
ヘ
ハ
（
例た

と

え
ば
）

＊
松
葉
・
柴
：
素
焼
で
は
火
勢
、
火
の
調
整
も
あ
り
、

松
葉
・
柴
な
ど
も
用
い
る
が
、
火
気
は
奥
へ
伝
わ
り
、

上
へ
と
昇
る
。
窯
中
、
器
物
が
白
く
見
え
る
時
分
、

焚
き
口
の
澳
（
お
き
）
を
器
物
に
被
せ
る
が
、
よ
く

よ
く
焼
成
、
湿
気
を
取
る
。

―
黒
・
赤
樂
の
土
の
事
―

＊
黒
・
赤
樂
：
楽
茶
碗
は
、
黒
・
赤
楽
と
も
黒
谷

赤
土
を
砕
き
、
目
の
粗
い
水
嚢
に
て
篩
い
使
用
す

る
。
手
づ
く
ね
、
ま
た
ロ
ク
ロ
を
用
い
る
こ
と
も

あ
り
、
寸
法
は
、
黒
楽
で
は
本
焼
用
素
焼
物
に
同

じ
く
一
割
五
分
増
、
赤
楽
で
は
他
の
内
焼
物
と
同

寸
に
成
形
す
る
。
土
色
は
好
み
に
合
わ
せ
、
上
に

黄
土
、
白
土
を
塗
り
、
濃
色
に
は
紫
土
の
焼
返
し
・

深
草
水
下
を
加
え
る
な
ど
の
工
夫
を
す
る
。

　

利
休
没
後
、
光
悦
焼
を
は
じ
め
、
数
寄
者
・
茶

人
、
脇
窯
と
称
し
玉
水
焼
、
大
樋
焼
な
ど
の
楽
焼

模
倣
が
始
ま
っ
た
。
江
戸
中
期
に
は
『
樂
燒
秘
嚢
』

（
中
田
潜
龍
子
著
・
享
保
一
八
年
序
）
の
出
版
も
あ
り
、

土
・
窯
・
焼
成
な
ど
の
成
形
・
技
法
・
製
作
過
程

の
詳
細
が
示
さ
れ
た
。
楽
焼
陶
法
の
基
本
は
、
透

明
釉
薬
に
着
色
剤
を
加
え
る
釉
法
に
あ
る
。
規
模

の
大
き
な
本
窯
焼
成
に
比
し
、
窯
も
屋
内
に
設
置

で
き
る
小
さ
な
も
の
。
焼
成
時
間
も
短
時
間
で
済

み
、
武
家
、
富
裕
町
人
の
文
化
活
動
の
盛
行
す
る

な
か
、「
席
焼
」
な
ど
が
流
行
、
や
き
も
の
趣
味
、

ア
マ
チ
ュ
ア
文
化
人
ら
に
親
し
ま
れ
て
ゆ
く
。
伝

書
の
求
め
ら
れ
た
要
因
で
も
あ
る
が
、
乾
山
も
『
陶

工
必
用
』「
内
か
ま
燒
上
の
か
け
藥
」
に
は
坐
席
焼

に
お
け
る
釉
薬
調
合
の
手
加
減
を
記
述
。
が
、
楽

焼
関
係
は
記
さ
ず
と
述
べ
る
。
一
方
、『
陶
磁
製
方
』

に
は
「
京
樂
燒
ノ
家
ニ
テ
燒
出
候
様
成
赤
白
藥
」

な
ど
赤
・
白
楽
の
調
合
が
あ
り
、
地
方
の
数
寄
者
・

趣
味
人
の
求
め
に
は
応
ぜ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と

考
え
る
。
猪
八
時
代
に
は
最
早
そ
の
必
要
も
な
く

な
っ
た
の
か
、
楽
焼
は
特
殊
で
は
な
く
、
堂
々
と

書
記
し
て
憚
ら
な
か
っ
た
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
。

―
生
類
作
り
物
ノ
方
―

＊
生
類
・
作
り
物
：
は
じ
め
に
「
種
」
を
造
る
。
種

は
原
型
、
禽
獣
を
香
合
と
す
る
場
合
の
手
順
で
あ

る
。
元
と
す
る
型
に
油
を
塗
り
、
そ
の
上
に
粘
土

を
被
せ
、
乾
き
具
合
を
見
計
ら
い
型
を
抜
き
、
素

焼
を
す
る
が
、
こ
れ
が
内
型
成
形
の
原
型
と
な
り
、

そ
れ
に
土
を
押
し
込
み
香
合
の
形
を
造
る
。

素
焼
窯
：
『
樂
燒
秘
囊
』　

享

保
一
八
序
、
元
文
元
刊

素
焼
窯
：
萬
古
焼
・
森
有
節

家
陶
法
書　

天
保
三
年

朝
日
町
歴
史
民
族
資
料
館

素
焼
窯
：
『
画
工
秘
伝
新
書
』

明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
刊

素
焼
窯
：
『
陶
磁
器
説
』
参

照
筆
者
作
成

⑧⑨⑩⑪

陶法伝書とその伝播(81)



⑫　

種＊
た
ね（

獅
子
）　

　

如か
く
の
ご
と
く

斯 

種
に
す
し
（
筋
）
を
付つ

け
お
き置　

上
下
よ
り
土
を
き
セ　

此
す
し
き
り
に　

両
方
を
け
つ
り
候
得
は　

形
よ
り
ぬ
き
出
し　

形
れ
ん
そ
く
（
連
続
）
す
る
也

　

右
種た
ね

に
土
を
打
き
セ　

ぬ
き
と
り
た
る
所　
形
本
文
ウ
ロ
ン

字
（
と
）
申
也　

形
ハ
何
ニ
不よ
ら
ず寄
右
の
心
得
也

ろ＊

く
ろ
細
工
事
ハ　

後
々
ニ
至い
た
り

 

テ
も　

三
条
五
条
ニ
名
人
達

可あ
る
べ
く有
候　

折
々
被ま
い
ら
れ参
候
て　

見
物
し
た
其
上
ニ
テ　

心こ
こ
ろ
や
す
安 

き

人
に
御お
ん
き
き
そ
う
ら
へ

聞
候
得
ば　

出で
き
る
こ
と
な
り

来
事
也　

我＊

等
ハ
廿
一
才
の
時　

日

四
日
の

⑬　

間
ニ
覚
申
候　

我
等
存ぞ
ん
め
い命
の
内
ハ
随ず
い
ぶ
ん分
お
し
へ
可
申
事

　

何
事
も
只
〳
〵
工く
ふ
う風
勘か
ん
べ
ん弁
さ
へ
致
し
候
得
は　

ひ
と
り
て

き
る
（
で
き
る
）
事
也

　
　
　
　
　

内
燒
地じ

白＊

ぬ
り

一　

素
や
き
竈が
ま

ゟ
取
出
シ
て　

ほ
こ
り
は
き
落
シ　

わ
れ
か

け
そ
ん
し
（
割
れ
欠
け
損
じ
）
を
吟ぎ

ん
み味

し
て　

器
の
地
を
白
ク

す
る
事
藥く
す
り
の
あ
わ
せ
よ
う

合
様  

左
ニ
記
ス

⑭　
ひ
い
と
ろ
（
ビ
イ
ド
ロ
）
の
事

一　

大
白
玉 　
　
　
　
　

百
目

一　

し
か
ら
き
大
白
玉 　

同
断

一　

極
上
白し
ろ
こ粉　
　
　
　

 

三
十
目

　

右
三
品　

随ず
い
ぶ
ん
よ
く

分
能
細こ

ま
か

 

ニ
一
日
も
す
り　

器
に
三
篇
塗
り　

能よ
く

乾
シ　

其
上
へ
繪
を
か
く
事
な
り　

尤た
だ
し一
返
ぬ
り
て
ハ
ほ

し　

二
篇
ぬ
り
て
は
干か
わ
か乾

す
こ
と
也　

尤
ふ
の
り
細
ニ
こ
し

候
て
水
と
ま
し
へ　

と
き
候
也

⑮　
　
　
　

赤
樂
地
ぬ
り
の
こ
と

一　

赤＊

樂
茶
碗
作
り
上あ

ケ
け
つ
り　

形 

色 

名
物
と
て
七
種

＊
種
：
香
合
製
作
で
あ
る
が
、「
種
」
は
成
形
の
土

台
、
香
合
は
蓋
と
身
に
別
れ
る
こ
と
か
ら
、
上
下

の
合
わ
せ
口
に
筋
を
付
け
る
。
そ
れ
に
従
い
上
と

下
か
ら
土
を
被
せ
、
合
わ
せ
口
と
な
る
部
位
に
切

れ
目
を
入
れ
、
切
れ
目
部
分
の
内
側
・
外
側
を
削
り
、

接
合
部
分
を
連
結
さ
せ
る
。
種
は
い
か
な
る
も
の

も
同
じ
製
法
で
あ
る
が
、「
本
文
ウ
ロ
ン
字
」
と
あ

り
書
写
を
意
味
す
る
か
。
他
の
写
本
に
は
な
く
、

ウ
ロ
ン
は
胡
乱
、
疑
わ
し
い
の
意
で
あ
る
。

＊
ろ
く
ろ
細
工
：
三
条
・
五
条
に
は
名
人
が
お
り
、

折
々
見
物
、
訪
う
て
技
術
を
学
べ
と
い
う
。
三
条

は
粟
田
口
焼
、
五
条
は
五
条
坂
の
陶
工
を
い
う
。

＊
我
等
：
二
一
歳
の
折
、
四
日
間
ほ
ど
で
技
術
を

習
得
。
存
命
で
あ
れ
ば
何
事
も
指
導
す
る
が
、
自

ら
の
工
夫
、
忍
耐
が
大
事
と
教
え
る
。『
陶
器
密
法

書
』
に
は
本
焼
仁
清
伝
、
伝
統
的
な
内
焼
陶
法
孫

兵
衛
伝
も
な
い
。
一
八
世
紀
中
期
に
は
京
焼
は
大

き
く
変
革
。
御
用
窯
は
廃
窯
と
な
り
、
窯
業
者
の

多
く
は
統
合
。
猪
八
に
は
後
継
者
が
お
ら
ず
、
乾

山
焼
は
二
代
で
幕
が
下
ろ
さ
れ
た
。

―
内
燒
地
白
ぬ
り
―

＊
白
ぬ
り
：
本
焼
・
内
焼
に
拘
わ
ら
ず
地
の
白
塗

り
は
乾
山
自
慢
の
工
夫
で
あ
る
。
エ
ン
ゴ
ー
ベ
（
惣

ち
塗
り
）
は
、
素
地
を
白
く
し
、
粗
い
素
地
の
表
面

を
整
え
、
吸
収
性
を
押
さ
え
る
な
ど
の
働
き
が
あ

る
。
生
掛
け
、
ま
た
素
焼
後
釉
薬
を
掛
け
る
前
に

用
い
る
な
ど
の
処
法
が
あ
り
、
乾
山
焼
で
は
多
く

素
焼
後
、
惣
地
塗
り
、
部
分
使
い
に
活
用
す
る
。

　

こ
こ
で
は
内
窯
用
の
白
絵
具
で
あ
る
が
、
白
玉

は
ビ
ー
ド
ロ
、
絵
具
の
媒
溶
剤
。
白
紛
は
唐
土
・

鉛
白
、
低
温
で
珪
酸
に
反
応
し
ガ
ラ
ス
化
を
促
す
。

密
着
剤
に
は
ふ
の
り
に
水
を
交
え
て
刷
毛
で
塗
る

が
、
乾
山
焼
は
土
産
物
に
な
っ
た
。
猪
八
時
代
は
粟

田
口
、
五
条
坂
窯
を
中
心
に
京
焼
様
式
の
一
つ
と

し
て
定
着
し
た
が
、
猪
八
の
工
夫
は
、
惣
地
ぬ
り
・

楽
焼
に
白
絵
を
入
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
乾
山
焼

二
代
の
暖
簾
を
守
る
態
度
に
徹
す
る
が
、
乾
山
は
、

丁
子
屋
町
に
移
り
、
仁
清
子
伊
八
を
養
子
に
迎
え

る
。
一
説
に
伊
八
も
江
戸
へ
下
向
、
武
家
に
仕
え

る
と
あ
る
が
（『
古
画
備
考
』）、
こ
の
伊
八
は
猪
八
の

子
の
誤
り
か
と
推
測
（「
す
み
が
川
花
や
し
き
」）。
い

ず
れ
に
し
て
も
や
き
も
の
製
作
は
猪
八
時
代
ま
で

の
こ
と
、
子
孫
に
や
き
も
の
師
は
み
ら
れ
な
い
。

生
類
作
り
物
：
猪
八　

交
趾

写
し
亀
香
合　
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
美
術
館

地
白
ぬ
り
：
筆
者
作
成

⑫⑬⑭

(82)



有
り　

其
外 

時
代
色い
ろ
い
ろ々

好 

形 

大
文
字
分
か
り
兼
候
ニ
付
抜
ク　

ぬ

り
土
の
事　

作
り
上
ケ
生な
ま
な
ま々

し
き
と
き
に　

黄お
う
ど土
能よ

く
水
干

し
て
三
辺
に
て
も　

又
色
う
す
き
好
の
と
き
わ
壱い
っ
ぺ
ん篇　

又
好

ミ
に
依よ
り

て
白
キ
土
ヲ
入い
れ　

色
を
も
と
し
さ
る
事
も
あ
る
也　

茶
碗
に
て
も　

其そ
の
ほ
か外

⑯　

何
に
不よ

ら
ず寄　

外
よ
り
ぬ＊

り
内
ハ
跡あ
と

（
後
）
ニ
て
ぬ
る
か

吉よ

シ　

黒
藥
ハ
け
つ
り
（
削
）
を
ろ
し　

ほ
う
き
（
箒
）
ニ
て

能
〳
〵
は
き　

干ほ
す

な
り　

さ
ら
〳
〵
と
小
砂
あ
ら
わ
れ
て
は

悪あ
し
く敷
候

　
　
　
　
　

本
燒
白＊

ぬ
り

一　

豊ぶ
ん
ご後
土
に
て
も　

又
ハ
信し
が
ら
き樂
白し
ら
た
ま玉
ニ
て
も　

百
目
ノ
所

へ
日
の
岡
石
三
十
目
斗ば
か

り
入
レ　

水す
い
ひ干
シ
て　

ふ
の
り
細
か

な
る
す
ゐ
の
ふ
ニ
て

⑰　

こ
し　

二
返
う
す
く
わ
（
薄
く
ば
）
三
返
ぬ
り　

其
上
ゑ

繪
を
画え
が

ク　

藥
三
条
竈か

ま

ニ
て
も
五
条
竈
ニ
て
も
細
工
人
方
ニ

て　

藥
か
け　

燒や
き
だ
い代　

遣
候
事

　
　
　
　
　

内
燒
白
樂
の
事

 　
　

白
粉
の
事
也

一　

上
唐と
う
の
つ
ち
土　
　
　
　
　

百
目

一　

日
の
岡
石　
　
　
　

三
十
五
目

 

右
二
色
能よ
く

〳
〵
す
り
候
て　

ふ
の
り
細
ニ
こ
し
入
候
也　

藥く
す
り
め目

白
粉
百
目
の

⑱　

所
へ
四
角
な
る
ふ
の
り
凡お
よ
そ二
枚
半
程ほ
ど

ニ
て
よ
し　

尤
も
っ
と
も 

こ
き
（
濃
）
ミ＊

そ
汁し
る

程
に
し
て　

三
返
か　

又
う
す
く
見
へ

候
は
ゞ
四
へ
ん
ほ
と
か
け
る
也　

尤
さ
い
し
ょ
一
返
の
時
は

繪
の
上
の
す
れ
ぬ
程
は
け
を
か
け　

そ
っ
と
ひ
く

―
赤
樂
地
ぬ
り
の
こ
と
―

＊
赤
樂
茶
碗
：
は
じ
め
に
時
代
ご
と
の
好
み
、
形

状
・
大
き
さ
な
ど
を
記
す
が
、
利
休
七
種
に
は
早
船
・

木
守
・
臨
済
・
検
校
・
大
黒
・
東
洋
坊
・
鉢
開
が
あ
る
。

　

赤
の
色
づ
け
に
は
黄
土
を
使
用
。
本
来
、
赤
色

は
土
に
含
ま
れ
る
鉄
分
に
よ
っ
て
発
色
す
る
。
赤

楽
は
黒
楽
に
先
行
、
利
休
時
代
、
聚
楽
の
土
を
用

い
た
長
次
郎
に
始
ま
る
と
伝
承
す
る
。

ぬ
り
：
塗
り
は
、
何
に
よ
ら
ず
器
物
の
外
側
か
ら

塗
り
、
次
い
で
内
側
の
順
序
と
な
る
。
黒
茶
碗
は

削
り
後
、
特
に
砂
な
ど
を
取
り
去
る
必
要
が
あ
る
。

―
本
燒
白
ぬ
り
―

＊
白
ぬ
り
：
先
（
前
頁
）
は
内
焼
白
ぬ
り
の
こ
と
、

こ
こ
で
は
本
焼
の
白
ぬ
り
を
い
う
。

　

乾
山
創
意
の
白
ぬ
り
は
京
焼
諸
窯
に
伝
播
し
た
。

が
、
彼
ら
は
粟
田
・
大
日
山
（
東
岩
倉
山
）
白
土

一
味
を
用
い
て
お
り
、
そ
れ
で
は
純
白
に
は
な
ら

ず
、
絵
具
は
盛
り
上
が
り
、
剝
げ
も
起
る
。
乾
山

は
、
そ
れ
を
嫌
い
、
豊
後
の
赤
岩
村
白
土
を
交
ぜ

る
こ
と
を
考
案
す
る
が
、
一
方
で
信
楽
白
石
も
よ

い
と
し
て
お
り
、
そ
れ
に
日
岡
石
（
京
都
）
を
混
入
、

水
簸
し
、
ふ
の
り
を
加
え
、
二
、三
回
ほ
ど
下
塗
り

を
す
る
。
盛
り
上
が
り
も
な
く
、
剝
げ
も
な
い
と

い
う
。
こ
こ
で
は
絵
付
後
、
三
条
五
条
の
細
工
人

に
薬
掛
け
、
焼
成
を
頼
み
、
焼
代
を
支
払
う
な
ど
、

仕
上
げ
仕
事
を
陶
家
に
頼
む
こ
と
も
勧
め
る
が
、

京
都
で
は
す
で
に
専
業
、
分
業
体
制
に
入
っ
て
い

た
。
素
地
は
素
地
屋
、
絵
付
は
絵
師
、
釉
薬
掛
け
、

焼
成
は
専
門
陶
工
の
仕
事
で
あ
り
、
む
ず
か
し
い

こ
と
、
複
雑
な
こ
と
は
専
門
職
に
依
頼
す
る
な
ど
、

や
き
も
の
製
作
は
人
々
、
な
か
で
も
趣
味
人
・
数

寄
者
の
身
近
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

弟
子
と
は
あ
る
が
、
陶
工
を
い
う
か
、
や
き
も

の
趣
味
の
門
人
を
い
う
か
。
伝
書
の
受
理
者
に
は

茶
人
・
道
楽
人
の
姿
も
浮
か
ぶ
が
、
初
代
乾
山
の

伝
書
は
早
く
も
そ
れ
を
呈
示
。
出
版
物
の
発
展
と

地
方
へ
の
伝
播
、
そ
れ
を
巡
る
地
方
人
の
熱
意
と

知
識
欲
、
俳
諧
師
や
そ
の
門
人
ら
の
情
報
活
動
も
、

合
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

―
内
燒
白
藥
の
事
―

＊
ミ
そ
汁
：
薬
の
融
合
具
合
を
み
そ
汁
の
濃
度
に

喩
え
る
。
身
近
な
例
を
用
い
て
理
解
さ
せ
よ
う
と

し
た
態
度
。

名
物
と
て
七
種
：
樂
長
次
郎

七
種　

新
『
訂
陶
磁
用
語
辞

典
』
雄
山
閣
一
九
七
四
年 

茶
碗
刷
毛
塗
り
：
筆
者
作
成

フ
ノ
リ

ニ
カ
ワ

⑮⑯⑰⑱

陶法伝書とその伝播(83)



―
赤
樂
藥
―

＊
光
悦
藥
：
楽
焼
き
に
関
し
、
光
悦
の
赤
楽
な
ど
、

す
で
に
一
つ
の
伝
統
と
な
り
、
模
倣
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
伝
え
る
。
茶
の
湯
の
発
展
、
経
済
力
を
得

た
町
人
の
参
加
、
地
方
に
お
け
る
文
化
人
の
活
動

が
積
極
化
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

＊
五
仙
山
：
五
位
山
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
五
位
山

は
京
都
市
右
京
区
花
園
扇
野
町
に
あ
る
法
金
剛
院

の
後
方
に
あ
る
低
い
丘
で
あ
る
。

　
「
在
法
金
剛
院
境
内　

号
五
位
山　

又
称
内
山
」

（『
山
城
名
勝
志
』）
と
あ
り
、
光
悦
の
赤
楽
茶
碗
は
同

山
の
石
を
交
ぜ
れ
ば
黄
味
を
帯
び
た
色
に
仕
上
る

と
い
う
。

＊
か
る
石
：
日
岡
石
に
代
わ
り
か
る
石
を
交
ぜ
る

が
、
ふ
つ
ふ
つ
と
す
る
な
ど
茶
碗
の
肌
合
い
を
考

慮
し
て
の
こ
と
か
。
か
る
石
は
、
火
山
か
ら
噴
出

し
た
溶
岩
が
、
急
冷
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ガ
ス

が
抜
け
、
岩
石
が
海
綿
状
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

日
岡
石
は
京
都
山
科
日
ノ
岡
に
産
す
る
珪
砂
で

あ
る
が
、
楽
焼
釉
は
基
本
的
に
白
粉
（
唐
の
土
・
鉛
白
）

と
白
玉
（
ビ
ー
ド
ロ
・
ガ
ラ
ス
粉
）、
そ
れ
に
日
岡
石

を
配
合
し
て
つ
く
る
。

―
黒
樂
藥
―

＊
鴨
川
石
：
京
都
の
鴨
川
上
流
に
産
す
る
自
然
石
。

乾
山
は
紫
色
と
い
う
が
、
当
伝
書
で
は
今
出
川
よ

り
上
、
車
坂
ま
で
の
内
に
出
る
も
の
を
好
し
と
し

て
、
楽
焼
黒
釉
の
原
料
と
な
り
、
楽
家
で
は
初
代

長
次
郎
に
よ
っ
て
使
わ
れ
始
め
た
と
す
る
。

　

黒
樂
は
、
天
正
年
間
（
一
五
七
三
―
七
六
）
利
休

の
わ
び
茶
理
念
に
基
づ
き
、
樂
長
次
郎
家
が
始
め

た
や
き
も
の
で
あ
る
。
茶
碗
製
作
を
第
一
と
し
て

お
り
、
手
捏
ね
素
地
に
楽
焼
釉
を
施
し
、
内
窯
焼

成
を
す
る
。
特
に
黒
茶
碗
は
引
き
出
し
黒
と
称
し
、

焼
成
中
そ
の
如
何
を
判
断
、
窯
か
ら
引
き
出
し
、

急
冷
す
る
こ
と
に
よ
る
黒
の
発
色
に
特
徴
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
鴨
川
石
に
玉
（
ビ
ー
ド
ロ
）
を
交
ぜ
、

ふ
の
り
を
用
い
て
溶
い
た
釉
薬
を
四
回
ほ
ど
塗
る
。

雨
天
で
あ
れ
ば
火
に
あ
ぶ
り
、
乾
か
す
な
ど
す
る

が
、
高
台
、
及
び
口
造
り
は
、
前
も
っ
て
鴨
川
石

の
み
を
ふ
の
り
に
て
溶
き
一
度
塗
り
、
そ
の
上
に

合
わ
せ
薬
を
四
回
ほ
ど
塗
る
。
丹
念
に
そ
の
都
度

乾
か
し
、
湿
り
を
避
け
る
。（
次
頁
へ
つ
づ
く
）

尤 

村む
ら

（
斑
）
の
無
キ
様
ニ
ぬ
り　

一
遍ぺ

ん
に
て
日
ニ
當あ
て　

能よ

ク
乾か
わ
か

 

シ　

以
上
三
返
如こ
の
ご
と
く
此 

す
る
也　

ふ
の
り
か
け
ん
第
一

也　

器
に
し
め
り
有こ
れ
あ
り
そ
う
ら
え

之
候
得
は　

竈か
ま

へ
入い

れ

候 

⑲　

て
火ひ
い
ろ色
と
て
黒
ミ
赤
ミ
な
ど
出
候
テ
あ
し
く
候　

と
か

く
能よ
く
ほ
し干
テ
か
ま
入
ル
が
よ
し

　
　
　
　
　

赤
樂
藥

　

一　

白
粉 　
　
　

  

百
目

　

一　

日
の
岡
石　

   

三
十
五
目
か
又
ハ
六
匁

　

一　

玉　
　
　
　

   

十
目

右
ヲ
十
目
引
也　

玉
な
し
に
て
も
よ
し　

光＊
こ
う
え
つ
ぐ
す
り
の

悦
藥 

と
き
は

⑳
一　

玉　
　
　
　

   

二
十
匁
も
入

右
先ま
ず

色い
ろ

ミ
を
し
て　

其
上
ニ
て
右
玉た
ま

の
さ
し
引
ニ
て　

い
ろ

〳
〵
に
か
わ
る
事
也　

五＊
ご
せ
ん
や
ま

仙
山
（
五ご

い
や
ま

位
山
）
よ
り
出
ル
石
を
入

レ
候
得
は
黄
ミ
な
る　

か＊

る
石
を
細
末
し
て
石
の
か
わ
り
に

入
ハ　

ふ
つ
々ふ
つ

と
し
た
る
は
た
（
肌
）
に
成
る　

銘
々
の
了
り
ょ
う
け
ん簡 

ニ
て
替か

わ
る

 

也　

勘か
ん
べ
ん
さ
い
か
く
し
だ
い

弁
才
覚
次
第　

面お
も
し
ろ白

キ
事
出
来
も
の
也

㉑　

此
方
の
家
の
こ
と
ニ
て
無
き
ゆ
へ
荒あ
ら
ま
し
を
し
る
す

増
記

　
　
　
　
　

黒
樂
藥

　

紫
色
也

一　

鴨＊
か
も
が
わ
い
し

川
石　
　
　

   

百
五
十
目

一　

玉　
　
　
　
　

   

百
目

一　

ふ
の
り
に
て
と
き　

壱い
っ
ぺ
ん
ぬ
り

扁
塗　

雨
天
な
れ
は
火
に
か
け

あ
ふ
り
（
焙
）
日
干
乾
シ　

一
返
ツ
　ゝ

以
上
四
扁　

如
こ
の
ご
と
く此

懸か
け

る
也　

茶
碗
高こ

う
だ
い臺

き
は
（
際
）
の
藥
お
と
し　

之こ
れ
を
や
く
な
り

燒
也　

尤
下し
た
じ地

の
あ
ら

黒
ミ
赤
ミ
な
ど
出
候
テ
：
乾

山
焼　

色
絵
夏
木
立
図
皿
（
裏

面
）
鐵
竹
堂
瀧
澤
記
念
館

光
悦
：
赤
楽
茶
碗
「
雪
峯
」

畠
山
記
念
館

ふ
い
ご
図
『
天
工
開
物
』（
部

分
）

⑲⑳㉑
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㉒　

は
れ
ぬ
程ほ
ど

お
と
し
た
る
よ
し　

高こ
う
だ
い臺
た
た
み
す
り
へ
ハ

　

未い
ま
だ

 

藥く
す
り
か掛
ケ
さ
る
先
ニ　

右
鴨か
も
が
わ
い
し

川
石
斗ば
か

り
ふ
の
り
ニ
て
と

き 

茶
碗
の
口
と
た
ゝ
み
す
り
へ
一
返
ぬ
り　

其
上
へ
合あ
わ
せ

 

候

藥く
す
りを
掛
ケ
る
也　

高
臺
の
輪わ

の
き
わ
も
藥
た
ま
る
物
也　

そ

れ
を
落お
と

シ
た
る
が
よ
し　

さ
い
し
ょ
一
返
掛
ケ
候
事　

し
め

り
け
有こ
れ
あ
り
そ
う
ら
え

之
候
得
は
殊こ
と
の
ほ
か
外

㉓　

悪あ
し
く敷　

能よ
く

〳
〵
干
乾
シ
テ
竈か
ま

へ
入
ル
也　

黒
樂
は
ふ
い

子ご
が
ま竈

い
た
し
候
通
り　

銘
々
才さ

い
か
く覚

に
て　

如さ
ず
け
る
ご
と
く

授　

大
小
勝
手

次し
だ
い第
也　

委く
わ
し
く

 

ハ
口
授
も
存ぞ
ん
め
い命
次
第　

あ
ら
ま
し
如か
く
の
ご
と
く
に

斯 

候　

勘か
ん
べ
ん弁
に
て
成
る
こ
と
ニ
て
候
也

　
　
　
　
　

黒＊

藥
（
樂
）
竈
の
形 

左
ニ
記
ス

　

 

（
図
）
外
竈
内
竈
の
間　

〆し
め
て

 

明
キ
壱い

っ
す
ん寸

斗
リ　

吹ふ
い
ご子

ハ
口く

ち

如か
く
の
ご
と
く

斯 

穴
を
明
ル

㉔
（
図
）
右
内う
ち
が
ま竈
の
そ
こ 

如か
く
の
ご
と
く

斯 

三
ツ
又
ヲ
付
ル
也　

山
形
ニ
し
て
付
る
也

　
　
　
　
　

吹＊
ふ
い
ご子
の
事

一　

吹
子
の
箱
ゟ
風か
ぜ
の
つ
う
ろ

通
路
の
口く

ち

ハ　

桐き
り
の
き木

ニ
て
筒つ

つ

を
こ
し
ら

へ　

三
条
通
り
の
吹
子
な
ど

㉕　

賣う
り

候
処と

こ
ろ

 

ニ　

有こ
れ
あ
る之

其
つ
ゝ
ニ　

紙
を
巻
キ　

吹
子
の
穴

へ
押お
し
こ
み込　

外
へ
風
の
ぬ
け
さ
る
様
ニ　

き
つ
と
詰つ
め　

其
は
た

を　

茶
碗
の
あ
ら
土
を
と
き　

少
シ
わ
ら
の
す
さ
を
入　

ぬ

り　

は＊
は
ぐ
ち口

（
羽
口
）
は
土
ニ
て　

か
ち
や
（
鍛
冶
や
）
ニ
有こ

れ
あ
る
な
り

之
也

は
口ぐ
ち

へ
右
桐
筒
を
押
込　

其
合あ
わ
せ
ぐ
ち
口 

も
右
の
荒
土
ニ
て
ぬ
り　

何い
ず

れ
も
外
へ
風
の
も
れ
ぬ
様よ

う

ニ
す
る
也　

吹
子
の
上
ニ
石い

し
う
す臼

に
て
も
お
も

㉖　

り
を
置お

き　

扨さ
て

外そ
と
が
ま竈 

内う
ち
が
ま竈

の
間
へ
火
を
お
こ
し　

す
み

（
炭
）
を
う
す
く
わ
（
割
）
り　

そ
ろ
〳
〵
と
吹
子
を
ふ
き　

大お
お
か
た方
す
み
え
火
う
つ
り　

赤
ク
な
る
ま
て
ふ
き
て　

其
後
茶

碗
な
り
と
も
何な
に
な成

り
共と

も

入い
れ

候
也　

初
テ
竈
ハ　

多
く
な
ま
燒

　

高
台
脇
に
溜
ま
っ
た
釉
薬
は
落
と
し
て
お
く
が
、

重
ね
て
湿
り
は
厳
禁
の
旨
、
注
意
を
す
る
。

＊
黒
藥
竈
：
窯
の
図
を
示
し
、
説
明
す
る
。
外
窯
・

内
窯
の
間
は
一
寸
ば
か
り
間
隔
を
開
け
、
外
側
の

窯
に
は
蓋
・
色
味
穴
・
底
部
に
吹
子
の
羽
口
を
つ
け
、

内
側
の
窯
に
は
側
面
に
穴
を
空
け
三
本
の
足
を
付

け
る
。

―
吹
子
の
事
―

＊
ふ
い
ご
窯
：
黒
楽
焼
成
に
使
用
す
る
窯
で
あ
る
。

温
度
を
高
め
る
た
め
に
用
い
る
が
、ふ
い
ご
（
吹
子
）・

鞴
（
ふ
い
ご
）
は
、
金
属
の
精
錬
な
ど
に
用
い
る
送

風
器
で
あ
る
。
長
方
形
の
箱
内
に
板
状
の
ピ
ス
ト

ン
を
取
り
付
け
、
手
で
押
し
、
引
く
な
ど
し
て
風

を
送
る
が
、
桐
製
の
筒
に
紙
を
巻
き
つ
け
吹
子
の

穴
に
押
し
込
み
、
土
を
詰
め
る
な
ど
、
空
気
の
洩

れ
を
防
ぎ
、
風
路
を
つ
く
る
工
夫
を
す
る
。
京
都

に
は
三
条
通
り
に
専
門
店
が
あ
っ
た
と
い
う
。

＊
は
口
：
羽
口
。
送
風
口
で
あ
る
。
桐
筒
に
取
り

付
け
、
土
を
塗
り
、
風
の
洩
れ
を
防
ぐ
。
多
く
鍛

冶
屋
に
あ
っ
た
と
い
う
。
燃
料
は
炭
で
あ
る
。

　

乾
山
窯
に
は
三
種
の
窯
が
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。

　

一
、
低
下
度
焼
成
・
内
窯

　

二
、
高
火
度
焼
成
・
本
窯
（
登
窯
）

　

三
、
素
焼
用
窯
、
こ
と
に
よ
る
と
内
窯
の
蓋
上
、

登
窯
の
最
上
段
を
使
用
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

内
窯
は
京
焼
と
は
同
種
。
外
側
の
窯
径
は
一
尺

五
、六
寸
。
指
二
本
ほ
ど
の
間
隔
を
空
け
て
内
側
の

窯
を
設
置
。
燃
料
は
炭
と
推
定
す
る
。

　

本
窯
は
、
乾
山
時
代
、
未
だ
耐
火
煉
瓦
は
な
く
、

発
掘
さ
れ
た
窯
体
の
部
材
、
窯
道
具
な
ど
か
ら
、
耐

火
粘
土
を
使
用
し
た
と
考
え
る
。
そ
れ
故
窯
体
構

造
を
知
る
こ
と
は
む
ず
か
し
く
、
憶
測
で
あ
る
が
、

仁
清
窯
の
使
え
る
部
材
を
応
用
、
鳴
滝
山
に
登
窯

を
構
築
。
文
書
、
種
々
の
窯
遺
跡
を
参
照
す
れ
ば
、

焼
成
室
は
高
さ
一
、五
㍍
、
巾
二
、〇
㍍
、
全
長
九
、

〇
―
一
〇
、〇
㍍
ほ
ど
と
推
定
。
燃
料
は
薪
を
使
用
、

窯
詰
め
は
匣
鉢
詰
め
で
あ
り
、
窯
道
具
な
ど
も
仁

清
窯
に
お
い
て
使
い
慣
れ
た
も
の
が
持
ち
込
ま
れ

た
も
の
と
考
え
る
。
土
鎮
（
輪
・
円
盤
・
足
つ
き
輪
・

足
つ
き
円
盤
）・
ピ
ン（
円
錐
形
）な
ど
を
用
い
て
固
定
、

揺
れ
や
器
物
相
互
の
付
着
を
防
止
し
た
。

吹
子
窯
：
京
大
病
院
構
内
遺

跡
（
聖
護
院
窯
跡
）
出
土
吹
子

窯
片
（
内
窯
・
土
鎮
）
京
都
大

学
文
化
財
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

吹
子
：
『
訓
蒙
図
彙
』　

寛
文

六
年
（
一
六
六
六
）
成
立

吹
子
の
上
ニ
石
臼
に
て
も
お

も
り
を
置
く
：
樂
美
術
館

㉒㉓㉔㉕
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す
る
も
の
也　

兼か
ね

て
其そ
の

心こ
こ
ろ
え得
し
て　

初
て
竈
へ
入
ル
器
に　

右
ニ
記
ス
所
ノ
内
燒
藥
を　

鴨
川
藥
上
へ
一
扁
ぬ
り
候
へ
は

　

初
か
ま

㉗　

よ
り
宜よ
ろ
し
く敷
出
来
る
也　

鴨＊

川
石
の
事 

左
ニ
記
ス

一　

鴨
川
紫む
ら
さ
き
い
し

石　

今い
ま
で
が
わ

出
川
よ
り
上
ハ
車く
る
ま
ざ
か
ま
で

坂
迠 

の
内
を
能よ
し

ト
す

る
也　

た
か
の
川
ニ
ハ
壱
□
（
手
か
）
も
無
キ
も
の
也　

随
分

紫
い
ろ
こ
き　

和や
わ

ら
こ
き
石
ノ
中
ニ　

白
キ
も
の
あ
る
を　

あ
し
き
と
し
る
べ
し　

只
色
の
紫
色
成
る
が
よ
し　

鉄
の
杵き
ね

に
て
あ
ら
く
く
だ
き

㉘　

其
上
を
石い
し
う
す臼
ニ
か
け　

三
扁
斗ば
か

り
セ
イ
こ
う
□
ふ
る
ひ

　

随
分
細こ
ま
か

 

ニ
し
て　

ひ
い
と
ろ
も
右
同
断　

せ
ゐ
こ
う
ふ
る

ひ
な
り　

藥
掛
け
様　

右
に
記
ス
通
り
也

　
　
　
　
　

黒＊

藥
（
樂
）
ニ
白
繪
入
ル
事

心か
な
ら
ず（

必
）
　々

人
ニ
他た

ご
ん言

無む
よ
う
な
り

用
也　

併あ
わ
せ
て

　

其そ
の

方て
だ
て

 

入
る
事
に

も
相あ
い

成な
り　

か
く
べ
つ
御
勝
手
ニ
も
相あ
い
な
る
こ
と

成
事
ニ
候
は
　ゞ

口こ
う
じ
ゅ授

尤も
っ
と
も

 

ニ
候　

白
繪
拵こ
し
ら
え
よ
う

様　

左
記
ス

㉙　

凹
一　

信
樂
上
白
土　
　
　
　

十
五
匁

一　

唐
土　
　
　
　
　
　
　

五
匁

一　

白
玉　
　
　
　
　
　
　

二
拾
目

 

右
能よ

く

す
り
て　

ふ
の
り
ニ
て
と
き　

繪
様
の
下
ニ
ぬ
る
な
り

　
　

凸
一　

豊ぶ
ん
ご後

土
白
土
ニ
て
も　

一
色

　
　

備
前
燒
ヶ
山
白
石 　

  
十
匁

　
　
　
　
是
を
上
と
す
る
也

　
　

日
の
岡
大
白
石　
　
　

三
匁
五
分

＊
鴨
川
石
：
既
述
し
た
が
、
乾
山
も
釉
薬
に
鴨
川

紫
石
を
使
用
、
猪
八
は
黒
楽
製
作
に
用
い
て
い
る
。

京
都
鴨
川
、
今
出
川
か
ら
車
坂
間
の
石
を
良
し
と

し
て
お
り
、
高
野
川
に
は
な
く
、
色
は
紫
一
色
の

も
の
に
限
る
と
い
う
。

　

上
段
図
は
、
樂
家
に
蔵
さ
れ
て
い
る
鴨
川
石
で

あ
る
。

　

仁
清
伝
に
は
、
茶
入
・
春
慶
薬
に
洛
北
貴
船
川
産
、

貴
船
紫
石
の
使
用
が
み
ら
れ
る
。

―
黒
藥
ニ
白
繪
入
ル
事
―

＊
黒
樂
ニ
白
繪
入
ル
事
：
猪
八
の
得
意
と
し
た
技

法
で
あ
る
。「
他
言
無
用
」
と
あ
る
が
、
聖
護
院
に

は
黒
楽
に
白
絵
を
入
れ
た
茶
碗
が
伝
世
。
宝
珠
文

様
が
あ
り
、
発
掘
さ
れ
た
公
家
屋
敷
跡
か
ら
の
出

土
陶
片
に
は
山
居
図
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

用
い
る
白
絵
具
に
は
二
種
が
あ
り
、
凹
凸
部
に

別
け
て
記
す
が
、

　

凹
部
分
は
地
塗
り
用
・
火
に
弱
い
白
土

　

凸
は
絵
付
部
分
用
・
火
に
強
い
白
土

と
あ
る
。
初
代
乾
山
は
、
信
楽
白
土
、
豊
後
赤
岩

白
土
、
備
前
八
木
山
白
土
な
ど
の
使
用
も
記
す
。

　

黒
楽
に
白
絵
を
入
れ
る
技
法
は
複
雑
で
あ
る
。

　

は
じ
め
に
、
ふ
の
り
を
交
ぜ
た
白
絵
具
に
て
惣

地
塗
り
を
す
る
。
そ
の
上
に
紺
青
、
黒
絵
具
、
い

ず
れ
の
絵
具
に
て
も
良
い
が
文
様
を
描
き
、
そ
し

て
上
薬
（
釉
薬
）
を
掛
け
る
。

　

詳
し
く
は
、
上
薬
は
本
焼
用
、
三
条
粟
田
口
焼

で
は
「
く
わ
ん
に
ゅ
う
入
ら
ず
」
と
称
し
て
お
り
、

そ
れ
に
ふ
の
り
を
交
ぜ
て
よ
く
溶
き
、
器
物
に
掛

け
る
。

　

貫
入
い
ら
ず
と
は
亀
裂
の
入
ら
な
い
釉
薬
で
あ

る
。
さ
ら
に
そ
の
上
に
内
焼
用
釉
薬
を
一
度
塗
り
、

紺
青
絵
具
、
黒
絵
具
を
用
い
て
絵
付
を
す
る
。
絵

具
の
調
合
は
別
に
記
す
と
あ
る
が
、
鉄
絵
具
に
は

鉄
粉
を
ま
ぜ
、
紺
青
は
交
ぜ
も
の
を
せ
ず
単
味
が

よ
く
、
ふ
の
り
を
交
ぜ
る
。

鴨
川
石
：
樂
美
術
館

黒
楽
ニ
白
絵
入
ル
事
：
猪
八

山
居
図
黒
楽
茶
碗
陶
片　

京
都
公
家
屋
敷
遺
跡
出
土　

京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

黒
楽
ニ
白
絵
入
ル
事
：
猪
八

宝
珠
図
黒
楽
茶
碗　
聖
護
院

㉖㉗㉘㉙
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㉚　

右
弐に
し
ょ
く色
能よ
く

す
り　

ふ
の
り
ニ
て
と
き　

上う

ハ
ぬ
り
に
丨

之
其
上
へ　

三＊

条
山
燒
白
藥
く
わ
ん
入
ら
す
と
云
藥
有
を
も

ち
ゐ　

の
り
（
ふ
の
り
）
に
て
と
き　

ぬ
り　

又
其
上
へ
内
燒

此
方
ノ
藥
一
篇
掛
る
也　

尤
繪
の
か
き
わ
り
な
と
は　

紺
青

ニ
て
も　

又
ハ
黒
繪
ニ
て
も
丨
也　

其
上
へ
右
の
山
燒
藥　

上
ぬ
り
は
内
燒
藥
掛
る
也　

黒
ハ
鉄て
つ
こ
の
あ
わ
せ
よ
う

粉
合
様 

故　

繪
具

㉛　

の
内
に
記
ス
也　

紺
青
は
何
も
ま
セ
す　

紺こ
ん
じ
ょ
う
ば
か
り

青
斗  

ふ
の

り
に
て
と
き
て　

繪
を
書か
く
こ
と
な
り

事
也　

　
　
　
　
　

右
模＊
も
よ
う
づ
け

様
附
の
事

一　

美み
の
が
き

濃
紙
に
生な
ま
し
ぶ澁
を
一
篇
ぬ
る
也　

板
に
紙
を
の
せ　

水

は
り
ニ
し
て
干ほ
し　

か
わ
き
た
る
と
き
右
し
ふ
（
渋
）
を
ぬ
り

　

能よ
く

干
シ　

板
よ
り
ま
く
り
取
り　

な
ん
枚
も
重か
さ
ね

 

繪

32　

様
の
形
チ
を
形
ほ
り
小
刀
ニ
て
ほ
り　

長
き
梅
の
ほ
く

（
木
）
な
ど
ハ　

弐ふ
た

つ
に
も
三
つ
に
も
切
り　

う
す
の
り
（
糊
）

ニ
て　

器
ニ
は
り
附
て　

其
ふ
ち
を
形
一
は
ゐ
（
い
っ
ぱ
い
）

ニ
右
鴨
川
藥
を
三
篇
ぬ
り　

能よ
く

干
シ
テ
後
形か
た
が
み紙
を
め
く
り
と

り　

其そ
の
あ
と跡
へ
右
ニ
記
ス
所
の
凹　

此
印
の
白
繪
を
一
篇
う
す

く　

尤
大た
い

か
ひ
（
大
概
）
地
の
見
へ
ぬ
程
ぬ
り　

そ
の
う
え
へ

凸　

此
印
の
白
繪
を
随
分
こ

33　

く
ぬ
り　

鴨
川
藥
の
あ
つ
き
程
ぬ
る
也　

其
上
へ　

右

ニ
記
ス
所
の
三
条
山
竈
白
藥
く
わ
へ
入　

ふ＊

の
と
云
白
藥
を

ぬ
る
也　

其
上
へ
内
燒
白
藥
一
篇
か
け
る
也

 　

右
白
繪
の
事　

度た
び
た
び々

ニ
相
認し

た
た
め

 

候
故　

少
々
前
後
も
致
し　

こ
ん
さ
つ
（
混

雑
）
も
可こ

れ
あ
る
べ
く
そ
う
ら
え
ど
も

有
之
候
得
共　

と
く
と
勘か

ん
べ
ん辨

可
有
事
也　

存ぞ
ん
め
い
む
ず
か
し
い
ば
か
り
と

命
難
斗 

書
残
し
候　

息そ
く
さ
い才

ニ
居お

り

候
ハ
ゞ
口こ

う
じ
ゅ
い
た
す
べ
く

授
可
致
候
て　

存
命
の
内
未い

ま
だ

 

工
風
致
し
掛
ケ
置
候
樂
燒
の

黒
に
色
繪
の
事　

工く
ふ
う風

究き
わ
まり　

と
く
と
様
々
見
申
候
ハ
ゝ
迠お

っ

て
書
残
し
可
申
候

　
　
　
　
　

山＊
や
ま
が
ま
え
の
ぐ

窯
繪
具

＊
三
条
山
燒
白
樂
く
わ
ん
入
ら
す
：
三
条
粟
田
口

焼
に
お
い
て
用
い
る
本
焼
用
上
薬
で
あ
る
。

　
「
白
樂
」
は
白
絵
具
で
は
な
く
、
透
明
釉
薬
・
上

薬
の
こ
と
で
あ
る
。
火
に
強
く
、
ひ
び
割
れ
の
出

な
い
釉
薬
で
あ
る
。

―
右
模
様
附
の
事
―

＊
模
様
附
：
型
紙
を
用
い
た
装
飾
で
あ
る
。
は
じ
め

に
美
濃
紙
に
生
渋
を
塗
り
渋
紙
を
つ
く
る
が
、
渋

紙
は
、
板
上
に
美
濃
紙
を
置
き
水
張
り
を
し
、
乾

か
し
、
次
い
で
生
渋
を
一
度
塗
り
、
乾
か
す
。

　

文
様
彫
り
は
、
そ
れ
を
何
枚
も
重
ね
、
小
刀
を

用
い
て
絵
様
を
彫
り
出
す
が
、
薄
糊
を
用
い
て
そ

れ
を
楽
茶
碗
に
貼
り
付
け
、
際
い
っ
ぱ
い
ま
で
鴨

川
薬
を
三
度
ほ
ど
塗
る
。
よ
く
乾
か
し
、
型
紙
を

は
が
す
が
、
そ
こ
へ
凹
部
分
調
合
の
白
絵
具
を
薄

く
一
度
塗
り
、
上
へ
凸
部
分
調
合
の
白
絵
具
を
濃

く
塗
る
。
そ
の
上
に
ふ
の
り
に
て
と
い
た
三
条
山

窯
上
薬
を
掛
け
、
さ
ら
に
内
窯
上
薬
を
掛
け
る
の

で
あ
る
。

　

以
上
、
黒
楽
模
様
付
け
の
詳
述
で
あ
る
が
、
入

り
組
ん
で
お
り
、
筆
者
も
自
ら
繁
雑
と
述
べ
る
な

ど
、
存
命
中
は
如
何
で
あ
る
か
、
息
災
で
あ
れ
ば

な
お
工
夫
し
知
ら
せ
る
と
い
う
。

＊
ふ
の
：
透
明
釉
薬
の
一
種
か
。

―
山
窯
繪
具
―

＊
山
窯
繪
具
：
本
窯
に
用
い
る
釉
下
絵
具
で
あ
る
。

基
本
は
黒
・
柿
・
青
・
白
色
の
四
色
で
あ
る
。

鴨
川
石
：
黒
楽
ニ
白
絵
入
ル

事
：
猪
八　

山
居
図
黒
楽
茶

碗　
フ
リ
ア
美
術
館

形
紙
： 

乾
山
風
文
様
を
彫
っ

た
渋
紙　
筆
者
作
成

㉛ ㉚3233

陶法伝書とその伝播(87)



34
一　

黒
繪
鉄
粉　
　
　
　

百
目

　

一　

南
京
藥　
　
　
　
　

十
匁　
但た

だ
し

　

黒く
ろ

胡ご

す須
の
事
也

右
鉄
粉
ハ　

か
ミ
そ
り
か
ち
（
鍛
冶
）　

又
ハ
外ほ

か

こ
の
打う

ち
も
の物

等

　

細
工
致
し
候
時　

鉄
を
火
に
入
レ
槌つ
ち

ニ
て
打う
ち
そ
う
ろ
う
せ
つ

候
節　

は
ら

〳
〵
と
ち
り
候
鉄
の
か
は
也　

能よ
く

水
干
し
て
臼う
す

ニ
て
ひ
き
、

右
の
ゴ
ス
（
呉
須
）
モ
入　

能よ
く
こ
ま
か
細 

ニ
す
り　

ふ
の
り
ニ
て
と

き　

内
燒
物
繪

35　

ニ
も
此
繪
の
具
ニ
て　

墨＊

色
こ
き
う
す
き　

墨
色
く
ま

（
隈
）
な
と　

自
由
に
書
事
也　

繪
は
残
し
置こ
れ
お
く之
に　

石＊

琳
（
光

琳
）
又
ハ
渡わ
た
な
べ邊
氏
被か
き
く
だ
さ
れ
し

書
下
繪
本　

其
外
誂あ
つ
ら
え
ぬ
し

主　

物も
の
ず
き好
次
第　

此こ
の
て
だ
て
方 

同
名
よ
り
繪
の
風
に
丨
可
か
き
も
う
す
べ
き
こ
と

申
事

　
　
　
　
　

右
同　

青
繪

　

一　

紺
青　
　
　
　
　

 　

一
味
也

又　

あ
ん
な
ん
（
安
南
）  

雲く
も
や
だ
い

屋
臺 

松
竹
梅
な
と
申も

う
す

　

36　
　
　
　

古＊

南な
ん
き
ん京
物
も
有
り　

其
時
は

　

一　

紺
青　
　
　
　
　
　

壱
匁
ニ

　

一　

青＊

コ
ス　
　
　
　
　

壱
分
五
厘 

 　
　
　
　
　

随
分
青
キ
所
を
水
干
し
て　

斗は
か
りリ　

能よ
く

〳
〵
細こ

ま
か

 

ニ
す
り

　
　
　
　

 　

ふ
の
り
か
き
也 

　

一　

又
白
繪
ニ
て　

梅 

其
外
艸
花
竹
木
等
を
書
く
こ
と
を

同
名
致
し
被お
か
れ
し
ふ
う

置
風
ト　

人
々
ゟよ
り

好
ミ
可あ
る
べ
き
こ
と

有
事　

右
地
ぬ
り
白

繪
を
以も
っ

テ
書
也

　
　
　
　
　

内
燒
繪
具

37
一　

黒＊

繪
ハ
右
ニ
記
ス
山
竈　

同
前

 　
　

 　
　

 

右
同
青
繪

　

一　

白
玉　
　
　
　
　
　

百
目

＊
墨
色
（
黒
繪
具
）
：
仁
清
伝
で
は
鉄
に
黒
呉
須
を

混
入
。
が
、
乾
山
発
案
の
黒
絵
具
は
白
絵
具
同
様
、

絵
師
の
用
い
る
本
絵
具
に
等
し
く
、
陶
面
に
絵
画

的
描
写
・
表
現
を
可
能
に
し
た
絵
具
で
あ
る
。

　

鉄
釉
は
、
灰
釉
を
基
本
と
す
る
が
、
着
色
剤
に

鉄
粉
を
用
い
、
黄
色
・
飴
色
・
褐
色
・
黒
色
・
天

目
釉
な
ど
が
作
ら
れ
る
。
京
都
で
は
黒
楽
な
ど
鴨

川
石
か
ら
鉄
分
を
採
取
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
溶

融
温
度
は
高
く
、
高
火
度
焼
成
が
必
要
と
な
る
。

中
国
で
は
漢
代
に
始
ま
り
、
日
本
で
は
茶
の
湯
の

盛
行
に
伴
っ
て
天
目
茶
碗
・
茶
入
、
庶
民
の
や
き

も
の
・
雑
器
に
多
用
さ
れ
た
。

＊
石
琳
：
光
琳
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。
光
琳
に
関
し

て
は
、『
陶
磁
製
方
』
に
、
乾
山
焼
創
始
に
当
た
り
、

兄
光
琳
と
も
相
談
。
最
初
の
絵
は
光
琳
自
筆
と
す

る
な
ど
、
規
模
、
風
流
は
今
に
残
る
と
記
述
。

　

乾
山
焼
は
陶
器
の
絵
付
に
絵
画
的
表
現
を
試
み

る
が
、
や
き
も
の
の
域
を
超
え
、
新
企
画
と
し
て

人
気
を
得
る
。
絵
師
で
あ
り
、
漆
芸
な
ど
工
芸
意

匠
家
で
あ
っ
た
光
琳
の
参
加
は
大
き
く
、
さ
ら
に

専
門
絵
師
渡
邊
素
信
の
協
力
を
得
る
な
ど
、
作
画
・

様
式
上
の
準
備
を
調
え
る
。

　

一
方
、
や
き
も
の
は
火
と
の
勝
負
で
あ
る
。
焼

成
に
は
熟
練
陶
工
二
代
仁
清
、
孫
兵
衛
の
技
術
が

加
わ
り
、
光
琳
・
素
信
の
絵
付
・
乾
山
の
書
に
よ

る
雅
の
趣
き
は
山
水
・
人
物
・
花
木
に
、
和
漢
の

讃
を
入
れ
る
な
ど
、
画
讃
様
式
が
考
え
ら
れ
た
。

茶
の
湯
者
に
は
国
内
外
の
写
し
も
の
・
懐
石
道
具
、

流
行
を
追
う
人
々
に
は
光
琳
雛
形
の
意
匠
・
文
様

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
白
絵
具
を
用
い
て
草
花
を

描
く
こ
と
は
、
今
な
お
好
ま
れ
続
け
、
二
代
乾
山

猪
八
は
そ
れ
を
継
承
。
乾
山
か
ら
は
光
琳
、
渡
邊

氏
（
素
信
）
の
描
く
手
本
を
受
理
。
乾
山
の
江
戸
下

向
後
、
聖
護
院
門
境
に
本
焼
・
内
焼
と
も
に
勤
め

て
い
た
。

―
右
同
青
繪
―

＊
古
南
京
物
：
古
染
付
の
意
で
あ
る
。

＊
青
コ
ス
：
呉
須
。
染
付
な
ど
代
表
的
な
青
色
絵

具
、
上
絵
付
で
は
黒
色
絵
具
の
顔
料
と
な
る
。
乾

山
は
南
京
茶
碗
薬
と
も
称
す
る
が
、
中
国
渡
来
の

天
然
呉
須
、
唐
呉
須
・
コ
バ
ル
ト
を
い
う
。

　

黒
呉
須
は
南
京
下
の
呉
須
薬
。
鉄
絵
具
の
顔
料
。

鉄
粉
：
鍛
冶
図　

師
宣
『
和

国
諸
職
繪
つ
く
し
』
貞
享
二

年　
早
稲
田
大
学
図
書
館

光
琳
絵
手
本
（
上
）
と
猪
八　

藍
絵
松
竹
梅
図
茶
碗　

円
照

寺　

杜
若
図
茶
碗
蓋

34353637
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一　

白
粉 

四
十
匁

　

一　

紺
青 

六
十
匁

唐＊

紺
青　

本
紺
青
の
事
也　

時
々
替か

わ

る
も
の
也　

能よ
く

〳
〵
色
見
を
し
て　

相
あ
い
と
と
の
え調

合あ
わ

セ
可も

う
す
べ
き
こ
と

申
事　

二
条
東
洞
院
角か

ど

百む
か
で
や

足
屋
小
兵
衛
方
に
て
も　

又
松
原
繪え

の
ぐ
や

具
屋
市

兵
衛　

五
兵
衛
な
と
申も

う
す
　

画
の
具
屋
方
ニ
て
吟ぎ

ん
み味
致
し
候
て
相あ

い
と
と
の
へ
も
う
さ
る
べ
き
こ
と

調
可
被
申
㕝

　
　
　
　
　

薄＊

黄
繪
（
緑
）

38
一　

白
粉 

百
目

　

一　

日
の
岡
石 

三
十
六
匁

 　
　
　
　
　

薄
キ
色　

う＊

す
き
方
ノ
時

　

一　

緑
青 

二
十
目

　
　
　
　
　

右＊

同
断

　
　
　
　
　

上
萌
キ
ノ
方 

白
こ
ゆ
く
（
濃
）
致
方
ハ
三
匁
増

　

一　

岩＊

緑
青 

三
匁
五
分

　

一　

奈
良
緑
青 

弐
匁
三
分

　

一　

白
粉 

四
匁
五
分

　

一　

玉 

二
十
六
匁

39　
　

 　
　

紫
繪

　

一　

白
玉 

百
目

　

一　

白
粉 

四
十
二
匁

　

一　

紫＊

ゴ
ス 

十
匁

　

右
紫
藥
を
先
へ
能
々
細
ニ
す
り　

其
後
玉 

白
粉
ヲ
入
レ
さ

る
也

　
　
　
　
　

黄
繪

　

一　

白
玉 

百
目 

40
一　

白
粉 
四
拾
目 

　

一　

唐＊

白
目 
三
匁

　

右
白
目
（
唐
白
目
）
先さ

き

へ
す
り　

随
分
〳
〵
久ひ

さ
し
く敷

細こ
ま
か

 

ニ
す

り　

扨そ
れ
か
ら

 

玉 

白
粉
（
白
玉
・
白
粉
）
ヲ
入
ル
也

―
内
燒
繪
具
（
前
頁
）
―

＊
黒
繪
：
前
記
の
山
窯
絵
具
・
黒
絵
具
に
同
じ
で

あ
る
。
本
窯
・
内
窯
と
も
に
使
用
、
と
く
に
乾
山

工
夫
の
黒
絵
具
は
墨
色
濃
き
薄
き
、
隈
な
ど
自
由

に
描
く
と
す
る
が
、
光
琳
、
渡
邊
氏
の
手
本
、
誂

え
主
、
好
み
に
従
い
用
い
る
と
あ
る
。

―
右
同
青
繪
（
前
頁
）
―

＊
唐
紺
青
：
上
絵
付
用
の
青
色
絵
具
。
こ
こ
で
は

初
代
乾
山
に
倣
い
唐
紺
青
を
本
紺
青
と
す
る
が
、

絵
具
材
料
は
常
に
同
質
と
は
限
ら
ず
、
使
用
に
は

注
意
が
要
る
と
い
う
。
京
都
に
は
二
条
東
洞
院
角

の
百
足
屋
小
兵
衛
、
松
原
の
絵
具
屋
市
兵
衛
、
五

兵
衛
な
ど
の
専
門
店
が
あ
り
、
相
談
、
吟
味
し
て

求
め
る
が
良
い
と
述
べ
る
。
唐
群
青
と
も
呼
ば
れ
、

伊
万
里
焼
の
色
絵
具
に
多
く
使
わ
れ
る
。

　

初
代
乾
山
は
『
陶
工
必
用
』
に
、
生
瀬
白
石
を

扱
う
大
坂
天
神
橋
南
岸
の
問
屋
、『
陶
磁
製
方
』
に
、

金
泥
を
売
る
店
と
し
て
桜
の
木
が
目
印
と
な
る
東

洞
院
二
条
北
庄
左
ヱ
門
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。

―
薄
黄
繪
―

＊
う
す
き
方
：
黄
色
の
内
、
薄
き
手
立
て
に
は
緑

青
を
少
な
く
す
る
こ
と
を
い
う
。

―
右
同
断
上
萌
キ
ノ
方
―

＊
岩
緑
青
：
天
然
の
炭
酸
銅
。
緑
色
絵
具
の
原
料

で
あ
る
が
、
値
段
が
高
く
、
入
手
し
難
い
と
さ
れ

る
。
他
方
、
奈
良
緑
青
は
人
造
で
あ
り
、
真
鍮
・

銅
板
な
ど
の
屑
を
塩
水
に
つ
け
、
そ
れ
を
繰
り
返

し
水
洗
い
し
、
人
工
的
に
作
っ
た
粒
で
あ
る
。
入

手
し
易
く
、
安
価
と
さ
れ
る
が
、
緑
青
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
手
立
、
発
色
に
も
相
異
が
生
ず
る
。

―
紫
繪
―

＊
紫
ゴ
ス
：
マ
ン
ガ
ン
質
の
呉
須
。
天
然
の
呉
須

は
酸
化
鉄
・
マ
ン
ガ
ン
な
ど
を
含
む
が
、
混
入
物

の
割
合
に
よ
っ
て
茶
色
系
、
紫
系
に
変
化
す
る
。

―
黄
繪
―

＊
唐
白
目
：
日
本
に
も
あ
り
、
伊
予
白
目
と
し
て

知
ら
れ
る
が
、
酸
化
ア
ン
チ
モ
ン
、
鉛
釉
、
黄
色

の
顔
料
に
用
い
ら
れ
る
。

渡
邊
氏
の
絵
手
本
か
：
銹
絵

山
水
図
額
皿
（
部
分
）
と
猪
八

銹
絵
硯
屏

（
部
分
）

上
萌
キ
絵
具
：
猪
八　

色
絵

松
図
角
皿

紺
絵
具
：
猪
八　

藍
絵
オ
ラ

ン
ダ
写
盃

383940

陶法伝書とその伝播(89)



　
　
　
　
　

赤＊

繪

一　

赤
藥
下
地
ニ
ぬ
り
候　

黄
土
斗　

水
氣
な
く　

ふ
の
り

斗ば
か

り
に
て
と
き　

尤
う
す
（
薄
）
ふ
の
り
よ
く
候　

白
粉
少

シ　

黄
土
拾
匁
の
と
こ
ろ
へ

41　

白
粉
弐
匁
斗ば
か
り

 

も
入
レ
た
る
も
吉よ

シ　

一い
ち

め
ん
に
掛
候
得

は
む
け
る
也　

半
分
赤
ク
致い
た
し
た
き
と
き

度
時
ハ　

生な
ま

ニ
て
樂
燒
の
通
り

ニ
ぬ
り
置
候
也

　
　
　
　
　

白＊

繪

一　

右
ニ
記し
る
し

 

候
内
燒
地
ぬ
り　

白
繪
を
以も
っ

テ　

何い
ず
れ

 

ニ
不よ
ら
ず寄

書
候
ヘ
は　

見
事
ニ
出
来
申
事

　
　
　
　
　

燒＊

附
画
具
の
部

　
　
　
　
　

緑
青
萌
キ

　

一　

岩
緑　
　
　
　
　

三
匁

42
一　

玉　
　
　
　
　
　

廿
五
匁

　

一　

白
粉　
　
　
　
　

四
匁

奈
良
緑
青
五
分
斗ば
か
り

 

入
候
時
も
あ
り　

そ
の
時
は
白 

四
分
増

　
　
　
　
　

紺＊

繪

　

一　

玉　
　
　
　
　
　

百
目

　

一　

白
粉　
　
　
　
　

四
拾
五
目

　

一　

紺
青　
　
　
　
　

五
匁
八
分

43　

右
内
燒
の
紺
青
に
て
も　

燒
附
候
へ
は　

伊い

ま

り
万
里
物
な

と
ニ
ハ
右
の
通
り
宜よ
ろ
し
く敷

候　

玉 

白
粉
を
先
へ
鉢
ニ
入　

能よ

ク

す
り　

其
後
紺
青
を
人
ル
事　

内
燒
も
同
前

　
　
　
　
　

黄
繪

　

一　

玉　
　
　
　
　
　

拾
目

　

一　

白
粉　
　
　
　
　

四
匁
五
分

　

一　

唐＊

白
目　
　
　
　

三
分

―
赤
繪
―

＊
赤
繪
：
赤
絵
は
、
一
般
に
赤
を
基
調
と
し
た
と

こ
ろ
か
ら
の
名
称
。
錦
窯
を
用
い
て
焼
き
付
け
る

が
、
京
都
で
は
伊
万
里
焼
を
赤
絵
と
称
し
、
用
語

の
始
ま
り
は
酒
井
田
柿
右
衛
門
家
の
文
書
に
確
認

で
き
る
。
技
法
の
始
ま
り
は
中
国
宋
代
磁
州
窯
の

赤
絵
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
赤
絵
と
は
異

な
り
、
赤
楽
下
地
に
塗
る
黄
土
で
あ
る
。
黄
土
に

少
々
の
ふ
の
り
を
交
ぜ
、
素
地
に
塗
る
。
が
、
生

掛
け
の
場
合
は
よ
い
と
し
て
、
素
焼
上
で
は
一
遍

に
塗
れ
ば
剝
げ
が
生
ず
る
。
片
身
分
け
の
場
合
に

は
生
掛
け
に
す
る
と
い
う
。

―
白
繪
―

＊
白
繪
：
白
塗
り
は
、
如
何
よ
う
の
器
物
で
あ
れ
、

内
窯
地
塗
り
用
の
白
絵
具
が
適
す
る
。

―
燒
附
画
具
の
部
―

　

こ
こ
か
ら
は
伊
万
里
焼
素
地
上
に
用
い
る
な
ど
、

上
絵
具
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
。

＊
燒
附
画
具
：
上
絵
付
に
用
い
る
絵
具
は
、
大
方

内
焼
用
絵
具
と
同
じ
で
あ
る
。
ビ
ー
ド
ロ
を
入
れ

る
か
否
か
。
ビ
ー
ド
ロ
は
伝
統
的
な
内
窯
絵
具
に

は
用
い
な
い
が
、
焼
成
時
間
の
短
縮
、
絵
具
の
密

着
性
を
高
め
る
な
ど
、
上
絵
付
絵
具
特
有
の
調
合
。

―
緑
青
萌
キ
―

　

岩
緑
か
奈
良
緑
青
か
、
そ
の
使
用
に
よ
っ
て
白

粉
の
分
量
が
変
わ
る
。

―
紺
繪
―

＊
紺
繪
具
：
内
焼
絵
具
で
あ
る
が
、
伊
万
里
焼
の

素
地
に
も
適
し
、
製
し
方
は
、
鉢
に
白
玉
・
白
粉

を
先
に
入
れ
、
よ
く
擂
り
つ
ぶ
し
、
そ
の
後
に
紺

青
を
入
れ
る
と
い
う
。

―
黄
繪
―

＊
唐
白
目
：
唐
白
目
は
よ
く
よ
く
擂
り
、
白
玉
・

白
粉
と
合
わ
せ
て
尚
よ
く
擂
り
、
に
か
わ
も
よ
く

炊
き
、
筆
に
含
ま
せ
絵
の
描
き
易
い
状
態
に
す
る
。

赤
繪
：
猪
八
作
品

に
み
ら
れ
る
「
乾

山
・
深
省
」
印

伊
万
里
物
：
猪
八　

色
絵
伊

万
里
地
絵
替
り
輪
花
皿

伊
万
里
物
：
猪
八　

色
絵
伊

万
里
地
春
草
図
猪
口 

黄
絵
具
：
猪
八　

色
絵
芥
子

図
香
合　
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
美

術
館

414243

(90)



44　

右
唐と
う
し
ろ
め

白
目　

随
分
細
ク
す
り　

其
後
に
玉 

白
粉
も
入　

又
々
能よ

ク
す
り　

燒や
き
つ
け
え
の
ぐ

附
画
具　

何
れ
も
す
き
に
か
は
能よ
く

た
き

候
て　

筆
に
の
り
候
程
ニ
し
て　

画
を
丨
事
也

　
　
　
　
　

紫
繪

一　

玉　
　
　
　
　
　
　

拾
匁

一　

白
粉　
　
　
　
　
　

四
匁
五
分

一　

紫　
　
　
　
　
　
　

壱
分

45　

右
も
紫
を
能よ
く

〳
〵
す
り　

其
後
玉 

白
粉 

随
分
〳
〵
細
こ
ま
か

ニ
す
り
右
の
通
り

　
　
　
　
　

赤
繪

一　

玉　
　
　
　
　
　
　

十
匁

一　

白
粉　
　
　
　
　
　

三
匁
八
分

一　

赤　
　
　
　
　
　
　

壱
匁
弐
分

右
赤
繪
の
事　

同ど
う
め
い
い
た
さ
れ
そ
う
ろ
う
じ
ぶ
ん

名
被
致
候
時
分 

ニ
ハ　

金＊
か
な
だ
ま

銖 

と
申
物
有あ

り

之こ
れ
い
ろ
あ
い

色
合
も
至し
ご
く極
見

46　

事
ニ
て　

唐か
ら
も
の物
ニ
も
紛ま
ぎ

リ
候
得
共　

只
今
ニ
て
は
其

藥や
く
し
ゅ種

無
く　

弁べ
ん
が
ら柄

ニ
て
色
々
と
工く

ふ
う風

を
致
候
得
共　

出
し
ゅ
っ
た
い来

致い
た
し
か
ね
兼　

色
あ
し
く　

存
命
の
内　

随
分
心
か
け
追お
い
お
い々

と
申
残

し
置
候　

先
ツ
い
ろ
悪あ
し
き敷

な
か
ら　

右
の
通
り
丨
附
テ　

外ほ
か

ニ
一
方　

左
ニ
記
ス

一　

白
粉　
　
　
　
　
　

拾
匁

一　

赤　
　
　
　
　
　
　

五
匁

47　
　

遣つ
か
い
か
た

方　

外
ノ
画え

の
ぐ具

の
通
り　

に
か
は
に
て
と
き
候
也　

工
風
可
致
㕝こ

と

―
紫
繪
―

　

顔
料
は
同
じ
く
よ
く
よ
く
擂
る
こ
と
が
必
須
で

あ
る
。

―
赤
繪
―

＊
金
銖
：
金
珠
は
、
赤
色
絵
具
の
原
料
で
あ
る
。

唐
物
に
も
紛
れ
る
ほ
ど
の
色
合
に
な
る
と
い
う
が
、

「
同
名
い
た
さ
れ
候
時
分
」
と
あ
り
、
初
代
乾
山
、

遡
っ
て
仁
清
時
代
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。

　

が
、『
陶
工
必
用
』
に
は
す
で
に
入
手
は
困
難
と

あ
り
、
乾
山
時
代
に
は
入
手
も
む
ず
か
し
く
、
代

わ
っ
て
弁
柄
を
使
用
。
が
、
容
易
に
気
に
入
る
色

合
い
に
は
な
ら
ず
、
こ
こ
で
も
二
種
の
調
合
例
を

示
す
が
、
ビ
ー
ド
ロ
を
入
れ
た
場
合
、
入
れ
な
い

場
合
に
分
け
ら
れ
る
。
入
れ
な
い
も
の
は
孫
兵
衛

伝
、
入
れ
た
も
の
は
仁
清
伝
・
上
絵
具
に
始
ま
り
、

乾
山
焼
で
は
白
絵
具
・
黒
絵
具
な
ど
に
例
が
あ
る
。

　

膠
を
入
れ
る
こ
と
は
他
の
手
立
と
同
じ
で
あ
る
。

赤
絵
具
：
猪
八　

赤
絵
花
唐

草
文
香
合　
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

美
術
館

紫
絵
具
：
猪
八　

交
趾
写
し

小
鉢
（
建
水
）　
大
英
博
物
館 

444546

陶法伝書とその伝播(91)



　
　
　
　
　
　

金き
ん
の
や
き
つ
け

燒
附

一　

金
て
い　
　
　
　
　

壱
匁

一　

す
き
ほ
う
し
ゃ　
　

弐
分

金＊

は
く（
箔
）　

京
万ま

ん
じ
ゅ
じ
ど
お
り

壽
寺
通　

室む
ろ
ま
ち町

西
へ
入い

り

候
北　

つ
ほ
（
壷
）

や
と
申
所
ニ
有
り　

金
の
代だ
い
ぎ
ん銀
時
に
ゟよ
り

相
違
も
有あ
り　

燒
物
ニ

遣つ
か
い
も
う
す

申 

金
は
く　

此
の
壷
や
か
き
り　

外
の
は
あ
し
く　

金き
ん
ぱ
く伯

48　

随
分
は
た
（
肌
）
の
よ
き
清き
よ
み
ず
や
き

水
燒
の
う
す
ひ
ら
た
き
鉢
へ

入
レ　

水
少
シ
入
レ　

ゆ
ひ
ニ
て
す
り
つ
ふ
す
也　

こ
れ
を

は＊

く
を
け
す
と
い
ふ
也　

寺
町
通
り
経き

ょ
う
じ師

や
衆し

ゅ
う

 

ニ
た
の
ミ

　

け
し
て
も
ろ
（
ら
）
ふ
も
よ
し　

又
清
水
燒
の
燒
付
繪　

る
り
繪　

間
料
い
か
程
と
極
メ　

や
と
ひ
候
て　

け
し
て
も

ら
ふ
も
吉よ

シ　

金
伯
高た
か
ね
な
る
も
の
ゆ
え

値
成
物
故

49　

先
へ
遣つ
か
わ

 

す
事
ハ
無
用
也　

さ
て
す＊

き
ホ
ウ
砂
を　

常
の

新あ
た
ら
し

 

キ
土
器
へ
入
レ　

火
ニ
か
け　

燒や
き
か
え返

し
候
ヘ
ハ　

ふ
ハ

〳
〵
と
は
セ
の
こ
と
く
ニ
成な
る　

随
分
〳
〵
燒
返
し　

ふ
つ

〳
〵
と
な
り
候
を　

お
と
の
せ
ぬ
程
ふ
か
し　

金
目
壱い
ち
も
ん
め

匁
ニ

　

右
の
ホ
ウ
砂
ヲ
弐に

ぶ分　

す
ゐ
分
（
随
分
）
細こ
ま
か

 

ニ
す
り
入
ル

也　

尤た
だ
しに
か
わ
ニ
て
と
き　

か
く
（
書
）
也　

口
へ
に
（
口
紅
）

な
ど
に
は
一
篇
引ひ

き　

か
わ

50　

き
候
時　

又
一
篇
ぬ
り　

う
す
く
三
篇
も
ぬ
り　

も
の

ニ
さ
わ
ら
ぬ
様
ニ
竈
ヘ
入
レ　

燒
様
は
左
ニ
記
ス

　
　
　
　
　

燒＊
や
き
つ
け
も
の
の
や
き
か
た

附
物
燒
方

一　

大お
お

キ
な
る
も
の
ハ
か
ま
ニ
立
て
掛
ケ
並な

ら
べ

　

茶
碗
な
ど
は

（
図
）
か
く
の
こ
と
く　

こ＊

と
く
（
五ご
と
く徳
）
と
い
ふ
物
こ
し
（
ら
へ
）　

茶
碗
内
繪

な
と
あ
る
と
き
ワ　

そ
こ
へ
當あ

た

ル
と
こ
ろ　

此こ
の

通
り
ニ
し
て　

随
分

―
金
燒
附
―

＊
金
は
く
：
金
箔
は
高
価
で
あ
る
。
や
き
も
の
用

に
は
京
都
市
万
寿
寺
通
リ
室
町
西
ヘ
入
ル
北
、
壷

や
と
称
す
る
店
の
も
の
に
限
る
と
い
う
。
初
代
乾

山
も
記
述
し
た
が
、
は
じ
め
に
箔
を
消
す
必
要
が

あ
り
、
清
水
焼
な
ど
薄
く
平
た
い
鉢
に
金
箔
を
入

れ
、
少
し
水
を
加
え
、
指
で
擂
り
つ
ぶ
し
て
泥
状

に
す
る
。
今
で
は
金
銭
を
払
い
、
寺
町
通
り
の
経

師
屋
衆
、
清
水
焼
の
絵
付
職
人
に
頼
む
こ
と
も
で

き
る
が
、
高
価
な
も
の
、
金
箔
の
代
金
な
ど
は
先

払
い
は
し
な
い
方
が
よ
い
と
注
意
を
す
る
。

　

原
料
か
ら
絵
具
の
こ
と
、
細
工
か
ら
焼
成
な
ど
、

伝
書
に
は
京
都
の
地
名
・
店
名
が
し
ば
し
ば
み
ら

れ
る
。
筆
者
が
同
地
に
通
ず
る
人
物
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
る
が
、
初
代
乾
山
と
も
同
じ
用
語
、
絵
具
・

技
法
の
説
明
な
ど
、
種
々
の
共
通
点
・
接
点
が
見

出
さ
れ
る
。
が
、
当
伝
書
に
は
仁
清
陶
法
・
本
焼

関
係
、
孫
兵
衛
陶
法
・
伝
統
的
な
内
窯
伝
の
記
載

は
な
く
、
時
代
の
相
違
、
興
味
の
衰
退
、
内
窯
陶

法
を
求
め
る
活
発
な
動
き
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

＊
は
く
を
け
す
：
金
箔
の
項
の
続
き
で
あ
る
。
自

ら
「
箔
を
消
す
」
場
合
は
、
磁
器
な
ど
の
平
鉢
に

入
れ
、
水
を
加
え
、
指
で
擂
り
潰
す
が
、
猪
八
時

代
に
は
寺
町
の
経
師
屋
衆
、
ま
た
五
条
坂
の
や
き

も
の
職
人
に
頼
み
、
消
し
て
も
ら
う
こ
と
も
可
能

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

＊
す
き
ホ
ウ
砂
：
生
の
硼
砂
。
焼
返
し
て
用
い
る

が
、
金
一
匁
に
融
剤
と
し
て
硼
砂
二
分
と
あ
り
、
接

着
剤
と
し
て
膠
を
交
ぜ
る
。乾
山
は
生
硼
砂
を
使
用
。

―
燒
附
物
燒
方
―

＊
燒
方
：
窯
詰
め
に
は
、
器
物
の
大
小
、
形
状
に

従
っ
て
異
な
る
道
具
が
使
わ
れ
る
。
歪
み
、
張
り

付
き
防
止
に
は
、
ト
チ
ン
（
土
鎮
）
を
使
用
。
板
状
・

大
き
な
器
物
は
立
て
掛
け
る
、
皿
・
碗
な
ど
重
ね

入
れ
に
は
五
徳
型
の
土
鎮
を
用
い
る
。

＊
五
徳
：
一
般
に
鉄
瓶
・
釜
な
ど
を
支
え
る
三
脚
・

四
脚
の
丸
い
台
で
あ
る
。
鉄
製
・
陶
製
、
台
に
は

先
を
尖
ら
せ
た
目
を
付
け
る
が
、
や
き
も
の
で
は

器
物
と
同
じ
粘
土
で
造
り
、
一
度
限
り
の
使
用
。

耐
火
度
の
高
い
赤
土
で
あ
れ
ば
何
度
の
使
用
も
可

能
で
あ
る
。
重
ね
焼
き
の
折
、
器
物
の
間
に
挟
む

が
、
立
て
掛
け
る
板
状
の
器
物
に
は
、
先
を
尖
ら

せ
た
土
橋
を
作
り
、
ふ
ら
つ
か
ぬ
よ
う
に
乗
せ
る
。

金
焼
附
：
猪
八　

色
絵
杉
図

土
器
皿　
畠
山
記
念
館

数
少
な
い
猪
八
作
金
彩
作
品

ゆ
ひ
ニ
て
す
り
つ
ふ
す
也
：

指
で
「
金
箔
を
消
す
」
筆
者

作
成

五
徳
（
ト
チ
ン
）
：
乾
山
焼

鳴
滝
陶
片　
石
水
博
物
館

47484950

(92)



51　
（
図
）
こ
と
く
（
五
徳
）
の
目
さ
き
ほ
そ
く
と
か
ら
し　

模
様
を
よ
け　

た

ん
〳
〵
（
だ
ん
だ
ん
）
竈
の
内
の
り　

ふ
た
ニ
さ
わ
ら
ぬ
程
の
高
サ
ニ
つ
め　

と

な
り
ど
う
し
（
隣
同
志
）
つ
き
合
ぬ
様
ニ
い
こ
（
動
）
か
し
て
見
て　

ふ
わ
〳
〵

と
セ
ぬ
様よ

う

ニ
入
レ　

外そ
と
が
ま竈
の
ふ
ち
を
と
ん
〳
〵
と　

に
き
り
こ
ふ
し
（
握
り
拳
）

て
た
ゝ
き
見
候
へ
ハ　

ふ
ら
つ
き
候
て
も　

こ
け
ぬ
こ
と
し
れ
申
候　

ケか
よ
う様

（
斯
様
）
の
事
共
丨
残
し
不も

う
さ
ず申
と
も
知
れ
さ
（
た
）
る
こ
と
な
が
ら　

た
ん
〳
〵

し
ゅ
れ
ん
（
だ
ん
だ
ん
手
練
）
の
う
へ
ハ　

工く
ふ
う風
付
く
物
な
れ
と
も　

あ
ら
増ま

し

ヲ

丨
残
し
候

　
（
図
）
又
立
か
け
候
て
燒
候
も
の
も　

へ
た
て
（
隔
て
）
に　

ケ
様
ニ
と
か
り

た
る
土＊

つ
ち
は
し
橋
ヲ
こ
し
ら
ヘ　

立た
て
か掛
ケ
タ
ル
へ
た
て
に
入
ル
也　

是こ
れ

も
我
等
存
命
の

内　

遣つ
か
い候
へ
こ
板
（
へ
ご
板
）
の
わ
れ
可
有
事
也　

と
か
く
勘
弁
し
て
燒
事
也

52　

右
書
残
し
候
燒
物
細
工　

下
地 

素
燒
仕
用 

書
附
候
斗ば

か
リ

ニ
て
は　

中な
か
な
か々

合が
て
ん点
も
難な
り
が
た成
か
る
べ
く
候
故　

随
分
〳
〵
存

命
の
内　

口
授
も
致
候　

右
の
書
附　

心か
な
ら
ず（必

）
々
他た

け
ん
む
よ
う

見
無
用

ニ
候
間　

随
分
工
風
し
て　

幾い
く
た
び度
も
〳
〵
燒　

覚お
ぼ
え
も
う
さ
る
べ
く

可
被
申 

候

　

繪
具
等
も
覚
被
申
上
ニ
て　

右
の
下
地
に
繪
を
附
候
具
也
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右
庭＊
に
わ
や
き
の
し
ょ

燒
書　

藥く
す
り
　

繪え

の
具ぐ

の之
合あ
わ
せ
か
た
方

　
　
　
　
　

乾け
ん
ざ
ん
ひ
ほ
う

山
秘
法　

他た
け
ん
む
よ
う
な
り

見
無
用
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乾け
ん
ざ
ん山

　

五
徳
は
模
様
を
避
け
て
置
く
が
、
詰
め
た
後
に

は
外
側
の
窯
を
ト
ン
ト
ン
と
叩
き
、
倒
れ
ぬ
こ
と

を
確
認
す
る
。

＊
土
橋
：
陶
板
に
幾
筋
も
の
三
角
錐
の
粘
土
紐
を

は
り
付
け
、
土
鎮
と
し
た
も
の
。
器
物
を
立
て
掛

け
、
隔
て
と
し
て
用
い
る
。

＊
庭
燒
書
：
庭
焼
・
席
焼
は
、
一
般
に
公
家
・
武
家
・

富
裕
町
人
の
邸
内
な
ど
に
設
え
た
内
窯
・
低
火
度

焼
成
の
や
き
も
の
製
作
を
い
う
。
陶
工
を
招
き
、

自
ら
も
楽
し
む
な
ど
、
広
義
に
は
御
用
窯
も
含
ま

れ
る
が
、
当
伝
書
に
は
細
工
・
下
地
・
絵
具
・
釉
薬
、

素
焼
・
内
焼
・
本
焼
な
ど
を
記
し
、
存
命
で
あ
れ

ば
い
ず
れ
も
口
授
。
何
よ
り
自
ら
試
み
、
習
得
す

る
こ
と
が
大
事
、
伝
書
の
諸
事
は
そ
の
上
で
の
教

え
で
あ
る
と
述
べ
る
。

　

当
伝
書
は
、
乾
山
焼
に
お
け
る
商
標
、
特
色
と

な
っ
た
様
式
、
釉
薬
・
絵
具
の
秘
伝
が
主
体
。
内

容
、
巻
末
の
跋
に
よ
っ
て
、
二
代
乾
山
尾
形
猪
八

の
陶
法
で
あ
る
と
判
断
す
る
が
、
猪
八
は
門
人
清

吾
の
た
め
に
同
書
を
自
書
。
清
吾
は
そ
れ
を
京
都

に
お
い
て
知
己
と
な
っ
た
萬
古
焼
祖
沼
波
吾
左
衛

門
へ
譲
渡
す
る
が
、
猪
八
は
江
戸
へ
下
向
、
真
偽
の

程
は
別
と
し
て
、
晩
年
に
は
京
都
へ
戻
り
、
同
伝
書

を
自
書
、
清
吾
に
授
け
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。

　

沼
波
吾
左
衛
門
・
弄
山
は
伊
勢
桑
名
の
富
商
で
あ

る
。
茶
の
湯
、
や
き
も
の
に
執
心
。
京
都
に
滞
在
、

表
千
家
七
代
千
如
心
斎
（
一
七
〇
六
―
五
一
）
に
茶

の
湯
を
学
び
、
そ
の
折
、
清
吾
と
の
交
流
も
生
じ
、

伝
書
を
乞
う
が
、
初
代
乾
山
甥
小
西
彦
右
衛
門
と

も
千
如
心
斎
の
朝
茶
事
に
同
席
。
数
寄
者
と
し
て

楽
焼
を
始
め
、
や
が
て
本
格
的
な
製
陶
へ
と
進
む

が
、
こ
と
に
よ
る
と
彦
右
衛
門
の
仲
介
に
よ
っ
て

乾
山
焼
へ
の
興
味
が
促
さ
れ
た
か
。
宝
暦
年
間

（
一
七
五
一
―
六
四
）
に
は
江
戸
向
島
小
梅
村
別
邸
に

窯
を
築
き
、
萬
古
焼
と
称
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ

る
。
伝
書
の
活
用
、
乾
山
焼
と
の
関
わ
り
は
如
何

で
あ
っ
た
か
。
九
六
、七
頁
に
寸
考
を
掲
載
し
た
が
、

ロ
ク
ロ
目
跡
な
ど
か
ら
窯
や
窯
道
具
は
京
焼
形
式

を
用
い
た
も
の
と
考
察
。
萬
古
焼
を
扱
う
萬
古
堂

は
江
戸
今
川
橋
に
あ
り
、
多
く
の
趣
味
者
が
出
入

り
。
三
世
三
阿
時
代
に
は
佐
野
宗
達
な
る
人
物
が

お
り
、『
乾
山
秘
書
』
に
「
萬
古
三
阿
至
玄
」
に
や

き
も
の
を
習
う
と
記
す
。

へ
こ
板
（
部
分
）
：
水
野
原
遺

跡　
新
宿
区
（
大
西
３

－

５
５
）

515253

陶法伝書とその伝播(93)



　
　
　

山さ
ん
す
い
に
せ
い
お
ん
あ
り

水
有
清
音
（
丸
印
） 

　

右
陶と
う
き
で
ん
ぽ
う
の
し
ょ
は

器
傳
法
之
書
者　

御お
む
ろ室
乾け
ん
ざ
ん
く
ふ
う
の
や
く
ほ
う
な
り

山
工
風
之
藥
法
也

　

 

乾け
ん
ざ
ん
は

山
者
洛ら
く
よ
う
の
じ
ゅ
う

陽
之
住　

以や
き
も
の
を
も
っ
て
ぎ
ょ
う
と
す

磁
器
為
業　

  

其そ
の
せ
い
こ
う

精
工 　

氣き
し
ょ
う象 

風ふ
う
り
ゅ
う
流　

自み
ず
か
ら
も
っ
て
た
の
し
み
と
な
し

以
爲
樂　
　
　

 

可か
み
の
て
と
も
い
う
べ
き
や

謂
神
手
也

　

晩ば
ん
ね
ん
じ
ゅ
ご
う
の
み
や
の
め
い
を
こ
う
む
り

年
蒙
於
凖
后
宮
之
命 　

赴と
う
ぶ
に
お
も
む
き

東
武　
　

　

暫し
ば
ら
く
ね
ぎ
し
に
じ
ゅ
う
し

住
根
岸　
　

 

製と
う
き
を
せ
い
す

陶
器　

後の
ち
に
ま
た
き
ら
く
し
ゅ
う
え
ん
す

又
帰
洛
而
終
焉

　

有で
し
に
せ
い
ご
と
い
う
も
の
あ
り

弟
子
清
吾
者　

又ま
た
み
ょ
う
し
ゅ
な
り

妙
手
也　

乾け
ん
ざ
ん山
藥や
く
ほ
う
こ
と
ご
と
く

法
悉

　

自み
ず
か
ら
し
ょ
し

書　
　

以も
っ
て
　

授せ
い
ご
に
さ
ず
く

清
吾
矣

　

又ま
た
ば
ん
こ
の
そ

萬
古
之
祖　

姓せ
い

沼ぬ
な
み波　

稱し
ょ
う
ご
ざ
え
も
ん

吾
左
衛
門
号ご
う

弄ろ
う
ざ
ん山

　

千せ
ん
の
じ
ょ
し
ん
さ
い
の
も
ん
じ
ん
に
し
て

ノ
如
心
斎
之
門
人　

好ち
ゃ
ど
う
を
こ
の
み

茶
道　
　

　

於み
や
こ
の
り
ょ
て
い
に
お
い
て

洛
之
旅
亭　

 

與せ
い
ご
と
の
ま
じ
わ
り
あ
つ
く

清
吾
交
厚　

 

臨り
べ
つ
の
と
き
に
の
ぞ
み

干
離
別
之
期

　

懇け
ん
ざ
ん
じ
ひ
つ
の
し
ょ
を
こ
ん
ぼ
う
す

望
乾
山
自
筆
之
書　

而し
か
し
て

　

 

以も
っ
て
か
え
り

還　

　

弄ろ
う
ざ
ん
ぎ
ょ
う
に
え
き
し
ん
す

山
業
益
進
矣　

尚な
お
く
ふ
う
を
く
わ
え

加
工
風　

　

 

而つ
い
に
ば
ん
こ
ひ
と
な
が
れ
の
ぎ
ょ
う
を
ひ
ら
き

終
開
萬
古
一
流
之
業　

普あ
ま
ね
く
よ
に
ひ
び
く（
き
こ
え
る
）

最
鳴
干
世
矣　
　
　

至よ
に
い
た
り
て
す
で
に
さ
ん
せ
い
な
り

予
既
三
世
也　
　

今い
ま
ま
さ
に
将 
依そ
ん
め
い
に
よ
っ
て
も
く
し
が
た
く

尊
命
難
黙
止　

 

　

而み
ず
か
ら
う
つ
し
て

寫
自　

書で
ん
ぽ
う
の
し
ょ
い
っ
さ
つ

傳
法
之
一
冊　

以も
っ
て
て
い
じ
ょ
う
た
て
ま
つ
り

奉
呈
上　
　
　

　

於こ
こ
に
そ
の
こ
と
を

爰
撮
其
事ひ
き　

記か
ん
ま
つ
に
し
る
し

干
巻
末
畢お
わ
ん
ぬ矣

　
　
　

寛か
ん
せ
い政

四
壬み

ず
の
え
ね

子
夏
五
月　
（
方
印
）
浅あ

さ
じ
ど
う

茅
堂

　
　
　
　
　
　

萬ば
ん
こ
ど
う

古
堂
三
世

　
　
　
　
　
　
　

浅あ
さ
じ
ふ
の
い
ん
し

茅
生
隠
士 

三さ
ん
あ阿

誌し
る
す（

花
押
）

5455565758

『
陶
器
密
法
書
』　
巻
末
（
一
）
萬
古
堂
三
世
浅
茅
生
隠
士
三
阿
に
よ
る
跋
文

　
『
陶
器
密
法
書
』
巻
末
の
跋
文
で
あ
る
。

　

漢
文
体
、
当
伝
書
を
入
手
し
た
経
緯
を
記
す
が
、
萬
古
堂
三
世
浅

茅
生
隠
士
三
阿
誌
と
あ
り
、寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
の
記
述
で
あ
る
。

三
阿
は
萬
古
堂
三
世
、号
浅
茅
生
、三
阿
と
称
し
、こ
の
た
び
「
至
玄
」

（『
乾
山
秘
書
』）
の
名
を
見
つ
け
出
し
た
が
、
梅
山
居
・
三
阿
亭
な
ど

と
呼
ば
れ
た
俳
人
で
あ
り
、
江
戸
の
陶
器
問
屋
萬
古
堂
三
世
、
今
戸

に
住
し
や
き
も
の
造
り
、
俳
人
大
島
蓼り
ょ
う
た太
へ
織
部
写
し
の
風
炉
用
小

板
を
焼
い
て
贈
る
な
ど
の
記
録
が
残
る
（『
墨
水
遊
覧
誌
』）。

　

乾
山
は
初
代
と
二
代
が
混
淆
か
。
京
都
の
人
、
独
自
の
風
流
を
以

っ
て
一
流
を
築
き
、
晩
年
に
は
輪
王
寺
宮
の
命
を
蒙
り
江
戸
へ
下
向
。

根
岸
に
住
し
て
陶
器
を
製
す
る
が
、
再
び
帰
洛
。
弟
子
に
は
清
吾
な

る
人
物
が
い
た
と
い
う
。
清
吾
は
妙
手
、
乾
山
は
自
ら
陶
法
伝
書
を

認し
た
ため

与
え
る
が
、
京
都
に
お
い
て
千
如
心
斎
に
茶
の
湯
を
学
ぶ
沼
波

弄
山
と
邂
逅
、
伝
書
は
乞
わ
れ
て
弄
山
の
手
に
渡
る
。
同
書
に
は
し

ば
し
ば
存
命
な
ら
ば
と
し
た
言
が
あ
る
。
老
齢
を
証
す
る
が
、
老
匠

に
学
ぶ
清
吾
と
は
如
何
な
る
人
物
で
あ
っ
た
ろ
う
。
内
窯
主
体
。
陶

工
か
、
趣
味
人
か
、
尚
古
斎
・
三
代
目
乾
山
を
名
の
っ
た
人
物
と
の

関
わ
り
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

　

跋
文
に
は
、
寛
政
四
年
五
月
、
尊
命
に
よ
っ
て
当
伝
書
を
書
写
、

謹
呈
す
る
と
あ
る
。
黙
し
難
く
と
も
あ
り
、
尊
命
と
は
誰
で
あ
ろ
う

か
。
追
記
に
よ
れ
ば
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
九
月
、
当
伝
書
は
喜

之
な
る
人
物
が
書
写
。
が
詳
し
い
こ
と
は
解
ら
な
い
。

　

弄
山
は
竹
川
竹
斎
の
曾
祖
父
政
榮
娘
八や

お百
を
妻
と
し
た
。
八
百
は

寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
没
す
る
が
、
二
男
一
女
が
あ
り
、
二

人
の
男
子
五
郎
兵
衛
惟
長
・
満
蔵
寛
長
は
揃
っ
て
や
き
も
の
を
好
し

と
は
せ
ず
、
満
蔵
は
他
家
を
相
続
。
沼
波
家
は
五
郎
兵
衛
が
継
承
し
、

三
阿
は
そ
の
子
息
と
考
え
る
が
、
跋
文
を
認
め
た
寛
政
四
年
、
祖
母

は
い
ま
だ
健
在
。
三
阿
は
今
戸
に
住
し
、
や
き
も
の
製
作
に
従
事
。

堤
焼
針
生
乾
馬
家
蔵
『
乾
山
秘
書
』
巻
末
に
は
佐
野
宗
達
真
義
な
る

人
物
が
、「
傳
心
庵
」及
び「
萬
古
三
阿
至
玄
」に
陶
法
を
習
う
と
あ
る
。

萬
古
堂
三
世
三
阿
、『
密
法
書
』
の
跋
文
に
結
び
つ
く
。

5455565758

(94)



表
千
家
如
心
斎
会
記　

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）

「
覚
々
斎
追
善
十
三
回
忌
」

　

沼
波
弄
山
は
、
茶
の
湯
・
や
き
も
の
に
執
心
。
京
都
に
あ
っ
て
表

千
家
覚
々
斎
、
如
心
斎
の
門
を
潜
る
。
乾
山
焼
工
人
清
吾
と
も
出
会

い
、
乾
山
焼
伝
書
を
受
理
す
る
が
、
弄
山
の
萬
古
焼
開
窯
に
繋
が
る

そ
の
背
景
、
教
養
、
や
き
も
の
へ
の
関
心
を
寸
考
。

　

茶
人
、
銀
座
役
人
小
西
彦
右
衛
門
ら
と
の
交
わ
り
、
そ
れ
が
縁
と

な
っ
て
乾
山
焼
へ
の
関
心
を
深
め
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

寛
保
二
年
六
月
一
九
日
、
沼
波
五
兵
衛
（
五
郎
兵
衛
・
弄
山
）
は

如
心
斎
の
朝
茶
事
に
招
か
れ
る
。
会
記
に
よ
れ
ば
先
代
覚
々
斎
追
善

十
三
回
忌
、相
伴
客
は
小
西
彦
右
衛
門
、沼
波
五
兵
衛
、塗
師
宗
哲
（
中

村
宗
哲
）、
樂
吉
左
衛
門
で
あ
る
が
、
筆
頭
に
名
を
載
せ
る
彦
右
衛
門

は
正
客
、
詰
は
吉
左
衛
門
と
想
定
す
る
。
彦
右
衛
門
（
方
淑
）
は
銀

座
役
人
、
光
琳
庶
子
・
乾
山
の
甥
で
あ
っ
た
。
茶
の
湯
執
心
は
如
心

斎
ら
の
制
定
し
た
「
七
事
式
」
に
も
参
加
（「
小
西
家
文
書
」）、実
母
「
さ

ん
」
は
覚
々
斎
門
人
町
田
秋し
ゅ
う
は波

（
一
六
五
九
―
一
七
二
三
）
の
妻
と
い

う
関
係
に
あ
る
。
弄
山
と
乾
山
焼
と
の
関
わ
り
は
、
茶
事
に
同
席
、

親
し
さ
を
増
し
た
彦
右
衛
門
の
仲
介
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
彦
右

衛
門
は
親
類
書
覚
に「
従
弟
尾
形
伊
八
郎
」（「
小
西
家
文
書
」）と
記
す
。

一
方
、
乾
山
の
書
状
に
は
京
都
同
様
、
江
戸
乾
山
も
よ
ろ
し
く
と
あ

る
な
ど
、
彦
右
衛
門
と
猪
八
、
沼
波
と
乾
山
焼
の
橋
渡
し
に
は
小
西

彦
右
衛
門
の
姿
が
浮
か
ぶ
。

　

上
段
図
萬
古
焼
の
陶
法
書
は
森
家
に
伝
承
。
一
五
、九
×
一
〇
、五

㌢
、
二
三
丁
、「
天
保
三
辰
九
月
中
頃
ニ
改
ル
也
」
と
あ
り
、
途
絶

え
て
い
た
萬
古
焼
を
復
興
し
た
森
有
節
（
一
八
〇
八
―
八
二
）・
千
秋

兄
弟
の
時
代
に
当
た
る
。
乾
山
・
猪
八
の
活
躍
後
、欽
古
堂
亀
祐
が『
陶

器
指
南
』（
文
政
一
三
年
刊
・
一
八
三
〇
）
を
刊
行
す
る
。
当
書
は
そ
の

後
間
も
な
い
折
の
陶
法
書
で
あ
る
。
上
段
に
図
示
し
た
が
、
書
中
、

絵
具
の
調
合
・
製
し
方
に
加
え
、
絵
手
本
『
万
物
繪
本
大
全
調
法
記
』

（
元
禄
六
年
刊
）
の
抜
萃
・
書
写
が
あ
り
、絵
付
陶
器
へ
の
興
味
を
示
す
。

　

弄
山
は
京
都
に
お
い
て『
陶
器
密
法
書
』を
受
理
。
乾
山
焼
の
陶
法
、

様
式
、
猪
八
乾
山
の
風
趣
は
如
何
に
活
か
さ
れ
た
の
か
。
弄
山
の
目

指
し
た
や
き
も
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

　

次
に
そ
れ
を
一
考
し
た
い
。

如
心
斎
会
記
・
萬
古
焼
森
家
伝
書
（
天
保
三
年
）

　

沼
波
弄
山
が
、
小
西
彦
右
衛
門
と
と
も

に
表
千
家
如
心
斎
朝
茶
事
「
覚
々
斎
追
善

十
三
回
忌
」
に
参
会
し
た
折
の
茶
会
記
で

あ
る
。
覚
々
斎
を
偲
ぶ
道
具
組
で
あ
り
、

各
々
に
所
縁
の
あ
る
人
物
が
招
か
れ
、
弄

山
も
若
年
時
の
師
を
覚
々
斎
と
し
て
い
た
。

　
　
　

六
月
十
九
日

客
は
、
小
西
彦
右
衛
門
・
沼
波
五
兵
衛
・
塗
師

宗
哲
・
樂
吉
左
衛
門

茶
席
は
、

　

一　

掛
物　

覚
々
斎
文

　

一　

香
合　

コ
マ

　

一　

水
指　

備
前
平

　

一　

茶
碗　

宗
入
太
郎

　

一　

釜　
　

阿
弥
陀
堂

　

一　

花
入　

利
一
重

　

一　

茶
入　

随
流
斎
棗

　

一　

茶
杓　

あ
り
と
お
し

懐
石
（
精
進
）
は
、

　

揚
麩
・
茄
子
・
つ
ま
み
な
・
小
芋
・
青
唐
か

ら
し
・
湯
波
・
し
い
た
け
・
さ
さ
げ
・
く
わ
い
・

柚
べ
し
・
塩
松
茸
・
さ
き
梅
干
・
め
し
な
ど

菓
子
は
、
饅
頭
、
惣
菓
子
ま
つ
葉
、
後
に
外
郎

粽
な
ど
が
供
さ
れ
た
。

　

繪
具
製
法

　

だ
う
さ
の
加
減

一
冬
春
ニ
カ
ハ
一
匁
に
メ

イ
バ
ン
一
匁　

水
常
の
天

目
に
四
杯

但
ニ
カ
ハ
を
先
へ
入
て
よ

く
〳
〵
た
き
鎔
て
メ
ウ
バ

ン
ハ
後
に
入
ル
也　

夏
秋

ハ
天
目
水
加
減
一
は
い
す

く
な
く
入
也

一
胡
粉
か
ら
す
り
ニ
よ
く

す
り
て
う
す
ニ
カ
ハ
を
入

こ
ね
て
よ
く
〳
〵
す
り
て

水
を
少
し
つ
ゝ
入
筆
の
あ

た
り
や
わ
ら
か
に
よ
く
な

る
ほ
と
に
水
を
加
へ
火
に

て
少
あ
た
ゝ
め
用
へ
し

（
一
エ
ン
ジ
ノ
グ
一
白
六
）

一
黄
土
グ
一
せ
ウ
エ
ン
ジ

ノ
グ

一
ア
サ
ギ
一
肉
色

何
も
胡
粉
の
加
減
と
似
た

る
も
の
な
り

一
朱
少
シ
か
ら
す
り
に
し

て
う
す
ニ
カ
ハ
交
て
と

ろ
り
と
と
き
て
少
火
に
あ

た
ゝ
め
用
へ
し

一
花
紺
青
水
し
た
〳
〵
ニ

入
後
に
ウ
ス
ニ
カ
ハ
と

ろ
り
と
し
て
少
入
火
に
あ

た
ゝ
め
用
へ
し　

但
ニ
カ

ハ
上
ニ
う
く
も
の
也

一
岩
ロ
ク
せ
ウ
製
法
紺
青

同
前
な
り

一
丹
水
ひ
し
て
用
へ
し
但

す
い
ひ
な
し
ニ
用
事
あ
ら

バ
ウ
ス
ニ
カ
ハ
交
て
水
少

つ
ゝ
入
と
ろ
り
と
し
て
油

少
入
用
ヘ
シ

　

右
図
上
は
『
萬
物
繪
本
大
全
調
法
記
』「
繪
具

製
法
」
で
あ
る
。
下
図
は
萬
古
焼
陶
法
書
に
書

写
さ
れ
た
同
文
で
あ
る
。
絵
付
の
参
考
と
し
た

か
。
し
ば
し
ば
後
世
の
伝
書
に
は
出
版
物
か
ら

の
抜
萃
が
み
ら
れ
る
。

（
左
図
上
）『
万
物
繪
本
大
全
調
法
記
』（
巻
之
上
）

下
村
房
供
画　

元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
刊

（
左
図
下
）
森
家
蔵
陶
法
書　
天
保
三
年

（
一
八
三
二
）
朝
日
町
歴
史
資
料
館

陶法伝書とその伝播(95)



猪
八　

色
絵
唐
草
文
香
炉

フ
リ
ア
美
術
館

１
、
二
代
乾
山
猪
八

　

乾
山
焼
は
尾
形
深
省
江
戸
下
向
後
、
享
保
中
頃

尾
形
猪
八
が
二
代
を
継
承
。
京
都
聖
護
院
門
境
に

内
窯
を
築
き
、
工
房
を
設
け
る
。
初
代
の
乾
山
様

式
を
踏
襲
。
や
が
て
猪
八
独
自
の
様
式
を
考
案

す
る
が
、
聖
護
院
に
は
猪
八
作
品
九
点
が
伝
世
。

一
六
弁
菊
花
紋
章
を
施
し
た
黒
惣
地
塗
り
釜
・
瑠

璃
釉
惣
地
塗
り
水
指
、
藍
絵
松
竹
梅
図
茶
碗
・
碗
台
・

片
身
替
り
茶
碗
な
ど
、
一
六
弁
菊
花
紋
章
は
聖
護

院
と
の
関
わ
り
を
証
し
、
猪
八
の
活
動
環
境
を
推

考
さ
せ
る
。
交
趾
・
赤
絵
・
藍
絵
・
オ
ラ
ン
ダ
様

式
な
ど
の
水
指
・
火
入
・
香
炉
・
平
鉢
・
酒
器
な

ど
も
あ
り
、
特
に
赤
絵
は
更
紗
文
様
を
主
体
と
し

て
お
り
、
近
年
発
掘
さ
れ
た
聖
護
院
窯
跡
（
京
都
大

学
病
院
遺
跡
）
か
ら
は
同
文
様
を
施
し
た
陶
片
が
出
土

し
た
。

　

併
せ
て
こ
こ
に
猪
八
模
倣
の
作
品
が
あ
り
（
拙
著

『
尾
形
乾
山 

全
作
品
と
そ
の
系
譜
』）、
そ
の
銘
を
掲
載
（
野

村
重
治
「
陶
工
乾
山
代
數
考
」）。
猪
八
乾
山
に
も
同
様
の

火
入
、
盃
臺
な
ど
が
あ
る
。
猪
八
類
似
の
銘
、
赤

絵
唐
草
に
は
青
緑
の
点
が
あ
り
、
古
萬
古
焼
に
類

似
す
る
。
同
手
の
銘
・
文
様
は
種
々
伝
世
し
、
多

く
更
紗
文
様
。
こ
れ
も
古
萬
古
焼
に
相
通
。
さ
ら

に
書
銘
を
用
い
た
も
の
を
左
頁
上
段
に
図
示
、

　
　

乾
山
模
に
ハ
此
通
書
銘
も
御
坐
候

と
あ
る
な
ど
、
弄
山
に
『
陶
器
密
法
書
』
を
譲
渡

し
た
清
吾
な
る
人
物
の
関
わ
り
も
浮
上
す
る
。
清

吾
は
師
か
ら
妙
手
と
賞
さ
れ
た
。
丁
寧
な
成
形
と

丹
念
な
絵
付
・
彩
色
な
ど
、
猪
八
模
倣
の
作
品
群
は
、

鉄
分
の
多
い
粘
土
に
特
色
が
あ
り
、
粒
子
は
粗
く
、

京
焼
土
と
は
相
異
す
る
も
の
も
あ
る
。
萬
古
焼
と

の
関
わ
り
を
推
考
す
る
が
、
現
状
か
ら
は
未
だ
明

ら
か
に
は
為
し
得
な
い
。

猪
八　

色
絵
唐
草
文
火
入

ピ
ー
ボ
デ
イ
・
エ
セ
ッ
ク
ス
博
物
館

猪
八　

絵
高
麗
（
唐
草
文
）
杓し

ゃ
く立

２
、
猪
八
模
倣
・
乾
山
銘
作
品

猪
八
模
倣
盃
台
の
銘

猪
八
模
倣　

色
絵
唐
草
文
六

角
火
入　
落
東
遺
芳
館

猪
八
模
倣　

色
絵
唐
草
文

六
角
盃
代　

ピ
ー
ボ
デ
ィ
・

エ
セ
ッ
ク
ス
博
物
館

猪
八
模
倣　

色
絵
唐
草
文

盛
盞
瓶　

ロ
イ
ヤ
ル
・
オ
ン

タ
リ
オ
博
物
館

赤
絵
唐
草
文

陶
片　

京
大

病
院
構
内
遺

跡
出
土

『
佐
羅
紗
便
覧
』
安
永
七
（
一
七
七
八
）

年
刊

　

同
手
の
文
様
は
猪
八
作
品
に
も
描

か
れ
て
い
る
。
手
本
と
し
た
か
。

　

左
図
の
乾
山
銘
は
「
陶
工
乾
山
代

數
考
」
に
伊
（
猪
）
八
乾
山
と
す
る

盃
台
に
あ
る
銘
で
あ
る
。
模
倣
と
考

え
る
が
、
赤
絵
の
唐
草
・
青
緑
の
点

が
あ
り
、
古
萬
古
に
類
し
た
も
の
。

(96)



３
、
萬
古
焼
・
沼
波
弄
山
（
古
萬
古
）

　

萬
古
焼
に
関
し
て
は
満
岡
忠
成
、
井
上
喜
久
男
の
論
考
が
あ
る
。

　

桑
名
地
方
で
は
古
く
須
恵
器
・
灰
釉
陶
器
を
製
し
、
江
戸
期
、
延
宝

頃
に
は
尾
張
の
陶
工
ら
が
桑
名
焼
を
生
産
し
て
い
た
（『
森
田
久
右
衛
門
日

記
』
延
宝
六
年
・
一
六
七
八
）。
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
に
は
廃
窯
と
な

る
が
、
元
文
年
間
（
一
七
三
六
―
四
一
）
に
な
り
沼
波
弄
山
（
一
七
一
九
―

七
九
）
が
萬
古
焼
を
開
窯
し
た
と
伝
承
す
る
。

　

弄
山
は
天
正
・
慶
長
頃
か
ら
続
く
桑
名
の
豪
商
。
名
を
重
長
、
通
称
五

郎
兵
衛
・
五
左
衛
門
、
寸
方
斎
を
号
と
し
、
同
地
船
馬
町
に
本
宅
を
構
え
、

江
戸
神
田
今
川
橋
北
詰
に
陶
器
問
屋
を
経
営
し
た
。
若
年
よ
り
茶
の
湯
、

楽
焼
を
楽
し
み
、
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
―
六
四
）、
江
戸
向
島
小
梅
の
別

荘
に
本
窯
・
内
窯
を
築
窯
す
る
。
手
代
安
達
新
兵
衛
、陶
工
柿
沼
文
則
（
舘

次
郎
）
ら
が
活
躍
、
今
日
そ
の
作
品
を
古
萬
古
と
呼
ぶ
が
、
安
永
・
天
明

年
間
（
一
七
七
二
―
八
九
）
を
最
盛
期
と
す
る
。
印
「
萬
古
」
に
よ
っ
て

古い
に
し
えの
い
ろ
い
ろ
・
古
物
の
模
写
、「
萬
古
不
易
」
に
よ
っ
て
不
変
・
永
遠

性
を
表
示
す
る
な
ど
、
製
品
に
は
楽
焼
・
唐
津
・
高
取
・
織
部
焼
な
ど
の

和
物
、
赤
絵
・
染
付
・
青
磁
・
交
趾
焼
の
唐
物
、
高
麗
も
の
で
は
彫
三
島
、

島
も
の
で
は
安
南
・
南
蛮
焼
、
阿
蘭
陀
様
式
な
ど
の
写
し
も
の
が
伝
世
す

る
。
緑
青
を
着
色
剤
と
し
た
青
磁
、瑠
璃
釉
、ま
た
赤
絵
に
特
色
が
あ
り
、

鮮
明
な
伊
万
里
焼
、
落
ち
着
い
た
仁
清
焼
に
比
し
て
、
赤
色
は
い
く
ら
か

暗
色
。
文
様
も
異
国
的
な
更
紗
、
オ
ラ
ン
ダ
風
の
絵
付
な
ど
、
乾
山
焼
・

乾
山
伝
書
の
影
響
は
、
京
焼
に
お
け
る
古
典
の
意
識
と
そ
の
表
現
、
陶
法

に
お
け
る
窯
と
窯
道
具
、
手
ロ
ク
ロ
な
ど
の
製
作
道
具
に
認
め
ら
れ
る
。

　

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）、
弄
山
の
没
後
途
絶
え
て
い
た
萬
古
焼
が
復

興
す
る
。
森
有
節
・
千
秋
兄
弟
に
よ
る
が
、「
有
節
萬
古
」「
再
興
萬
古
」

と
称
さ
れ
る
な
ど
、
製
品
は
茶
道
具
類
か
ら
時
代
を
反
映
、
急
須
・
涼
炉

な
ど
の
細
工
物
・
煎
茶
道
具
が
主
流
と
な
る
。

　

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）、
竹
川
竹
斎
（
一
八
〇
九
―
八
二
）
は
南
勢
射

和
村
の
自
邸
に
築
窯
、「
射
和
萬
古
」
も
始
ま
る
が
、
諸
国
か
ら
は
工
人

が
集
合
。
三
浦
乾
也
養
父
井
田
吉
六
も
そ
の
陶
工
の
一
人
で
あ
っ
た
。

古
萬
古　

銹
絵
鯱
文
茶
碗

朝
日
町
歴
史
博
物
館　

古
萬
古　

鉄
釉
瑠
璃
釉
流
御
社
酒
器

「
萬
古
不
易
」（
印
）　
朝
日
町
歴
史
博

物
館
寄
託

古
萬
古 

色
絵
窓
山
水
文
御
社
酒
器　

底
部
に
墨
書
「
安
永
丑
年
」（
一
七
八
一
）

朝
日
町
歴
史
博
物
館
寄
託　

古
萬
古　

交
趾
写
笠
牛
香
合

岡
田
文
化
財
団

古
萬
古　

青
釉
筍
写
花
生

岡
田
文
化
財
団

古
萬
古　

彫
三
島
写
筒

茶
碗　
岡
田
文
化
財
団

古
萬
古　

安
南
写
鉢

岡
田
文
化
財
団

古
萬
古　

南
蛮
写
耳
付
水
指

岡
田
文
化
財
団

古
萬
古　

赤
絵
捩
文
酒
器　
岡
田
文

化
財
団　

天
明
四
年
箱
書

『
本
朝
陶
器
攷
証
』
二　

書
銘
「
萬
古
」

下
図
銹
絵
茶
碗

は
、
二
〇
〇
五

年
、
朝
日
町
小

向
村
窯
跡
遺
物

中
か
ら
も
同
じ

器
体
が
発
見
さ

れ
た
。

古
萬
古　

色
絵
盛
盞
瓶

古
萬
古　

オ
ラ

ン
ダ
写
手
焙

桑
名
市
博
物
館

右
手
焙
書
銘

「
萬
古
」

陶法伝書とその伝播(97)



『
陶
器
密
法
書
』　
巻
末
（
二
）
追
記

59

63

67

71

60

64

68

72

61

65

69

62

66

70

(98)



59　
　
　

山
紫

　

一　

神
（
信
）
樂
石 

十
目

　

一　

ア
ク 

五
匁

　

一　

白
玉 

五
匁

　

一　

コ
ス
（
ゴ
ス
） 

弐
分

　

一 

三
分

　
　
　
　

山
青
磁

　

一　

神
樂
石 

拾
匁

60
一　

ア
ク 
拾
匁

　

一　

白
ロ
ク 
五
分

　

一　

紺
青 
五
分

　
　
　
　

山
ル
リ

　

一　

紺
青 

百
目

　

一　

ア
ク 

拾
五
匁

　
　
　
　

山
青
磁

　

一　

神
樂
石 

百
目

61
一　

ア
ク 

五
拾
目

　

一　

青
玉 

五
拾
目

　

一　

紺
青 

五
匁

　
　
　
　

山
青
磁
薄
筆

　

一　

青
玉 

五
匁

　

一　

ア
ク 

四
匁

　

一　

白
緑 

五
分

　

一　

紺
青 

五
分

62
一　

大
日
石 

十
目

　
　
　
　

青
磁

　

一　

玉 

三
拾
目

　

一　

大
日
石 

百
目

　

一　

ア
ク 

五
分

　

一　

紺
青 

弐
匁
五
分

　

一　

緑
青 

壱
匁

　
　
　
　

平
る
り

63
一　

紺
青 

五
匁
五
分

　

一　

緑
青 

弐
匁
五
分

　

一　

ア
ク 

八
拾
目

　

一　

石 

百
目

　
　
　
　

ヨ
ワ

　

一　

神
樂
石 

六
合

　

一　

ア
ク 

壱
升

　
　
　
　

ヨ
ワ

64
一　

生
瀬
石 

壱
升

　

一　

ア
ク 

壱
升
三
合

　
　
　
　

織
部

　

一　

織
部
石 

壱
合

　

一　

ア
ク 

壱
合

　
　
　
　

キ
る
り 

フ
イ
コ
ニ
モ
ナ
ル

　

一　

唐
之
土 

百
目

　

一　

紺
青 

弐
拾
五
匁

65
一　

石 

弐
拾
五
匁

　
　
　
　

キ
白

　

一　

白
玉 
百
目

　

一　

唐
之
土 
弐
拾
目

　
　
　
　

キ
青
磁

　

一　

唐
之
土 

百
目

　

一　

日
之
岡
石 

三
拾
七
匁

　

一　

白
緑 

三
匁

66
一　

紺
青 

目
無
印

　
　
　
　

キ
青
藥

　

一　

唐
之
土 

百
目

　

一　

生
瀬
石 

弐
匁

　

一　

中
デ
イ 

壱
匁
五
分

　

一　

花
筆 

壱
匁

　
　
　

煤

　

一　

ホ
ウ
シ
ャ 

六
分

　
　
　
　

ヲ
ラ
ン
タ
白
下
引
燒
〆

67
一　

豊
後
土 

百
目

　

一　

大
日
石 

六
拾
目

　
　
　
　

ヲ
ラ
ン
タ
白
下
引
ヨ
ワ
燒
〆

　

一　

豊
後
土 

拾
匁

　

一　

日
之
岡
石 

六
拾
匁

　
　
　
　

織
部
青

　
　
　
　

並
瀬
戸
青

　

一　

山
口
坂
白
弱
石 

壱
升

68
一　

ア
ク 

壱
升

　

一　

シ
ン
チ
ウ
粉 

拾
五
匁

　
　
　
　

瀬
戸
黒

　

一　

水
タ
レ 

壱
升

　

一　

ア
ク 

三
升

　
　
　
　

柿

　

一　

水
タ
レ 

壱
升

　

一　

ア
ク　
　

壱
升
二
合
ヨ
リ
五
合
迄

69　
　
　

仁
清
茶
碗
繪
写

　
　
　
　

紅
利
子
（
梨
）
地
下
引
之
法

70
一　

白
繪
土 

七
十
目

　

一　

石 

三
匁

　

一　

唐
之
土 

四
匁

　

一　

黄
土 

六
匁

　

一　

弁
柄 

五
分

　

右
赤
樂
素
燒
器
之
上
江
か
け
藥
ニ
し
て

上
藥
二
篇　

少
シ
右
下
引
斗
ニ
て
な
し
ち

不
懸
候
ハ
　ゝ

黄
土
き
ぬ
ふ
る
ひ

71
ニ
て　

下
引
之
上
へ
ぬ
り
か
く
る　

上

藥
か
け
ヘ
し

　

右
者　

是
迠
附
渡
傳
書
燒
失
ニ
付

　

其
段
及
言
上
候
ニ
付　

御
手
元
之

　

御
書
写
被　

仰
付
候
者
也

　
　
　

干
時
文
化
四
丁
夘
年
三
月

　
　
　
　

赤
胡
須
替
ニ
相
成
候
法

72
一　

豊
後
土 

拾
匁

　

一　

唐
之
土 

六
匁

　

一　

日
之
岡
石 

四
匁

　

一　

弁
柄 
四
分

　

右
者　

夘
ノ
四
月
三
阿
坊
江
福
岡
次
左

衛
門
承
候
法　

白
繪
右
之
法
之
内
弁
柄
ヲ

挽
候
而　

白
繪
ニ
相
成
申
候
由　

同
人
被

申
候

　
　

文
化
四
夘
年
九
月
写
之
喜
之
（
花
押
）

　

三
阿
跋
文
の
後
方
に
残
る
記
述
で
あ
る
。

　

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
か
ら
一
五
年
が
経
過
。
釉
薬
・

土
の
調
合
を
追
加
し
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

右
者　

是
迠
附
渡
傳
書
燒
失
ニ
付　

其
段
及
言

　

上
候
ニ
付　

御
手
元
之
御
書
写
被
仰
付
候
者
也

　
　

干
時
文
化
四
丁
夘
年　

三
月

　

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
三
月
、
書
写
し
た
伝
書
を
焼
失
、

再
写
を
許
さ
れ
、
追
記
し
た
か
。
釉
薬
の
調
合
・
土
の
配
合
、

さ
ら
に
続
き
、

　
　

右
者　

夘
ノ
四
月
三
阿
坊
江え

福
岡
次
左
衛
門
承
候
法

　

白
繪
右
之
法
之
内
弁
柄
ヲ
挽
候
而　

白
繪
ニ
相
成
申
候

由　

同
人
被
申
候

　
　

文
化
四
夘
年
九
月
写
之　

喜
之
（
花
押
）

と
あ
る
。

　

同
年
九
月
に
喜
之
な
る
人
物
が
書
写
。
書
法
、
筆
癖
、

字
配
り
な
ど
か
ら
、
追
記
を
含
め
、
伝
書
全
文
を
喜
之
の

筆
写
と
判
断
す
る
が
、
文
末
に
は
白
絵
具
の
調
合
に
関
し
、

弁
柄
を
除
く
と
あ
る
。
白
絵
具
に
弁
柄
は
不
用
で
あ
る
。

そ
の
訂
正
で
あ
る
が
、
喜
之
と
は
誰
な
の
か
。
三
阿
と
の

関
わ
り
、
福
岡
次
左
衛
門
の
詳
細
も
伝
わ
ら
な
い
。

　

弄
山
は
清
吾
か
ら
乾
山
焼
伝
書
を
譲
ら
れ
た
。
萬
古
焼

に
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

萬
古
窯
は
弄
山
没
後
、
一
時
中
断
。
古
萬
古
と
称
さ
れ

る
弄
山
時
代
は
写
し
物
を
中
心
と
す
る
な
ど
、

　

唐
物
：
青
磁
・
赤
絵
・
染
付
・
交
趾
焼
な
ど

　

高
麗
・
島
も
の
：
三
嶋
、
安
南
・
南
蛮
な
ど

　

そ
の
他
阿
蘭
陀
焼
。
和
物
写
し
で
は
織
部
・
高
取
・
唐
津
、

さ
ら
に
楽
焼
な
ど
が
あ
る
。

　

京
焼
様
式
は
色
絵
の
技
法
、
絵
具
類
に
活
か
さ
れ
た
。

手
ロ
ク
ロ
、
窯
と
窯
道
具
な
ど
も
京
焼
技
法
と
考
え
ら
れ

る
が
、
清
吾
の
作
陶
を
見
学
、
実
践
。
身
を
も
っ
て
見
聞

し
た
多
く
の
こ
と
が
、
萬
古
焼
開
窯
の
準
備
に
な
っ
た
も

の
と
考
え
る
。

　

以
下
は
、
釉
薬
の
調
合
・
土
の
配

合
を
記
し
た
追
記
で
あ
る
。

陶法伝書とその伝播(99)



　

乾
山
焼
関
係
伝
書
を
手
に
、
江
戸
に
お
い
て
最
も
早
い
時
期
に
個
人
窯
を
開
い
た
人
物
に

佐
原
菊き
く
う塢

（
一
七
六
二
―
一
八
三
一
）
が
い
る
。

　

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
五
月
向む

こ
う
じ
ま
島
梅
屋
敷
「
百
花
園
」（
元
幕
臣
多
賀
氏
所
領
三
〇
〇
〇
坪
）

に
「
隅
田
川
焼
」（
東あ

ず
ま
が
ま
竈
）
を
開
窯
し
た
が
、
光
琳
百
回
忌
に
臨
み
、
酒
井
抱ほ

う
い
つ一

（
一
七
六
一

―
一
八
二
九
）
の
命
を
以
っ
て
京
都
へ
上
り
、
光
琳
庶
子
の
養
子
先
小
西
彦
右
衛
門
家
か
ら

「
光
悦
よ
り
空
中
よ
り
乾
山
伝
来
の
陶
器
製
法
」
一
冊
を
受
理
。
即
、
滞
在
中
に
清
水
あ
こ

や
町
に
あ
る
陶
工
尾
形
周
平
（
一
七
八
八
―
一
八
三
九
）
の
門
を
叩
き
、
江
戸
で
は
数
寄
者
・

古
美
術
商
芳よ
し
む
ら
か
ん
あ

村
観
阿
（
一
七
六
五
―
一
八
四
八
）
か
ら
「
伊
八
乾
山
ノ
藥
法
ノ
直
書
」
を
譲
ら

れ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
（『
陶
器
密
法
書
』
の
原
本
か
）。
隅
田
川
の
周
辺
は
早
く
か
ら
百
姓

ら
が
副
業
と
し
て
瓦
・
焙
烙
・
火
鉢
な
ど
を
生
産
し
て
い
た
。
百
花
園
に
す
み
だ
川
焼
が
生

ま
れ
、
名
物
の
萩
の
筆
と
と
も
に
都
鳥
香
合
が
土
産
物
と
な
る
。

　
「
光
悦
よ
り
空
中
よ
り
乾
山
伝
来
の
陶
器
製
法
」
に
関
し
て
は
筆
者
、
内
容
も
明
ら
か
に

な
ら
な
い
。
何
故
乾
山
所
持
の
伝
書
が
小
西
家
に
あ
っ
た
も
の
か
。
ま
た「
伊
八
直
書
伝
書
」

に
関
し
、
猪
八
と
す
る
根
拠
、
自
筆
と
す
る
判
断
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。『
陶
器
密
法
書
』

は
萬
古
焼
三
世
三
阿
の
後
に
如
何
し
た
か
。
菊
塢
へ
渡
る
か
。
原
本
『
密
法
書
』
以
外
に
猪

八
自
筆
伝
書
が
存
在
し
た
の
か
。
百
花
園
は
明
治
四
三
年
洪
水
、大
正
一
二
年
関
東
大
震
災
、

昭
和
二
〇
年
に
は
東
京
大
空
襲
に
遭
遇
、
す
べ
て
消
失
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

文
政
三
年
、
菊
塢
の
帰
府
に
は
尾
形
周
平
が
同
行
し
た
。
開
窯
に
は
清
水
六
兵
衛
ら
京
焼

陶
工
の
協
力
も
あ
り
、
冊
子
「
す
み
た
川
花
や
し
き
」
を
刊
行
。
四
方
の
山
も
遠
く
、
山
土

に
代
わ
り
、
土
は
長
流
五
〇
里
隅
田
川
中
洲
の
土
を
使
用
、
が
、
乾
山
も
述
べ
た
よ
う
に
江

武
の
土
は
脆
く
耐
火
度
が
低
い
。
内
窯
製
品
を
主
体
と
し
、
窯
場
に
は
大
形
の
手
廻
し
ロ
ク

ロ
、
小
形
ロ
ク
ロ
、
型
物
成
形
の
道
具
、
石
臼
な
ど
が
あ
っ
た
と
い
う
。
茶
碗
・
香
合
な
ど

を
作
製
、
文
様
は
近
在
の
業
平
橋
、『
伊
勢
物
語
』
東
下
り
の
伝
説
・
和
歌
を
借
り
て
、

　
　

名
に
し
お
は
ば
い
ざ
こ
と
問
は
む
都
鳥　

我
が
思
ふ
人
は
あ
り
や
な
し
や
と

都
鳥
を
選
択
。
百
花
園
の
草
花
も
意
匠
と
な
る
が
、
白
化
粧
の
掛
け
分
け
、
片
身
替
わ
り

の
装
飾
に
乾
山
様
式
が
見
出
さ
れ
る
。
絵
付
に
は
酒
井
抱
一
も
通
い
、
藐
庵
の
書
し
た
「
世

代
書
」
に
は
四
代
乾
山
と
し
て
名
を
連
ね
た
。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
正
月
に
は
五
代
の

名
跡
を
藐
庵
へ
譲
る
が
、
菊
塢
の
周
囲
、
絵
師
・
道
具
商
・
学
者
な
ど
、
文
事
・
芸
事
に
親

し
む
人
々
も
多
く
、「
角
田
川
・
ス
ミ
タ
川
」（
印
章
）
の
や
き
も
の
は
、
江
戸
名
所
・
名
物

の
一
つ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
ゆ
く
。
五
代
目
頃
に
は
素
焼
に
絵
付
を
施
す
「
席
焼
」
な
ど
を

工
夫
、
素
地
は
近
在
の
今
戸
焼
が
担
当
、
出
版
物
に
も
掲
載
さ
れ
た
。　

乾
山
・
猪
八
伝
書
の
伝
播

―
す
み
だ
川
焼
・
佐
原
菊
塢
―

小
梅
村

萬
古
窯

隅
田
川
焼　

色
絵
都
鳥

香
合　
『
江
戸
の
花
屋
敷
』

隅
田
川
焼　

色
絵
梅
図

茶
碗　
ピ
ー
ボ
デ
ィ
・
エ

セ
ッ
ク
ス
博
物
館

隅
田
川
焼　

色
絵
梅
図

鉢　

若
宮
町
遺
跡
か
ら
出

土　

新
宿
区

隅
田
川
花
屋
敷

「
百
花
園
」

武
蔵
国
隅
田
川
名
所
絵
図　

一
八
一
〇
年
頃 

『
江
戸
の
花
屋
敷
』
二
〇
〇
八
年　

隅
田
川
焼
陶
器
製
造
元　

『
江
戸
の
花
屋
敷
』
二
〇
〇
八
年　

大
正
初
期
・
園
案
内
図　

『
江
戸
の
花
屋
敷
』
二
〇
〇
八
年

隅
田
川

焼
窯

御
成

屋
敷

隅
田
川
焼　

色
絵
都
鳥

香
合　
『
江
戸
の
花
屋
敷
』
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一
、『
本
竈
幷
内
竈
乾
山
秘
法
』　
元
東
京
美
術
研
究
所
蔵
（
脇
本
十
九
郎
・
樂
之
軒
解
説
）

　
『
本
竈
幷
内
竈
乾
山
秘
法
』
は
、
縦
七
寸
（
二
三
、一
㌢
）、
横
四
寸
五
分
（
一
四
、八
五
㌢
）、

三
三
葉
。
奥
書
、
内
題
は
な
く
、
書
写
年
代
も
不
明
で
あ
る
。
脇
本
楽
之
軒
・
十
九
郎
の
蔵

書
と
さ
れ
る
。

　

内
容
は
『
陶
器
密
法
書
』
に
同
じ
で
あ
る
が
、
蔵
書
印
に
「
静せ
い
し
ょ
う
勝
文
庫
」
と
あ
り
、
文

化
文
政
期
、掛
川
藩
五
代
藩
守
太
田
備
後
守
資す
け
も
と始

（
一
七
九
九
―
一
八
三
四
）
の
文
庫
と
伝
承
。

所
蔵
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
土
の
こ
と
、
産
地
と
入
手
場
所
、
繪
具
屋
・
箔
屋
、
三
条
・

五
条
の
陶
工
、
京
都
周
辺
の
地
名
や
店
名
、
人
名
な
ど
が
あ
り
、
上
巻
に
は
、
土
拵
用
・
寸

法
の
㕝
（
幷
本
か
ま
も
の
歩
へ
り
の
こ
と
）・
素
燒
の
事
・
黒
赤
樂
土
の
事
・
生
類
作
り
物
の

方
・
内
燒
（
地
ぬ
り　

白
）・
赤
樂
地
ぬ
り
の
こ
と
・
本
燒
（
白
ぬ
り
）・
内
燒
白
樂
の
㕝
・
赤

樂
藥
・
黒
樂
藥
。
下
巻
に
は
、
萌
黄
繪
・
上
萌
キ
ノ
方
・
紫
繪
・
黄
繪
・
赤
繪
・
白
繪
・
燒

附
畫
具
の
部
・
緑
青
（
萌
キ
）・
紺
繪
・
黄
繪
・
紫
繪
・
赤
繪
・
金
燒
附
・
燒
附
物
燒
方
な
ど
。

上
段
の
一
一
図
は
そ
の
挿
入
図
で
あ
る
。

　

乾
山
焼
は
、
時
代
を
追
っ
て
親
し
ま
れ
た
。
商
標
と
な
っ
た
画
讃
様
式
を
簡
略
化
し
た
も

の
、
内
窯
陶
法
色
絵
作
品
を
主
と
し
た
が
、
折
か
ら
武
家
、
富
裕
町
人
の
文
化
・
芸
能
活
動

へ
の
参
加
を
力
に
、
連
歌
・
俳
諧
、
茶
会
が
盛
行
。
集
会
・
寄
合
い
に
は
席
画
・
席
焼
（
庭

焼
）
な
ど
、
自
ら
絵
を
描
く
、
や
き
も
の
を
造
る
な
ど
の
風
流
遊
戯
が
流
行
す
る
。
絵
師
・

や
き
も
の
師
ら
は
招
か
れ
て
大
名
邸
・
富
裕
町
人
の
屋
敷
へ
と
参
上
。
絵
筆
を
と
る
、
絵
付
・

窯
焚
き
を
す
る
な
ど
、
生
業
で
あ
っ
た
作
画
・
作
陶
作
業
が
娯
楽
の
一
つ
に
加
え
ら
れ
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
へ
と
伝
播
す
る
。
楽
焼
の
語
に
は
、

　

一
、
古
い
伝
統
に
支
え
ら
れ
た
京
都
樂
家
の
茶
陶
様
式

　

二
、
乾
山
焼
の
代
表
と
な
っ
た
孫
兵
衛
伝
・
釉
下
色
絵
付
の
様
式

　

三
、
席
焼
・
庭
焼
な
ど
趣
味
の
作
陶

な
ど
の
意
が
含
ま
れ
る
。
手
捏
ね
に
よ
る
成
形
、
既
成
素
地
を
応
用
す
る
な
ど
、
そ
れ
に
装

飾
を
施
し
楽
し
む
が
、
限
定
さ
れ
た
絵
具
、
釉
薬
、
庭
内
に
設
け
た
内
窯
に
よ
り
三
、四
時

間
ほ
ど
で
焼
き
上
が
る
。
即
興
的
、
性
急
な
江
戸
の
文
化
人
ら
の
好
み
に
合
致
。
同
じ
く
し

て
手
引
書
・
指
導
書
な
ど
も
多
く
出
廻
り
、
地
方
に
お
け
る
茶
人
・
俳
人
、
富
裕
町
人
ら
は

知
識
を
蓄
え
、
道
具
を
誂
え
、
作
画
・
作
陶
に
挑
戦
す
る
。

　

乾
山
を
佐
野
へ
招
請
、
同
地
の
素
封
家
大
川
顕け
ん
ど
う道
の
集
い
も
そ
の
一
つ
、
下
準
備
に
は
、

土
・
顔
料
・
素
地
を
揃
え
、
窯
・
窯
道
具
、
燃
料
な
ど
を
調
達
。
職
人
も
商
人
も
力
を
添
え

る
が
、
晩
年
の
乾
山
、
そ
の
後
を
含
め
、「
山
」
を
名
の
り
、
や
き
も
の
造
り
を
楽
し
む
人
々

が
お
り
、
芸
は
趣
味
人
の
域
を
出
な
い
が
、
長
山
・
応
山
・
応
山
・
済
山
な
ど
の
名
が
残
る
。

「
乾
山
」
を
名
の
る
の
で
も
な
く
、
様
式
の
模
倣
を
試
み
た
も
の
で
も
な
い
。

『
本
竈
幷
内
竈
乾
山
秘
法
』
の
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

　

右
書か

き
の
こ残

し
候
燒や

き
も
の物

細さ
い
く工　

下し
た
じ
つ
ち

地
土　

す
燒や

き

仕
用 

書

附
候
斗ば

か

リ
ニ
て
は　

中な
か
な
か々

合が
て
ん點

も
難な

り
が
た成

か
る
へ
く
候

故　

随
分
〳
〵
存ぞ

ん
め
い命
の
内
口こ

う
じ
ゅ授
も
可い

た
す
べ
く
致
候　

右
の
書

附　

心か
な
ら
ず々

他た
け
ん
む
よ
う

見
無
用
ニ
候
間　

随ず
い
ぶ
ん分
工く

ふ
う風
し
て
幾い

く
た
び度

も
〳
〵
燒　

覚お
ぼ
え
も
う
さ
る
べ
く

可
被
申
候　

繪
の
具
等
も
覚お

ぼ
え
も
う
さ
れ

被
申
候

上
ニ
て
右
の
下
地
に
畫え

を
附
く
具
也

　
　

右
庭
燒　

土つ
ち　

藥く
す
り

　

繪え

具
の
合あ

わ
せ
か
た
方

　
　

乾け
ん
ざ
ん
ひ
ほ
う

山
秘
法　

他た
け
ん
む
よ
う
な
り

見
無
用
也　
　

乾け
ん
ざ
ん山

―
二
代
乾
山
尾
形
猪
八
伝
書　
写
本
―

陶法伝書とその伝播(101)



二
、
他
傳
不
許
『
乾
山
秘
書
』　
針
生
乾
馬
家

　

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）、
乾
也
は
突
然
伊
達
藩
を
改
易
と

な
る
。
困
窮
し
、
秦
野
窯
・
逸
見
窯
・
小
菅
窯
・
飯
能
窯
な

ど
に
関
与
、
深
川
で
は
輸
出
向
け
の
絵
付
仕
事
も
請
け
負
っ

た
と
い
う
。
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）、
向
島
長
命
寺
畔
に
自

窯
を
築
き
、
没
年
ま
で
の
一
四
年
間
を
や
き
も
の
造
り
に
没

頭
す
る
が
、
生
活
に
追
わ
れ
、
材
料
費
も
滞
る
な
ど
、
遂
に

藐
庵
か
ら
の
伝
書
一
式
を
松
沢
某
に
質
入
す
る
。
乾
山
陶
法

一
冊
（
但
初
代
乾
山
口
述
二
代
筆
記
）・
同
和
歌
懐
紙
一
幅
・
同

辞
世
和
歌
並
偈
一
葉
・
譲
り
状
三
通
で
あ
り
、
三
年
後
大
槻

如
電
が
受
け
出
す
が
、
和
歌
懐
紙
・
譲
り
状
一
通
を
残
し
、

す
べ
て
は
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
焼
失
す
る
。

　

乾
也
は
、
伊
達
藩
に
招
か
れ
た
折
、
同
地
の
産
業
調
査
・

堤つ
つ
み
や
き
焼
の
復
興
に
も
関
与
し
た
。
堤
焼
庄し

ょ
う
じ子
源
七
郎
義
忠
・

乾け
ん
ば馬

（
一
八
二
二
―
九
五
）
と
の
出
会
い
と
な
る
が
、
堤
焼
は

元
禄
期
、
江
戸
の
陶
工
上
村
万
右
衛
門
を
招
き
、
茶
器
・
雑

器
を
製
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
い
う
。
地
名
か
ら
杉
山
焼
と

呼
ば
れ
た
が
、
乾
馬
は
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
以
来
安
代
縫

殿
之
助
に
陶
法
を
学
び
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
乾
也
か
ら

は
乾
馬
（
午
歳
生
）
の
名
の
り
を
受
け
る
。
初
代
乾
馬
に
は
子

は
な
く
、
針
生
家
は
弟
祐
蔵
が
再
興
し
今
日
に
至
る
が
、
乾

馬
は
俳
諧
を
嗜
み
、
明
治
三
年
作
陶
伝
習
の
た
め
江
戸
に
向

か
う
。
乾
也
と
も
再
会
す
る
が
、
伝
書
『
乾
山
秘
書
』
巻
末

に
は
佐
野
宗
達
真
義
な
る
人
物
の
名
と
花
押
が
あ
る
。
傳
心

庵
の
も
と
五
年
間
を
作
陶
修
業
、
師
の
没
後
、
萬
古
三
阿
至

玄
に
法
を
学
ぶ
と
あ
り
、
宗
達
は
「
萬
古
三
阿
至
玄
」
を
師

と
す
る
が
、
三
阿
か
ら
陶
法
を
学
び
、
当
伝
書
を
書
写
し
た

も
の
か
。
萬
古
三
阿
至
玄
と
な
れ
ば
『
陶
器
密
法
書
』
の
跋

文
を
書
し
た
人
物
で
あ
る
。
乾
馬
の
奥
書
は
用
紙
も
異
な
り
、

後
の
付
け
足
し
、
文
字
も
伝
書
筆
者
と
は
相
違
す
る
。
乾
也

所
持
の
初
代
口
述
二
代
筆
記
で
あ
れ
ば
内
容
も
異
な
る
は
ず

で
あ
る
。（
佐
野
宗
達
は
「
御
数
寄
屋
坊
主
」
に
そ
の
名
が
あ
る
。

伝
書
の
入
手
経
路
は
宗
達
関
係
、
俳
諧
仲
間
と
の
交
流
に
よ
る
か
）

　
『
乾
山
秘
書
』
の
奥
書
で
あ
る
。

⑳　

右
書
残
し
候
燒
物
細
工　

下
地
土　

寸
燒
仕
用 

書
附
候
斗
リ
ニ
て
ハ　

中
々
合
点
も
難
成
か
る
べ
く

候
故　

随
分
〳
〵
存
命
の
内　

口
授
も
可
致
候　

右

の
書
附　

必
々
他
見
無
用
ニ
候
間　

随
分
工
風
し
て

幾
度
も
〳
〵
燒　

覚
可
被
申
候　

繪
の
具
等
も
覚
被

申
候
上
ニ
て　

右
の
下
地
に
画
ヲ
附
候
具
也

　
　

右
庭
燒　

土　

藥　

繪
具
の
合
方

　
　

乾
山
秘
法　

他
見
無
用
也　
　
　
　

乾
山

　

根
津
傳
心
庵
よ
り
燒
方　

作
り
様　

五
ヶ
年
の
間　

其
外
秘
方
を
傳
へ
ら
れ

た
る
也　

是
ハ
手
続
に
申
置
也　

色
々
口
傳
有
リ　

私
師
被
成
古
人
候
後　

萬

古
三
阿
至
玄
と
云
ル
人
に
法
ひ　

燒
物
の
道
ニ
至
ル　

佐
野
宗
達
真
義
（
花
押
）

　

花
洛
紫
翠
深
省
緒
方
乾
山
六
世
三
浦
乾
也
門
人　

杉
山
陶
古
千
年
竈　

乾
馬

―
二
代
乾
山
尾
形
猪
八
伝
書　
写
本
―

 

『
陶
器
写
』
筆
者
・
成
立

年
不
明　
針
生
家
蔵

　

右
図
は
『
万
宝
全
書
』

の
茶
碗
図
書
写
で
あ
る
。

同
図
は
大
川
顕
道
『
陶
器

傳
書
』
に
も
あ
り
、
陶
工
・

作
陶
家
に
は
興
味
の
あ
る

全
書
で
あ
っ
た
。

⑨ ①
⑳㉑㉑ ㉒㉒
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表
紙
に
は
『
乾
山
樂
焼
泌
書
』
と
あ
り
（「
泌
」
は
「
秘
」）、名
（
慈
和
か
）
と
花
押
（
不
明
）

が
あ
る
。写
本
筆
者
は
不
明
で
あ
る
が
、乾
山
焼
内
窯
陶
法
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。内
容・

形
式
は
と
も
に
『
陶
器
密
法
書
』、『
本
竈
幷
内
竈
乾
山
秘
法
』、
針
生
家
蔵
『
乾
山
秘
書
』

に
同
じ
く
す
る
が
、
埼
玉
県
大
里
郡
吉
見
村
字
冑か
ぶ
と
や
ま
山
、
冑
山
文
庫
、
根
岸
武
香
（
一
八
三
九

―
一
九
〇
二
）
旧
蔵
、
昭
和
三
年
国
会
図
書
館
に
委
託
、
の
ち
同
六
年
寄
贈
さ
れ
た
。
江

戸
末
期
明
治
初
期
、
根
岸
邸
内
に
は
三
浦
乾
也
（
一
八
二
一
―
八
九
）
と
そ
の
門
弟
奥
村

乾
升
（
升
太
郎
・
根
岸
住
の
陶
工
）
に
よ
っ
て
内
窯
が
築
か
れ
た
。
武
香
は
陶
磁
器
の
愛
好

家
で
あ
り
、
古
美
術
研
究
、
蒐
集
に
も
熱
心
と
伝
承
。
父
友
山
以
来
、
同
家
に
は
文
人

墨
客
が
集
い
、文
芸
サ
ロ
ン
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
と
い
う
（
伝
書
の
入
手
に
関
係
す
る
か
）。

　

当
伝
書
は
乾
也
所
持
の
写
本
と
伝
承
。
そ
う
で
あ
れ
ば
入
谷
窯
初
代
口
述
二
代
筆
記

の
伝
書
で
あ
る
。
が
、
内
容
は
『
陶
器
密
法
書
』
に
同
じ
く
し
、
二
代
乾
山
猪
八
が
清

吾
の
た
め
に
書
い
た
伝
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）、
乾
也
は
師
と
す
る
五
代
目
乾
山
西
村
藐み

ゃ
く
あ
ん

庵
か
ら
乾
山
陶
法

（
初
代
口
述
二
代
筆
記
）
一
冊
と
「
乾
」
字
許
状
他
を
与
え
ら
れ
た
。
藐
庵
は
文
政
七
年

（
一
八
二
四
）
四
代
目
乾
山
酒
井
抱
一
か
ら
「
乾
山
名
前
譲
状
・
伝
書
一
冊
・
懸
物
一
幅
（
以

下
略
）」
を
譲
り
受
け
、
天
保
七
年
、
井
田
吉
六
・
関
根
辨
二
郎
・
三
浦
乾
也
ら
三
人
に

「
乾
」
字
許
状
を
与
え
、「
乾
山
世
代
書
」（
善
養
寺
蔵
）
を
著
し
た
。

　

一　

初
代
乾
山
紫
翠
深
省
（
右
者
准
后
宮
様
京
師
よ
り
御
召
連
被
成
候
）

　

一　

弟
子
二
代
目
乾
山
次
郎
兵
衛
（
入
谷
出
生
之
人
）

　

一　

弟
子
三
代
目
宮
崎
富
之
助
（
同
入
谷
村
）

　

一　

四
代
目
雨
華
庵
抱
一
上
人

　

一　

五
代
目
歌
仙
庵
藐
庵
宗
先
（
金
竜
山
中
住
居
）

以
上
、江
戸
に
お
け
る
世
代
で
あ
る
が
（
二
代
目
次
郎
兵
衛
・
三
代
目
宮
崎
富
之
助
と
あ
る
）、

藐
庵
に
は
作
品
は
な
く
、
藐
庵
二
男
玄
々
斎
が
楽
焼
を
始
め
、
井
田
吉
六
に
入
門
。
吉

六
（
一
七
九
一
―
一
八
六
一
）
は
乾
也
の
養
父
、
乾
山
焼
模
倣
に
は
菊
流
水
図
手
焙
が
残

る
（「
於
野
之
下
州
佐
野
庄 

松
邨
壺
青
英
亭
而 

雍
州
乾
山
陶
隠
深
省
造 

吉
六
摸
之
」）。
吉
六

の
楽
焼
を
手
伝
い
乾
也
に
も
藐
庵
と
の
縁
が
生
ず
る
が
、
乾
山
風
の
笠
翁
細
工
を
始
ま

り
と
し
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
は
仙
台
伊
達
藩
に
お
け
る
開
成
丸
造
船
に
関
与
、

晩
年
に
な
り
向
島
長
命
寺
に
自
ら
の
窯
を
築
く
。
若
年
時
に
は
深
川
八
幡
宮
の
石
井
家

に
婿
入
り
、
広
め
書
に
は
「
茶
具
一
式　

置
も
の
る
ひ　

文
ほ
う
道
具　

提
物　

笠
翁

細
工
そ
の
外
任
御
好
の
器
物　

席
上
焼
入
御
覧
升　

深
川
富
ヶ
岡
社
地
乾
山
正
統
石
井

乾
也
」
と
あ
る
。
席
焼
、
乾
山
正
統
と
記
し
て
お
り
、
武
家
の
注
文
、
大
名
家
の
席
焼

に
招
か
れ
て
ゆ
く
。

三
、『
乾
山
樂
焼
泌（
秘
）書
』　
根
岸
家

　
『
乾
山
樂
焼
秘
書
』
の
奥
書
で
あ
る
。

⑳　

右
書
残
し
候
燒
物
細
工　

下
地
土　

寸す
や
き燒
仕
用 

書
附
候
斗ば

か

リ
ニ
て
ハ　

中な
か
な
か々

合が
て
ん点

も
難な

り
が
た成

か
る
べ
く

候
故　

随
分
〳
〵
存
命
の
内　

口
授
も
可
致
候　

右

の
書
附　

必
々
他
見
無
用
ニ
候
間　

随
分
工
風
し
て

幾
度
も
〳
〵
燒　

覚
可
被
申
候　

繪
の
具
等
も
覚
被

申
候
上
ニ
て　

右
の
下
地
に
画
ヲ
附
候
具
也

　
　

右
庭
燒　

土　

藥　

繪
具
の
合
方

　
　

乾
山
秘
法　

他
見
無
用
也　
　
　
　

乾
山

―
二
代
乾
山
尾
形
猪
八
伝
書　
写
本
―

⑨
⑳

①
⑩

陶法伝書とその伝播(103)



四
、
緒
方
流
『
陶
術
秘
法
書
』　
彦
根
城
博
物
館

　

近
江
国
彦
根
藩
藩
主
、
江
戸
末
期
の
幕
府
大
老
井い

い
な
お
す
け

伊
直
弼
（
一
八
一
五
―
六
〇
）
は
久
し
く

部へ
や
ず
み

屋
住
の
身
で
あ
っ
た
。
算
術
研
究
、
茶
の
湯
は
片
桐
宗
猿
に
学
び
、
石
州
流
の
茶
人
と
し

て
も
知
ら
れ
る
が
、
従
弟
に
宛
て
た
書
状
に
よ
れ
ば
、
や
き
も
の
は
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）

に
は
楽
焼
に
よ
る
茶
道
具
な
ど
を
製
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（『
大
日
本
維
新
史
料
類
纂
之
部

井
伊
家
史
料
』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）。
現
存
す
る
楽
焼
は
多
く
そ
の
当
時
の
も
の
と
さ
れ
る
。

　

三
浦
乾
也
と
の
出
会
い
は
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
江
戸
に
お
い
て
始
ま
っ
た
（
兄
宛
直
弼

書
状
）。
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
四
月
、乾
也
か
ら
は
『
陶
術
秘
法
（
書
）』
を
受
理
し
た
が
、

大
名
間
に
は
席
焼
が
流
行
。
乾
也
は
し
ば
し
ば
武
家
に
招
か
れ
、
製
陶
を
指
導
、
焼
成
の
任

に
あ
た
る
な
ど
、
同
三
年
直
弼
は
乾
也
の
席
焼
に
参
加
、
藩
医
上
田
成
伴
宛
て
の
書
状
に
よ

れ
ば
（
北
村
寿
四
郎
著
『
湖
東
焼
の
研
究
』
一
九
二
五
年
刊
）、（
ル
ビ
筆
者
）

　
　
　

當と
う
ち地
に
而て　

乾け
ん
ざ
ん山
の
跡あ

と

を
つ
ぎ
乾け

ん
や也
と
申も

う
す

　

至い
た
っ
て而
輕か

ろ

き
燒や

き
も
の物
を
致い

た
し
そ
う
ろ
う

候

　
　
　

大だ
い
み
ょ
う
名　

招こ
れ
を
ま
ね
き
し
せ
つ

き
之
節　

抔は
い

も
處と

こ
ろ
ど
こ
ろ

々 

へ
參ま

い

り　

席せ
き
や
き燒
を
致い

た
し
も
う
し
そ
う
ろ
う

申
候

　
　
　

誠ま
こ
と

 

に
手て

き
は
成な

る
こ
と事
に
て　

此こ
の
し
な品
も
先さ

き
ご
ろ比
同ど

う
せ
き
ち
ゅ
う

席
中
へ
參ま

い
り
そ
う
ろ
う
せ
つ
の
せ
き
や
き

候
節
之
席
燒 

に
有こ

れ
あ
り
そ
う
ろ
う

之
候

と
あ
る
。
乾
山
の
継
承
者
、
手
ぎ
わ
も
良
く
や
き
も
の
製
作
・
焼
成
に
当
た
る
が
、
大
名
家

で
は
し
ば
し
ば
席
焼
を
行
い
、
直
弼
も
楽
し
み
に
そ
れ
ら
に
参
加
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

緒
方
流
『
陶
術
秘
法
書
』
は
、
直
弼
に
よ
る
乾
也
所
持
、
陶
法
秘
術
の
写
本
で
あ
る
。
上
藥

の
法
・
地
藥
の
法
・
青
藥
の
法
・
黄
藥
の
法
・
赤
藥
の
法
・
白
藥
・
黒
藥
の
法
・
紺
青
藥
の

法
・
唐
土
見
極
の
事
・
白
玉
見
極
の
事
・
白
繪
土
製
法
の
事
・
青
緑
製
法
の
事
・
唐
白
目
製

法
・
藍
呉
洲
製
法
・
白
緑
青
製
法
・
花
紺
青
・
水
藥
煮
様
事
・
藥
用
様
の
事
・
素
燒
火
加
減

の
事
・
本
燒
の
事
、
以
上
二
〇
項
目
か
ら
成
り
、
釉
薬
・
絵
具
の
調
合
を
中
心
と
し
て
、
席

焼
、
ま
た
そ
の
失
敗
な
ど
を
鑑
み
、
伝
書
で
は
直
弼
の
興
味
に
従
っ
て
顔
料
・
素
材
の
見
極

め
と
品
質
管
理
、
製
法
と
焼
成
の
火
加
減
な
ど
を
述
べ
る
。
直
弼
に
は
居
相
術
・
山
鹿
流
兵

学
・
槍
術
な
ど
の
免
許
状
・
秘
伝
書
も
残
る
。

①　

緒
方
流
陶
術
秘
法

　
　

上
藥
之
法

　

一　

唐
土　
　
　

百
目

　

一　

日
野
岡　
　

弐
拾
八
目

　

一　

白
玉　
　
　

拾
八
目

　
　

地
藥
之
法

　

一　

白
繪
土　
　

百
目

　

一　

日
野
岡　
　

六
拾
目

②
一　

白
玉　
　
　

五
拾
目

　

一　

唐
土　
　
　

八
拾
目

　
　

青
藥
之
法

　

一　

緑
青　
　
　

六
分

　

一　

唐
土　
　
　

七
分

　

一　

白
玉　
　
　

壹
匁
五
分

　
　

黄
藥
之
法

　

一　

唐
白
目　
　

壹
分

⑩
一　

藍
呉
洲
ハ
き
め
よ
く
光
り

有
所
宜　

右
品
を
素
燒
之
器
に
入

れ
能
燒　

水
を
器
に
入
是
ヘ
取　

夫
ゟ
入
鉢
に
て
細
末
致
置
相
用

　
　

白
緑
青
製
法

　

一　

白
緑
素
燒
之
品
ニ
入
能
〳
〵

や
き　

黒
く
相
成
候
を
用

　
　

花
紺
青

⑳　

む
ら
に
藥
解
候
間
是
を
能
々

色
を
付
左
之
圖
色
之
こ
と
く
ニ
相

成
候
ハ
ゝ
宜
し
く　

色
見
之
穴
ゟ

覗
く
事

　

右
は
小
さ
き
器
物
出
来
候
法
也

右
乾
山
青
緑
燒
秘
法
并
真
製　

上

藥
之
義　

此
度
貴
殿
御
執
心
ニ
付

傳
受
致
候　

尤
家
元
秘
伝
之
書
附

ニ
候　

改
正
割
印

㉑　

請
相
渡
候
間　

以
来
他
見
被

致
間
敷
候　

右
之
件
如
真　

又
相

違
有
間
敷
附
件　

又
御
□
傳
受
は

追
々
御
出
情
次
第　

相
傳
可
申
者
也

　

嘉
永
元
申
年

　
　

四
月
緒
方
流
陶
工
乾
也

　
　
　
　
　
　
　
　

印
・
花
押

（
上
）
直
弼
蔵　

楽
焼
窯
内
窯
・
色
見
穴
蓋
・
土
鎮　
彦
根
城
博
物
館

（
中
）
直
弼　

楽
焼　

藁
屋
香
合　
賀
川
玄
悦
記
念
彦
根
美
術
館

（
下
）
直
弼　

楽
焼　

五
徳
形
蓋
置　
彦
根
城
博
物
館

―
初
代
口
述
二
代
筆
記
・
乾
也
伝　
写
本
―

①

⑳ ⑩

②

㉑
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五
、「
楽
焼
傳
授
書
」　
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
（
英
国
）
　
　
　

楽
焼
傳
授
書

一　

白　
　

白
繪
土　
　

百
目

　
　
　
　
　

日
野
岡
石　

三
十
目

　
　
　
　
　

唐
之
土　
　

百
目

　
　
　
　
　

白
玉　
　
　

三
十
目

一　

黒　
　

黒
呉
洲　
　

十
目

　
　
　
　
　

白
玉　
　
　

四
匁

　
　
　
　
　

唐
ノ
土　
　

壹
匁

一　

赤　
　

黄
土　
　
　

八
匁

　
　
　
　
　

白
玉　
　
　

貳
匁

　
　
　
　
　

弁
柄　
　
　

壹
匁

　
　
　
　
　

唐
ノ
土　
　

弐
匁

一　

青　
　

緑
青　
　
　

六
匁

　
　
　
　
　

白
玉　
　
　

十
五
匁

　
　
　
　
　

唐
の
土　
　

八
匁

　
　
　
　
　

日
ノ
岡　
　

弐
匁

一　

紺
青　

花
紺
青　
　

十
匁

　
　
　
　
　

唐
ノ
土　
　

十
五
匁

　
　
　
　
　

白
玉　
　
　

十
五
匁

一　

黄　
　

唐
白
目　
　

五
匁

　
　
　
　
　

弁
柄　
　
　

壹
匁
五
分

　
　
　
　
　

白
玉　
　
　

百
目

　
　
　
　
　

唐
の
土　
　

五
十
目

一　

岱
赤　

黒
色

　
　
　
　
　

赤
色
交

一　

上
薬　

唐
之
土　
　

百

　
　
　
　
　

白
玉　
　
　

十
匁

　
　
　
　
　

日
野
岡　
　

三
十
五
目

一　

上
薬
ヲ
要
セ
ズ

　
　

青
樂マ

マ　

緑
青　
　
　

廿
五
匁

　
　
　
　
　

唐
の
土　
　

百
目

　
　
　
　
　

日
野
岡　
　

三
十
匁

　
　
　
　
　

白
玉　
　
　

弐
十
五
匁

　

右
之
通　

以
上　

六
世
尾
形
乾
山

　

大
正
八
年
九
月　
　
　

丸
印
（
乾
山
）

　
　

授　

リ
ー
チ
殿

　

六
世
乾
山
、
浦
野
繁し

げ
き
ち吉
・
乾け

ん
さ
い哉

（
一
八
五
一
―
一
九
二
三
）
に
関
し
て
は
娘
尾
形
奈
美
・
乾

女
著
『
蓮
の
実
』
に
詳
細
が
あ
る
。
父
は
京
橋
に
陶
器
商
を
営
む
商
人
で
あ
っ
た
が
、
八
歳

に
し
て
父
を
失
い
、
米
屋
・
足
袋
屋
・
馬
具
屋
な
ど
に
奉
公
を
す
る
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

頃
、
作
根
辨
次
郎
・
乾
三
の
弟
子
金
兵
衛
な
る
人
物
に
楽
焼
を
習
い
、
同
一
〇
年
金
兵
衛
の

紹
介
に
よ
っ
て
三
浦
乾
也
の
門
を
潜
る
。
乾
也
の
養
父
井
田
吉
六
の
弟
子
乾
三
の
孫
娘
を
娶

る
が
、
病
没
、
下し
も
お
か
れ
ん
じ
ょ
う

岡
蓮
杖
（
一
八
二
三
―
一
九
一
四
）
の
娘
を
後
妻
に
迎
え
る
。
同
三
三
年
皮

革
細
工
人
尾
形
圭
助
・
白
圭
（
一
八
三
六
―
一
九
一
一
）
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
尾
形
家
の
養

子
と
な
り
、
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
は
風
神
雷
神
の
細
工
物
を
出
品
。
翌
年
蓮
杖
ら
の
勧
め
も

あ
り
、
乾
也
門
人
尾
形
繁
吉
は
六
世
乾
山
を
名
の
る
。
新
坂
本
に
は
登
窯
、
錦
窯
を
構
築
、

置
物
・
印
籠
・
茶
道
具
な
ど
を
製
作
す
る
が
、
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
命
を
落
と
す
。

　

バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
と
の
出
会
い
は
同
四
四
年（
一
九
一
一
）で
あ
る
。
リ
ー
チ（
一
八
八
七

―
一
九
七
九
）
は
明
治
二
〇
年
、
香
港
に
生
ま
れ
、
一
〇
歳
ま
で
日
本
で
育
つ
が
、
イ
ギ
リ

ス
に
移
転
、
ロ
ン
ド
ン
美
術
学
校
に
於
い
て
エ
ッ
チ
ン
グ
（
銅
板
・
亜
鉛
板
に
針
を
用
い
て
線

描
。
上
に
薄
紙
を
載
せ
て
鉛
筆
・
鉄
筆
な
ど
で
描
く
）
の
技
術
を
学
ぶ
。
一
九
〇
七
年
同
地
留
学

中
の
高
村
光
太
郎
と
出
会
い
、
二
年
後
来
日
。
光
太
郎
の
父
光
雲
、
東
京
美
術
学
校
教
授
岩

村
透
ら
の
紹
介
を
得
る
な
ど
、
上
野
桜
木
町
に
住
ま
い
し
、
楽
焼
会
な
ど
に
参
加
。
や
き
も

の
へ
の
興
味
を
深
め
る
。

　

一
九
一
〇
年
富
本
憲
吉
（
一
八
八
六
―
一
九
六
三
）
と
の
交
流
が
始
ま
る
。
両
者
は
揃
っ
て

六
世
乾
山
の
工
房
を
訪
う
が
、
一
九
一
三
年
、
六
世
の
手
に
よ
り
桜
木
町
に
は
内
窯
が
築
か

れ
、
乾
山
陶
法
・
楽
焼
伝
授
書
が
与
え
ら
れ
る
。
同
書
内
容
は
富
本
の
記
録
に
も
あ
り
（『
樂

焼
工
程
』
一
九
三
〇
）、
と
も
に
六
世
の
門
弟
と
な
る
が
、
文
芸
サ
ー
ク
ル
に
も
参
加
。
民
芸

運
動
を
起
す
柳
宗
悦
（
一
八
八
九
―
一
九
六
一
）
ら
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
柳
の
我あ

び

こ
孫
子
の

別
荘
に
内
窯
を
移
転
、
工
房
を
設
け
、
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
。
が
、
我
孫
子
窯
は
焼
失
。

一
九
二
〇
年
一
旦
イ
ギ
リ
ス
に
戻
り
、
浜
田
庄
司
の
力
を
借
り
て
セ
ン
ト
・
ア
イ
ヴ
ィ
ス
に

登
窯
を
築
く
。
浜
田
は
二
五
歳
、
三
年
間
を
同
地
に
滞
在
、
自
ら
の
道
も
見
出
す
と
い
う
が
、

窯
の
専
門
家
松
林
恒
吉
も
合
流
す
る
な
ど
、
同
窯
は
一
九
八
五
年
我
々
が
訪
う
た
折
り
も
健

在
、
故
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
夫
人
に
話
を
伺
う
機
会
を
得
た
。
六
世
乾
山
没
し
て
三
〇
年
、
東
京
で

は
三
越
に
お
い
て
記
念
展
が
開
催
さ
れ
た
。六
世
の
生
涯
に
お
け
る
初
の
個
展
で
あ
っ
た
が
、

リ
ー
チ
・
柳
宗
悦
・
志
賀
直
哉
ら
が
打
ち
合
わ
せ
に
参
加
。
乾
山
号
の
踏
襲
も
以
降
打
ち
切

り
が
決
定
さ
れ
る
。
楽
焼
に
は
茶
の
湯
の
伝
統
に
位
置
す
る
樂
焼
、
席
焼
・
庭
焼
な
ど
、
趣

味
・
娯
楽
の
楽
焼
が
あ
る
。
両
者
を
合
わ
せ
も
つ
陶
芸
が
リ
ー
チ
の
楽
焼
と
浜
田
は
評
し
た
。

右
図
は
、
大
正
八
年
、
六
世
乾
山
が
門
人
バ
ー
ナ
ー
ド
・

リ
ー
チ
へ
与
え
た
秘
伝
の
絵
具
・
釉
薬
の
伝
授
書
。

バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
楽
焼

壷　
一
九
一
一
―
一
五
年
頃

バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
湯

呑　

一
九
一
七
―
一
八
年

頃　

六
世
乾
山
の
築
い
た

本
窯
を
文
様
と
す
る

―
初
代
口
述
二
代
筆
記
・
乾
也
伝　
写
本
―

陶法伝書とその伝播(105)



伝
書
の
比
較

　
　
　

―
内
窯
掛
薬
（
上
薬
）・
絵
具
の
調
合
中
心
―

―
凡
例
―　
乾
山
・
乾
山
風
陶
器
、
内
窯
陶
法
の
掛
薬
・
絵
具
の
比
較
で
あ
る
。
技
術
の
継
続
と
否
、
世
代
の
相
異
な
ど
を
考
察
。

①
『
陶
工
必
用
』「
押
小
路
伝
」
の
順
序
・
絵
具
・
種
類
を
基
礎
と
す
る
。
②
比
較
の
た
め
に
調
合
顔
料
の
配
列
を
変
更
。
③
数
字
は

漢
数
字
に
置
き
換
え
た
。
原
料
名
は
初
代
乾
山
書
に
従
っ
た
が
、
書
写
伝
書
故
の
異
字
・
誤
字
・
誤
写
が
認
め
ら
れ
る
。

押小路伝
『陶工必用』

大川手控
『陶器傳書』『陶器密法書』

緒方流
『陶術秘法書』「楽焼傳授書」

白
粉　
　

百
目

日
岡
石　

四
十
目

掛
薬
（
透
明
釉
薬
）

黒

黄

緑

紺

赤

紫

白

そ
の
他
の

内
窯
絵
具

金
ハ
タ　
　

十
匁

南
京
呉
洲　

五
匁

白
粉　
　

十
匁

日
岡
石　

四
匁

緑
青　
　

一
匁
二
分

白
粉　
　

十
匁

日
岡
石　

四
匁

唐
紺
青　

六
匁

山
黄
土　

一
味

白
粉　
　

十
匁 

日
岡
石　

四
匁

唐
白
目　

三
分

白
粉　
　
　

十
匁

日
岡
石　
　

四
匁

南
京
呉
洲　

五
分

白
ひ
い
と
ろ　

百
目

白
粉　
　
　

三
十
め

白
土　
　
　

豊
後
土

　
　
　
　
　

五
十
め

唐
土　
　
（
白
粉
）

　
　
　
　

百
匁

日
岡
石　

三
十
五
―

　
　
　
　

三
十
七
八

　
　
　
　

匁

鉄
粉　
　
　

十
匁

茶
碗
薬
（
呉
須
）

　
　
　
　
　

三
匁

唐
土　
　

十
匁

日
岡
石　

三
匁
五
分

岩
緑
青　

一
匁
三
分

唐
土　
　

十
匁

日
岡
石　

三
匁
五
分

花
紺
青　

六
匁

黄
土

唐
土　
　

十
匁

日
岡
石　

三
匁
五
分

唐
の
し
ろ
め　

　
　
　
　

三
分

唐
土　
　

十
匁

日
岡
石　

三
匁
五
分

茶
碗
薬
（
呉
須
）

　
　
　
　

六
分

硝
子
（
び
い
ど
ろ) 

三
十
匁
上
に
二
十
匁

白
フ
ン
五
分
上
ニ

　
　
　
　

一
匁
五
分

高
原
白
土　

十
五
匁

（
乾
山
一
流
）
二
藍
・

濃
緑
・
鼠
・
桃
・

く
ち
ば
・
朱
墨
・

薄
柿
・
薄
浅
黄
・

薄
萌
黄
・
薄
紫

薄
赤
・
藍
・
濃
翠

唐
土　
　

百
目

日
岡
石　

三
十
五
目

鉄
粉　
　
　

百
目

南
京
薬
（
呉
須
）　

　
　
　
　
　

十
匁

白
粉　
　

百
目

日
岡
石　

三
十
六
匁

緑
青　
　

二
十
目

（
薄
黄
と
し
て
い
る
）

白
粉　
　

四
十
匁

白
玉　
　

百
目

紺
青　
　

六
十
匁

（
青
と
し
て
い
る
）

黄
土　
　

十
匁

白
粉　
　

二
匁

白
粉　
　

四
十
目

白
玉　
　

百
目

唐
白
目　

三
匁

白
粉　
　

四
十
二
匁

白
玉　
　

百
目

紫
ゴ
ス　

十
匁

白
玉　
　
　

百
目

白
粉　
　
　

三
十
目

信
楽
白
土　

百
目

萌
黄
・
紺
・
紫
・
赤
・

緑
青
萌
キ
・
黄
色

な
ど
上
絵
付
用
の

調
合
も
あ
る

唐
土　
　

百
目

日
岡
石　

二
十
八
目

白
玉　
　

十
八
目

藍
呉
須　
　

一
匁

唐
土　
　
　

三
分

白
玉　
　
　

三
分

白
緑
（
青
）　
二
分

唐
土　
　

七
分

白
玉　
　

一
匁
五
分

緑
青　
　

六
分

（
青
と
し
て
い
る
）

唐
土　
　

五
分
五
厘

白
玉　
　

一
匁

花
紺
青　

一
匁

黄
土　
　
　

十
目

唐
土　
　
　

五
分

白
玉　
　
　

二
目

ヘ
ン
カ
ラ　

六
分

唐
土　
　

一
匁
五
分

白
玉　
　

二
匁
五
分

唐
白
目　

一
分

紅
カ
ラ　

一
分

白
玉　
　
　

五
十
目

唐
土　
　
　

八
十
目

日
岡
石　
　

六
十
目

白
絵
土
（
白
土
）

　
　
　
　
　

百
目

唐
土　
　

百

日
岡
石　

三
十
五
目

白
玉　
　

十
匁

黒
呉
須　
　

十
目

唐
土　
　
　

一
匁

白
玉　
　
　

四
匁

唐
土　
　

八
匁

白
玉　
　

十
五
匁

日
岡
石　

二
匁

緑
青　
　

六
匁

（
青
と
し
て
い
る
）

唐
土　
　

十
五
匁

白
玉　
　

十
五
匁

花
紺
青　

十
匁

黄
土　
　
　

八
匁

唐
土　
　
　

二
匁

白
玉　
　
　

二
匁

弁
柄　
　
　

一
匁

唐
土　
　

五
十
目

白
玉　
　

百
目

唐
白
目　

五
匁

弁
柄　
　

一
匁
五
分

白
玉　
　
　

三
十
目

唐
土　
　
　

百
目

日
岡
石　
　

三
十
目

白
絵
土　
　

百
目

岱
赤
・
青
（
上
薬

を
要
セ
ズ
）

猪八伝 初代乾山伝乾也伝

白
粉　
　

百
目

日
岡
石　

四
十
目

カ
ナ
ハ
タ　

十
匁

南
京
呉
洲　

三
匁

白
粉　
　

十
匁

日
岡
石　

四
匁

緑
青　
　

二
匁
五
分

　
　
　
　

余

（
萌
黄
と
し
て
い
る
）

白
粉　
　

十
匁

日
岡
石　

四
匁

花
紺
青　

六
匁

白
粉　
　

二
匁

紫
ビ
イ
ド
ロ

　
　
　
　

十
匁

土
朱　
　

一
味

（
乾
山
一
流
に
は

び
い
ど
ろ
有
）

白
粉　
　

五
分
（
匁
）

日
岡
石　

五
分
（
匁
）

唐
白
目　

一
匁
（
分
）

白
ビ
イ
ド
ロ　

十
匁

白
粉　
　
　
　

二
匁

豊
後
土　
　
　

五
匁

（
鼠
・
薄
浅
黄
・
桃
も

乾
山
一
流
と
同
じ
）

別
法
カ
ボ
チ
ャ
・

タ
レ
（
薬
）・
瑠
璃
・

交
趾
・
赤
絵

（
白
粉
・
煙
硝
・
水
戸

火
打
石
の
白
絵
具
も

あ
る
）

（
白
粉
・
煙
硝
・
水
戸

火
打
石
の
白
絵
具
も

あ
る
）

（初代口述二代筆記）
『内竈秘書』

(106)



「
宝
暦
十
年
乾
山
省
古
（
花
押
）」『
樂
燒
秘
傳
好

古
樂
記
』
小
林
源
兵
衛
著　
東
京
都
立
中
央
図
書

館
・
加
賀
文
庫

『
樂
燒
秘
傳
』
国
会
図
書
館

１
、
乾
山
伝
：

　

伝
統
的
な
内
窯
掛
薬
・
絵
具
の
調
合
で
あ
る
。

　

孫
兵
衛
伝
を
基
本
と
し
、
絵
画
的
表
現
を
試
み
た
乾
山
独
自
の

構
想
に
基
づ
く
が
、
絵
師
の
用
い
る
和
絵
具
の
風
趣
、
味
わ
い
が

陶
器
に
活
か
さ
れ
る
。
紙
絹
同
様
、
器
態
は
平
面
・
角
皿
が
主
体
。

孫
兵
衛
伝
の
内
窯
絵
具
に
は
ビ
ー
ド
ロ
（
白
玉
）
が
入
ら
な
い
。

仁
清
焼
な
ど
本
窯
上
絵
具
と
は
相
異
、
光
沢
は
押
さ
え
ら
れ
、
盛

り
上
が
り
も
な
く
、
ガ
ラ
ス
状
の
粘
着
感
も
み
ら
れ
な
い
。
乾
山

は
白
・
黒
絵
具
に
は
ビ
ー
ド
ロ
を
用
い
る
が
、
一
流
と
す
る
絵
具

に
は
白
・
黒
・
二
藍
・
濃
緑
・
鼠
・
桃
・
朽
ち
葉
・
朱
墨
・
薄
柿
・

薄
浅
葱
・
薄
萌
黄
色
な
ど
が
あ
る
。
孫
兵
衛
・
乾
山
伝
は
二
冊
の

自
筆
伝
書
他
、大
川
顕
道
手
控
、初
代
口
述
二
代
筆
記
に
現
れ
る
。

２
、
猪
八
伝
：

　

猪
八
伝
は
、
押
小
路
伝
・
乾
山
伝
が
基
本
で
あ
る
。
が
、
半
分

ほ
ど
の
調
合
に
は
ビ
ー
ド
ロ
が
入
り
、
猪
八
独
自
の
交
趾
風
陶

器
、
色
絵
具
の
惣
地
塗
り
に
は
不
可
欠
の
顔
料
で
あ
っ
た
。
そ
の

効
果
は
絵
具
の
密
着
、
色
彩
効
果
に
発
揮
さ
れ
る
。

３
、
乾
也
伝
：

　

初
代
口
述
二
代
筆
記
の
伝
書
が
基
盤
。
乾
山
・
猪
八
の
調
合

に
由
来
、「
乾
也
伝
」
と
し
た
が
、
調
合
の
省
略
に
特
徴
が
あ
る
。

顔
料
、分
量
の
割
合
に
相
違
は
あ
る
が
、乾
也
伝
井
伊
直
弼
筆
『
陶

術
秘
法
書
』、
六
世
乾
山
筆
『
楽
焼
傳
授
書
』
は
基
本
的
に
同
じ

で
あ
る
。
大
半
の
調
合
に
ビ
ー
ド
ロ
を
用
い
る
が
、絵
具
の
安
定
、

素
焼
素
地
に
も
簡
単
に
密
着
す
る
な
ど
、
失
敗
を
防
ぐ
工
夫
で
あ

り
、
別
し
て
素
人
・
趣
味
人
、
席
焼
に
は
適
し
て
い
た
。

　

乾
山
は
、
内
窯
焼
で
は
孫
兵
衛
伝
ビ
ー
ド
ロ
な
し
に
始
ま
り
、

独
自
の
工
夫
と
し
て
白
・
黒
絵
具
に
ビ
ー
ド
ロ
を
入
れ
る
。
猪

八
は
そ
れ
を
継
承
、
乾
山
の
「
描
く
」
と
し
た
手
法
は
、「
塗
る
」

と
し
た
手
法
へ
と
転
換
さ
れ
る
が
、
失
敗
の
少
な
い
ビ
ー
ド
ロ
入

り
は
、
や
が
て
内
窯
用
絵
具
の
標
準
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
ゆ
く
。

―
初
代
口
述
二
代
筆
記
伝
書
・
そ
の
他
の
乾
山
焼
関
係
伝
書
―

工
秘
術
』
類
似
の
「
土
器
秘
傳
書
」・「
内
竈
秘
書
」
以
上
四

部
か
ら
成
り
、
筆
致
も
異
な
り
、
合
冊
本
形
式
で
あ
る
。
著

者
「
好
古
」
な
る
人
物
は
俗
称
小
林
源
兵
衛
。
俳
諧
・
書
画

に
親
し
み
、
や
き
も
の
は
樂
吉
左
衛
門
隠
宅
手
代
紋
右
衛
門

よ
り
伝
を
得
る
と
あ
り
、
奥
書
は
二
箇
所
に
み
ら
れ
る
。

　

１
、
右
内
竈
之
法
雖
爲
秘
傳　

依
被
可
望
令
相
傳
者
也　

尤
右
法
所
望
之
仁
有
之
候
共　

作
傳
□
可
爲
無
用
事
也　

仍

一
札
書
加
所
如
件　

干
時
宝
暦
十
年
七
月
乾
山
省
古
（
花
押
）

　

２
、
乾
山
燒
法
（
二
代
の
筆
か
）　

明
和
三
丙
戌
年
七
月
廿

四
日　

近
藤
安
治
郎
写
之　

是
ハ
又
傳
之
也
（
傍
線
筆
者
）

と
あ
り
、宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
の
奥
書
は
『
古
畫
備
考
』

に
照
合
、
年
代
・
書
体
・
花
押
か
ら
二
代
乾
山
、
名
は
「
乾

山
世
代
書
」
に
照
ら
し
次
郎
兵
衛
と
判
断
す
る
が
、
明
和
三

年
（
一
七
六
六
）
は
二
代
目
乾
山
か
ら
弟
子
宮
崎
富
之
助
へ

と
三
代
の
譲
ら
れ
た
年
で
あ
る
（『
古
畫
備
考
』）。
書
写
し
た

近
藤
安
治
郎
は
不
明
で
あ
る
が
、
乾
山
伝
書
の
拡
が
り
を
示

唆
。内
容
も
内
窯
用
掛
薬
一
種
、絵
具
・
金
泥
を
含
め
一
九
種
。

う
ち
掛
薬
及
び
基
礎
的
絵
具
七
種（
黒
・
緑
・
紺
・
赤
・
黄
・
紫
・
白
）

は
孫
兵
衛
・
乾
山
伝
に
同
一
。
混
合
絵
具
（
鼠
・
薄
浅
黄
・
桃
色
）

も
乾
山
一
流
に
同
じ
く
す
る
。
内
容
が
ほ
ぼ
同
一
と
あ
れ
ば

初
代
口
述
二
代
筆
記
に
結
び
つ
く
が
、
同
書
は
関
東
大
震
災

に
よ
っ
て
焼
失
、
確
認
は
不
可
能
で
あ
る
。
が
、
乾
也
受
理

の
同
伝
書
は
、
猪
八
で
は
な
く
、
内
容
か
ら
も
初
代
乾
山
の

陶
法
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。
長
年
の
疑
問
で
あ
っ
た
が
、
乾

也
が
何
ゆ
え
伝
書
を
「
緒
方
流
乾
也
」
と
し
た
か
。
孫
兵
衛

伝
に
は
ビ
ー
ド
ロ
が
入
ら
ず
、
席
焼
に
よ
っ
て
腕
を
磨
く
乾

也
に
は
不
向
き
な
陶
法
で
あ
っ
た
。

　

内
窯
焼
・
趣
味
焼
は
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
期
へ
と
人
気

を
高
め
る
。
関
係
伝
書
も
多
々
著
さ
れ
た
が
、
大
方
は
乾
山

陶
法
・
色
彩
・
調
合
が
土
台
と
な
り
、
乾
山
焼
の
解
釈
に
趣

味
の
陶
器
と
し
て
の
評
価
が
加
え
ら
れ
る
源
と
な
る
。

―
伝
書
の
比
較
・
考
察
―

内
窯
掛
薬
（
上
薬
）・
絵
具
の
調
合
中
心

　

乾
山
没
し
て
京
都
で
は
二
代
猪
八
が
活
躍
。
江
戸
で
は
入
谷
村
二

代
乾
山
次
郎
兵
衛
（「
乾
山
世
代
書
」）
が
名
跡
を
継
ぐ
。

　

こ
の
頃
か
ら
多
く
手て

が
き書
に
よ
る
陶
法
書
が
現
れ
る
が
、
大
半
は
楽

焼
陶
法
で
あ
り
、
国
書
総
目
録
に
は
四
〇
種
ほ
ど
の
「
樂
燒
」
書
名

が
認
め
ら
れ
る
。『
樂
燒
秘
嚢
』
に
基
づ
き
、『
百
工
秘
術
』
を
参
考

に
し
た
も
の
を
筆
頭
に
、絵
具
・
釉
薬
の
調
合
、樂
家
に
関
す
る
系
図
・

情
報
、
乾
山
焼
関
係
の
内
容
を
具
え
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
、
そ
の

一
冊
に
『
樂
燒
秘
傳
・
好
古
樂
記
』
が
あ
る
。

　

同
書
は
『
樂
燒
秘
嚢
』
類
似
の
楽
焼
伝
書
・
顔
料
代
銀
積
・『
百

二
代
乾
山
花
押
『
古
畫
備
考
』

「
乾
山
燒
法　

明
和
三
丙
戌
年
」「
近
藤
安
治
郎

写
」『
樂
燒
秘
傳　

好
古
樂
記
』
小
林
源
兵
衛

著　
東
京
都
立
中
央
図
書
館
・
加
賀
文
庫

陶法伝書とその伝播(107)
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お
わ
り
に

　

命
の
限
り
を
自
覚
、
人
は
今
ま
で
と
は
異
な
る
事
柄
に
心
を
留
め
る
。

　

乾
山
も
前
年
に
は
大
病
、
同
年
五
月
に
は
寛
永
寺
本
坊
を
焼
く
大
火
に
遭
遇
、
求

め
に
応
じ
陶
法
伝
書
を
認
め
、
佐
野
へ
の
遠
出
を
決
心
し
た
か
。
歩
ん
で
き
た
道
を

ふ
り
返
り
、
積
み
重
ね
た
日
々
を
確
か
め
る
。
書
く
こ
と
が
嫌
い
で
あ
れ
ば
、
陶
工

が
伝
書
な
ど
認
め
る
気
持
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
文
人
を
志
し
た
乾
山
の
文
字

は
力
強
く
、
熱
意
が
籠
も
り
、
行
間
に
は
伝
え
た
い
と
い
う
や
さ
し
さ
が
滲
み
出
る
。

　

陶
法
を
知
る
、
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
作
品
に
結
び
つ
く
の
か
。

　

技
の
背
後
に
は
思
い
が
潜
む
。
仁
清
陶
は
そ
れ
だ
け
で
美
し
く
、
存
在
感
が
あ
る
。

乾
山
陶
は
見
る
者
、
扱
う
者
に
参
加
を
求
め
る
。
作
品
に
は
余
裕
が
あ
り
、
人
を
招

き
入
れ
る
力
が
あ
る
。
模
倣
を
し
て
も
似
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
部
分
で
あ
る
が
、

同
じ
こ
と
を
志
し
て
も
、
決
し
て
結
果
は
同
じ
も
の
に
は
至
ら
な
い
。
乾
山
焼
は
乾

山
で
あ
る
が
故
に
生
ま
れ
た
や
き
も
の
で
あ
る
。
秘
伝
は
人
間
乾
山
に
あ
り
、
伝
え

た
く
と
も
事
物
に
表
現
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
模
倣
を
す
る
。
そ
れ
は

そ
の
人
物
の
許
容
力
、
解
釈
に
よ
る
乾
山
風
陶
器
で
あ
る
。

　

陶
工
は
や
き
も
の
を
造
る
。
造
り
続
け
て
己
れ
を
知
り
、
歩
み
を
確
認
。
心
の
あ

り
方
、あ
ろ
う
と
思
う
所
が
写
し
出
さ
れ
、「
無
」
が
「
有
」
と
な
る
瞬
間
を
自
ら
掴つ
か

む
。

　

遠
い
昔
、
三
年
間
の
京
都
市
立
芸
術
大
学
の
留
学
は
夢
の
よ
う
に
過
ぎ
去
っ
た
。

土
を
探
し
て
歩
き
廻
り
、
こ
つ
こ
つ
と
掘
っ
て
袋
に
詰
め
る
。
窯
場
を
訪
れ
、
陶
匠

の
技
に
見
入
り
、
窯
・
土
・
顔
料
、
今
日
に
至
る
万
端
の
ご
苦
労
ま
た
喜
び
を
伺
っ
た
。

(108)



師
を
想
い
、
今
な
お
炎
に
向
か
う
友
を
思
う
。
ご
教
導
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
皆
さ
ま

方
に
感
謝
の
一
語
。
ひ
し
と
あ
り
が
た
さ
を
胸
裡
に
刻
む
。

　

本
稿
掲
載
に
あ
た
り
、
鐵
竹
堂
瀧
澤
記
念
館
・
東
京
国
立
博
物
館
・
京
都
国
立
博

物
館
・
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
・
五
島
美
術
館
・
湯
木
美
術
館
・
大
樋
美
術
館
・
出
光

美
術
館
・
北
村
美
術
館
・
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
・
樂
美
術
館
・
法
蔵
寺
・
石
水
博
物
館
・

Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
・
大
和
文
華
館
・
藤
田
美
術
館
・
畠
山
記
念
館
・
土
岐

市
美
濃
陶
磁
歴
史
館
・
彦
根
城
博
物
館
・
石
川
県
立
美
術
館
・
サ
ン
リ
ツ
服
部
美
術

館
・
フ
リ
ア
美
術
館
・
大
英
博
物
館
・
ギ
メ
東
洋
美
術
館
・
ピ
ー
ボ
デ
ィ
ー
・
エ
セ
ッ

ク
ス
博
物
館
・
ロ
イ
ヤ
ル
・
オ
ン
タ
リ
オ
美
術
館
・
岡
田
文
化
財
団
・
サ
リ
ー
・
ハ

ノ
ン
氏
。
調
査
に
関
し
ま
し
て
は
、
東
京
都
大
学
文
化
財
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
・
京

都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
・
渋
谷
区
教
育
委
員
会
・
東
京
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
・

佐
渡
市
教
育
委
員
会
・
各
遺
跡
調
査
会
の
皆
さ
ま
。
文
書
・
文
献
に
関
し
ま
し
て
は
、

京
都
市
立
芸
術
大
学
図
書
館
・
東
京
芸
術
大
学
図
書
館
・
一
橋
大
学
附
属
図
書
館
・

早
稲
田
大
学
図
書
館
・
国
立
国
会
図
書
館
・
国
立
公
文
書
館
・
東
京
都
中
央
図
書
館

ほ
か
の
皆
さ
ま
に
大
き
な
お
力
添
え
を
頂
い
た
。
別
し
て
国
際
基
督
教
大
学
図
書
館

の
早
急
な
御
手
配
・
対
処
、
思
い
や
り
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。
黒
澤
公
人
氏
・

長
濱
崚
平
氏
・
河
村
貴
子
氏
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

伝
書
へ
の
扉
を
開
い
て
く
だ
さ
っ
た
京
都
市
立
芸
術
大
学
元
学
長
故
佐
藤
雅
彦
氏
、

同
大
学
教
授
故
栗
木
達
介
氏
・
故
大
西
政
太
郎
氏
・
小
山
喜
平
氏
・
故
田
賀
井
秀
夫
氏
・

尾
形
周
平
氏
・
小
川
長
楽
氏
・
西
村
徳
泉
氏
・
亀
井
楽
山
氏
・
針
生
乾
馬
氏
・
針
生

和
馬
氏
・
故
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
リ
ー
チ
夫
人
。
出
会
い
以
来
常
に
励
ま
し
続
け
て
下
さ
っ

た
元
雄
山
閣
出
版
本
部
長
芳
賀
章
内
氏
、
聖
護
院
御
門
跡
宮
城
泰
年
師
、
善
養
寺
住

持
舘
克
亮
師
、
法
蔵
寺
住
持
故
坂
口
貞
光
師
・
故
弘
道
師
・
故
光
彰
師
・
西
川
秀
敏
師
。

　

四
十
有
余
年
に
わ
た
り
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
瀧
澤
雅
夫
・
邦
子
ご
夫

妻
、
故
中
村
敦
氏
・
鈴
木
重
治
氏
・
橋
本
真
紀
夫
氏
・
二
宮
修
治
氏
・
竹
内
弘
光
氏
・

山
梨
絵
美
子
氏
・
谷
村
玲
子
氏
・
荒
川
正
明
氏
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

連
載
は
八
年
余
に
及
び
ま
し
た
。
こ
の
た
び
は
Ｉ
Ｃ
Ｃ
所
長
矢
嶋
直
規
氏
の
御
好

意
に
よ
り
新
発
見
の
乾
山
焼
作
品
『
源
氏
物
語
』「
橋
姫
」
図
色
絵
香
合
（
本
焼
）、
光

琳
・
乾
山
合
作
銹
絵
椿
図
角
皿
（
内
焼
）
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
助
手
並

木
英
子
氏
・
木
戸
口
聡
子
氏
・
小
平
友
美
氏
・
内
坂
翼
氏
の
お
力
添
え
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

関
東
大
震
災
に
よ
り
焼
失
。
不
可
能
と
思
わ
れ
て
い
た
乾
也
所
持
の
伝
書
「
初
代
口
述
二
代
筆
記
」

を
突
き
止
め
た
。
合
冊
本
『
樂
燒
秘
傳
』
に
「
乾
山
省
古
」
と
あ
り
、内
容
は
二
冊
の
乾
山
自
筆
伝
書・

大
川
顕
道
手
控『
陶
器
傳
書
』に
同
じ
も
の
。
銘
と
花
押
型
は『
古
畫
備
考
』に
照
合
し「
二
代
目
乾
山
」、

藐み
ゃ
く
あ
ん
庵
筆
「
乾
山
世
代
書
」
に
よ
り
「
次
郎
兵
衛
」
の
名
を
確
認
。
結
果
、
同
書
は
猪
八
伝
書
・
萬
古
焼

浅
茅
堂
三
阿
の
跋
文
の
あ
る
『
陶
器
密
法
書
』、『
密
法
書
』
と
内
容
を
同
じ
く
す
る
『
本
竈
幷
内
竈
乾

山
秘
法
』『
乾
山
秘
書
』『
乾
山
樂
焼
秘
書
』
と
は
相
異
。
江
戸
に
お
け
る
乾
山
自
ら
の
内
窯
陶
法
で
あ

る
と
判
断
す
る
。
ま
た
針
生
家
蔵
『
乾
山
秘
書
』
巻
末
に
は
「
佐
野
宗
達
真
義
」
な
る
人
物
の
跋
文
を

認
め
た
が
、
宗
達
の
名
は
「
御お
す
き
や
ぼ
う
ず
く
み
が
し
ら

数
寄
屋
坊
主
組
頭
・
同
御
坊
主
衆
大
概
」
に
「
佐
野
宗
達
・
ね
づ
」（『
文

化
武
鑑
六
』）
と
あ
る
。
師
と
す
る
傳
心
庵
没
後
、
や
き
も
の
を
萬
古
三
阿
至
玄
に
法な

ら

う
と
あ
る
が
、
萬

古
三
阿
と
な
れ
ば
京
都
に
お
い
て
清
吾
か
ら
『
陶
器
密
法
書
』
を
受
理
し
た
沼ぬ
な
み
ろ
う
ざ
ん

波
弄
山
孫
、『
密
法
書
』

の
跋
文
を
書
し
た
人
物
で
あ
る
。
萬
古
堂
三
世
、
今
戸
に
住
し
や
き
も
の
製
作
に
従
事
。
俳
人
と
し
て

は
「
三
阿
亭
・
三
阿
法
師
」
な
ど
と
そ
の
名
を
知
ら
れ
、
芭
蕉
復
古
を
提
唱
し
た
大お
お
し
ま
り
ょ
う
た

島
蓼
太
へ
織
部
写

し
「
も
も
し
き
」
の
瓦
（
敷
瓦
）
を
製
し
て
贈
る
と
あ
る
（『
墨
水
遊
覧
誌
』）。
時
移
り
、
針
生
乾
馬
も

俳
諧
を
嗜
み
、
俳
名
は
「
千
年
竈
其き
と
く徳
」。
明
治
三
年
陶
器
伝
習
の
た
め
江
戸
へ
出
府
し
た
が
、『
乾

山
秘
書
』
の
入
手
に
は
宗
達
関
係
、
情
報
に
精
通
し
た
そ
れ
ら
俳
諧
人
と
の
交
わ
り
に
因
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
か
。乾
馬
自
筆
の
奥
書
は
宗
達
跋
文
の
後
頁
に
あ
る
。別
紙
を
貼
り
付
け
記
し
て
い
る
が
、

書
体
も
相
異
、
内
容
も
乾
也
所
持
「
初
代
口
述
二
代
筆
記
」
を
書
写
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　
『
陶
工
必
用
』
に
関
し
て
は
輪
王
寺
坊
官
進
藤
氏
、
後
に
矢
田
部
氏
の
受
理
を
推
測
、
大
川
顕
道
手

控
か
ら
は
『
樂
燒
秘
嚢
』『
百
工
秘
術
』『
万
宝
全
書
』
な
ど
刊
本
か
ら
の
抜
萃
書
写
を
確
認
し
た
。
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every manual due to recent scientific, archaeological, and documentary studies. 
The Kenzan manuals expose the intermingling of the exoteric and esoteric spheres of 

premodern ceramic knowledge. Beginning with the former, one of the distinguishing 
features of early modern ceramics in all of East Asia is that it was written about and 
published in the form of block-printed gazeteers, classified encyclopedias, and guides to 
connoisseurship. Starting with early Chinese precedents such as the ceramic chapter of 
Tiangong kaiwu (Exploitation of the works of nature; 1637), we witness a description of 
production but conspicuously missing is the kind of information that would enable the 
reader to actually make pots, evoking Clunas’ (1997:78) observation that such books were 
made for literati and parvenu merchant audiences with the intent of producing a 
“knowing subject” instead of transmitting practical knowledge itself. The authors have 
discovered a parallel phenomenon in Japan in a ceramic section in a published 
“encyclopedia of crafts” ironically entitled Hyakkô hijutsu (Secret techniques for myriad 
handicrafts; 1724). On the esoteric side one can find written information kept within potter 
families or communities which functioned as working memoranda and as a tokens of 
entitlement, however as we can see first in the martial and performing arts and then in 
painting, the early modern publishing industry was adept at turning trade secrets into 
commodities. In Japanese ceramics the dissemination of “insider information” is centered 
around Raku ware, whose simple technology and short production schedule endeared it 
to amateurs. In 1736, the Raku-ware technical manual Rakuyaki hinô (Collected Raku 
ceramic secrets) became the first pottery manual to be put into print. While the Kenzan 
manuals were not published, their coexistence with this nascent genre of ceramic 
publishing is a key to understanding why they were made and reproduced. 

Technically speaking, recipes for earthenware glazes and pigments, referred to by 
Kenzan as uchigama, appear in all manuals (stoneware coverage diminishes after the first 
Kenzan), and therefore can be used to determine specific lines of transmission (see chart p. 
106). The starting point is the recipes Kenzan received from the Oshikôji potter Magobei, 
and listed in Kenzan’s Tôkô hitsuyô and Tôji seihô; those formulas are basically repeated in 
the Tôki densho and the newly discovered Uchigama hisho. Based on a simple and venerable 
formula of lead carbonate (shiroko or tô no tsuchi) and silica (Hinooka stone), Kenzan used 
these for underglaze painting on flat dishes. Then, in mid-18th-c. Kyoto, Kenzan’s 
successor Ihachi wrote a very different kind of manual, incorporating his adoptive father’s 
recipes but adding new ones that include glass frit (biidoro or shiratama), and indeed glassy 
swatches of saturated colors inform many of his late works. This Ihachi manual was 
preserved in the Edo Banko line of potters. Finally, while Miura Kenya inherited the Edo-
line manual passed down though Sakai Hôitsu (1761-1828) and Nishimura Myakuan (1784-
1853), his copy was destroyed in the 1923 Kanto earthquake. The recipes passed from 
Miura Kenya to Ii Naosuke and Urano Shigekichi (surviving in the Leach copy), however, 
show that Kenya had little use for the older formulas. Now all recipes contained frit, which 
greatly stabilized the colors and melt, and allowed most of the pigments to be used both 
under or over the glaze coat. The “Kenzan” technical legacy had become a kind of 
paintbox for amateurs, awaiting new appropriations by artist-potters of the 20th century.

Keywords: Early modern Japanese ceramics; Japanese ceramic technology; Ceramic 
manuals, Kenzan ware; Ogata Kenzan; Rinpa 
キーワード：近世日本の陶磁、窯業技術、陶法伝書、乾山焼、尾形乾山、琳派
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Abstract

Kenzan-Ware Pottery Manuals: Transmission and Reception

English Summary

This article surveys the technical legacy of the Japanese ceramic designer Ogata 
Kenzan (1663-1743) through the pottery manuals from his own hand and those written by 
his successors. Following a brief introduction to modes of technological transmission and 
the fundamentals of Japanese ceramic technique, each manual is transcribed and its 
contexts and vocabulary are explicated. The featured texts are:

1) By Ogata Kenzan: Tôkô hitsuyô (Essentials for the Potter, 1737); coll. Yamato 
Bunkakan; the first section of this book is a manual that Kenzan received in 1699 
from potter Nonomura Ninsei (act. mid-late 17th c.).
2) By Ogata Kenzan: Tôji seihô (Ceramic Techniques, 1737); coll. Tetchikudô Takizawa  
Kinenkan.
3) By Ogata Kenzan but copied into a 1732-dated section of a notebook by Sano 
(Tochigi-prefecture) ceramic hobbyist Okawa Kendô bearing the title of Tôki densho”; 
coll. Tetchikudô Takizawa Kinenkan.
4) Attributed to second-generation Kenzan Ogata Ihachi: Tôki mippôsho (Ceramic 
secrets, n.d, est. mid-18th c.); coll. National Diet Library; the same contents are found 
in Hongama uchigama narabini Kenzan yaki hihô (Secret techniques for high- and low-
temperature [ceramics] and Kenzan ware) in the former Tokyo Bijutsu Kenkyujo 
collection, Kenzan rakuyaki hisho (Secret Kenzan Raku-ware book) in the National 
Diet Library, Tokyo, and Kenzan hisho (Secret Kenzan-ware book) in the collection of 
Tsutsumi-ware potter Hariu Kenba. We know from its 1792 colophon that Tôki 
mippôsho was handed down in the Banko-ware line of Edo potters.
5) Attributed to a “second-generation Kenzan” in Edo: Uchigama hisho (Secrets for 
glazed earthenware), copy dated 1766, discovered by the authors as part of a bound 
volume entitled Rakuyaki hiden (Raku-ware secrets), coll. Tokyo Metropolitan 
Library.
6) By Kenzan-style potter Miura Kenya (1821-1889): Ogata-ryû tôjutsu hihôsho (Ogata-
style ceramic techniques secret book) in the form of an 1854 copy by the lord of the 
Hikone-domain, Ii Naosuke (1815-1860); coll. Hikone Castle Museum.
7) By Kenya’s disciple and self-styled 6th-generation Kenzan, Urano Shigekichi 
(1851-1923): Rakuyaki denjusho (Raku-ware transmission document, 1919); coll. Art 
Research Center in Farnham, Surrey; this is a document written by Urano for British 
potter Bernard Leach (1887-1979).

Earlier researchers, namely Wakimoto (1941-2), Suzuki (1942), Mitsuoka (1963), 
Kawahara (1979) and Tagai (1980) have variously transcribed and interpreted these works. 
Additionally the manuals have been a subject of articles by potters Tomimoto (1957) and 
Uno (1975). Wilson (1992) includes an English translation of Tôkô hitsuyô. None of this 
earlier research, however, takes up the interrelationships of these books, and with the 
exception of Uno’s insightful remarks none of them offer more than a summary 
description of the contents. None of these studies consider the recipients of the work and 
how that is manifested in the contents. Finally, more can be said about the contents of 

陶法伝書とその伝播(111)


